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2次合格

1浪目のとき先生に質問するとか助けを  
求めにいくのが苦手だった、で、代官山、

来てから人に頼れるようになって、
先生とか親身になってくれて  

遠回りせずに、勉強することができた。
順天堂大医学部進学　長谷川 れい佳 さん(聖心女学院高校卒)
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WAY TO SUCCESS合格への軌跡

1 浪目のときは、すごく独り善がりな勉強ばっ
かりしてて
長谷川れいかと申します。進学先は順天堂大学です。1
次、受かったところは、岩手医科大学と愛知医科大学、
杏林大学、北里大学、聖マリアンナ医科大学、女子医
科大学、順天堂大学、昭和大学、日本大学です。はい。
ちょっと想像してなかったです、私も。まさかここま
で受かるとは。1 浪目のときが、あのー、全滅だった
ので、こんなに受かるんだと思ってびっくりしました。
母も、「代官山、すごいね」って、言ってました。「こ
んな受かるの？」っつって。すーごいびっくりしてま
したね。
まあ、2 浪になって、2 浪が決まって、はい。それで、
どこ行ってるのっていう話になるじゃないですか、塾。
で、知り合いの方から、代官山 MEDICAL だったよって
いって、いろいろ話を聞いて、ウイークリーとかマン
スリーがあって、なんか「こまめに面倒見てくれたよ」

「いい塾だよ」って聞いて、いろいろ聞いて、代官山
MEDICAL 行こうと思って、はい。
で、代官山、来て驚いたことは、やっぱり面倒見がとっ
てもよくって、先生もとてもフレンドリーですし。あの、
結構 1 浪目のときは、すごく独り善がりな勉強ばっか
りしてて。前の塾は、同じように少人数予備校だった
んですけど、そもそも自習時間が大半だったんですよ、
1 日のうちで、午前と午後ちょっと授業で、あとはも
うずっと自習とかそういう感じで、私もそんなに先生
に、何ていうんだろう、すぐに行って、どうしたらい
いですかって聞けるようなタイプでもなかったので、
とにかく物理と化学を、ひたすら無我夢中で解くみた
いな。なんか何も考えずにとにかく、ひたすら、数を
こなせば解けるようなるかなと思って、やっぱり考え
る力があんまり養われてなかったなって。で、そうい
うのもあって、やっぱ独り善がりな勉強になるので、
得意科目の英語とか数学もどんどん落ちてしまって。
そういう 1 浪目だったんですけど。なんか 2 浪目にな
ると、やっぱり先生との距離も近くって、授業中も結構、
のぞき込んで見てくれたりするので、どうしても、距離、
近くなるじゃないですか。で、そうなるとやっぱり、
それ、それぞれ 4 科目を均等にやろうっていう気持ち
が大きくなって、先生方も毎日、全科目触れろっておっ
しゃっていて、バランスのいい勉強を 1 年間すること
ができたんじゃないかなって思いました。ノートとか
のぞきこまれるのって、恥ずかしいっていうか、やっ
ぱり。解けてないだろうなとか思いながらのぞき込ま
れるのは恥ずかしいですけど、でも優しいので、先生
方みんな。
平野先生とか、薄先生もすごくのぞき込んでて、アド
バイスくれましたね。平野先生とかは私が結構、数学、
ミスしてどんどん大きな失点につながってるっていう
タイプでもあったので、ミスノート「作りなよ」とか言っ
てくださって、それから毎日、毎日、ミスしたことをノー
トに書き留めたり。毎日、書いてました。試験前はそ

れを見返して、ああ、しょうもないミスしてるなと思っ
て。数学は本当に、どうしてこんな間違いするんだろ
うっていうぐらい、本当にあり得ないミスばっかりし
て。月イチでマンスリーとか貼り出されるじゃないで
すか。やっぱみんな結構、気にするので、上のクラス
だとなおさら、上のクラスなのに、きょう、今回、何
位だったねって、結構やっぱりみんなおっしゃるの…。
メンタルは、やっぱり同じクラスの人と話し、話すじゃ
ないですか。そういうのでやっぱり、同じクラスの人
もうまくいかなかったときとか、やっぱりあるので、
気持ちが分かってくれるんですよ、地雷を踏まないっ
ていうか、お互いに。なんかやっぱり気持ち分かって
くれてるんだろうなっていう体でやっぱり話してると、
自然とやっぱり元気つきます、それだけで癒やされま
したし。同じクラスじゃなくても結構、仲良かったん
ですよ。お昼ご飯とかのときも話したりしてましたし。
朝、直前とかは朝に過去問、一緒に解いたりしてまし
たし、解き方とか、今、これが苦手で、どうしたらい
いのか迷ってるとか、そういうの結構、話してましたね。
とってもプラスになりました、もう。本当にみんない
い人ばかりで。友達の存在、大きかったと思います。
仲良くしてた子たちは、意見交換してたからこそ、結構、
言いやすかったですし。
えっとー、山田君 ( 東京慈恵会医科大進学 : 山田祐輔 )
とか、京極君 ( 東京慈恵会医科大進学 : 京極政樹 ) とか、
結構 2 人とよく仲良くしてたんですけど、山田君とか
京極君は、何ていうんだろう、私みたいにあんまりあ
たふたしないで、焦らないんですよ、で、問題一つ一
つに、これはこうだからって考えて解いてるのを見て、
あ、これ、私してないと思って。人のふり見てわがふ
り直すみたいな、そんな感じで勉強してましたね。人
から得た部分もありますし、英語の勉強方法としては、
分からない単語とか熟語とか出てきたら、すぐ付箋に
書き出して。ワードノートみたいな、英語用のサイズ
のノートにどんどん、ぺたぺたぺたぺた貼っていって。

たね。あのー、過去の先輩の、合格の軌跡とか見て。
前、前がいいですよっていうのを見て、じゃあ途中か
ら前にするより最初っから前にしちゃったほうが絶対、
気も楽だと思って、一番前に最初っから座って、はい、
当てられました。ウフフ。すごい緊張しました、なんか。
答えられないときもありましたし、やっぱ答えられな
いと恥ずかしいじゃないですか。周りもいるわけです
し、クラス授業なので、やっぱり記憶に残るんですよ、
そういうのって、間違えたとき。そのときは本当、鮮
明に、よく覚えてましたね。
数学の先生はやっぱりヒラパンと薄先生。ヒラパンは、
マンスリーとかなかなか取れなかったとき、いつもヒ
ラパンに、今回も低かったですっていって報告しに行っ
て、結構、慰めてもらってました、優しいので。ウフ、「次、
次」っていって。あの、「ミスを減らしなよ」っつって。

「ノートを書けば大丈夫だから」とか。結構、言ってく
ださいましたし、そういうのもあって。あと薄先生は、
私、確率がすっごく苦手で、苦手なものをとことんプ
リントくださいましたし、すごいそれをいつも解いて。
で、やっぱり確率ってやっぱり難しいんですよ。苦手
な人からすると、なんか考え方がなかなか身に付かな
くて。分からないんですけど、まあ、確かにそうなん
ですけど、まあそれで結構簡潔に、簡単に教えてくだ
さるのがすっごく私にとっては、その確率の問題の解
き方、落とし込みやすかったなっていうのはすごくあ
りますね。あと物理は寺澤先生。マンツーとかも、こ
んなのも分かんないのかっていうレベルの質問をいつ
もして、何ていうか、そういうあほな質問でもしやす
い先生だったんですよ、私にとってすごく本当に何で
も聞ける先生っていうか。なので、やっぱり物理が苦
手科目だった私にとっては、こんなこと聞いてばかだっ
て思われるだろうなって質問も気兼ねなく聞ける先生。
基礎の基礎からやってくださって。結構やっぱり基礎
から教えてくださったとき、意外と抜けてることが多
くって。力学とか。なので、そういう抜け落ちてたと
ころを一つ一つすくい上げるっていう意味で、すごく
いい先生でした。いやあ、楽しかったです。とっても。
なんか。もう受けてるだけ、声、聞いてるだけで楽し
いですし、なんか数学受けながら、寺澤先生の大きな
声がやっぱ聞こえてくるじゃないですか。ほっこりし
たりして。最初は、寺澤先生、こんな先生いるんだと思っ
て、すごいキャラ濃いっていうか、怖そうだなって最初、
思ったんですけど、質問とかはちょくちょくしてて。
レギュラーの、物理夜間のやつしか、演習のときしか
寺澤先生のときは受けてなかったんですけど。

お楽しみにしててくださいね、って順天堂の面
接で言われた。
あと、面接対策と小論文。もう本当に大事だなって思っ
てて。私、1 浪目まで全く、その、面接対策とか小論
文対策とか受けたことがなかったんですよ。全く受け
たことなくって、そういうもんだと思ってしまってて。。

うーん。で、代官山 MEDICAL 来て、小論文と面接対策、
受けて、初めて。4 月から受けて。で、小論文とか、
書き方、本当に全く分からなかったんですけど、先生
が本当に、すごく簡潔に教えてくださって、難しく考
えなくていいんだなって初めて気付いて。そこから小
論文におじけづかなくなったっていうか。もともと国
語がすごい苦手だったので、小論文・・・。小論文、
全然なってないだろうなって思いながら、代官山
MEDICAL に来てたので、小論文受けて本当によかった
なって思いましたし、あと面接の授業受けて、一から
教えてくださって、それで本番、面接、すごくなんの
失敗もなく切り抜けられて、すらすら迷うことなく答
えることができました。なんか順天の面接のときに、
やっぱり、うーん。「小論文に 800 文字、加えるとしたら、
何、加えますか」って、聞かれて。ええっと思って。
あのー、一応、面接で、過去の面接、聞かれたことを
全部ピックアップして、こう答えたら、こう聞かれた
らこうって全部、準備万端にしてたんですけど、その
質問は想定していなくて、その回答を用意してなくっ
て。そのときにヒロ先生の授業、思い出して…。たしか、
京極君が確か隣で、あのー、今、500 文字かそれぐら
いで書いてると思うんですけど、本番のときにもっと
多く書けって言われたら何書けばいいんすか、みたい
なことを隣で聞いてたんですよ。で、それ聞いてて、で、
ヒロ先生が、いや、なんか具体例を、自分の体験談と
かを一つ二つ増やせばいいだけの話だよみたいな、「そ
んな難しく考えなくていいんだよ」って言ってるのを、
すごく、思い出して、それで、迷うことなく自分の体
験談、具体例を二つぐらいすぐに言えることができて。
そう、そうですね、それで面接、受けた後に、いやあ、
代官山で対策しといて本当によかったなって心底、思っ
た記憶が今でも覚えてます。いや、本当にそうですよ。

いやあ、あのー、正直、順天堂受ける前もやっぱりど
うしても、2 浪だから受からないだろう、受かるのか
なって、思ってて。でも 1 次、受かったときは本当に
うれしかったですし、まあこのまま 2 次も受かればい
いなとは思ってたんですけど、やっぱり可能性が低い
だろうなって思ってたので。でも、なんか、面接の終
わりのときに、面接官の先生が、「楽しみにしててくだ
さいね」っておっしゃったんですよ。で、お楽しみに
しててくださいねを言い掛けてたんですよ。なんか、「楽
しみにして」。みたいな感じだったので、あっ、これも
しかしたらいけるのかなと思って、でも、でも言い掛
けてたから、もしかしたらなんか希望を持たせないほ
うがいいなと思って言っただけなのかなとか、悶々と
考える日々でした。すごい考えてました。

２浪目の自分に、コンプレックスがあった。
本当に、代官山に入ってなかったら本当に今の自分は
ないなって、すごく思います。本当に、1 次こんなに
受かるって思ってなくって、2 次もこんなに受かると
思ってなくって。やっぱり 2 浪っていうコンプレック
スが自然と、なんか心の中であって。いや、私、恥ず
かしいっていうか、受かりにくいのかなあって、やっ
ぱ思っちゃう自分がいて。代官山、入った初期ぐらいは、
M2 の周りは 1 浪ばっかりで、2 浪がいなかったので、
なんで、この人たちよりも、本当は、2 浪である分、もっ
と頑張らないといけないし、詰め込まないといけないっ
て思ってたので。今、思うと結構、自分でプレッシャー
かけてたのもあったんですけど、はい。本当に、やっ
ぱ 1 浪目のとき、独り善がりな勉強をしてしまった自
分がいて、で、代官山 MEDICAL 来て、そういうのがな
くなって、先生とか、友達もたくさんできて、それで
勉強の仕方が自然と改善できるようになりましたし。
何ていうんだろう。コンプレックスは抱いてなかった
んですけど、M2 は、やはり周りが 1 浪ばっかりだったっ
ていうのはすごい大きいと思いますね。そういうので
やっぱ気にしちゃってました。
1 年で本当に、苦手科目から、全く逃げなくなったっ
ていうのがすごく大きくって、やっぱり苦手科目であ
ればあるほど考えることって大変じゃないですか、問
題、解くときに。そういうのを本当に逃げてきてたので、
この。無意識にやっぱり苦手を避けて、うん。そうな
んですよ、だから代官山、入って、じっくり考えるよ
うになって、授業中も。いくら1科目が得意だとしても、
結局は総合点で決まるっていうのをよく聞かされてい
たことと、あと、やはりマンツーですごい、自分がで
きないことって本当によく分かるじゃないですか、マ
ンツーを受けると、何がだめで何がわかっていないの
か、そういうので、今の勉強じゃあ全く無理、駄目、
なんか私の考え方が駄目だなって思って、で、一問一問、
焦らずに、時間をかけてじっくり考えるようになりま
した。

後輩へのアドバイス。
一つ目として、しないほうがいいよって思うのは、フフ、
独り善がりの勉強をしちゃ駄目。さっきからずっと言っ
てるやつ。いや、独り善がりの勉強になると、いろん
な参考書とかいろんな問題集に手出しちゃうんですよ。
それ本当によくないんで、一番しちゃいけないことだ
なって。1 浪目のとき、してました。で、2 浪目になっ
て代官山の教材だけを解くようになって。その全部、
捨てましたね。アハ、はい。処分して捨てました。代
官山の教材一本にして。代官山の教材を繰り返し、繰
り返し解くっていう感じです。
二つ目は、諦めないこと。私、2 浪だったので、やっ
ぱり自信がつきにくいんですよ、どうしても。やっぱ
りなかなか自信つけることってコンプレックスあると
できないと思うので、自信つけるためには本当に勉強
あるのみって感じで。どうしようって、ただ落ち込む
んじゃなくって、落ち込んでたら本当に時間の無駄な
ので。そういうときはもう無心で、自信つけられるよ
うになるまでやるって、心、自分でもう最初っから決
めちゃったほうが 1 年持つと思いますし、気持ち的に
も。本当に気持ち大事だと思うので。そういう意味で、
諦めずに目の前のことに集中する。寄り道せずに。そ
れが本当に大事だと思います。
三つ目は、人に頼ること。も、とても大事だと思います。
なんか私が 1 浪目のときとか、現役生のときもそうだっ
たんですけど、先生に質問するとか助けを求めにいく
とかが苦手っていうか、あんまりしたことがなかった、
したことがなくって。で、代官山、来てから人に頼れ
るようになって、先生とか。やっぱり距離が近いので。
それに、本当に親身になってくださいますし。親身に
なってくれたことで、遠回りせずに、勉強することが
できたってすごく思うので、できるだけ、おじけずに
人に頼りまくったほうがいいなって思いました。周り
の友達を見てても、やっぱりよく先生に質問しに行っ
たり、頼ってたり、コミュニケーションを取ってる子っ
て、やっぱり勉強法がすごい確立されてましたし、はい。
なので。はい。
最後に、ま、やっぱり、誘惑に負けないっていうか、
自分との闘いじゃないですか。お昼休みも、自分で、
もうこの時間になったら勉強しようって決めて単独行
動。自分を甘くしないで、5 分で食べ終えて。おにぎ
りをバァーって食べて、それですぐ自習室に戻ろうと
か、そういうの徹底してた記憶はすごくありますね。
スマホは封印してました。はい。封印。塾にいるときは、
もう全く触らないで。家では見ちゃってましたね。だ
から家に帰ったらもう、全く勉強しないで。でも疲れ
てるので、もう寝たいって、なってたので、そんなに
スマホはいじる時間はなかったかなって思ってて。自
分の中でも、なんか 7 時間寝たら、次の朝、頭がさえ
てるなって分かってたので 7 時間、毎日、寝てました。
朝、早くから来て、6 時半とかかな。6 時 45 分までに
は来れるように頑張ってて、途中 6 時 45 分ちょっと

過ぎちゃったときもあったと思うんですけど、直前期
とかは、もう 6 時 15 分ぐらいから勉強してって感じで。
夜も 10 時ぐらいまで残ってって感じの生活で、起きて
すぐ行くって感じ。
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れを見返して、ああ、しょうもないミスしてるなと思っ
て。数学は本当に、どうしてこんな間違いするんだろ
うっていうぐらい、本当にあり得ないミスばっかりし
て。月イチでマンスリーとか貼り出されるじゃないで
すか。やっぱみんな結構、気にするので、上のクラス
だとなおさら、上のクラスなのに、きょう、今回、何
位だったねって、結構やっぱりみんなおっしゃるの…。
メンタルは、やっぱり同じクラスの人と話し、話すじゃ
ないですか。そういうのでやっぱり、同じクラスの人
もうまくいかなかったときとか、やっぱりあるので、
気持ちが分かってくれるんですよ、地雷を踏まないっ
ていうか、お互いに。なんかやっぱり気持ち分かって
くれてるんだろうなっていう体でやっぱり話してると、
自然とやっぱり元気つきます、それだけで癒やされま
したし。同じクラスじゃなくても結構、仲良かったん
ですよ。お昼ご飯とかのときも話したりしてましたし。
朝、直前とかは朝に過去問、一緒に解いたりしてまし
たし、解き方とか、今、これが苦手で、どうしたらい
いのか迷ってるとか、そういうの結構、話してましたね。
とってもプラスになりました、もう。本当にみんない
い人ばかりで。友達の存在、大きかったと思います。
仲良くしてた子たちは、意見交換してたからこそ、結構、
言いやすかったですし。
えっとー、山田君 ( 東京慈恵会医科大進学 : 山田祐輔 )
とか、京極君 ( 東京慈恵会医科大進学 : 京極政樹 ) とか、
結構 2 人とよく仲良くしてたんですけど、山田君とか
京極君は、何ていうんだろう、私みたいにあんまりあ
たふたしないで、焦らないんですよ、で、問題一つ一
つに、これはこうだからって考えて解いてるのを見て、
あ、これ、私してないと思って。人のふり見てわがふ
り直すみたいな、そんな感じで勉強してましたね。人
から得た部分もありますし、英語の勉強方法としては、
分からない単語とか熟語とか出てきたら、すぐ付箋に
書き出して。ワードノートみたいな、英語用のサイズ
のノートにどんどん、ぺたぺたぺたぺた貼っていって。

付箋を。それで行き帰りとか、ばあって見て頭入れて、
また次の日も行き帰りの短い時間でばあって見てって
感じで、隙間時間で結構、英単語は覚えてましたね。
なんか付箋を貼って、で、覚えられたら剝がすんですよ。
その作業がなんか自分の中でしっくりきてたっていう
か、快感が。あ、終わったと思って剝がすみたいな。
長文は、読んだものを毎日、繰り返し読んでましたね。
毎日です。毎日、長文は 1 ネタ、絶対、読んでました。
授業でやったやつです。やっぱり英語は得意科目だっ
たので、できる限り時間は割きたくなくって。そうな
ると、新しい長文じゃなくって、もう読んだ長文、授
業で扱った長文を読んだほうが結構、効率がよくって。
マーカーで前置詞とか全部、塗りつぶして、もう覚え
ちゃうぐらいに、赤シートをかざしながら、こうだ、
確か次はこれだよなとか思いながら、どんどんどんど
ん読み返すって。そうすると結構、熟語と単語は、何
ていうか染み付くので、結構。マーカーだらけでしたね。
長文は。前置詞はもう、はい。ほぼマーカー付けてっ
て感じで。

苦手な物理は、寺澤先生の声でほっこりしてま
した。
英語は、田中良平先生と、あと発音が独特な、三ツ橋
先生。そうです、三ツ橋先生が印象的でした。三ツ橋
先生は、すごい簡潔に教えてくださって。あのー、単
語一つ出ると、それに派生して、これとこれがあって、
これが出たらこれを覚えればいいって、何てんだろう。
形をもう既に作ってくださってる。で、それが本当に
勉強しやすかったし、私も、付箋にまとめる人だった
ので。それで結構、あっ、これが来たらこれ。ていう
感じで書き留めて、私の性格にすごく合ってたってい
うのもありますし、あと田中先生も三ツ橋先生と一緒
で、派生したこと、難しいことでもたくさん単語、教
えてくださって。あと豆知識とかも教えてくださって。
結構、雑談がすごく面白かった印象がすごくあって。
盆栽。盆栽の、あ、盆栽の雑談も面白かったです。はい、
フフ。で、結構、長文の教え方もやっぱり熟語、うん。
あのー、これは覚えといたほうがいい、これは覚える
必要ないって、全部、言ってくださってたので。内容
もそうですし、これは豆知識として覚えといたほうが
いいよってこととかも全部、教えてくださってたので。
そういうの、私、ちょっと常識に欠けていたって・・・
いうのもあって、すごくありがたかったです。あ、石
井先生は、毎回毎回、授業、始まる前に、勉強方法と
かその時期に合ったアドバイスを必ずしてくださって。
それを毎回よく私、聞いて参考にしてたので、すごく
よかったなって思いますね。全科目、毎日、触れるこ
ととか、緊張することは、全く悪いことじゃないとか、
勉強してる証拠とか、そういうことを言ってくださっ
て、日々の勉強のモチベーションにもなりましたし、
心の余裕にもつながったっていうのもあります。
一番前にいました。はい。確か一番前にずっといまし

たね。あのー、過去の先輩の、合格の軌跡とか見て。
前、前がいいですよっていうのを見て、じゃあ途中か
ら前にするより最初っから前にしちゃったほうが絶対、
気も楽だと思って、一番前に最初っから座って、はい、
当てられました。ウフフ。すごい緊張しました、なんか。
答えられないときもありましたし、やっぱ答えられな
いと恥ずかしいじゃないですか。周りもいるわけです
し、クラス授業なので、やっぱり記憶に残るんですよ、
そういうのって、間違えたとき。そのときは本当、鮮
明に、よく覚えてましたね。
数学の先生はやっぱりヒラパンと薄先生。ヒラパンは、
マンスリーとかなかなか取れなかったとき、いつもヒ
ラパンに、今回も低かったですっていって報告しに行っ
て、結構、慰めてもらってました、優しいので。ウフ、「次、
次」っていって。あの、「ミスを減らしなよ」っつって。

「ノートを書けば大丈夫だから」とか。結構、言ってく
ださいましたし、そういうのもあって。あと薄先生は、
私、確率がすっごく苦手で、苦手なものをとことんプ
リントくださいましたし、すごいそれをいつも解いて。
で、やっぱり確率ってやっぱり難しいんですよ。苦手
な人からすると、なんか考え方がなかなか身に付かな
くて。分からないんですけど、まあ、確かにそうなん
ですけど、まあそれで結構簡潔に、簡単に教えてくだ
さるのがすっごく私にとっては、その確率の問題の解
き方、落とし込みやすかったなっていうのはすごくあ
りますね。あと物理は寺澤先生。マンツーとかも、こ
んなのも分かんないのかっていうレベルの質問をいつ
もして、何ていうか、そういうあほな質問でもしやす
い先生だったんですよ、私にとってすごく本当に何で
も聞ける先生っていうか。なので、やっぱり物理が苦
手科目だった私にとっては、こんなこと聞いてばかだっ
て思われるだろうなって質問も気兼ねなく聞ける先生。
基礎の基礎からやってくださって。結構やっぱり基礎
から教えてくださったとき、意外と抜けてることが多
くって。力学とか。なので、そういう抜け落ちてたと
ころを一つ一つすくい上げるっていう意味で、すごく
いい先生でした。いやあ、楽しかったです。とっても。
なんか。もう受けてるだけ、声、聞いてるだけで楽し
いですし、なんか数学受けながら、寺澤先生の大きな
声がやっぱ聞こえてくるじゃないですか。ほっこりし
たりして。最初は、寺澤先生、こんな先生いるんだと思っ
て、すごいキャラ濃いっていうか、怖そうだなって最初、
思ったんですけど、質問とかはちょくちょくしてて。
レギュラーの、物理夜間のやつしか、演習のときしか
寺澤先生のときは受けてなかったんですけど。

お楽しみにしててくださいね、って順天堂の面
接で言われた。
あと、面接対策と小論文。もう本当に大事だなって思っ
てて。私、1 浪目まで全く、その、面接対策とか小論
文対策とか受けたことがなかったんですよ。全く受け
たことなくって、そういうもんだと思ってしまってて。。

うーん。で、代官山 MEDICAL 来て、小論文と面接対策、
受けて、初めて。4 月から受けて。で、小論文とか、
書き方、本当に全く分からなかったんですけど、先生
が本当に、すごく簡潔に教えてくださって、難しく考
えなくていいんだなって初めて気付いて。そこから小
論文におじけづかなくなったっていうか。もともと国
語がすごい苦手だったので、小論文・・・。小論文、
全然なってないだろうなって思いながら、代官山
MEDICAL に来てたので、小論文受けて本当によかった
なって思いましたし、あと面接の授業受けて、一から
教えてくださって、それで本番、面接、すごくなんの
失敗もなく切り抜けられて、すらすら迷うことなく答
えることができました。なんか順天の面接のときに、
やっぱり、うーん。「小論文に 800 文字、加えるとしたら、
何、加えますか」って、聞かれて。ええっと思って。
あのー、一応、面接で、過去の面接、聞かれたことを
全部ピックアップして、こう答えたら、こう聞かれた
らこうって全部、準備万端にしてたんですけど、その
質問は想定していなくて、その回答を用意してなくっ
て。そのときにヒロ先生の授業、思い出して…。たしか、
京極君が確か隣で、あのー、今、500 文字かそれぐら
いで書いてると思うんですけど、本番のときにもっと
多く書けって言われたら何書けばいいんすか、みたい
なことを隣で聞いてたんですよ。で、それ聞いてて、で、
ヒロ先生が、いや、なんか具体例を、自分の体験談と
かを一つ二つ増やせばいいだけの話だよみたいな、「そ
んな難しく考えなくていいんだよ」って言ってるのを、
すごく、思い出して、それで、迷うことなく自分の体
験談、具体例を二つぐらいすぐに言えることができて。
そう、そうですね、それで面接、受けた後に、いやあ、
代官山で対策しといて本当によかったなって心底、思っ
た記憶が今でも覚えてます。いや、本当にそうですよ。

いやあ、あのー、正直、順天堂受ける前もやっぱりど
うしても、2 浪だから受からないだろう、受かるのか
なって、思ってて。でも 1 次、受かったときは本当に
うれしかったですし、まあこのまま 2 次も受かればい
いなとは思ってたんですけど、やっぱり可能性が低い
だろうなって思ってたので。でも、なんか、面接の終
わりのときに、面接官の先生が、「楽しみにしててくだ
さいね」っておっしゃったんですよ。で、お楽しみに
しててくださいねを言い掛けてたんですよ。なんか、「楽
しみにして」。みたいな感じだったので、あっ、これも
しかしたらいけるのかなと思って、でも、でも言い掛
けてたから、もしかしたらなんか希望を持たせないほ
うがいいなと思って言っただけなのかなとか、悶々と
考える日々でした。すごい考えてました。

２浪目の自分に、コンプレックスがあった。
本当に、代官山に入ってなかったら本当に今の自分は
ないなって、すごく思います。本当に、1 次こんなに
受かるって思ってなくって、2 次もこんなに受かると
思ってなくって。やっぱり 2 浪っていうコンプレック
スが自然と、なんか心の中であって。いや、私、恥ず
かしいっていうか、受かりにくいのかなあって、やっ
ぱ思っちゃう自分がいて。代官山、入った初期ぐらいは、
M2 の周りは 1 浪ばっかりで、2 浪がいなかったので、
なんで、この人たちよりも、本当は、2 浪である分、もっ
と頑張らないといけないし、詰め込まないといけないっ
て思ってたので。今、思うと結構、自分でプレッシャー
かけてたのもあったんですけど、はい。本当に、やっ
ぱ 1 浪目のとき、独り善がりな勉強をしてしまった自
分がいて、で、代官山 MEDICAL 来て、そういうのがな
くなって、先生とか、友達もたくさんできて、それで
勉強の仕方が自然と改善できるようになりましたし。
何ていうんだろう。コンプレックスは抱いてなかった
んですけど、M2 は、やはり周りが 1 浪ばっかりだったっ
ていうのはすごい大きいと思いますね。そういうので
やっぱ気にしちゃってました。
1 年で本当に、苦手科目から、全く逃げなくなったっ
ていうのがすごく大きくって、やっぱり苦手科目であ
ればあるほど考えることって大変じゃないですか、問
題、解くときに。そういうのを本当に逃げてきてたので、
この。無意識にやっぱり苦手を避けて、うん。そうな
んですよ、だから代官山、入って、じっくり考えるよ
うになって、授業中も。いくら1科目が得意だとしても、
結局は総合点で決まるっていうのをよく聞かされてい
たことと、あと、やはりマンツーですごい、自分がで
きないことって本当によく分かるじゃないですか、マ
ンツーを受けると、何がだめで何がわかっていないの
か、そういうので、今の勉強じゃあ全く無理、駄目、
なんか私の考え方が駄目だなって思って、で、一問一問、
焦らずに、時間をかけてじっくり考えるようになりま
した。

後輩へのアドバイス。
一つ目として、しないほうがいいよって思うのは、フフ、
独り善がりの勉強をしちゃ駄目。さっきからずっと言っ
てるやつ。いや、独り善がりの勉強になると、いろん
な参考書とかいろんな問題集に手出しちゃうんですよ。
それ本当によくないんで、一番しちゃいけないことだ
なって。1 浪目のとき、してました。で、2 浪目になっ
て代官山の教材だけを解くようになって。その全部、
捨てましたね。アハ、はい。処分して捨てました。代
官山の教材一本にして。代官山の教材を繰り返し、繰
り返し解くっていう感じです。
二つ目は、諦めないこと。私、2 浪だったので、やっ
ぱり自信がつきにくいんですよ、どうしても。やっぱ
りなかなか自信つけることってコンプレックスあると
できないと思うので、自信つけるためには本当に勉強
あるのみって感じで。どうしようって、ただ落ち込む
んじゃなくって、落ち込んでたら本当に時間の無駄な
ので。そういうときはもう無心で、自信つけられるよ
うになるまでやるって、心、自分でもう最初っから決
めちゃったほうが 1 年持つと思いますし、気持ち的に
も。本当に気持ち大事だと思うので。そういう意味で、
諦めずに目の前のことに集中する。寄り道せずに。そ
れが本当に大事だと思います。
三つ目は、人に頼ること。も、とても大事だと思います。
なんか私が 1 浪目のときとか、現役生のときもそうだっ
たんですけど、先生に質問するとか助けを求めにいく
とかが苦手っていうか、あんまりしたことがなかった、
したことがなくって。で、代官山、来てから人に頼れ
るようになって、先生とか。やっぱり距離が近いので。
それに、本当に親身になってくださいますし。親身に
なってくれたことで、遠回りせずに、勉強することが
できたってすごく思うので、できるだけ、おじけずに
人に頼りまくったほうがいいなって思いました。周り
の友達を見てても、やっぱりよく先生に質問しに行っ
たり、頼ってたり、コミュニケーションを取ってる子っ
て、やっぱり勉強法がすごい確立されてましたし、はい。
なので。はい。
最後に、ま、やっぱり、誘惑に負けないっていうか、
自分との闘いじゃないですか。お昼休みも、自分で、
もうこの時間になったら勉強しようって決めて単独行
動。自分を甘くしないで、5 分で食べ終えて。おにぎ
りをバァーって食べて、それですぐ自習室に戻ろうと
か、そういうの徹底してた記憶はすごくありますね。
スマホは封印してました。はい。封印。塾にいるときは、
もう全く触らないで。家では見ちゃってましたね。だ
から家に帰ったらもう、全く勉強しないで。でも疲れ
てるので、もう寝たいって、なってたので、そんなに
スマホはいじる時間はなかったかなって思ってて。自
分の中でも、なんか 7 時間寝たら、次の朝、頭がさえ
てるなって分かってたので 7 時間、毎日、寝てました。
朝、早くから来て、6 時半とかかな。6 時 45 分までに
は来れるように頑張ってて、途中 6 時 45 分ちょっと

過ぎちゃったときもあったと思うんですけど、直前期
とかは、もう 6 時 15 分ぐらいから勉強してって感じで。
夜も 10 時ぐらいまで残ってって感じの生活で、起きて
すぐ行くって感じ。
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れを見返して、ああ、しょうもないミスしてるなと思っ
て。数学は本当に、どうしてこんな間違いするんだろ
うっていうぐらい、本当にあり得ないミスばっかりし
て。月イチでマンスリーとか貼り出されるじゃないで
すか。やっぱみんな結構、気にするので、上のクラス
だとなおさら、上のクラスなのに、きょう、今回、何
位だったねって、結構やっぱりみんなおっしゃるの…。
メンタルは、やっぱり同じクラスの人と話し、話すじゃ
ないですか。そういうのでやっぱり、同じクラスの人
もうまくいかなかったときとか、やっぱりあるので、
気持ちが分かってくれるんですよ、地雷を踏まないっ
ていうか、お互いに。なんかやっぱり気持ち分かって
くれてるんだろうなっていう体でやっぱり話してると、
自然とやっぱり元気つきます、それだけで癒やされま
したし。同じクラスじゃなくても結構、仲良かったん
ですよ。お昼ご飯とかのときも話したりしてましたし。
朝、直前とかは朝に過去問、一緒に解いたりしてまし
たし、解き方とか、今、これが苦手で、どうしたらい
いのか迷ってるとか、そういうの結構、話してましたね。
とってもプラスになりました、もう。本当にみんない
い人ばかりで。友達の存在、大きかったと思います。
仲良くしてた子たちは、意見交換してたからこそ、結構、
言いやすかったですし。
えっとー、山田君 ( 東京慈恵会医科大進学 : 山田祐輔 )
とか、京極君 ( 東京慈恵会医科大進学 : 京極政樹 ) とか、
結構 2 人とよく仲良くしてたんですけど、山田君とか
京極君は、何ていうんだろう、私みたいにあんまりあ
たふたしないで、焦らないんですよ、で、問題一つ一
つに、これはこうだからって考えて解いてるのを見て、
あ、これ、私してないと思って。人のふり見てわがふ
り直すみたいな、そんな感じで勉強してましたね。人
から得た部分もありますし、英語の勉強方法としては、
分からない単語とか熟語とか出てきたら、すぐ付箋に
書き出して。ワードノートみたいな、英語用のサイズ
のノートにどんどん、ぺたぺたぺたぺた貼っていって。

たね。あのー、過去の先輩の、合格の軌跡とか見て。
前、前がいいですよっていうのを見て、じゃあ途中か
ら前にするより最初っから前にしちゃったほうが絶対、
気も楽だと思って、一番前に最初っから座って、はい、
当てられました。ウフフ。すごい緊張しました、なんか。
答えられないときもありましたし、やっぱ答えられな
いと恥ずかしいじゃないですか。周りもいるわけです
し、クラス授業なので、やっぱり記憶に残るんですよ、
そういうのって、間違えたとき。そのときは本当、鮮
明に、よく覚えてましたね。
数学の先生はやっぱりヒラパンと薄先生。ヒラパンは、
マンスリーとかなかなか取れなかったとき、いつもヒ
ラパンに、今回も低かったですっていって報告しに行っ
て、結構、慰めてもらってました、優しいので。ウフ、「次、
次」っていって。あの、「ミスを減らしなよ」っつって。

「ノートを書けば大丈夫だから」とか。結構、言ってく
ださいましたし、そういうのもあって。あと薄先生は、
私、確率がすっごく苦手で、苦手なものをとことんプ
リントくださいましたし、すごいそれをいつも解いて。
で、やっぱり確率ってやっぱり難しいんですよ。苦手
な人からすると、なんか考え方がなかなか身に付かな
くて。分からないんですけど、まあ、確かにそうなん
ですけど、まあそれで結構簡潔に、簡単に教えてくだ
さるのがすっごく私にとっては、その確率の問題の解
き方、落とし込みやすかったなっていうのはすごくあ
りますね。あと物理は寺澤先生。マンツーとかも、こ
んなのも分かんないのかっていうレベルの質問をいつ
もして、何ていうか、そういうあほな質問でもしやす
い先生だったんですよ、私にとってすごく本当に何で
も聞ける先生っていうか。なので、やっぱり物理が苦
手科目だった私にとっては、こんなこと聞いてばかだっ
て思われるだろうなって質問も気兼ねなく聞ける先生。
基礎の基礎からやってくださって。結構やっぱり基礎
から教えてくださったとき、意外と抜けてることが多
くって。力学とか。なので、そういう抜け落ちてたと
ころを一つ一つすくい上げるっていう意味で、すごく
いい先生でした。いやあ、楽しかったです。とっても。
なんか。もう受けてるだけ、声、聞いてるだけで楽し
いですし、なんか数学受けながら、寺澤先生の大きな
声がやっぱ聞こえてくるじゃないですか。ほっこりし
たりして。最初は、寺澤先生、こんな先生いるんだと思っ
て、すごいキャラ濃いっていうか、怖そうだなって最初、
思ったんですけど、質問とかはちょくちょくしてて。
レギュラーの、物理夜間のやつしか、演習のときしか
寺澤先生のときは受けてなかったんですけど。

お楽しみにしててくださいね、って順天堂の面
接で言われた。
あと、面接対策と小論文。もう本当に大事だなって思っ
てて。私、1 浪目まで全く、その、面接対策とか小論
文対策とか受けたことがなかったんですよ。全く受け
たことなくって、そういうもんだと思ってしまってて。。

うーん。で、代官山 MEDICAL 来て、小論文と面接対策、
受けて、初めて。4 月から受けて。で、小論文とか、
書き方、本当に全く分からなかったんですけど、先生
が本当に、すごく簡潔に教えてくださって、難しく考
えなくていいんだなって初めて気付いて。そこから小
論文におじけづかなくなったっていうか。もともと国
語がすごい苦手だったので、小論文・・・。小論文、
全然なってないだろうなって思いながら、代官山
MEDICAL に来てたので、小論文受けて本当によかった
なって思いましたし、あと面接の授業受けて、一から
教えてくださって、それで本番、面接、すごくなんの
失敗もなく切り抜けられて、すらすら迷うことなく答
えることができました。なんか順天の面接のときに、
やっぱり、うーん。「小論文に 800 文字、加えるとしたら、
何、加えますか」って、聞かれて。ええっと思って。
あのー、一応、面接で、過去の面接、聞かれたことを
全部ピックアップして、こう答えたら、こう聞かれた
らこうって全部、準備万端にしてたんですけど、その
質問は想定していなくて、その回答を用意してなくっ
て。そのときにヒロ先生の授業、思い出して…。たしか、
京極君が確か隣で、あのー、今、500 文字かそれぐら
いで書いてると思うんですけど、本番のときにもっと
多く書けって言われたら何書けばいいんすか、みたい
なことを隣で聞いてたんですよ。で、それ聞いてて、で、
ヒロ先生が、いや、なんか具体例を、自分の体験談と
かを一つ二つ増やせばいいだけの話だよみたいな、「そ
んな難しく考えなくていいんだよ」って言ってるのを、
すごく、思い出して、それで、迷うことなく自分の体
験談、具体例を二つぐらいすぐに言えることができて。
そう、そうですね、それで面接、受けた後に、いやあ、
代官山で対策しといて本当によかったなって心底、思っ
た記憶が今でも覚えてます。いや、本当にそうですよ。

いやあ、あのー、正直、順天堂受ける前もやっぱりど
うしても、2 浪だから受からないだろう、受かるのか
なって、思ってて。でも 1 次、受かったときは本当に
うれしかったですし、まあこのまま 2 次も受かればい
いなとは思ってたんですけど、やっぱり可能性が低い
だろうなって思ってたので。でも、なんか、面接の終
わりのときに、面接官の先生が、「楽しみにしててくだ
さいね」っておっしゃったんですよ。で、お楽しみに
しててくださいねを言い掛けてたんですよ。なんか、「楽
しみにして」。みたいな感じだったので、あっ、これも
しかしたらいけるのかなと思って、でも、でも言い掛
けてたから、もしかしたらなんか希望を持たせないほ
うがいいなと思って言っただけなのかなとか、悶々と
考える日々でした。すごい考えてました。

２浪目の自分に、コンプレックスがあった。
本当に、代官山に入ってなかったら本当に今の自分は
ないなって、すごく思います。本当に、1 次こんなに
受かるって思ってなくって、2 次もこんなに受かると
思ってなくって。やっぱり 2 浪っていうコンプレック
スが自然と、なんか心の中であって。いや、私、恥ず
かしいっていうか、受かりにくいのかなあって、やっ
ぱ思っちゃう自分がいて。代官山、入った初期ぐらいは、
M2 の周りは 1 浪ばっかりで、2 浪がいなかったので、
なんで、この人たちよりも、本当は、2 浪である分、もっ
と頑張らないといけないし、詰め込まないといけないっ
て思ってたので。今、思うと結構、自分でプレッシャー
かけてたのもあったんですけど、はい。本当に、やっ
ぱ 1 浪目のとき、独り善がりな勉強をしてしまった自
分がいて、で、代官山 MEDICAL 来て、そういうのがな
くなって、先生とか、友達もたくさんできて、それで
勉強の仕方が自然と改善できるようになりましたし。
何ていうんだろう。コンプレックスは抱いてなかった
んですけど、M2 は、やはり周りが 1 浪ばっかりだったっ
ていうのはすごい大きいと思いますね。そういうので
やっぱ気にしちゃってました。
1 年で本当に、苦手科目から、全く逃げなくなったっ
ていうのがすごく大きくって、やっぱり苦手科目であ
ればあるほど考えることって大変じゃないですか、問
題、解くときに。そういうのを本当に逃げてきてたので、
この。無意識にやっぱり苦手を避けて、うん。そうな
んですよ、だから代官山、入って、じっくり考えるよ
うになって、授業中も。いくら1科目が得意だとしても、
結局は総合点で決まるっていうのをよく聞かされてい
たことと、あと、やはりマンツーですごい、自分がで
きないことって本当によく分かるじゃないですか、マ
ンツーを受けると、何がだめで何がわかっていないの
か、そういうので、今の勉強じゃあ全く無理、駄目、
なんか私の考え方が駄目だなって思って、で、一問一問、
焦らずに、時間をかけてじっくり考えるようになりま
した。

後輩へのアドバイス。
一つ目として、しないほうがいいよって思うのは、フフ、
独り善がりの勉強をしちゃ駄目。さっきからずっと言っ
てるやつ。いや、独り善がりの勉強になると、いろん
な参考書とかいろんな問題集に手出しちゃうんですよ。
それ本当によくないんで、一番しちゃいけないことだ
なって。1 浪目のとき、してました。で、2 浪目になっ
て代官山の教材だけを解くようになって。その全部、
捨てましたね。アハ、はい。処分して捨てました。代
官山の教材一本にして。代官山の教材を繰り返し、繰
り返し解くっていう感じです。
二つ目は、諦めないこと。私、2 浪だったので、やっ
ぱり自信がつきにくいんですよ、どうしても。やっぱ
りなかなか自信つけることってコンプレックスあると
できないと思うので、自信つけるためには本当に勉強
あるのみって感じで。どうしようって、ただ落ち込む
んじゃなくって、落ち込んでたら本当に時間の無駄な
ので。そういうときはもう無心で、自信つけられるよ
うになるまでやるって、心、自分でもう最初っから決
めちゃったほうが 1 年持つと思いますし、気持ち的に
も。本当に気持ち大事だと思うので。そういう意味で、
諦めずに目の前のことに集中する。寄り道せずに。そ
れが本当に大事だと思います。
三つ目は、人に頼ること。も、とても大事だと思います。
なんか私が 1 浪目のときとか、現役生のときもそうだっ
たんですけど、先生に質問するとか助けを求めにいく
とかが苦手っていうか、あんまりしたことがなかった、
したことがなくって。で、代官山、来てから人に頼れ
るようになって、先生とか。やっぱり距離が近いので。
それに、本当に親身になってくださいますし。親身に
なってくれたことで、遠回りせずに、勉強することが
できたってすごく思うので、できるだけ、おじけずに
人に頼りまくったほうがいいなって思いました。周り
の友達を見てても、やっぱりよく先生に質問しに行っ
たり、頼ってたり、コミュニケーションを取ってる子っ
て、やっぱり勉強法がすごい確立されてましたし、はい。
なので。はい。
最後に、ま、やっぱり、誘惑に負けないっていうか、
自分との闘いじゃないですか。お昼休みも、自分で、
もうこの時間になったら勉強しようって決めて単独行
動。自分を甘くしないで、5 分で食べ終えて。おにぎ
りをバァーって食べて、それですぐ自習室に戻ろうと
か、そういうの徹底してた記憶はすごくありますね。
スマホは封印してました。はい。封印。塾にいるときは、
もう全く触らないで。家では見ちゃってましたね。だ
から家に帰ったらもう、全く勉強しないで。でも疲れ
てるので、もう寝たいって、なってたので、そんなに
スマホはいじる時間はなかったかなって思ってて。自
分の中でも、なんか 7 時間寝たら、次の朝、頭がさえ
てるなって分かってたので 7 時間、毎日、寝てました。
朝、早くから来て、6 時半とかかな。6 時 45 分までに
は来れるように頑張ってて、途中 6 時 45 分ちょっと

過ぎちゃったときもあったと思うんですけど、直前期
とかは、もう 6 時 15 分ぐらいから勉強してって感じで。
夜も 10 時ぐらいまで残ってって感じの生活で、起きて
すぐ行くって感じ。
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卒 業 生 が 語 る

WAY TO SUCCESS

合格への
軌跡2021年

東京慈恵会医科大
日本医科大前期
聖マリアンナ医科大
愛知医科大
東北医科薬科大医学部
国際医療福祉大医学部

2次正規合格
2次合格

2次正規合格
2次正規合格
2次正規合格
2次合格

実際、慈恵は医科歯科落ち、千葉医落ちとか、
慶医落ち、ざらっすね。本当に行きたい所の  

1個上、2個上ぐらいはもう周りに  
言っちゃうみたいな、感じでやってました。

東京慈恵会医科大学進学　京極 政樹 君(浜松西高校卒)

れを見返して、ああ、しょうもないミスしてるなと思っ
て。数学は本当に、どうしてこんな間違いするんだろ
うっていうぐらい、本当にあり得ないミスばっかりし
て。月イチでマンスリーとか貼り出されるじゃないで
すか。やっぱみんな結構、気にするので、上のクラス
だとなおさら、上のクラスなのに、きょう、今回、何
位だったねって、結構やっぱりみんなおっしゃるの…。
メンタルは、やっぱり同じクラスの人と話し、話すじゃ
ないですか。そういうのでやっぱり、同じクラスの人
もうまくいかなかったときとか、やっぱりあるので、
気持ちが分かってくれるんですよ、地雷を踏まないっ
ていうか、お互いに。なんかやっぱり気持ち分かって
くれてるんだろうなっていう体でやっぱり話してると、
自然とやっぱり元気つきます、それだけで癒やされま
したし。同じクラスじゃなくても結構、仲良かったん
ですよ。お昼ご飯とかのときも話したりしてましたし。
朝、直前とかは朝に過去問、一緒に解いたりしてまし
たし、解き方とか、今、これが苦手で、どうしたらい
いのか迷ってるとか、そういうの結構、話してましたね。
とってもプラスになりました、もう。本当にみんない
い人ばかりで。友達の存在、大きかったと思います。
仲良くしてた子たちは、意見交換してたからこそ、結構、
言いやすかったですし。
えっとー、山田君 ( 東京慈恵会医科大進学 : 山田祐輔 )
とか、京極君 ( 東京慈恵会医科大進学 : 京極政樹 ) とか、
結構 2 人とよく仲良くしてたんですけど、山田君とか
京極君は、何ていうんだろう、私みたいにあんまりあ
たふたしないで、焦らないんですよ、で、問題一つ一
つに、これはこうだからって考えて解いてるのを見て、
あ、これ、私してないと思って。人のふり見てわがふ
り直すみたいな、そんな感じで勉強してましたね。人
から得た部分もありますし、英語の勉強方法としては、
分からない単語とか熟語とか出てきたら、すぐ付箋に
書き出して。ワードノートみたいな、英語用のサイズ
のノートにどんどん、ぺたぺたぺたぺた貼っていって。

たね。あのー、過去の先輩の、合格の軌跡とか見て。
前、前がいいですよっていうのを見て、じゃあ途中か
ら前にするより最初っから前にしちゃったほうが絶対、
気も楽だと思って、一番前に最初っから座って、はい、
当てられました。ウフフ。すごい緊張しました、なんか。
答えられないときもありましたし、やっぱ答えられな
いと恥ずかしいじゃないですか。周りもいるわけです
し、クラス授業なので、やっぱり記憶に残るんですよ、
そういうのって、間違えたとき。そのときは本当、鮮
明に、よく覚えてましたね。
数学の先生はやっぱりヒラパンと薄先生。ヒラパンは、
マンスリーとかなかなか取れなかったとき、いつもヒ
ラパンに、今回も低かったですっていって報告しに行っ
て、結構、慰めてもらってました、優しいので。ウフ、「次、
次」っていって。あの、「ミスを減らしなよ」っつって。

「ノートを書けば大丈夫だから」とか。結構、言ってく
ださいましたし、そういうのもあって。あと薄先生は、
私、確率がすっごく苦手で、苦手なものをとことんプ
リントくださいましたし、すごいそれをいつも解いて。
で、やっぱり確率ってやっぱり難しいんですよ。苦手
な人からすると、なんか考え方がなかなか身に付かな
くて。分からないんですけど、まあ、確かにそうなん
ですけど、まあそれで結構簡潔に、簡単に教えてくだ
さるのがすっごく私にとっては、その確率の問題の解
き方、落とし込みやすかったなっていうのはすごくあ
りますね。あと物理は寺澤先生。マンツーとかも、こ
んなのも分かんないのかっていうレベルの質問をいつ
もして、何ていうか、そういうあほな質問でもしやす
い先生だったんですよ、私にとってすごく本当に何で
も聞ける先生っていうか。なので、やっぱり物理が苦
手科目だった私にとっては、こんなこと聞いてばかだっ
て思われるだろうなって質問も気兼ねなく聞ける先生。
基礎の基礎からやってくださって。結構やっぱり基礎
から教えてくださったとき、意外と抜けてることが多
くって。力学とか。なので、そういう抜け落ちてたと
ころを一つ一つすくい上げるっていう意味で、すごく
いい先生でした。いやあ、楽しかったです。とっても。
なんか。もう受けてるだけ、声、聞いてるだけで楽し
いですし、なんか数学受けながら、寺澤先生の大きな
声がやっぱ聞こえてくるじゃないですか。ほっこりし
たりして。最初は、寺澤先生、こんな先生いるんだと思っ
て、すごいキャラ濃いっていうか、怖そうだなって最初、
思ったんですけど、質問とかはちょくちょくしてて。
レギュラーの、物理夜間のやつしか、演習のときしか
寺澤先生のときは受けてなかったんですけど。

お楽しみにしててくださいね、って順天堂の面
接で言われた。
あと、面接対策と小論文。もう本当に大事だなって思っ
てて。私、1 浪目まで全く、その、面接対策とか小論
文対策とか受けたことがなかったんですよ。全く受け
たことなくって、そういうもんだと思ってしまってて。。

うーん。で、代官山 MEDICAL 来て、小論文と面接対策、
受けて、初めて。4 月から受けて。で、小論文とか、
書き方、本当に全く分からなかったんですけど、先生
が本当に、すごく簡潔に教えてくださって、難しく考
えなくていいんだなって初めて気付いて。そこから小
論文におじけづかなくなったっていうか。もともと国
語がすごい苦手だったので、小論文・・・。小論文、
全然なってないだろうなって思いながら、代官山
MEDICAL に来てたので、小論文受けて本当によかった
なって思いましたし、あと面接の授業受けて、一から
教えてくださって、それで本番、面接、すごくなんの
失敗もなく切り抜けられて、すらすら迷うことなく答
えることができました。なんか順天の面接のときに、
やっぱり、うーん。「小論文に 800 文字、加えるとしたら、
何、加えますか」って、聞かれて。ええっと思って。
あのー、一応、面接で、過去の面接、聞かれたことを
全部ピックアップして、こう答えたら、こう聞かれた
らこうって全部、準備万端にしてたんですけど、その
質問は想定していなくて、その回答を用意してなくっ
て。そのときにヒロ先生の授業、思い出して…。たしか、
京極君が確か隣で、あのー、今、500 文字かそれぐら
いで書いてると思うんですけど、本番のときにもっと
多く書けって言われたら何書けばいいんすか、みたい
なことを隣で聞いてたんですよ。で、それ聞いてて、で、
ヒロ先生が、いや、なんか具体例を、自分の体験談と
かを一つ二つ増やせばいいだけの話だよみたいな、「そ
んな難しく考えなくていいんだよ」って言ってるのを、
すごく、思い出して、それで、迷うことなく自分の体
験談、具体例を二つぐらいすぐに言えることができて。
そう、そうですね、それで面接、受けた後に、いやあ、
代官山で対策しといて本当によかったなって心底、思っ
た記憶が今でも覚えてます。いや、本当にそうですよ。

いやあ、あのー、正直、順天堂受ける前もやっぱりど
うしても、2 浪だから受からないだろう、受かるのか
なって、思ってて。でも 1 次、受かったときは本当に
うれしかったですし、まあこのまま 2 次も受かればい
いなとは思ってたんですけど、やっぱり可能性が低い
だろうなって思ってたので。でも、なんか、面接の終
わりのときに、面接官の先生が、「楽しみにしててくだ
さいね」っておっしゃったんですよ。で、お楽しみに
しててくださいねを言い掛けてたんですよ。なんか、「楽
しみにして」。みたいな感じだったので、あっ、これも
しかしたらいけるのかなと思って、でも、でも言い掛
けてたから、もしかしたらなんか希望を持たせないほ
うがいいなと思って言っただけなのかなとか、悶々と
考える日々でした。すごい考えてました。

２浪目の自分に、コンプレックスがあった。
本当に、代官山に入ってなかったら本当に今の自分は
ないなって、すごく思います。本当に、1 次こんなに
受かるって思ってなくって、2 次もこんなに受かると
思ってなくって。やっぱり 2 浪っていうコンプレック
スが自然と、なんか心の中であって。いや、私、恥ず
かしいっていうか、受かりにくいのかなあって、やっ
ぱ思っちゃう自分がいて。代官山、入った初期ぐらいは、
M2 の周りは 1 浪ばっかりで、2 浪がいなかったので、
なんで、この人たちよりも、本当は、2 浪である分、もっ
と頑張らないといけないし、詰め込まないといけないっ
て思ってたので。今、思うと結構、自分でプレッシャー
かけてたのもあったんですけど、はい。本当に、やっ
ぱ 1 浪目のとき、独り善がりな勉強をしてしまった自
分がいて、で、代官山 MEDICAL 来て、そういうのがな
くなって、先生とか、友達もたくさんできて、それで
勉強の仕方が自然と改善できるようになりましたし。
何ていうんだろう。コンプレックスは抱いてなかった
んですけど、M2 は、やはり周りが 1 浪ばっかりだったっ
ていうのはすごい大きいと思いますね。そういうので
やっぱ気にしちゃってました。
1 年で本当に、苦手科目から、全く逃げなくなったっ
ていうのがすごく大きくって、やっぱり苦手科目であ
ればあるほど考えることって大変じゃないですか、問
題、解くときに。そういうのを本当に逃げてきてたので、
この。無意識にやっぱり苦手を避けて、うん。そうな
んですよ、だから代官山、入って、じっくり考えるよ
うになって、授業中も。いくら1科目が得意だとしても、
結局は総合点で決まるっていうのをよく聞かされてい
たことと、あと、やはりマンツーですごい、自分がで
きないことって本当によく分かるじゃないですか、マ
ンツーを受けると、何がだめで何がわかっていないの
か、そういうので、今の勉強じゃあ全く無理、駄目、
なんか私の考え方が駄目だなって思って、で、一問一問、
焦らずに、時間をかけてじっくり考えるようになりま
した。

WAY TO SUCCESS合格への軌跡

後輩へのアドバイス。
一つ目として、しないほうがいいよって思うのは、フフ、
独り善がりの勉強をしちゃ駄目。さっきからずっと言っ
てるやつ。いや、独り善がりの勉強になると、いろん
な参考書とかいろんな問題集に手出しちゃうんですよ。
それ本当によくないんで、一番しちゃいけないことだ
なって。1 浪目のとき、してました。で、2 浪目になっ
て代官山の教材だけを解くようになって。その全部、
捨てましたね。アハ、はい。処分して捨てました。代
官山の教材一本にして。代官山の教材を繰り返し、繰
り返し解くっていう感じです。
二つ目は、諦めないこと。私、2 浪だったので、やっ
ぱり自信がつきにくいんですよ、どうしても。やっぱ
りなかなか自信つけることってコンプレックスあると
できないと思うので、自信つけるためには本当に勉強
あるのみって感じで。どうしようって、ただ落ち込む
んじゃなくって、落ち込んでたら本当に時間の無駄な
ので。そういうときはもう無心で、自信つけられるよ
うになるまでやるって、心、自分でもう最初っから決
めちゃったほうが 1 年持つと思いますし、気持ち的に
も。本当に気持ち大事だと思うので。そういう意味で、
諦めずに目の前のことに集中する。寄り道せずに。そ
れが本当に大事だと思います。
三つ目は、人に頼ること。も、とても大事だと思います。
なんか私が 1 浪目のときとか、現役生のときもそうだっ
たんですけど、先生に質問するとか助けを求めにいく
とかが苦手っていうか、あんまりしたことがなかった、
したことがなくって。で、代官山、来てから人に頼れ
るようになって、先生とか。やっぱり距離が近いので。
それに、本当に親身になってくださいますし。親身に
なってくれたことで、遠回りせずに、勉強することが
できたってすごく思うので、できるだけ、おじけずに
人に頼りまくったほうがいいなって思いました。周り
の友達を見てても、やっぱりよく先生に質問しに行っ
たり、頼ってたり、コミュニケーションを取ってる子っ
て、やっぱり勉強法がすごい確立されてましたし、はい。
なので。はい。
最後に、ま、やっぱり、誘惑に負けないっていうか、
自分との闘いじゃないですか。お昼休みも、自分で、
もうこの時間になったら勉強しようって決めて単独行
動。自分を甘くしないで、5 分で食べ終えて。おにぎ
りをバァーって食べて、それですぐ自習室に戻ろうと
か、そういうの徹底してた記憶はすごくありますね。
スマホは封印してました。はい。封印。塾にいるときは、
もう全く触らないで。家では見ちゃってましたね。だ
から家に帰ったらもう、全く勉強しないで。でも疲れ
てるので、もう寝たいって、なってたので、そんなに
スマホはいじる時間はなかったかなって思ってて。自
分の中でも、なんか 7 時間寝たら、次の朝、頭がさえ
てるなって分かってたので 7 時間、毎日、寝てました。
朝、早くから来て、6 時半とかかな。6 時 45 分までに
は来れるように頑張ってて、途中 6 時 45 分ちょっと

過ぎちゃったときもあったと思うんですけど、直前期
とかは、もう 6 時 15 分ぐらいから勉強してって感じで。
夜も 10 時ぐらいまで残ってって感じの生活で、起きて
すぐ行くって感じ。
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卒 業 生 が 語 る

WAY TO SUCCESS

合格への
軌跡2021年

東京慈恵会医科大
日本医科大前期
聖マリアンナ医科大
愛知医科大
東北医科薬科大医学部
国際医療福祉大医学部

2次正規合格
2次合格

2次正規合格
2次正規合格
2次正規合格
2次合格

実際、慈恵は医科歯科落ち、千葉医落ちとか、
慶医落ち、ざらっすね。本当に行きたい所の  

1個上、2個上ぐらいはもう周りに  
言っちゃうみたいな、感じでやってました。

東京慈恵会医科大学進学　京極 政樹 君(浜松西高校卒)
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WAY TO SUCCESS合格への軌跡

慶應まで持たなかったです。もうちょっと、長
過ぎましたね。さすがに。
　進学先は東京慈恵会医科大学で、2 次正規だったの
が、愛知と東北医科薬科、あと聖マリも正規です。あ
と 2 次通ったのが国際医療福祉と日医と、慈恵ですね。
全部で５個ぐらい、あ、６です。1 次は愛知、国際、東北、
聖マ、東邦、えー、日医、順天、昭和、日本大学、あと慈恵。
10 個ですよ！はい。うーん、慶應行きたかったんです
よねー。まあまあ、ちょっと慈恵の 1 次終わってから、
うせちゃって。もういっか、みたいななっちゃって。
ちょっと慶應まで集中力続きませんでしたね。持たな
かったです。1 次結構出て、正規も出たりして、さす
がに、もうやったなってなっちゃって。

浪人が決まって、今年で結果を出さんといかん
だろうって、東京に行くのを決めた。
いや一応、高校では特進科みたいなのがあって、理系
と文系合体で一クラスなんですけど、一応特進ではあっ
たんですけど、1 次一個も出てないです、はい。そう。
現役のときは本当にポンコツでした。本当に。まじで
ポンコツでした。まあ、なんだかんだ受かると思っ
ちゃってたんですよね。ちょっと夢見過ぎ？ ( 笑 )。今
年のやった量とかストイックさとか比べたら全然。な
んかやってないと根拠のない自信っていうのがあって、
そういうもんっすね。いける気がしてました。合格最
低点見て、いけんじゃん？、みたいな。点数だけ見て行っ
たら、なんか今年の点数めっちゃ上がってて、あのま
まだったらまあ余裕で届かなかったですね。
地元で、河合塾行くか迷ってて。その、河合塾に比べ
てまあ、金はかかるじゃないですか、こっちのほうが。
でも結果は出さんとまずいだろうと思って、まあそこ
はやるって決めて来ましたね。もう俺東京行くわって。
これで結果出せなかったら、さすがに地元帰れんなと
思ってその分やった、まあやるからには、ね。まあな
んか、あんまレビューはちょっとできなかったかも。
まあそうっすね。
代官山は、どの先生とも距離が近い。いつもたくさん
先生いるし、まあ、生徒一人あたりの講師の数が違う
からだと思うんすけど、その距離が近いっていうので
授業中も質問聞けるし、講師室にも質問行きやすくて
結構行ってましたね。大手とかだと多分、質問とか行
かないタイプなんで、近い距離になってくれてないと、
そもそも質問とか行く気にならないし。それにめっちゃ
講義じゃないですか、いっぱいの人数の中に自分がい
て、そういうのでやっていけるかなって思って。でこっ
ち、代官山を選んで、来たら、なんか。いや、なんか
最初入ったときに、深井（東京慈恵会医科大進学）と
山田（東京慈恵会医科大進学）と大塚（東京医科大進学）
が髪染めてて。いや、ちょっと、東京やばって思って。
ハハハ。東京やべーな、入るとこ間違えたか、みたいな、
普通に。怖いなって。でも、すぐ黒に戻してましたよね。
雰囲気的に、違いますもんね。

物理で失敗。あー、落ちたなと思ったものの、
まあちょっと何とかあと頑張るかと切り替えた
慈恵受験だった。
いや、でも過去問はいけたんすよ、めっちゃ。で、あ、
もう慈恵は物理で何とかするしかないなとか思って、
試験行ったんすけど、物理が難しかったんですよ。ぶっ
殺されて。石井先生が、一般的には慈恵は化学先やれっ
て、でも物理が得意な奴は物理先やれって、おっしゃっ
てたんで、もう俺は物理だろって思って、物理からいっ
たら、物理の大問１がむずかったんすよ。終わったと
思って。落ちたって。ハハハ。落ちましたーって思い
ながら、半分、力学の単振動っていうか、バネと自由
落下みたいな問題で。いや、なんか最初はただの自由
落下なんですよ。だけど設定がいろいろ難しくて、座
標とか置かれてて。そこで読み違えて、大問 1 が多分、
3、4 割ぐらいしか解けなくて、やっべーみたいな感じ
になって、そのメンタルで大問２も計算が汚くて、小
数の。それも多分できてなくて、まだ答え見てないん
すけど。で３もなんかどっかの…、昭和の過去問でな
んか同じような問題あったっぽいんですけど、もう…。
まあ物理は手応え的には 3、4 割で、あー、もうこれ落
ちたなって思って、過去問だと化学は良くて半分ぐら
いしかいかなかったんですけど、まあ化学いったら、
まあ意外と耐えれたかなみたいな。そこそこできて、
まあ多分半分はいってて、まあ 6 割ぐらいですかね手
応えは。で、まあちょっと何とかあと頑張るか、みた
いな。数学と英語、数学できるか分かんないけど、み
たいな感じで行ったらまあなんか。数学は大問３の整
数問題がほぼ捨て問みたいな感じで、多分、解ける人、
少ないのかなっていう…。英語は、まあ 6 割ぐらいで
すかね。はい。合格最低点は 50 パーぐらいで。なんと
かうまくいきましたね、慈恵は。はい。いや、自分自
身も慈恵が。そもそもこんなに受かるとは思わなかっ
たんで。６人すよ、代官山。まあでも、慈恵より正直、
日医のほうがきつかったっすね、やってた感じは。はい。
英語、あれ。いやー、もう読む気、うせましたね、長
文長過ぎですね。おい、知らねーぞ、なんでこんな長文、
長いんだってなって。しかも長文の後、作文あるじゃ
ないですか。作文でこのことについては書くなって、
書かれてた内容で、作文書いてたんですよ。なんかも
う長過ぎて集中力切れちゃって、で、アクセントとか
解いた後に、あの作文。むずかったです、自分には。

初めは萎えたけど、落ち込むのは効率よくねえ
なって思って、順位に固執はしないように、切
り替えた。
うーん。何回目だったかな。なんか 1 回宮永さん（慶
應大 ( 医 ) 進学）が全体のランキング 2 位取ったときに、
お、次は俺頑張ろっかなって思って、で、それ終わっ
てまあ、あんま良くなくて、まあそっからはまあ、よし、
切り替えてこう、みたいな。切り替えました。はい。

の ( 合格者 ) 座談会の後は頑張りました ( 笑 )。

寮は広くて、居心地良かったです。
寮のベッド好きでしたね。はい。居心地よかったです。
ベッドでかいっすね。いや、今住んでる所は本当はシ
ングルなのにセミダブルのマット買っちゃったんすよ。
で、ベッドの台座から出ちゃって。びろーんみたいな
感じになってますね、今。代官山クオリティーで持っ
てくと、はみ出しちゃって。あー食事付寮めっちゃ広
かったなと思って。いや、もう一回戻りてーみたいな
( 笑 )。寮良かったです。寮はあのー、朝ごはん、最初、
食べてたんですけど、なんか鹿山先輩は朝ごはん食べ
なかったって言ってたんで。で、もう、やっぱ悠長に
食べてちゃ駄目なのかと思って ( 笑 )。で、朝早く来て
たときは食べなかったですけど、朝ちょっと無理って
なって食べてから来るように。でも直前期はまた食べ
なかったです。直前期食べずに、何となく。ハハ。めっ
ちゃ気分屋です。朝ごはんはコンビニでいつも買うお
にぎりを買って、それを食べながら化学のノート見た
りとか、朝の過去問、解きながらおにぎり食べるみた
いな感じにして、それがルーティーン。周りも早く来
てやってたんで。まあ意志弱いほうなんで、うん。意
志は弱いっすね。んー、ここ ( 代官山 MEDICAL) は周
りがやっぱやってるから感化されるっていうか。んー、
大手だったらちょっときつかったかもしれないです。
周りに流されて、絶対、途中で遊んじゃてました、きっ
と。うん。

覚えちゃうくらいテキスト繰り返した。毎日追
われてる、間に合わねえと焦りながら、面倒く
さいと思いながらも、受験で戦えるようになら
ないと、って思ってやってましたね。
なんかやることを決められない人間なので、そのなん
か、授業いっぱいあったから、なんか復習する内容も
いっぱいあって、まあ課題もあって、出されたのを、やっ
ぱそう、復習しなきゃいけない、やばいみたいな感じ
の焦りを覚えるときが多々あったので、そこでちゃん
と復習できてたのが良かったのかな。結構、追われて
るって、間に合わねえって。夏ぐらいに追いつくかと
思ったんすけど、いやー、最後まであんま追いつきき
れなかった感はありますね。まあなんか、完璧を目指
すのは途中で諦めました、はい。なんか取りあえず解
けるようになろうみたいな。なんか取りあえず受験で
戦えるようにならないと、って思って、その完全理解
というより、なんか受験でよく出る内容を理解できる、
受験で解ける範囲の理解に変えましたね。数学のテキ
ストなんか、前期のだけやるとかじゃなくて、後期の
テキストとか、すっげー面倒くさいと思いながらもやっ
てました。なんかもう 3 回ぐらい解いた、ん？いや解
かされた。うん。これもう俺、解き方知ってるし、うっ
ぜーみたいな感じで思いながらも解いてましたね。覚
えるぐらいまでやっちゃった感じです。それに 2 学期

は演習増えて、途中からテストになったじゃないです
か。あのテストの問題は解けるようにしよう、みたい
な感じにしてましたね。プリント 3 周したんですよ。
だからまあ、覚えちゃいますよね。何ていうんですか、
自分が前までやってた方法で解けて、解けなかった問
題もなんとなく覚えてるみたいな感じなんで、なんか
つまずいた所で覚えてるみたいな感じで、あ、これだ
るかったわ、みたいな。うわ、これ嫌い！、みたいに
思いながら解いてました ( 笑 )。

慈恵目指すなら、慶應って言っちゃおうぜ、み
たいな。受験会場で戦うから、もっと上を見据
えて。
そうですね。なんかあんまり、なんか何て言うんですか、
いちいちとらわれ過ぎないっていうか、そう、なんか
テストの順位とかテストの点数とか、まあこだわるの
は大切なんですけど、別にそれで死なないんで、なん
かその、終わった、みたいになるのはちょっと面倒…。
なんかそれをやってるともう疲れるじゃないですか。
なんかどんどん嫌になってくんで、もうなんか途中で
やっぱ自分で踏ん切りを付けるっていうのは大事か
なっていうのと。まあ、あとは、その勉強つらくなっ
たらまあ、その日は帰ってもいいかなっていうふうに
個人的には思いますね。個人的にですよ。まあ、あん
ま褒められることではないかもしれないんですけど、
まあそれでめっちゃ無理やり頑張っても明日に続かな
かったら意味ないんで。自分が続けて、行きたい大学
目指す、っていうゴールが一番なんで、そこを大事に。
続けるっていうかその日、勉強をし続けるっていうの
を目標にしない。最終目標じゃないんで。まあそうい
う日もあってもいいんじゃないかな、みたいな。
あとまあ、志望校を上げるっていうことですかね。いや、
なんか、正直、日医とか受かるとは思ってなかったん
ですけど、2次とか。その慈恵も、慈恵第一志望って言っ
ていないんですよね、あんまり。で、慈恵、なんかそ
の正規とかで受かってくる人って、なんか慈恵第一志
望とかってめっちゃ少ないじゃないですか。だから、
石井先生もおっしゃってましたけど、ワンランク、ツー
ランク志望校を上げないと、行きたいとこを、もう第
一志望って言っちゃうと、その下から降りてきた人た
ちに勝てないんじゃないかなって思うんで、もうなん
ならもっと上目指して落ちてこうぜ一緒に、みたいな。
アハハハハハ。まあ慶應は本当に行きたかったんです
けど、まあ慶應以上ないんで、まあ国公立受けなかっ
たんで。なんですけど、まあそう思いましたね。なん
か日医を第一志望にするのは、する人はするのも別に
いいかもしれないんですけど、まあＭなら、日医目指
すなら、もう慈恵って言っちゃおうぜ、みたいな。慈
恵目指すならもう慶應って言っちゃったほうが、その
自分が、そこまで頑張ろうとするし。やっぱその、慶
應目指して落ちて慈恵っていうのはあるんですけど、
慈恵目指して、落ちて慈恵にはならないじゃないです

か、で、他の、周りの受験生とも、受験会場で戦うから、
なんかもっと上の層がいるからその上の層を見据えて、
自分の志望校っていうのは決めないといけないのか
なっていうふうに思いますね。実際、慈恵とかだって、
医科歯科落ち、千葉医落ちとか、慶医落ち、ざらっすね。
いや、慈恵、第一志望ですとか言って正規で受かるのは、
もう猛者ですよね。それはもう。まあでもなんか、難
しいと思います本当に慈恵、第一志望にして慈恵を正
規。まあ補欠でも受かるのむずいと思いましたし、正
規で受かるとかってなるともっと難しくなっちゃうん
で、やっぱ目指すなら、まあ本当に行きたい所の 1 個上、
2 個上ぐらいはもう言っちゃうみたいな。周りに言っ
て、もうそれ無理やり目指すみたいな感じのほうがい
いんじゃないのかなって。千葉医とか医科歯科落ち結
構いますからね、結構、東大理Ⅲもいたような気がし
ますね。なんで、やっぱそういう連中と戦うんで。ま
あ別に大学の難易度とかはいっぱいあると思うんです
けど、やっぱ上のほうを目指したほうが、後々いいん
じゃないかなというふうには思いました。
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物理で失敗。あー、落ちたなと思ったものの、
まあちょっと何とかあと頑張るかと切り替えた
慈恵受験だった。
いや、でも過去問はいけたんすよ、めっちゃ。で、あ、
もう慈恵は物理で何とかするしかないなとか思って、
試験行ったんすけど、物理が難しかったんですよ。ぶっ
殺されて。石井先生が、一般的には慈恵は化学先やれっ
て、でも物理が得意な奴は物理先やれって、おっしゃっ
てたんで、もう俺は物理だろって思って、物理からいっ
たら、物理の大問１がむずかったんすよ。終わったと
思って。落ちたって。ハハハ。落ちましたーって思い
ながら、半分、力学の単振動っていうか、バネと自由
落下みたいな問題で。いや、なんか最初はただの自由
落下なんですよ。だけど設定がいろいろ難しくて、座
標とか置かれてて。そこで読み違えて、大問 1 が多分、
3、4 割ぐらいしか解けなくて、やっべーみたいな感じ
になって、そのメンタルで大問２も計算が汚くて、小
数の。それも多分できてなくて、まだ答え見てないん
すけど。で３もなんかどっかの…、昭和の過去問でな
んか同じような問題あったっぽいんですけど、もう…。
まあ物理は手応え的には 3、4 割で、あー、もうこれ落
ちたなって思って、過去問だと化学は良くて半分ぐら
いしかいかなかったんですけど、まあ化学いったら、
まあ意外と耐えれたかなみたいな。そこそこできて、
まあ多分半分はいってて、まあ 6 割ぐらいですかね手
応えは。で、まあちょっと何とかあと頑張るか、みた
いな。数学と英語、数学できるか分かんないけど、み
たいな感じで行ったらまあなんか。数学は大問３の整
数問題がほぼ捨て問みたいな感じで、多分、解ける人、
少ないのかなっていう…。英語は、まあ 6 割ぐらいで
すかね。はい。合格最低点は 50 パーぐらいで。なんと
かうまくいきましたね、慈恵は。はい。いや、自分自
身も慈恵が。そもそもこんなに受かるとは思わなかっ
たんで。６人すよ、代官山。まあでも、慈恵より正直、
日医のほうがきつかったっすね、やってた感じは。はい。
英語、あれ。いやー、もう読む気、うせましたね、長
文長過ぎですね。おい、知らねーぞ、なんでこんな長文、
長いんだってなって。しかも長文の後、作文あるじゃ
ないですか。作文でこのことについては書くなって、
書かれてた内容で、作文書いてたんですよ。なんかも
う長過ぎて集中力切れちゃって、で、アクセントとか
解いた後に、あの作文。むずかったです、自分には。

初めは萎えたけど、落ち込むのは効率よくねえ
なって思って、順位に固執はしないように、切
り替えた。
うーん。何回目だったかな。なんか 1 回宮永さん（慶
應大 ( 医 ) 進学）が全体のランキング 2 位取ったときに、
お、次は俺頑張ろっかなって思って、で、それ終わっ
てまあ、あんま良くなくて、まあそっからはまあ、よし、
切り替えてこう、みたいな。切り替えました。はい。

まあマンスリーの順位はそんな…。そんな固執はして
なかったと思います。はい。実は 2 回目のマンスリー
の後だけはへこんで、萎えて。そんで、萎えるのをや
めましたね、そこで。もうなんか、落ち込むのやめようっ
て思って。塾で勉強してる時、自習してる時に萎える
のはあんま効率よくねえなって思って。いや、もうな
んか、まあ、どうせマンスリーだしみたいな。最後、結果、
出しゃいいだろ、みたいな。そんな感じになりました、
途中からもう。よし、切り替え切り替え、みたいな感
じです。その切り替えが良かったのかもしれないです
ね。でも、マンスリーのあとに、見直しはしてましたね、
すぐ。教室でみんなも解いてましたね。それはやって
ました、島田 ( 順天堂大医学部進学：島田泰隆 )、清水 ( 東
京慈恵会医科大進学：清水遥 )、あと長谷川さん ( 順天
堂大医学部進学：長谷川れい佳 ) もっすね。みんなで、
どう解いたとか、なんとか言いながら。

合格座談会での先輩の話を聞いて、俄然やる気
に。
まあ、さすがに遊び行く所とか知らないんで。まあちゃ
んと来てましたね、塾には。その最初、(合格者)座談会、
終わって鹿山先輩 ( 東京慈恵会医科大進学：鹿山竜輔 )
の話聞いて、そっから一時期、頑張って 6 時台に来て
たんですけど、ちょっと挫折しましたね、途中で。も
う本当に頑張ったんっすよ、あのー、前期だったかな？
鹿山先輩がなんか、6 時台に来てたって話してて。俺
と同じ寮じゃないっすか。で、なんか頑張って来てたっ
て言ってたんで。やっべって思って。そのぐらい頑張
らないと慈恵いけないのかって思って。いや、もう慈
恵には受かろうと思ってたんですよ。まあ、あわよく
ば慶應みたいな感じで思ってて。で、なんかあのー、
鹿山先輩が慈恵行った先輩の話も聞いて、じゃあ鹿山
先輩の後を追ってこうかなと思ってやりましたね。そ

の ( 合格者 ) 座談会の後は頑張りました ( 笑 )。

寮は広くて、居心地良かったです。
寮のベッド好きでしたね。はい。居心地よかったです。
ベッドでかいっすね。いや、今住んでる所は本当はシ
ングルなのにセミダブルのマット買っちゃったんすよ。
で、ベッドの台座から出ちゃって。びろーんみたいな
感じになってますね、今。代官山クオリティーで持っ
てくと、はみ出しちゃって。あー食事付寮めっちゃ広
かったなと思って。いや、もう一回戻りてーみたいな
( 笑 )。寮良かったです。寮はあのー、朝ごはん、最初、
食べてたんですけど、なんか鹿山先輩は朝ごはん食べ
なかったって言ってたんで。で、もう、やっぱ悠長に
食べてちゃ駄目なのかと思って ( 笑 )。で、朝早く来て
たときは食べなかったですけど、朝ちょっと無理って
なって食べてから来るように。でも直前期はまた食べ
なかったです。直前期食べずに、何となく。ハハ。めっ
ちゃ気分屋です。朝ごはんはコンビニでいつも買うお
にぎりを買って、それを食べながら化学のノート見た
りとか、朝の過去問、解きながらおにぎり食べるみた
いな感じにして、それがルーティーン。周りも早く来
てやってたんで。まあ意志弱いほうなんで、うん。意
志は弱いっすね。んー、ここ ( 代官山 MEDICAL) は周
りがやっぱやってるから感化されるっていうか。んー、
大手だったらちょっときつかったかもしれないです。
周りに流されて、絶対、途中で遊んじゃてました、きっ
と。うん。

覚えちゃうくらいテキスト繰り返した。毎日追
われてる、間に合わねえと焦りながら、面倒く
さいと思いながらも、受験で戦えるようになら
ないと、って思ってやってましたね。
なんかやることを決められない人間なので、そのなん
か、授業いっぱいあったから、なんか復習する内容も
いっぱいあって、まあ課題もあって、出されたのを、やっ
ぱそう、復習しなきゃいけない、やばいみたいな感じ
の焦りを覚えるときが多々あったので、そこでちゃん
と復習できてたのが良かったのかな。結構、追われて
るって、間に合わねえって。夏ぐらいに追いつくかと
思ったんすけど、いやー、最後まであんま追いつきき
れなかった感はありますね。まあなんか、完璧を目指
すのは途中で諦めました、はい。なんか取りあえず解
けるようになろうみたいな。なんか取りあえず受験で
戦えるようにならないと、って思って、その完全理解
というより、なんか受験でよく出る内容を理解できる、
受験で解ける範囲の理解に変えましたね。数学のテキ
ストなんか、前期のだけやるとかじゃなくて、後期の
テキストとか、すっげー面倒くさいと思いながらもやっ
てました。なんかもう 3 回ぐらい解いた、ん？いや解
かされた。うん。これもう俺、解き方知ってるし、うっ
ぜーみたいな感じで思いながらも解いてましたね。覚
えるぐらいまでやっちゃった感じです。それに 2 学期

は演習増えて、途中からテストになったじゃないです
か。あのテストの問題は解けるようにしよう、みたい
な感じにしてましたね。プリント 3 周したんですよ。
だからまあ、覚えちゃいますよね。何ていうんですか、
自分が前までやってた方法で解けて、解けなかった問
題もなんとなく覚えてるみたいな感じなんで、なんか
つまずいた所で覚えてるみたいな感じで、あ、これだ
るかったわ、みたいな。うわ、これ嫌い！、みたいに
思いながら解いてました ( 笑 )。

慈恵目指すなら、慶應って言っちゃおうぜ、み
たいな。受験会場で戦うから、もっと上を見据
えて。
そうですね。なんかあんまり、なんか何て言うんですか、
いちいちとらわれ過ぎないっていうか、そう、なんか
テストの順位とかテストの点数とか、まあこだわるの
は大切なんですけど、別にそれで死なないんで、なん
かその、終わった、みたいになるのはちょっと面倒…。
なんかそれをやってるともう疲れるじゃないですか。
なんかどんどん嫌になってくんで、もうなんか途中で
やっぱ自分で踏ん切りを付けるっていうのは大事か
なっていうのと。まあ、あとは、その勉強つらくなっ
たらまあ、その日は帰ってもいいかなっていうふうに
個人的には思いますね。個人的にですよ。まあ、あん
ま褒められることではないかもしれないんですけど、
まあそれでめっちゃ無理やり頑張っても明日に続かな
かったら意味ないんで。自分が続けて、行きたい大学
目指す、っていうゴールが一番なんで、そこを大事に。
続けるっていうかその日、勉強をし続けるっていうの
を目標にしない。最終目標じゃないんで。まあそうい
う日もあってもいいんじゃないかな、みたいな。
あとまあ、志望校を上げるっていうことですかね。いや、
なんか、正直、日医とか受かるとは思ってなかったん
ですけど、2次とか。その慈恵も、慈恵第一志望って言っ
ていないんですよね、あんまり。で、慈恵、なんかそ
の正規とかで受かってくる人って、なんか慈恵第一志
望とかってめっちゃ少ないじゃないですか。だから、
石井先生もおっしゃってましたけど、ワンランク、ツー
ランク志望校を上げないと、行きたいとこを、もう第
一志望って言っちゃうと、その下から降りてきた人た
ちに勝てないんじゃないかなって思うんで、もうなん
ならもっと上目指して落ちてこうぜ一緒に、みたいな。
アハハハハハ。まあ慶應は本当に行きたかったんです
けど、まあ慶應以上ないんで、まあ国公立受けなかっ
たんで。なんですけど、まあそう思いましたね。なん
か日医を第一志望にするのは、する人はするのも別に
いいかもしれないんですけど、まあＭなら、日医目指
すなら、もう慈恵って言っちゃおうぜ、みたいな。慈
恵目指すならもう慶應って言っちゃったほうが、その
自分が、そこまで頑張ろうとするし。やっぱその、慶
應目指して落ちて慈恵っていうのはあるんですけど、
慈恵目指して、落ちて慈恵にはならないじゃないです

か、で、他の、周りの受験生とも、受験会場で戦うから、
なんかもっと上の層がいるからその上の層を見据えて、
自分の志望校っていうのは決めないといけないのか
なっていうふうに思いますね。実際、慈恵とかだって、
医科歯科落ち、千葉医落ちとか、慶医落ち、ざらっすね。
いや、慈恵、第一志望ですとか言って正規で受かるのは、
もう猛者ですよね。それはもう。まあでもなんか、難
しいと思います本当に慈恵、第一志望にして慈恵を正
規。まあ補欠でも受かるのむずいと思いましたし、正
規で受かるとかってなるともっと難しくなっちゃうん
で、やっぱ目指すなら、まあ本当に行きたい所の 1 個上、
2 個上ぐらいはもう言っちゃうみたいな。周りに言っ
て、もうそれ無理やり目指すみたいな感じのほうがい
いんじゃないのかなって。千葉医とか医科歯科落ち結
構いますからね、結構、東大理Ⅲもいたような気がし
ますね。なんで、やっぱそういう連中と戦うんで。ま
あ別に大学の難易度とかはいっぱいあると思うんです
けど、やっぱ上のほうを目指したほうが、後々いいん
じゃないかなというふうには思いました。
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なんか運が良かったのか分からないですけど、
A8→A6→A4→A1って、ｸﾗｽが最後めちゃくちゃ 
上がったんで、モチベーションになりました  

WAY TO SUCCESS合格への軌跡

物理で失敗。あー、落ちたなと思ったものの、
まあちょっと何とかあと頑張るかと切り替えた
慈恵受験だった。
いや、でも過去問はいけたんすよ、めっちゃ。で、あ、
もう慈恵は物理で何とかするしかないなとか思って、
試験行ったんすけど、物理が難しかったんですよ。ぶっ
殺されて。石井先生が、一般的には慈恵は化学先やれっ
て、でも物理が得意な奴は物理先やれって、おっしゃっ
てたんで、もう俺は物理だろって思って、物理からいっ
たら、物理の大問１がむずかったんすよ。終わったと
思って。落ちたって。ハハハ。落ちましたーって思い
ながら、半分、力学の単振動っていうか、バネと自由
落下みたいな問題で。いや、なんか最初はただの自由
落下なんですよ。だけど設定がいろいろ難しくて、座
標とか置かれてて。そこで読み違えて、大問 1 が多分、
3、4 割ぐらいしか解けなくて、やっべーみたいな感じ
になって、そのメンタルで大問２も計算が汚くて、小
数の。それも多分できてなくて、まだ答え見てないん
すけど。で３もなんかどっかの…、昭和の過去問でな
んか同じような問題あったっぽいんですけど、もう…。
まあ物理は手応え的には 3、4 割で、あー、もうこれ落
ちたなって思って、過去問だと化学は良くて半分ぐら
いしかいかなかったんですけど、まあ化学いったら、
まあ意外と耐えれたかなみたいな。そこそこできて、
まあ多分半分はいってて、まあ 6 割ぐらいですかね手
応えは。で、まあちょっと何とかあと頑張るか、みた
いな。数学と英語、数学できるか分かんないけど、み
たいな感じで行ったらまあなんか。数学は大問３の整
数問題がほぼ捨て問みたいな感じで、多分、解ける人、
少ないのかなっていう…。英語は、まあ 6 割ぐらいで
すかね。はい。合格最低点は 50 パーぐらいで。なんと
かうまくいきましたね、慈恵は。はい。いや、自分自
身も慈恵が。そもそもこんなに受かるとは思わなかっ
たんで。６人すよ、代官山。まあでも、慈恵より正直、
日医のほうがきつかったっすね、やってた感じは。はい。
英語、あれ。いやー、もう読む気、うせましたね、長
文長過ぎですね。おい、知らねーぞ、なんでこんな長文、
長いんだってなって。しかも長文の後、作文あるじゃ
ないですか。作文でこのことについては書くなって、
書かれてた内容で、作文書いてたんですよ。なんかも
う長過ぎて集中力切れちゃって、で、アクセントとか
解いた後に、あの作文。むずかったです、自分には。

初めは萎えたけど、落ち込むのは効率よくねえ
なって思って、順位に固執はしないように、切
り替えた。
うーん。何回目だったかな。なんか 1 回宮永さん（慶
應大 ( 医 ) 進学）が全体のランキング 2 位取ったときに、
お、次は俺頑張ろっかなって思って、で、それ終わっ
てまあ、あんま良くなくて、まあそっからはまあ、よし、
切り替えてこう、みたいな。切り替えました。はい。

の ( 合格者 ) 座談会の後は頑張りました ( 笑 )。

寮は広くて、居心地良かったです。
寮のベッド好きでしたね。はい。居心地よかったです。
ベッドでかいっすね。いや、今住んでる所は本当はシ
ングルなのにセミダブルのマット買っちゃったんすよ。
で、ベッドの台座から出ちゃって。びろーんみたいな
感じになってますね、今。代官山クオリティーで持っ
てくと、はみ出しちゃって。あー食事付寮めっちゃ広
かったなと思って。いや、もう一回戻りてーみたいな
( 笑 )。寮良かったです。寮はあのー、朝ごはん、最初、
食べてたんですけど、なんか鹿山先輩は朝ごはん食べ
なかったって言ってたんで。で、もう、やっぱ悠長に
食べてちゃ駄目なのかと思って ( 笑 )。で、朝早く来て
たときは食べなかったですけど、朝ちょっと無理って
なって食べてから来るように。でも直前期はまた食べ
なかったです。直前期食べずに、何となく。ハハ。めっ
ちゃ気分屋です。朝ごはんはコンビニでいつも買うお
にぎりを買って、それを食べながら化学のノート見た
りとか、朝の過去問、解きながらおにぎり食べるみた
いな感じにして、それがルーティーン。周りも早く来
てやってたんで。まあ意志弱いほうなんで、うん。意
志は弱いっすね。んー、ここ ( 代官山 MEDICAL) は周
りがやっぱやってるから感化されるっていうか。んー、
大手だったらちょっときつかったかもしれないです。
周りに流されて、絶対、途中で遊んじゃてました、きっ
と。うん。

覚えちゃうくらいテキスト繰り返した。毎日追
われてる、間に合わねえと焦りながら、面倒く
さいと思いながらも、受験で戦えるようになら
ないと、って思ってやってましたね。
なんかやることを決められない人間なので、そのなん
か、授業いっぱいあったから、なんか復習する内容も
いっぱいあって、まあ課題もあって、出されたのを、やっ
ぱそう、復習しなきゃいけない、やばいみたいな感じ
の焦りを覚えるときが多々あったので、そこでちゃん
と復習できてたのが良かったのかな。結構、追われて
るって、間に合わねえって。夏ぐらいに追いつくかと
思ったんすけど、いやー、最後まであんま追いつきき
れなかった感はありますね。まあなんか、完璧を目指
すのは途中で諦めました、はい。なんか取りあえず解
けるようになろうみたいな。なんか取りあえず受験で
戦えるようにならないと、って思って、その完全理解
というより、なんか受験でよく出る内容を理解できる、
受験で解ける範囲の理解に変えましたね。数学のテキ
ストなんか、前期のだけやるとかじゃなくて、後期の
テキストとか、すっげー面倒くさいと思いながらもやっ
てました。なんかもう 3 回ぐらい解いた、ん？いや解
かされた。うん。これもう俺、解き方知ってるし、うっ
ぜーみたいな感じで思いながらも解いてましたね。覚
えるぐらいまでやっちゃった感じです。それに 2 学期

は演習増えて、途中からテストになったじゃないです
か。あのテストの問題は解けるようにしよう、みたい
な感じにしてましたね。プリント 3 周したんですよ。
だからまあ、覚えちゃいますよね。何ていうんですか、
自分が前までやってた方法で解けて、解けなかった問
題もなんとなく覚えてるみたいな感じなんで、なんか
つまずいた所で覚えてるみたいな感じで、あ、これだ
るかったわ、みたいな。うわ、これ嫌い！、みたいに
思いながら解いてました ( 笑 )。

慈恵目指すなら、慶應って言っちゃおうぜ、み
たいな。受験会場で戦うから、もっと上を見据
えて。
そうですね。なんかあんまり、なんか何て言うんですか、
いちいちとらわれ過ぎないっていうか、そう、なんか
テストの順位とかテストの点数とか、まあこだわるの
は大切なんですけど、別にそれで死なないんで、なん
かその、終わった、みたいになるのはちょっと面倒…。
なんかそれをやってるともう疲れるじゃないですか。
なんかどんどん嫌になってくんで、もうなんか途中で
やっぱ自分で踏ん切りを付けるっていうのは大事か
なっていうのと。まあ、あとは、その勉強つらくなっ
たらまあ、その日は帰ってもいいかなっていうふうに
個人的には思いますね。個人的にですよ。まあ、あん
ま褒められることではないかもしれないんですけど、
まあそれでめっちゃ無理やり頑張っても明日に続かな
かったら意味ないんで。自分が続けて、行きたい大学
目指す、っていうゴールが一番なんで、そこを大事に。
続けるっていうかその日、勉強をし続けるっていうの
を目標にしない。最終目標じゃないんで。まあそうい
う日もあってもいいんじゃないかな、みたいな。
あとまあ、志望校を上げるっていうことですかね。いや、
なんか、正直、日医とか受かるとは思ってなかったん
ですけど、2次とか。その慈恵も、慈恵第一志望って言っ
ていないんですよね、あんまり。で、慈恵、なんかそ
の正規とかで受かってくる人って、なんか慈恵第一志
望とかってめっちゃ少ないじゃないですか。だから、
石井先生もおっしゃってましたけど、ワンランク、ツー
ランク志望校を上げないと、行きたいとこを、もう第
一志望って言っちゃうと、その下から降りてきた人た
ちに勝てないんじゃないかなって思うんで、もうなん
ならもっと上目指して落ちてこうぜ一緒に、みたいな。
アハハハハハ。まあ慶應は本当に行きたかったんです
けど、まあ慶應以上ないんで、まあ国公立受けなかっ
たんで。なんですけど、まあそう思いましたね。なん
か日医を第一志望にするのは、する人はするのも別に
いいかもしれないんですけど、まあＭなら、日医目指
すなら、もう慈恵って言っちゃおうぜ、みたいな。慈
恵目指すならもう慶應って言っちゃったほうが、その
自分が、そこまで頑張ろうとするし。やっぱその、慶
應目指して落ちて慈恵っていうのはあるんですけど、
慈恵目指して、落ちて慈恵にはならないじゃないです

か、で、他の、周りの受験生とも、受験会場で戦うから、
なんかもっと上の層がいるからその上の層を見据えて、
自分の志望校っていうのは決めないといけないのか
なっていうふうに思いますね。実際、慈恵とかだって、
医科歯科落ち、千葉医落ちとか、慶医落ち、ざらっすね。
いや、慈恵、第一志望ですとか言って正規で受かるのは、
もう猛者ですよね。それはもう。まあでもなんか、難
しいと思います本当に慈恵、第一志望にして慈恵を正
規。まあ補欠でも受かるのむずいと思いましたし、正
規で受かるとかってなるともっと難しくなっちゃうん
で、やっぱ目指すなら、まあ本当に行きたい所の 1 個上、
2 個上ぐらいはもう言っちゃうみたいな。周りに言っ
て、もうそれ無理やり目指すみたいな感じのほうがい
いんじゃないのかなって。千葉医とか医科歯科落ち結
構いますからね、結構、東大理Ⅲもいたような気がし
ますね。なんで、やっぱそういう連中と戦うんで。ま
あ別に大学の難易度とかはいっぱいあると思うんです
けど、やっぱ上のほうを目指したほうが、後々いいん
じゃないかなというふうには思いました。
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卒 業 生 が 語 る

WAY TO SUCCESS

合格への
軌跡2021年

埼玉医科大 公募推薦合格

なんか運が良かったのか分からないですけど、
A8→A6→A4→A1って、ｸﾗｽが最後めちゃくちゃ 
上がったんで、モチベーションになりました  
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WAY TO SUCCESS合格への軌跡

１月に高校が自由登校になってから、もう代官
山の寮に入って勉強を始めました。
    父親の茨城の同僚で、代官山 MEDICAL 経由で医学部
入った人を知ってて、その人に父親が話を聞きに行っ
て、なんか代官山の石井先生ってのがめちゃくちゃい
いみたいな話を聞いたらしくて。現役の埼玉推薦落ち
ちゃって、正直推薦駄目だったから一般 ( 入試 ) も駄目
かなって。もう全部 E 判定でしたし、それでもう浪人
も見据えてって感じで 1 月から。12 月に面接で石井先
生に会って、ちょうどその日に、面接とマンスリーを
一緒に受けさしてもらって、それで 1 月に高校が自由
登校になってから、もう代官山の寮に入って勉強を始
めました。

マンスリーのランキングに載らなかったこと
で、本気でやんないとやべえんだなって意識さ
せてくれた
最初の 12 月に来たときに、その年の最後のマンスリー
で、そのマンスリーの平均点にも全然届かなくて、こ
れやべーなって思って、頑張っちゃおうかなと思って、
課題もやりつつ、2 月の先取り講習も受けて。俺とし
てはめちゃくちゃ頑張って、英単語帳とかもやって、

『WIZ』を、配られたのをやってて。でも４月のクラス
編成テストが全然できなくて、なんか先取りの授業で
一緒になった人、古澤君 ( 北里大医学部進学：古澤幸征 )
とかも、なんか A2 行っちゃったし、なんかみんな 2
号館行っちゃって、あ、これこのままだと俺、に、二
浪しちゃうのかな、ハハ、みたいな感じで思っちゃって。
本当、2 号館行く予定だったのに、A8 でちょっと本当
にやばいし、なんか下、下からめちゃくちゃ近くて、
三つ目？そん時、そっからもうあせって、本当にもう
この 1 年で本当、後悔しないぐらいちゃんと頑張ろうっ
て思って、いろいろ変えていきました。本当に最初、
ランキングにも載ってなかったので、正直それで、本
気でやんないとやべえんだなって意識させてくれたの
がよかったですね。それにマンスリーが載れるように
なる前は、ウイークリーが救いでしたね。やっぱり、言っ
ちゃなんですけど、あのー、ハイレベルのウイークリー
テストってめちゃくちゃ難しいじゃないですか。やっ
ぱ、あれで点数取るより、ベーシックとか、ベーシッ
クの下…、ありましたよね、ああ、スーパーベーシック、
そのスーパーベイシックの人のほうが正直、点数取り
やすいじゃないですか、ウイークリーとかだと。だか
らウイークリーで、まあ、むちゃくちゃ載れるように
なってから、それから、マンスリーも 1 科目くらいは
載れるようになって。2 回目のマンスリーで載っちゃっ
たときは、物理、めちゃくちゃうれしかったですね。
寺澤先生に言いに行きましたね、さすがに。よかった
けど、おまえ次落ちんなよって、言われたんですけど、
次、落ちちゃいましたけど(笑)。何も言わなかったです、
寺澤先生には。落ちました、みたいな、言えなかった
ですね。えっと、量は物理が一番…、一応やった、やっ

たっちゃ、やったんですけど ( 笑 )。

やっぱりウイークリーって、そのベーシックの
人が唯一輝ける場みたいな感じなんで…
現役の時みたいに、中間期末テストの前だけ、一度に
ガッと復習して、ある程度点取るみたいな感じじゃな
くて、代官山は、1 日やったら、ちゃんとそこの復習
も毎日していける環境だったんで、強制的に。自分の
現役時のこと振り返ってみたら、あーなんか、毎日やっ
てなくてよくなかったなあって。それで毎日、ちゃん
と復習するように。復習に重点を置いてました。でも、
最初のほうは全然、時間足らなくて、結構きつかった
ですね。でもやってくと、なんとか自分でその、時間
も作れてきて、復習のサイクルみたいなのができてき
て。それに 1 週間前の授業でやった内容が出るウイー
クリーテストが月曜日にあったから、日曜日が自習だ
けでフリーだったので、その 3 日前から再度復習し直
して、ウィークリーに備えて。やっぱりウィークリーは、
正直 A8 とか A9 の人って、教科書がベーシックだから、
そのベーシックの人が唯一輝ける場みたいな感じなん
で、A8 の人ってみんなウィークリー良かったですよね。
周りも、めちゃくちゃできて、田中さん ( 東京女子医
科大進学：田中理恵 ) も、めちゃくちゃやってました
よね。1 位取ってましたよね。俺も正直 1 位取りたかっ
たですけど、勝てなかったです。すごかったですもん、
本当に。でも頑張りました。あと俺、なんか運が良かっ
たのか分からないですけど、（ｸﾗｽが）A8→A6→A4→
A1 ってなんか、最後もめちゃくちゃ上がったんで、毎
回マンスリー受ける度に点数もめちゃくちゃ上がって
いったんで、それもモチベーションになりましたね。で、
最後その A1 って分かった次の日に埼玉受かっちゃっ
たんで。まあ、A1 の授業を受けてないんですけど、め
ちゃくちゃ受けたかったですね、A1の授業。いや、本当、
2 号館に行くっていうのを目標にしてたんで、いや、
本当は、あのー、誰にも言ってなかったんですけど、
M に、M に行きたかったんですよね。そうなんです、
M 行きたかったです。まあ、行けたらの話、行けたら
行きたかったです。

物理が劇的に伸びましたね。
物理は、寺澤先生にずっとやってもらってたんですけ
ど、めちゃくちゃよかったです。寺澤先生一番分かり
やすいと思った、すごく。原理をいっぱい教えてくれて、
そう、ま、原理だったら、野村先生とかも、めちゃくちゃ
原理大切にしている先生なんで教えてくれるんですけ
ど、なんか、ともかく、寺澤先生だったら授業なんか
寝ないみたいな、なんか興味を持てる。あと寺澤先生
のプリントあるんですけど、それもらってずっとやっ
てましたね。なんか、授業終わって、慣性力やりたい
んですって言って、慣性力のプリントとか用意しても
らったりとかして、よかったですね、寺澤先生。なん
か変色してますよね、髪。一時期、夏に金色と黒みた

かると思うから、思い切って埼玉受けてみたら、と背
中を押してくださいました、うれしいことに。やっぱ
りそれは、石井先生に言われて(笑)。君だったら一般(選
抜)は、多分受かるから、勝負したほうがいいと思うよっ
て。で、そのときに埼玉の推薦受けた過去の合格者の
実際のデータの情報を教えてくれて、その情報の紙も
くれて、こういうの出る傾向があるみたいの教えても
らったんで、それから埼玉の推薦対策は高橋浩先生に
やってもらって、埼玉の推薦の過去問に加えて、一般
の小論文も。推薦こけても一般でも戦えるような小論
文もやってもらいました。面接も結構やってもらった
んです、先生に。やっぱ面接の回数も増やせたので、やっ
ぱ、それはめちゃくちゃよかったなって思います。

朝は 8時半には登校してましたね。
朝は8時半ですね。学則で8時半に来なきゃいけないっ
ていうのがあったんで、8 時ギリギリ、ギリギリに行っ
てたんですけど。でもあのー、なんか石井先生の授業
がある日だけは早く来てて。なんか前のほうに座って
るやつみんな受かってるジンクスあるじゃないですか。
それでなんか、でも、なんか一番前、俺そんなに気大
きくないんで、そんな一番前に座るとか…。めちゃく
ちゃバチバチじゃないですか。正直、楽に取れる席っ
ていうのが 2、3 列目とかだと全然大丈夫だったんで、
俺 1 年間ずっと同じ席だけに座り続けたんです。あの、
3 列目の通路側あるじゃないですか。あそこにずっと
座ってたんです。左側の通路側にずっと座ってて、そ
こだったらあの、6 時 50 分ぐらいに並ぶと、ま、大体
3 番目ぐらいに並べたんで、そこ、まあ、それくらいだっ
たら普通に付箋貼って取れるんで、ハハ。

１回受験におちて、後に回すとどうせやらない
から、今すぐやっとかないとと思うように。
今年成長したなと思うのは、んー、やっぱり 1 人暮ら
しできたこと。ご飯用意したりだとか洗濯。洗濯とか、
ご飯を自分でやったこともなかったですし。作ってな
いんですけど、ただコンビニで買って食ってただけ、
買ってきただけなんですけど、ま、そういうのに慣れ
る力みたいな、あ、生活力か。それに、忍耐力が多分
付いたと思いますね。前とかだと、なんとなくめんど
くさいから後でいいかなみたいな感じであと回して、
結局やらなかったんですけど。今はやっぱりその、あ
る問題があったとして、ちょっと後に回すとどうせや
らないから、今すぐやっとかないと、みたいな感じで。
まあ、一回、受験とかに落ちたことによって、やっぱ
そういうこと考えるようになりましたね。寮での生活
は、まあ普通に生活する、遊ばないで生活する分には、
めちゃくちゃ適してる。予備校に通って、ただ勉強し
て寝る場所、あの、石井先生も言ってたじゃないですか、
寮では勉強しなくていいって言ってたんで、俺も、そ
の要は、ちっちゃいご飯食べる用の机とかあったんで
すけど、本当に大きい、なんかその、学習机と椅子があっ

て、そこでなんか帰ってからも勉強してたって感じで
はなかったですね。なんかほとんどご飯は塾で。たま
に寮で食べてすぐ寝て、また起きる場所みたいな、そ
んな感じでしたね。うん。塾に自分の自習席があって
集中できたし、快適だったし。最初の頃、わざわざ、
携帯のゲームとか動画見ながらご飯食べたかったから、
俺、寮に帰って、飯食って、また戻ってきてて、昼飯
のたびに。なんですけど、石井先生が昼飯の時間を有
効に活用したほうが、活用したやつが受かるみたいな
ことを、おっしゃってて。それで、あ、寮で食うのや
めようと思って。それからちょっと 8 階で、ラウンジ
ですぐ、おにぎり 1 個すぐ食って、自習室に戻ってま
したね。でも、めちゃくちゃいいですよね、寮もコン
ビニもめちゃくちゃ近くて。

やれって言われたことは取りあえず、できるこ
とは全部やりました。
石井先生、フフ、なんか石井先生、なんか謎の説得力
ありますよね。本当に石井先生、崇拝してた人いてて。
なんかあの、マンスリーのテストの結果が出る度に、
なんか並んでたじゃないですか、あそこに。やっぱ石
井先生に、聞きに行く、なんか救いを求めるみたいな、
いや俺はそのタイミングでは行ったことなかったんで
すけど。なんか並ぶのなんか、嫌だったんで。授業は、
一番楽しかったですね、石井先生の授業が。石井先生
の授業、めちゃくちゃ楽しかった。めっちゃ予習して
ましたね、やっぱり。あと写経もしてました、写経。ちゃ
んと。要するに、やれって言われたことは取りあえず、
できることは全部やりました。今までなんか英語って、
その、長文読んでるときもフィーリングで読んでたん
ですよ。でも授業で品詞分解も意識するようになりま
したし。その、石井先生と岩崎先生なんかちょっと似
てるんですよね。石井先生の教え子ですよね、確か。
岩崎先生も、品詞分解して、わざわざ教えてくださる
んですよね。一つ一つ、論理的に説明してくれたんで、
めちゃくちゃよかったですね。それで、岩崎先生のマ
ンツーマンの授業を取ったら、わざわざ単語テストを
毎週作ってくださったんですよ。『WIZ』の、作って、で、
やってもらったんですけど、細かいところも出るんで
すよ。この単語に付随する知識まで、派生系、派生語
みたいのがいっぱい載ってて、それを試すテストを作っ
てくれて本当に、細かく。だからフィーリングから抜
け出せた感じです。

振り返ってみて、やろうとしたけど、できなかっ
たこと。
できなかったこと、やっぱり石井先生の一番前に座る
ことですよね。やっぱそれだけ周りの殺気がすごくて、
すごい殺気 ( 笑 )。座りたかったけど座れなかった。見
たことありますか？あの石井先生の 1 列目めちゃく
ちゃすごいですよ。貼ってあるんですけど、たまには
わざとはがすやついますからね。知らないですか？貼っ

てあるのにはがしちゃう、そういうやつも、たまにい
ます ( 笑 )。
なんか、関係ないですけど、古澤君（北里大医学部進学）
は、付箋貼ってたんですけど、のりで裏貼られて ( 笑 )、
付箋の裏にのり付けられて、パッと貼られて、なんか
はがせないみたいなことやってましたね。                  す
ごいんです。特に最後のほうの 10 月とか 11 月とかは、
やっぱり付箋貼る人めっちゃいたんで、やっぱりその
競争は激烈でしたね。まあ、先生ごと、先生によって、
それぞれ特徴があると思うんですけど、ま、やっぱ石
井先生はなんか、その、英語を教えるのも違いますし、
あと、なんか威厳があったんで、やったことは絶対覚
えなきゃっていう気になる、そういう感じで。そうい
うのが自分には大事だったと思うんですよね、やっぱ
り。基本的に先生が言ったのは忘れないみたいな、め
ちゃくちゃ良いこと教われてよかったと思います。す
げえ、ためになりましたね、まあ、やっぱそうやって
論理的に説明してくれる先生が、僕は好きでしたね、
うん。

数学は真中先生と村上先生、化学は僕はずっと
臼井先生でした
数学はめちゃめちゃできなかったんで、救いようがな
かったんでマンスリーが終わったたんびに、真中先生
が、できないところはできないとして受け入れて、ま、
やって、次、頑張ろうって励ましてくれました。僕、
落ち込んでたんで、そのとき ( 笑 )。これだと本当に
A11 くらい落ちちゃうんじゃないかって、なんか思っ
て。マンツーを真中先生と村上先生もとってやってま
したね。あと、筋肉マンって呼んでる先生、典先生の
授業が、A4 になってあったんですよ。典先生の授業を
初めて聞いて、ああ、この人も分かりやすいなと思って、
12 月からの冬期に取りたいって申込出して、うまく取
れたんですけど、埼玉受かったから受けずでしたけど。
化学は僕はずっと臼井先生でした。個人的に、僕は一

番なんか相性が合う先生だなって思ってました。臼井
先生も、独自のプリント、まとめたプリントがあって、
無機化学ができなかったんで、無機化学のプリントを、
あの、後半のほうであせり始めたときにもらってやっ
てましたね、ずっと。化学は伸び悩みましたけど、最
後なんとか伸びてクラスも上がれた感じです。
スランプのときなんかは、そうですね。先生に相談して、
その教科ごとではなく、主にやっぱり石井先生の所に
行きましたね、やっぱり。んー並んでっていうか、僕
は並んでない時間帯を見つけて、さっと入り込んで行っ
てましたね。あと、石井先生に、マンツーマンの先生
を選ぶとき、たくさん先生いるから、自分でだと迷っ
ちゃうんで、それでどう取ったらいいですかみたいな
のを聞いてましたね。ま、そうすると、君は、俺の場合は、
この先生の授業が合うとか、物理をメインにとか、言
われて、先生に言われたとおりにやったんですけど、
やっぱりその、どんなふうにやったらいいか、やっぱり、
この予備校初めてだったんで分からないじゃないです
か。そういうのが相談できる先生だったのでよかった
ですね。

１学期の小論文はもっと真剣にやっておいた方
がよかった
えーと、高橋浩先生って一番人気じゃないですか、小
論文も、やっぱキャリアも。ここの予備校でキャリア
もありますし。秋の頃からなんか高橋浩先生、授業な
かなか取れなくなるんですよね。マンツーマンが取れ
なくなるんで、最初の頃とかって普通に全然取れるん
ですけど、もう、なんか秋頃から全然取れなくなっちゃ
うんで、僕が取り始めたのが夏からマンツーマンずっ
と取り続けてたんですけど、やっぱりあの、１学期の
頃ってなんか正直、小論文甘く見てたんですよね。1
学期の小論文もっとちゃんと真剣にやっときゃよかっ
たなってのは思いました。小論文苦手だったので、も
うちょっと上げたかったなっていうのありましたね。
例えば、ある原因があって、こういう過程を経て、結
果が出るみたいな、なんかそういう当たり前なんです
けど、そういうのを全然意識して小論文とか全然書い
てなかったんで、代官山で教わるまで、作文に近い小
論文みたいなのずっと書いてたんで、そういう普遍の
原理みたいな、なんかそういうのを知れてよかったで
すね。学ぶべきこと、めちゃくちゃ多かったと思います、
やっぱり。うん。本当に。じゃなかったら、受かって
たかな。正直、なんか、これ高橋浩先生と話して、よ
く笑い話にしてたんですけど。あの、個人、予備校名
とか言っても？　あの医専の N あるじゃないですか、
N に俺、実は、あのー、現役の埼玉の推薦対策で、えーと、
ちょっと通ってたんですよ。そのときに小論を教えて
もらってたんですけど(笑 )。小論の授業のはずなのに、
なぜか東京大学の英語解かされて。なんかその先生が、
どっかの大学で講義してるみたいで。でも、ねーって
感じで。でも代官山だと、ちゃんと埼玉こういうの出

るよみたいな、なんかやっぱ、石井先生が言ってくだ
さったようなのをやるんですけど。あそこはこういう
の出るよみたいなのがなかったんで、ちょっと正直、
ここ来たとき驚きましたね。やっぱそういうの、違う
んすよね。代官山は、的確な対策をしてくれたんで、
正直そういう面見ると、ここに来なかったら、ちょっ
ともう 1 年くらい、ハハ、本当に 2.5 年くらいかかっ
てたのかなって。

131 DAIKANYAMA MEDICAL



WAY TO SUCCESS合格への軌跡

たっちゃ、やったんですけど ( 笑 )。

やっぱりウイークリーって、そのベーシックの
人が唯一輝ける場みたいな感じなんで…
現役の時みたいに、中間期末テストの前だけ、一度に
ガッと復習して、ある程度点取るみたいな感じじゃな
くて、代官山は、1 日やったら、ちゃんとそこの復習
も毎日していける環境だったんで、強制的に。自分の
現役時のこと振り返ってみたら、あーなんか、毎日やっ
てなくてよくなかったなあって。それで毎日、ちゃん
と復習するように。復習に重点を置いてました。でも、
最初のほうは全然、時間足らなくて、結構きつかった
ですね。でもやってくと、なんとか自分でその、時間
も作れてきて、復習のサイクルみたいなのができてき
て。それに 1 週間前の授業でやった内容が出るウイー
クリーテストが月曜日にあったから、日曜日が自習だ
けでフリーだったので、その 3 日前から再度復習し直
して、ウィークリーに備えて。やっぱりウィークリーは、
正直 A8 とか A9 の人って、教科書がベーシックだから、
そのベーシックの人が唯一輝ける場みたいな感じなん
で、A8 の人ってみんなウィークリー良かったですよね。
周りも、めちゃくちゃできて、田中さん ( 東京女子医
科大進学：田中理恵 ) も、めちゃくちゃやってました
よね。1 位取ってましたよね。俺も正直 1 位取りたかっ
たですけど、勝てなかったです。すごかったですもん、
本当に。でも頑張りました。あと俺、なんか運が良かっ
たのか分からないですけど、（ｸﾗｽが）A8→A6→A4→
A1 ってなんか、最後もめちゃくちゃ上がったんで、毎
回マンスリー受ける度に点数もめちゃくちゃ上がって
いったんで、それもモチベーションになりましたね。で、
最後その A1 って分かった次の日に埼玉受かっちゃっ
たんで。まあ、A1 の授業を受けてないんですけど、め
ちゃくちゃ受けたかったですね、A1の授業。いや、本当、
2 号館に行くっていうのを目標にしてたんで、いや、
本当は、あのー、誰にも言ってなかったんですけど、
M に、M に行きたかったんですよね。そうなんです、
M 行きたかったです。まあ、行けたらの話、行けたら
行きたかったです。

物理が劇的に伸びましたね。
物理は、寺澤先生にずっとやってもらってたんですけ
ど、めちゃくちゃよかったです。寺澤先生一番分かり
やすいと思った、すごく。原理をいっぱい教えてくれて、
そう、ま、原理だったら、野村先生とかも、めちゃくちゃ
原理大切にしている先生なんで教えてくれるんですけ
ど、なんか、ともかく、寺澤先生だったら授業なんか
寝ないみたいな、なんか興味を持てる。あと寺澤先生
のプリントあるんですけど、それもらってずっとやっ
てましたね。なんか、授業終わって、慣性力やりたい
んですって言って、慣性力のプリントとか用意しても
らったりとかして、よかったですね、寺澤先生。なん
か変色してますよね、髪。一時期、夏に金色と黒みた

いな感じになっちゃって、最初見た頃と全然違います
ね。物理はそのプリントと代官山のテキストしかやっ
てなくて、ベーシックの。野村先生とか小澤先生とか
も授業めちゃくちゃ理解しやすかったし、分からない
のはやっぱり先生に質問に行きましたし。質問はすご
く大事だと思います、やっぱり。セミナーはちょっと
僕は手が回らなかったです。化学はやったんですけど、
物理はちょっと回らなかったですね。いや、やってな
いっていうのは語弊があるんですけど、あのー例題は
全部やったんですけど、基本問題、あれは幾つかやっ
たんだけで、全部はできてないですね。でもテキスト
はやりましたよー。化学はセミナー全部やったんです
けど。化学は3、4周くらい。なんか、4周もやってない、
ちょっと盛ったかもしれない、2、3 周だったかもしれ
ない。でも物理も劇的に伸びましたね。

１浪だけれど、埼玉医科大の推薦を勧めてくだ
さった。
なんかここで、夏にガイダンスやったじゃないですか、
代官山で。あの、何だっけな、東医とか慈恵とか大学
の先生来てくださって、塾でのガイダンス。日医とか
聖マリとかいろいろ。正直、なんか最初行くの恥ずか
しかったんですよ。ですけど石井先生が、そういうの
受けて大学を知ることで、モチベーション上げといた
ほうがいいみたいな話をされてたんです。だからあの、
東医の行くの恥ずかしかったんですけど。東医のガイ
ダンスの席が何とか取れて、で、ガイダンス出たら、
なんかめちゃくちゃ行きたくなっちゃって、東医、第
一志望にしたんです。でも僕、一浪じゃないですか。で、
一応、評定もギリギリ 4 あったんで、本当、ギリギリだっ
たんですけど。そのー埼玉っていう選択肢を選ぶか、
それとも埼玉受けないで、そのまま一般入試に向けて
地道にやって東医いくか、っていうのあったんですけ
ど。石井先生にカルテ ( 個人成績表 ) 見てもらって、ま
あ君、この伸び率でいったら、別に一般で受けても受

かると思うから、思い切って埼玉受けてみたら、と背
中を押してくださいました、うれしいことに。やっぱ
りそれは、石井先生に言われて(笑)。君だったら一般(選
抜)は、多分受かるから、勝負したほうがいいと思うよっ
て。で、そのときに埼玉の推薦受けた過去の合格者の
実際のデータの情報を教えてくれて、その情報の紙も
くれて、こういうの出る傾向があるみたいの教えても
らったんで、それから埼玉の推薦対策は高橋浩先生に
やってもらって、埼玉の推薦の過去問に加えて、一般
の小論文も。推薦こけても一般でも戦えるような小論
文もやってもらいました。面接も結構やってもらった
んです、先生に。やっぱ面接の回数も増やせたので、やっ
ぱ、それはめちゃくちゃよかったなって思います。

朝は 8時半には登校してましたね。
朝は8時半ですね。学則で8時半に来なきゃいけないっ
ていうのがあったんで、8 時ギリギリ、ギリギリに行っ
てたんですけど。でもあのー、なんか石井先生の授業
がある日だけは早く来てて。なんか前のほうに座って
るやつみんな受かってるジンクスあるじゃないですか。
それでなんか、でも、なんか一番前、俺そんなに気大
きくないんで、そんな一番前に座るとか…。めちゃく
ちゃバチバチじゃないですか。正直、楽に取れる席っ
ていうのが 2、3 列目とかだと全然大丈夫だったんで、
俺 1 年間ずっと同じ席だけに座り続けたんです。あの、
3 列目の通路側あるじゃないですか。あそこにずっと
座ってたんです。左側の通路側にずっと座ってて、そ
こだったらあの、6 時 50 分ぐらいに並ぶと、ま、大体
3 番目ぐらいに並べたんで、そこ、まあ、それくらいだっ
たら普通に付箋貼って取れるんで、ハハ。

１回受験におちて、後に回すとどうせやらない
から、今すぐやっとかないとと思うように。
今年成長したなと思うのは、んー、やっぱり 1 人暮ら
しできたこと。ご飯用意したりだとか洗濯。洗濯とか、
ご飯を自分でやったこともなかったですし。作ってな
いんですけど、ただコンビニで買って食ってただけ、
買ってきただけなんですけど、ま、そういうのに慣れ
る力みたいな、あ、生活力か。それに、忍耐力が多分
付いたと思いますね。前とかだと、なんとなくめんど
くさいから後でいいかなみたいな感じであと回して、
結局やらなかったんですけど。今はやっぱりその、あ
る問題があったとして、ちょっと後に回すとどうせや
らないから、今すぐやっとかないと、みたいな感じで。
まあ、一回、受験とかに落ちたことによって、やっぱ
そういうこと考えるようになりましたね。寮での生活
は、まあ普通に生活する、遊ばないで生活する分には、
めちゃくちゃ適してる。予備校に通って、ただ勉強し
て寝る場所、あの、石井先生も言ってたじゃないですか、
寮では勉強しなくていいって言ってたんで、俺も、そ
の要は、ちっちゃいご飯食べる用の机とかあったんで
すけど、本当に大きい、なんかその、学習机と椅子があっ

て、そこでなんか帰ってからも勉強してたって感じで
はなかったですね。なんかほとんどご飯は塾で。たま
に寮で食べてすぐ寝て、また起きる場所みたいな、そ
んな感じでしたね。うん。塾に自分の自習席があって
集中できたし、快適だったし。最初の頃、わざわざ、
携帯のゲームとか動画見ながらご飯食べたかったから、
俺、寮に帰って、飯食って、また戻ってきてて、昼飯
のたびに。なんですけど、石井先生が昼飯の時間を有
効に活用したほうが、活用したやつが受かるみたいな
ことを、おっしゃってて。それで、あ、寮で食うのや
めようと思って。それからちょっと 8 階で、ラウンジ
ですぐ、おにぎり 1 個すぐ食って、自習室に戻ってま
したね。でも、めちゃくちゃいいですよね、寮もコン
ビニもめちゃくちゃ近くて。

やれって言われたことは取りあえず、できるこ
とは全部やりました。
石井先生、フフ、なんか石井先生、なんか謎の説得力
ありますよね。本当に石井先生、崇拝してた人いてて。
なんかあの、マンスリーのテストの結果が出る度に、
なんか並んでたじゃないですか、あそこに。やっぱ石
井先生に、聞きに行く、なんか救いを求めるみたいな、
いや俺はそのタイミングでは行ったことなかったんで
すけど。なんか並ぶのなんか、嫌だったんで。授業は、
一番楽しかったですね、石井先生の授業が。石井先生
の授業、めちゃくちゃ楽しかった。めっちゃ予習して
ましたね、やっぱり。あと写経もしてました、写経。ちゃ
んと。要するに、やれって言われたことは取りあえず、
できることは全部やりました。今までなんか英語って、
その、長文読んでるときもフィーリングで読んでたん
ですよ。でも授業で品詞分解も意識するようになりま
したし。その、石井先生と岩崎先生なんかちょっと似
てるんですよね。石井先生の教え子ですよね、確か。
岩崎先生も、品詞分解して、わざわざ教えてくださる
んですよね。一つ一つ、論理的に説明してくれたんで、
めちゃくちゃよかったですね。それで、岩崎先生のマ
ンツーマンの授業を取ったら、わざわざ単語テストを
毎週作ってくださったんですよ。『WIZ』の、作って、で、
やってもらったんですけど、細かいところも出るんで
すよ。この単語に付随する知識まで、派生系、派生語
みたいのがいっぱい載ってて、それを試すテストを作っ
てくれて本当に、細かく。だからフィーリングから抜
け出せた感じです。

振り返ってみて、やろうとしたけど、できなかっ
たこと。
できなかったこと、やっぱり石井先生の一番前に座る
ことですよね。やっぱそれだけ周りの殺気がすごくて、
すごい殺気 ( 笑 )。座りたかったけど座れなかった。見
たことありますか？あの石井先生の 1 列目めちゃく
ちゃすごいですよ。貼ってあるんですけど、たまには
わざとはがすやついますからね。知らないですか？貼っ

てあるのにはがしちゃう、そういうやつも、たまにい
ます ( 笑 )。
なんか、関係ないですけど、古澤君（北里大医学部進学）
は、付箋貼ってたんですけど、のりで裏貼られて ( 笑 )、
付箋の裏にのり付けられて、パッと貼られて、なんか
はがせないみたいなことやってましたね。                  す
ごいんです。特に最後のほうの 10 月とか 11 月とかは、
やっぱり付箋貼る人めっちゃいたんで、やっぱりその
競争は激烈でしたね。まあ、先生ごと、先生によって、
それぞれ特徴があると思うんですけど、ま、やっぱ石
井先生はなんか、その、英語を教えるのも違いますし、
あと、なんか威厳があったんで、やったことは絶対覚
えなきゃっていう気になる、そういう感じで。そうい
うのが自分には大事だったと思うんですよね、やっぱ
り。基本的に先生が言ったのは忘れないみたいな、め
ちゃくちゃ良いこと教われてよかったと思います。す
げえ、ためになりましたね、まあ、やっぱそうやって
論理的に説明してくれる先生が、僕は好きでしたね、
うん。

数学は真中先生と村上先生、化学は僕はずっと
臼井先生でした
数学はめちゃめちゃできなかったんで、救いようがな
かったんでマンスリーが終わったたんびに、真中先生
が、できないところはできないとして受け入れて、ま、
やって、次、頑張ろうって励ましてくれました。僕、
落ち込んでたんで、そのとき ( 笑 )。これだと本当に
A11 くらい落ちちゃうんじゃないかって、なんか思っ
て。マンツーを真中先生と村上先生もとってやってま
したね。あと、筋肉マンって呼んでる先生、典先生の
授業が、A4 になってあったんですよ。典先生の授業を
初めて聞いて、ああ、この人も分かりやすいなと思って、
12 月からの冬期に取りたいって申込出して、うまく取
れたんですけど、埼玉受かったから受けずでしたけど。
化学は僕はずっと臼井先生でした。個人的に、僕は一

番なんか相性が合う先生だなって思ってました。臼井
先生も、独自のプリント、まとめたプリントがあって、
無機化学ができなかったんで、無機化学のプリントを、
あの、後半のほうであせり始めたときにもらってやっ
てましたね、ずっと。化学は伸び悩みましたけど、最
後なんとか伸びてクラスも上がれた感じです。
スランプのときなんかは、そうですね。先生に相談して、
その教科ごとではなく、主にやっぱり石井先生の所に
行きましたね、やっぱり。んー並んでっていうか、僕
は並んでない時間帯を見つけて、さっと入り込んで行っ
てましたね。あと、石井先生に、マンツーマンの先生
を選ぶとき、たくさん先生いるから、自分でだと迷っ
ちゃうんで、それでどう取ったらいいですかみたいな
のを聞いてましたね。ま、そうすると、君は、俺の場合は、
この先生の授業が合うとか、物理をメインにとか、言
われて、先生に言われたとおりにやったんですけど、
やっぱりその、どんなふうにやったらいいか、やっぱり、
この予備校初めてだったんで分からないじゃないです
か。そういうのが相談できる先生だったのでよかった
ですね。

１学期の小論文はもっと真剣にやっておいた方
がよかった
えーと、高橋浩先生って一番人気じゃないですか、小
論文も、やっぱキャリアも。ここの予備校でキャリア
もありますし。秋の頃からなんか高橋浩先生、授業な
かなか取れなくなるんですよね。マンツーマンが取れ
なくなるんで、最初の頃とかって普通に全然取れるん
ですけど、もう、なんか秋頃から全然取れなくなっちゃ
うんで、僕が取り始めたのが夏からマンツーマンずっ
と取り続けてたんですけど、やっぱりあの、１学期の
頃ってなんか正直、小論文甘く見てたんですよね。1
学期の小論文もっとちゃんと真剣にやっときゃよかっ
たなってのは思いました。小論文苦手だったので、も
うちょっと上げたかったなっていうのありましたね。
例えば、ある原因があって、こういう過程を経て、結
果が出るみたいな、なんかそういう当たり前なんです
けど、そういうのを全然意識して小論文とか全然書い
てなかったんで、代官山で教わるまで、作文に近い小
論文みたいなのずっと書いてたんで、そういう普遍の
原理みたいな、なんかそういうのを知れてよかったで
すね。学ぶべきこと、めちゃくちゃ多かったと思います、
やっぱり。うん。本当に。じゃなかったら、受かって
たかな。正直、なんか、これ高橋浩先生と話して、よ
く笑い話にしてたんですけど。あの、個人、予備校名
とか言っても？　あの医専の N あるじゃないですか、
N に俺、実は、あのー、現役の埼玉の推薦対策で、えーと、
ちょっと通ってたんですよ。そのときに小論を教えて
もらってたんですけど(笑 )。小論の授業のはずなのに、
なぜか東京大学の英語解かされて。なんかその先生が、
どっかの大学で講義してるみたいで。でも、ねーって
感じで。でも代官山だと、ちゃんと埼玉こういうの出

るよみたいな、なんかやっぱ、石井先生が言ってくだ
さったようなのをやるんですけど。あそこはこういう
の出るよみたいなのがなかったんで、ちょっと正直、
ここ来たとき驚きましたね。やっぱそういうの、違う
んすよね。代官山は、的確な対策をしてくれたんで、
正直そういう面見ると、ここに来なかったら、ちょっ
ともう 1 年くらい、ハハ、本当に 2.5 年くらいかかっ
てたのかなって。
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たっちゃ、やったんですけど ( 笑 )。

やっぱりウイークリーって、そのベーシックの
人が唯一輝ける場みたいな感じなんで…
現役の時みたいに、中間期末テストの前だけ、一度に
ガッと復習して、ある程度点取るみたいな感じじゃな
くて、代官山は、1 日やったら、ちゃんとそこの復習
も毎日していける環境だったんで、強制的に。自分の
現役時のこと振り返ってみたら、あーなんか、毎日やっ
てなくてよくなかったなあって。それで毎日、ちゃん
と復習するように。復習に重点を置いてました。でも、
最初のほうは全然、時間足らなくて、結構きつかった
ですね。でもやってくと、なんとか自分でその、時間
も作れてきて、復習のサイクルみたいなのができてき
て。それに 1 週間前の授業でやった内容が出るウイー
クリーテストが月曜日にあったから、日曜日が自習だ
けでフリーだったので、その 3 日前から再度復習し直
して、ウィークリーに備えて。やっぱりウィークリーは、
正直 A8 とか A9 の人って、教科書がベーシックだから、
そのベーシックの人が唯一輝ける場みたいな感じなん
で、A8 の人ってみんなウィークリー良かったですよね。
周りも、めちゃくちゃできて、田中さん ( 東京女子医
科大進学：田中理恵 ) も、めちゃくちゃやってました
よね。1 位取ってましたよね。俺も正直 1 位取りたかっ
たですけど、勝てなかったです。すごかったですもん、
本当に。でも頑張りました。あと俺、なんか運が良かっ
たのか分からないですけど、（ｸﾗｽが）A8→A6→A4→
A1 ってなんか、最後もめちゃくちゃ上がったんで、毎
回マンスリー受ける度に点数もめちゃくちゃ上がって
いったんで、それもモチベーションになりましたね。で、
最後その A1 って分かった次の日に埼玉受かっちゃっ
たんで。まあ、A1 の授業を受けてないんですけど、め
ちゃくちゃ受けたかったですね、A1の授業。いや、本当、
2 号館に行くっていうのを目標にしてたんで、いや、
本当は、あのー、誰にも言ってなかったんですけど、
M に、M に行きたかったんですよね。そうなんです、
M 行きたかったです。まあ、行けたらの話、行けたら
行きたかったです。

物理が劇的に伸びましたね。
物理は、寺澤先生にずっとやってもらってたんですけ
ど、めちゃくちゃよかったです。寺澤先生一番分かり
やすいと思った、すごく。原理をいっぱい教えてくれて、
そう、ま、原理だったら、野村先生とかも、めちゃくちゃ
原理大切にしている先生なんで教えてくれるんですけ
ど、なんか、ともかく、寺澤先生だったら授業なんか
寝ないみたいな、なんか興味を持てる。あと寺澤先生
のプリントあるんですけど、それもらってずっとやっ
てましたね。なんか、授業終わって、慣性力やりたい
んですって言って、慣性力のプリントとか用意しても
らったりとかして、よかったですね、寺澤先生。なん
か変色してますよね、髪。一時期、夏に金色と黒みた

かると思うから、思い切って埼玉受けてみたら、と背
中を押してくださいました、うれしいことに。やっぱ
りそれは、石井先生に言われて(笑)。君だったら一般(選
抜)は、多分受かるから、勝負したほうがいいと思うよっ
て。で、そのときに埼玉の推薦受けた過去の合格者の
実際のデータの情報を教えてくれて、その情報の紙も
くれて、こういうの出る傾向があるみたいの教えても
らったんで、それから埼玉の推薦対策は高橋浩先生に
やってもらって、埼玉の推薦の過去問に加えて、一般
の小論文も。推薦こけても一般でも戦えるような小論
文もやってもらいました。面接も結構やってもらった
んです、先生に。やっぱ面接の回数も増やせたので、やっ
ぱ、それはめちゃくちゃよかったなって思います。

朝は 8時半には登校してましたね。
朝は8時半ですね。学則で8時半に来なきゃいけないっ
ていうのがあったんで、8 時ギリギリ、ギリギリに行っ
てたんですけど。でもあのー、なんか石井先生の授業
がある日だけは早く来てて。なんか前のほうに座って
るやつみんな受かってるジンクスあるじゃないですか。
それでなんか、でも、なんか一番前、俺そんなに気大
きくないんで、そんな一番前に座るとか…。めちゃく
ちゃバチバチじゃないですか。正直、楽に取れる席っ
ていうのが 2、3 列目とかだと全然大丈夫だったんで、
俺 1 年間ずっと同じ席だけに座り続けたんです。あの、
3 列目の通路側あるじゃないですか。あそこにずっと
座ってたんです。左側の通路側にずっと座ってて、そ
こだったらあの、6 時 50 分ぐらいに並ぶと、ま、大体
3 番目ぐらいに並べたんで、そこ、まあ、それくらいだっ
たら普通に付箋貼って取れるんで、ハハ。

１回受験におちて、後に回すとどうせやらない
から、今すぐやっとかないとと思うように。
今年成長したなと思うのは、んー、やっぱり 1 人暮ら
しできたこと。ご飯用意したりだとか洗濯。洗濯とか、
ご飯を自分でやったこともなかったですし。作ってな
いんですけど、ただコンビニで買って食ってただけ、
買ってきただけなんですけど、ま、そういうのに慣れ
る力みたいな、あ、生活力か。それに、忍耐力が多分
付いたと思いますね。前とかだと、なんとなくめんど
くさいから後でいいかなみたいな感じであと回して、
結局やらなかったんですけど。今はやっぱりその、あ
る問題があったとして、ちょっと後に回すとどうせや
らないから、今すぐやっとかないと、みたいな感じで。
まあ、一回、受験とかに落ちたことによって、やっぱ
そういうこと考えるようになりましたね。寮での生活
は、まあ普通に生活する、遊ばないで生活する分には、
めちゃくちゃ適してる。予備校に通って、ただ勉強し
て寝る場所、あの、石井先生も言ってたじゃないですか、
寮では勉強しなくていいって言ってたんで、俺も、そ
の要は、ちっちゃいご飯食べる用の机とかあったんで
すけど、本当に大きい、なんかその、学習机と椅子があっ

て、そこでなんか帰ってからも勉強してたって感じで
はなかったですね。なんかほとんどご飯は塾で。たま
に寮で食べてすぐ寝て、また起きる場所みたいな、そ
んな感じでしたね。うん。塾に自分の自習席があって
集中できたし、快適だったし。最初の頃、わざわざ、
携帯のゲームとか動画見ながらご飯食べたかったから、
俺、寮に帰って、飯食って、また戻ってきてて、昼飯
のたびに。なんですけど、石井先生が昼飯の時間を有
効に活用したほうが、活用したやつが受かるみたいな
ことを、おっしゃってて。それで、あ、寮で食うのや
めようと思って。それからちょっと 8 階で、ラウンジ
ですぐ、おにぎり 1 個すぐ食って、自習室に戻ってま
したね。でも、めちゃくちゃいいですよね、寮もコン
ビニもめちゃくちゃ近くて。

やれって言われたことは取りあえず、できるこ
とは全部やりました。
石井先生、フフ、なんか石井先生、なんか謎の説得力
ありますよね。本当に石井先生、崇拝してた人いてて。
なんかあの、マンスリーのテストの結果が出る度に、
なんか並んでたじゃないですか、あそこに。やっぱ石
井先生に、聞きに行く、なんか救いを求めるみたいな、
いや俺はそのタイミングでは行ったことなかったんで
すけど。なんか並ぶのなんか、嫌だったんで。授業は、
一番楽しかったですね、石井先生の授業が。石井先生
の授業、めちゃくちゃ楽しかった。めっちゃ予習して
ましたね、やっぱり。あと写経もしてました、写経。ちゃ
んと。要するに、やれって言われたことは取りあえず、
できることは全部やりました。今までなんか英語って、
その、長文読んでるときもフィーリングで読んでたん
ですよ。でも授業で品詞分解も意識するようになりま
したし。その、石井先生と岩崎先生なんかちょっと似
てるんですよね。石井先生の教え子ですよね、確か。
岩崎先生も、品詞分解して、わざわざ教えてくださる
んですよね。一つ一つ、論理的に説明してくれたんで、
めちゃくちゃよかったですね。それで、岩崎先生のマ
ンツーマンの授業を取ったら、わざわざ単語テストを
毎週作ってくださったんですよ。『WIZ』の、作って、で、
やってもらったんですけど、細かいところも出るんで
すよ。この単語に付随する知識まで、派生系、派生語
みたいのがいっぱい載ってて、それを試すテストを作っ
てくれて本当に、細かく。だからフィーリングから抜
け出せた感じです。

振り返ってみて、やろうとしたけど、できなかっ
たこと。
できなかったこと、やっぱり石井先生の一番前に座る
ことですよね。やっぱそれだけ周りの殺気がすごくて、
すごい殺気 ( 笑 )。座りたかったけど座れなかった。見
たことありますか？あの石井先生の 1 列目めちゃく
ちゃすごいですよ。貼ってあるんですけど、たまには
わざとはがすやついますからね。知らないですか？貼っ

てあるのにはがしちゃう、そういうやつも、たまにい
ます ( 笑 )。
なんか、関係ないですけど、古澤君（北里大医学部進学）
は、付箋貼ってたんですけど、のりで裏貼られて ( 笑 )、
付箋の裏にのり付けられて、パッと貼られて、なんか
はがせないみたいなことやってましたね。                  す
ごいんです。特に最後のほうの 10 月とか 11 月とかは、
やっぱり付箋貼る人めっちゃいたんで、やっぱりその
競争は激烈でしたね。まあ、先生ごと、先生によって、
それぞれ特徴があると思うんですけど、ま、やっぱ石
井先生はなんか、その、英語を教えるのも違いますし、
あと、なんか威厳があったんで、やったことは絶対覚
えなきゃっていう気になる、そういう感じで。そうい
うのが自分には大事だったと思うんですよね、やっぱ
り。基本的に先生が言ったのは忘れないみたいな、め
ちゃくちゃ良いこと教われてよかったと思います。す
げえ、ためになりましたね、まあ、やっぱそうやって
論理的に説明してくれる先生が、僕は好きでしたね、
うん。

数学は真中先生と村上先生、化学は僕はずっと
臼井先生でした
数学はめちゃめちゃできなかったんで、救いようがな
かったんでマンスリーが終わったたんびに、真中先生
が、できないところはできないとして受け入れて、ま、
やって、次、頑張ろうって励ましてくれました。僕、
落ち込んでたんで、そのとき ( 笑 )。これだと本当に
A11 くらい落ちちゃうんじゃないかって、なんか思っ
て。マンツーを真中先生と村上先生もとってやってま
したね。あと、筋肉マンって呼んでる先生、典先生の
授業が、A4 になってあったんですよ。典先生の授業を
初めて聞いて、ああ、この人も分かりやすいなと思って、
12 月からの冬期に取りたいって申込出して、うまく取
れたんですけど、埼玉受かったから受けずでしたけど。
化学は僕はずっと臼井先生でした。個人的に、僕は一

番なんか相性が合う先生だなって思ってました。臼井
先生も、独自のプリント、まとめたプリントがあって、
無機化学ができなかったんで、無機化学のプリントを、
あの、後半のほうであせり始めたときにもらってやっ
てましたね、ずっと。化学は伸び悩みましたけど、最
後なんとか伸びてクラスも上がれた感じです。
スランプのときなんかは、そうですね。先生に相談して、
その教科ごとではなく、主にやっぱり石井先生の所に
行きましたね、やっぱり。んー並んでっていうか、僕
は並んでない時間帯を見つけて、さっと入り込んで行っ
てましたね。あと、石井先生に、マンツーマンの先生
を選ぶとき、たくさん先生いるから、自分でだと迷っ
ちゃうんで、それでどう取ったらいいですかみたいな
のを聞いてましたね。ま、そうすると、君は、俺の場合は、
この先生の授業が合うとか、物理をメインにとか、言
われて、先生に言われたとおりにやったんですけど、
やっぱりその、どんなふうにやったらいいか、やっぱり、
この予備校初めてだったんで分からないじゃないです
か。そういうのが相談できる先生だったのでよかった
ですね。

１学期の小論文はもっと真剣にやっておいた方
がよかった
えーと、高橋浩先生って一番人気じゃないですか、小
論文も、やっぱキャリアも。ここの予備校でキャリア
もありますし。秋の頃からなんか高橋浩先生、授業な
かなか取れなくなるんですよね。マンツーマンが取れ
なくなるんで、最初の頃とかって普通に全然取れるん
ですけど、もう、なんか秋頃から全然取れなくなっちゃ
うんで、僕が取り始めたのが夏からマンツーマンずっ
と取り続けてたんですけど、やっぱりあの、１学期の
頃ってなんか正直、小論文甘く見てたんですよね。1
学期の小論文もっとちゃんと真剣にやっときゃよかっ
たなってのは思いました。小論文苦手だったので、も
うちょっと上げたかったなっていうのありましたね。
例えば、ある原因があって、こういう過程を経て、結
果が出るみたいな、なんかそういう当たり前なんです
けど、そういうのを全然意識して小論文とか全然書い
てなかったんで、代官山で教わるまで、作文に近い小
論文みたいなのずっと書いてたんで、そういう普遍の
原理みたいな、なんかそういうのを知れてよかったで
すね。学ぶべきこと、めちゃくちゃ多かったと思います、
やっぱり。うん。本当に。じゃなかったら、受かって
たかな。正直、なんか、これ高橋浩先生と話して、よ
く笑い話にしてたんですけど。あの、個人、予備校名
とか言っても？　あの医専の N あるじゃないですか、
N に俺、実は、あのー、現役の埼玉の推薦対策で、えーと、
ちょっと通ってたんですよ。そのときに小論を教えて
もらってたんですけど(笑 )。小論の授業のはずなのに、
なぜか東京大学の英語解かされて。なんかその先生が、
どっかの大学で講義してるみたいで。でも、ねーって
感じで。でも代官山だと、ちゃんと埼玉こういうの出

るよみたいな、なんかやっぱ、石井先生が言ってくだ
さったようなのをやるんですけど。あそこはこういう
の出るよみたいなのがなかったんで、ちょっと正直、
ここ来たとき驚きましたね。やっぱそういうの、違う
んすよね。代官山は、的確な対策をしてくれたんで、
正直そういう面見ると、ここに来なかったら、ちょっ
ともう 1 年くらい、ハハ、本当に 2.5 年くらいかかっ
てたのかなって。
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たっちゃ、やったんですけど ( 笑 )。

やっぱりウイークリーって、そのベーシックの
人が唯一輝ける場みたいな感じなんで…
現役の時みたいに、中間期末テストの前だけ、一度に
ガッと復習して、ある程度点取るみたいな感じじゃな
くて、代官山は、1 日やったら、ちゃんとそこの復習
も毎日していける環境だったんで、強制的に。自分の
現役時のこと振り返ってみたら、あーなんか、毎日やっ
てなくてよくなかったなあって。それで毎日、ちゃん
と復習するように。復習に重点を置いてました。でも、
最初のほうは全然、時間足らなくて、結構きつかった
ですね。でもやってくと、なんとか自分でその、時間
も作れてきて、復習のサイクルみたいなのができてき
て。それに 1 週間前の授業でやった内容が出るウイー
クリーテストが月曜日にあったから、日曜日が自習だ
けでフリーだったので、その 3 日前から再度復習し直
して、ウィークリーに備えて。やっぱりウィークリーは、
正直 A8 とか A9 の人って、教科書がベーシックだから、
そのベーシックの人が唯一輝ける場みたいな感じなん
で、A8 の人ってみんなウィークリー良かったですよね。
周りも、めちゃくちゃできて、田中さん ( 東京女子医
科大進学：田中理恵 ) も、めちゃくちゃやってました
よね。1 位取ってましたよね。俺も正直 1 位取りたかっ
たですけど、勝てなかったです。すごかったですもん、
本当に。でも頑張りました。あと俺、なんか運が良かっ
たのか分からないですけど、（ｸﾗｽが）A8→A6→A4→
A1 ってなんか、最後もめちゃくちゃ上がったんで、毎
回マンスリー受ける度に点数もめちゃくちゃ上がって
いったんで、それもモチベーションになりましたね。で、
最後その A1 って分かった次の日に埼玉受かっちゃっ
たんで。まあ、A1 の授業を受けてないんですけど、め
ちゃくちゃ受けたかったですね、A1の授業。いや、本当、
2 号館に行くっていうのを目標にしてたんで、いや、
本当は、あのー、誰にも言ってなかったんですけど、
M に、M に行きたかったんですよね。そうなんです、
M 行きたかったです。まあ、行けたらの話、行けたら
行きたかったです。

物理が劇的に伸びましたね。
物理は、寺澤先生にずっとやってもらってたんですけ
ど、めちゃくちゃよかったです。寺澤先生一番分かり
やすいと思った、すごく。原理をいっぱい教えてくれて、
そう、ま、原理だったら、野村先生とかも、めちゃくちゃ
原理大切にしている先生なんで教えてくれるんですけ
ど、なんか、ともかく、寺澤先生だったら授業なんか
寝ないみたいな、なんか興味を持てる。あと寺澤先生
のプリントあるんですけど、それもらってずっとやっ
てましたね。なんか、授業終わって、慣性力やりたい
んですって言って、慣性力のプリントとか用意しても
らったりとかして、よかったですね、寺澤先生。なん
か変色してますよね、髪。一時期、夏に金色と黒みた

かると思うから、思い切って埼玉受けてみたら、と背
中を押してくださいました、うれしいことに。やっぱ
りそれは、石井先生に言われて(笑)。君だったら一般(選
抜)は、多分受かるから、勝負したほうがいいと思うよっ
て。で、そのときに埼玉の推薦受けた過去の合格者の
実際のデータの情報を教えてくれて、その情報の紙も
くれて、こういうの出る傾向があるみたいの教えても
らったんで、それから埼玉の推薦対策は高橋浩先生に
やってもらって、埼玉の推薦の過去問に加えて、一般
の小論文も。推薦こけても一般でも戦えるような小論
文もやってもらいました。面接も結構やってもらった
んです、先生に。やっぱ面接の回数も増やせたので、やっ
ぱ、それはめちゃくちゃよかったなって思います。

朝は 8時半には登校してましたね。
朝は8時半ですね。学則で8時半に来なきゃいけないっ
ていうのがあったんで、8 時ギリギリ、ギリギリに行っ
てたんですけど。でもあのー、なんか石井先生の授業
がある日だけは早く来てて。なんか前のほうに座って
るやつみんな受かってるジンクスあるじゃないですか。
それでなんか、でも、なんか一番前、俺そんなに気大
きくないんで、そんな一番前に座るとか…。めちゃく
ちゃバチバチじゃないですか。正直、楽に取れる席っ
ていうのが 2、3 列目とかだと全然大丈夫だったんで、
俺 1 年間ずっと同じ席だけに座り続けたんです。あの、
3 列目の通路側あるじゃないですか。あそこにずっと
座ってたんです。左側の通路側にずっと座ってて、そ
こだったらあの、6 時 50 分ぐらいに並ぶと、ま、大体
3 番目ぐらいに並べたんで、そこ、まあ、それくらいだっ
たら普通に付箋貼って取れるんで、ハハ。

１回受験におちて、後に回すとどうせやらない
から、今すぐやっとかないとと思うように。
今年成長したなと思うのは、んー、やっぱり 1 人暮ら
しできたこと。ご飯用意したりだとか洗濯。洗濯とか、
ご飯を自分でやったこともなかったですし。作ってな
いんですけど、ただコンビニで買って食ってただけ、
買ってきただけなんですけど、ま、そういうのに慣れ
る力みたいな、あ、生活力か。それに、忍耐力が多分
付いたと思いますね。前とかだと、なんとなくめんど
くさいから後でいいかなみたいな感じであと回して、
結局やらなかったんですけど。今はやっぱりその、あ
る問題があったとして、ちょっと後に回すとどうせや
らないから、今すぐやっとかないと、みたいな感じで。
まあ、一回、受験とかに落ちたことによって、やっぱ
そういうこと考えるようになりましたね。寮での生活
は、まあ普通に生活する、遊ばないで生活する分には、
めちゃくちゃ適してる。予備校に通って、ただ勉強し
て寝る場所、あの、石井先生も言ってたじゃないですか、
寮では勉強しなくていいって言ってたんで、俺も、そ
の要は、ちっちゃいご飯食べる用の机とかあったんで
すけど、本当に大きい、なんかその、学習机と椅子があっ

て、そこでなんか帰ってからも勉強してたって感じで
はなかったですね。なんかほとんどご飯は塾で。たま
に寮で食べてすぐ寝て、また起きる場所みたいな、そ
んな感じでしたね。うん。塾に自分の自習席があって
集中できたし、快適だったし。最初の頃、わざわざ、
携帯のゲームとか動画見ながらご飯食べたかったから、
俺、寮に帰って、飯食って、また戻ってきてて、昼飯
のたびに。なんですけど、石井先生が昼飯の時間を有
効に活用したほうが、活用したやつが受かるみたいな
ことを、おっしゃってて。それで、あ、寮で食うのや
めようと思って。それからちょっと 8 階で、ラウンジ
ですぐ、おにぎり 1 個すぐ食って、自習室に戻ってま
したね。でも、めちゃくちゃいいですよね、寮もコン
ビニもめちゃくちゃ近くて。

やれって言われたことは取りあえず、できるこ
とは全部やりました。
石井先生、フフ、なんか石井先生、なんか謎の説得力
ありますよね。本当に石井先生、崇拝してた人いてて。
なんかあの、マンスリーのテストの結果が出る度に、
なんか並んでたじゃないですか、あそこに。やっぱ石
井先生に、聞きに行く、なんか救いを求めるみたいな、
いや俺はそのタイミングでは行ったことなかったんで
すけど。なんか並ぶのなんか、嫌だったんで。授業は、
一番楽しかったですね、石井先生の授業が。石井先生
の授業、めちゃくちゃ楽しかった。めっちゃ予習して
ましたね、やっぱり。あと写経もしてました、写経。ちゃ
んと。要するに、やれって言われたことは取りあえず、
できることは全部やりました。今までなんか英語って、
その、長文読んでるときもフィーリングで読んでたん
ですよ。でも授業で品詞分解も意識するようになりま
したし。その、石井先生と岩崎先生なんかちょっと似
てるんですよね。石井先生の教え子ですよね、確か。
岩崎先生も、品詞分解して、わざわざ教えてくださる
んですよね。一つ一つ、論理的に説明してくれたんで、
めちゃくちゃよかったですね。それで、岩崎先生のマ
ンツーマンの授業を取ったら、わざわざ単語テストを
毎週作ってくださったんですよ。『WIZ』の、作って、で、
やってもらったんですけど、細かいところも出るんで
すよ。この単語に付随する知識まで、派生系、派生語
みたいのがいっぱい載ってて、それを試すテストを作っ
てくれて本当に、細かく。だからフィーリングから抜
け出せた感じです。

振り返ってみて、やろうとしたけど、できなかっ
たこと。
できなかったこと、やっぱり石井先生の一番前に座る
ことですよね。やっぱそれだけ周りの殺気がすごくて、
すごい殺気 ( 笑 )。座りたかったけど座れなかった。見
たことありますか？あの石井先生の 1 列目めちゃく
ちゃすごいですよ。貼ってあるんですけど、たまには
わざとはがすやついますからね。知らないですか？貼っ

てあるのにはがしちゃう、そういうやつも、たまにい
ます ( 笑 )。
なんか、関係ないですけど、古澤君（北里大医学部進学）
は、付箋貼ってたんですけど、のりで裏貼られて ( 笑 )、
付箋の裏にのり付けられて、パッと貼られて、なんか
はがせないみたいなことやってましたね。                  す
ごいんです。特に最後のほうの 10 月とか 11 月とかは、
やっぱり付箋貼る人めっちゃいたんで、やっぱりその
競争は激烈でしたね。まあ、先生ごと、先生によって、
それぞれ特徴があると思うんですけど、ま、やっぱ石
井先生はなんか、その、英語を教えるのも違いますし、
あと、なんか威厳があったんで、やったことは絶対覚
えなきゃっていう気になる、そういう感じで。そうい
うのが自分には大事だったと思うんですよね、やっぱ
り。基本的に先生が言ったのは忘れないみたいな、め
ちゃくちゃ良いこと教われてよかったと思います。す
げえ、ためになりましたね、まあ、やっぱそうやって
論理的に説明してくれる先生が、僕は好きでしたね、
うん。

数学は真中先生と村上先生、化学は僕はずっと
臼井先生でした
数学はめちゃめちゃできなかったんで、救いようがな
かったんでマンスリーが終わったたんびに、真中先生
が、できないところはできないとして受け入れて、ま、
やって、次、頑張ろうって励ましてくれました。僕、
落ち込んでたんで、そのとき ( 笑 )。これだと本当に
A11 くらい落ちちゃうんじゃないかって、なんか思っ
て。マンツーを真中先生と村上先生もとってやってま
したね。あと、筋肉マンって呼んでる先生、典先生の
授業が、A4 になってあったんですよ。典先生の授業を
初めて聞いて、ああ、この人も分かりやすいなと思って、
12 月からの冬期に取りたいって申込出して、うまく取
れたんですけど、埼玉受かったから受けずでしたけど。
化学は僕はずっと臼井先生でした。個人的に、僕は一
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番なんか相性が合う先生だなって思ってました。臼井
先生も、独自のプリント、まとめたプリントがあって、
無機化学ができなかったんで、無機化学のプリントを、
あの、後半のほうであせり始めたときにもらってやっ
てましたね、ずっと。化学は伸び悩みましたけど、最
後なんとか伸びてクラスも上がれた感じです。
スランプのときなんかは、そうですね。先生に相談して、
その教科ごとではなく、主にやっぱり石井先生の所に
行きましたね、やっぱり。んー並んでっていうか、僕
は並んでない時間帯を見つけて、さっと入り込んで行っ
てましたね。あと、石井先生に、マンツーマンの先生
を選ぶとき、たくさん先生いるから、自分でだと迷っ
ちゃうんで、それでどう取ったらいいですかみたいな
のを聞いてましたね。ま、そうすると、君は、俺の場合は、
この先生の授業が合うとか、物理をメインにとか、言
われて、先生に言われたとおりにやったんですけど、
やっぱりその、どんなふうにやったらいいか、やっぱり、
この予備校初めてだったんで分からないじゃないです
か。そういうのが相談できる先生だったのでよかった
ですね。

１学期の小論文はもっと真剣にやっておいた方
がよかった
えーと、高橋浩先生って一番人気じゃないですか、小
論文も、やっぱキャリアも。ここの予備校でキャリア
もありますし。秋の頃からなんか高橋浩先生、授業な
かなか取れなくなるんですよね。マンツーマンが取れ
なくなるんで、最初の頃とかって普通に全然取れるん
ですけど、もう、なんか秋頃から全然取れなくなっちゃ
うんで、僕が取り始めたのが夏からマンツーマンずっ
と取り続けてたんですけど、やっぱりあの、１学期の
頃ってなんか正直、小論文甘く見てたんですよね。1
学期の小論文もっとちゃんと真剣にやっときゃよかっ
たなってのは思いました。小論文苦手だったので、も
うちょっと上げたかったなっていうのありましたね。
例えば、ある原因があって、こういう過程を経て、結
果が出るみたいな、なんかそういう当たり前なんです
けど、そういうのを全然意識して小論文とか全然書い
てなかったんで、代官山で教わるまで、作文に近い小
論文みたいなのずっと書いてたんで、そういう普遍の
原理みたいな、なんかそういうのを知れてよかったで
すね。学ぶべきこと、めちゃくちゃ多かったと思います、
やっぱり。うん。本当に。じゃなかったら、受かって
たかな。正直、なんか、これ高橋浩先生と話して、よ
く笑い話にしてたんですけど。あの、個人、予備校名
とか言っても？　あの医専の N あるじゃないですか、
N に俺、実は、あのー、現役の埼玉の推薦対策で、えーと、
ちょっと通ってたんですよ。そのときに小論を教えて
もらってたんですけど(笑 )。小論の授業のはずなのに、
なぜか東京大学の英語解かされて。なんかその先生が、
どっかの大学で講義してるみたいで。でも、ねーって
感じで。でも代官山だと、ちゃんと埼玉こういうの出

るよみたいな、なんかやっぱ、石井先生が言ってくだ
さったようなのをやるんですけど。あそこはこういう
の出るよみたいなのがなかったんで、ちょっと正直、
ここ来たとき驚きましたね。やっぱそういうの、違う
んすよね。代官山は、的確な対策をしてくれたんで、
正直そういう面見ると、ここに来なかったら、ちょっ
ともう 1 年くらい、ハハ、本当に 2.5 年くらいかかっ
てたのかなって。
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獨協医科大
岩手医科大

2次合格
2次合格

代官山に来る前は…、
駿台模試の偏差値42.1で、ここに来て  

64.8に、22も偏差値が上がった。
獨協医科大進学　吉住 拓真 君(成蹊高校卒)
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いろんな先生に質問に行ってましたね、遠慮な
く(笑)。
受かったところは、岩手医科大学、獨協医科大学に受
かりました。岩手は1６６番で3月26日に来ました、繰
上げ。獨協も、補欠で、でも番号なしで、こっちは3月
3日でしたね(笑)。代官山は紹介していただいて。去年
代官山に通ってました水村君(同じ成蹊高校出身)ってい
う愛知医科大学に進学した彼にここの授業はものすご
く先生たちが手厚く教えて頂けるから、というのを聞
いて、自身も行ってみようと思って石井先生と話した
ら、すごくいいお話を聞けて、自分もここで勉強して
みようとおもったのでここに入ろうと思いました。
正直、うちの家系は医者ではなかったんで、料金を見
たときは最初「高いね…」ってなったんですよ。でも、
サポート面見てみたら、授業だけじゃなくて、授業外
でもみんな質問にいけるし、専用の自習席はあるし、
これだけ手厚くやってくれるなら、両親には申し訳な
いですけど、絶対受かるって思えたんで、決めたなら
パッとここにしようって、でも…、こんな言い方あれ
ですけど、元は取れましたね！（笑）先生に質問しま
くってたんで、それだけでも相当かかってると思うん
ですよね。分からなかったら悩むと思うんですけど、
ここならちょっと考えて分からないなら「先生！分か
らないです！」でいいですしね（笑）そういう意味で
本当に積極性が大事ですね。

『1浪目は駿台でやってたんですけど、そこで
は全然、正直結構やってたと思うんですけど伸
びなくて』
1浪目は駿台でやってたんですけど、そこでは全然、正
直、結構やってたと思うんですけど伸びなくて、多分
42.1ぐらいだったと思うんですけど、第3回の判定を受
けてないので、現実を見たくなくて逃げてしまって、
第2回の時に42.1だったのが、２浪目ここに来て第3回
(全国模試)を見て64.8に上がって、ここじゃなかったら
…。普通にやったらこんなに上がることも無いだろう
し。
最初、本館のA4から…、A4から始まったんですけど、
物理と化学とかも、正直恥ずかしいんですけど、無機
とか有機とかほとんど知識なくて、正直、理論だけっ
て感じで、1浪の時、状況的におかしいんですけど、理
論だけやってて、無機と有機はほとんど抜けてて、も
うボロボロで多分…。偏差値も40前半とか、理科。で、
ここの4月のクラス分けテストで、結果見てみたらA4
で、本館のこの席です、って言われた時は正直やばい
な…って、ちょっと本腰入れないとやばいなって思い
ました。もうやるしかないってもう、石井先生と話し
た時に、絶対石井先生に言われた通りやってれば受か
るって言う自信はあったので。やるしかない、と。

『帰国子女で、ある程度英語に自信があって…、
そうなると英語の先生の話って素直に聞きにく
かった、駿台とかでも。』
なんか正直自分はある程度(英語は)取れていたので、文
法は全然わからなかったんですけど、駿台のときに
「文法分かりません」って聞いたら「文法やるべきだ。
日本の大学を受けるなら英文法がないと駄目だから
」って。けど、石井先生にも聞いてみたら「お前は文
法を一からやるんじゃなくて語彙を増やしたりだとか
発信型の英語で勝負して」って言われて、初めて自分
の英語の勉強で「文法はやらなくていい」って言われ
て「俺の言ったとおりにやれば受かるよ」って言って
くれて、自分の中で「え、本当にいいの？」て思った
んですけど、石井先生にそう言ってもらったんだから、
写経とか最初馬鹿にしてましたけど（笑）あ、口悪い
ですね・・・。それはちゃんとやろうって。英語のス
ペシャリスト中のスペシャリストが言ったことは絶対
にやろうって。

『現役、1浪と、“絶対受かる”っていう気持ち
があんまりなかった。』
授業をちゃんと聞いてたんですけど、その…、こう現
役の時勉強しなかったんで、それが続いて1浪の時に軽
く触ったくらいで、正直そんなに全然演習とかしてな
かったですし、そういうとこでちょっと知識の抜けと
か、まあそもそも努力するとか、絶対受かるっていう
気持ちがあんまりなかった。それで、自分はそういう
自己管理もできないで、2浪になってしまったので、こ
ういうところでがっちり見てもらっとかないと。大体
スケジュール立てる時でも、最初の2日、3日は出来る
んですけども、それを2か月とか夏休みとかって考えた
場合、長期の計画ってなると、だらけたり、フェード
アウトしたりしてそういうこと結構多いので、それを
ここの代官山の先生たちはものすごく皆優しいので、
自分が計画崩れてしまったらそれをちゃんと素直に
「すいません、（計画が）ズレてしまいました」って
言うと「ここと、ここを変えてみたら？」とか臨機応
変に、その、自分で決める場合ってのもスケジュール
どんどん前倒し…遅くなっちゃうんでそういうところ
をちゃんと見ていただけたので、ちゃんと決めたこと
をやれたってのが大きかったなって思ってます。

『壊滅的な化学はマンツーとって…。』
マンツーは夏からとり始めて。化学は高橋龍先生だっ
たんですけど、「正直、自分何も分からないんで…
」って丸投げしてしまって「何覚えればいいですか？
」と。そこも正直分かってなかったので、そしたら授
業のことはちゃんとやるって前提で、プリントとかを
頂いて「これは絶対覚えろ」って言われたんで、先生
に言われたことは絶対にやろうって今年は決めていた
ので、そのプリントを覚えようって思ったら岩手は
通ったから、ちゃんとやれてたのかなって。やっぱ出

持って、やってましたね。二浪してるんで昼休みは絶
対やろうって決めてましたね。その中で、色んな先生
に聞きに行かないと一辺倒になっちゃうんですよね。
もちろん決めた先生に付いていくのは代官山の先生な
んで、絶対いいことだと思うんですけど、上の解法と
か知りたかったんで、ひとりに固執するのは危ないん
じゃないかなって。結構一番に言いたいですけど、自
分が教わってない先生に聞くのはちょっと気が引け
ちゃう、自分がこんなにできないんだって恥ずかしい
気持ちもあるんですけど、自分が受かりたいっていう
そういう気持ちがあるんだったら、自分だったら英語
は出来てたんで、英語以外は自分が教わってない代官
山の先生にも全員に聞きましたね。数学・物理・化学
は先生全員に聞きましたね。最初はひよって、うわき
ついなって思ってたんですけど、自分をあげるために
は、こんなんじゃ成績あがらないって思ってやってま
したね。とくに数学なんかも、授業を受けてない先生
でも誰でも聞きに行って、あー、村上先生とか…。マ
ンスリーが悪かったら先生の所に行って励ましても
らったり、毎朝積分のプリントもらってて「積分は毎
日やったほうがいい」って言ってたんで、それをやっ
て、最終的には試験会場にまで持っていってましたね。
ほんとに村上先生は心から大好きです。化学は高橋龍
先生。プリントがすごく良くて、授業中の理論の教え
方がすごい明快で「こうやってやれば解けるよ」って
いうのを教えてくれて。それでやれば受かるんだって、
出来るんだってわかって。で、物理はほんと寺澤先生
で。授業でも「おーい！」みたいに大きい声で（笑）
声もすごいし、髪の毛もすごいし、面白い先生なんで
すけど（笑）意外と聞きに行くと色々教えてくれて、
最初は結構怖いなって印象だったんですけど(笑)言われ
たとおりにしよっかなって。で、あと英語は、正直英
語はマンツー取ってなかったんですけど、石井先生に
聞きに行こうかなって思っても先生結構忙しくて…。
でも忙しくてもちゃんと時間作ってくれてて、まぁ僕
帰国子女っていうのもあったんですけど、どうやって
勉強すればいいかとか聞いて。最後の三か月くらい英
語（の成績が）落ちてきちゃってたんですよ。で、な
んで成績落ちちゃってるのか自分で分からなかったん
ですよ・・・で、石井先生に聞いて写経と音読に戻り
ましょうって言われて、それでやったら最後は8位にま
でなって（マンスリーが）、写経が大事だなって思い
ましたね。意味あるなって。授業終わった後の空きコ
マの1時間は絶対に英語やろうって決めてて、自分が授
業で教わったこととかを思い出しながら、「石井先生
がこれ言ってたな。類語表現ってこれだったな」とか。
自分英作文がある大学も受けていたので、実際にその
英作文を自分でやったりもしてましたね。ひたすら書
いて頭の中に入れるって感じですね。これが結構ほん
とに意味があったなって。「再現性」というか、類義
語とかも覚えますし。英作文出すところでも英文がス
ラスラ出てきたんで、石井先生の言うとおりにしてよ

かったなって。でも、やっぱ最初は「え、写経？意味
なくね？」…みたいな(笑)、なっちゃいますよね。でも
石井先生が言っていたことはちゃんとやろうって決め
ていたので「お前は写経をやれ」「はい！やります！
」みたいな(笑)で、最後の方のマンスリーではランキン
グ上位にも入って来たんで。疑わないでやりましょ
うってみんなには伝えたいです。

『勉強面だけでなく、そういう面もサポートし
てくれたのは本当に大きいですね。』
マンスリーの結果が出なかったりだとか、結構夏って
暑くてダレたりしたんですけど、自分で解決しようっ
て決めてダメで一浪してたので、正直に石井先生に
言ったり、村上先生にも「すいません、勉強が進まな
いです」って言って。ま、解決策なんて「勉強しろ」
の一つなんですけど(笑)。で、村上先生は結構ポジティ
ブな方で「大丈夫、お前絶対受かるよ」って言っても
らえて、「あ、じゃあ俺絶対受かる」って思って、
「ありがとうございました」って言ってすぐ勉強に
戻ってみたいな。ほんと代官山の先生方には力になっ
ていただいたって感じです。そうですね、勉強面だけ
でなく、そういう面もサポートしてくれたのは本当に
大きいですね。こんなことしてくれる予備校ってここ
だけだと思います。本当に感謝してます。ほんと去年
だと、なんていうのかなぁ…こう、結構サバサバして
て、先生は授業終わるとすぐ帰っちゃってって感じで。
質問行けば答えてくれるんですけど、偉い感じで近寄
りがたくて…。ここまで手厚くしてくれたのはほんと
ここだけですね。自分が取ってない授業の先生でも、
聞きに行けば気さくに答えてくれますし、嫌な顔しな
いでやっていただけるのはほんと環境に恵まれてる
なって思いますね。
石井先生のθ(シータ)の授業の最初の20分くらいって
「医学部に受かるには」とか「医者を目指す考え方」
とか「医者になる自覚」とか教えていただいて、θっ
て週に2回あるので、毎回そういった話を聞いてると、
自分が弛んでいる時に「あ、俺は医者になるんだから、
今こういうことが出来ないと、患者を救えないな」っ
て自覚が出てきてなんかモチベ上がって、英語の成績
もそうなんですが、人としての成長をさせてくれたっ
て思ってます。こう実感できてるのも全部石井先生の
おかげですね。なんか、例えば、マンスリーの話題で
失点の原因をなんとなく「ケアレスミスだ」って済ま
せちゃってる人は、例えば患者さんがいた時にケアレ
スミスで済むわけじゃない、どんなに無駄だと思って
いることでも完璧に終わらせることが必要だよって授
業で仰っていて、毎回授業では本当に圧倒されていて、
僕前に座ってるんですけど、絶対受かりたかったんで、
毎回の授業、前の左の席に座って。でちゃんと合格し
たんで、今年は後輩にも前に座れって言ってあげてく
ださい(笑)。前の席だとノートを石井先生が見てくだ
さって、その時に「あ、これ違うよ」って言ってもら

えて、すごく得した感がありますね。たくさんあてて
振っていただけましたし。勉強だけって考えたら授業
の最初の20分はいらないって考えるかもしれないんで
すけど、石井先生は、受かることは大前提なんですけ
ど、人間としても成長して、応援してくれてたので、
本当にこの塾は素晴らしいなって思います。
あと石井先生に言われたのが、自分の身の回りのこと
ができなかったら医学部受かる確率落ちていきま
す、ってか、自分のことを自分でやらない奴は、知識
の詰めが甘い、って言われて、最初はベッドとか汚く
しちゃってたんですけど、途中からベッドの整理とか
始めて、畳んだりとかして、洗濯物も畳んだりとかし
て、人としてこういうことやるべきだなって思うよう
になって、なるべく母親の負担は減らすようにしまし
た。むしろ身の回りのことは親のバックアップがあっ
て、勉強に集中するっていうのが予備校っぽいって
思ってたんですけど、ここは逆だったんです。そうで
すね、途中から感謝の気持ちもでてきて。もちろん親
にテストが辛かったとか、勉強やめたいとか弱音は吐
きますけど、両親は絶対自分よりも苦しんでるって、
そりゃ二浪もしてるんで。自分じゃなくて両親のほう
が。一浪したとき、どこも一次受かんなかったときに、
母親が夜中にポロポロ泣いている姿を見てしまったの
で、自分が勉強して合格すればこういうのは無くせる
のに…。やっぱ両親には申し訳ないなって。
勉強を教えたりとか医学部の英語のことだけじゃなく
て、石井先生って親との付き合い方とか、親にどうい
う風に勉強を補助してもらえているかとか、先生は
ちゃんとそういうとこも言うんですよ、はっきりと。
実際に両親がどう思っているかは先生がすごくよくわ
かってくれていて、自分たちが弱音を吐いちゃうけど、
両親はこう思っているからもっとこうしたほうがいい
んじゃないか、そういう勉強だけじゃなくて、人間と
して、両親ともどう付き合っていくかをちゃんと教え
てくれたのは本当に貴重なことだったと思います。

『自習の時間は1コマ80分を半分に割って、
40:40で時間を使えって言われましたね。』
石井先生に「自習の時間は1コマ80分を半分に割って、
40:40で時間を使えって教わりました。そうやって必ず
全科目に触れる。自分は英語は得意でしたけど、それ
でも英語に触れるようにしてましたね。同じ科目を1時
間とかって、出来るんですけど、集中力が続かなかっ
たりするし、40分って決められた時間があるので、普
段よりもめっちゃ集中しなきゃ終わらなくなりますね。
あとは…、そうだな、あとは授業合間の少しの休憩時
間も、僕は自習室に戻ってましたね。友達と話すのも
実際楽しいんですけど、石井先生が授業で「受かった
仲間が本当の仲間」って言われて、ここにいる友達は
確かに友達ですけど、将来仲間なのかっていうと分か
らなくて、受かった人たちが仲間だって言ってたんで。
なんで、休憩時間も自習室に戻って暗記系のやつとか

やってましたね。人との差別化を図るってのは大事だ
と思いますね。同じ事やってても、はい、ダメなんで。
自分は正直そう言われないとやらないって分かってた
んで、家に持って帰ってやろうって思っても、家でや
ろうって決めてもどうせ、風呂入ったら、疲れて携帯
いじっちゃうし、絶対代官山で終わらせる、その代わ
り40分40分で集中する、みたいな。家でやったら勉強
量は稼げるかもしれないんですけど、正直だらだらに
なっちゃうって思うんで、代官山で40分毎に区切って、
真剣に、携帯とかいじらないでちゃんとやる。ぼく、
個人的に石井先生にひと月に2-3回くらい質問に行って
いて「勉強に疲れました」とか「最近は一時間で勉強
区切ってたんですけど集中力が続かなくてどうすれば
いいでしょう」って相談したときに「40分、40分の方
がタクマには合ってるよ」って言われて、皆にむけた
やつじゃなくて、僕に向けたアドバイスだったし、
「過去問10年分をやったほうがいいですか」って聞い
たら「タクマはこういう性格だからしなくていいよ」っ
て一人ひとりに違うアドバイスをしてくれて、自分結
構真面目タイプではなかったので、「10年分過去問
やって満足して終わっちゃうだろ」ってばれていたん
で(笑)なんで、テキストの問題をいっぱい解いた方がい
いかな、体で覚えた方がいいかなって言われて。でも
別の友達は「10年分の過去問を解いてまとめろ」って
言われてましたからね。石井先生は普段の授業でちゃ
んと自分を分かってくれてましたね。自分にとって一
番適切なアドバイスをしてくれていましたね。やっぱ
石井先生はその人を見抜くっていうか、塾長であれば
画一的なことを言って終わりでもいいんだけれど、一
人一人に焦点をあてているってのが、大変なのに、で
もそれが変わったきっかけだったと思います。

『結構アレなんですけど、欠席が多くて高校三
年間で64回もあって（笑）』
高校は評定も3.2とかで、部活もやりきってそんなで…。
そんなんでも浩先生のおかげでどうにかなって。普通
欠席64回とかやばいじゃないですか（笑）！で一次
通ったうちの2校ちゃんと合格してるのってそういう二
次対策をしっかりしてくれたからなんですよね。文の
作り方から色んなことが学べるので。浩先生がいな
かったら確実に二次落とされているんで本当に感謝し
ています。二次で欠席のことを聞かれて、そうですね、
大学の名前は伏せますが、結構突っ込まれて…。自分
では絶対に気づかなかったことを、浩先生は、二次で
こういうこと聞かれたらこう答えると面接官にわかっ
てもらえるんだって教えてくださって。さすが過去の
合格者のストックがあるんで、どう答えるかっていう
のが明確でしたね。正直、1学期から小論文の授業を受
けていたので、本番では全然緊張しなくて、自分が代
官山で学んだことを言えば二次で落ちることはないか
なって思えてたんで。もちろん対策したものが全部出
るわけじゃないですけど、途中から面接楽しくなっ

ちゃって（笑）何聞かれても大丈夫って感じでしたね。
石井先生からは人間として成長できましたし、医師の
素質が自分にはあるって思えるようになれていたので
自信をもって臨むことが出来ましたね。

『毎週医学部を諦めたいなって思ってました
(笑)。』
毎週思ってましたね医学部諦めたいなって（笑）。そ
う弱気になることはしょっちゅうありました。でも、
周りがサポートしてくれていたので、頑張らなきゃ
なって思ってましたし、もし他の予備校に行ってたら
こんな風に考えることも無かったんじゃないですかね。
だって、他の周りの友達は遊んでるし、インスタでも
楽しそうにしてるし、で、自分は昼休みもご飯食べな
がら勉強して、左手にカロリーメイトもって、俺なに
やってんだろって思ってましたからね（笑）でも、自
分がなりたいことだったんで、親に医者になってく
れって言われたわけじゃなくて、自分がなりたいもの
だったんで。自習時間も場所を変えたりして気分を変
えて、そうですね…、自分は空き教室も使ってました
ね。自習室も、色んな教室を転々としながら、っての
が自分のスタイルだったんで。周りがおしゃべりして
いても勉強できてましたね。息抜きしようと思ったら
普通コンビニに行くと思うんですけど、「じゃあ空き
教室行って勉強するか」ってやってましたね。受験直
前期とかになると、勉強しているときに問題を出して
教えたりとかもしてましたね。あの、東邦に受かった
石原君とかと一緒に、無機なら無機の問題を出して、
分からないところとかを聞いたりして、そういうのっ
て開放教室じゃないと出来ないじゃないですか。

『成蹊(高校)の4人の中で自分が一番下だっ
た。』
自分のいた成蹊からは、4人合格していて、鈴木くん
(東医進学)、土田君(帝京進学)、町田君(日医進学)と僕。

自分以外、その人たち全員Mクラスで、自分はA4で本
館で。絶対負けられないじゃないですか。負けたくな
いって、本当にライバル視しながらやってましたね。
同じクラスの友達との付き合い方も、遊びに行こうぜ
とかコンビニ行こうぜ、とかじゃなくて「自分の勉強
は自分でやる」って決めて、少し空き時間に話をする
くらいにして「勉強の調子どう？」くらいにして。こ
うやって切磋琢磨できる友達がいたのは本当に大き
かったですね。今でもそういう友達とはLINEで繋がっ
てますからね。「また会おう」とか「今度そっち行く
ね」とか、一生の友達が出来たなって。他の予備校だ
と模試の回数少ないじゃないですか。でも代官山なら
毎月ありますし、ランキングとか点数見て「お前これ
高いじゃん、低いじゃん」て話して「俺これはこう
やって勉強したんだけど、そっちはどうやったの？」
みたいな会話してて、もちろん仲良く合格するってい
うより蹴落とすって気持ちもあったんですけど、そこ
はやっぱライバル関係があったのは大きかったですね。
石井先生は「水は低きに流れる」って言っていて、人
間関係もちゃんと見てくれていて、自分の周りでも良
くないところは先生から注意されてましたしね。だか
ら、友達を作りに行ってたんじゃなくて、受かるため
に友達を作ってましたね。同じように努力をして結果
を出せた友達同士じゃないと分かり合えないこともあ
りましたからね。だから、いろんな方法で自分のモチ
ベを上げて、本当に勉強は勉強で本気でやれば僕みた
いに一年で偏差値20はあがるんで、後輩の人たちも本
当に頑張ってほしいですね。本当に。

『A8でも、なんならA11でも合格してますか
らね（笑）』
自分も結構合格の軌跡読んでて、「こういう勉強して
たんだ」とか見てて。自分ってA4スタートでちょっと
A3にあがって二号館に行けたんですけど、最後にまた
本館に戻ってきてしまって、成績悪かったんで。自分
は余裕を持って合格したわけじゃないんで、自分も結
構苦労してて、本館のロールモデルじゃないですけど、
出来ることはたくさんあるんで、上の人たちは受かる
ために色んなこともやってるかもしれないですけど、
自分が本館ってことはまだ知識が正直足りてないって
ことなんで、言われたことをやるしかないなって。本
館から受かるんだったら、自分は最終的には本館フィ
ニッシュだったんで、でも本館からも東邦進学2人とか
女子医もいっぱい出てるんで受かるは受かるんですよ。
A3までに行ければどこかしらには受かるんだとは思う
んですよ。でも、A8でも、なんならA11でも合格して
ますからね（笑）自分は二号館出身の人、ではなくて
「本館の人」なんで、マジで本館の人に合格してほし
いんですよ。今日撮りに、このインタビューきたのも、
そういう人たちにできるって知ってほしかったからで
すし。本気でやれば偏差値40くらいからでも受かるん
で。もちろん二号館の人たちにも受かってほしいです

けど、自分みたいな境遇の人でも一年あれば本当に受
かるんだよっていうのを、この合格体験記で話せたら
なって。

卒 業 生 が 語 る

WAY TO SUCCESS

合格への
軌跡2021年

獨協医科大
岩手医科大

2次合格
2次合格

代官山に来る前は…、
駿台模試の偏差値42.1で、ここに来て  

64.8に、22も偏差値が上がった。
獨協医科大進学　吉住 拓真 君(成蹊高校卒)
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WAY TO SUCCESS合格への軌跡

『帰国子女で、ある程度英語に自信があって…、
そうなると英語の先生の話って素直に聞きにく
かった、駿台とかでも。』
なんか正直自分はある程度(英語は)取れていたので、文
法は全然わからなかったんですけど、駿台のときに
「文法分かりません」って聞いたら「文法やるべきだ。
日本の大学を受けるなら英文法がないと駄目だから
」って。けど、石井先生にも聞いてみたら「お前は文
法を一からやるんじゃなくて語彙を増やしたりだとか
発信型の英語で勝負して」って言われて、初めて自分
の英語の勉強で「文法はやらなくていい」って言われ
て「俺の言ったとおりにやれば受かるよ」って言って
くれて、自分の中で「え、本当にいいの？」て思った
んですけど、石井先生にそう言ってもらったんだから、
写経とか最初馬鹿にしてましたけど（笑）あ、口悪い
ですね・・・。それはちゃんとやろうって。英語のス
ペシャリスト中のスペシャリストが言ったことは絶対
にやろうって。

『現役、1浪と、“絶対受かる”っていう気持ち
があんまりなかった。』
授業をちゃんと聞いてたんですけど、その…、こう現
役の時勉強しなかったんで、それが続いて1浪の時に軽
く触ったくらいで、正直そんなに全然演習とかしてな
かったですし、そういうとこでちょっと知識の抜けと
か、まあそもそも努力するとか、絶対受かるっていう
気持ちがあんまりなかった。それで、自分はそういう
自己管理もできないで、2浪になってしまったので、こ
ういうところでがっちり見てもらっとかないと。大体
スケジュール立てる時でも、最初の2日、3日は出来る
んですけども、それを2か月とか夏休みとかって考えた
場合、長期の計画ってなると、だらけたり、フェード
アウトしたりしてそういうこと結構多いので、それを
ここの代官山の先生たちはものすごく皆優しいので、
自分が計画崩れてしまったらそれをちゃんと素直に
「すいません、（計画が）ズレてしまいました」って
言うと「ここと、ここを変えてみたら？」とか臨機応
変に、その、自分で決める場合ってのもスケジュール
どんどん前倒し…遅くなっちゃうんでそういうところ
をちゃんと見ていただけたので、ちゃんと決めたこと
をやれたってのが大きかったなって思ってます。

『壊滅的な化学はマンツーとって…。』
マンツーは夏からとり始めて。化学は高橋龍先生だっ
たんですけど、「正直、自分何も分からないんで…
」って丸投げしてしまって「何覚えればいいですか？
」と。そこも正直分かってなかったので、そしたら授
業のことはちゃんとやるって前提で、プリントとかを
頂いて「これは絶対覚えろ」って言われたんで、先生
に言われたことは絶対にやろうって今年は決めていた
ので、そのプリントを覚えようって思ったら岩手は
通ったから、ちゃんとやれてたのかなって。やっぱ出

るところを厳選して「これだけでいいから取り敢えず
やれ」ってことを言ってくれて、素直に全部ちゃんと
やったことが勝因になるっていうか、そうですね、も
のすごくプリントとかはすごく手厚くて、自分でもで
きるだけ多くの先生に聞こうって決めていて、最初の
知識を入れるところは本当授業を聞くところから始
まって、ひたすら聞いて分からないところは絶対聞き
に行くようにして、あとプリントも先生オリジナルで
よかったし、色んな先生に聞きに行ってたので、先生
によって解説も違うからよかったですね。ただ、貰っ
たプリントはさすがにやらないと失礼になるのでそこ
はしっかりやって。で、二回目くらいから偏差値がか
なりあがって「これはいける」って思って。英語はマ
ンツーマンを取ってなかったんですけど、クラス授業
は三ツ橋先生とか朝岡先生とか。朝岡先生にはエッセ
イのライティングを、マンツー取ってないんですけど、
授業後の時間とかで、順天堂の過去問の英作文のとこ
を毎回見てもらっていて、もちろん嫌な顔せずやって
くれました。あと、田中先生、岩崎先生の授業もすご
い良かったなって思いますね。直前期のやつ取ってた
んですけど、人気のやつで。そこで医学の単語入れて
もらって。帰国子女とはいえ、医学の単語は皆無なん
で、そういう部分を補ってもらって、石井先生の授業
を基本復習する感じですね。ホント親の次くらいに信
頼していたんで（笑）石井先生がいうんだからそうな
んだって。実際河合の模試でも成績伸びてましたし、
ちゃんと数字でもでていたんで。英語は石井先生メイ
ンで単語とかエッセイライティングを補ってって感じ
ですね。なので自分の得意科目が更に伸びましたね。

『英語以外は自分が教わってない代官山の先生
にも全員に聞きましたね。』
そうですね、授業受けていると好きな先生ができると
思うんですけど、そうすると昼休みもすごい並ぶと思
うんですけど、昼休みは必ず、左手にカロリーメイト

持って、やってましたね。二浪してるんで昼休みは絶
対やろうって決めてましたね。その中で、色んな先生
に聞きに行かないと一辺倒になっちゃうんですよね。
もちろん決めた先生に付いていくのは代官山の先生な
んで、絶対いいことだと思うんですけど、上の解法と
か知りたかったんで、ひとりに固執するのは危ないん
じゃないかなって。結構一番に言いたいですけど、自
分が教わってない先生に聞くのはちょっと気が引け
ちゃう、自分がこんなにできないんだって恥ずかしい
気持ちもあるんですけど、自分が受かりたいっていう
そういう気持ちがあるんだったら、自分だったら英語
は出来てたんで、英語以外は自分が教わってない代官
山の先生にも全員に聞きましたね。数学・物理・化学
は先生全員に聞きましたね。最初はひよって、うわき
ついなって思ってたんですけど、自分をあげるために
は、こんなんじゃ成績あがらないって思ってやってま
したね。とくに数学なんかも、授業を受けてない先生
でも誰でも聞きに行って、あー、村上先生とか…。マ
ンスリーが悪かったら先生の所に行って励ましても
らったり、毎朝積分のプリントもらってて「積分は毎
日やったほうがいい」って言ってたんで、それをやっ
て、最終的には試験会場にまで持っていってましたね。
ほんとに村上先生は心から大好きです。化学は高橋龍
先生。プリントがすごく良くて、授業中の理論の教え
方がすごい明快で「こうやってやれば解けるよ」って
いうのを教えてくれて。それでやれば受かるんだって、
出来るんだってわかって。で、物理はほんと寺澤先生
で。授業でも「おーい！」みたいに大きい声で（笑）
声もすごいし、髪の毛もすごいし、面白い先生なんで
すけど（笑）意外と聞きに行くと色々教えてくれて、
最初は結構怖いなって印象だったんですけど(笑)言われ
たとおりにしよっかなって。で、あと英語は、正直英
語はマンツー取ってなかったんですけど、石井先生に
聞きに行こうかなって思っても先生結構忙しくて…。
でも忙しくてもちゃんと時間作ってくれてて、まぁ僕
帰国子女っていうのもあったんですけど、どうやって
勉強すればいいかとか聞いて。最後の三か月くらい英
語（の成績が）落ちてきちゃってたんですよ。で、な
んで成績落ちちゃってるのか自分で分からなかったん
ですよ・・・で、石井先生に聞いて写経と音読に戻り
ましょうって言われて、それでやったら最後は8位にま
でなって（マンスリーが）、写経が大事だなって思い
ましたね。意味あるなって。授業終わった後の空きコ
マの1時間は絶対に英語やろうって決めてて、自分が授
業で教わったこととかを思い出しながら、「石井先生
がこれ言ってたな。類語表現ってこれだったな」とか。
自分英作文がある大学も受けていたので、実際にその
英作文を自分でやったりもしてましたね。ひたすら書
いて頭の中に入れるって感じですね。これが結構ほん
とに意味があったなって。「再現性」というか、類義
語とかも覚えますし。英作文出すところでも英文がス
ラスラ出てきたんで、石井先生の言うとおりにしてよ

かったなって。でも、やっぱ最初は「え、写経？意味
なくね？」…みたいな(笑)、なっちゃいますよね。でも
石井先生が言っていたことはちゃんとやろうって決め
ていたので「お前は写経をやれ」「はい！やります！
」みたいな(笑)で、最後の方のマンスリーではランキン
グ上位にも入って来たんで。疑わないでやりましょ
うってみんなには伝えたいです。

『勉強面だけでなく、そういう面もサポートし
てくれたのは本当に大きいですね。』
マンスリーの結果が出なかったりだとか、結構夏って
暑くてダレたりしたんですけど、自分で解決しようっ
て決めてダメで一浪してたので、正直に石井先生に
言ったり、村上先生にも「すいません、勉強が進まな
いです」って言って。ま、解決策なんて「勉強しろ」
の一つなんですけど(笑)。で、村上先生は結構ポジティ
ブな方で「大丈夫、お前絶対受かるよ」って言っても
らえて、「あ、じゃあ俺絶対受かる」って思って、
「ありがとうございました」って言ってすぐ勉強に
戻ってみたいな。ほんと代官山の先生方には力になっ
ていただいたって感じです。そうですね、勉強面だけ
でなく、そういう面もサポートしてくれたのは本当に
大きいですね。こんなことしてくれる予備校ってここ
だけだと思います。本当に感謝してます。ほんと去年
だと、なんていうのかなぁ…こう、結構サバサバして
て、先生は授業終わるとすぐ帰っちゃってって感じで。
質問行けば答えてくれるんですけど、偉い感じで近寄
りがたくて…。ここまで手厚くしてくれたのはほんと
ここだけですね。自分が取ってない授業の先生でも、
聞きに行けば気さくに答えてくれますし、嫌な顔しな
いでやっていただけるのはほんと環境に恵まれてる
なって思いますね。
石井先生のθ(シータ)の授業の最初の20分くらいって
「医学部に受かるには」とか「医者を目指す考え方」
とか「医者になる自覚」とか教えていただいて、θっ
て週に2回あるので、毎回そういった話を聞いてると、
自分が弛んでいる時に「あ、俺は医者になるんだから、
今こういうことが出来ないと、患者を救えないな」っ
て自覚が出てきてなんかモチベ上がって、英語の成績
もそうなんですが、人としての成長をさせてくれたっ
て思ってます。こう実感できてるのも全部石井先生の
おかげですね。なんか、例えば、マンスリーの話題で
失点の原因をなんとなく「ケアレスミスだ」って済ま
せちゃってる人は、例えば患者さんがいた時にケアレ
スミスで済むわけじゃない、どんなに無駄だと思って
いることでも完璧に終わらせることが必要だよって授
業で仰っていて、毎回授業では本当に圧倒されていて、
僕前に座ってるんですけど、絶対受かりたかったんで、
毎回の授業、前の左の席に座って。でちゃんと合格し
たんで、今年は後輩にも前に座れって言ってあげてく
ださい(笑)。前の席だとノートを石井先生が見てくだ
さって、その時に「あ、これ違うよ」って言ってもら

えて、すごく得した感がありますね。たくさんあてて
振っていただけましたし。勉強だけって考えたら授業
の最初の20分はいらないって考えるかもしれないんで
すけど、石井先生は、受かることは大前提なんですけ
ど、人間としても成長して、応援してくれてたので、
本当にこの塾は素晴らしいなって思います。
あと石井先生に言われたのが、自分の身の回りのこと
ができなかったら医学部受かる確率落ちていきま
す、ってか、自分のことを自分でやらない奴は、知識
の詰めが甘い、って言われて、最初はベッドとか汚く
しちゃってたんですけど、途中からベッドの整理とか
始めて、畳んだりとかして、洗濯物も畳んだりとかし
て、人としてこういうことやるべきだなって思うよう
になって、なるべく母親の負担は減らすようにしまし
た。むしろ身の回りのことは親のバックアップがあっ
て、勉強に集中するっていうのが予備校っぽいって
思ってたんですけど、ここは逆だったんです。そうで
すね、途中から感謝の気持ちもでてきて。もちろん親
にテストが辛かったとか、勉強やめたいとか弱音は吐
きますけど、両親は絶対自分よりも苦しんでるって、
そりゃ二浪もしてるんで。自分じゃなくて両親のほう
が。一浪したとき、どこも一次受かんなかったときに、
母親が夜中にポロポロ泣いている姿を見てしまったの
で、自分が勉強して合格すればこういうのは無くせる
のに…。やっぱ両親には申し訳ないなって。
勉強を教えたりとか医学部の英語のことだけじゃなく
て、石井先生って親との付き合い方とか、親にどうい
う風に勉強を補助してもらえているかとか、先生は
ちゃんとそういうとこも言うんですよ、はっきりと。
実際に両親がどう思っているかは先生がすごくよくわ
かってくれていて、自分たちが弱音を吐いちゃうけど、
両親はこう思っているからもっとこうしたほうがいい
んじゃないか、そういう勉強だけじゃなくて、人間と
して、両親ともどう付き合っていくかをちゃんと教え
てくれたのは本当に貴重なことだったと思います。

『自習の時間は1コマ80分を半分に割って、
40:40で時間を使えって言われましたね。』
石井先生に「自習の時間は1コマ80分を半分に割って、
40:40で時間を使えって教わりました。そうやって必ず
全科目に触れる。自分は英語は得意でしたけど、それ
でも英語に触れるようにしてましたね。同じ科目を1時
間とかって、出来るんですけど、集中力が続かなかっ
たりするし、40分って決められた時間があるので、普
段よりもめっちゃ集中しなきゃ終わらなくなりますね。
あとは…、そうだな、あとは授業合間の少しの休憩時
間も、僕は自習室に戻ってましたね。友達と話すのも
実際楽しいんですけど、石井先生が授業で「受かった
仲間が本当の仲間」って言われて、ここにいる友達は
確かに友達ですけど、将来仲間なのかっていうと分か
らなくて、受かった人たちが仲間だって言ってたんで。
なんで、休憩時間も自習室に戻って暗記系のやつとか

やってましたね。人との差別化を図るってのは大事だ
と思いますね。同じ事やってても、はい、ダメなんで。
自分は正直そう言われないとやらないって分かってた
んで、家に持って帰ってやろうって思っても、家でや
ろうって決めてもどうせ、風呂入ったら、疲れて携帯
いじっちゃうし、絶対代官山で終わらせる、その代わ
り40分40分で集中する、みたいな。家でやったら勉強
量は稼げるかもしれないんですけど、正直だらだらに
なっちゃうって思うんで、代官山で40分毎に区切って、
真剣に、携帯とかいじらないでちゃんとやる。ぼく、
個人的に石井先生にひと月に2-3回くらい質問に行って
いて「勉強に疲れました」とか「最近は一時間で勉強
区切ってたんですけど集中力が続かなくてどうすれば
いいでしょう」って相談したときに「40分、40分の方
がタクマには合ってるよ」って言われて、皆にむけた
やつじゃなくて、僕に向けたアドバイスだったし、
「過去問10年分をやったほうがいいですか」って聞い
たら「タクマはこういう性格だからしなくていいよ」っ
て一人ひとりに違うアドバイスをしてくれて、自分結
構真面目タイプではなかったので、「10年分過去問
やって満足して終わっちゃうだろ」ってばれていたん
で(笑)なんで、テキストの問題をいっぱい解いた方がい
いかな、体で覚えた方がいいかなって言われて。でも
別の友達は「10年分の過去問を解いてまとめろ」って
言われてましたからね。石井先生は普段の授業でちゃ
んと自分を分かってくれてましたね。自分にとって一
番適切なアドバイスをしてくれていましたね。やっぱ
石井先生はその人を見抜くっていうか、塾長であれば
画一的なことを言って終わりでもいいんだけれど、一
人一人に焦点をあてているってのが、大変なのに、で
もそれが変わったきっかけだったと思います。

『結構アレなんですけど、欠席が多くて高校三
年間で64回もあって（笑）』
高校は評定も3.2とかで、部活もやりきってそんなで…。
そんなんでも浩先生のおかげでどうにかなって。普通
欠席64回とかやばいじゃないですか（笑）！で一次
通ったうちの2校ちゃんと合格してるのってそういう二
次対策をしっかりしてくれたからなんですよね。文の
作り方から色んなことが学べるので。浩先生がいな
かったら確実に二次落とされているんで本当に感謝し
ています。二次で欠席のことを聞かれて、そうですね、
大学の名前は伏せますが、結構突っ込まれて…。自分
では絶対に気づかなかったことを、浩先生は、二次で
こういうこと聞かれたらこう答えると面接官にわかっ
てもらえるんだって教えてくださって。さすが過去の
合格者のストックがあるんで、どう答えるかっていう
のが明確でしたね。正直、1学期から小論文の授業を受
けていたので、本番では全然緊張しなくて、自分が代
官山で学んだことを言えば二次で落ちることはないか
なって思えてたんで。もちろん対策したものが全部出
るわけじゃないですけど、途中から面接楽しくなっ

ちゃって（笑）何聞かれても大丈夫って感じでしたね。
石井先生からは人間として成長できましたし、医師の
素質が自分にはあるって思えるようになれていたので
自信をもって臨むことが出来ましたね。

『毎週医学部を諦めたいなって思ってました
(笑)。』
毎週思ってましたね医学部諦めたいなって（笑）。そ
う弱気になることはしょっちゅうありました。でも、
周りがサポートしてくれていたので、頑張らなきゃ
なって思ってましたし、もし他の予備校に行ってたら
こんな風に考えることも無かったんじゃないですかね。
だって、他の周りの友達は遊んでるし、インスタでも
楽しそうにしてるし、で、自分は昼休みもご飯食べな
がら勉強して、左手にカロリーメイトもって、俺なに
やってんだろって思ってましたからね（笑）でも、自
分がなりたいことだったんで、親に医者になってく
れって言われたわけじゃなくて、自分がなりたいもの
だったんで。自習時間も場所を変えたりして気分を変
えて、そうですね…、自分は空き教室も使ってました
ね。自習室も、色んな教室を転々としながら、っての
が自分のスタイルだったんで。周りがおしゃべりして
いても勉強できてましたね。息抜きしようと思ったら
普通コンビニに行くと思うんですけど、「じゃあ空き
教室行って勉強するか」ってやってましたね。受験直
前期とかになると、勉強しているときに問題を出して
教えたりとかもしてましたね。あの、東邦に受かった
石原君とかと一緒に、無機なら無機の問題を出して、
分からないところとかを聞いたりして、そういうのっ
て開放教室じゃないと出来ないじゃないですか。

『成蹊(高校)の4人の中で自分が一番下だっ
た。』
自分のいた成蹊からは、4人合格していて、鈴木くん
(東医進学)、土田君(帝京進学)、町田君(日医進学)と僕。

自分以外、その人たち全員Mクラスで、自分はA4で本
館で。絶対負けられないじゃないですか。負けたくな
いって、本当にライバル視しながらやってましたね。
同じクラスの友達との付き合い方も、遊びに行こうぜ
とかコンビニ行こうぜ、とかじゃなくて「自分の勉強
は自分でやる」って決めて、少し空き時間に話をする
くらいにして「勉強の調子どう？」くらいにして。こ
うやって切磋琢磨できる友達がいたのは本当に大き
かったですね。今でもそういう友達とはLINEで繋がっ
てますからね。「また会おう」とか「今度そっち行く
ね」とか、一生の友達が出来たなって。他の予備校だ
と模試の回数少ないじゃないですか。でも代官山なら
毎月ありますし、ランキングとか点数見て「お前これ
高いじゃん、低いじゃん」て話して「俺これはこう
やって勉強したんだけど、そっちはどうやったの？」
みたいな会話してて、もちろん仲良く合格するってい
うより蹴落とすって気持ちもあったんですけど、そこ
はやっぱライバル関係があったのは大きかったですね。
石井先生は「水は低きに流れる」って言っていて、人
間関係もちゃんと見てくれていて、自分の周りでも良
くないところは先生から注意されてましたしね。だか
ら、友達を作りに行ってたんじゃなくて、受かるため
に友達を作ってましたね。同じように努力をして結果
を出せた友達同士じゃないと分かり合えないこともあ
りましたからね。だから、いろんな方法で自分のモチ
ベを上げて、本当に勉強は勉強で本気でやれば僕みた
いに一年で偏差値20はあがるんで、後輩の人たちも本
当に頑張ってほしいですね。本当に。

『A8でも、なんならA11でも合格してますか
らね（笑）』
自分も結構合格の軌跡読んでて、「こういう勉強して
たんだ」とか見てて。自分ってA4スタートでちょっと
A3にあがって二号館に行けたんですけど、最後にまた
本館に戻ってきてしまって、成績悪かったんで。自分
は余裕を持って合格したわけじゃないんで、自分も結
構苦労してて、本館のロールモデルじゃないですけど、
出来ることはたくさんあるんで、上の人たちは受かる
ために色んなこともやってるかもしれないですけど、
自分が本館ってことはまだ知識が正直足りてないって
ことなんで、言われたことをやるしかないなって。本
館から受かるんだったら、自分は最終的には本館フィ
ニッシュだったんで、でも本館からも東邦進学2人とか
女子医もいっぱい出てるんで受かるは受かるんですよ。
A3までに行ければどこかしらには受かるんだとは思う
んですよ。でも、A8でも、なんならA11でも合格して
ますからね（笑）自分は二号館出身の人、ではなくて
「本館の人」なんで、マジで本館の人に合格してほし
いんですよ。今日撮りに、このインタビューきたのも、
そういう人たちにできるって知ってほしかったからで
すし。本気でやれば偏差値40くらいからでも受かるん
で。もちろん二号館の人たちにも受かってほしいです

けど、自分みたいな境遇の人でも一年あれば本当に受
かるんだよっていうのを、この合格体験記で話せたら
なって。
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『帰国子女で、ある程度英語に自信があって…、
そうなると英語の先生の話って素直に聞きにく
かった、駿台とかでも。』
なんか正直自分はある程度(英語は)取れていたので、文
法は全然わからなかったんですけど、駿台のときに
「文法分かりません」って聞いたら「文法やるべきだ。
日本の大学を受けるなら英文法がないと駄目だから
」って。けど、石井先生にも聞いてみたら「お前は文
法を一からやるんじゃなくて語彙を増やしたりだとか
発信型の英語で勝負して」って言われて、初めて自分
の英語の勉強で「文法はやらなくていい」って言われ
て「俺の言ったとおりにやれば受かるよ」って言って
くれて、自分の中で「え、本当にいいの？」て思った
んですけど、石井先生にそう言ってもらったんだから、
写経とか最初馬鹿にしてましたけど（笑）あ、口悪い
ですね・・・。それはちゃんとやろうって。英語のス
ペシャリスト中のスペシャリストが言ったことは絶対
にやろうって。

『現役、1浪と、“絶対受かる”っていう気持ち
があんまりなかった。』
授業をちゃんと聞いてたんですけど、その…、こう現
役の時勉強しなかったんで、それが続いて1浪の時に軽
く触ったくらいで、正直そんなに全然演習とかしてな
かったですし、そういうとこでちょっと知識の抜けと
か、まあそもそも努力するとか、絶対受かるっていう
気持ちがあんまりなかった。それで、自分はそういう
自己管理もできないで、2浪になってしまったので、こ
ういうところでがっちり見てもらっとかないと。大体
スケジュール立てる時でも、最初の2日、3日は出来る
んですけども、それを2か月とか夏休みとかって考えた
場合、長期の計画ってなると、だらけたり、フェード
アウトしたりしてそういうこと結構多いので、それを
ここの代官山の先生たちはものすごく皆優しいので、
自分が計画崩れてしまったらそれをちゃんと素直に
「すいません、（計画が）ズレてしまいました」って
言うと「ここと、ここを変えてみたら？」とか臨機応
変に、その、自分で決める場合ってのもスケジュール
どんどん前倒し…遅くなっちゃうんでそういうところ
をちゃんと見ていただけたので、ちゃんと決めたこと
をやれたってのが大きかったなって思ってます。

『壊滅的な化学はマンツーとって…。』
マンツーは夏からとり始めて。化学は高橋龍先生だっ
たんですけど、「正直、自分何も分からないんで…
」って丸投げしてしまって「何覚えればいいですか？
」と。そこも正直分かってなかったので、そしたら授
業のことはちゃんとやるって前提で、プリントとかを
頂いて「これは絶対覚えろ」って言われたんで、先生
に言われたことは絶対にやろうって今年は決めていた
ので、そのプリントを覚えようって思ったら岩手は
通ったから、ちゃんとやれてたのかなって。やっぱ出

持って、やってましたね。二浪してるんで昼休みは絶
対やろうって決めてましたね。その中で、色んな先生
に聞きに行かないと一辺倒になっちゃうんですよね。
もちろん決めた先生に付いていくのは代官山の先生な
んで、絶対いいことだと思うんですけど、上の解法と
か知りたかったんで、ひとりに固執するのは危ないん
じゃないかなって。結構一番に言いたいですけど、自
分が教わってない先生に聞くのはちょっと気が引け
ちゃう、自分がこんなにできないんだって恥ずかしい
気持ちもあるんですけど、自分が受かりたいっていう
そういう気持ちがあるんだったら、自分だったら英語
は出来てたんで、英語以外は自分が教わってない代官
山の先生にも全員に聞きましたね。数学・物理・化学
は先生全員に聞きましたね。最初はひよって、うわき
ついなって思ってたんですけど、自分をあげるために
は、こんなんじゃ成績あがらないって思ってやってま
したね。とくに数学なんかも、授業を受けてない先生
でも誰でも聞きに行って、あー、村上先生とか…。マ
ンスリーが悪かったら先生の所に行って励ましても
らったり、毎朝積分のプリントもらってて「積分は毎
日やったほうがいい」って言ってたんで、それをやっ
て、最終的には試験会場にまで持っていってましたね。
ほんとに村上先生は心から大好きです。化学は高橋龍
先生。プリントがすごく良くて、授業中の理論の教え
方がすごい明快で「こうやってやれば解けるよ」って
いうのを教えてくれて。それでやれば受かるんだって、
出来るんだってわかって。で、物理はほんと寺澤先生
で。授業でも「おーい！」みたいに大きい声で（笑）
声もすごいし、髪の毛もすごいし、面白い先生なんで
すけど（笑）意外と聞きに行くと色々教えてくれて、
最初は結構怖いなって印象だったんですけど(笑)言われ
たとおりにしよっかなって。で、あと英語は、正直英
語はマンツー取ってなかったんですけど、石井先生に
聞きに行こうかなって思っても先生結構忙しくて…。
でも忙しくてもちゃんと時間作ってくれてて、まぁ僕
帰国子女っていうのもあったんですけど、どうやって
勉強すればいいかとか聞いて。最後の三か月くらい英
語（の成績が）落ちてきちゃってたんですよ。で、な
んで成績落ちちゃってるのか自分で分からなかったん
ですよ・・・で、石井先生に聞いて写経と音読に戻り
ましょうって言われて、それでやったら最後は8位にま
でなって（マンスリーが）、写経が大事だなって思い
ましたね。意味あるなって。授業終わった後の空きコ
マの1時間は絶対に英語やろうって決めてて、自分が授
業で教わったこととかを思い出しながら、「石井先生
がこれ言ってたな。類語表現ってこれだったな」とか。
自分英作文がある大学も受けていたので、実際にその
英作文を自分でやったりもしてましたね。ひたすら書
いて頭の中に入れるって感じですね。これが結構ほん
とに意味があったなって。「再現性」というか、類義
語とかも覚えますし。英作文出すところでも英文がス
ラスラ出てきたんで、石井先生の言うとおりにしてよ

かったなって。でも、やっぱ最初は「え、写経？意味
なくね？」…みたいな(笑)、なっちゃいますよね。でも
石井先生が言っていたことはちゃんとやろうって決め
ていたので「お前は写経をやれ」「はい！やります！
」みたいな(笑)で、最後の方のマンスリーではランキン
グ上位にも入って来たんで。疑わないでやりましょ
うってみんなには伝えたいです。

『勉強面だけでなく、そういう面もサポートし
てくれたのは本当に大きいですね。』
マンスリーの結果が出なかったりだとか、結構夏って
暑くてダレたりしたんですけど、自分で解決しようっ
て決めてダメで一浪してたので、正直に石井先生に
言ったり、村上先生にも「すいません、勉強が進まな
いです」って言って。ま、解決策なんて「勉強しろ」
の一つなんですけど(笑)。で、村上先生は結構ポジティ
ブな方で「大丈夫、お前絶対受かるよ」って言っても
らえて、「あ、じゃあ俺絶対受かる」って思って、
「ありがとうございました」って言ってすぐ勉強に
戻ってみたいな。ほんと代官山の先生方には力になっ
ていただいたって感じです。そうですね、勉強面だけ
でなく、そういう面もサポートしてくれたのは本当に
大きいですね。こんなことしてくれる予備校ってここ
だけだと思います。本当に感謝してます。ほんと去年
だと、なんていうのかなぁ…こう、結構サバサバして
て、先生は授業終わるとすぐ帰っちゃってって感じで。
質問行けば答えてくれるんですけど、偉い感じで近寄
りがたくて…。ここまで手厚くしてくれたのはほんと
ここだけですね。自分が取ってない授業の先生でも、
聞きに行けば気さくに答えてくれますし、嫌な顔しな
いでやっていただけるのはほんと環境に恵まれてる
なって思いますね。
石井先生のθ(シータ)の授業の最初の20分くらいって
「医学部に受かるには」とか「医者を目指す考え方」
とか「医者になる自覚」とか教えていただいて、θっ
て週に2回あるので、毎回そういった話を聞いてると、
自分が弛んでいる時に「あ、俺は医者になるんだから、
今こういうことが出来ないと、患者を救えないな」っ
て自覚が出てきてなんかモチベ上がって、英語の成績
もそうなんですが、人としての成長をさせてくれたっ
て思ってます。こう実感できてるのも全部石井先生の
おかげですね。なんか、例えば、マンスリーの話題で
失点の原因をなんとなく「ケアレスミスだ」って済ま
せちゃってる人は、例えば患者さんがいた時にケアレ
スミスで済むわけじゃない、どんなに無駄だと思って
いることでも完璧に終わらせることが必要だよって授
業で仰っていて、毎回授業では本当に圧倒されていて、
僕前に座ってるんですけど、絶対受かりたかったんで、
毎回の授業、前の左の席に座って。でちゃんと合格し
たんで、今年は後輩にも前に座れって言ってあげてく
ださい(笑)。前の席だとノートを石井先生が見てくだ
さって、その時に「あ、これ違うよ」って言ってもら

えて、すごく得した感がありますね。たくさんあてて
振っていただけましたし。勉強だけって考えたら授業
の最初の20分はいらないって考えるかもしれないんで
すけど、石井先生は、受かることは大前提なんですけ
ど、人間としても成長して、応援してくれてたので、
本当にこの塾は素晴らしいなって思います。
あと石井先生に言われたのが、自分の身の回りのこと
ができなかったら医学部受かる確率落ちていきま
す、ってか、自分のことを自分でやらない奴は、知識
の詰めが甘い、って言われて、最初はベッドとか汚く
しちゃってたんですけど、途中からベッドの整理とか
始めて、畳んだりとかして、洗濯物も畳んだりとかし
て、人としてこういうことやるべきだなって思うよう
になって、なるべく母親の負担は減らすようにしまし
た。むしろ身の回りのことは親のバックアップがあっ
て、勉強に集中するっていうのが予備校っぽいって
思ってたんですけど、ここは逆だったんです。そうで
すね、途中から感謝の気持ちもでてきて。もちろん親
にテストが辛かったとか、勉強やめたいとか弱音は吐
きますけど、両親は絶対自分よりも苦しんでるって、
そりゃ二浪もしてるんで。自分じゃなくて両親のほう
が。一浪したとき、どこも一次受かんなかったときに、
母親が夜中にポロポロ泣いている姿を見てしまったの
で、自分が勉強して合格すればこういうのは無くせる
のに…。やっぱ両親には申し訳ないなって。
勉強を教えたりとか医学部の英語のことだけじゃなく
て、石井先生って親との付き合い方とか、親にどうい
う風に勉強を補助してもらえているかとか、先生は
ちゃんとそういうとこも言うんですよ、はっきりと。
実際に両親がどう思っているかは先生がすごくよくわ
かってくれていて、自分たちが弱音を吐いちゃうけど、
両親はこう思っているからもっとこうしたほうがいい
んじゃないか、そういう勉強だけじゃなくて、人間と
して、両親ともどう付き合っていくかをちゃんと教え
てくれたのは本当に貴重なことだったと思います。

『自習の時間は1コマ80分を半分に割って、
40:40で時間を使えって言われましたね。』
石井先生に「自習の時間は1コマ80分を半分に割って、
40:40で時間を使えって教わりました。そうやって必ず
全科目に触れる。自分は英語は得意でしたけど、それ
でも英語に触れるようにしてましたね。同じ科目を1時
間とかって、出来るんですけど、集中力が続かなかっ
たりするし、40分って決められた時間があるので、普
段よりもめっちゃ集中しなきゃ終わらなくなりますね。
あとは…、そうだな、あとは授業合間の少しの休憩時
間も、僕は自習室に戻ってましたね。友達と話すのも
実際楽しいんですけど、石井先生が授業で「受かった
仲間が本当の仲間」って言われて、ここにいる友達は
確かに友達ですけど、将来仲間なのかっていうと分か
らなくて、受かった人たちが仲間だって言ってたんで。
なんで、休憩時間も自習室に戻って暗記系のやつとか

やってましたね。人との差別化を図るってのは大事だ
と思いますね。同じ事やってても、はい、ダメなんで。
自分は正直そう言われないとやらないって分かってた
んで、家に持って帰ってやろうって思っても、家でや
ろうって決めてもどうせ、風呂入ったら、疲れて携帯
いじっちゃうし、絶対代官山で終わらせる、その代わ
り40分40分で集中する、みたいな。家でやったら勉強
量は稼げるかもしれないんですけど、正直だらだらに
なっちゃうって思うんで、代官山で40分毎に区切って、
真剣に、携帯とかいじらないでちゃんとやる。ぼく、
個人的に石井先生にひと月に2-3回くらい質問に行って
いて「勉強に疲れました」とか「最近は一時間で勉強
区切ってたんですけど集中力が続かなくてどうすれば
いいでしょう」って相談したときに「40分、40分の方
がタクマには合ってるよ」って言われて、皆にむけた
やつじゃなくて、僕に向けたアドバイスだったし、
「過去問10年分をやったほうがいいですか」って聞い
たら「タクマはこういう性格だからしなくていいよ」っ
て一人ひとりに違うアドバイスをしてくれて、自分結
構真面目タイプではなかったので、「10年分過去問
やって満足して終わっちゃうだろ」ってばれていたん
で(笑)なんで、テキストの問題をいっぱい解いた方がい
いかな、体で覚えた方がいいかなって言われて。でも
別の友達は「10年分の過去問を解いてまとめろ」って
言われてましたからね。石井先生は普段の授業でちゃ
んと自分を分かってくれてましたね。自分にとって一
番適切なアドバイスをしてくれていましたね。やっぱ
石井先生はその人を見抜くっていうか、塾長であれば
画一的なことを言って終わりでもいいんだけれど、一
人一人に焦点をあてているってのが、大変なのに、で
もそれが変わったきっかけだったと思います。

『結構アレなんですけど、欠席が多くて高校三
年間で64回もあって（笑）』
高校は評定も3.2とかで、部活もやりきってそんなで…。
そんなんでも浩先生のおかげでどうにかなって。普通
欠席64回とかやばいじゃないですか（笑）！で一次
通ったうちの2校ちゃんと合格してるのってそういう二
次対策をしっかりしてくれたからなんですよね。文の
作り方から色んなことが学べるので。浩先生がいな
かったら確実に二次落とされているんで本当に感謝し
ています。二次で欠席のことを聞かれて、そうですね、
大学の名前は伏せますが、結構突っ込まれて…。自分
では絶対に気づかなかったことを、浩先生は、二次で
こういうこと聞かれたらこう答えると面接官にわかっ
てもらえるんだって教えてくださって。さすが過去の
合格者のストックがあるんで、どう答えるかっていう
のが明確でしたね。正直、1学期から小論文の授業を受
けていたので、本番では全然緊張しなくて、自分が代
官山で学んだことを言えば二次で落ちることはないか
なって思えてたんで。もちろん対策したものが全部出
るわけじゃないですけど、途中から面接楽しくなっ

ちゃって（笑）何聞かれても大丈夫って感じでしたね。
石井先生からは人間として成長できましたし、医師の
素質が自分にはあるって思えるようになれていたので
自信をもって臨むことが出来ましたね。

『毎週医学部を諦めたいなって思ってました
(笑)。』
毎週思ってましたね医学部諦めたいなって（笑）。そ
う弱気になることはしょっちゅうありました。でも、
周りがサポートしてくれていたので、頑張らなきゃ
なって思ってましたし、もし他の予備校に行ってたら
こんな風に考えることも無かったんじゃないですかね。
だって、他の周りの友達は遊んでるし、インスタでも
楽しそうにしてるし、で、自分は昼休みもご飯食べな
がら勉強して、左手にカロリーメイトもって、俺なに
やってんだろって思ってましたからね（笑）でも、自
分がなりたいことだったんで、親に医者になってく
れって言われたわけじゃなくて、自分がなりたいもの
だったんで。自習時間も場所を変えたりして気分を変
えて、そうですね…、自分は空き教室も使ってました
ね。自習室も、色んな教室を転々としながら、っての
が自分のスタイルだったんで。周りがおしゃべりして
いても勉強できてましたね。息抜きしようと思ったら
普通コンビニに行くと思うんですけど、「じゃあ空き
教室行って勉強するか」ってやってましたね。受験直
前期とかになると、勉強しているときに問題を出して
教えたりとかもしてましたね。あの、東邦に受かった
石原君とかと一緒に、無機なら無機の問題を出して、
分からないところとかを聞いたりして、そういうのっ
て開放教室じゃないと出来ないじゃないですか。

『成蹊(高校)の4人の中で自分が一番下だっ
た。』
自分のいた成蹊からは、4人合格していて、鈴木くん
(東医進学)、土田君(帝京進学)、町田君(日医進学)と僕。

自分以外、その人たち全員Mクラスで、自分はA4で本
館で。絶対負けられないじゃないですか。負けたくな
いって、本当にライバル視しながらやってましたね。
同じクラスの友達との付き合い方も、遊びに行こうぜ
とかコンビニ行こうぜ、とかじゃなくて「自分の勉強
は自分でやる」って決めて、少し空き時間に話をする
くらいにして「勉強の調子どう？」くらいにして。こ
うやって切磋琢磨できる友達がいたのは本当に大き
かったですね。今でもそういう友達とはLINEで繋がっ
てますからね。「また会おう」とか「今度そっち行く
ね」とか、一生の友達が出来たなって。他の予備校だ
と模試の回数少ないじゃないですか。でも代官山なら
毎月ありますし、ランキングとか点数見て「お前これ
高いじゃん、低いじゃん」て話して「俺これはこう
やって勉強したんだけど、そっちはどうやったの？」
みたいな会話してて、もちろん仲良く合格するってい
うより蹴落とすって気持ちもあったんですけど、そこ
はやっぱライバル関係があったのは大きかったですね。
石井先生は「水は低きに流れる」って言っていて、人
間関係もちゃんと見てくれていて、自分の周りでも良
くないところは先生から注意されてましたしね。だか
ら、友達を作りに行ってたんじゃなくて、受かるため
に友達を作ってましたね。同じように努力をして結果
を出せた友達同士じゃないと分かり合えないこともあ
りましたからね。だから、いろんな方法で自分のモチ
ベを上げて、本当に勉強は勉強で本気でやれば僕みた
いに一年で偏差値20はあがるんで、後輩の人たちも本
当に頑張ってほしいですね。本当に。

『A8でも、なんならA11でも合格してますか
らね（笑）』
自分も結構合格の軌跡読んでて、「こういう勉強して
たんだ」とか見てて。自分ってA4スタートでちょっと
A3にあがって二号館に行けたんですけど、最後にまた
本館に戻ってきてしまって、成績悪かったんで。自分
は余裕を持って合格したわけじゃないんで、自分も結
構苦労してて、本館のロールモデルじゃないですけど、
出来ることはたくさんあるんで、上の人たちは受かる
ために色んなこともやってるかもしれないですけど、
自分が本館ってことはまだ知識が正直足りてないって
ことなんで、言われたことをやるしかないなって。本
館から受かるんだったら、自分は最終的には本館フィ
ニッシュだったんで、でも本館からも東邦進学2人とか
女子医もいっぱい出てるんで受かるは受かるんですよ。
A3までに行ければどこかしらには受かるんだとは思う
んですよ。でも、A8でも、なんならA11でも合格して
ますからね（笑）自分は二号館出身の人、ではなくて
「本館の人」なんで、マジで本館の人に合格してほし
いんですよ。今日撮りに、このインタビューきたのも、
そういう人たちにできるって知ってほしかったからで
すし。本気でやれば偏差値40くらいからでも受かるん
で。もちろん二号館の人たちにも受かってほしいです

けど、自分みたいな境遇の人でも一年あれば本当に受
かるんだよっていうのを、この合格体験記で話せたら
なって。
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『帰国子女で、ある程度英語に自信があって…、
そうなると英語の先生の話って素直に聞きにく
かった、駿台とかでも。』
なんか正直自分はある程度(英語は)取れていたので、文
法は全然わからなかったんですけど、駿台のときに
「文法分かりません」って聞いたら「文法やるべきだ。
日本の大学を受けるなら英文法がないと駄目だから
」って。けど、石井先生にも聞いてみたら「お前は文
法を一からやるんじゃなくて語彙を増やしたりだとか
発信型の英語で勝負して」って言われて、初めて自分
の英語の勉強で「文法はやらなくていい」って言われ
て「俺の言ったとおりにやれば受かるよ」って言って
くれて、自分の中で「え、本当にいいの？」て思った
んですけど、石井先生にそう言ってもらったんだから、
写経とか最初馬鹿にしてましたけど（笑）あ、口悪い
ですね・・・。それはちゃんとやろうって。英語のス
ペシャリスト中のスペシャリストが言ったことは絶対
にやろうって。

『現役、1浪と、“絶対受かる”っていう気持ち
があんまりなかった。』
授業をちゃんと聞いてたんですけど、その…、こう現
役の時勉強しなかったんで、それが続いて1浪の時に軽
く触ったくらいで、正直そんなに全然演習とかしてな
かったですし、そういうとこでちょっと知識の抜けと
か、まあそもそも努力するとか、絶対受かるっていう
気持ちがあんまりなかった。それで、自分はそういう
自己管理もできないで、2浪になってしまったので、こ
ういうところでがっちり見てもらっとかないと。大体
スケジュール立てる時でも、最初の2日、3日は出来る
んですけども、それを2か月とか夏休みとかって考えた
場合、長期の計画ってなると、だらけたり、フェード
アウトしたりしてそういうこと結構多いので、それを
ここの代官山の先生たちはものすごく皆優しいので、
自分が計画崩れてしまったらそれをちゃんと素直に
「すいません、（計画が）ズレてしまいました」って
言うと「ここと、ここを変えてみたら？」とか臨機応
変に、その、自分で決める場合ってのもスケジュール
どんどん前倒し…遅くなっちゃうんでそういうところ
をちゃんと見ていただけたので、ちゃんと決めたこと
をやれたってのが大きかったなって思ってます。

『壊滅的な化学はマンツーとって…。』
マンツーは夏からとり始めて。化学は高橋龍先生だっ
たんですけど、「正直、自分何も分からないんで…
」って丸投げしてしまって「何覚えればいいですか？
」と。そこも正直分かってなかったので、そしたら授
業のことはちゃんとやるって前提で、プリントとかを
頂いて「これは絶対覚えろ」って言われたんで、先生
に言われたことは絶対にやろうって今年は決めていた
ので、そのプリントを覚えようって思ったら岩手は
通ったから、ちゃんとやれてたのかなって。やっぱ出

持って、やってましたね。二浪してるんで昼休みは絶
対やろうって決めてましたね。その中で、色んな先生
に聞きに行かないと一辺倒になっちゃうんですよね。
もちろん決めた先生に付いていくのは代官山の先生な
んで、絶対いいことだと思うんですけど、上の解法と
か知りたかったんで、ひとりに固執するのは危ないん
じゃないかなって。結構一番に言いたいですけど、自
分が教わってない先生に聞くのはちょっと気が引け
ちゃう、自分がこんなにできないんだって恥ずかしい
気持ちもあるんですけど、自分が受かりたいっていう
そういう気持ちがあるんだったら、自分だったら英語
は出来てたんで、英語以外は自分が教わってない代官
山の先生にも全員に聞きましたね。数学・物理・化学
は先生全員に聞きましたね。最初はひよって、うわき
ついなって思ってたんですけど、自分をあげるために
は、こんなんじゃ成績あがらないって思ってやってま
したね。とくに数学なんかも、授業を受けてない先生
でも誰でも聞きに行って、あー、村上先生とか…。マ
ンスリーが悪かったら先生の所に行って励ましても
らったり、毎朝積分のプリントもらってて「積分は毎
日やったほうがいい」って言ってたんで、それをやっ
て、最終的には試験会場にまで持っていってましたね。
ほんとに村上先生は心から大好きです。化学は高橋龍
先生。プリントがすごく良くて、授業中の理論の教え
方がすごい明快で「こうやってやれば解けるよ」って
いうのを教えてくれて。それでやれば受かるんだって、
出来るんだってわかって。で、物理はほんと寺澤先生
で。授業でも「おーい！」みたいに大きい声で（笑）
声もすごいし、髪の毛もすごいし、面白い先生なんで
すけど（笑）意外と聞きに行くと色々教えてくれて、
最初は結構怖いなって印象だったんですけど(笑)言われ
たとおりにしよっかなって。で、あと英語は、正直英
語はマンツー取ってなかったんですけど、石井先生に
聞きに行こうかなって思っても先生結構忙しくて…。
でも忙しくてもちゃんと時間作ってくれてて、まぁ僕
帰国子女っていうのもあったんですけど、どうやって
勉強すればいいかとか聞いて。最後の三か月くらい英
語（の成績が）落ちてきちゃってたんですよ。で、な
んで成績落ちちゃってるのか自分で分からなかったん
ですよ・・・で、石井先生に聞いて写経と音読に戻り
ましょうって言われて、それでやったら最後は8位にま
でなって（マンスリーが）、写経が大事だなって思い
ましたね。意味あるなって。授業終わった後の空きコ
マの1時間は絶対に英語やろうって決めてて、自分が授
業で教わったこととかを思い出しながら、「石井先生
がこれ言ってたな。類語表現ってこれだったな」とか。
自分英作文がある大学も受けていたので、実際にその
英作文を自分でやったりもしてましたね。ひたすら書
いて頭の中に入れるって感じですね。これが結構ほん
とに意味があったなって。「再現性」というか、類義
語とかも覚えますし。英作文出すところでも英文がス
ラスラ出てきたんで、石井先生の言うとおりにしてよ

かったなって。でも、やっぱ最初は「え、写経？意味
なくね？」…みたいな(笑)、なっちゃいますよね。でも
石井先生が言っていたことはちゃんとやろうって決め
ていたので「お前は写経をやれ」「はい！やります！
」みたいな(笑)で、最後の方のマンスリーではランキン
グ上位にも入って来たんで。疑わないでやりましょ
うってみんなには伝えたいです。

『勉強面だけでなく、そういう面もサポートし
てくれたのは本当に大きいですね。』
マンスリーの結果が出なかったりだとか、結構夏って
暑くてダレたりしたんですけど、自分で解決しようっ
て決めてダメで一浪してたので、正直に石井先生に
言ったり、村上先生にも「すいません、勉強が進まな
いです」って言って。ま、解決策なんて「勉強しろ」
の一つなんですけど(笑)。で、村上先生は結構ポジティ
ブな方で「大丈夫、お前絶対受かるよ」って言っても
らえて、「あ、じゃあ俺絶対受かる」って思って、
「ありがとうございました」って言ってすぐ勉強に
戻ってみたいな。ほんと代官山の先生方には力になっ
ていただいたって感じです。そうですね、勉強面だけ
でなく、そういう面もサポートしてくれたのは本当に
大きいですね。こんなことしてくれる予備校ってここ
だけだと思います。本当に感謝してます。ほんと去年
だと、なんていうのかなぁ…こう、結構サバサバして
て、先生は授業終わるとすぐ帰っちゃってって感じで。
質問行けば答えてくれるんですけど、偉い感じで近寄
りがたくて…。ここまで手厚くしてくれたのはほんと
ここだけですね。自分が取ってない授業の先生でも、
聞きに行けば気さくに答えてくれますし、嫌な顔しな
いでやっていただけるのはほんと環境に恵まれてる
なって思いますね。
石井先生のθ(シータ)の授業の最初の20分くらいって
「医学部に受かるには」とか「医者を目指す考え方」
とか「医者になる自覚」とか教えていただいて、θっ
て週に2回あるので、毎回そういった話を聞いてると、
自分が弛んでいる時に「あ、俺は医者になるんだから、
今こういうことが出来ないと、患者を救えないな」っ
て自覚が出てきてなんかモチベ上がって、英語の成績
もそうなんですが、人としての成長をさせてくれたっ
て思ってます。こう実感できてるのも全部石井先生の
おかげですね。なんか、例えば、マンスリーの話題で
失点の原因をなんとなく「ケアレスミスだ」って済ま
せちゃってる人は、例えば患者さんがいた時にケアレ
スミスで済むわけじゃない、どんなに無駄だと思って
いることでも完璧に終わらせることが必要だよって授
業で仰っていて、毎回授業では本当に圧倒されていて、
僕前に座ってるんですけど、絶対受かりたかったんで、
毎回の授業、前の左の席に座って。でちゃんと合格し
たんで、今年は後輩にも前に座れって言ってあげてく
ださい(笑)。前の席だとノートを石井先生が見てくだ
さって、その時に「あ、これ違うよ」って言ってもら

えて、すごく得した感がありますね。たくさんあてて
振っていただけましたし。勉強だけって考えたら授業
の最初の20分はいらないって考えるかもしれないんで
すけど、石井先生は、受かることは大前提なんですけ
ど、人間としても成長して、応援してくれてたので、
本当にこの塾は素晴らしいなって思います。
あと石井先生に言われたのが、自分の身の回りのこと
ができなかったら医学部受かる確率落ちていきま
す、ってか、自分のことを自分でやらない奴は、知識
の詰めが甘い、って言われて、最初はベッドとか汚く
しちゃってたんですけど、途中からベッドの整理とか
始めて、畳んだりとかして、洗濯物も畳んだりとかし
て、人としてこういうことやるべきだなって思うよう
になって、なるべく母親の負担は減らすようにしまし
た。むしろ身の回りのことは親のバックアップがあっ
て、勉強に集中するっていうのが予備校っぽいって
思ってたんですけど、ここは逆だったんです。そうで
すね、途中から感謝の気持ちもでてきて。もちろん親
にテストが辛かったとか、勉強やめたいとか弱音は吐
きますけど、両親は絶対自分よりも苦しんでるって、
そりゃ二浪もしてるんで。自分じゃなくて両親のほう
が。一浪したとき、どこも一次受かんなかったときに、
母親が夜中にポロポロ泣いている姿を見てしまったの
で、自分が勉強して合格すればこういうのは無くせる
のに…。やっぱ両親には申し訳ないなって。
勉強を教えたりとか医学部の英語のことだけじゃなく
て、石井先生って親との付き合い方とか、親にどうい
う風に勉強を補助してもらえているかとか、先生は
ちゃんとそういうとこも言うんですよ、はっきりと。
実際に両親がどう思っているかは先生がすごくよくわ
かってくれていて、自分たちが弱音を吐いちゃうけど、
両親はこう思っているからもっとこうしたほうがいい
んじゃないか、そういう勉強だけじゃなくて、人間と
して、両親ともどう付き合っていくかをちゃんと教え
てくれたのは本当に貴重なことだったと思います。

『自習の時間は1コマ80分を半分に割って、
40:40で時間を使えって言われましたね。』
石井先生に「自習の時間は1コマ80分を半分に割って、
40:40で時間を使えって教わりました。そうやって必ず
全科目に触れる。自分は英語は得意でしたけど、それ
でも英語に触れるようにしてましたね。同じ科目を1時
間とかって、出来るんですけど、集中力が続かなかっ
たりするし、40分って決められた時間があるので、普
段よりもめっちゃ集中しなきゃ終わらなくなりますね。
あとは…、そうだな、あとは授業合間の少しの休憩時
間も、僕は自習室に戻ってましたね。友達と話すのも
実際楽しいんですけど、石井先生が授業で「受かった
仲間が本当の仲間」って言われて、ここにいる友達は
確かに友達ですけど、将来仲間なのかっていうと分か
らなくて、受かった人たちが仲間だって言ってたんで。
なんで、休憩時間も自習室に戻って暗記系のやつとか
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やってましたね。人との差別化を図るってのは大事だ
と思いますね。同じ事やってても、はい、ダメなんで。
自分は正直そう言われないとやらないって分かってた
んで、家に持って帰ってやろうって思っても、家でや
ろうって決めてもどうせ、風呂入ったら、疲れて携帯
いじっちゃうし、絶対代官山で終わらせる、その代わ
り40分40分で集中する、みたいな。家でやったら勉強
量は稼げるかもしれないんですけど、正直だらだらに
なっちゃうって思うんで、代官山で40分毎に区切って、
真剣に、携帯とかいじらないでちゃんとやる。ぼく、
個人的に石井先生にひと月に2-3回くらい質問に行って
いて「勉強に疲れました」とか「最近は一時間で勉強
区切ってたんですけど集中力が続かなくてどうすれば
いいでしょう」って相談したときに「40分、40分の方
がタクマには合ってるよ」って言われて、皆にむけた
やつじゃなくて、僕に向けたアドバイスだったし、
「過去問10年分をやったほうがいいですか」って聞い
たら「タクマはこういう性格だからしなくていいよ」っ
て一人ひとりに違うアドバイスをしてくれて、自分結
構真面目タイプではなかったので、「10年分過去問
やって満足して終わっちゃうだろ」ってばれていたん
で(笑)なんで、テキストの問題をいっぱい解いた方がい
いかな、体で覚えた方がいいかなって言われて。でも
別の友達は「10年分の過去問を解いてまとめろ」って
言われてましたからね。石井先生は普段の授業でちゃ
んと自分を分かってくれてましたね。自分にとって一
番適切なアドバイスをしてくれていましたね。やっぱ
石井先生はその人を見抜くっていうか、塾長であれば
画一的なことを言って終わりでもいいんだけれど、一
人一人に焦点をあてているってのが、大変なのに、で
もそれが変わったきっかけだったと思います。

『結構アレなんですけど、欠席が多くて高校三
年間で64回もあって（笑）』
高校は評定も3.2とかで、部活もやりきってそんなで…。
そんなんでも浩先生のおかげでどうにかなって。普通
欠席64回とかやばいじゃないですか（笑）！で一次
通ったうちの2校ちゃんと合格してるのってそういう二
次対策をしっかりしてくれたからなんですよね。文の
作り方から色んなことが学べるので。浩先生がいな
かったら確実に二次落とされているんで本当に感謝し
ています。二次で欠席のことを聞かれて、そうですね、
大学の名前は伏せますが、結構突っ込まれて…。自分
では絶対に気づかなかったことを、浩先生は、二次で
こういうこと聞かれたらこう答えると面接官にわかっ
てもらえるんだって教えてくださって。さすが過去の
合格者のストックがあるんで、どう答えるかっていう
のが明確でしたね。正直、1学期から小論文の授業を受
けていたので、本番では全然緊張しなくて、自分が代
官山で学んだことを言えば二次で落ちることはないか
なって思えてたんで。もちろん対策したものが全部出
るわけじゃないですけど、途中から面接楽しくなっ

ちゃって（笑）何聞かれても大丈夫って感じでしたね。
石井先生からは人間として成長できましたし、医師の
素質が自分にはあるって思えるようになれていたので
自信をもって臨むことが出来ましたね。

『毎週医学部を諦めたいなって思ってました
(笑)。』
毎週思ってましたね医学部諦めたいなって（笑）。そ
う弱気になることはしょっちゅうありました。でも、
周りがサポートしてくれていたので、頑張らなきゃ
なって思ってましたし、もし他の予備校に行ってたら
こんな風に考えることも無かったんじゃないですかね。
だって、他の周りの友達は遊んでるし、インスタでも
楽しそうにしてるし、で、自分は昼休みもご飯食べな
がら勉強して、左手にカロリーメイトもって、俺なに
やってんだろって思ってましたからね（笑）でも、自
分がなりたいことだったんで、親に医者になってく
れって言われたわけじゃなくて、自分がなりたいもの
だったんで。自習時間も場所を変えたりして気分を変
えて、そうですね…、自分は空き教室も使ってました
ね。自習室も、色んな教室を転々としながら、っての
が自分のスタイルだったんで。周りがおしゃべりして
いても勉強できてましたね。息抜きしようと思ったら
普通コンビニに行くと思うんですけど、「じゃあ空き
教室行って勉強するか」ってやってましたね。受験直
前期とかになると、勉強しているときに問題を出して
教えたりとかもしてましたね。あの、東邦に受かった
石原君とかと一緒に、無機なら無機の問題を出して、
分からないところとかを聞いたりして、そういうのっ
て開放教室じゃないと出来ないじゃないですか。

『成蹊(高校)の4人の中で自分が一番下だっ
た。』
自分のいた成蹊からは、4人合格していて、鈴木くん
(東医進学)、土田君(帝京進学)、町田君(日医進学)と僕。

自分以外、その人たち全員Mクラスで、自分はA4で本
館で。絶対負けられないじゃないですか。負けたくな
いって、本当にライバル視しながらやってましたね。
同じクラスの友達との付き合い方も、遊びに行こうぜ
とかコンビニ行こうぜ、とかじゃなくて「自分の勉強
は自分でやる」って決めて、少し空き時間に話をする
くらいにして「勉強の調子どう？」くらいにして。こ
うやって切磋琢磨できる友達がいたのは本当に大き
かったですね。今でもそういう友達とはLINEで繋がっ
てますからね。「また会おう」とか「今度そっち行く
ね」とか、一生の友達が出来たなって。他の予備校だ
と模試の回数少ないじゃないですか。でも代官山なら
毎月ありますし、ランキングとか点数見て「お前これ
高いじゃん、低いじゃん」て話して「俺これはこう
やって勉強したんだけど、そっちはどうやったの？」
みたいな会話してて、もちろん仲良く合格するってい
うより蹴落とすって気持ちもあったんですけど、そこ
はやっぱライバル関係があったのは大きかったですね。
石井先生は「水は低きに流れる」って言っていて、人
間関係もちゃんと見てくれていて、自分の周りでも良
くないところは先生から注意されてましたしね。だか
ら、友達を作りに行ってたんじゃなくて、受かるため
に友達を作ってましたね。同じように努力をして結果
を出せた友達同士じゃないと分かり合えないこともあ
りましたからね。だから、いろんな方法で自分のモチ
ベを上げて、本当に勉強は勉強で本気でやれば僕みた
いに一年で偏差値20はあがるんで、後輩の人たちも本
当に頑張ってほしいですね。本当に。

『A8でも、なんならA11でも合格してますか
らね（笑）』
自分も結構合格の軌跡読んでて、「こういう勉強して
たんだ」とか見てて。自分ってA4スタートでちょっと
A3にあがって二号館に行けたんですけど、最後にまた
本館に戻ってきてしまって、成績悪かったんで。自分
は余裕を持って合格したわけじゃないんで、自分も結
構苦労してて、本館のロールモデルじゃないですけど、
出来ることはたくさんあるんで、上の人たちは受かる
ために色んなこともやってるかもしれないですけど、
自分が本館ってことはまだ知識が正直足りてないって
ことなんで、言われたことをやるしかないなって。本
館から受かるんだったら、自分は最終的には本館フィ
ニッシュだったんで、でも本館からも東邦進学2人とか
女子医もいっぱい出てるんで受かるは受かるんですよ。
A3までに行ければどこかしらには受かるんだとは思う
んですよ。でも、A8でも、なんならA11でも合格して
ますからね（笑）自分は二号館出身の人、ではなくて
「本館の人」なんで、マジで本館の人に合格してほし
いんですよ。今日撮りに、このインタビューきたのも、
そういう人たちにできるって知ってほしかったからで
すし。本気でやれば偏差値40くらいからでも受かるん
で。もちろん二号館の人たちにも受かってほしいです

けど、自分みたいな境遇の人でも一年あれば本当に受
かるんだよっていうのを、この合格体験記で話せたら
なって。
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『帰国子女で、ある程度英語に自信があって…、
そうなると英語の先生の話って素直に聞きにく
かった、駿台とかでも。』
なんか正直自分はある程度(英語は)取れていたので、文
法は全然わからなかったんですけど、駿台のときに
「文法分かりません」って聞いたら「文法やるべきだ。
日本の大学を受けるなら英文法がないと駄目だから
」って。けど、石井先生にも聞いてみたら「お前は文
法を一からやるんじゃなくて語彙を増やしたりだとか
発信型の英語で勝負して」って言われて、初めて自分
の英語の勉強で「文法はやらなくていい」って言われ
て「俺の言ったとおりにやれば受かるよ」って言って
くれて、自分の中で「え、本当にいいの？」て思った
んですけど、石井先生にそう言ってもらったんだから、
写経とか最初馬鹿にしてましたけど（笑）あ、口悪い
ですね・・・。それはちゃんとやろうって。英語のス
ペシャリスト中のスペシャリストが言ったことは絶対
にやろうって。

『現役、1浪と、“絶対受かる”っていう気持ち
があんまりなかった。』
授業をちゃんと聞いてたんですけど、その…、こう現
役の時勉強しなかったんで、それが続いて1浪の時に軽
く触ったくらいで、正直そんなに全然演習とかしてな
かったですし、そういうとこでちょっと知識の抜けと
か、まあそもそも努力するとか、絶対受かるっていう
気持ちがあんまりなかった。それで、自分はそういう
自己管理もできないで、2浪になってしまったので、こ
ういうところでがっちり見てもらっとかないと。大体
スケジュール立てる時でも、最初の2日、3日は出来る
んですけども、それを2か月とか夏休みとかって考えた
場合、長期の計画ってなると、だらけたり、フェード
アウトしたりしてそういうこと結構多いので、それを
ここの代官山の先生たちはものすごく皆優しいので、
自分が計画崩れてしまったらそれをちゃんと素直に
「すいません、（計画が）ズレてしまいました」って
言うと「ここと、ここを変えてみたら？」とか臨機応
変に、その、自分で決める場合ってのもスケジュール
どんどん前倒し…遅くなっちゃうんでそういうところ
をちゃんと見ていただけたので、ちゃんと決めたこと
をやれたってのが大きかったなって思ってます。

『壊滅的な化学はマンツーとって…。』
マンツーは夏からとり始めて。化学は高橋龍先生だっ
たんですけど、「正直、自分何も分からないんで…
」って丸投げしてしまって「何覚えればいいですか？
」と。そこも正直分かってなかったので、そしたら授
業のことはちゃんとやるって前提で、プリントとかを
頂いて「これは絶対覚えろ」って言われたんで、先生
に言われたことは絶対にやろうって今年は決めていた
ので、そのプリントを覚えようって思ったら岩手は
通ったから、ちゃんとやれてたのかなって。やっぱ出

持って、やってましたね。二浪してるんで昼休みは絶
対やろうって決めてましたね。その中で、色んな先生
に聞きに行かないと一辺倒になっちゃうんですよね。
もちろん決めた先生に付いていくのは代官山の先生な
んで、絶対いいことだと思うんですけど、上の解法と
か知りたかったんで、ひとりに固執するのは危ないん
じゃないかなって。結構一番に言いたいですけど、自
分が教わってない先生に聞くのはちょっと気が引け
ちゃう、自分がこんなにできないんだって恥ずかしい
気持ちもあるんですけど、自分が受かりたいっていう
そういう気持ちがあるんだったら、自分だったら英語
は出来てたんで、英語以外は自分が教わってない代官
山の先生にも全員に聞きましたね。数学・物理・化学
は先生全員に聞きましたね。最初はひよって、うわき
ついなって思ってたんですけど、自分をあげるために
は、こんなんじゃ成績あがらないって思ってやってま
したね。とくに数学なんかも、授業を受けてない先生
でも誰でも聞きに行って、あー、村上先生とか…。マ
ンスリーが悪かったら先生の所に行って励ましても
らったり、毎朝積分のプリントもらってて「積分は毎
日やったほうがいい」って言ってたんで、それをやっ
て、最終的には試験会場にまで持っていってましたね。
ほんとに村上先生は心から大好きです。化学は高橋龍
先生。プリントがすごく良くて、授業中の理論の教え
方がすごい明快で「こうやってやれば解けるよ」って
いうのを教えてくれて。それでやれば受かるんだって、
出来るんだってわかって。で、物理はほんと寺澤先生
で。授業でも「おーい！」みたいに大きい声で（笑）
声もすごいし、髪の毛もすごいし、面白い先生なんで
すけど（笑）意外と聞きに行くと色々教えてくれて、
最初は結構怖いなって印象だったんですけど(笑)言われ
たとおりにしよっかなって。で、あと英語は、正直英
語はマンツー取ってなかったんですけど、石井先生に
聞きに行こうかなって思っても先生結構忙しくて…。
でも忙しくてもちゃんと時間作ってくれてて、まぁ僕
帰国子女っていうのもあったんですけど、どうやって
勉強すればいいかとか聞いて。最後の三か月くらい英
語（の成績が）落ちてきちゃってたんですよ。で、な
んで成績落ちちゃってるのか自分で分からなかったん
ですよ・・・で、石井先生に聞いて写経と音読に戻り
ましょうって言われて、それでやったら最後は8位にま
でなって（マンスリーが）、写経が大事だなって思い
ましたね。意味あるなって。授業終わった後の空きコ
マの1時間は絶対に英語やろうって決めてて、自分が授
業で教わったこととかを思い出しながら、「石井先生
がこれ言ってたな。類語表現ってこれだったな」とか。
自分英作文がある大学も受けていたので、実際にその
英作文を自分でやったりもしてましたね。ひたすら書
いて頭の中に入れるって感じですね。これが結構ほん
とに意味があったなって。「再現性」というか、類義
語とかも覚えますし。英作文出すところでも英文がス
ラスラ出てきたんで、石井先生の言うとおりにしてよ

かったなって。でも、やっぱ最初は「え、写経？意味
なくね？」…みたいな(笑)、なっちゃいますよね。でも
石井先生が言っていたことはちゃんとやろうって決め
ていたので「お前は写経をやれ」「はい！やります！
」みたいな(笑)で、最後の方のマンスリーではランキン
グ上位にも入って来たんで。疑わないでやりましょ
うってみんなには伝えたいです。

『勉強面だけでなく、そういう面もサポートし
てくれたのは本当に大きいですね。』
マンスリーの結果が出なかったりだとか、結構夏って
暑くてダレたりしたんですけど、自分で解決しようっ
て決めてダメで一浪してたので、正直に石井先生に
言ったり、村上先生にも「すいません、勉強が進まな
いです」って言って。ま、解決策なんて「勉強しろ」
の一つなんですけど(笑)。で、村上先生は結構ポジティ
ブな方で「大丈夫、お前絶対受かるよ」って言っても
らえて、「あ、じゃあ俺絶対受かる」って思って、
「ありがとうございました」って言ってすぐ勉強に
戻ってみたいな。ほんと代官山の先生方には力になっ
ていただいたって感じです。そうですね、勉強面だけ
でなく、そういう面もサポートしてくれたのは本当に
大きいですね。こんなことしてくれる予備校ってここ
だけだと思います。本当に感謝してます。ほんと去年
だと、なんていうのかなぁ…こう、結構サバサバして
て、先生は授業終わるとすぐ帰っちゃってって感じで。
質問行けば答えてくれるんですけど、偉い感じで近寄
りがたくて…。ここまで手厚くしてくれたのはほんと
ここだけですね。自分が取ってない授業の先生でも、
聞きに行けば気さくに答えてくれますし、嫌な顔しな
いでやっていただけるのはほんと環境に恵まれてる
なって思いますね。
石井先生のθ(シータ)の授業の最初の20分くらいって
「医学部に受かるには」とか「医者を目指す考え方」
とか「医者になる自覚」とか教えていただいて、θっ
て週に2回あるので、毎回そういった話を聞いてると、
自分が弛んでいる時に「あ、俺は医者になるんだから、
今こういうことが出来ないと、患者を救えないな」っ
て自覚が出てきてなんかモチベ上がって、英語の成績
もそうなんですが、人としての成長をさせてくれたっ
て思ってます。こう実感できてるのも全部石井先生の
おかげですね。なんか、例えば、マンスリーの話題で
失点の原因をなんとなく「ケアレスミスだ」って済ま
せちゃってる人は、例えば患者さんがいた時にケアレ
スミスで済むわけじゃない、どんなに無駄だと思って
いることでも完璧に終わらせることが必要だよって授
業で仰っていて、毎回授業では本当に圧倒されていて、
僕前に座ってるんですけど、絶対受かりたかったんで、
毎回の授業、前の左の席に座って。でちゃんと合格し
たんで、今年は後輩にも前に座れって言ってあげてく
ださい(笑)。前の席だとノートを石井先生が見てくだ
さって、その時に「あ、これ違うよ」って言ってもら

えて、すごく得した感がありますね。たくさんあてて
振っていただけましたし。勉強だけって考えたら授業
の最初の20分はいらないって考えるかもしれないんで
すけど、石井先生は、受かることは大前提なんですけ
ど、人間としても成長して、応援してくれてたので、
本当にこの塾は素晴らしいなって思います。
あと石井先生に言われたのが、自分の身の回りのこと
ができなかったら医学部受かる確率落ちていきま
す、ってか、自分のことを自分でやらない奴は、知識
の詰めが甘い、って言われて、最初はベッドとか汚く
しちゃってたんですけど、途中からベッドの整理とか
始めて、畳んだりとかして、洗濯物も畳んだりとかし
て、人としてこういうことやるべきだなって思うよう
になって、なるべく母親の負担は減らすようにしまし
た。むしろ身の回りのことは親のバックアップがあっ
て、勉強に集中するっていうのが予備校っぽいって
思ってたんですけど、ここは逆だったんです。そうで
すね、途中から感謝の気持ちもでてきて。もちろん親
にテストが辛かったとか、勉強やめたいとか弱音は吐
きますけど、両親は絶対自分よりも苦しんでるって、
そりゃ二浪もしてるんで。自分じゃなくて両親のほう
が。一浪したとき、どこも一次受かんなかったときに、
母親が夜中にポロポロ泣いている姿を見てしまったの
で、自分が勉強して合格すればこういうのは無くせる
のに…。やっぱ両親には申し訳ないなって。
勉強を教えたりとか医学部の英語のことだけじゃなく
て、石井先生って親との付き合い方とか、親にどうい
う風に勉強を補助してもらえているかとか、先生は
ちゃんとそういうとこも言うんですよ、はっきりと。
実際に両親がどう思っているかは先生がすごくよくわ
かってくれていて、自分たちが弱音を吐いちゃうけど、
両親はこう思っているからもっとこうしたほうがいい
んじゃないか、そういう勉強だけじゃなくて、人間と
して、両親ともどう付き合っていくかをちゃんと教え
てくれたのは本当に貴重なことだったと思います。

『自習の時間は1コマ80分を半分に割って、
40:40で時間を使えって言われましたね。』
石井先生に「自習の時間は1コマ80分を半分に割って、
40:40で時間を使えって教わりました。そうやって必ず
全科目に触れる。自分は英語は得意でしたけど、それ
でも英語に触れるようにしてましたね。同じ科目を1時
間とかって、出来るんですけど、集中力が続かなかっ
たりするし、40分って決められた時間があるので、普
段よりもめっちゃ集中しなきゃ終わらなくなりますね。
あとは…、そうだな、あとは授業合間の少しの休憩時
間も、僕は自習室に戻ってましたね。友達と話すのも
実際楽しいんですけど、石井先生が授業で「受かった
仲間が本当の仲間」って言われて、ここにいる友達は
確かに友達ですけど、将来仲間なのかっていうと分か
らなくて、受かった人たちが仲間だって言ってたんで。
なんで、休憩時間も自習室に戻って暗記系のやつとか
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やってましたね。人との差別化を図るってのは大事だ
と思いますね。同じ事やってても、はい、ダメなんで。
自分は正直そう言われないとやらないって分かってた
んで、家に持って帰ってやろうって思っても、家でや
ろうって決めてもどうせ、風呂入ったら、疲れて携帯
いじっちゃうし、絶対代官山で終わらせる、その代わ
り40分40分で集中する、みたいな。家でやったら勉強
量は稼げるかもしれないんですけど、正直だらだらに
なっちゃうって思うんで、代官山で40分毎に区切って、
真剣に、携帯とかいじらないでちゃんとやる。ぼく、
個人的に石井先生にひと月に2-3回くらい質問に行って
いて「勉強に疲れました」とか「最近は一時間で勉強
区切ってたんですけど集中力が続かなくてどうすれば
いいでしょう」って相談したときに「40分、40分の方
がタクマには合ってるよ」って言われて、皆にむけた
やつじゃなくて、僕に向けたアドバイスだったし、
「過去問10年分をやったほうがいいですか」って聞い
たら「タクマはこういう性格だからしなくていいよ」っ
て一人ひとりに違うアドバイスをしてくれて、自分結
構真面目タイプではなかったので、「10年分過去問
やって満足して終わっちゃうだろ」ってばれていたん
で(笑)なんで、テキストの問題をいっぱい解いた方がい
いかな、体で覚えた方がいいかなって言われて。でも
別の友達は「10年分の過去問を解いてまとめろ」って
言われてましたからね。石井先生は普段の授業でちゃ
んと自分を分かってくれてましたね。自分にとって一
番適切なアドバイスをしてくれていましたね。やっぱ
石井先生はその人を見抜くっていうか、塾長であれば
画一的なことを言って終わりでもいいんだけれど、一
人一人に焦点をあてているってのが、大変なのに、で
もそれが変わったきっかけだったと思います。

『結構アレなんですけど、欠席が多くて高校三
年間で64回もあって（笑）』
高校は評定も3.2とかで、部活もやりきってそんなで…。
そんなんでも浩先生のおかげでどうにかなって。普通
欠席64回とかやばいじゃないですか（笑）！で一次
通ったうちの2校ちゃんと合格してるのってそういう二
次対策をしっかりしてくれたからなんですよね。文の
作り方から色んなことが学べるので。浩先生がいな
かったら確実に二次落とされているんで本当に感謝し
ています。二次で欠席のことを聞かれて、そうですね、
大学の名前は伏せますが、結構突っ込まれて…。自分
では絶対に気づかなかったことを、浩先生は、二次で
こういうこと聞かれたらこう答えると面接官にわかっ
てもらえるんだって教えてくださって。さすが過去の
合格者のストックがあるんで、どう答えるかっていう
のが明確でしたね。正直、1学期から小論文の授業を受
けていたので、本番では全然緊張しなくて、自分が代
官山で学んだことを言えば二次で落ちることはないか
なって思えてたんで。もちろん対策したものが全部出
るわけじゃないですけど、途中から面接楽しくなっ

ちゃって（笑）何聞かれても大丈夫って感じでしたね。
石井先生からは人間として成長できましたし、医師の
素質が自分にはあるって思えるようになれていたので
自信をもって臨むことが出来ましたね。

『毎週医学部を諦めたいなって思ってました
(笑)。』
毎週思ってましたね医学部諦めたいなって（笑）。そ
う弱気になることはしょっちゅうありました。でも、
周りがサポートしてくれていたので、頑張らなきゃ
なって思ってましたし、もし他の予備校に行ってたら
こんな風に考えることも無かったんじゃないですかね。
だって、他の周りの友達は遊んでるし、インスタでも
楽しそうにしてるし、で、自分は昼休みもご飯食べな
がら勉強して、左手にカロリーメイトもって、俺なに
やってんだろって思ってましたからね（笑）でも、自
分がなりたいことだったんで、親に医者になってく
れって言われたわけじゃなくて、自分がなりたいもの
だったんで。自習時間も場所を変えたりして気分を変
えて、そうですね…、自分は空き教室も使ってました
ね。自習室も、色んな教室を転々としながら、っての
が自分のスタイルだったんで。周りがおしゃべりして
いても勉強できてましたね。息抜きしようと思ったら
普通コンビニに行くと思うんですけど、「じゃあ空き
教室行って勉強するか」ってやってましたね。受験直
前期とかになると、勉強しているときに問題を出して
教えたりとかもしてましたね。あの、東邦に受かった
石原君とかと一緒に、無機なら無機の問題を出して、
分からないところとかを聞いたりして、そういうのっ
て開放教室じゃないと出来ないじゃないですか。

『成蹊(高校)の4人の中で自分が一番下だっ
た。』
自分のいた成蹊からは、4人合格していて、鈴木くん
(東医進学)、土田君(帝京進学)、町田君(日医進学)と僕。

自分以外、その人たち全員Mクラスで、自分はA4で本
館で。絶対負けられないじゃないですか。負けたくな
いって、本当にライバル視しながらやってましたね。
同じクラスの友達との付き合い方も、遊びに行こうぜ
とかコンビニ行こうぜ、とかじゃなくて「自分の勉強
は自分でやる」って決めて、少し空き時間に話をする
くらいにして「勉強の調子どう？」くらいにして。こ
うやって切磋琢磨できる友達がいたのは本当に大き
かったですね。今でもそういう友達とはLINEで繋がっ
てますからね。「また会おう」とか「今度そっち行く
ね」とか、一生の友達が出来たなって。他の予備校だ
と模試の回数少ないじゃないですか。でも代官山なら
毎月ありますし、ランキングとか点数見て「お前これ
高いじゃん、低いじゃん」て話して「俺これはこう
やって勉強したんだけど、そっちはどうやったの？」
みたいな会話してて、もちろん仲良く合格するってい
うより蹴落とすって気持ちもあったんですけど、そこ
はやっぱライバル関係があったのは大きかったですね。
石井先生は「水は低きに流れる」って言っていて、人
間関係もちゃんと見てくれていて、自分の周りでも良
くないところは先生から注意されてましたしね。だか
ら、友達を作りに行ってたんじゃなくて、受かるため
に友達を作ってましたね。同じように努力をして結果
を出せた友達同士じゃないと分かり合えないこともあ
りましたからね。だから、いろんな方法で自分のモチ
ベを上げて、本当に勉強は勉強で本気でやれば僕みた
いに一年で偏差値20はあがるんで、後輩の人たちも本
当に頑張ってほしいですね。本当に。

『A8でも、なんならA11でも合格してますか
らね（笑）』
自分も結構合格の軌跡読んでて、「こういう勉強して
たんだ」とか見てて。自分ってA4スタートでちょっと
A3にあがって二号館に行けたんですけど、最後にまた
本館に戻ってきてしまって、成績悪かったんで。自分
は余裕を持って合格したわけじゃないんで、自分も結
構苦労してて、本館のロールモデルじゃないですけど、
出来ることはたくさんあるんで、上の人たちは受かる
ために色んなこともやってるかもしれないですけど、
自分が本館ってことはまだ知識が正直足りてないって
ことなんで、言われたことをやるしかないなって。本
館から受かるんだったら、自分は最終的には本館フィ
ニッシュだったんで、でも本館からも東邦進学2人とか
女子医もいっぱい出てるんで受かるは受かるんですよ。
A3までに行ければどこかしらには受かるんだとは思う
んですよ。でも、A8でも、なんならA11でも合格して
ますからね（笑）自分は二号館出身の人、ではなくて
「本館の人」なんで、マジで本館の人に合格してほし
いんですよ。今日撮りに、このインタビューきたのも、
そういう人たちにできるって知ってほしかったからで
すし。本気でやれば偏差値40くらいからでも受かるん
で。もちろん二号館の人たちにも受かってほしいです

けど、自分みたいな境遇の人でも一年あれば本当に受
かるんだよっていうのを、この合格体験記で話せたら
なって。

140DAIKANYAMA MEDICAL



卒 業 生 が 語 る

WAY TO SUCCESS

合格への
軌跡2021年

東京医科大
杏林大医学部
東京女子医科大
北里大医学部
帝京大医学部
岩手医科大医学部

2次合格
2次正規合格

2次合格
2次合格
2次合格
2次合格

代官山で積み上げてきたことや、
自分がやったことをちゃんと見て、

これぐらいやってきたから、
準備してきたから、もう自分を  

信じるべきだって思えたから合格できた。
東京医科大進学　鈴木 優 さん(山脇学園高校卒)
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東京医科大の代官山勢は 11 名の大所帯。そし
て、代官山、選んだきっかけ。
東医は補欠 45 番でした。
代官山勢は、11 人かな、近藤さんと近藤有香さんと鈴
木航大君と。鈴木雄哉君と、松脇君と国香さん、あと
は竹吉君。あと、雨宮さんっていう現役の。あと誰が
いたんだっけな。渡辺アノンさん、益田君、自分入れ
て10人。あと1人。あと1人、ちょっと待ってください、
あと 1 人は。あっ、大塚。あっ、そう、大塚新太郎君、
いました。すいません、全くしゃべってないんですけ
ども、全然。いや、結構、大所帯、もし、本当につる
んでたら大所帯なんですけど、でも結局、みんな、あの、
それぞれのまあ仲いい子と、あの、グループ組んでる
んで。で、まあ、きっかけは、特に周りに代官山の卒
業生がいたわけじゃないんですけど、インターネット
で、まあ浪人をするって決まったときに、ネットで浪人、
一浪、医学部、合格っていうワードで検索して、調べて、
そしたらいっぱい出てくるじゃないですか。その中で、
やっぱり合格者数が、一つの校舎当たりの合格者数が、
圧倒的に多かったので、あと、自習室が朝、早くから
開いてて、それにあのー、最初に説明聞きに行ったとき、
どんな感じだろうなっていうふうに見たんですけど、
そんとき、すごい質問してる生徒がもういっぱい、も
う 3 月の 10・・・。私、3 月の 2 週目ぐらいに確か来
たんですけど。遅かったですけど、それで昭和 II 期の
直後に来たんですけど、もうそしたら既に、浪人の人
とかもいるし、まあ現役の制服着てた子もいたんで、
すごい、もう並んで先生のその、横にめっちゃ行列が
できてるのがすごいあの、なんか何ていうんでしょう、
衝撃的っていうか、そんな映像見たことないんで、活
気があるっていうかもう勉強してて、結構、ラフに質
問できる環境なんだなと思って、それに、すごい、事
務の方が温かい感じだったんですよ。そうなんですよ。
授業始まって、名前をちゃんと覚えててくれてるし、
あのー、何だろう、結構、エレベーターで一緒になっ
たときとかも、なんか、「最近、大丈夫？」とか、結構。
いや、「最近、どういう感じですか」みたいな、「最近、
調子どう？」みたいな感じで言われてたんで、私、あの、
友達がもう圧倒的にいなかったんで。すごいなんか、
何だろう、心の支えっていうか、なんか結構ほっこり
したんですよ、心が。だから、なんか結構、勉強だけじゃ
なくて他の精神的な面でも。ほっこりしました。フフフ。
いやまあ、そんなに多分、時間からしたら少ないとは
思うんですけど、私が人としゃべらなさ過ぎて、その、
印象が強いんですよ。いや、私、多分、あんまり、ま
あ確かに何人かしゃべってましたけど、ほとんど、あの、
自習室の前で結構、休み時間とか、集団でしゃべって
る人いるじゃないですか。そういう、仲間に入るのが
苦手になっちゃって。まあ、でも別に、塾だからしゃ
べんなくていいし、学校じゃないから仲良くしなくて
もまあ別にいいかなっと思って、まあちょっと内心、
寂しくはあったんですけど。まあ、1 年やり切れば、

まあ別の学校に行くわけだしとか思って、ちょっとひ
ねくれてたのかもしれないんですけど。
ちょっと、ちゃんと、今までよりもちゃんとしないと
本当に 1 年で終わんないぞって思って。で、もう絶対、
1 年で終わらしたかったんで、それでまあここはちょっ
と心を閉ざしてました。はい、自分の世界だけにいよ
うと思っちゃって。まあ、ちょっと、それが悪い、な
んか友達と切磋琢磨して、こう高めあっていくってと
ころでは、ちょっとそれ、できなかったんで、まあ、もっ
たいなかったかもしれないんですけど、でも、多分な
んか集団でしゃべってるより、やっぱりその、受験が
近づいてくると愚痴のほうが多くなってたりするんで、
だったらまだなんかマンツーのときに先生としゃべっ
てたほうが、まだ、なんか、ためになるし。例えば、
三ツ橋先生がマンツー、取ってたんで。三ツ橋先生と、
成績が出たときにこんな感じになりましたみたいな感
じで、ちょっと相談したりとか、なんか基本的にそん
な悪いことは言わないんですよ、先生。まず、いいと
ころを褒めてくれるんで、それがすごくなんか精神安
定なんですよ。

落ち込んだ時は、考え方、切り替えましたね。
あの、M5、ずっと M5、M5 だったんですけど最後に
A1 になって 1 個クラス落としちゃったんですよ。なん
か、すごい、帰った後にものすごい、なんか落ち込ん
でまーすっていう雰囲気を出しながら帰るんですけど、
でもなんか、ふいになんで落ち込んでんだろみたいな
感じの気持ちになるんですよ。まあ私、塾の帰りにあ
の坂？　桜のあの坂。はいはい、渋谷駅行くまでの坂で、
すごい音楽を聴くのが気分転換だったんですよ、帰り
に。だから例えば 11 月とか 12 月とか、ほんとに直前
のときは、なんか、もう逆に暗い曲聴いてましたね。ファ
イトソングっていうのは疲れるんですよ。もう頑張れ、
頑張れとか言われても、なんか頑張ってるから。もう
なんか、あんまり心に染みなくて、それはもう 4 月ま
でで終わりなんですよ、そういう歌は。暗い歌ってい
うか、なんかニルヴァーナとか聴いてて。いや、暗いっ
ていうか、ちょっとなんか病んでる感じじゃないです
か。で、家帰ったらお風呂入って。ちょっと泣いて、
でもなんか次の朝ぐらいにはもう結構忘れてるんで。
それで、・・・あの、代官山内では使ってないです。音
楽禁止なんで。使ってないんですけど。帰りですよ。
帰りにちゃんと電源を切ってたのを、その坂でぴって
入れて、で、ああ、聴こうと思って、それがすごい気
分転換になってました。ニルヴァーナ聴いてました、
フフ。
うーん、お風呂の中でふいに涙がつーって出たときあ
りましたよ。
ありましたけど、でも、なんか別に、泣いたら結構すっ
きりするんで、お風呂で泣いてました、ばれないんで
誰にも。フフフ、はい。家のお風呂で泣いて、その後すっ
きり。

のスタンダードは全部それ作って。いや、でも、やっぱ、
あれやんないとちゃんと、インプットされてないとき
あったんで、あとやっぱりその、自分が疑問ないと思っ
てても、もっかいやってみると、なんかやっぱよく分
かんないかもっていうのはあるんですよ、幾つか。だ
から、そういうのをもっかい、うーんって考えたり、
あの、する機会がそれでできるんで、もっかい授業受
けてるみたいになるんですよ。だから確かに時間取ら
れたのはあったけど、自分は数学が苦手だったんで、
もうそれぐらいやんないともっと沈んでました。絶対、
そう思います。

朝たるむと成績が下がる、それがバロメーター。
なんか波があって、初めはまあ大体、7 時とかに来て
たんですよ。4 月 5 月とか。で、なんか急に夏ぐらいに、
なんか起きるのが遅くなって、なんか 7 時半とか、ま
あ遅かったらもう 8 時とか、そういうときもちょっと
あって、だから成績ががたがたしてるのと朝起きる時
間ががたがたしてるのって、結構、比例してるなと思っ
て。
たるむと朝、来れなくなって、そうすると成績も下がっ
てって、それがバロメーターです。
でもなんか、朝一番早く、もう 6 時とかに来てるほう
がいいとかっていうよりかは、自分の合った時間にずっ
と同じ時間に、だから 7 時半とかだとしてもまあ、と
かもっと言っちゃえば 8 時だとしても、ずっと 8 時に
来続けてるほうが安定するんで。でも、えっと、あのー、
なんでしたっけ、高 3 の現役の。宮永さんじゃなくて、
東京女学館の、塩尻さん。塩尻さん、ものすごい早く
来てて。だから私も開館と同時にあの、来てたときは
来てた時期もあったんですよ。もう暗いときから夜、
夜みたいな感じというか。夜、夜みたいな、まだ陽が
上がってないし。上がってないときに、あそこの入り
口のとこで並んで来た時期もあったんですよ。その時
期に塩尻さんが、まず現役だから制服着てるじゃない
ですか。学校きょうあるのに来るの？と思って、朝来
るんだと思って、で、まずその開館と同時に入ってタ
イムカード押して、もうなんかさっそうとこう、上がっ
てって勉強を淡々として、私、席が向かいだったんで
すよ。なんか、すごいなと思って、うん、何だろう、
リズム崩さないってこういうことだなと思って見てた
んですけど、まあ、でも、私はちょっとそこはちょっ
とまあ直せなかったですね、直前のときに。なんか、
すごいと思います。いや、さすが、そのたまものだと
思います。本当にすごいと思います。
何ていうかな、なんかほんとストイックっていう、自
分はまだそこまでストイックになれてなかったってい
うのが。いや、まあ高 3 のときよりかはそうなりまし
たけど、うん、でも、でも上には上がいるんで、エヘ。
でも、そういうのがあったから、ちょっと、そういう
早く来なきゃっていう焦りを感じつつ、焦りがないと
行動できないんで、そういうのをちゃんと感じながら

来てたんで、やっぱり、それがない、全く比べる人が
いない環境とかだと、だれたらもうとことんだれてい
くだけなんですけど、それを回復、だれてて、でもや
ばい、やんなきゃっていうふうに思わせてくれる要素
がいっぱい塾の中になんか散らばってるんで。
鈴木さん（鈴木美結：昭和大医学部進学）、上のクラス
の鈴木さんって女の子でいたんですよ、えーっと。
上の M2 とか M1 ぐらいの方で鈴木さんって。いや、
でもまあとにかく上の M2 のクラスの人とかで早く来
てる子いたんで、まあ、なんかやっぱり上にいるから
には理由があるんだなって。

シータの授業は当ててもらいたかった。
石井先生の授業は大体、いつも 2 列目ぐらいの所に座っ
て、まあ 2、3 列目のぐらいの所に座ってて。
ちょっと 1 列目はちょっとなんか、あの、ちょっとま
あ自信がなくて。やっぱちょっと、あとまあ普通に首
が痛くなるかなと思って。1 列目はちょっと座んなかっ
たんですけど、2 列目の端っことか、まあ右端っこと
か左端っことかぐらいに座ってて、で、なんか始めの
ほう結構なんか当てられてたんで、なんか当てられる
とやっぱり、ちょっと嫌だっていう気持ちもあるけど、
まあ、うれしいんですよ、存在をちゃんと確認されて
るってことなんで。だから、すごく当ててほしかった、
なんか、当ててほしいっていう、こう目線を送ってま
した。
うん、当ててほしいんだったら、あの、あっ、でも逆
に先生は、ちょっと、ぼーっとしてる人を当ててるっ
ていう傾向もあるんで。だから、ちょっとぼーっとし
てるふりをしてるときありました。
当ててもらうために、ちょっとこの辺、こう見たりして、
ウフフ。でも、本当にぼーっとしてたら当たったとき
に答えられないから、ちゃんとぼーっとしてないんで
すよ、自分は。でも、当たって、じゃあ、「鈴木優」っ
て言われて、ああ、何とかですとか言って、まあ、そ
れの正解したかどうかにかかわらず、とにかく存在を
認められてるってこと自体がうれしいんで。あとでも、
やっぱり、あの、1 週間に２回、シータの授業がある
から。1 週間に 2 回あるから、あのー、なんか結構、
月曜日はやる気があったとしても、なんか、だんだん
終盤に行くにつれて、まあ、だれてきたりする。病ん
だり、あと、ゆ、自分に対して甘くなったりあるんで。
そういう心を定期的に引き締めてくれる授業なんで、
あとやっぱりその、石井先生しか、もう知らないような、
あの、医学部の内情、内情っていうか、まあ小話みた
いなのもいっぱい話してくださるし、やっぱりあの、
他の普通の塾でしか、あ、普通の塾ではなんか聞けな
いような情報とかも教えてもらえるんで、そういうの
を聞いて、何だ、そういうのを聞いて、まあモチベーショ
ンが上がったりもするじゃないですか。
だから、あの、モチベーションの維持は自分の精神も
あるけど、あの、石井先生の言葉とか、一つ一つの言

葉とかでも結構なんか、その、感銘受けたらノートの
隅とかに書いて。ちょっと書いてました。例えば、何
だろう、つるんでる、大体、人とつるんでるやつって
いうのは、自分よりも成績が下のやつとつるむとか、
そういうのもなんか、まあ、ちょっとそうかもと思って、
フフ。だから、そういう気持ちでつるまないようにし
てたんですよ、なんか。だから自分がつるんでなくても、
それを正当化してくれる一言だったんで。
だから私はつるまないんだと思って。ちゃんとノート
の端っこ、いっぱい書いてました、フフ。

1 年振り返ってみて…今思うこと。
終わってみてです、はい。本当にあのー、受験が始ま
るまではってか、まあ東医の合格が 1 次、合格通るぐ
らいまでは、なんか本当、実感がなかったんですよ、
どこに受かるかっていうのが、だから終わってから思
えることは、とにかく自分を信じるっていうか思い込
むこと、都合のいいように思い込むことがいいと思い
ます。受験直前に一番必要だったのは私、やっぱり自
分を、なんか自分を本当に信じることって、まあ自分
を信じるっていう言葉よくあるじゃないですか。
あれの意味がよく分かってなかったんですけど、なん
か受験終わってから、やっぱり私って自分を信じてた
から、結構なんかいい調子で受かったんじゃないかなっ
て思って。なんか何だろう、今までこう代官山で積み
上げてきたことを、自分のやったことだけを見るんで
すよ。他人がこれをやったとかじゃなくて、自分がやっ
たことだけをちゃんと見て、これぐらいやってきたか
ら準備してきたから、もう自分を信じるべきだって、
もう最後はそうやって思ってやったほうが、なんか、
それが一番分かれ目だと思います、受験の直前だと。
やっぱり自分をちゃんと信じてるか信じてないかとか、
まあ、ちょっとメンタル的なところで差があるんじゃ
ないかなって私は思うんで。代官山、本当にやっぱり
浪人生活、ここに決めて間違いはなかったし、うん、
なんかやっぱり、まあ学業、学業というか、その、科
目のあの、学業の面でもすごい質がいい授業もあるけ
ど、それ以外の、メンタル面で支えてくれる人も、ま
あ先生以外にも、さっき私が言った事務の方とかも、
もうそこにいる全員が本当に合格のためだけにこう、
生徒のことを見ててくれるんで、もうそれがすごくあ
のー、良かったので、あの、ぜひ、ぜひというか、も
う本当に迷ったら代官山に来たほうがいいと思います。

卒 業 生 が 語 る

WAY TO SUCCESS

合格への
軌跡2021年

東京医科大
杏林大医学部
東京女子医科大
北里大医学部
帝京大医学部
岩手医科大医学部

2次合格
2次正規合格

2次合格
2次合格
2次合格
2次合格

代官山で積み上げてきたことや、
自分がやったことをちゃんと見て、

これぐらいやってきたから、
準備してきたから、もう自分を  

信じるべきだって思えたから合格できた。
東京医科大進学　鈴木 優 さん(山脇学園高校卒)

142DAIKANYAMA MEDICAL



WAY TO SUCCESS合格への軌跡

まあ別の学校に行くわけだしとか思って、ちょっとひ
ねくれてたのかもしれないんですけど。
ちょっと、ちゃんと、今までよりもちゃんとしないと
本当に 1 年で終わんないぞって思って。で、もう絶対、
1 年で終わらしたかったんで、それでまあここはちょっ
と心を閉ざしてました。はい、自分の世界だけにいよ
うと思っちゃって。まあ、ちょっと、それが悪い、な
んか友達と切磋琢磨して、こう高めあっていくってと
ころでは、ちょっとそれ、できなかったんで、まあ、もっ
たいなかったかもしれないんですけど、でも、多分な
んか集団でしゃべってるより、やっぱりその、受験が
近づいてくると愚痴のほうが多くなってたりするんで、
だったらまだなんかマンツーのときに先生としゃべっ
てたほうが、まだ、なんか、ためになるし。例えば、
三ツ橋先生がマンツー、取ってたんで。三ツ橋先生と、
成績が出たときにこんな感じになりましたみたいな感
じで、ちょっと相談したりとか、なんか基本的にそん
な悪いことは言わないんですよ、先生。まず、いいと
ころを褒めてくれるんで、それがすごくなんか精神安
定なんですよ。

落ち込んだ時は、考え方、切り替えましたね。
あの、M5、ずっと M5、M5 だったんですけど最後に
A1 になって 1 個クラス落としちゃったんですよ。なん
か、すごい、帰った後にものすごい、なんか落ち込ん
でまーすっていう雰囲気を出しながら帰るんですけど、
でもなんか、ふいになんで落ち込んでんだろみたいな
感じの気持ちになるんですよ。まあ私、塾の帰りにあ
の坂？　桜のあの坂。はいはい、渋谷駅行くまでの坂で、
すごい音楽を聴くのが気分転換だったんですよ、帰り
に。だから例えば 11 月とか 12 月とか、ほんとに直前
のときは、なんか、もう逆に暗い曲聴いてましたね。ファ
イトソングっていうのは疲れるんですよ。もう頑張れ、
頑張れとか言われても、なんか頑張ってるから。もう
なんか、あんまり心に染みなくて、それはもう 4 月ま
でで終わりなんですよ、そういう歌は。暗い歌ってい
うか、なんかニルヴァーナとか聴いてて。いや、暗いっ
ていうか、ちょっとなんか病んでる感じじゃないです
か。で、家帰ったらお風呂入って。ちょっと泣いて、
でもなんか次の朝ぐらいにはもう結構忘れてるんで。
それで、・・・あの、代官山内では使ってないです。音
楽禁止なんで。使ってないんですけど。帰りですよ。
帰りにちゃんと電源を切ってたのを、その坂でぴって
入れて、で、ああ、聴こうと思って、それがすごい気
分転換になってました。ニルヴァーナ聴いてました、
フフ。
うーん、お風呂の中でふいに涙がつーって出たときあ
りましたよ。
ありましたけど、でも、なんか別に、泣いたら結構すっ
きりするんで、お風呂で泣いてました、ばれないんで
誰にも。フフフ、はい。家のお風呂で泣いて、その後すっ
きり。

なんか、まだ受験も始まってないし、なんか落ち込ん
でんのも何してんの？みたいな。だからなんか別に大
学もなんかまだ 2 浪するって決まったわけじゃないし、
まだなんかテスト何回かあるから、別にそんなに大し
たことじゃないって思って。いや、もう私は M5 だと
思ってM5のつもりでもうなんか、やり切りました。私、
M5 だしみたいな。別になんか何だろう、心に、心は
そう思っててもいいよねと思って。私はずっとM5だっ
たと思ってました。実際のクラスは A1 だけど心は M5
みたいな。まあなんかでも結構それが、そういうずぶ
といとこがちょっと、なんか本番で生きたのかもって
いうのは思います。

薄先生の授業が物凄いインパクトだった。
数学取れたのは結構、勝因だと思いますけど。まあやっ
ぱり薄先生の授業がものすごい、まずインパクトが最
初の大きかったし。もうちょっと分からない人なりに
考えるみたいな、数学が苦手で分からない人なりに考
える視点がものすごいんですよ、薄先生って。だから、
なんか今まで会った先生だと、なんか論理、論理から
ちゃんと考えましょうとか、そういう先生が数学は多
かったんですけど、そういうことやってる場合じゃな
いから浪人生だしそういうことやってる場合じゃない
から、もう、おまえら、もう、この方法だみたいな感
じなのが、すごいはまったっていうか。
まあ、だからそれが、まず面白いじゃないですか、授
業が。だから聞いてて、こう印象に残るんですよ。
すごく、だから、数学は最後まで苦手ではあったけど、
でもやっぱり全体的に、その自分のまあ高 3 のときか
ら見たらすごく伸びてるし、それはすごい、薄先生の
授業が一番、印象に残ってるのがあります。あと、数
学の太郎先生が最初の授業のときに、数学が苦手な人
は授業で、やった内容とかを「もっかい思い起こしな
がら自分の字で板書書いてみるといいよ」っていうふ
うにおっしゃってたんで、それでやろうと思って前期

のスタンダードは全部それ作って。いや、でも、やっぱ、
あれやんないとちゃんと、インプットされてないとき
あったんで、あとやっぱりその、自分が疑問ないと思っ
てても、もっかいやってみると、なんかやっぱよく分
かんないかもっていうのはあるんですよ、幾つか。だ
から、そういうのをもっかい、うーんって考えたり、
あの、する機会がそれでできるんで、もっかい授業受
けてるみたいになるんですよ。だから確かに時間取ら
れたのはあったけど、自分は数学が苦手だったんで、
もうそれぐらいやんないともっと沈んでました。絶対、
そう思います。

朝たるむと成績が下がる、それがバロメーター。
なんか波があって、初めはまあ大体、7 時とかに来て
たんですよ。4 月 5 月とか。で、なんか急に夏ぐらいに、
なんか起きるのが遅くなって、なんか 7 時半とか、ま
あ遅かったらもう 8 時とか、そういうときもちょっと
あって、だから成績ががたがたしてるのと朝起きる時
間ががたがたしてるのって、結構、比例してるなと思っ
て。
たるむと朝、来れなくなって、そうすると成績も下がっ
てって、それがバロメーターです。
でもなんか、朝一番早く、もう 6 時とかに来てるほう
がいいとかっていうよりかは、自分の合った時間にずっ
と同じ時間に、だから 7 時半とかだとしてもまあ、と
かもっと言っちゃえば 8 時だとしても、ずっと 8 時に
来続けてるほうが安定するんで。でも、えっと、あのー、
なんでしたっけ、高 3 の現役の。宮永さんじゃなくて、
東京女学館の、塩尻さん。塩尻さん、ものすごい早く
来てて。だから私も開館と同時にあの、来てたときは
来てた時期もあったんですよ。もう暗いときから夜、
夜みたいな感じというか。夜、夜みたいな、まだ陽が
上がってないし。上がってないときに、あそこの入り
口のとこで並んで来た時期もあったんですよ。その時
期に塩尻さんが、まず現役だから制服着てるじゃない
ですか。学校きょうあるのに来るの？と思って、朝来
るんだと思って、で、まずその開館と同時に入ってタ
イムカード押して、もうなんかさっそうとこう、上がっ
てって勉強を淡々として、私、席が向かいだったんで
すよ。なんか、すごいなと思って、うん、何だろう、
リズム崩さないってこういうことだなと思って見てた
んですけど、まあ、でも、私はちょっとそこはちょっ
とまあ直せなかったですね、直前のときに。なんか、
すごいと思います。いや、さすが、そのたまものだと
思います。本当にすごいと思います。
何ていうかな、なんかほんとストイックっていう、自
分はまだそこまでストイックになれてなかったってい
うのが。いや、まあ高 3 のときよりかはそうなりまし
たけど、うん、でも、でも上には上がいるんで、エヘ。
でも、そういうのがあったから、ちょっと、そういう
早く来なきゃっていう焦りを感じつつ、焦りがないと
行動できないんで、そういうのをちゃんと感じながら

来てたんで、やっぱり、それがない、全く比べる人が
いない環境とかだと、だれたらもうとことんだれてい
くだけなんですけど、それを回復、だれてて、でもや
ばい、やんなきゃっていうふうに思わせてくれる要素
がいっぱい塾の中になんか散らばってるんで。
鈴木さん（鈴木美結：昭和大医学部進学）、上のクラス
の鈴木さんって女の子でいたんですよ、えーっと。
上の M2 とか M1 ぐらいの方で鈴木さんって。いや、
でもまあとにかく上の M2 のクラスの人とかで早く来
てる子いたんで、まあ、なんかやっぱり上にいるから
には理由があるんだなって。

シータの授業は当ててもらいたかった。
石井先生の授業は大体、いつも 2 列目ぐらいの所に座っ
て、まあ 2、3 列目のぐらいの所に座ってて。
ちょっと 1 列目はちょっとなんか、あの、ちょっとま
あ自信がなくて。やっぱちょっと、あとまあ普通に首
が痛くなるかなと思って。1 列目はちょっと座んなかっ
たんですけど、2 列目の端っことか、まあ右端っこと
か左端っことかぐらいに座ってて、で、なんか始めの
ほう結構なんか当てられてたんで、なんか当てられる
とやっぱり、ちょっと嫌だっていう気持ちもあるけど、
まあ、うれしいんですよ、存在をちゃんと確認されて
るってことなんで。だから、すごく当ててほしかった、
なんか、当ててほしいっていう、こう目線を送ってま
した。
うん、当ててほしいんだったら、あの、あっ、でも逆
に先生は、ちょっと、ぼーっとしてる人を当ててるっ
ていう傾向もあるんで。だから、ちょっとぼーっとし
てるふりをしてるときありました。
当ててもらうために、ちょっとこの辺、こう見たりして、
ウフフ。でも、本当にぼーっとしてたら当たったとき
に答えられないから、ちゃんとぼーっとしてないんで
すよ、自分は。でも、当たって、じゃあ、「鈴木優」っ
て言われて、ああ、何とかですとか言って、まあ、そ
れの正解したかどうかにかかわらず、とにかく存在を
認められてるってこと自体がうれしいんで。あとでも、
やっぱり、あの、1 週間に２回、シータの授業がある
から。1 週間に 2 回あるから、あのー、なんか結構、
月曜日はやる気があったとしても、なんか、だんだん
終盤に行くにつれて、まあ、だれてきたりする。病ん
だり、あと、ゆ、自分に対して甘くなったりあるんで。
そういう心を定期的に引き締めてくれる授業なんで、
あとやっぱりその、石井先生しか、もう知らないような、
あの、医学部の内情、内情っていうか、まあ小話みた
いなのもいっぱい話してくださるし、やっぱりあの、
他の普通の塾でしか、あ、普通の塾ではなんか聞けな
いような情報とかも教えてもらえるんで、そういうの
を聞いて、何だ、そういうのを聞いて、まあモチベーショ
ンが上がったりもするじゃないですか。
だから、あの、モチベーションの維持は自分の精神も
あるけど、あの、石井先生の言葉とか、一つ一つの言

葉とかでも結構なんか、その、感銘受けたらノートの
隅とかに書いて。ちょっと書いてました。例えば、何
だろう、つるんでる、大体、人とつるんでるやつって
いうのは、自分よりも成績が下のやつとつるむとか、
そういうのもなんか、まあ、ちょっとそうかもと思って、
フフ。だから、そういう気持ちでつるまないようにし
てたんですよ、なんか。だから自分がつるんでなくても、
それを正当化してくれる一言だったんで。
だから私はつるまないんだと思って。ちゃんとノート
の端っこ、いっぱい書いてました、フフ。

1 年振り返ってみて…今思うこと。
終わってみてです、はい。本当にあのー、受験が始ま
るまではってか、まあ東医の合格が 1 次、合格通るぐ
らいまでは、なんか本当、実感がなかったんですよ、
どこに受かるかっていうのが、だから終わってから思
えることは、とにかく自分を信じるっていうか思い込
むこと、都合のいいように思い込むことがいいと思い
ます。受験直前に一番必要だったのは私、やっぱり自
分を、なんか自分を本当に信じることって、まあ自分
を信じるっていう言葉よくあるじゃないですか。
あれの意味がよく分かってなかったんですけど、なん
か受験終わってから、やっぱり私って自分を信じてた
から、結構なんかいい調子で受かったんじゃないかなっ
て思って。なんか何だろう、今までこう代官山で積み
上げてきたことを、自分のやったことだけを見るんで
すよ。他人がこれをやったとかじゃなくて、自分がやっ
たことだけをちゃんと見て、これぐらいやってきたか
ら準備してきたから、もう自分を信じるべきだって、
もう最後はそうやって思ってやったほうが、なんか、
それが一番分かれ目だと思います、受験の直前だと。
やっぱり自分をちゃんと信じてるか信じてないかとか、
まあ、ちょっとメンタル的なところで差があるんじゃ
ないかなって私は思うんで。代官山、本当にやっぱり
浪人生活、ここに決めて間違いはなかったし、うん、
なんかやっぱり、まあ学業、学業というか、その、科
目のあの、学業の面でもすごい質がいい授業もあるけ
ど、それ以外の、メンタル面で支えてくれる人も、ま
あ先生以外にも、さっき私が言った事務の方とかも、
もうそこにいる全員が本当に合格のためだけにこう、
生徒のことを見ててくれるんで、もうそれがすごくあ
のー、良かったので、あの、ぜひ、ぜひというか、も
う本当に迷ったら代官山に来たほうがいいと思います。
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まあ別の学校に行くわけだしとか思って、ちょっとひ
ねくれてたのかもしれないんですけど。
ちょっと、ちゃんと、今までよりもちゃんとしないと
本当に 1 年で終わんないぞって思って。で、もう絶対、
1 年で終わらしたかったんで、それでまあここはちょっ
と心を閉ざしてました。はい、自分の世界だけにいよ
うと思っちゃって。まあ、ちょっと、それが悪い、な
んか友達と切磋琢磨して、こう高めあっていくってと
ころでは、ちょっとそれ、できなかったんで、まあ、もっ
たいなかったかもしれないんですけど、でも、多分な
んか集団でしゃべってるより、やっぱりその、受験が
近づいてくると愚痴のほうが多くなってたりするんで、
だったらまだなんかマンツーのときに先生としゃべっ
てたほうが、まだ、なんか、ためになるし。例えば、
三ツ橋先生がマンツー、取ってたんで。三ツ橋先生と、
成績が出たときにこんな感じになりましたみたいな感
じで、ちょっと相談したりとか、なんか基本的にそん
な悪いことは言わないんですよ、先生。まず、いいと
ころを褒めてくれるんで、それがすごくなんか精神安
定なんですよ。

落ち込んだ時は、考え方、切り替えましたね。
あの、M5、ずっと M5、M5 だったんですけど最後に
A1 になって 1 個クラス落としちゃったんですよ。なん
か、すごい、帰った後にものすごい、なんか落ち込ん
でまーすっていう雰囲気を出しながら帰るんですけど、
でもなんか、ふいになんで落ち込んでんだろみたいな
感じの気持ちになるんですよ。まあ私、塾の帰りにあ
の坂？　桜のあの坂。はいはい、渋谷駅行くまでの坂で、
すごい音楽を聴くのが気分転換だったんですよ、帰り
に。だから例えば 11 月とか 12 月とか、ほんとに直前
のときは、なんか、もう逆に暗い曲聴いてましたね。ファ
イトソングっていうのは疲れるんですよ。もう頑張れ、
頑張れとか言われても、なんか頑張ってるから。もう
なんか、あんまり心に染みなくて、それはもう 4 月ま
でで終わりなんですよ、そういう歌は。暗い歌ってい
うか、なんかニルヴァーナとか聴いてて。いや、暗いっ
ていうか、ちょっとなんか病んでる感じじゃないです
か。で、家帰ったらお風呂入って。ちょっと泣いて、
でもなんか次の朝ぐらいにはもう結構忘れてるんで。
それで、・・・あの、代官山内では使ってないです。音
楽禁止なんで。使ってないんですけど。帰りですよ。
帰りにちゃんと電源を切ってたのを、その坂でぴって
入れて、で、ああ、聴こうと思って、それがすごい気
分転換になってました。ニルヴァーナ聴いてました、
フフ。
うーん、お風呂の中でふいに涙がつーって出たときあ
りましたよ。
ありましたけど、でも、なんか別に、泣いたら結構すっ
きりするんで、お風呂で泣いてました、ばれないんで
誰にも。フフフ、はい。家のお風呂で泣いて、その後すっ
きり。

のスタンダードは全部それ作って。いや、でも、やっぱ、
あれやんないとちゃんと、インプットされてないとき
あったんで、あとやっぱりその、自分が疑問ないと思っ
てても、もっかいやってみると、なんかやっぱよく分
かんないかもっていうのはあるんですよ、幾つか。だ
から、そういうのをもっかい、うーんって考えたり、
あの、する機会がそれでできるんで、もっかい授業受
けてるみたいになるんですよ。だから確かに時間取ら
れたのはあったけど、自分は数学が苦手だったんで、
もうそれぐらいやんないともっと沈んでました。絶対、
そう思います。

朝たるむと成績が下がる、それがバロメーター。
なんか波があって、初めはまあ大体、7 時とかに来て
たんですよ。4 月 5 月とか。で、なんか急に夏ぐらいに、
なんか起きるのが遅くなって、なんか 7 時半とか、ま
あ遅かったらもう 8 時とか、そういうときもちょっと
あって、だから成績ががたがたしてるのと朝起きる時
間ががたがたしてるのって、結構、比例してるなと思っ
て。
たるむと朝、来れなくなって、そうすると成績も下がっ
てって、それがバロメーターです。
でもなんか、朝一番早く、もう 6 時とかに来てるほう
がいいとかっていうよりかは、自分の合った時間にずっ
と同じ時間に、だから 7 時半とかだとしてもまあ、と
かもっと言っちゃえば 8 時だとしても、ずっと 8 時に
来続けてるほうが安定するんで。でも、えっと、あのー、
なんでしたっけ、高 3 の現役の。宮永さんじゃなくて、
東京女学館の、塩尻さん。塩尻さん、ものすごい早く
来てて。だから私も開館と同時にあの、来てたときは
来てた時期もあったんですよ。もう暗いときから夜、
夜みたいな感じというか。夜、夜みたいな、まだ陽が
上がってないし。上がってないときに、あそこの入り
口のとこで並んで来た時期もあったんですよ。その時
期に塩尻さんが、まず現役だから制服着てるじゃない
ですか。学校きょうあるのに来るの？と思って、朝来
るんだと思って、で、まずその開館と同時に入ってタ
イムカード押して、もうなんかさっそうとこう、上がっ
てって勉強を淡々として、私、席が向かいだったんで
すよ。なんか、すごいなと思って、うん、何だろう、
リズム崩さないってこういうことだなと思って見てた
んですけど、まあ、でも、私はちょっとそこはちょっ
とまあ直せなかったですね、直前のときに。なんか、
すごいと思います。いや、さすが、そのたまものだと
思います。本当にすごいと思います。
何ていうかな、なんかほんとストイックっていう、自
分はまだそこまでストイックになれてなかったってい
うのが。いや、まあ高 3 のときよりかはそうなりまし
たけど、うん、でも、でも上には上がいるんで、エヘ。
でも、そういうのがあったから、ちょっと、そういう
早く来なきゃっていう焦りを感じつつ、焦りがないと
行動できないんで、そういうのをちゃんと感じながら

来てたんで、やっぱり、それがない、全く比べる人が
いない環境とかだと、だれたらもうとことんだれてい
くだけなんですけど、それを回復、だれてて、でもや
ばい、やんなきゃっていうふうに思わせてくれる要素
がいっぱい塾の中になんか散らばってるんで。
鈴木さん（鈴木美結：昭和大医学部進学）、上のクラス
の鈴木さんって女の子でいたんですよ、えーっと。
上の M2 とか M1 ぐらいの方で鈴木さんって。いや、
でもまあとにかく上の M2 のクラスの人とかで早く来
てる子いたんで、まあ、なんかやっぱり上にいるから
には理由があるんだなって。

シータの授業は当ててもらいたかった。
石井先生の授業は大体、いつも 2 列目ぐらいの所に座っ
て、まあ 2、3 列目のぐらいの所に座ってて。
ちょっと 1 列目はちょっとなんか、あの、ちょっとま
あ自信がなくて。やっぱちょっと、あとまあ普通に首
が痛くなるかなと思って。1 列目はちょっと座んなかっ
たんですけど、2 列目の端っことか、まあ右端っこと
か左端っことかぐらいに座ってて、で、なんか始めの
ほう結構なんか当てられてたんで、なんか当てられる
とやっぱり、ちょっと嫌だっていう気持ちもあるけど、
まあ、うれしいんですよ、存在をちゃんと確認されて
るってことなんで。だから、すごく当ててほしかった、
なんか、当ててほしいっていう、こう目線を送ってま
した。
うん、当ててほしいんだったら、あの、あっ、でも逆
に先生は、ちょっと、ぼーっとしてる人を当ててるっ
ていう傾向もあるんで。だから、ちょっとぼーっとし
てるふりをしてるときありました。
当ててもらうために、ちょっとこの辺、こう見たりして、
ウフフ。でも、本当にぼーっとしてたら当たったとき
に答えられないから、ちゃんとぼーっとしてないんで
すよ、自分は。でも、当たって、じゃあ、「鈴木優」っ
て言われて、ああ、何とかですとか言って、まあ、そ
れの正解したかどうかにかかわらず、とにかく存在を
認められてるってこと自体がうれしいんで。あとでも、
やっぱり、あの、1 週間に２回、シータの授業がある
から。1 週間に 2 回あるから、あのー、なんか結構、
月曜日はやる気があったとしても、なんか、だんだん
終盤に行くにつれて、まあ、だれてきたりする。病ん
だり、あと、ゆ、自分に対して甘くなったりあるんで。
そういう心を定期的に引き締めてくれる授業なんで、
あとやっぱりその、石井先生しか、もう知らないような、
あの、医学部の内情、内情っていうか、まあ小話みた
いなのもいっぱい話してくださるし、やっぱりあの、
他の普通の塾でしか、あ、普通の塾ではなんか聞けな
いような情報とかも教えてもらえるんで、そういうの
を聞いて、何だ、そういうのを聞いて、まあモチベーショ
ンが上がったりもするじゃないですか。
だから、あの、モチベーションの維持は自分の精神も
あるけど、あの、石井先生の言葉とか、一つ一つの言

葉とかでも結構なんか、その、感銘受けたらノートの
隅とかに書いて。ちょっと書いてました。例えば、何
だろう、つるんでる、大体、人とつるんでるやつって
いうのは、自分よりも成績が下のやつとつるむとか、
そういうのもなんか、まあ、ちょっとそうかもと思って、
フフ。だから、そういう気持ちでつるまないようにし
てたんですよ、なんか。だから自分がつるんでなくても、
それを正当化してくれる一言だったんで。
だから私はつるまないんだと思って。ちゃんとノート
の端っこ、いっぱい書いてました、フフ。

1 年振り返ってみて…今思うこと。
終わってみてです、はい。本当にあのー、受験が始ま
るまではってか、まあ東医の合格が 1 次、合格通るぐ
らいまでは、なんか本当、実感がなかったんですよ、
どこに受かるかっていうのが、だから終わってから思
えることは、とにかく自分を信じるっていうか思い込
むこと、都合のいいように思い込むことがいいと思い
ます。受験直前に一番必要だったのは私、やっぱり自
分を、なんか自分を本当に信じることって、まあ自分
を信じるっていう言葉よくあるじゃないですか。
あれの意味がよく分かってなかったんですけど、なん
か受験終わってから、やっぱり私って自分を信じてた
から、結構なんかいい調子で受かったんじゃないかなっ
て思って。なんか何だろう、今までこう代官山で積み
上げてきたことを、自分のやったことだけを見るんで
すよ。他人がこれをやったとかじゃなくて、自分がやっ
たことだけをちゃんと見て、これぐらいやってきたか
ら準備してきたから、もう自分を信じるべきだって、
もう最後はそうやって思ってやったほうが、なんか、
それが一番分かれ目だと思います、受験の直前だと。
やっぱり自分をちゃんと信じてるか信じてないかとか、
まあ、ちょっとメンタル的なところで差があるんじゃ
ないかなって私は思うんで。代官山、本当にやっぱり
浪人生活、ここに決めて間違いはなかったし、うん、
なんかやっぱり、まあ学業、学業というか、その、科
目のあの、学業の面でもすごい質がいい授業もあるけ
ど、それ以外の、メンタル面で支えてくれる人も、ま
あ先生以外にも、さっき私が言った事務の方とかも、
もうそこにいる全員が本当に合格のためだけにこう、
生徒のことを見ててくれるんで、もうそれがすごくあ
のー、良かったので、あの、ぜひ、ぜひというか、も
う本当に迷ったら代官山に来たほうがいいと思います。
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卒 業 生 が 語 る

WAY TO SUCCESS

合格への
軌跡2021年

東京女子医科大
愛知医科大
埼玉医科大
金沢医科大

2次合格
2次合格
2次合格
2次合格

ウイークリーは、基礎的でありつつも、本当、
入試本番でも出る重要な分野たくさんあるので、

そこで点数をしっかり取るっていうのは、結構、大事。
マンスリー載れないから、せめてウイークリー   
だけでも載ってやろうって思って。名前載ると、
うれしいから、モチベーション上がりました。

東京女子医科大進学　田中 理絵 さん(新潟明訓高校卒)
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クラスはA8でした、最初。
クラスは A8 でした、最初。行った所は、東京女子医
科大学です。1 次が出た所は、女子医、愛知、埼玉、金沢。
４つです。で、2 次が来た所は女子医、愛知、埼玉、金沢。
全部、来ました。フフフフ。でも、待ってるとき、い
やあもう、本当に、結構、しんどいです。もう、する
ことないし、もうなんか、掲示板見て・・・。見て、
わあみたいな。今年も危なそうだなとか思って。で、
草野 ( 草野真理：東京女子医科大進学 ) が、もう、割と
早めに北里来ちゃってて・・・。だから、もう、それでも、
周りが来ると結構、焦るし。最初、( 最終 2 次合格 ) 来
たのが愛知。36 番。来ないかなって、無理かもって、
そう、( 愛知 ) 正規合格で、たくさん取ってるから・・・。
結構・・・。90人ぐらい多く。それが全部、はけてだから、
結構、厳しいかなあと。来た順番は、愛知来て、埼玉
がその 2 日後ぐらいに来て。で、ちょっと期間空い
て・・・。
埼玉はすぐ蹴っちゃった…その後、金沢で・・・。ただ、
女子医は無理だと思ってた・・・フッ。本当に。女子医、
89 番。去年、だって、ぎり、来て・・・。91 番とか。
そしたら、女子医も思ったよりねえ、がんがん流れて。
最後、結構。でもなんか、ほんっとにばたばたしてて、
荷物を送り返したり、愛知に行った荷物を、フッ。家
も探したり。で、すぐ入学式あったりで。結構、近かっ
たから。3 月の 30。女子医がぎりぎり。まあ、親はどっ
ちでもいいって感じだったけど、でもやっぱ、父親が
割と女子医推しで、やっぱ、実家から近いのが、一番
大きいです。

代官山を選んだきっかけっていうのは。
代官山は、当初はあんまり来る予定じゃなくてぇ。二
つ予備校見に行って、少人数の所に・・・みたいな感
じの所。フッ。もう覚えてない。でもなんか、取りあ
えず時間あるから面談来て、お母さんと。石井先生と
面談して、なんかそのときに、一番可能性、自分に可
能性が見えたのが代官山だった。なんか、下のクラス
からでもいっぱい受かった人がいて、なんか結構、浪
人決まって絶望してたから・・・。浪人決まって、こ
の世の終わりみたいな。フッ。本当に落ち込んで、な
んかもう、親に当たるしかないみたいな生活。なんか
結構、関係性も悪かった。「あなたの存在がストレス」
とか言って。もう逃げるように、取りあえず家出たいっ
て思ったりして。そんな、どん底にいた。なんもう、
何もやる気起こらない感じ、体、毎日重いみたいな。
フッ。携帯を12時間以上、ずっとこう、いじって。寝て、
YouTube見てみたいな。そう。廃人。本当に廃人。フッ
フッ。でも、歯学部も受けてたから、歯学部は、結構、
受かるんじゃないかって思ってて。昭和の歯学部。フッ。
ちゃんと落ちました。ええ、でも数字と英語は、なん
かその、まあ、そんな難しくもなかったから、アハハ、
結構いけたかなって思ったんですけど・・・。物理で
多分本当、5 点ぐらいだったかな、多分。そんぐらい

しか取れないんで。私もともと、化学を高 3 で諦めて、
ほぼ勉強してないっていう。だから、去年受けたのが、
帝京と東海で、化学切って受けたって感じ。3 科目で
受けれる所・・・。そこしかない、フッ。ちょっとな
めてるっていう。歯学部も落ちて、じゃもう、絶望の
どん底。本当にそんな感じ。親もやっぱり、浪人する
なら東京でやったほうが絶対いいって言ってたから、
もう乗っかって、よし、家出ようみたいな。少人数の
小さい予備校は、んー、親が、やっぱメンタルが弱い
から、こういう競争、代官山ってなんか、競争させら
れるから、なんかその中で絶対付いていけないって、
多分、考えたらしく。なんか、少人数の所で手厚くやっ
てもらったほうがいいんじゃないかってことで。エッ
ヘヘ。フッ。お母さんは、特に、んー、なんか私も、なんか、
少人数の小さい予備校のほうが、最初はいいかなあっ
て。でえ、自分も、そういうふうに思ってたんです。
半分決めてたっていうか、もう、メディカルフォレス
トさんに。多分、通うんだなあと思って。そう。自由
が丘にあって。ちょっと、土地勘があんまりないから、
向こうも見てきました。でも、やっぱり、授業数は少
ないし、なんか、うーん、生徒も少なかったから、やっぱ、
自分に甘いから、ここじゃ無理かなって、正直思った。
フッ。フッ。うーん。お母さんには、もう、そのメディ
カルフォレスト見に行った後に代官山に来て、で、もう、
代官山の外出たときに、もう「やっぱこっちがいい」っ
て言って、フッ。代官山にした。入ってみたら、草野(東
京女子医科大進学 ) と河野廉太郎 ( 福岡大医学部進学 )
がいて、フッフッ、ビックリして、もともと幼なじみだっ
たから。小学校一緒で。廉太郎も一緒で。草野と廉太
郎は県高で、私だけ中学受験しちゃったからそこで別々
に。なっちゃった。

マンスリーはすごく気にしてました。

んですけど、なんか、三上先生に、一回その夜間で厳
しく言われたっていうか。そんなに厳しく言われては
ないけど、なんか、もっと自分で考えろって、すごい
言われて。そんときに、なんか、ああ、もっと自分で
確かに理論化学とか考えないとできるようにならない
なと思って。そっから結構、意識変わって。まず自分
で資料集とか見て、調べたりしてから、やって。で、
その自分の考えを、先生に質問して、合ってるかどう
か聞くっていうのを、結構、やった気がします。うーん。
なんか、理論化学は、なんか結構、流れみたいなの大
切だから、公式だけ覚えてるだけじゃ、その分からな
いことも多かったから、それはかなり力になったなっ
て思います。
数学は、前期のテキストをひたすら繰り返しました。
ええ、でも、私、結構、でも本当に数学、最初分からなくっ
て。1 回目のマンスリー 15 点だもん。なかなか、でも
テキスト5回回せてないと思います。なんか、そこまで、
時間取れなくって。他の教科のバランスとかも考えて。
でも、できない所は本当、4 周ぐらいはやったと思い
ます。最初、数学偏差値 37.8 ですよ。フッ。それから、
50 まで、2 回で到達して。ま、あと、いろいろ下がっ
たりもあったけど、最後、58.8。そう。アハ。最後、結構、
いけた。前期のテキストずうっと繰り返して、ま、基
本的に、それが一番大きかった。もう一回自分で解いて、
で、解けなかったら答えをもう一回にチェックしてっ
て、なんか、そ、考え方自体もよく分かってなくて、
もう本当、覚えるぐらいの勢いでやって、でも、その
本当に分からないときなんかは、なんでこの作業をし
なきゃいけないのかとか、分からなくなったら、もう
すぐ質問に行って、えっと、長澤先生とかに助けても
らった。そう。結構、でも本当に、意外と数学って、
なんか、経験値みたいなのも結構、大事になってくる
問題とかあるから、そういうのはもう本当に、流れを
覚えるぐらい復習してた気がします。でも、本当に、
前期のベーシックの数学のテキストが、一番力付いた
と思う。
物理は寺澤先生と数学、佐藤祐先生取ってたのかな。
佐藤祐先生めっちゃめちゃよかった。なんか、相性が
すごい良かった気がします。あと、物理の柳瀬先生。
そう。柳瀬先生も、なんかその、後期、スタに上がっ
てから授業に付いていけなくって助けてもらった。熱
力学は、多分、うーんと、金沢と女子医で多分、熱力
出てて、私、熱力だけは、本当結構、アッハ、得意で。あの、
寺澤先生の熱力、本当に分かりやすくて。本当、私で
も結構、できるぐらい、得意になったぐらい、本当に
分かりやすくて。でも、熱力来たときは、もうラッキー
と思って。取りにいって。取れて。そう。ほぼ、完答
してると思う。そじゃ、熱力が来た所は、結構、いい
成績が・・・。そう。女子医と金沢。埼玉は、多分、物理、
難し過ぎて、埼玉、本当に問題難し過ぎて、多分、あ
んま差がつかなかったのかな・・・。愛知は、もう本当に、
先生のおかげです。もう、いろんな先生のおかげ。ほぼ、

問題当たったのが多くて。テキストの、そう、テキスト、
その直前の、三井先生の授業のテキストとか、そのま
ま出たし。数学もそう、マンツープリントから、結構
出て。なんか、ボーナス加点がたくさんあったなって
いうイメージ。それはちゃんと復習したから覚えてたっ
てことで、やれって言われたことをきっちりやった。
本当に、今年は結構、大人のいうことを聞こうと思って。
フフ。やさぐれないで。

合格してみて思うこと：ウイークリーの重要性
と落ち込んでも休まないこと
結構、私は 1 学期からベーシックレベル、ずっと、最
初のほうは、ウイークリー受けてて、で、結構、その、やっ
ぱ、基礎的でありつつも、本当、入試本番でもこう、
出るような、重要な分野たくさんあるので、そこで点
数をしっかり取るっていうのは、結構、本当、大事だっ
たなって思います。マンスリー載れないから、せめて
ウイークリーだけでも載ってやろうって思って。結構、
名前載ると、うれしいから、モチベーション上がる。
ランキングに ( 名前が ) 出なかったときやマンスリーで
落ち込んだ時は、自習室で、泣いてたこともありますね。
でも、泣くとすっきりしちゃう感じ、結構、もう。もう次、
取れ、取ればいっかあみたいな。そう。なんか、そこ
で駄目になっちゃうのももったいないなあと思って。
だいぶ、成長したっていうか、だって、親に当たって
たのに、そう。本当に。何度も逃げたくて、もう、全部、
いろんなのに理由付けてもう。そう。一応、逃げたかっ
たかなって。アハハハ。一応、やり切った感は。最後まで。
さっきの少人数のとこ ( メディカルフォレスト ) に行っ
てたら、自分の位置もわからないまま落っこってたと
思います。間違いなく受かってない。うん。間違い、いや、
もう、本当、代官山じゃないと絶対、駄目だったと思う。
うん。本当、駄目人間だったから。こういう所じゃな
いと本当に、もう、駄目。絶対、無理。ウフ。絶対、無理。

最後になんか言い残したことがれば。
言い残したこと。何だろう。代官山への感謝。やっぱり、
その、そのいろんな予備校がコロナで、こうオンライ
ン授業になる中、やっぱ、4 月から、本当、対面授業で、
本当、授業受けられたっていうのが、本当にすごく大
きかったなあと思ってて。あのその、4 月からの対面
授業なかったら、やっぱ、こんなに成績伸びてないと
思うし。だから、本当にそこは、感謝しています。あと、
その、先生とかも、結構、感染症対策で、毎日、窓を
開けたり、もう本当に。もう大変だったと思う。雨の
日も、窓開けて・・・。
もうびちょびちょになったりして、本当大変だったと
思うんですけど、そういうところも徹底してくださっ
て・・・。本当に、ありがたい。1 日も体調崩したり
せずに通いきれたので、本当、先生がたのおかげだと
思ってます。現役の時は、映像授業、衛星予備校だっ
たので全然だった。いや、もう、集中力がもう、ぜんっ

ぜん違う。フッ。本当に。今も大学でオンライン授業
あるんですけど。ああ、もう、すぐ、違うこと考えるし。
ヒッ。もうなんか、パソコンとかで見て、他の通知来
たら、そっちすぐ行っちゃうし。もう絶対、対面じゃ
ないと駄目だと思う。
それと、2 次落ちしなかったこともですね、感謝です。
結構、運良かったのかな。いやあ、でも、本当、ヒロ
先生 ( 高橋浩先生 ) にも、結構、厳しいこと言われるぐ
らい、え、なんか普通に、愛知と女子医の対策してもらっ
たときも、なんか、「よくそれで本当、愛知補欠の番号
来たねえ」とか、普通に。言われるし、夏、マンツー取っ
てたときも、結構、しゃべれないから。高校時代のこ
と聞かれても、あんまり記憶ないから、答えられなくて。
もう、つくるしか、そう、だから、でっち上げるしか。
フッ。そう、でも、やっぱ、ヒロ先生、すごい。すごいです。
いろいろアドバイスしてもらって、そのとおり、本当
にやりました。あ、結構、2 次回ってきたってことは、
本当に 4 校とも 2 次来たってことは、2 次対策がよかっ
たってことで・・・。一個も落ちてないんで。
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東京女子医科大
愛知医科大
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2次合格
2次合格
2次合格
2次合格

ウイークリーは、基礎的でありつつも、本当、
入試本番でも出る重要な分野たくさんあるので、

そこで点数をしっかり取るっていうのは、結構、大事。
マンスリー載れないから、せめてウイークリー   
だけでも載ってやろうって思って。名前載ると、
うれしいから、モチベーション上がりました。

東京女子医科大進学　田中 理絵 さん(新潟明訓高校卒)
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しか取れないんで。私もともと、化学を高 3 で諦めて、
ほぼ勉強してないっていう。だから、去年受けたのが、
帝京と東海で、化学切って受けたって感じ。3 科目で
受けれる所・・・。そこしかない、フッ。ちょっとな
めてるっていう。歯学部も落ちて、じゃもう、絶望の
どん底。本当にそんな感じ。親もやっぱり、浪人する
なら東京でやったほうが絶対いいって言ってたから、
もう乗っかって、よし、家出ようみたいな。少人数の
小さい予備校は、んー、親が、やっぱメンタルが弱い
から、こういう競争、代官山ってなんか、競争させら
れるから、なんかその中で絶対付いていけないって、
多分、考えたらしく。なんか、少人数の所で手厚くやっ
てもらったほうがいいんじゃないかってことで。エッ
ヘヘ。フッ。お母さんは、特に、んー、なんか私も、なんか、
少人数の小さい予備校のほうが、最初はいいかなあっ
て。でえ、自分も、そういうふうに思ってたんです。
半分決めてたっていうか、もう、メディカルフォレス
トさんに。多分、通うんだなあと思って。そう。自由
が丘にあって。ちょっと、土地勘があんまりないから、
向こうも見てきました。でも、やっぱり、授業数は少
ないし、なんか、うーん、生徒も少なかったから、やっぱ、
自分に甘いから、ここじゃ無理かなって、正直思った。
フッ。フッ。うーん。お母さんには、もう、そのメディ
カルフォレスト見に行った後に代官山に来て、で、もう、
代官山の外出たときに、もう「やっぱこっちがいい」っ
て言って、フッ。代官山にした。入ってみたら、草野(東
京女子医科大進学 ) と河野廉太郎 ( 福岡大医学部進学 )
がいて、フッフッ、ビックリして、もともと幼なじみだっ
たから。小学校一緒で。廉太郎も一緒で。草野と廉太
郎は県高で、私だけ中学受験しちゃったからそこで別々
に。なっちゃった。

マンスリーはすごく気にしてました。

( マンスリーで ) 名前載ったのって、化学は途中 3 回ぐ
らいで。物理は 1 回。でも、全体で、やっぱ載りたくて。
一つの科目とかだったら載れることはあったんですけ
ど。やっぱ、全体で載れることなくて、本当、最後だけ。
最後だけ総合載ったって。フッフッ。多分、その前、
前と前の回で、結構、悪くて、それが逆に悔しくて、
最後・・・。頑張ったかなって。絶対、高分子来ると思っ
て。アハハ。フッ。絶対、高分子と思って。高分子だけ、
固めていきました。そしたら、がち来て、よしっみた
いな。やっぱ、あの、載るのっていうのは、燃える、めっ
ちゃ燃えます。なんか自分も載るっていうよりかは、
その、だから、なんか、仲いい友達とかが載ってると、
わって思って。草野とか、やっぱ、奥村とか。2 人とも、
本当に、なんかやばい、全然なんか分かんないみたい
な感じにしてるけど、ちゃっかり取ってくるから・・・。
こやつと思って、いっつも。で、マンスリーが伸びな
いときって、なんか。やっぱり、マンスリーが伸びな
いときは、この『合格への軌跡』を読むっていう。あの、
下のクラスから、受かった人を探して、もう、フッ。
田中瑠さん (A9 から杏林大学医学部進学 ) とかあと、
井上瑞木さん (A8 から日本医科大進学 ) とか、そう、
なんか、下のクラスのから受かった人。そういうの見
ると、やっぱり、全然なんか、諦めようっていう気持
ちにはならない。フッフッ。だいぶ、成長した。そう。
本当に、成長したし、明るくなったし。フッ。お母さ
んに当たってばっかりで、高校ときもなんかもう、ア
ハッ、学校行くのも嫌で。いや、もう、落ちる前からもう、
行くのしんどくて。学校嫌いだったんで、なんかその、
勉強できないから、その授業中とかも、演習の時間が
高 3 で多くて、でも私、何もできないから、周りがが
りがり解いてる中、1 人何もすることなくて。そう。
授業切って、更衣室で、寝るみたいな。アハッ。あんまり、
人とも口利かなかったりそう。なんか、人見知りなの
もあったけど。あ、でも、最初、そうでもなんか、本当、
A8 のクラス、すごい良かった。ウフ。廉太郎とか葉山
君 ( 葉山稜太：埼玉医科大学進学 ) とか。

化学は春のさきどりから基礎の基礎からやって
もらいました。
やっぱ、私はもともと、すごく低かったので、通常授
業じゃ、結構、追い付かない部分もあったので、マンツー
は前期から 2 セット入れてました。小林先生。基礎か
らも全部。有機化学が特にできなかったので。ばっち
りやってもらって、炭素骨格から。本当、基礎の基礎
からやってもらって。結構、春の先どり期間から、取っ
てて。で、春の先どり期間で、ある程度基礎固めて。結構、
早く来てて、こっち、2 月 22 日に来てた。でも、一番
最初の授業、多分、3 月だった気が。それで、ま、練習。
有機化学は結構、練習用にやって、点数が取れるよう
になるから。毎日、結構、毎日、あの、構造決定とか。あと、
1 学期に入って、レギュラーのテキストで、なんか結構、
私、分からないとすぐ聞きにいっちゃうタイプだった

んですけど、なんか、三上先生に、一回その夜間で厳
しく言われたっていうか。そんなに厳しく言われては
ないけど、なんか、もっと自分で考えろって、すごい
言われて。そんときに、なんか、ああ、もっと自分で
確かに理論化学とか考えないとできるようにならない
なと思って。そっから結構、意識変わって。まず自分
で資料集とか見て、調べたりしてから、やって。で、
その自分の考えを、先生に質問して、合ってるかどう
か聞くっていうのを、結構、やった気がします。うーん。
なんか、理論化学は、なんか結構、流れみたいなの大
切だから、公式だけ覚えてるだけじゃ、その分からな
いことも多かったから、それはかなり力になったなっ
て思います。
数学は、前期のテキストをひたすら繰り返しました。
ええ、でも、私、結構、でも本当に数学、最初分からなくっ
て。1 回目のマンスリー 15 点だもん。なかなか、でも
テキスト5回回せてないと思います。なんか、そこまで、
時間取れなくって。他の教科のバランスとかも考えて。
でも、できない所は本当、4 周ぐらいはやったと思い
ます。最初、数学偏差値 37.8 ですよ。フッ。それから、
50 まで、2 回で到達して。ま、あと、いろいろ下がっ
たりもあったけど、最後、58.8。そう。アハ。最後、結構、
いけた。前期のテキストずうっと繰り返して、ま、基
本的に、それが一番大きかった。もう一回自分で解いて、
で、解けなかったら答えをもう一回にチェックしてっ
て、なんか、そ、考え方自体もよく分かってなくて、
もう本当、覚えるぐらいの勢いでやって、でも、その
本当に分からないときなんかは、なんでこの作業をし
なきゃいけないのかとか、分からなくなったら、もう
すぐ質問に行って、えっと、長澤先生とかに助けても
らった。そう。結構、でも本当に、意外と数学って、
なんか、経験値みたいなのも結構、大事になってくる
問題とかあるから、そういうのはもう本当に、流れを
覚えるぐらい復習してた気がします。でも、本当に、
前期のベーシックの数学のテキストが、一番力付いた
と思う。
物理は寺澤先生と数学、佐藤祐先生取ってたのかな。
佐藤祐先生めっちゃめちゃよかった。なんか、相性が
すごい良かった気がします。あと、物理の柳瀬先生。
そう。柳瀬先生も、なんかその、後期、スタに上がっ
てから授業に付いていけなくって助けてもらった。熱
力学は、多分、うーんと、金沢と女子医で多分、熱力
出てて、私、熱力だけは、本当結構、アッハ、得意で。あの、
寺澤先生の熱力、本当に分かりやすくて。本当、私で
も結構、できるぐらい、得意になったぐらい、本当に
分かりやすくて。でも、熱力来たときは、もうラッキー
と思って。取りにいって。取れて。そう。ほぼ、完答
してると思う。そじゃ、熱力が来た所は、結構、いい
成績が・・・。そう。女子医と金沢。埼玉は、多分、物理、
難し過ぎて、埼玉、本当に問題難し過ぎて、多分、あ
んま差がつかなかったのかな・・・。愛知は、もう本当に、
先生のおかげです。もう、いろんな先生のおかげ。ほぼ、

問題当たったのが多くて。テキストの、そう、テキスト、
その直前の、三井先生の授業のテキストとか、そのま
ま出たし。数学もそう、マンツープリントから、結構
出て。なんか、ボーナス加点がたくさんあったなって
いうイメージ。それはちゃんと復習したから覚えてたっ
てことで、やれって言われたことをきっちりやった。
本当に、今年は結構、大人のいうことを聞こうと思って。
フフ。やさぐれないで。

合格してみて思うこと：ウイークリーの重要性
と落ち込んでも休まないこと
結構、私は 1 学期からベーシックレベル、ずっと、最
初のほうは、ウイークリー受けてて、で、結構、その、やっ
ぱ、基礎的でありつつも、本当、入試本番でもこう、
出るような、重要な分野たくさんあるので、そこで点
数をしっかり取るっていうのは、結構、本当、大事だっ
たなって思います。マンスリー載れないから、せめて
ウイークリーだけでも載ってやろうって思って。結構、
名前載ると、うれしいから、モチベーション上がる。
ランキングに ( 名前が ) 出なかったときやマンスリーで
落ち込んだ時は、自習室で、泣いてたこともありますね。
でも、泣くとすっきりしちゃう感じ、結構、もう。もう次、
取れ、取ればいっかあみたいな。そう。なんか、そこ
で駄目になっちゃうのももったいないなあと思って。
だいぶ、成長したっていうか、だって、親に当たって
たのに、そう。本当に。何度も逃げたくて、もう、全部、
いろんなのに理由付けてもう。そう。一応、逃げたかっ
たかなって。アハハハ。一応、やり切った感は。最後まで。
さっきの少人数のとこ ( メディカルフォレスト ) に行っ
てたら、自分の位置もわからないまま落っこってたと
思います。間違いなく受かってない。うん。間違い、いや、
もう、本当、代官山じゃないと絶対、駄目だったと思う。
うん。本当、駄目人間だったから。こういう所じゃな
いと本当に、もう、駄目。絶対、無理。ウフ。絶対、無理。

最後になんか言い残したことがれば。
言い残したこと。何だろう。代官山への感謝。やっぱり、
その、そのいろんな予備校がコロナで、こうオンライ
ン授業になる中、やっぱ、4 月から、本当、対面授業で、
本当、授業受けられたっていうのが、本当にすごく大
きかったなあと思ってて。あのその、4 月からの対面
授業なかったら、やっぱ、こんなに成績伸びてないと
思うし。だから、本当にそこは、感謝しています。あと、
その、先生とかも、結構、感染症対策で、毎日、窓を
開けたり、もう本当に。もう大変だったと思う。雨の
日も、窓開けて・・・。
もうびちょびちょになったりして、本当大変だったと
思うんですけど、そういうところも徹底してくださっ
て・・・。本当に、ありがたい。1 日も体調崩したり
せずに通いきれたので、本当、先生がたのおかげだと
思ってます。現役の時は、映像授業、衛星予備校だっ
たので全然だった。いや、もう、集中力がもう、ぜんっ

ぜん違う。フッ。本当に。今も大学でオンライン授業
あるんですけど。ああ、もう、すぐ、違うこと考えるし。
ヒッ。もうなんか、パソコンとかで見て、他の通知来
たら、そっちすぐ行っちゃうし。もう絶対、対面じゃ
ないと駄目だと思う。
それと、2 次落ちしなかったこともですね、感謝です。
結構、運良かったのかな。いやあ、でも、本当、ヒロ
先生 ( 高橋浩先生 ) にも、結構、厳しいこと言われるぐ
らい、え、なんか普通に、愛知と女子医の対策してもらっ
たときも、なんか、「よくそれで本当、愛知補欠の番号
来たねえ」とか、普通に。言われるし、夏、マンツー取っ
てたときも、結構、しゃべれないから。高校時代のこ
と聞かれても、あんまり記憶ないから、答えられなくて。
もう、つくるしか、そう、だから、でっち上げるしか。
フッ。そう、でも、やっぱ、ヒロ先生、すごい。すごいです。
いろいろアドバイスしてもらって、そのとおり、本当
にやりました。あ、結構、2 次回ってきたってことは、
本当に 4 校とも 2 次来たってことは、2 次対策がよかっ
たってことで・・・。一個も落ちてないんで。
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しか取れないんで。私もともと、化学を高 3 で諦めて、
ほぼ勉強してないっていう。だから、去年受けたのが、
帝京と東海で、化学切って受けたって感じ。3 科目で
受けれる所・・・。そこしかない、フッ。ちょっとな
めてるっていう。歯学部も落ちて、じゃもう、絶望の
どん底。本当にそんな感じ。親もやっぱり、浪人する
なら東京でやったほうが絶対いいって言ってたから、
もう乗っかって、よし、家出ようみたいな。少人数の
小さい予備校は、んー、親が、やっぱメンタルが弱い
から、こういう競争、代官山ってなんか、競争させら
れるから、なんかその中で絶対付いていけないって、
多分、考えたらしく。なんか、少人数の所で手厚くやっ
てもらったほうがいいんじゃないかってことで。エッ
ヘヘ。フッ。お母さんは、特に、んー、なんか私も、なんか、
少人数の小さい予備校のほうが、最初はいいかなあっ
て。でえ、自分も、そういうふうに思ってたんです。
半分決めてたっていうか、もう、メディカルフォレス
トさんに。多分、通うんだなあと思って。そう。自由
が丘にあって。ちょっと、土地勘があんまりないから、
向こうも見てきました。でも、やっぱり、授業数は少
ないし、なんか、うーん、生徒も少なかったから、やっぱ、
自分に甘いから、ここじゃ無理かなって、正直思った。
フッ。フッ。うーん。お母さんには、もう、そのメディ
カルフォレスト見に行った後に代官山に来て、で、もう、
代官山の外出たときに、もう「やっぱこっちがいい」っ
て言って、フッ。代官山にした。入ってみたら、草野(東
京女子医科大進学 ) と河野廉太郎 ( 福岡大医学部進学 )
がいて、フッフッ、ビックリして、もともと幼なじみだっ
たから。小学校一緒で。廉太郎も一緒で。草野と廉太
郎は県高で、私だけ中学受験しちゃったからそこで別々
に。なっちゃった。

マンスリーはすごく気にしてました。

んですけど、なんか、三上先生に、一回その夜間で厳
しく言われたっていうか。そんなに厳しく言われては
ないけど、なんか、もっと自分で考えろって、すごい
言われて。そんときに、なんか、ああ、もっと自分で
確かに理論化学とか考えないとできるようにならない
なと思って。そっから結構、意識変わって。まず自分
で資料集とか見て、調べたりしてから、やって。で、
その自分の考えを、先生に質問して、合ってるかどう
か聞くっていうのを、結構、やった気がします。うーん。
なんか、理論化学は、なんか結構、流れみたいなの大
切だから、公式だけ覚えてるだけじゃ、その分からな
いことも多かったから、それはかなり力になったなっ
て思います。
数学は、前期のテキストをひたすら繰り返しました。
ええ、でも、私、結構、でも本当に数学、最初分からなくっ
て。1 回目のマンスリー 15 点だもん。なかなか、でも
テキスト5回回せてないと思います。なんか、そこまで、
時間取れなくって。他の教科のバランスとかも考えて。
でも、できない所は本当、4 周ぐらいはやったと思い
ます。最初、数学偏差値 37.8 ですよ。フッ。それから、
50 まで、2 回で到達して。ま、あと、いろいろ下がっ
たりもあったけど、最後、58.8。そう。アハ。最後、結構、
いけた。前期のテキストずうっと繰り返して、ま、基
本的に、それが一番大きかった。もう一回自分で解いて、
で、解けなかったら答えをもう一回にチェックしてっ
て、なんか、そ、考え方自体もよく分かってなくて、
もう本当、覚えるぐらいの勢いでやって、でも、その
本当に分からないときなんかは、なんでこの作業をし
なきゃいけないのかとか、分からなくなったら、もう
すぐ質問に行って、えっと、長澤先生とかに助けても
らった。そう。結構、でも本当に、意外と数学って、
なんか、経験値みたいなのも結構、大事になってくる
問題とかあるから、そういうのはもう本当に、流れを
覚えるぐらい復習してた気がします。でも、本当に、
前期のベーシックの数学のテキストが、一番力付いた
と思う。
物理は寺澤先生と数学、佐藤祐先生取ってたのかな。
佐藤祐先生めっちゃめちゃよかった。なんか、相性が
すごい良かった気がします。あと、物理の柳瀬先生。
そう。柳瀬先生も、なんかその、後期、スタに上がっ
てから授業に付いていけなくって助けてもらった。熱
力学は、多分、うーんと、金沢と女子医で多分、熱力
出てて、私、熱力だけは、本当結構、アッハ、得意で。あの、
寺澤先生の熱力、本当に分かりやすくて。本当、私で
も結構、できるぐらい、得意になったぐらい、本当に
分かりやすくて。でも、熱力来たときは、もうラッキー
と思って。取りにいって。取れて。そう。ほぼ、完答
してると思う。そじゃ、熱力が来た所は、結構、いい
成績が・・・。そう。女子医と金沢。埼玉は、多分、物理、
難し過ぎて、埼玉、本当に問題難し過ぎて、多分、あ
んま差がつかなかったのかな・・・。愛知は、もう本当に、
先生のおかげです。もう、いろんな先生のおかげ。ほぼ、

問題当たったのが多くて。テキストの、そう、テキスト、
その直前の、三井先生の授業のテキストとか、そのま
ま出たし。数学もそう、マンツープリントから、結構
出て。なんか、ボーナス加点がたくさんあったなって
いうイメージ。それはちゃんと復習したから覚えてたっ
てことで、やれって言われたことをきっちりやった。
本当に、今年は結構、大人のいうことを聞こうと思って。
フフ。やさぐれないで。

合格してみて思うこと：ウイークリーの重要性
と落ち込んでも休まないこと
結構、私は 1 学期からベーシックレベル、ずっと、最
初のほうは、ウイークリー受けてて、で、結構、その、やっ
ぱ、基礎的でありつつも、本当、入試本番でもこう、
出るような、重要な分野たくさんあるので、そこで点
数をしっかり取るっていうのは、結構、本当、大事だっ
たなって思います。マンスリー載れないから、せめて
ウイークリーだけでも載ってやろうって思って。結構、
名前載ると、うれしいから、モチベーション上がる。
ランキングに ( 名前が ) 出なかったときやマンスリーで
落ち込んだ時は、自習室で、泣いてたこともありますね。
でも、泣くとすっきりしちゃう感じ、結構、もう。もう次、
取れ、取ればいっかあみたいな。そう。なんか、そこ
で駄目になっちゃうのももったいないなあと思って。
だいぶ、成長したっていうか、だって、親に当たって
たのに、そう。本当に。何度も逃げたくて、もう、全部、
いろんなのに理由付けてもう。そう。一応、逃げたかっ
たかなって。アハハハ。一応、やり切った感は。最後まで。
さっきの少人数のとこ ( メディカルフォレスト ) に行っ
てたら、自分の位置もわからないまま落っこってたと
思います。間違いなく受かってない。うん。間違い、いや、
もう、本当、代官山じゃないと絶対、駄目だったと思う。
うん。本当、駄目人間だったから。こういう所じゃな
いと本当に、もう、駄目。絶対、無理。ウフ。絶対、無理。

最後になんか言い残したことがれば。
言い残したこと。何だろう。代官山への感謝。やっぱり、
その、そのいろんな予備校がコロナで、こうオンライ
ン授業になる中、やっぱ、4 月から、本当、対面授業で、
本当、授業受けられたっていうのが、本当にすごく大
きかったなあと思ってて。あのその、4 月からの対面
授業なかったら、やっぱ、こんなに成績伸びてないと
思うし。だから、本当にそこは、感謝しています。あと、
その、先生とかも、結構、感染症対策で、毎日、窓を
開けたり、もう本当に。もう大変だったと思う。雨の
日も、窓開けて・・・。
もうびちょびちょになったりして、本当大変だったと
思うんですけど、そういうところも徹底してくださっ
て・・・。本当に、ありがたい。1 日も体調崩したり
せずに通いきれたので、本当、先生がたのおかげだと
思ってます。現役の時は、映像授業、衛星予備校だっ
たので全然だった。いや、もう、集中力がもう、ぜんっ

ぜん違う。フッ。本当に。今も大学でオンライン授業
あるんですけど。ああ、もう、すぐ、違うこと考えるし。
ヒッ。もうなんか、パソコンとかで見て、他の通知来
たら、そっちすぐ行っちゃうし。もう絶対、対面じゃ
ないと駄目だと思う。
それと、2 次落ちしなかったこともですね、感謝です。
結構、運良かったのかな。いやあ、でも、本当、ヒロ
先生 ( 高橋浩先生 ) にも、結構、厳しいこと言われるぐ
らい、え、なんか普通に、愛知と女子医の対策してもらっ
たときも、なんか、「よくそれで本当、愛知補欠の番号
来たねえ」とか、普通に。言われるし、夏、マンツー取っ
てたときも、結構、しゃべれないから。高校時代のこ
と聞かれても、あんまり記憶ないから、答えられなくて。
もう、つくるしか、そう、だから、でっち上げるしか。
フッ。そう、でも、やっぱ、ヒロ先生、すごい。すごいです。
いろいろアドバイスしてもらって、そのとおり、本当
にやりました。あ、結構、2 次回ってきたってことは、
本当に 4 校とも 2 次来たってことは、2 次対策がよかっ
たってことで・・・。一個も落ちてないんで。
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卒 業 生 が 語 る

WAY TO SUCCESS

合格への
軌跡2021年

東京医科大
愛知医科大
東邦大医学部
杏林大医学部

2次合格
　　　2次正規合格

2次合格
2次合格

本当、基本的な教養がないんで、
常識がないんで、”ブラックリスト”(面接要注意)

に入ってるんすよ。いや、論理性とか、
本当にゼロで、ヤバかったす、ほんと

ヒロさん(高橋浩先生)のおかげですね。
東京医科大進学　大塚 新太郎 君(桐蔭学園高校卒)
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1 次受かったところ、2 次受かったところ、進
学先を教えてください。
はい。大塚新太郎です。進学先は東京医科大学に進学
しました。1 次受かったところは、愛知医大、岩手医大、
杏林と帝京、で、東邦、それと、昭和Ⅰ期、あと東医。
2 次が来たところは愛知と東邦と、杏林と東医。7 戦 4
勝みたいな感じです。最初は、なんか高 1 のときかな
んか、他の医専予備校とか、英語だけの塾とか、そう、
なんか合わせて３つぐらい掛け持ちしてたんですけど、
どこだっけな、医専で赤羽橋に生徒が 2 人ぐらいの塾
があって、あとは、高校の近くのちっちゃい塾と、あ
とは、あれっすね、市ヶ谷の T 医進学院に行ってました。
その、高校の近くは、英語だけで、P●東京は、英語と
数学。で、T 医進学院で、理科と数学。え、ちょっと数、
数弱だったんで。今思えば、すごく士気が低くて。あ
んま、やる気が出なかったっす。で、まあ、ちっとなんか、
その一つの塾に絞りたいなってことで、なんか全部の
塾に、まあ、不満もあったんで、高３から、この塾に
絞ろうかなってことで、代官山 MEDICAL を。まあ、一
つに絞りたかったんで。不満は、英語の塾はなかった
んですけど、他のちょっと二つが、あまり良くなかっ
たなっていう。人が少ないんすよ。全然いない。実績
とか。

現役のとき、それなりに頑張って 1次が出たけ
ど、やっぱり何が足りなかったと思いますか。
高校の時、現役の時、聖マ、1 次 1 個、受かったんす
けど…、まあ、今年浪人になって思ったんですけど、
振り返ってみて、頭の使い方とか、思考力が足りなかっ
たなって思います。いや、浪人になって最初、M1 に
入れたんですけど、ちょっと周りのレベルが高過ぎて、
やっぱ、ちょっとこれ、全然自分、考えられていない
んだなって自覚して、肌感覚で、そっから結構、考え
るようにはなりました。浪人してっすね。現役んときは、
もう、ちょっと努力が足りてなかったなと。え、なんか、
ただ、無心で手を動かしていただけなんですよ、現役
んときは。そう、頭を使わずに。いや、1 浪んときには、
なんかその問題の中でも、なんかどこが大事なんだろ
うとか。そう、なんかピンポイントで、全部要所要所
押さえてったところが、良かったかなって思いました。
東医は53(補欠番号)っすね。そうっすね。それで、結局、
回って来て。なんとか、2 回目発表 ( 東医の 2 回目補
欠発表 ) だったんで。1 回は、1 回目 ( 補欠繰り上げ )
発表は、たしか38か7、とか。そこら辺でストップ。で、
蹴っちゃったやつは蹴っちゃって…、はい、ほっとし
ました。でも、なんかたまんなく不安で、1 回目の発
表前から、石井先生のとこに行って、なんか、東医 ( 僕
回って ) 来ますかって、結構質問っていうか、聞きに
いちゃってて、え、元が心配性で、え、不安だったん
すよね。でも、ちゃんと相談乗ってくれて、え、石井
先生は優しいっす。アッハハハ、ハー。本当。助かり
ました。アッハハ。いや。だって何回行ったか、覚え

てない、先生んところ、相談に。先生忙しいころに、でも、
僕のために時間取ってくれて。いや、そうっすね、一
生懸命、一応、本当、忙しいの知ってます。
でも、今年、東医うち、多いっす。11？11人っすね。え、
鈴木優と ( 松脇 ) 伊吹と、あと、現役が 2 人と。あと
鈴木雄哉と、(鈴木)航大。スズキばっかり、ハハハハハ。
いや、今年、なんかスズキ 6 人いるっす , 東医の中に、
あと、近藤有香。あ、あと国香。あともう一人いたな。あ、
そう、グループ LINE があるんで、なんか、誰が受かっ
たんだろうなって調べて、そうなんす。あ、あと、益田っ
すね。アッハハ。
今年、東医結構、小問系は結構、好きだったんで。
301 が合格最低点かな。500 点満点で。成績開示でき
るんすよ、東医。受かって ( 開示 ) できるんすよ。アッ
ハハ、ハハ。英語は ( 制限時間内に ) 終わってないっす。
英語終わってないっす。量が多過ぎて。最後がなんか
日本語の、なんか加わったんすよ ,新しく。そこが、丸々
1 個終わってない。和訳っていうか、日本語で示せみ
たいな。マークじゃなくて書くとこがあって、みんな
できないかなって思って。マークのほうに時間使って
ました。マークのほうは終わりました。数学が77点で、
物理が 69 で、化学が 54 で、英語が 67。合計が、面接
20 点、小論文 30 点で、317。500 点満点っす。面接が
40点で小論が60点なんすよ。あれ、いや、100点、100点、
100 点、100 点で。いや、なんか大体、受かってる人は、
小論面接で、合計して 50 点以上の人が多かったす。で
結構、301 が最低で、317 って割とぎりぎり。16 点差で。
あ、それで補欠だったんだって。なんか自己採点だと、
なんか 4 ミスぐらいかなって思ったんすけど、もう
ちょっとミスってたかな。でも、結構、数学で助かった、
数学で。そうっすね。

浪人生活突入で、途中へこんだときとかはどの
ように？
いや、だいぶ、へこみました。メンタル。取りあえず、
石井先生のとこ行って。もう、そんときに、なんか「失
敗するだけ失敗しろ、失敗からなにか教訓得るって」
みたいな、言われた。「君は一回、普通に失敗したほう
がいいよ」みたいなって言われて、割と心を救われま
した。それから、その緊張しない自分なりのルーティー
ンみたいなのを作ったんす。え、この、この腕を伸ば
して、そう、本当に、本気でその試験始まる 10 秒前に
こうやって、こうやって伸ばして、で、背でってやる
と緊張、取れるんすよ。これ、まじで。え、だから、そう、
そっから上がってって、本番でもやって、ずっとやっ
てました、マンスリーごとに。今でもやってる。
腕をこう組んで、前にこう伸ばして、こうほどいて、
それ1回やって京極(東京慈恵会医科大進学：京極政樹)
がなんか 1 回なんか、どっかで失敗かなんかしたとき
に、「これ、やってみるといいよ」って、失敗してました。
アッハハ、ハハ、ハハ。もう一回失敗してた、失敗し
てます。ウフ。だから、ちょっとあんま、効き目はな

と仲良くしますね。そう、なんかヤマちゃん ( 東京慈
恵会医科大進学：山田祐輔 ) とマチダとマチパン（日
本医科大進学：町田慧）と、3 人でなんか物理の問題
をその試験直前まで解いてて、あの 2 人結局、慈恵と
日医だったんですけど、なんか最後まで頭いい人たち
と勉強できてよかったなっていうのが大きいですね。
そのトップの数学の人たちで集まって、そこはやって
て。物理は、3 人でやっててよかったです。数学は俺、
入ってないんですけど、アハハハハハ。周りが頭が良
すぎて、ちょっと自己嫌悪になりそうだったんで、エヘ。
俺、止めとこっかなって思って、元から数弱で。簡単
な問題は解けるけど、あの人たちがやるの、日医とか
だから。
もう復習はしてましたね、3 周ぐらいはしてたけど。3
周はしてました。いや、もう、だいぶ数学に時間、持っ
てかれましたから。そのおかげがありましたね。でも、
なんか、他のも結構、現役んときとは段違い伸びまし
たね。
でも、化学はちょっと結構、微妙なんすよね。知識は
増えたけど、もう、伸びないんすよ。あんま。いや、ハハ。
いや、化学変わってないんすよ、本当。

数学や化学は伸びましたか？
なんか、一般化するのなんか、薄先生が言ってたこと
全部なんですけど、そう、なんか一般化して、大事な
ところだけをピンポイントで押さえて。で、そう、な
んか初見の問題が来たときに、なんか貯蓄があって、
そのピンポイントで、あ、これはこれだ、これはこれだっ
て、どんどん入れてくみたいなイメージ、なんです。
初見の問題を見て、これ、これじゃないの、あれ、あ
れじゃないの、みたいな。そうそうそう。知識を。うーん。
それで、取れましたね、ずっと。ずっと平パンに教わっ
ていたんで、なんか戦い方が平パンと似てるんですよ。
問題を暗記して、ハハハハハ、暗記っていうか、まあ、
重要なところは暗記して、だから、その量が人より多
いんすよ、自分は。でも、なんか暗記、割といけたんで。
もう、ガチ定番は、全部頭に入れて。そうっすね。それで、
まあ、あのー、定番じゃないのが出たら捨てて、定番
にちょっといけそうなやつは、自分の領域まで持って
きて、そんな感じ。
化学は具体的にやっぱ戦い方が無かったってか、何て
いうんだろう。化学は、でもある程度覚えたら、そっ
から先は多分、センスなんすよ。その慈恵とか、日医
レベルとかまで来ると、本当のなんか頭の良さが、出
るんですよ。僕は、センスは無かった、そうっすね。
詰め込むだけは詰め込んで、暗記はちゃんとしてまし
た。センスとかも磨くのも、いや、限界ってあるんすよ。
この人には敵わないみたいな。あとなんか、中学とか、
その多分、小学校とかで培われた思考力とか。

物理は？
物理は、本当、もう、寺澤先生、恩師ですね。寺澤先

生はすごい、基礎を大事にする先生だけど、それが良
かった、そうっす。なんか寺澤先生のやり方が、野村
先生とか小澤先生みたいな先生とは、ちょっと違って、
失礼かもしんないけどなんか、元からなんか、頭、そ
んな使えない人でも、そう、なんか分かりやすく解け
るみたいなやり方で、それが、一応、自分に合ってた
みたいな感じっすね。なんか、すごい分かれるんですよ。
野村派か、寺澤派。ハハハハ。でも、寺澤先生の解き方、
そんな、そう、最短距離じゃないんすよ、でも、絶対、
解けるやり方なんですよ。まあ、あのー、時間はかかっ
ても絶対、解けるぞみたいな。そっちのほうが自分には。
合ってた。めちゃくちゃ分かりやすいっす。例えば、
これは、こうやってこうやってって、解き方を決めて
くれるんすよ、そもそも。でも、自分の暗記と合って
たんすよ、そこが。その解き方を覚えてるだけで、あ、
全部の問題が解けるらしいですね。寺澤先生が決めた
通りに解いてく、まあ、でも、やり方しか知らないんで、
そのやり方しかできないんすよ。だから、時間がある
限りは、手が動くかみたいな。東医だって 69 点、物理。
まあまあ。健闘しました。

小論文・面接は自信はありましたか？
本当、あの、基本的な教養が身に付いてないんですよ。
そう、常識がないんすよ。多分、ブラックリストに入っ
てるんすよ。てか、入ってるんす。アッハハハ。いや、
本当、論理性とか、本当にゼロで。マンツー取る前は。
まだ、そう、マンツーめちゃくちゃ取ってたんで、その、
自分だけなんですけど、春から取ってたんですよ。小
論文マンツーを。受験期前まで、ずっと。それで、ま、
ある程度、ていうかもう、ヒロさん ( 高橋浩先生 ) のお
かげですね。勉強ができるようになったのは。そっから、
いろいろなんか、「え、君、もっと早く考えなよ」とか、俺、
やっぱ頭回んないんだみたいなことを思い知らされて、
これ、やばいかなって思って、面接・小論の勉強頑張っ
てました。素養っていうか、その下地がないって感じ。
一般常識も多分無いと思います。周りよりは、全然。
どうなんすかね、空気は多分、人並みに、人並みに、
と思いますけど。ハハハ。でも、まあ、面接点が 20 点
だから、これは、多分、あんま出しちゃいけないんす
けど、ヤマちゃん、満点なんす、東医の面接。いや、
ヤマちゃんも開示して、俺に ( メール ) 送ってきて。東
医の面接、満点で、小論は、30 点で、同じぐらいっすね。

最後に何か、また後輩たちにアドバイスなどあ
れば、お願いします。
周りの人に感謝ですね。いや、本当に、まあ、一番最
初に話し掛けてくれた京極とか。もう、無理だったん
すよ、もう正直、友達つくんないとか、無理で、絶対。
でも、食べる友達とかはいらないけど、最初に M1 で、
自分の頭じゃついていけなくて、でも、周りは普通に
関わって仲良くしてくれて。そうっすね。頭いい人た
ちと一緒にいれる空間が良かったっすね。多分、東医

とか、受かってないっす。代官山じゃないと、だ、これ、
みんな浪人生、言うんすけど、こ、本当に、受かんな
いんすよ。代官山じゃないと、本当に。そこは、とて
も感謝しています。チューター、チューターとか空い
てないっすか。やろっかな。あと、アドバイスってい
うほどのものじゃないんすけど、自分が、結構、伸び
たかなっていうのは、そのまあ、周りのおかげってい
うのもあるんすけど、ただ、先生に質問していくんじゃ
なくて、具体的に質問をなんか何が分かんないのかを
明確にして、質問にしに行ったほうが、そっちのほう
が先生も答えやすいし、自分ももっと理解が深まるの
かなって、思いました。そこは、気を付けてましたね。で、
質問に行く前に、いろいろ整理、そうっすね。分から
ないとこがどこなのかなって。じゃ、ここも…て、整
理してたら、なんかあれ？　質問がなくなったみたい
な。それはまあ、それでです。そういうときもまあ、
たまに。でも、ちゃんと、どこはどういうふうに分か
んないかとか、どこまで分かってるかみたいなのをちゃ
んと整理して、質問に行くことができたから、受かっ
たんだと思うし、まあ。
例えば物理とかだったら、考え方は違うんだけど、な
んか、どっちも成立してるんすよ。解き方として。成
立してるけど、なんか、どこが違うのかなとか。なんか、
どっから、何が違ってそういう違う考え方になってる
のかなあみたいな、のを、分かったら、なんか、結構、
自分は成長したなと思いましたね。そう、だから、な
んか 1 人にはあんま絞んないけど
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てない、先生んところ、相談に。先生忙しいころに、でも、
僕のために時間取ってくれて。いや、そうっすね、一
生懸命、一応、本当、忙しいの知ってます。
でも、今年、東医うち、多いっす。11？11人っすね。え、
鈴木優と ( 松脇 ) 伊吹と、あと、現役が 2 人と。あと
鈴木雄哉と、(鈴木)航大。スズキばっかり、ハハハハハ。
いや、今年、なんかスズキ 6 人いるっす , 東医の中に、
あと、近藤有香。あ、あと国香。あともう一人いたな。あ、
そう、グループ LINE があるんで、なんか、誰が受かっ
たんだろうなって調べて、そうなんす。あ、あと、益田っ
すね。アッハハ。
今年、東医結構、小問系は結構、好きだったんで。
301 が合格最低点かな。500 点満点で。成績開示でき
るんすよ、東医。受かって ( 開示 ) できるんすよ。アッ
ハハ、ハハ。英語は ( 制限時間内に ) 終わってないっす。
英語終わってないっす。量が多過ぎて。最後がなんか
日本語の、なんか加わったんすよ ,新しく。そこが、丸々
1 個終わってない。和訳っていうか、日本語で示せみ
たいな。マークじゃなくて書くとこがあって、みんな
できないかなって思って。マークのほうに時間使って
ました。マークのほうは終わりました。数学が77点で、
物理が 69 で、化学が 54 で、英語が 67。合計が、面接
20 点、小論文 30 点で、317。500 点満点っす。面接が
40点で小論が60点なんすよ。あれ、いや、100点、100点、
100 点、100 点で。いや、なんか大体、受かってる人は、
小論面接で、合計して 50 点以上の人が多かったす。で
結構、301 が最低で、317 って割とぎりぎり。16 点差で。
あ、それで補欠だったんだって。なんか自己採点だと、
なんか 4 ミスぐらいかなって思ったんすけど、もう
ちょっとミスってたかな。でも、結構、数学で助かった、
数学で。そうっすね。

浪人生活突入で、途中へこんだときとかはどの
ように？
いや、だいぶ、へこみました。メンタル。取りあえず、
石井先生のとこ行って。もう、そんときに、なんか「失
敗するだけ失敗しろ、失敗からなにか教訓得るって」
みたいな、言われた。「君は一回、普通に失敗したほう
がいいよ」みたいなって言われて、割と心を救われま
した。それから、その緊張しない自分なりのルーティー
ンみたいなのを作ったんす。え、この、この腕を伸ば
して、そう、本当に、本気でその試験始まる 10 秒前に
こうやって、こうやって伸ばして、で、背でってやる
と緊張、取れるんすよ。これ、まじで。え、だから、そう、
そっから上がってって、本番でもやって、ずっとやっ
てました、マンスリーごとに。今でもやってる。
腕をこう組んで、前にこう伸ばして、こうほどいて、
それ1回やって京極(東京慈恵会医科大進学：京極政樹)
がなんか 1 回なんか、どっかで失敗かなんかしたとき
に、「これ、やってみるといいよ」って、失敗してました。
アッハハ、ハハ、ハハ。もう一回失敗してた、失敗し
てます。ウフ。だから、ちょっとあんま、効き目はな

いと思います。そう、ちょっと仲悪いんで。いや、仲
悪いんすよ。ちょっと諸事情があって。

浪人の 1年で、自分自身、変わったなあと思う
ことは。
いや、もう、本当、現役よりかは、自分的にはもう、めっ
ちゃ成長した感じがしますね。なんか頭ん中で考える
力とか。現役で、聖マ 2 次 ( 合格 ) 来てて、行ってたら、
留年してましたね。アッハハ。いや、本当に。本当に。え、
でも、多分、最初に M1 に入れたことが、めっちゃで
かかったっすね。でも、M1 から、最後、M3 に落ちま
したけど。そうっすね。M…M1、M2、M3って感じ。いや、
でも、まあ、石井先生に、なんか順位的にはまじで、
M5 ぐらいまで落ちる順位だったんですよ。でも、めっ
ちゃショック受けて、石井先生に「ちょっと M3 にし
ていただけないでしょうか」みたいな。アッハハ、ハハ。
うん、言っちゃった。M3 がいいなあ、みたいに、ちょっ
となんか、「M3 にしてもらえないですかね」みたいな。
俺、ちょっと、言っちゃ駄目かもしんないっすけど、
M3 がいいなあ、て言ったら、アハ。M3 にしてくれて、
それで、もうそっから、え、元からなんか M1 は無理だっ
たんすよ。テキストレベル見ても。M1のTOPレベルは、
もう証明とかばっかで、なんか自分がいるようなレベ
ルじゃないなって思って。M3 ぐらい、M3 ぐらいって
言っちゃあれだけど。なんかトップからスタンダード
行くのもちょっとあれかなって思って、アハ、ハイな
らまだ、メンツが保てるかなってことで、M3 にして
もらいました。ま、どんなにまじくそな点とっても、
M１から A9 にまで急降下はないらしくて、1 か月先、
2 か月先を見据えて、僕がその先の伸びるようなレベ
ルを、テキストを合わせてクラスを決めてくれました、
エッヘ。
いい友達が、見つかりました。ヤマちゃんとは、ずーっ

と仲良くしますね。そう、なんかヤマちゃん ( 東京慈
恵会医科大進学：山田祐輔 ) とマチダとマチパン（日
本医科大進学：町田慧）と、3 人でなんか物理の問題
をその試験直前まで解いてて、あの 2 人結局、慈恵と
日医だったんですけど、なんか最後まで頭いい人たち
と勉強できてよかったなっていうのが大きいですね。
そのトップの数学の人たちで集まって、そこはやって
て。物理は、3 人でやっててよかったです。数学は俺、
入ってないんですけど、アハハハハハ。周りが頭が良
すぎて、ちょっと自己嫌悪になりそうだったんで、エヘ。
俺、止めとこっかなって思って、元から数弱で。簡単
な問題は解けるけど、あの人たちがやるの、日医とか
だから。
もう復習はしてましたね、3 周ぐらいはしてたけど。3
周はしてました。いや、もう、だいぶ数学に時間、持っ
てかれましたから。そのおかげがありましたね。でも、
なんか、他のも結構、現役んときとは段違い伸びまし
たね。
でも、化学はちょっと結構、微妙なんすよね。知識は
増えたけど、もう、伸びないんすよ。あんま。いや、ハハ。
いや、化学変わってないんすよ、本当。

数学や化学は伸びましたか？
なんか、一般化するのなんか、薄先生が言ってたこと
全部なんですけど、そう、なんか一般化して、大事な
ところだけをピンポイントで押さえて。で、そう、な
んか初見の問題が来たときに、なんか貯蓄があって、
そのピンポイントで、あ、これはこれだ、これはこれだっ
て、どんどん入れてくみたいなイメージ、なんです。
初見の問題を見て、これ、これじゃないの、あれ、あ
れじゃないの、みたいな。そうそうそう。知識を。うーん。
それで、取れましたね、ずっと。ずっと平パンに教わっ
ていたんで、なんか戦い方が平パンと似てるんですよ。
問題を暗記して、ハハハハハ、暗記っていうか、まあ、
重要なところは暗記して、だから、その量が人より多
いんすよ、自分は。でも、なんか暗記、割といけたんで。
もう、ガチ定番は、全部頭に入れて。そうっすね。それで、
まあ、あのー、定番じゃないのが出たら捨てて、定番
にちょっといけそうなやつは、自分の領域まで持って
きて、そんな感じ。
化学は具体的にやっぱ戦い方が無かったってか、何て
いうんだろう。化学は、でもある程度覚えたら、そっ
から先は多分、センスなんすよ。その慈恵とか、日医
レベルとかまで来ると、本当のなんか頭の良さが、出
るんですよ。僕は、センスは無かった、そうっすね。
詰め込むだけは詰め込んで、暗記はちゃんとしてまし
た。センスとかも磨くのも、いや、限界ってあるんすよ。
この人には敵わないみたいな。あとなんか、中学とか、
その多分、小学校とかで培われた思考力とか。

物理は？
物理は、本当、もう、寺澤先生、恩師ですね。寺澤先

生はすごい、基礎を大事にする先生だけど、それが良
かった、そうっす。なんか寺澤先生のやり方が、野村
先生とか小澤先生みたいな先生とは、ちょっと違って、
失礼かもしんないけどなんか、元からなんか、頭、そ
んな使えない人でも、そう、なんか分かりやすく解け
るみたいなやり方で、それが、一応、自分に合ってた
みたいな感じっすね。なんか、すごい分かれるんですよ。
野村派か、寺澤派。ハハハハ。でも、寺澤先生の解き方、
そんな、そう、最短距離じゃないんすよ、でも、絶対、
解けるやり方なんですよ。まあ、あのー、時間はかかっ
ても絶対、解けるぞみたいな。そっちのほうが自分には。
合ってた。めちゃくちゃ分かりやすいっす。例えば、
これは、こうやってこうやってって、解き方を決めて
くれるんすよ、そもそも。でも、自分の暗記と合って
たんすよ、そこが。その解き方を覚えてるだけで、あ、
全部の問題が解けるらしいですね。寺澤先生が決めた
通りに解いてく、まあ、でも、やり方しか知らないんで、
そのやり方しかできないんすよ。だから、時間がある
限りは、手が動くかみたいな。東医だって 69 点、物理。
まあまあ。健闘しました。

小論文・面接は自信はありましたか？
本当、あの、基本的な教養が身に付いてないんですよ。
そう、常識がないんすよ。多分、ブラックリストに入っ
てるんすよ。てか、入ってるんす。アッハハハ。いや、
本当、論理性とか、本当にゼロで。マンツー取る前は。
まだ、そう、マンツーめちゃくちゃ取ってたんで、その、
自分だけなんですけど、春から取ってたんですよ。小
論文マンツーを。受験期前まで、ずっと。それで、ま、
ある程度、ていうかもう、ヒロさん ( 高橋浩先生 ) のお
かげですね。勉強ができるようになったのは。そっから、
いろいろなんか、「え、君、もっと早く考えなよ」とか、俺、
やっぱ頭回んないんだみたいなことを思い知らされて、
これ、やばいかなって思って、面接・小論の勉強頑張っ
てました。素養っていうか、その下地がないって感じ。
一般常識も多分無いと思います。周りよりは、全然。
どうなんすかね、空気は多分、人並みに、人並みに、
と思いますけど。ハハハ。でも、まあ、面接点が 20 点
だから、これは、多分、あんま出しちゃいけないんす
けど、ヤマちゃん、満点なんす、東医の面接。いや、
ヤマちゃんも開示して、俺に ( メール ) 送ってきて。東
医の面接、満点で、小論は、30 点で、同じぐらいっすね。

最後に何か、また後輩たちにアドバイスなどあ
れば、お願いします。
周りの人に感謝ですね。いや、本当に、まあ、一番最
初に話し掛けてくれた京極とか。もう、無理だったん
すよ、もう正直、友達つくんないとか、無理で、絶対。
でも、食べる友達とかはいらないけど、最初に M1 で、
自分の頭じゃついていけなくて、でも、周りは普通に
関わって仲良くしてくれて。そうっすね。頭いい人た
ちと一緒にいれる空間が良かったっすね。多分、東医

とか、受かってないっす。代官山じゃないと、だ、これ、
みんな浪人生、言うんすけど、こ、本当に、受かんな
いんすよ。代官山じゃないと、本当に。そこは、とて
も感謝しています。チューター、チューターとか空い
てないっすか。やろっかな。あと、アドバイスってい
うほどのものじゃないんすけど、自分が、結構、伸び
たかなっていうのは、そのまあ、周りのおかげってい
うのもあるんすけど、ただ、先生に質問していくんじゃ
なくて、具体的に質問をなんか何が分かんないのかを
明確にして、質問にしに行ったほうが、そっちのほう
が先生も答えやすいし、自分ももっと理解が深まるの
かなって、思いました。そこは、気を付けてましたね。で、
質問に行く前に、いろいろ整理、そうっすね。分から
ないとこがどこなのかなって。じゃ、ここも…て、整
理してたら、なんかあれ？　質問がなくなったみたい
な。それはまあ、それでです。そういうときもまあ、
たまに。でも、ちゃんと、どこはどういうふうに分か
んないかとか、どこまで分かってるかみたいなのをちゃ
んと整理して、質問に行くことができたから、受かっ
たんだと思うし、まあ。
例えば物理とかだったら、考え方は違うんだけど、な
んか、どっちも成立してるんすよ。解き方として。成
立してるけど、なんか、どこが違うのかなとか。なんか、
どっから、何が違ってそういう違う考え方になってる
のかなあみたいな、のを、分かったら、なんか、結構、
自分は成長したなと思いましたね。そう、だから、な
んか 1 人にはあんま絞んないけど
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てない、先生んところ、相談に。先生忙しいころに、でも、
僕のために時間取ってくれて。いや、そうっすね、一
生懸命、一応、本当、忙しいの知ってます。
でも、今年、東医うち、多いっす。11？11人っすね。え、
鈴木優と ( 松脇 ) 伊吹と、あと、現役が 2 人と。あと
鈴木雄哉と、(鈴木)航大。スズキばっかり、ハハハハハ。
いや、今年、なんかスズキ 6 人いるっす , 東医の中に、
あと、近藤有香。あ、あと国香。あともう一人いたな。あ、
そう、グループ LINE があるんで、なんか、誰が受かっ
たんだろうなって調べて、そうなんす。あ、あと、益田っ
すね。アッハハ。
今年、東医結構、小問系は結構、好きだったんで。
301 が合格最低点かな。500 点満点で。成績開示でき
るんすよ、東医。受かって ( 開示 ) できるんすよ。アッ
ハハ、ハハ。英語は ( 制限時間内に ) 終わってないっす。
英語終わってないっす。量が多過ぎて。最後がなんか
日本語の、なんか加わったんすよ ,新しく。そこが、丸々
1 個終わってない。和訳っていうか、日本語で示せみ
たいな。マークじゃなくて書くとこがあって、みんな
できないかなって思って。マークのほうに時間使って
ました。マークのほうは終わりました。数学が77点で、
物理が 69 で、化学が 54 で、英語が 67。合計が、面接
20 点、小論文 30 点で、317。500 点満点っす。面接が
40点で小論が60点なんすよ。あれ、いや、100点、100点、
100 点、100 点で。いや、なんか大体、受かってる人は、
小論面接で、合計して 50 点以上の人が多かったす。で
結構、301 が最低で、317 って割とぎりぎり。16 点差で。
あ、それで補欠だったんだって。なんか自己採点だと、
なんか 4 ミスぐらいかなって思ったんすけど、もう
ちょっとミスってたかな。でも、結構、数学で助かった、
数学で。そうっすね。

浪人生活突入で、途中へこんだときとかはどの
ように？
いや、だいぶ、へこみました。メンタル。取りあえず、
石井先生のとこ行って。もう、そんときに、なんか「失
敗するだけ失敗しろ、失敗からなにか教訓得るって」
みたいな、言われた。「君は一回、普通に失敗したほう
がいいよ」みたいなって言われて、割と心を救われま
した。それから、その緊張しない自分なりのルーティー
ンみたいなのを作ったんす。え、この、この腕を伸ば
して、そう、本当に、本気でその試験始まる 10 秒前に
こうやって、こうやって伸ばして、で、背でってやる
と緊張、取れるんすよ。これ、まじで。え、だから、そう、
そっから上がってって、本番でもやって、ずっとやっ
てました、マンスリーごとに。今でもやってる。
腕をこう組んで、前にこう伸ばして、こうほどいて、
それ1回やって京極(東京慈恵会医科大進学：京極政樹)
がなんか 1 回なんか、どっかで失敗かなんかしたとき
に、「これ、やってみるといいよ」って、失敗してました。
アッハハ、ハハ、ハハ。もう一回失敗してた、失敗し
てます。ウフ。だから、ちょっとあんま、効き目はな

と仲良くしますね。そう、なんかヤマちゃん ( 東京慈
恵会医科大進学：山田祐輔 ) とマチダとマチパン（日
本医科大進学：町田慧）と、3 人でなんか物理の問題
をその試験直前まで解いてて、あの 2 人結局、慈恵と
日医だったんですけど、なんか最後まで頭いい人たち
と勉強できてよかったなっていうのが大きいですね。
そのトップの数学の人たちで集まって、そこはやって
て。物理は、3 人でやっててよかったです。数学は俺、
入ってないんですけど、アハハハハハ。周りが頭が良
すぎて、ちょっと自己嫌悪になりそうだったんで、エヘ。
俺、止めとこっかなって思って、元から数弱で。簡単
な問題は解けるけど、あの人たちがやるの、日医とか
だから。
もう復習はしてましたね、3 周ぐらいはしてたけど。3
周はしてました。いや、もう、だいぶ数学に時間、持っ
てかれましたから。そのおかげがありましたね。でも、
なんか、他のも結構、現役んときとは段違い伸びまし
たね。
でも、化学はちょっと結構、微妙なんすよね。知識は
増えたけど、もう、伸びないんすよ。あんま。いや、ハハ。
いや、化学変わってないんすよ、本当。

数学や化学は伸びましたか？
なんか、一般化するのなんか、薄先生が言ってたこと
全部なんですけど、そう、なんか一般化して、大事な
ところだけをピンポイントで押さえて。で、そう、な
んか初見の問題が来たときに、なんか貯蓄があって、
そのピンポイントで、あ、これはこれだ、これはこれだっ
て、どんどん入れてくみたいなイメージ、なんです。
初見の問題を見て、これ、これじゃないの、あれ、あ
れじゃないの、みたいな。そうそうそう。知識を。うーん。
それで、取れましたね、ずっと。ずっと平パンに教わっ
ていたんで、なんか戦い方が平パンと似てるんですよ。
問題を暗記して、ハハハハハ、暗記っていうか、まあ、
重要なところは暗記して、だから、その量が人より多
いんすよ、自分は。でも、なんか暗記、割といけたんで。
もう、ガチ定番は、全部頭に入れて。そうっすね。それで、
まあ、あのー、定番じゃないのが出たら捨てて、定番
にちょっといけそうなやつは、自分の領域まで持って
きて、そんな感じ。
化学は具体的にやっぱ戦い方が無かったってか、何て
いうんだろう。化学は、でもある程度覚えたら、そっ
から先は多分、センスなんすよ。その慈恵とか、日医
レベルとかまで来ると、本当のなんか頭の良さが、出
るんですよ。僕は、センスは無かった、そうっすね。
詰め込むだけは詰め込んで、暗記はちゃんとしてまし
た。センスとかも磨くのも、いや、限界ってあるんすよ。
この人には敵わないみたいな。あとなんか、中学とか、
その多分、小学校とかで培われた思考力とか。

物理は？
物理は、本当、もう、寺澤先生、恩師ですね。寺澤先

生はすごい、基礎を大事にする先生だけど、それが良
かった、そうっす。なんか寺澤先生のやり方が、野村
先生とか小澤先生みたいな先生とは、ちょっと違って、
失礼かもしんないけどなんか、元からなんか、頭、そ
んな使えない人でも、そう、なんか分かりやすく解け
るみたいなやり方で、それが、一応、自分に合ってた
みたいな感じっすね。なんか、すごい分かれるんですよ。
野村派か、寺澤派。ハハハハ。でも、寺澤先生の解き方、
そんな、そう、最短距離じゃないんすよ、でも、絶対、
解けるやり方なんですよ。まあ、あのー、時間はかかっ
ても絶対、解けるぞみたいな。そっちのほうが自分には。
合ってた。めちゃくちゃ分かりやすいっす。例えば、
これは、こうやってこうやってって、解き方を決めて
くれるんすよ、そもそも。でも、自分の暗記と合って
たんすよ、そこが。その解き方を覚えてるだけで、あ、
全部の問題が解けるらしいですね。寺澤先生が決めた
通りに解いてく、まあ、でも、やり方しか知らないんで、
そのやり方しかできないんすよ。だから、時間がある
限りは、手が動くかみたいな。東医だって 69 点、物理。
まあまあ。健闘しました。

小論文・面接は自信はありましたか？
本当、あの、基本的な教養が身に付いてないんですよ。
そう、常識がないんすよ。多分、ブラックリストに入っ
てるんすよ。てか、入ってるんす。アッハハハ。いや、
本当、論理性とか、本当にゼロで。マンツー取る前は。
まだ、そう、マンツーめちゃくちゃ取ってたんで、その、
自分だけなんですけど、春から取ってたんですよ。小
論文マンツーを。受験期前まで、ずっと。それで、ま、
ある程度、ていうかもう、ヒロさん ( 高橋浩先生 ) のお
かげですね。勉強ができるようになったのは。そっから、
いろいろなんか、「え、君、もっと早く考えなよ」とか、俺、
やっぱ頭回んないんだみたいなことを思い知らされて、
これ、やばいかなって思って、面接・小論の勉強頑張っ
てました。素養っていうか、その下地がないって感じ。
一般常識も多分無いと思います。周りよりは、全然。
どうなんすかね、空気は多分、人並みに、人並みに、
と思いますけど。ハハハ。でも、まあ、面接点が 20 点
だから、これは、多分、あんま出しちゃいけないんす
けど、ヤマちゃん、満点なんす、東医の面接。いや、
ヤマちゃんも開示して、俺に ( メール ) 送ってきて。東
医の面接、満点で、小論は、30 点で、同じぐらいっすね。

最後に何か、また後輩たちにアドバイスなどあ
れば、お願いします。
周りの人に感謝ですね。いや、本当に、まあ、一番最
初に話し掛けてくれた京極とか。もう、無理だったん
すよ、もう正直、友達つくんないとか、無理で、絶対。
でも、食べる友達とかはいらないけど、最初に M1 で、
自分の頭じゃついていけなくて、でも、周りは普通に
関わって仲良くしてくれて。そうっすね。頭いい人た
ちと一緒にいれる空間が良かったっすね。多分、東医

とか、受かってないっす。代官山じゃないと、だ、これ、
みんな浪人生、言うんすけど、こ、本当に、受かんな
いんすよ。代官山じゃないと、本当に。そこは、とて
も感謝しています。チューター、チューターとか空い
てないっすか。やろっかな。あと、アドバイスってい
うほどのものじゃないんすけど、自分が、結構、伸び
たかなっていうのは、そのまあ、周りのおかげってい
うのもあるんすけど、ただ、先生に質問していくんじゃ
なくて、具体的に質問をなんか何が分かんないのかを
明確にして、質問にしに行ったほうが、そっちのほう
が先生も答えやすいし、自分ももっと理解が深まるの
かなって、思いました。そこは、気を付けてましたね。で、
質問に行く前に、いろいろ整理、そうっすね。分から
ないとこがどこなのかなって。じゃ、ここも…て、整
理してたら、なんかあれ？　質問がなくなったみたい
な。それはまあ、それでです。そういうときもまあ、
たまに。でも、ちゃんと、どこはどういうふうに分か
んないかとか、どこまで分かってるかみたいなのをちゃ
んと整理して、質問に行くことができたから、受かっ
たんだと思うし、まあ。
例えば物理とかだったら、考え方は違うんだけど、な
んか、どっちも成立してるんすよ。解き方として。成
立してるけど、なんか、どこが違うのかなとか。なんか、
どっから、何が違ってそういう違う考え方になってる
のかなあみたいな、のを、分かったら、なんか、結構、
自分は成長したなと思いましたね。そう、だから、な
んか 1 人にはあんま絞んないけど
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卒 業 生 が 語 る

WAY TO SUCCESS

合格への
軌跡2021年

杏林大医学部
東北医科薬科大医学部

2次合格
2次合格

もう原先生は、どんなときでも、
すぐ質問行けるっていう感じで、
しかも授業もすごい分かりやすく、

丁寧に、やるべき順番も、きっちり教えて
くれるし、去年とは全然、伸びましたね。

杏林大医学部進学　品川 慎之介 君(巣鴨高校卒)

卒 業 生 が 語 る

WAY TO SUCCESS

合格への
軌跡2021年

杏林大医学部
北里大医学部
金沢医科大前期
埼玉医科大前期

2次合格
2次合格
2次合格
2次合格

2号館の宮永さんとか山藤さんが、
マンスリーも河合全統とかもすごい上の
ほうにいたんで、こんな現役生いる

だなって、ちょっと失礼ですけど、こんな
できる子いるんだと思って、刺激でした。

杏林大医学部進学　小澤 実宏 君(山手学院高校卒)
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WAY TO SUCCESS合格への軌跡

では、最初に、それぞれ、お名前から。
品川：品川慎之介です。えっと、受かった高校、あ、受かっ
た大学は…、はい、今、行ってるところは杏林大学で、
2 次出たところが東北と杏林、だけです。いやー、僕、
危なかったですね。
小澤：はい、小澤実宏です。受かった学校は、杏林と
北里と金沢と埼玉です。結構、補欠が回ってきましたね。
代官山勢、12 人いる？うち、あ、13 人じゃなかったっ
け…。僕と品川と荒田ほのかさんと後藤駿太君と、竹
永さんと、千葉さん、あと平川知宏。と、あの子っす。
あの、本館にいた眞衣って子です。あー、中村眞衣ね。と、
あと水谷真奈さん。
品川：あと玲音君と。
小澤：なんか杏林の 10 パーセントは代官山みたいな感
じですもんね。
品川：そうですね。今年 10 パー超えてますね。120( 人 )
で 13( 人 ) とかなんで。

まず代官山選んだきっかけって？
品川：浪人決まってだらけてるとき、まあ、なかなか
身体が動かなくて、そんなときに母が、予備校を探し
てくれて、( 代官山の ) 卒業生のひとから、そのときに
紹介してもらいました。落ちた後って、動けなくなっ
ちゃって。始めるまで、時期があって、そこで、遊んだり、
ゲームしてたりしてました。現役のときは、だって勉
強してないし、まあ、結構、学校でもやってなかったし、
高校の時通ってた予備校では寝ちゃったりしてたんで。
はい。受かるわけないっすよね。でもショック、まあ、
いや、そこまでショックではなかったほどでも、やっぱ、
体が動かなくて。やる気満々ではなかったです。自分
はなんかそこまで落ち込むタイプでもなかったんです
けど、浪人になって、まあ、親に、くどくど言われん
のは嫌で、嫌で。お父さんはあんま気にしないんです
けど、お母さんは「もう頼むから今年で、終わりにし
てよ」みたいな感じのことは、もう毎日。まあ、気持
ちは分かるんですけど。はい。ちょっともう、面倒く
さかったです。
小澤：僕は、お兄ちゃんつながりで、そうですね、そ
れで石井先生に面談してもらってって感じですね。も
う即決でって感じです。で、寮にも入って、食事つき
の寮に入ってました。勉強するならなんか無駄な物な
くて良かったですね。本当に寝るだけ、シャワーとか
もあったんで、そっから高校行って、はい、渋谷から、
えーっと、山手学院っていう高校なんですけど、一応、
駅だと港南台って駅にあって、大船の隣の隣ぐらいで
す。まあ、1時間ぐらいかかってましたね。まあ、実家(小
田原 ) からだと全然遠いんで、はい。最初、あ、名前
出していいか分かんないですけど、駿台行ってたんで、
でも、全然、違うっていうか、駿台と。本当にこっち来て、
まあ、よかったですね。駿台いたときは、あと好きな
科目だけやってて、数学とかもう全然やってなかった
ですね。

品 川：え っ と、あ、現 役 の と き は メ デ ィ ッ ク
TOMAS ってところに通ってました。市ヶ谷のメディッ
ク。なんか TOMAS の中でも、なんか医学部に向けた
個別のところなんです。まあ、自分が、やる気とかの
問題もあって活用できてなかった部分もあるとは思う
んですけど。やっぱり、個別ってなると、なんか闘争
心とかの面でやっぱり集団授業とかに比べると、欠け
るところもあるし。自習室も寝ちゃってたり、たるん
じゃって。お金もやっぱ個人なんですごくかかっちゃ
うし。やっぱここ（代官山 MEDICAL) は結構ウイーク
リーでもマンスリーでも貼り出してくれたりするので、
その点で結構、大きな差があったなと思いました。はい、
そのまま行ってたら、受かってない、いやー、危なかっ
たと思います。

代官山入ってみて、勉強の方法など変わりまし
たか？ 昨年の自分と比べて。
品川：だいぶ変わりましたね。自分の時間にメリハリ
がついたっていうか、特になんか、学期ごとに、ター
ムごとに、初めに、スケジュールを出してくれるので、
この時間はこれやんなさい、とか、この時間にこの課
題をやんなさいとか、自分に合った、足りないところ
をマンツーマンで補強したり、ここで受けたテストを
ここで復習するとかっていうのも前々から決めること
ができたんで、勉強しやすい環境でした。他には、ウイー
クリーとかマンスリーとか、定期的にしっかり、テス
トをやって、実力確かめさせてくれる場が多かったこ
とは、だいぶ刺激的でした。はい。
小澤：あ、そうですね。僕は現役なんでここに来てから、
よかったのは、すごいたくさんの先生がいつもいると
ころが質問しやすくて良かったですね。駿台だと、先
生がすぐ帰っちゃったりとか、予定とかがあったりで、
帰っちゃう。あとなかなか人気な先生だと、すごい並
んでて。普通に 30 分待ちとかは余裕であるって感じで
すね。ディズニーランド並み。ホホホホ。そうですね。
英語とかですごい人気な先生とかは 1 クラス 100 人越
えとかあったんで、それだと本当に質問できないとい
うか、もう並んでてする気起きないって感じでしたね。
並んでる間に質問忘れちゃいますね。あっちだと、対
面じゃなくって、リモートだったと思うので、リモート、
正直、もうサボれちゃうんであんま良くないですね。
聞いてるだけだと割と眠くなりますね。
本当 YouTube みたいな感じですね。見ても見なくても
変わんないすね。自己責任って感じですね、全部。
だから、代官山来て驚いて、あ、僕は本当に先生がい
つもいる光景を学校ぐらいしか見たことなかったんで、
そこですぐいろんな先生に質問できるとかはすごい良
かった、良かったというか驚きましたね。
品川：結構これは石井先生が授業内で、何度か、教え
ていただいたことなんですけど、科目を偏って勉強し
ないっていうことですかね。結構、夏休みとか自分の
時間が多いとどうしても、自分の自習室で寝ちゃった

いたんで、こんな現役生いるだなって、ちょっと失礼
ですけど、こんなできる子いるんだと思って、逆にそ
れがすごい印象に残ったのと。あと自習室とかがずっ
と使えたのが、すごい僕的には良くて、ずっといるよ
うにはしてましたね。学校終わった後とかは。少なく
とも自分のなんか勉強法みたいのが結構、確立できた
と思ってるんで、そこでいろんな先生とかも周りにも
こういう合格体験談とかもあるんで、そことかで自分
の勉強法とかを編み出せたみたいのが結構よく、もう
前とすごい変わったなと思いましたね。

印象に残った先生とかいらっしゃいますか？ 
各教科ごとに、英語から。
品川：えっと、僕は英語だとやっぱり石井先生。あ、はい。
英語の点だと、なんか、初めのほうは、もうもちろん
文章分解するときに、こう、細かく線引いたりしてやっ
てくれるんですけど、なんかそのときから、基本を抜
け目なくやってくれたおかげで、受験前の直前の授業
とかになると、それを全部やんなくても、自分でもで
きるようになってるっていう、そういう。はい。なん
かうまく言えないんですけど。授業中は、テキストに
書き込むことは絶対しないようにしてて、毎回コピー
して、そこに、、書き込めるようにしてました。で、読
解用のファイルの穴開けるのが、2 号館にあったんで、
それでやって、こう、自分特製のファイルみたいなの
を作って。はい。見れるようにはしてました。
小澤：僕、英語、やっぱ品川君とかぶっちゃうんです
けど、石井先生ですね。授業中とかに勉強法とか読み
方とか 1 から教えてくれて、あと質問とかしたら全部、
丁寧に教えてくれたので、それがすごい印象に残りま
したね。役に立ったアドバイスだと、写経しろとか、
結構おっしゃられてて、それをやったら本当に結構、
自然と文法とか単語とか覚えられて。それがかなり役
に立ちましたね。あ、まあ、そうですね。なんか自分
で考えながら書いたりとか、この文はこうやって成り
立ってんだとか、一個一個、文分解しながら石井先生
の授業を自分の頭の中で再現するみたいなことやって
たら結構すぐ覚えられて。他の文章とかも割と、あ、
これ似たような文法だとか分かったりしたので、それ
がかなり良かったですね。全部、書いてましたね。本
当です。ハハハハ。僕の中では結構、上がった印象あ
りますね。
品川：えーっと、あと、やっぱり初めて、初め受けた
ときは緊張感がすごくてびっくりしました。もう周り
がもう、みんな背筋正して受けてたんで、高校ではそ
んな授業、1 個もなかったんで。みんな、ぴしっとし
てました。はい。すごい緊張感がすごくて、なんか、
何だろう。こう、そんな授業だと思ってなかったんで、
うん。自分も自然と背筋が立って、実際にしてくれる
話も結構、医学部入試に役に立つ話が多くて。例えば、
まあ、夏休みの効率的な勉強の仕方とか、科目を偏ら
ずにやる習慣づけとか、ていうのも、石井先生に、教わっ

たことでありますし。他だと、何だろう。教わったこ
とというか。なんか自分が、緩みかけていた心を何度も、
引き締めてくれたような、はい。まあ、タイミングは
いくつかありましたね。
小澤：僕も、はい、品川君とかぶっちゃうんですけど、
みんなすごい初めて来たときにはもうみんな、ぴーん
としてて、まずびっくりしましたね。なんかそんな授
業あるんだ、なんか代官山すごい先生フレンドリーな
感じがしてたんで、勝手に。そんな授業あるんだと思っ
てびっくりして、僕も頑張んないとみたいな感じで思
いましたね。あと石井先生の話でモチベーションがす
ごい、高いままキープできたとこありましたね。よく
石井先生のとこ行ってた、僕は個人的に質問してたの
が多かったんですけど、ちょっと石井先生に申し訳な
い気持ちもあったんですけど、なんか授業で分かんな
かったところは聞いたりとかして。その時になんかす
ごいアドバイスとかしてくれて、なんか僕は読み方雑
だったんですけど、そういうのとかも、こうやって直
したほうがいいよとか、そういうのをいろいろ教えて
くれて。それで結構ある程度マンスリーとかもちょっ
とは読めるようになったんで、それで結構モチベーショ
ンが上がりましたね。

では次、数学は？
品川：うーん、迷うけど、やっぱ高橋典先生。1 学期
だと思うんですけど、2 集を担当してくださったのが
典先生で、そのときにベクトルの、なんか外積とか、
あと正斜影の授業があったんですね。そこでなんか、
こう、まあ、大げさに言うと、なんか僕の、数学を見
る目が変わった気が、ちょっと変わった気がして。て
いうのも、他の方法を使えば手短に、簡単に、簡単にっ
ていうか計算ミスも少なく解ける方法がある、あって、
しかも、応用性があるやり方だったんで。汎用性があ
るやり方だったんで、それを使ったら、自分が今まで
やってた方法だともう時間めちゃめちゃかかってたの
に、それが、ものの数秒で出たり。そういう経験をし
たときはもう、うわっ、なんて使いやすいあれなんだ
と思って、はい。それはすごい感謝してます、典さん
のおかげで数学は、もう、だいぶ、意識が変わったっ
て思いましたね。
小澤：僕はなんか山室先生の最後のマークシート対策
の数列のやつとかは結構。数列、今年いっぱい出た印
象があったんで、それで結構、役に立って。まあ、杏
林のマークとかも。まあ、軽くはないですけど、図形
とかが本当に、山室先生が言ってたのとかも割と僕の
中で使うようにはしてて。それ使ったら結構、早く解
けちゃったとか、答えだけは出たみたいのが結構あっ
たんで。それがすごい印象に残ってますね。多分、代
官山来てなかったら、数学、絶対勉強してなかったで
すね。

はい。じゃあ次、化学は？
品川：えっと、まあ、化学はやっぱ原先生。はい。も
う原先生は、どんな時でも、こう、すぐ質問行けるっ
ていう点もありましたし。授業中でも、なんか結構、
軽く雑談交えながら楽しく授業やってくれたんで。し
かも授業もすごい分かりやすく、こう丁寧に、何だろう、
順番、やるべき順番も、きっちり教えてくれるし、あ
と板書の内容も、なんかしっかり、考えられてるんだ
なって思うような文章も多かったり。去年、自分が何
やってたんだろうって思うようなぐらいの化学の授業
とかと違って、原先生が良くてびっくりしました。全然、
去年の予備校とは、全然、違いましたね。去年行って
た予備校は、特に化学がひどくて。はい。
化学、ひど、ひどくて、単純になんか出身高校とか見て、
まあ、多少ちょっと解かして、これぐらい解けたら、
できたら、まあ、大丈夫だよ、まあ、どっか引っかか
るよみたいな感じの先生で。個別だったのに、なんか
あんまり、こう積極的に、もっと積極的に教えてほし
かったんですけど、自分が、聞いたことしか、聞いた
ことは、まあ、しっかり教えてくれるんですけど、そ
れしかしてくれなくて。課題も出してくれなかったん
ですけど、それを、なんか言う空気でもなくて、ちょっ
と、はい。いやー、良かったです。本当に。はい。化学、
化学は、もう本当にここ来て、何だろう。ゼロから築
き上げたと思ってるんで、それはもう、本当に感謝し
てます。
小澤：あ、僕は化学は小林先生。小林先生がすごいレギュ
ラーの授業持っててくれたんで、そう、小林先生がこ
こを効率的に、なんかこれを暗記したら絶対いいみた
いなことを教えてくれたんで、そういうのやっぱり 1
人でやってるとできなかったので、そういうところは
すごい良かったですね。あとマンツーの臼井、臼井先
生が・・・。そこでなんか本当に楽な教え方とか、捨
て問とか、なんか楽な解き方を教えてくれて、計算と
か「ここを省略したらいいよ」みたいな。それで化学
が結構、時短みたいのがすごいできて。あと、すごい
面白い語呂合わせを教えてくれて。いや、本当に僕で

も笑っちゃうんですけど、それで有機物が本当にその
語呂合わせで暗記は落とさなかったみたいな、かなり
ありました。

小澤くんは生物で、品川くんは物理でしたよね。
小澤：あっ、石原先生。いや、なんか本当に、授業は
すごい印象残ってました。すごいなんか、先生が自分
で図を描いてくれて。例えば心臓の授業だったら心臓
の簡略化した分かりやすい図とかを描いてくれて、そ
れとかをすごい自分でも描けるようにしたりとかして
たら、結構、部位とかをすぐ覚えられたりとか、循環
とかもすぐ覚えられたんで、そういうのがすごい役に
立ったのと。あと緒方先生でしたら、最後の分野の進
化と系統とかの暗記分野とかで、この辺「ここ覚える
といいよ」みたいなことを教えてくれて、なんか最低限、
覚えるべきことみたいなこと教えてくれたので、そこ
を覚えたら本当にある程度、ひどい点数は取んないぐ
らいにできたんで、それがすごい良かったですね。な
んか少なくとも代官山の授業で教えてくれることは、
なんかすごい先生も「絶対、入試に出るよ」とかおっ
しゃってくれたので、そこはもう絶対、教えられたこ
とは少なくとも、100 パーできるようにしようって思っ
てて。化学の有機物とかも本当に愛知で全く同じ問題
が出たとか、本当に前日にやったのが出たとかあった
んで。そういう先生がおっしゃったものは全部、取り
こぼしないようにやってましたね。
品川：僕は、まあ、今ちょっと思い出したことなんで
すけど、なんか数学のマンツーで五十嵐先生の授業取っ
ていたときに、なんかある分野の数学の質問をしたと
きに、「あ、じゃあここは、なんでこうなるか分かって
るの」って聞いてくれて。まあ、それは、いやちょっとっ
ていうふうになってしまって。そこのそうなる理由す
ら分かってなくて、その次の段階のものを聞いていた
ことが、まあ、そう言ってくれたことで分かったんで。
結構、細かいとこまで見てくれて。そこは。ありがたかっ
たです。なんか結構、自分からどんどん来ていいよみ
たいな、雰囲気もだいぶ出してくれてたんで、なんか「こ
このプリント欲しかったら来ていいよ」みたいなこと
も授業内で何回も言ってくれて。もうどんどん、こう、

「これ分かんない子がいたら」みたいな。物理だと、な
んか野村先生が、僕、夜間が野村先生だったんで。はい。
そこで、質問行ったときに、なんか「あ、ここはもう
別にセミナーのここを、こう、ここを解いて、確認で
きたら、もうあとは、もう何も解かなくていいよ」み
たいなこと言ってくれたんで。すごいはい。具体的に、
教えてくれました。
小澤：えーっと、あー、なんかあれですね。面接対策
も最初、思ってたんですけど、でも面接で落とされる
こと結構あるじゃないですか。てか僕も面接でかなり
痛い目あったほうの人なんで、本当に面接対策とか、
あの、高橋先生の小論の授業とか面接で言ってくれる
ことは少なくとも全部ちゃんとやったほうがいいと思

いますね。さすがに 1 次の勉強ほどではないんですけ
ど、やっぱ面接はかなり重要だと思うんで、面接対策
は本当にしたほうがいいと思います。
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品 川：え っ と、あ、現 役 の と き は メ デ ィ ッ ク
TOMAS ってところに通ってました。市ヶ谷のメディッ
ク。なんか TOMAS の中でも、なんか医学部に向けた
個別のところなんです。まあ、自分が、やる気とかの
問題もあって活用できてなかった部分もあるとは思う
んですけど。やっぱり、個別ってなると、なんか闘争
心とかの面でやっぱり集団授業とかに比べると、欠け
るところもあるし。自習室も寝ちゃってたり、たるん
じゃって。お金もやっぱ個人なんですごくかかっちゃ
うし。やっぱここ（代官山 MEDICAL) は結構ウイーク
リーでもマンスリーでも貼り出してくれたりするので、
その点で結構、大きな差があったなと思いました。はい、
そのまま行ってたら、受かってない、いやー、危なかっ
たと思います。

代官山入ってみて、勉強の方法など変わりまし
たか？ 昨年の自分と比べて。
品川：だいぶ変わりましたね。自分の時間にメリハリ
がついたっていうか、特になんか、学期ごとに、ター
ムごとに、初めに、スケジュールを出してくれるので、
この時間はこれやんなさい、とか、この時間にこの課
題をやんなさいとか、自分に合った、足りないところ
をマンツーマンで補強したり、ここで受けたテストを
ここで復習するとかっていうのも前々から決めること
ができたんで、勉強しやすい環境でした。他には、ウイー
クリーとかマンスリーとか、定期的にしっかり、テス
トをやって、実力確かめさせてくれる場が多かったこ
とは、だいぶ刺激的でした。はい。
小澤：あ、そうですね。僕は現役なんでここに来てから、
よかったのは、すごいたくさんの先生がいつもいると
ころが質問しやすくて良かったですね。駿台だと、先
生がすぐ帰っちゃったりとか、予定とかがあったりで、
帰っちゃう。あとなかなか人気な先生だと、すごい並
んでて。普通に 30 分待ちとかは余裕であるって感じで
すね。ディズニーランド並み。ホホホホ。そうですね。
英語とかですごい人気な先生とかは 1 クラス 100 人越
えとかあったんで、それだと本当に質問できないとい
うか、もう並んでてする気起きないって感じでしたね。
並んでる間に質問忘れちゃいますね。あっちだと、対
面じゃなくって、リモートだったと思うので、リモート、
正直、もうサボれちゃうんであんま良くないですね。
聞いてるだけだと割と眠くなりますね。
本当 YouTube みたいな感じですね。見ても見なくても
変わんないすね。自己責任って感じですね、全部。
だから、代官山来て驚いて、あ、僕は本当に先生がい
つもいる光景を学校ぐらいしか見たことなかったんで、
そこですぐいろんな先生に質問できるとかはすごい良
かった、良かったというか驚きましたね。
品川：結構これは石井先生が授業内で、何度か、教え
ていただいたことなんですけど、科目を偏って勉強し
ないっていうことですかね。結構、夏休みとか自分の
時間が多いとどうしても、自分の自習室で寝ちゃった

り、科目が偏ったりしちゃいがちだと思うんですけど、
たとえ、1 個の大問が難しくて、手が止まっちゃって
たりしても、3 時間とかそんな長い時間をかけないで、
先生がいたら聞くなり、いなかったら他の科目に切り
替えるなりして、無駄な時間を省くようにしてました。
はい。
小澤：僕は 1 日の初めになんかやること全部、書き出
して。書き出してましたね。あ、前の日とかに書き出
して、それを絶対、終わらすぞみたいな感じでやって
ましたね。僕はなんか決めたらやりたい性格だったん
で、それで割と遅くまで粘って、そうですね。もう無
理やり粘ってましたね。先生に言われたことも前の日
に次の日やること決めて、そうですね。多分、朝とか
に決めちゃうとこんぐらいでいっかなみたいな感じで、
ちょっと緩めに設定しちゃうと思うんですけど、前の
日だったら、こんぐらいできるだろって結構ハードル
高くいけるんで。あと 2 号館の人はもう単純にすごい
なと思って、なんか本当に雲の上みたいな存在でした
ね。
品川：今、思い返すと、うーん、やっぱ初めてここの
予備校来たときの、何だろう、今までに、なかったっ
ていうことが多くて、今までの、集団予備校とかと違っ
て先生の結構、声掛けあったんで、もうここまで先生
との距離近いところもないし、いろんなところで、衝
撃感ありましたね。距離と、あと何だろう。自習室の、
緊張感っていうか。みんな、みんな、静かに、カリカ
リやってるっていう感じ。両際が M1、M2 ぐらいの子
だったんで。すごいなんかちょっと、いづらかった。
ちょっと居づらかったです。迷惑掛けちゃいけないと
思って。ちょっと緊張してました。
小澤：僕が最初に印象に残ったことは、なんか 2 号館、
僕は直接あんま知らないんですけど、2 号館の宮永さ
ん ( 慶應義塾大医学部進学：宮永りりか ) とか山藤さん
( 順天堂大医学部進学 : 山藤里奈 ) が、こう、マンスリー
はそうですし、河合全統模試とかもすごい上のほうに

いたんで、こんな現役生いるだなって、ちょっと失礼
ですけど、こんなできる子いるんだと思って、逆にそ
れがすごい印象に残ったのと。あと自習室とかがずっ
と使えたのが、すごい僕的には良くて、ずっといるよ
うにはしてましたね。学校終わった後とかは。少なく
とも自分のなんか勉強法みたいのが結構、確立できた
と思ってるんで、そこでいろんな先生とかも周りにも
こういう合格体験談とかもあるんで、そことかで自分
の勉強法とかを編み出せたみたいのが結構よく、もう
前とすごい変わったなと思いましたね。

印象に残った先生とかいらっしゃいますか？ 
各教科ごとに、英語から。
品川：えっと、僕は英語だとやっぱり石井先生。あ、はい。
英語の点だと、なんか、初めのほうは、もうもちろん
文章分解するときに、こう、細かく線引いたりしてやっ
てくれるんですけど、なんかそのときから、基本を抜
け目なくやってくれたおかげで、受験前の直前の授業
とかになると、それを全部やんなくても、自分でもで
きるようになってるっていう、そういう。はい。なん
かうまく言えないんですけど。授業中は、テキストに
書き込むことは絶対しないようにしてて、毎回コピー
して、そこに、、書き込めるようにしてました。で、読
解用のファイルの穴開けるのが、2 号館にあったんで、
それでやって、こう、自分特製のファイルみたいなの
を作って。はい。見れるようにはしてました。
小澤：僕、英語、やっぱ品川君とかぶっちゃうんです
けど、石井先生ですね。授業中とかに勉強法とか読み
方とか 1 から教えてくれて、あと質問とかしたら全部、
丁寧に教えてくれたので、それがすごい印象に残りま
したね。役に立ったアドバイスだと、写経しろとか、
結構おっしゃられてて、それをやったら本当に結構、
自然と文法とか単語とか覚えられて。それがかなり役
に立ちましたね。あ、まあ、そうですね。なんか自分
で考えながら書いたりとか、この文はこうやって成り
立ってんだとか、一個一個、文分解しながら石井先生
の授業を自分の頭の中で再現するみたいなことやって
たら結構すぐ覚えられて。他の文章とかも割と、あ、
これ似たような文法だとか分かったりしたので、それ
がかなり良かったですね。全部、書いてましたね。本
当です。ハハハハ。僕の中では結構、上がった印象あ
りますね。
品川：えーっと、あと、やっぱり初めて、初め受けた
ときは緊張感がすごくてびっくりしました。もう周り
がもう、みんな背筋正して受けてたんで、高校ではそ
んな授業、1 個もなかったんで。みんな、ぴしっとし
てました。はい。すごい緊張感がすごくて、なんか、
何だろう。こう、そんな授業だと思ってなかったんで、
うん。自分も自然と背筋が立って、実際にしてくれる
話も結構、医学部入試に役に立つ話が多くて。例えば、
まあ、夏休みの効率的な勉強の仕方とか、科目を偏ら
ずにやる習慣づけとか、ていうのも、石井先生に、教わっ

たことでありますし。他だと、何だろう。教わったこ
とというか。なんか自分が、緩みかけていた心を何度も、
引き締めてくれたような、はい。まあ、タイミングは
いくつかありましたね。
小澤：僕も、はい、品川君とかぶっちゃうんですけど、
みんなすごい初めて来たときにはもうみんな、ぴーん
としてて、まずびっくりしましたね。なんかそんな授
業あるんだ、なんか代官山すごい先生フレンドリーな
感じがしてたんで、勝手に。そんな授業あるんだと思っ
てびっくりして、僕も頑張んないとみたいな感じで思
いましたね。あと石井先生の話でモチベーションがす
ごい、高いままキープできたとこありましたね。よく
石井先生のとこ行ってた、僕は個人的に質問してたの
が多かったんですけど、ちょっと石井先生に申し訳な
い気持ちもあったんですけど、なんか授業で分かんな
かったところは聞いたりとかして。その時になんかす
ごいアドバイスとかしてくれて、なんか僕は読み方雑
だったんですけど、そういうのとかも、こうやって直
したほうがいいよとか、そういうのをいろいろ教えて
くれて。それで結構ある程度マンスリーとかもちょっ
とは読めるようになったんで、それで結構モチベーショ
ンが上がりましたね。

では次、数学は？
品川：うーん、迷うけど、やっぱ高橋典先生。1 学期
だと思うんですけど、2 集を担当してくださったのが
典先生で、そのときにベクトルの、なんか外積とか、
あと正斜影の授業があったんですね。そこでなんか、
こう、まあ、大げさに言うと、なんか僕の、数学を見
る目が変わった気が、ちょっと変わった気がして。て
いうのも、他の方法を使えば手短に、簡単に、簡単にっ
ていうか計算ミスも少なく解ける方法がある、あって、
しかも、応用性があるやり方だったんで。汎用性があ
るやり方だったんで、それを使ったら、自分が今まで
やってた方法だともう時間めちゃめちゃかかってたの
に、それが、ものの数秒で出たり。そういう経験をし
たときはもう、うわっ、なんて使いやすいあれなんだ
と思って、はい。それはすごい感謝してます、典さん
のおかげで数学は、もう、だいぶ、意識が変わったっ
て思いましたね。
小澤：僕はなんか山室先生の最後のマークシート対策
の数列のやつとかは結構。数列、今年いっぱい出た印
象があったんで、それで結構、役に立って。まあ、杏
林のマークとかも。まあ、軽くはないですけど、図形
とかが本当に、山室先生が言ってたのとかも割と僕の
中で使うようにはしてて。それ使ったら結構、早く解
けちゃったとか、答えだけは出たみたいのが結構あっ
たんで。それがすごい印象に残ってますね。多分、代
官山来てなかったら、数学、絶対勉強してなかったで
すね。

はい。じゃあ次、化学は？
品川：えっと、まあ、化学はやっぱ原先生。はい。も
う原先生は、どんな時でも、こう、すぐ質問行けるっ
ていう点もありましたし。授業中でも、なんか結構、
軽く雑談交えながら楽しく授業やってくれたんで。し
かも授業もすごい分かりやすく、こう丁寧に、何だろう、
順番、やるべき順番も、きっちり教えてくれるし、あ
と板書の内容も、なんかしっかり、考えられてるんだ
なって思うような文章も多かったり。去年、自分が何
やってたんだろうって思うようなぐらいの化学の授業
とかと違って、原先生が良くてびっくりしました。全然、
去年の予備校とは、全然、違いましたね。去年行って
た予備校は、特に化学がひどくて。はい。
化学、ひど、ひどくて、単純になんか出身高校とか見て、
まあ、多少ちょっと解かして、これぐらい解けたら、
できたら、まあ、大丈夫だよ、まあ、どっか引っかか
るよみたいな感じの先生で。個別だったのに、なんか
あんまり、こう積極的に、もっと積極的に教えてほし
かったんですけど、自分が、聞いたことしか、聞いた
ことは、まあ、しっかり教えてくれるんですけど、そ
れしかしてくれなくて。課題も出してくれなかったん
ですけど、それを、なんか言う空気でもなくて、ちょっ
と、はい。いやー、良かったです。本当に。はい。化学、
化学は、もう本当にここ来て、何だろう。ゼロから築
き上げたと思ってるんで、それはもう、本当に感謝し
てます。
小澤：あ、僕は化学は小林先生。小林先生がすごいレギュ
ラーの授業持っててくれたんで、そう、小林先生がこ
こを効率的に、なんかこれを暗記したら絶対いいみた
いなことを教えてくれたんで、そういうのやっぱり 1
人でやってるとできなかったので、そういうところは
すごい良かったですね。あとマンツーの臼井、臼井先
生が・・・。そこでなんか本当に楽な教え方とか、捨
て問とか、なんか楽な解き方を教えてくれて、計算と
か「ここを省略したらいいよ」みたいな。それで化学
が結構、時短みたいのがすごいできて。あと、すごい
面白い語呂合わせを教えてくれて。いや、本当に僕で

も笑っちゃうんですけど、それで有機物が本当にその
語呂合わせで暗記は落とさなかったみたいな、かなり
ありました。

小澤くんは生物で、品川くんは物理でしたよね。
小澤：あっ、石原先生。いや、なんか本当に、授業は
すごい印象残ってました。すごいなんか、先生が自分
で図を描いてくれて。例えば心臓の授業だったら心臓
の簡略化した分かりやすい図とかを描いてくれて、そ
れとかをすごい自分でも描けるようにしたりとかして
たら、結構、部位とかをすぐ覚えられたりとか、循環
とかもすぐ覚えられたんで、そういうのがすごい役に
立ったのと。あと緒方先生でしたら、最後の分野の進
化と系統とかの暗記分野とかで、この辺「ここ覚える
といいよ」みたいなことを教えてくれて、なんか最低限、
覚えるべきことみたいなこと教えてくれたので、そこ
を覚えたら本当にある程度、ひどい点数は取んないぐ
らいにできたんで、それがすごい良かったですね。な
んか少なくとも代官山の授業で教えてくれることは、
なんかすごい先生も「絶対、入試に出るよ」とかおっ
しゃってくれたので、そこはもう絶対、教えられたこ
とは少なくとも、100 パーできるようにしようって思っ
てて。化学の有機物とかも本当に愛知で全く同じ問題
が出たとか、本当に前日にやったのが出たとかあった
んで。そういう先生がおっしゃったものは全部、取り
こぼしないようにやってましたね。
品川：僕は、まあ、今ちょっと思い出したことなんで
すけど、なんか数学のマンツーで五十嵐先生の授業取っ
ていたときに、なんかある分野の数学の質問をしたと
きに、「あ、じゃあここは、なんでこうなるか分かって
るの」って聞いてくれて。まあ、それは、いやちょっとっ
ていうふうになってしまって。そこのそうなる理由す
ら分かってなくて、その次の段階のものを聞いていた
ことが、まあ、そう言ってくれたことで分かったんで。
結構、細かいとこまで見てくれて。そこは。ありがたかっ
たです。なんか結構、自分からどんどん来ていいよみ
たいな、雰囲気もだいぶ出してくれてたんで、なんか「こ
このプリント欲しかったら来ていいよ」みたいなこと
も授業内で何回も言ってくれて。もうどんどん、こう、

「これ分かんない子がいたら」みたいな。物理だと、な
んか野村先生が、僕、夜間が野村先生だったんで。はい。
そこで、質問行ったときに、なんか「あ、ここはもう
別にセミナーのここを、こう、ここを解いて、確認で
きたら、もうあとは、もう何も解かなくていいよ」み
たいなこと言ってくれたんで。すごいはい。具体的に、
教えてくれました。
小澤：えーっと、あー、なんかあれですね。面接対策
も最初、思ってたんですけど、でも面接で落とされる
こと結構あるじゃないですか。てか僕も面接でかなり
痛い目あったほうの人なんで、本当に面接対策とか、
あの、高橋先生の小論の授業とか面接で言ってくれる
ことは少なくとも全部ちゃんとやったほうがいいと思

いますね。さすがに 1 次の勉強ほどではないんですけ
ど、やっぱ面接はかなり重要だと思うんで、面接対策
は本当にしたほうがいいと思います。
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WAY TO SUCCESS合格への軌跡

品 川：え っ と、あ、現 役 の と き は メ デ ィ ッ ク
TOMAS ってところに通ってました。市ヶ谷のメディッ
ク。なんか TOMAS の中でも、なんか医学部に向けた
個別のところなんです。まあ、自分が、やる気とかの
問題もあって活用できてなかった部分もあるとは思う
んですけど。やっぱり、個別ってなると、なんか闘争
心とかの面でやっぱり集団授業とかに比べると、欠け
るところもあるし。自習室も寝ちゃってたり、たるん
じゃって。お金もやっぱ個人なんですごくかかっちゃ
うし。やっぱここ（代官山 MEDICAL) は結構ウイーク
リーでもマンスリーでも貼り出してくれたりするので、
その点で結構、大きな差があったなと思いました。はい、
そのまま行ってたら、受かってない、いやー、危なかっ
たと思います。

代官山入ってみて、勉強の方法など変わりまし
たか？ 昨年の自分と比べて。
品川：だいぶ変わりましたね。自分の時間にメリハリ
がついたっていうか、特になんか、学期ごとに、ター
ムごとに、初めに、スケジュールを出してくれるので、
この時間はこれやんなさい、とか、この時間にこの課
題をやんなさいとか、自分に合った、足りないところ
をマンツーマンで補強したり、ここで受けたテストを
ここで復習するとかっていうのも前々から決めること
ができたんで、勉強しやすい環境でした。他には、ウイー
クリーとかマンスリーとか、定期的にしっかり、テス
トをやって、実力確かめさせてくれる場が多かったこ
とは、だいぶ刺激的でした。はい。
小澤：あ、そうですね。僕は現役なんでここに来てから、
よかったのは、すごいたくさんの先生がいつもいると
ころが質問しやすくて良かったですね。駿台だと、先
生がすぐ帰っちゃったりとか、予定とかがあったりで、
帰っちゃう。あとなかなか人気な先生だと、すごい並
んでて。普通に 30 分待ちとかは余裕であるって感じで
すね。ディズニーランド並み。ホホホホ。そうですね。
英語とかですごい人気な先生とかは 1 クラス 100 人越
えとかあったんで、それだと本当に質問できないとい
うか、もう並んでてする気起きないって感じでしたね。
並んでる間に質問忘れちゃいますね。あっちだと、対
面じゃなくって、リモートだったと思うので、リモート、
正直、もうサボれちゃうんであんま良くないですね。
聞いてるだけだと割と眠くなりますね。
本当 YouTube みたいな感じですね。見ても見なくても
変わんないすね。自己責任って感じですね、全部。
だから、代官山来て驚いて、あ、僕は本当に先生がい
つもいる光景を学校ぐらいしか見たことなかったんで、
そこですぐいろんな先生に質問できるとかはすごい良
かった、良かったというか驚きましたね。
品川：結構これは石井先生が授業内で、何度か、教え
ていただいたことなんですけど、科目を偏って勉強し
ないっていうことですかね。結構、夏休みとか自分の
時間が多いとどうしても、自分の自習室で寝ちゃった

いたんで、こんな現役生いるだなって、ちょっと失礼
ですけど、こんなできる子いるんだと思って、逆にそ
れがすごい印象に残ったのと。あと自習室とかがずっ
と使えたのが、すごい僕的には良くて、ずっといるよ
うにはしてましたね。学校終わった後とかは。少なく
とも自分のなんか勉強法みたいのが結構、確立できた
と思ってるんで、そこでいろんな先生とかも周りにも
こういう合格体験談とかもあるんで、そことかで自分
の勉強法とかを編み出せたみたいのが結構よく、もう
前とすごい変わったなと思いましたね。

印象に残った先生とかいらっしゃいますか？ 
各教科ごとに、英語から。
品川：えっと、僕は英語だとやっぱり石井先生。あ、はい。
英語の点だと、なんか、初めのほうは、もうもちろん
文章分解するときに、こう、細かく線引いたりしてやっ
てくれるんですけど、なんかそのときから、基本を抜
け目なくやってくれたおかげで、受験前の直前の授業
とかになると、それを全部やんなくても、自分でもで
きるようになってるっていう、そういう。はい。なん
かうまく言えないんですけど。授業中は、テキストに
書き込むことは絶対しないようにしてて、毎回コピー
して、そこに、、書き込めるようにしてました。で、読
解用のファイルの穴開けるのが、2 号館にあったんで、
それでやって、こう、自分特製のファイルみたいなの
を作って。はい。見れるようにはしてました。
小澤：僕、英語、やっぱ品川君とかぶっちゃうんです
けど、石井先生ですね。授業中とかに勉強法とか読み
方とか 1 から教えてくれて、あと質問とかしたら全部、
丁寧に教えてくれたので、それがすごい印象に残りま
したね。役に立ったアドバイスだと、写経しろとか、
結構おっしゃられてて、それをやったら本当に結構、
自然と文法とか単語とか覚えられて。それがかなり役
に立ちましたね。あ、まあ、そうですね。なんか自分
で考えながら書いたりとか、この文はこうやって成り
立ってんだとか、一個一個、文分解しながら石井先生
の授業を自分の頭の中で再現するみたいなことやって
たら結構すぐ覚えられて。他の文章とかも割と、あ、
これ似たような文法だとか分かったりしたので、それ
がかなり良かったですね。全部、書いてましたね。本
当です。ハハハハ。僕の中では結構、上がった印象あ
りますね。
品川：えーっと、あと、やっぱり初めて、初め受けた
ときは緊張感がすごくてびっくりしました。もう周り
がもう、みんな背筋正して受けてたんで、高校ではそ
んな授業、1 個もなかったんで。みんな、ぴしっとし
てました。はい。すごい緊張感がすごくて、なんか、
何だろう。こう、そんな授業だと思ってなかったんで、
うん。自分も自然と背筋が立って、実際にしてくれる
話も結構、医学部入試に役に立つ話が多くて。例えば、
まあ、夏休みの効率的な勉強の仕方とか、科目を偏ら
ずにやる習慣づけとか、ていうのも、石井先生に、教わっ

たことでありますし。他だと、何だろう。教わったこ
とというか。なんか自分が、緩みかけていた心を何度も、
引き締めてくれたような、はい。まあ、タイミングは
いくつかありましたね。
小澤：僕も、はい、品川君とかぶっちゃうんですけど、
みんなすごい初めて来たときにはもうみんな、ぴーん
としてて、まずびっくりしましたね。なんかそんな授
業あるんだ、なんか代官山すごい先生フレンドリーな
感じがしてたんで、勝手に。そんな授業あるんだと思っ
てびっくりして、僕も頑張んないとみたいな感じで思
いましたね。あと石井先生の話でモチベーションがす
ごい、高いままキープできたとこありましたね。よく
石井先生のとこ行ってた、僕は個人的に質問してたの
が多かったんですけど、ちょっと石井先生に申し訳な
い気持ちもあったんですけど、なんか授業で分かんな
かったところは聞いたりとかして。その時になんかす
ごいアドバイスとかしてくれて、なんか僕は読み方雑
だったんですけど、そういうのとかも、こうやって直
したほうがいいよとか、そういうのをいろいろ教えて
くれて。それで結構ある程度マンスリーとかもちょっ
とは読めるようになったんで、それで結構モチベーショ
ンが上がりましたね。

では次、数学は？
品川：うーん、迷うけど、やっぱ高橋典先生。1 学期
だと思うんですけど、2 集を担当してくださったのが
典先生で、そのときにベクトルの、なんか外積とか、
あと正斜影の授業があったんですね。そこでなんか、
こう、まあ、大げさに言うと、なんか僕の、数学を見
る目が変わった気が、ちょっと変わった気がして。て
いうのも、他の方法を使えば手短に、簡単に、簡単にっ
ていうか計算ミスも少なく解ける方法がある、あって、
しかも、応用性があるやり方だったんで。汎用性があ
るやり方だったんで、それを使ったら、自分が今まで
やってた方法だともう時間めちゃめちゃかかってたの
に、それが、ものの数秒で出たり。そういう経験をし
たときはもう、うわっ、なんて使いやすいあれなんだ
と思って、はい。それはすごい感謝してます、典さん
のおかげで数学は、もう、だいぶ、意識が変わったっ
て思いましたね。
小澤：僕はなんか山室先生の最後のマークシート対策
の数列のやつとかは結構。数列、今年いっぱい出た印
象があったんで、それで結構、役に立って。まあ、杏
林のマークとかも。まあ、軽くはないですけど、図形
とかが本当に、山室先生が言ってたのとかも割と僕の
中で使うようにはしてて。それ使ったら結構、早く解
けちゃったとか、答えだけは出たみたいのが結構あっ
たんで。それがすごい印象に残ってますね。多分、代
官山来てなかったら、数学、絶対勉強してなかったで
すね。

はい。じゃあ次、化学は？
品川：えっと、まあ、化学はやっぱ原先生。はい。も
う原先生は、どんな時でも、こう、すぐ質問行けるっ
ていう点もありましたし。授業中でも、なんか結構、
軽く雑談交えながら楽しく授業やってくれたんで。し
かも授業もすごい分かりやすく、こう丁寧に、何だろう、
順番、やるべき順番も、きっちり教えてくれるし、あ
と板書の内容も、なんかしっかり、考えられてるんだ
なって思うような文章も多かったり。去年、自分が何
やってたんだろうって思うようなぐらいの化学の授業
とかと違って、原先生が良くてびっくりしました。全然、
去年の予備校とは、全然、違いましたね。去年行って
た予備校は、特に化学がひどくて。はい。
化学、ひど、ひどくて、単純になんか出身高校とか見て、
まあ、多少ちょっと解かして、これぐらい解けたら、
できたら、まあ、大丈夫だよ、まあ、どっか引っかか
るよみたいな感じの先生で。個別だったのに、なんか
あんまり、こう積極的に、もっと積極的に教えてほし
かったんですけど、自分が、聞いたことしか、聞いた
ことは、まあ、しっかり教えてくれるんですけど、そ
れしかしてくれなくて。課題も出してくれなかったん
ですけど、それを、なんか言う空気でもなくて、ちょっ
と、はい。いやー、良かったです。本当に。はい。化学、
化学は、もう本当にここ来て、何だろう。ゼロから築
き上げたと思ってるんで、それはもう、本当に感謝し
てます。
小澤：あ、僕は化学は小林先生。小林先生がすごいレギュ
ラーの授業持っててくれたんで、そう、小林先生がこ
こを効率的に、なんかこれを暗記したら絶対いいみた
いなことを教えてくれたんで、そういうのやっぱり 1
人でやってるとできなかったので、そういうところは
すごい良かったですね。あとマンツーの臼井、臼井先
生が・・・。そこでなんか本当に楽な教え方とか、捨
て問とか、なんか楽な解き方を教えてくれて、計算と
か「ここを省略したらいいよ」みたいな。それで化学
が結構、時短みたいのがすごいできて。あと、すごい
面白い語呂合わせを教えてくれて。いや、本当に僕で

も笑っちゃうんですけど、それで有機物が本当にその
語呂合わせで暗記は落とさなかったみたいな、かなり
ありました。

小澤くんは生物で、品川くんは物理でしたよね。
小澤：あっ、石原先生。いや、なんか本当に、授業は
すごい印象残ってました。すごいなんか、先生が自分
で図を描いてくれて。例えば心臓の授業だったら心臓
の簡略化した分かりやすい図とかを描いてくれて、そ
れとかをすごい自分でも描けるようにしたりとかして
たら、結構、部位とかをすぐ覚えられたりとか、循環
とかもすぐ覚えられたんで、そういうのがすごい役に
立ったのと。あと緒方先生でしたら、最後の分野の進
化と系統とかの暗記分野とかで、この辺「ここ覚える
といいよ」みたいなことを教えてくれて、なんか最低限、
覚えるべきことみたいなこと教えてくれたので、そこ
を覚えたら本当にある程度、ひどい点数は取んないぐ
らいにできたんで、それがすごい良かったですね。な
んか少なくとも代官山の授業で教えてくれることは、
なんかすごい先生も「絶対、入試に出るよ」とかおっ
しゃってくれたので、そこはもう絶対、教えられたこ
とは少なくとも、100 パーできるようにしようって思っ
てて。化学の有機物とかも本当に愛知で全く同じ問題
が出たとか、本当に前日にやったのが出たとかあった
んで。そういう先生がおっしゃったものは全部、取り
こぼしないようにやってましたね。
品川：僕は、まあ、今ちょっと思い出したことなんで
すけど、なんか数学のマンツーで五十嵐先生の授業取っ
ていたときに、なんかある分野の数学の質問をしたと
きに、「あ、じゃあここは、なんでこうなるか分かって
るの」って聞いてくれて。まあ、それは、いやちょっとっ
ていうふうになってしまって。そこのそうなる理由す
ら分かってなくて、その次の段階のものを聞いていた
ことが、まあ、そう言ってくれたことで分かったんで。
結構、細かいとこまで見てくれて。そこは。ありがたかっ
たです。なんか結構、自分からどんどん来ていいよみ
たいな、雰囲気もだいぶ出してくれてたんで、なんか「こ
このプリント欲しかったら来ていいよ」みたいなこと
も授業内で何回も言ってくれて。もうどんどん、こう、

「これ分かんない子がいたら」みたいな。物理だと、な
んか野村先生が、僕、夜間が野村先生だったんで。はい。
そこで、質問行ったときに、なんか「あ、ここはもう
別にセミナーのここを、こう、ここを解いて、確認で
きたら、もうあとは、もう何も解かなくていいよ」み
たいなこと言ってくれたんで。すごいはい。具体的に、
教えてくれました。
小澤：えーっと、あー、なんかあれですね。面接対策
も最初、思ってたんですけど、でも面接で落とされる
こと結構あるじゃないですか。てか僕も面接でかなり
痛い目あったほうの人なんで、本当に面接対策とか、
あの、高橋先生の小論の授業とか面接で言ってくれる
ことは少なくとも全部ちゃんとやったほうがいいと思

いますね。さすがに 1 次の勉強ほどではないんですけ
ど、やっぱ面接はかなり重要だと思うんで、面接対策
は本当にしたほうがいいと思います。
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品 川：え っ と、あ、現 役 の と き は メ デ ィ ッ ク
TOMAS ってところに通ってました。市ヶ谷のメディッ
ク。なんか TOMAS の中でも、なんか医学部に向けた
個別のところなんです。まあ、自分が、やる気とかの
問題もあって活用できてなかった部分もあるとは思う
んですけど。やっぱり、個別ってなると、なんか闘争
心とかの面でやっぱり集団授業とかに比べると、欠け
るところもあるし。自習室も寝ちゃってたり、たるん
じゃって。お金もやっぱ個人なんですごくかかっちゃ
うし。やっぱここ（代官山 MEDICAL) は結構ウイーク
リーでもマンスリーでも貼り出してくれたりするので、
その点で結構、大きな差があったなと思いました。はい、
そのまま行ってたら、受かってない、いやー、危なかっ
たと思います。

代官山入ってみて、勉強の方法など変わりまし
たか？ 昨年の自分と比べて。
品川：だいぶ変わりましたね。自分の時間にメリハリ
がついたっていうか、特になんか、学期ごとに、ター
ムごとに、初めに、スケジュールを出してくれるので、
この時間はこれやんなさい、とか、この時間にこの課
題をやんなさいとか、自分に合った、足りないところ
をマンツーマンで補強したり、ここで受けたテストを
ここで復習するとかっていうのも前々から決めること
ができたんで、勉強しやすい環境でした。他には、ウイー
クリーとかマンスリーとか、定期的にしっかり、テス
トをやって、実力確かめさせてくれる場が多かったこ
とは、だいぶ刺激的でした。はい。
小澤：あ、そうですね。僕は現役なんでここに来てから、
よかったのは、すごいたくさんの先生がいつもいると
ころが質問しやすくて良かったですね。駿台だと、先
生がすぐ帰っちゃったりとか、予定とかがあったりで、
帰っちゃう。あとなかなか人気な先生だと、すごい並
んでて。普通に 30 分待ちとかは余裕であるって感じで
すね。ディズニーランド並み。ホホホホ。そうですね。
英語とかですごい人気な先生とかは 1 クラス 100 人越
えとかあったんで、それだと本当に質問できないとい
うか、もう並んでてする気起きないって感じでしたね。
並んでる間に質問忘れちゃいますね。あっちだと、対
面じゃなくって、リモートだったと思うので、リモート、
正直、もうサボれちゃうんであんま良くないですね。
聞いてるだけだと割と眠くなりますね。
本当 YouTube みたいな感じですね。見ても見なくても
変わんないすね。自己責任って感じですね、全部。
だから、代官山来て驚いて、あ、僕は本当に先生がい
つもいる光景を学校ぐらいしか見たことなかったんで、
そこですぐいろんな先生に質問できるとかはすごい良
かった、良かったというか驚きましたね。
品川：結構これは石井先生が授業内で、何度か、教え
ていただいたことなんですけど、科目を偏って勉強し
ないっていうことですかね。結構、夏休みとか自分の
時間が多いとどうしても、自分の自習室で寝ちゃった

いたんで、こんな現役生いるだなって、ちょっと失礼
ですけど、こんなできる子いるんだと思って、逆にそ
れがすごい印象に残ったのと。あと自習室とかがずっ
と使えたのが、すごい僕的には良くて、ずっといるよ
うにはしてましたね。学校終わった後とかは。少なく
とも自分のなんか勉強法みたいのが結構、確立できた
と思ってるんで、そこでいろんな先生とかも周りにも
こういう合格体験談とかもあるんで、そことかで自分
の勉強法とかを編み出せたみたいのが結構よく、もう
前とすごい変わったなと思いましたね。

印象に残った先生とかいらっしゃいますか？ 
各教科ごとに、英語から。
品川：えっと、僕は英語だとやっぱり石井先生。あ、はい。
英語の点だと、なんか、初めのほうは、もうもちろん
文章分解するときに、こう、細かく線引いたりしてやっ
てくれるんですけど、なんかそのときから、基本を抜
け目なくやってくれたおかげで、受験前の直前の授業
とかになると、それを全部やんなくても、自分でもで
きるようになってるっていう、そういう。はい。なん
かうまく言えないんですけど。授業中は、テキストに
書き込むことは絶対しないようにしてて、毎回コピー
して、そこに、、書き込めるようにしてました。で、読
解用のファイルの穴開けるのが、2 号館にあったんで、
それでやって、こう、自分特製のファイルみたいなの
を作って。はい。見れるようにはしてました。
小澤：僕、英語、やっぱ品川君とかぶっちゃうんです
けど、石井先生ですね。授業中とかに勉強法とか読み
方とか 1 から教えてくれて、あと質問とかしたら全部、
丁寧に教えてくれたので、それがすごい印象に残りま
したね。役に立ったアドバイスだと、写経しろとか、
結構おっしゃられてて、それをやったら本当に結構、
自然と文法とか単語とか覚えられて。それがかなり役
に立ちましたね。あ、まあ、そうですね。なんか自分
で考えながら書いたりとか、この文はこうやって成り
立ってんだとか、一個一個、文分解しながら石井先生
の授業を自分の頭の中で再現するみたいなことやって
たら結構すぐ覚えられて。他の文章とかも割と、あ、
これ似たような文法だとか分かったりしたので、それ
がかなり良かったですね。全部、書いてましたね。本
当です。ハハハハ。僕の中では結構、上がった印象あ
りますね。
品川：えーっと、あと、やっぱり初めて、初め受けた
ときは緊張感がすごくてびっくりしました。もう周り
がもう、みんな背筋正して受けてたんで、高校ではそ
んな授業、1 個もなかったんで。みんな、ぴしっとし
てました。はい。すごい緊張感がすごくて、なんか、
何だろう。こう、そんな授業だと思ってなかったんで、
うん。自分も自然と背筋が立って、実際にしてくれる
話も結構、医学部入試に役に立つ話が多くて。例えば、
まあ、夏休みの効率的な勉強の仕方とか、科目を偏ら
ずにやる習慣づけとか、ていうのも、石井先生に、教わっ

たことでありますし。他だと、何だろう。教わったこ
とというか。なんか自分が、緩みかけていた心を何度も、
引き締めてくれたような、はい。まあ、タイミングは
いくつかありましたね。
小澤：僕も、はい、品川君とかぶっちゃうんですけど、
みんなすごい初めて来たときにはもうみんな、ぴーん
としてて、まずびっくりしましたね。なんかそんな授
業あるんだ、なんか代官山すごい先生フレンドリーな
感じがしてたんで、勝手に。そんな授業あるんだと思っ
てびっくりして、僕も頑張んないとみたいな感じで思
いましたね。あと石井先生の話でモチベーションがす
ごい、高いままキープできたとこありましたね。よく
石井先生のとこ行ってた、僕は個人的に質問してたの
が多かったんですけど、ちょっと石井先生に申し訳な
い気持ちもあったんですけど、なんか授業で分かんな
かったところは聞いたりとかして。その時になんかす
ごいアドバイスとかしてくれて、なんか僕は読み方雑
だったんですけど、そういうのとかも、こうやって直
したほうがいいよとか、そういうのをいろいろ教えて
くれて。それで結構ある程度マンスリーとかもちょっ
とは読めるようになったんで、それで結構モチベーショ
ンが上がりましたね。

では次、数学は？
品川：うーん、迷うけど、やっぱ高橋典先生。1 学期
だと思うんですけど、2 集を担当してくださったのが
典先生で、そのときにベクトルの、なんか外積とか、
あと正斜影の授業があったんですね。そこでなんか、
こう、まあ、大げさに言うと、なんか僕の、数学を見
る目が変わった気が、ちょっと変わった気がして。て
いうのも、他の方法を使えば手短に、簡単に、簡単にっ
ていうか計算ミスも少なく解ける方法がある、あって、
しかも、応用性があるやり方だったんで。汎用性があ
るやり方だったんで、それを使ったら、自分が今まで
やってた方法だともう時間めちゃめちゃかかってたの
に、それが、ものの数秒で出たり。そういう経験をし
たときはもう、うわっ、なんて使いやすいあれなんだ
と思って、はい。それはすごい感謝してます、典さん
のおかげで数学は、もう、だいぶ、意識が変わったっ
て思いましたね。
小澤：僕はなんか山室先生の最後のマークシート対策
の数列のやつとかは結構。数列、今年いっぱい出た印
象があったんで、それで結構、役に立って。まあ、杏
林のマークとかも。まあ、軽くはないですけど、図形
とかが本当に、山室先生が言ってたのとかも割と僕の
中で使うようにはしてて。それ使ったら結構、早く解
けちゃったとか、答えだけは出たみたいのが結構あっ
たんで。それがすごい印象に残ってますね。多分、代
官山来てなかったら、数学、絶対勉強してなかったで
すね。

はい。じゃあ次、化学は？
品川：えっと、まあ、化学はやっぱ原先生。はい。も
う原先生は、どんな時でも、こう、すぐ質問行けるっ
ていう点もありましたし。授業中でも、なんか結構、
軽く雑談交えながら楽しく授業やってくれたんで。し
かも授業もすごい分かりやすく、こう丁寧に、何だろう、
順番、やるべき順番も、きっちり教えてくれるし、あ
と板書の内容も、なんかしっかり、考えられてるんだ
なって思うような文章も多かったり。去年、自分が何
やってたんだろうって思うようなぐらいの化学の授業
とかと違って、原先生が良くてびっくりしました。全然、
去年の予備校とは、全然、違いましたね。去年行って
た予備校は、特に化学がひどくて。はい。
化学、ひど、ひどくて、単純になんか出身高校とか見て、
まあ、多少ちょっと解かして、これぐらい解けたら、
できたら、まあ、大丈夫だよ、まあ、どっか引っかか
るよみたいな感じの先生で。個別だったのに、なんか
あんまり、こう積極的に、もっと積極的に教えてほし
かったんですけど、自分が、聞いたことしか、聞いた
ことは、まあ、しっかり教えてくれるんですけど、そ
れしかしてくれなくて。課題も出してくれなかったん
ですけど、それを、なんか言う空気でもなくて、ちょっ
と、はい。いやー、良かったです。本当に。はい。化学、
化学は、もう本当にここ来て、何だろう。ゼロから築
き上げたと思ってるんで、それはもう、本当に感謝し
てます。
小澤：あ、僕は化学は小林先生。小林先生がすごいレギュ
ラーの授業持っててくれたんで、そう、小林先生がこ
こを効率的に、なんかこれを暗記したら絶対いいみた
いなことを教えてくれたんで、そういうのやっぱり 1
人でやってるとできなかったので、そういうところは
すごい良かったですね。あとマンツーの臼井、臼井先
生が・・・。そこでなんか本当に楽な教え方とか、捨
て問とか、なんか楽な解き方を教えてくれて、計算と
か「ここを省略したらいいよ」みたいな。それで化学
が結構、時短みたいのがすごいできて。あと、すごい
面白い語呂合わせを教えてくれて。いや、本当に僕で

WAY TO SUCCESS合格への軌跡

も笑っちゃうんですけど、それで有機物が本当にその
語呂合わせで暗記は落とさなかったみたいな、かなり
ありました。

小澤くんは生物で、品川くんは物理でしたよね。
小澤：あっ、石原先生。いや、なんか本当に、授業は
すごい印象残ってました。すごいなんか、先生が自分
で図を描いてくれて。例えば心臓の授業だったら心臓
の簡略化した分かりやすい図とかを描いてくれて、そ
れとかをすごい自分でも描けるようにしたりとかして
たら、結構、部位とかをすぐ覚えられたりとか、循環
とかもすぐ覚えられたんで、そういうのがすごい役に
立ったのと。あと緒方先生でしたら、最後の分野の進
化と系統とかの暗記分野とかで、この辺「ここ覚える
といいよ」みたいなことを教えてくれて、なんか最低限、
覚えるべきことみたいなこと教えてくれたので、そこ
を覚えたら本当にある程度、ひどい点数は取んないぐ
らいにできたんで、それがすごい良かったですね。な
んか少なくとも代官山の授業で教えてくれることは、
なんかすごい先生も「絶対、入試に出るよ」とかおっ
しゃってくれたので、そこはもう絶対、教えられたこ
とは少なくとも、100 パーできるようにしようって思っ
てて。化学の有機物とかも本当に愛知で全く同じ問題
が出たとか、本当に前日にやったのが出たとかあった
んで。そういう先生がおっしゃったものは全部、取り
こぼしないようにやってましたね。
品川：僕は、まあ、今ちょっと思い出したことなんで
すけど、なんか数学のマンツーで五十嵐先生の授業取っ
ていたときに、なんかある分野の数学の質問をしたと
きに、「あ、じゃあここは、なんでこうなるか分かって
るの」って聞いてくれて。まあ、それは、いやちょっとっ
ていうふうになってしまって。そこのそうなる理由す
ら分かってなくて、その次の段階のものを聞いていた
ことが、まあ、そう言ってくれたことで分かったんで。
結構、細かいとこまで見てくれて。そこは。ありがたかっ
たです。なんか結構、自分からどんどん来ていいよみ
たいな、雰囲気もだいぶ出してくれてたんで、なんか「こ
このプリント欲しかったら来ていいよ」みたいなこと
も授業内で何回も言ってくれて。もうどんどん、こう、

「これ分かんない子がいたら」みたいな。物理だと、な
んか野村先生が、僕、夜間が野村先生だったんで。はい。
そこで、質問行ったときに、なんか「あ、ここはもう
別にセミナーのここを、こう、ここを解いて、確認で
きたら、もうあとは、もう何も解かなくていいよ」み
たいなこと言ってくれたんで。すごいはい。具体的に、
教えてくれました。
小澤：えーっと、あー、なんかあれですね。面接対策
も最初、思ってたんですけど、でも面接で落とされる
こと結構あるじゃないですか。てか僕も面接でかなり
痛い目あったほうの人なんで、本当に面接対策とか、
あの、高橋先生の小論の授業とか面接で言ってくれる
ことは少なくとも全部ちゃんとやったほうがいいと思

いますね。さすがに 1 次の勉強ほどではないんですけ
ど、やっぱ面接はかなり重要だと思うんで、面接対策
は本当にしたほうがいいと思います。
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卒 業 生 が 語 る

WAY TO SUCCESS

合格への
軌跡2021年

昭和大医学部
杏林大医学部
愛知医科大
東邦大医学部
東北医科薬科大医学部
岩手医科大医学部
北里大医学部

 Ⅰ期2次合格
2次正規合格
2次正規合格
２次合格
2次合格
2次合格
2次合格

4月のオリエンテーションのときの、
石井先生のその、お言葉を  

自分、意識高くて、
録音してたので、病みそうになったときは、
それを聞いて、勉強、頑張ってました。

昭和大医学部進学　鈴木 万尋 君(浜松日体高校卒)

卒 業 生 が 語 る

WAY TO SUCCESS

合格への
軌跡2021年

東邦大医学部
杏林大医学部
聖マリアンナ医科大前期
近畿大医学部
日本大医学部

        2次合格
2次合格
2次合格

前期2次合格
2次合格

寮のおばさん、「大丈夫、大丈夫だよ」。
「コロナ治してくれるのは、希望君だから」

て言われて、慰めてくれて。
ああ、それにも感動しちゃって。
東邦大医学部進学　川嶋 希望君 (水城高校卒)
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卒 業 生 が 語 る

WAY TO SUCCESS

合格への
軌跡2021年

昭和大医学部
杏林大医学部
愛知医科大
東邦大医学部
東北医科薬科大医学部
岩手医科大医学部
北里大医学部

 Ⅰ期2次合格
2次正規合格
2次正規合格
２次合格
2次合格
2次合格
2次合格

4月のオリエンテーションのときの、
石井先生のその、お言葉を  

自分、意識高くて、
録音してたので、病みそうになったときは、
それを聞いて、勉強、頑張ってました。

昭和大医学部進学　鈴木 万尋 君(浜松日体高校卒)

卒 業 生 が 語 る

WAY TO SUCCESS

合格への
軌跡2021年

東邦大医学部
杏林大医学部
聖マリアンナ医科大前期
近畿大医学部
日本大医学部

        2次合格
2次合格
2次合格

前期2次合格
2次合格

寮のおばさん、「大丈夫、大丈夫だよ」。
「コロナ治してくれるのは、希望君だから」

て言われて、慰めてくれて。
ああ、それにも感動しちゃって。
東邦大医学部進学　川嶋 希望君 (水城高校卒)
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合格への
軌跡2021年

東邦大医学部
帝京大医学部
岩手医科大医学部

2次合格
2次正規合格

2次合格

自分で自分を追い込める人じゃないので、
そんなに意識の高い人じゃないので、

代官山入ってからは、全員みんな残って、
帰る人もいないですし、やっぱ、そういう  
環境が自分には良かったなって思ってて。

東邦大医学部進学　近藤 慶哉 君(酒田東高校卒)
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授業外でも、明日ここの大学の試験なんですっ
て言ったら、傾向とかいろいろ教えて下さって。
それでは、それぞれ 2 次合格と、進学先からお願いし
ます。まず、川嶋君から。
川嶋 : 東邦大学に進学しました川嶋希望です。2 次は、
最終合格は、近畿、東邦、えーと、近畿、東邦、と、何だっ
け、杏林、日大、聖マ。以上です。
鈴木：えー、昭和大学医学部進学の鈴木マヒロ ( 万尋 )
です。12 校受けて、1 次試験合格が、9 校。2 次合格が、
愛知医科大学、岩手医科大学、北里大学、東北医科薬
科大学、えー、杏林大学、東邦大学、昭和大学です。の、
7 校。慈恵と、あ、慈恵が、その 2 次落ちで。
近藤：えー、東邦大学に進学しました近藤慶哉です。1
次合格が 6 校で、岩手、杏林、えー、帝京、獨協、東邦、
東医。で、2 次来たのが、岩手、帝京、東邦です。

去年と比べて、勉強の方法とか、変わった点あ
りますか？　
川嶋：もう、変わりました、なんででしょう、医学部
だからって言って、難しい問題ばっかりを、解いてれ
ばいいって思ってたんですよ、現役のときとか。でも、
実際は違くて、代官山の先生って、基礎の基礎からみ
たいな、小学生でも受かるじゃないくらいの基礎から
教えてくるじゃないですか。俺も、最初、抵抗がめちゃ
くちゃあったんですよ。は？と思って、こんなん、分
かるわみたいな。でも、黙って聞いてるうちに、実は、
その、私立入試出てる問題まで、それがつながってたり、
例えば、ボールの問題、数学のボールの問題とか、実際、
出てたりしてて。ああと思って、プロだなって思いま
した。いやでも、その基礎からやるっていうところは、
本当、変わりましたね、高 3 のときと、全然。高 3 の
ときは、割と難しい問題ばっかりやってましたね。赤
チャートなんてやってましたから。一応、国立目指し
てたんで(笑)。ここ来て、やめましたけど。それが変わっ
たことですかね、一応、茨城で、ずっと、時間ですよ、やっ
ぱ時間。だって、現役のときなんて、学校終わってから、
予備校 5 時から 9 時ぐらいまで、毎日 4 時間ぐらい勉
強してたんですけど、ここだったら、本当、シャッター
開く前 6 時くらいに並んで、みんな、並んでるじゃな
いですか。僕も並んでたんですけど。もう、6 時ぐら
いから始まって、遅い人は夜 10 時近くまでやってて。
やっぱ、こんだけやれば、さすがにと思いました。て
いうのが、刺激でしたね。続きましたよ、なんだかんだ、
僕、3 月頭から入ったんですけど、3 月頭もやったって
いうか、いろいろ自習、春の先取りで。そのときも、
本館は、確か、7 時でしたっけ、7 時から来て、コロナだっ
たんで、夜 9 時までだったんですけど、確か。夜 9 時
までやって、でも、まあ、1 カ月があったから、多分、ちゃ
んと受かったんだなと思うし、それが最後まで続いたっ
ていうのも、やっぱり、周り、周りが、意識が高くて、ずっ
とやめないんですよ、勉強。そういうやつらがいたから、
俺も多分、続いたんだなっていうのは思います。感謝

してます。最初、1 学期のクラスは、M2 でした。
鈴木：自分、現役のときは、高校、嫌いとはいっても、
塾とか行ってなかったんで、高校の授業に付いていこ
うと思ってやってたんですけど、物理・化学とか遅くて、
結構、終わるのも遅くて、受験、本当、直前とかやっとで、
演習やるってことが、自分はできてなかったので、そ
れは、授業のノートとかを見て、自学、まあ、自力で
勉強してたんですけど、ここに来て、何だろう、その
テキストの予習、復習をして、はっきりやるべきこと
が示されてるので、もうなんか迷わずに、その目の前
のことだけをやれば受かったっていう感じです。
川嶋 : 最初はなんか、予習もちゃんと力入れてやって
たんですけど、途中から、量がえげつなくて、復習に
力入れたほうがいいなと、途中で思って、あと、薄先
生とかに相談したときも、復習に力入れてっていうふ
うに、助言をいただいたので、途中からは、もう復習
にずっと時間、振ってました。はい。まあ、大体、3 周、
4 周ぐらいは、授業の内容、やるようにしてました。
どの科目も。はい。
近藤 : はい。えっと、僕は、山形県出身で、で、その
山形の中でも、そこまで頭のいい高校でもなかったの
で。( 山形 ) 東が一番、いいんですけど、県で 6 番目か、
そのくらいの高校に通ってて、正直、医学部に現役で
行けるほどの教育を受けられなかったんです。僕の兄
貴、兄が、東邦にいて、その東邦の同級生のなかで、
代官山 ( 出身 ) の人が多いらしくて、兄伝いに、代官山
に入ったって感じなんですけど、結局、自分次第だと
は思うんですけど、僕は、そんなに意識の高い人じゃ
ないので、自分で自分を追い込める人じゃないので、
現役、医学部行くのは難しい状態で、現役のときは落
ちて、代官山入ってからは、拘束されるというか、朝
の 8 時から、夜の 9 時は、みんな固定でいなきゃいけ
ないじゃないですか。だから、全員みんな残って、帰
る人もいないですし、やっぱ、そういう環境が自分に
は良かったなって思ってて。自分、自分に甘いところ

速単の、速読英熟語の、ずっと。シャドーイングって言っ
て、耳から入ってくるじゃないですか。200 語ぐらい
の長文が、ばあっと流れるんですよ。それを、ずっと、
口でシャドーイングしてました。石井先生が「英語を
速く読むんだったら、シャドーイングやれ」って言わ
れて、「速読英単語、いい」みたいに言われて、「分か
りました」って言って、英語できるんですよ、彼ら。
川嶋 : 自分、できないっす。
鈴木 : いけるよ、俺よりできたんですよ。だから、俺
は置いていかれてるなって思って、その、埋めてました、
そこで、俺は。フフッ。埋まんなかったっす。追い付
かなかったっす。でも、ぎりですよ。耐えたって感じ
です。俺、東邦、長文 1 個と、全部、解けなかったんです、
15問の。白紙。白紙っていうか、もう、間に合わなくて、
もう、泣きながら塗ってましたよ。あれ、これかな、
これかなって。全部、勘です。
川嶋 :自分も、全部、bで埋めたのが、1回あります、東邦。
近藤 : でも、正直、東邦、きつかったよ。全部やるの
は無理だよ、多分。
鈴木 : 無理だよ、あれ。終わんない。
近藤 : 終わんないと思います。長文 1 個、全部、丸々やっ
てない。多分・・・。抜かしてる所、あると思います。
川嶋 : でも、数、物、化学、結構、簡単だったと思って。
まあ、受かってるからね、全然、言っちゃってOKだけど。
簡単でした。でも、さすがに、そんな甘くないっすよ。
いや、絶対、無理。慈恵、俺は本当に、物理受けた段
階で帰りたいって思った、普通に。物理、マジでやばかっ
た、本当に。だって、野村先生が、5 分考えたらしいよ。
近藤 : マジですか。いや、天才でも。
川嶋:天才が。フフフ。ちょっと、あれは帰りたくなった。
やばかった。他は別に、無理じゃない。見て、何とな
くは解けるじゃないですか。慈恵の物理は、本当にゼ
ロだった。多分、ゼロだと思う。ゼロっていうか、ゼ
ロに等しいぐらい、取れなかった、俺は。だから、鈴

木君は、すごいいっす、慈恵 1 次。
鈴木 : いや、1 次だけです。いや、まあ、何となくです。
いけたかな。読めば、そんなんが。ちゃんと、問題文
を読むってことを、ずっと言われてたので、それを慈
恵でも実践したら、これに帰着できるんじゃないか、
細かいほうに帰着できるんじゃないかっていうプロセ
スが出来上がってたっていうか、それを実践したら、1
次は通ったって感じです。

成績の伸び悩みとかありましたか？
川嶋 : はあ、はい、俺が一番、ひどかったのは、200 点切っ
ちゃって、もちろん、( ランキング ) 載んないし、多分、
偏差値 50 も切ってて、徘徊しました、普通に、夜。俺、
なんか、いや、マジで、今だから言えるけど、夏かな。
偏差値、50 切って、どうしようもなくて。で、俺、寮、
住んでたんすけど、寝れないから、家、出て、寮から出て、
ずっと、渋谷の駅前、徘徊してました。深夜 2、3 時に。
ずっと、歩いてました。渋谷まで来て。俺、何やって
んだろうと思って。ずっと、歩いてました。そのまま、
寝ずに来て、その日は勉強できなかったっす、マジで。
まあ、でも、そうっすね。そういうのもありました。
いい思い出です。すっきりは、しましたよ。でも、さ
すがに。切り替えて、切り替えましたね。だから、こ
んな所で終われねえと、俺も思いました、そのときに、
歩きながら。「くそ、くそ」って言ってました。はい。えー、
でも、浪人すると、人の目、気にしなくなっちゃって、
バグるんすよ、やっぱり。バグってました、本当。
近藤:そういうこと、俺もあった。ありましたね。なんか、
マンスリーに対して。
鈴木 : ああ、マンスリーに対して。まあ、やっぱり、
総合ランキングに載りたいって気持ちは、ずっと持っ
てて、それを意識してたっていうのもあって。で、あと、
自分は英語、この 2 人より、全然、できなくて。
川嶋 : いや、うそだよ。
鈴木 :入塾のときも、山室先生に、「君は英語次第だよ」っ
ていうふうに言われて、まあ、ここに来て、英語、ずっ
と載んなかったっすよ。ずっと、載んなかったけど、
後期から、ちゃんと、マンツーマンも入れて、英語に
力を入れてったら、最後の 12 月だけ、唯一、英語でも
載って、うれしかったっていうか、それを目標に頑張っ
たっていうのはあります。他は、多分、ずっと、載ってた、
と思います。でも、8 月のマンスリーで、物理、ずっ
こけて、で、まあ、石井先生に言われて。
川嶋 :そう、そう。自分が載ってないときも、何回もあっ
て、自分、やっぱり、M2 とかにいたときにも、そう
いうのあって、M2 なのに乗ってないと、本当、M1 とか、
M2、M3 辺りからの視線も、特に、気にしてないと思
うけど、感じちゃうし。いや、分かるよね、普通に。あと、
8 月の石井先生から、「あれ、川嶋、川嶋君、ちょっと
やばくない？」みたいな。
鈴木 : 自分も呼ばれました。言われました。その、8 月
しか、そんな落としてないってイメージがあったんす

けど、それでも言われたので、ああ、本当にやばいと思っ
て、その日の夜に、石井先生のところに放課後、放課後っ
ていうか、行って、自分、泣いて、泣きながら、なんか、
どうすればいいかって話をしたときに、ちゃんと、示
してくれてというか、やり方とか。なんか、そんな重
く考え過ぎないで、ここで止まったら、いい所行けな
いなので、続けて勉強することが大事って教わって。
あとは、そうですね、自分も、メンタル病むときが、結構、
あったんですけど、そういうときのリフレッシュ方法
は、いいか分かんないんですけど、4 月のオリエンテー
ションのときの、石井先生のあるじゃないですか、その、
お言葉が、50 分ぐらいの。それを自分、録音してて。
そのとき、意識高くて、録音してたので、病みそうになっ
たときは、それを聞いて、勉強、頑張ってました。いや、
すごい、いいこと言ってくれるんです。メモってきた
んですけど。メモってきました。自分がすごい響いた
言葉。優柔不断で自分で考えない、そんな自分には、
刺さりましたね。全部、その、自分に当てはまってた
というか。そこを変えないと、また、落ちるよって話を、
そのオリエンテーションでしてたので、それが自分に
とっては、まあ、いいことだった。聞いて、メンタル
が安定したかなって思います。初心に戻る。あ、そう
いうことです。はい。そうです。自分はそれで、戻っ
てました。
近藤 : 言われてないっすね。なんででしょう。クラス
も落とされなかったですし。別に、なんか、俺、メン
タル弱いって思われてたのか、分かんないですけど。
言われなかったですね。
鈴木 : 人を選んで、その、言葉発してたなっていうのは、
すごい、思う。思います。

2 号館は、落ちついて勉強できましたか？
近藤 :2 号館。2 号館、そうですね。まあ、自習してる
ときは、みんな、静かにやってましたね。休み時間は、
話してる人もいましたけど、まあ、それくらいはいい

んじゃないか。そんなに、気にはならなかったですけど。
自分は、自習室にいましたね。
川嶋 : 自分も自習です。
鈴木 : 俺もっす。
川嶋 : はかどりました。時間で、扉が閉まるじゃない
ですか。最初、それを知ったときに、ああ、監獄みて
えと思って。いや、でも、その環境が新鮮過ぎて、ああ、
これがよく、進学校とかでいう、勉強の監獄みたいな、
あれなんかなみたいな新鮮さを、俺、覚えて。ちょっと、
俺、それ、うれしかったっす。出ちゃうと、入れないじゃ
ないですか。本当に、入れないじゃないですか。フフフ。
楽しかったっす。それは、楽しかった。俺は、うれしかっ
たっす。その雰囲気が。閉め出されたことも、ありま
すよ。昼、買いに行って、出て、ちょっと遅くなって、
5 分遅れただけでも、本当に閉まっちゃうじゃないで
すか。だから、しかも、なんも持って、勉強道具もな
んも持ってないのに、3 時限目をつぶしたことは、何
回かはあります。無駄でしたよ。無駄でしたけど。遅
れちゃった自分が。自分が悪いって思ってました。完
全に閉められても、窓とか、ちゃんと、自習室も開い
てたので、何だろう、そのコロナとか、そういう感染
対策っていうの、ちゃんとされてたなっていうのは良
かったなって、自分は思ってました、ずっと。なんか、
冬でも、容赦なく、窓開いてて、自分、窓の前だったので、
自習席が。めちゃくちゃ、寒かったんすけど、これも、
健康のためだなって思って、我慢してましたね。夏、
がんがん開けてたよね。クーラー、がんがんなのに。
フフフ。

振り返って、一番落ち込んだ時は？
川嶋　あれです。11 月、冬期の始まる前に、僕、M3 で、
M3 の中で、僕だけ、マンスリーひどい点数取って、
しかも、冬期の授業クラス編成で、冬期の授業のクラ
ス書いてあるじゃないですか、俺だけ、M4 で、さす
がにあのときは、メンタル来ましたね。今でも、覚え
てます。で、12 月、最後のマンスリーまでは、本当、
睡眠時間を削って、本当に、4 時間ぐらいしか寝ないで、
やばいと思って勉強して､最後のマンスリーで、280 く
らい近くまで取って、こう、M1、M2 のやつらを、い
ろんなやつ、がっと抜いて、最後、いや、あんときは、
多分、とんでもなく勉強しました。一番、勉強したか
もしれない、あの 1 カ月は。いや、やばい、あれが一番、
やばかったすね。11 月が。冬期前。今、思えば、多分、
あれが落ちた、あれ、落ちたから、今、こうやって、
大学生なれてるんだなって、いや、だから、本当に貴
重な経験でしたね、あれは。これ、言っていいのかな。
妹がいて。そうです。11 月に、僕がクラス落ちて、そ
の 2 日後に、妹の東京歯科の推薦合格が決まって、事
実上、3 兄弟で、僕だけが取り残されて。
鈴木 : えぐいな、それ。
川嶋　泣きましたね。なんか、泣いちゃいました、俺も。
本当、泣きたいとは思わないんですけど、代官山から、、

帰るとき、ずっと泣いてました。やべえと思って。いや、
もう、なんか止まんなくて、本当に。何、やってんだ
ろうと思って。また、浪人すんのかなとも思って、い
ろんなものがこみ上げてきて、泣いてました。恥ずか
しいっす。代官山のきれいな街を､泣きながら。しかも、
しっかり泣いてました。本当に、そうっす、でも、そ
のときも、俺は寮で飯、食ってたんですけど、なんか、
寮のおばさんが声掛けてくれて。なんか、「大丈夫、大
丈夫だよ」みたいな。なんか、おばちゃんの「コロナ
治してくれるのは、希望君だから」みたいに言われて、
慰めてくれて。ああ、それにも感動しちゃって。ああ。
泣いてましたね。食堂で泣きながら、食ってましたよ。
飯。食ってました、端っこで。でも、そのぐらい､追い
込まれてましたね、あのときは、クラスも落ちて。妹
も指定校で決まって。いや、もう。やばかったっす、
あのときは。その後、すごい、勉強しました。

浪人してよかったこととかありますか？
川嶋　いやあ、でも、間違いなく、俺は、多分、ター
ニングポイントっすね、人生の中で、絶対。なんだか
んだ、現役のときも、多分、D 判ぐらいで、全然、なんか、
夢物語みたいな感じだったんですけど、それがやっぱ
り、代官山入って、河合の模試でも、A 判とか、ばん
ばん出るじゃないですか、医学部。で、医者にさせて
くれたところだなって。と、思います。感謝してます。
いや、もう、全て変わりましたね。寮生活で、1 人暮
らしすることで、自立したってのもあるし、そんな、
朝 5 時なんかに起きて、勉強続くなんて思わなかった
し。そうすね。まあ、本当、人生のターニングポイン
トだったと思います、今後で、これは。親も泣いてま
したよ、でも、やっぱ。受かったとき、本当。良かったっ
す、それは、本当。毎晩、そう、現役のときなんか、毎晩、
帰ってから、YouTube、深夜ぐらいまで見てたし。
( 一同　ハハハ )
川嶋　そんな、多分、それを心配して、俺も、多分、1
人暮らし出させなかったなと思うんすけど、それがやっ
ぱ、自分で、こう、受かるために俺はここ来てるって思っ
て。受かるために、ここに来るって、親にお願いして
来て、最終的に、自分で合格まで持っていったところは、
多分、親も、多分、親も、それがうれしくて泣いてた
んだと、僕は思います。自慢の息子だって言われました。
( 一同　アハハ )
鈴木 : 本当か。自分も、なんか、高 3 の頃は、全然、
医学部なんて、手も届かない、全部、何だろう、全大、
E 判定とか、センター化学も、60 点。で、なんか、こ
こ来たときに、「ナイロン 66 の原料を言えますか」み
たいな、山室先生に言われて、まあ、答えられないよ
うな状況で、ここに来て。で、まあ、なんか、その、
現役のときに、私立医学部は、マーク式の大学しか受
けなくて、マークなら、なんかあれば、受かるんじゃ
ねみたいな気持ちで、まあ、受けたというのが、正直
な気持ちで、ただ、まあ、ここの、この 1 年通して、

何だろう、夏の時点の河合の模試とか、11 月の河合の
模試でも、何だろう、去年、現役の頃までは、書いてた、
その、東京医科歯科大学の歯学部なんですけど、そう
いった所も、何だろう、D 判定から A 判定まで持って
いけた。そういったところで、なんか、成長を途中で
感じてて、で、まあ、その、1 次試験も、自分、高 3 の頃は、
1 次、全落ちして、ぼろぼろな状態だったんですけど、
今年はなんか、9 校も 1 次試験、合格して、2 次試験
も 7 校いただけるまで成長して。1 年前までは、昭和
なんかも、絶対、無理だっていうか、思ってたんです
けど、昭和に届くくらいまで成長できたなって思いま
す。
近藤 : そうですね。僕は、代官山、1 年過ごして、まあ、
正直、試験、始まった本番の受験、始まったときも、正直、
あんまり、受かるかどうかな、分かんなくて。マンスリー
もあんまり､良くなかったですし、自分に力が付いてる
か、分かんなかったんですけど、代官山の 1 限から 7
限まで、ちゃんと、代官山にいたからこそ、やっぱ、
自分でも分かんないうちに、力が付いてて、うーん、2
浪せずに済んだと思ってます。正直、兄も 2 浪なので、
2 浪くらいは、まあ、普通かなというか覚悟してたん
ですけど、代官山のおかげで、1 年で済んで良かった
です。

後輩たちに、合格した秘訣、アドバイスとかあ
れば、教えてください。
近藤 : はい。そうですね。僕は、えー、受験始まって
からも自信なくて、まあ、最初のほう、愛知とか、岩
手とか、まあ、落ちて、なんか、前半が、あまり、調
子良くなくて、まあ、でも、自分、2 浪も覚悟してたので、
まあ、仕方ないかと思って、あんまり、その落ちたこ
とを考え過ぎずに、気楽に、受験受けていったんです。
まあ、そうしたら、受験受けてくうちに、なんか、テ
スト慣れみたいな、テストが、そんな苦じゃなくなって、
テストハイみたいになって、そんなに苦じゃなく、試

験受けられて、そんなに多くは受かってはないですけ
ど。大事なところ、東邦とか、東医とか、押さえられ
たのかなと思いますね。あんまり、前半戦、駄目でも、
あんまり、考え過ぎずに、気楽に、まだまだ、後半戦
もあるので、気楽に受けていったほうがいいと思いま
すね。
川嶋：はい。うーん、何だろう。自分、現役のときは、
単語帳、ころころ変えたり、参考書、ころころ変えた
りしてたんですけど、なんか、代官山のテキストは、
多分、過去問とかを見ながら、先生方が、ちゃんと、
考えて作っていると思うので、その 1 冊を信じて、や
り切ることが、合格への近道なのかなって、自分は思っ
てて。その 1 冊をやり切るっていう意欲は､大事にして
ほしいなって思います。で、あとは、何だろう、医学
部受かるには、部分的あきらめというのもなくすべき
で、例えば、化学だと、高分子時間ないからいいやとか、
物理だと、原子物理、もう時間ないからいいや、そうやっ
て、部分的にあきらめてると、そこで大きく失点して、
合格につながらないので、最後まであきらめないって
いう気持ちも大事だと思います。僕からは、俺は、最初、
入るとき、M 選抜テスト落ちて、下でしたっけ、下で入っ
てたんですけど、でも、その 1 カ月、その、クラステ
ストの 1 カ月間、死ぬ気で勉強したら、M 選抜落ちても、
M2 まで上がれたりとか、限界ってないんだなってい
うのを、やっぱ、いろいろ、ここで知ることができた
んで、本当、自分で、例えば、慈恵行きたくても、俺
は無理だ、慈恵行けないとか思わずに、自分のやりた
いって思った、やりたいっていうか、その、夢、夢っ
ていうか、慈恵行きたいなら、慈恵とかっていうのを、
決して、あきらめないでほしいですね。絶対、その、
意外と無理じゃないってことが、ここで分かったので、
後輩たちも、本当、絶対、あきらめないで、食らいつ
いてほしいです。いや、俺も、なかなか来なくて。いやあ、
もう、東邦来るまでも長くて。親、うるさいんすよね。
どうするの、また、浪人、どこでするのみたいな。俺
は受かるって思ってたんで、なんか、1 回、石井先生
にお母さんが電話したらしくて、石井先生が、「いや、
絶対、回ってくるんで大丈夫ですよ」みたいなこと言っ
たらしくて、石井先生が。だから、回ってきたときは、
いっぱい、電話が鳴り響いたときは、お母さんも、「ああ、
やっぱり、石井先生って、すごい方なんだね」ってい
うので、なりましたね、みんなで。そうっすね

卒 業 生 が 語 る

WAY TO SUCCESS
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東邦大医学部
帝京大医学部
岩手医科大医学部

2次合格
2次正規合格

2次合格

自分で自分を追い込める人じゃないので、
そんなに意識の高い人じゃないので、

代官山入ってからは、全員みんな残って、
帰る人もいないですし、やっぱ、そういう  
環境が自分には良かったなって思ってて。

東邦大医学部進学　近藤 慶哉 君(酒田東高校卒)
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してます。最初、1 学期のクラスは、M2 でした。
鈴木：自分、現役のときは、高校、嫌いとはいっても、
塾とか行ってなかったんで、高校の授業に付いていこ
うと思ってやってたんですけど、物理・化学とか遅くて、
結構、終わるのも遅くて、受験、本当、直前とかやっとで、
演習やるってことが、自分はできてなかったので、そ
れは、授業のノートとかを見て、自学、まあ、自力で
勉強してたんですけど、ここに来て、何だろう、その
テキストの予習、復習をして、はっきりやるべきこと
が示されてるので、もうなんか迷わずに、その目の前
のことだけをやれば受かったっていう感じです。
川嶋 : 最初はなんか、予習もちゃんと力入れてやって
たんですけど、途中から、量がえげつなくて、復習に
力入れたほうがいいなと、途中で思って、あと、薄先
生とかに相談したときも、復習に力入れてっていうふ
うに、助言をいただいたので、途中からは、もう復習
にずっと時間、振ってました。はい。まあ、大体、3 周、
4 周ぐらいは、授業の内容、やるようにしてました。
どの科目も。はい。
近藤 : はい。えっと、僕は、山形県出身で、で、その
山形の中でも、そこまで頭のいい高校でもなかったの
で。( 山形 ) 東が一番、いいんですけど、県で 6 番目か、
そのくらいの高校に通ってて、正直、医学部に現役で
行けるほどの教育を受けられなかったんです。僕の兄
貴、兄が、東邦にいて、その東邦の同級生のなかで、
代官山 ( 出身 ) の人が多いらしくて、兄伝いに、代官山
に入ったって感じなんですけど、結局、自分次第だと
は思うんですけど、僕は、そんなに意識の高い人じゃ
ないので、自分で自分を追い込める人じゃないので、
現役、医学部行くのは難しい状態で、現役のときは落
ちて、代官山入ってからは、拘束されるというか、朝
の 8 時から、夜の 9 時は、みんな固定でいなきゃいけ
ないじゃないですか。だから、全員みんな残って、帰
る人もいないですし、やっぱ、そういう環境が自分に
は良かったなって思ってて。自分、自分に甘いところ

もあるので、そういう人には、代官山の環境はとても
いいと思います。現役の時は一応、塾みたいなの通っ
てたんですけど、塾でも、まあ、眠くなったりして、
あまり、集中してなかったです。スマホとかいじっ
ちゃって、そういうこともありました。
川嶋：なんか、その、来る前までのイメージなんです
けど、代官山って、渋谷に近いじゃないですか。なので、
みんな、こっそり遊びに行ったりしてんじゃないのっ
て、実は、思ってた、来るまでは思ってたんですけど、
そんなこと全然なく、ちゃんと、みんな勉強に必死に
なるって環境が整えられているので、そういった点に、
驚きました、自分が。ほんとみんな、遊びに行くと思っ
てました。
鈴木 : 確かに。
川嶋 : いや。自分は、なんか、地方から来て、どこに
どういうものがあるのかっていうのも分からないので、
そんな、遊びたいとか思わなかったんですけど。でも、
友達はつくらないようにっていうか、昼食も 1 人で食
べるようにしたり、休み時間も、授業終わったらすぐ
に自習、自分の席に戻って勉強するようにはしてたの
で。友達は、この 2 人だけです。
鈴木 : でも、一緒に昼食食ったこと、ないよな。
川嶋 ; ない。ないです。
鈴木 : 俺も、いっつもね。
川嶋 : そこはなんか、暗黙の了解で、食べないで、す
ぐに食べたら、1 人で食べ終わったら、もう、自習室
戻ろうっていう、暗黙の了解があった。自分は、2 号
館の裏のベンチ。2 号館の裏のベンチで。
鈴木 : そんな、怪しい ( 笑 )。
川嶋 : 何とかセンターの、外にあるベンチで、食べて
ました、1 人で。自転車、置く所の近く。
鈴木 : いや、俺も、そこ、2 号館、大和田センターの右、
行った所に、公園あるじゃないですか。俺は、ずっと、
そこで、リスニングしてました。シャドーイングか、

速単の、速読英熟語の、ずっと。シャドーイングって言っ
て、耳から入ってくるじゃないですか。200 語ぐらい
の長文が、ばあっと流れるんですよ。それを、ずっと、
口でシャドーイングしてました。石井先生が「英語を
速く読むんだったら、シャドーイングやれ」って言わ
れて、「速読英単語、いい」みたいに言われて、「分か
りました」って言って、英語できるんですよ、彼ら。
川嶋 : 自分、できないっす。
鈴木 : いけるよ、俺よりできたんですよ。だから、俺
は置いていかれてるなって思って、その、埋めてました、
そこで、俺は。フフッ。埋まんなかったっす。追い付
かなかったっす。でも、ぎりですよ。耐えたって感じ
です。俺、東邦、長文 1 個と、全部、解けなかったんです、
15問の。白紙。白紙っていうか、もう、間に合わなくて、
もう、泣きながら塗ってましたよ。あれ、これかな、
これかなって。全部、勘です。
川嶋 :自分も、全部、bで埋めたのが、1回あります、東邦。
近藤 : でも、正直、東邦、きつかったよ。全部やるの
は無理だよ、多分。
鈴木 : 無理だよ、あれ。終わんない。
近藤 : 終わんないと思います。長文 1 個、全部、丸々やっ
てない。多分・・・。抜かしてる所、あると思います。
川嶋 : でも、数、物、化学、結構、簡単だったと思って。
まあ、受かってるからね、全然、言っちゃってOKだけど。
簡単でした。でも、さすがに、そんな甘くないっすよ。
いや、絶対、無理。慈恵、俺は本当に、物理受けた段
階で帰りたいって思った、普通に。物理、マジでやばかっ
た、本当に。だって、野村先生が、5 分考えたらしいよ。
近藤 : マジですか。いや、天才でも。
川嶋:天才が。フフフ。ちょっと、あれは帰りたくなった。
やばかった。他は別に、無理じゃない。見て、何とな
くは解けるじゃないですか。慈恵の物理は、本当にゼ
ロだった。多分、ゼロだと思う。ゼロっていうか、ゼ
ロに等しいぐらい、取れなかった、俺は。だから、鈴

木君は、すごいいっす、慈恵 1 次。
鈴木 : いや、1 次だけです。いや、まあ、何となくです。
いけたかな。読めば、そんなんが。ちゃんと、問題文
を読むってことを、ずっと言われてたので、それを慈
恵でも実践したら、これに帰着できるんじゃないか、
細かいほうに帰着できるんじゃないかっていうプロセ
スが出来上がってたっていうか、それを実践したら、1
次は通ったって感じです。

成績の伸び悩みとかありましたか？
川嶋 : はあ、はい、俺が一番、ひどかったのは、200 点切っ
ちゃって、もちろん、( ランキング ) 載んないし、多分、
偏差値 50 も切ってて、徘徊しました、普通に、夜。俺、
なんか、いや、マジで、今だから言えるけど、夏かな。
偏差値、50 切って、どうしようもなくて。で、俺、寮、
住んでたんすけど、寝れないから、家、出て、寮から出て、
ずっと、渋谷の駅前、徘徊してました。深夜 2、3 時に。
ずっと、歩いてました。渋谷まで来て。俺、何やって
んだろうと思って。ずっと、歩いてました。そのまま、
寝ずに来て、その日は勉強できなかったっす、マジで。
まあ、でも、そうっすね。そういうのもありました。
いい思い出です。すっきりは、しましたよ。でも、さ
すがに。切り替えて、切り替えましたね。だから、こ
んな所で終われねえと、俺も思いました、そのときに、
歩きながら。「くそ、くそ」って言ってました。はい。えー、
でも、浪人すると、人の目、気にしなくなっちゃって、
バグるんすよ、やっぱり。バグってました、本当。
近藤:そういうこと、俺もあった。ありましたね。なんか、
マンスリーに対して。
鈴木 : ああ、マンスリーに対して。まあ、やっぱり、
総合ランキングに載りたいって気持ちは、ずっと持っ
てて、それを意識してたっていうのもあって。で、あと、
自分は英語、この 2 人より、全然、できなくて。
川嶋 : いや、うそだよ。
鈴木 :入塾のときも、山室先生に、「君は英語次第だよ」っ
ていうふうに言われて、まあ、ここに来て、英語、ずっ
と載んなかったっすよ。ずっと、載んなかったけど、
後期から、ちゃんと、マンツーマンも入れて、英語に
力を入れてったら、最後の 12 月だけ、唯一、英語でも
載って、うれしかったっていうか、それを目標に頑張っ
たっていうのはあります。他は、多分、ずっと、載ってた、
と思います。でも、8 月のマンスリーで、物理、ずっ
こけて、で、まあ、石井先生に言われて。
川嶋 :そう、そう。自分が載ってないときも、何回もあっ
て、自分、やっぱり、M2 とかにいたときにも、そう
いうのあって、M2 なのに乗ってないと、本当、M1 とか、
M2、M3 辺りからの視線も、特に、気にしてないと思
うけど、感じちゃうし。いや、分かるよね、普通に。あと、
8 月の石井先生から、「あれ、川嶋、川嶋君、ちょっと
やばくない？」みたいな。
鈴木 : 自分も呼ばれました。言われました。その、8 月
しか、そんな落としてないってイメージがあったんす

けど、それでも言われたので、ああ、本当にやばいと思っ
て、その日の夜に、石井先生のところに放課後、放課後っ
ていうか、行って、自分、泣いて、泣きながら、なんか、
どうすればいいかって話をしたときに、ちゃんと、示
してくれてというか、やり方とか。なんか、そんな重
く考え過ぎないで、ここで止まったら、いい所行けな
いなので、続けて勉強することが大事って教わって。
あとは、そうですね、自分も、メンタル病むときが、結構、
あったんですけど、そういうときのリフレッシュ方法
は、いいか分かんないんですけど、4 月のオリエンテー
ションのときの、石井先生のあるじゃないですか、その、
お言葉が、50 分ぐらいの。それを自分、録音してて。
そのとき、意識高くて、録音してたので、病みそうになっ
たときは、それを聞いて、勉強、頑張ってました。いや、
すごい、いいこと言ってくれるんです。メモってきた
んですけど。メモってきました。自分がすごい響いた
言葉。優柔不断で自分で考えない、そんな自分には、
刺さりましたね。全部、その、自分に当てはまってた
というか。そこを変えないと、また、落ちるよって話を、
そのオリエンテーションでしてたので、それが自分に
とっては、まあ、いいことだった。聞いて、メンタル
が安定したかなって思います。初心に戻る。あ、そう
いうことです。はい。そうです。自分はそれで、戻っ
てました。
近藤 : 言われてないっすね。なんででしょう。クラス
も落とされなかったですし。別に、なんか、俺、メン
タル弱いって思われてたのか、分かんないですけど。
言われなかったですね。
鈴木 : 人を選んで、その、言葉発してたなっていうのは、
すごい、思う。思います。

2 号館は、落ちついて勉強できましたか？
近藤 :2 号館。2 号館、そうですね。まあ、自習してる
ときは、みんな、静かにやってましたね。休み時間は、
話してる人もいましたけど、まあ、それくらいはいい

んじゃないか。そんなに、気にはならなかったですけど。
自分は、自習室にいましたね。
川嶋 : 自分も自習です。
鈴木 : 俺もっす。
川嶋 : はかどりました。時間で、扉が閉まるじゃない
ですか。最初、それを知ったときに、ああ、監獄みて
えと思って。いや、でも、その環境が新鮮過ぎて、ああ、
これがよく、進学校とかでいう、勉強の監獄みたいな、
あれなんかなみたいな新鮮さを、俺、覚えて。ちょっと、
俺、それ、うれしかったっす。出ちゃうと、入れないじゃ
ないですか。本当に、入れないじゃないですか。フフフ。
楽しかったっす。それは、楽しかった。俺は、うれしかっ
たっす。その雰囲気が。閉め出されたことも、ありま
すよ。昼、買いに行って、出て、ちょっと遅くなって、
5 分遅れただけでも、本当に閉まっちゃうじゃないで
すか。だから、しかも、なんも持って、勉強道具もな
んも持ってないのに、3 時限目をつぶしたことは、何
回かはあります。無駄でしたよ。無駄でしたけど。遅
れちゃった自分が。自分が悪いって思ってました。完
全に閉められても、窓とか、ちゃんと、自習室も開い
てたので、何だろう、そのコロナとか、そういう感染
対策っていうの、ちゃんとされてたなっていうのは良
かったなって、自分は思ってました、ずっと。なんか、
冬でも、容赦なく、窓開いてて、自分、窓の前だったので、
自習席が。めちゃくちゃ、寒かったんすけど、これも、
健康のためだなって思って、我慢してましたね。夏、
がんがん開けてたよね。クーラー、がんがんなのに。
フフフ。

振り返って、一番落ち込んだ時は？
川嶋　あれです。11 月、冬期の始まる前に、僕、M3 で、
M3 の中で、僕だけ、マンスリーひどい点数取って、
しかも、冬期の授業クラス編成で、冬期の授業のクラ
ス書いてあるじゃないですか、俺だけ、M4 で、さす
がにあのときは、メンタル来ましたね。今でも、覚え
てます。で、12 月、最後のマンスリーまでは、本当、
睡眠時間を削って、本当に、4 時間ぐらいしか寝ないで、
やばいと思って勉強して､最後のマンスリーで、280 く
らい近くまで取って、こう、M1、M2 のやつらを、い
ろんなやつ、がっと抜いて、最後、いや、あんときは、
多分、とんでもなく勉強しました。一番、勉強したか
もしれない、あの 1 カ月は。いや、やばい、あれが一番、
やばかったすね。11 月が。冬期前。今、思えば、多分、
あれが落ちた、あれ、落ちたから、今、こうやって、
大学生なれてるんだなって、いや、だから、本当に貴
重な経験でしたね、あれは。これ、言っていいのかな。
妹がいて。そうです。11 月に、僕がクラス落ちて、そ
の 2 日後に、妹の東京歯科の推薦合格が決まって、事
実上、3 兄弟で、僕だけが取り残されて。
鈴木 : えぐいな、それ。
川嶋　泣きましたね。なんか、泣いちゃいました、俺も。
本当、泣きたいとは思わないんですけど、代官山から、、

帰るとき、ずっと泣いてました。やべえと思って。いや、
もう、なんか止まんなくて、本当に。何、やってんだ
ろうと思って。また、浪人すんのかなとも思って、い
ろんなものがこみ上げてきて、泣いてました。恥ずか
しいっす。代官山のきれいな街を､泣きながら。しかも、
しっかり泣いてました。本当に、そうっす、でも、そ
のときも、俺は寮で飯、食ってたんですけど、なんか、
寮のおばさんが声掛けてくれて。なんか、「大丈夫、大
丈夫だよ」みたいな。なんか、おばちゃんの「コロナ
治してくれるのは、希望君だから」みたいに言われて、
慰めてくれて。ああ、それにも感動しちゃって。ああ。
泣いてましたね。食堂で泣きながら、食ってましたよ。
飯。食ってました、端っこで。でも、そのぐらい､追い
込まれてましたね、あのときは、クラスも落ちて。妹
も指定校で決まって。いや、もう。やばかったっす、
あのときは。その後、すごい、勉強しました。

浪人してよかったこととかありますか？
川嶋　いやあ、でも、間違いなく、俺は、多分、ター
ニングポイントっすね、人生の中で、絶対。なんだか
んだ、現役のときも、多分、D 判ぐらいで、全然、なんか、
夢物語みたいな感じだったんですけど、それがやっぱ
り、代官山入って、河合の模試でも、A 判とか、ばん
ばん出るじゃないですか、医学部。で、医者にさせて
くれたところだなって。と、思います。感謝してます。
いや、もう、全て変わりましたね。寮生活で、1 人暮
らしすることで、自立したってのもあるし、そんな、
朝 5 時なんかに起きて、勉強続くなんて思わなかった
し。そうすね。まあ、本当、人生のターニングポイン
トだったと思います、今後で、これは。親も泣いてま
したよ、でも、やっぱ。受かったとき、本当。良かったっ
す、それは、本当。毎晩、そう、現役のときなんか、毎晩、
帰ってから、YouTube、深夜ぐらいまで見てたし。
( 一同　ハハハ )
川嶋　そんな、多分、それを心配して、俺も、多分、1
人暮らし出させなかったなと思うんすけど、それがやっ
ぱ、自分で、こう、受かるために俺はここ来てるって思っ
て。受かるために、ここに来るって、親にお願いして
来て、最終的に、自分で合格まで持っていったところは、
多分、親も、多分、親も、それがうれしくて泣いてた
んだと、僕は思います。自慢の息子だって言われました。
( 一同　アハハ )
鈴木 : 本当か。自分も、なんか、高 3 の頃は、全然、
医学部なんて、手も届かない、全部、何だろう、全大、
E 判定とか、センター化学も、60 点。で、なんか、こ
こ来たときに、「ナイロン 66 の原料を言えますか」み
たいな、山室先生に言われて、まあ、答えられないよ
うな状況で、ここに来て。で、まあ、なんか、その、
現役のときに、私立医学部は、マーク式の大学しか受
けなくて、マークなら、なんかあれば、受かるんじゃ
ねみたいな気持ちで、まあ、受けたというのが、正直
な気持ちで、ただ、まあ、ここの、この 1 年通して、

何だろう、夏の時点の河合の模試とか、11 月の河合の
模試でも、何だろう、去年、現役の頃までは、書いてた、
その、東京医科歯科大学の歯学部なんですけど、そう
いった所も、何だろう、D 判定から A 判定まで持って
いけた。そういったところで、なんか、成長を途中で
感じてて、で、まあ、その、1 次試験も、自分、高 3 の頃は、
1 次、全落ちして、ぼろぼろな状態だったんですけど、
今年はなんか、9 校も 1 次試験、合格して、2 次試験
も 7 校いただけるまで成長して。1 年前までは、昭和
なんかも、絶対、無理だっていうか、思ってたんです
けど、昭和に届くくらいまで成長できたなって思いま
す。
近藤 : そうですね。僕は、代官山、1 年過ごして、まあ、
正直、試験、始まった本番の受験、始まったときも、正直、
あんまり、受かるかどうかな、分かんなくて。マンスリー
もあんまり､良くなかったですし、自分に力が付いてる
か、分かんなかったんですけど、代官山の 1 限から 7
限まで、ちゃんと、代官山にいたからこそ、やっぱ、
自分でも分かんないうちに、力が付いてて、うーん、2
浪せずに済んだと思ってます。正直、兄も 2 浪なので、
2 浪くらいは、まあ、普通かなというか覚悟してたん
ですけど、代官山のおかげで、1 年で済んで良かった
です。

後輩たちに、合格した秘訣、アドバイスとかあ
れば、教えてください。
近藤 : はい。そうですね。僕は、えー、受験始まって
からも自信なくて、まあ、最初のほう、愛知とか、岩
手とか、まあ、落ちて、なんか、前半が、あまり、調
子良くなくて、まあ、でも、自分、2 浪も覚悟してたので、
まあ、仕方ないかと思って、あんまり、その落ちたこ
とを考え過ぎずに、気楽に、受験受けていったんです。
まあ、そうしたら、受験受けてくうちに、なんか、テ
スト慣れみたいな、テストが、そんな苦じゃなくなって、
テストハイみたいになって、そんなに苦じゃなく、試

験受けられて、そんなに多くは受かってはないですけ
ど。大事なところ、東邦とか、東医とか、押さえられ
たのかなと思いますね。あんまり、前半戦、駄目でも、
あんまり、考え過ぎずに、気楽に、まだまだ、後半戦
もあるので、気楽に受けていったほうがいいと思いま
すね。
川嶋：はい。うーん、何だろう。自分、現役のときは、
単語帳、ころころ変えたり、参考書、ころころ変えた
りしてたんですけど、なんか、代官山のテキストは、
多分、過去問とかを見ながら、先生方が、ちゃんと、
考えて作っていると思うので、その 1 冊を信じて、や
り切ることが、合格への近道なのかなって、自分は思っ
てて。その 1 冊をやり切るっていう意欲は､大事にして
ほしいなって思います。で、あとは、何だろう、医学
部受かるには、部分的あきらめというのもなくすべき
で、例えば、化学だと、高分子時間ないからいいやとか、
物理だと、原子物理、もう時間ないからいいや、そうやっ
て、部分的にあきらめてると、そこで大きく失点して、
合格につながらないので、最後まであきらめないって
いう気持ちも大事だと思います。僕からは、俺は、最初、
入るとき、M 選抜テスト落ちて、下でしたっけ、下で入っ
てたんですけど、でも、その 1 カ月、その、クラステ
ストの 1 カ月間、死ぬ気で勉強したら、M 選抜落ちても、
M2 まで上がれたりとか、限界ってないんだなってい
うのを、やっぱ、いろいろ、ここで知ることができた
んで、本当、自分で、例えば、慈恵行きたくても、俺
は無理だ、慈恵行けないとか思わずに、自分のやりた
いって思った、やりたいっていうか、その、夢、夢っ
ていうか、慈恵行きたいなら、慈恵とかっていうのを、
決して、あきらめないでほしいですね。絶対、その、
意外と無理じゃないってことが、ここで分かったので、
後輩たちも、本当、絶対、あきらめないで、食らいつ
いてほしいです。いや、俺も、なかなか来なくて。いやあ、
もう、東邦来るまでも長くて。親、うるさいんすよね。
どうするの、また、浪人、どこでするのみたいな。俺
は受かるって思ってたんで、なんか、1 回、石井先生
にお母さんが電話したらしくて、石井先生が、「いや、
絶対、回ってくるんで大丈夫ですよ」みたいなこと言っ
たらしくて、石井先生が。だから、回ってきたときは、
いっぱい、電話が鳴り響いたときは、お母さんも、「ああ、
やっぱり、石井先生って、すごい方なんだね」ってい
うので、なりましたね、みんなで。そうっすね
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してます。最初、1 学期のクラスは、M2 でした。
鈴木：自分、現役のときは、高校、嫌いとはいっても、
塾とか行ってなかったんで、高校の授業に付いていこ
うと思ってやってたんですけど、物理・化学とか遅くて、
結構、終わるのも遅くて、受験、本当、直前とかやっとで、
演習やるってことが、自分はできてなかったので、そ
れは、授業のノートとかを見て、自学、まあ、自力で
勉強してたんですけど、ここに来て、何だろう、その
テキストの予習、復習をして、はっきりやるべきこと
が示されてるので、もうなんか迷わずに、その目の前
のことだけをやれば受かったっていう感じです。
川嶋 : 最初はなんか、予習もちゃんと力入れてやって
たんですけど、途中から、量がえげつなくて、復習に
力入れたほうがいいなと、途中で思って、あと、薄先
生とかに相談したときも、復習に力入れてっていうふ
うに、助言をいただいたので、途中からは、もう復習
にずっと時間、振ってました。はい。まあ、大体、3 周、
4 周ぐらいは、授業の内容、やるようにしてました。
どの科目も。はい。
近藤 : はい。えっと、僕は、山形県出身で、で、その
山形の中でも、そこまで頭のいい高校でもなかったの
で。( 山形 ) 東が一番、いいんですけど、県で 6 番目か、
そのくらいの高校に通ってて、正直、医学部に現役で
行けるほどの教育を受けられなかったんです。僕の兄
貴、兄が、東邦にいて、その東邦の同級生のなかで、
代官山 ( 出身 ) の人が多いらしくて、兄伝いに、代官山
に入ったって感じなんですけど、結局、自分次第だと
は思うんですけど、僕は、そんなに意識の高い人じゃ
ないので、自分で自分を追い込める人じゃないので、
現役、医学部行くのは難しい状態で、現役のときは落
ちて、代官山入ってからは、拘束されるというか、朝
の 8 時から、夜の 9 時は、みんな固定でいなきゃいけ
ないじゃないですか。だから、全員みんな残って、帰
る人もいないですし、やっぱ、そういう環境が自分に
は良かったなって思ってて。自分、自分に甘いところ

速単の、速読英熟語の、ずっと。シャドーイングって言っ
て、耳から入ってくるじゃないですか。200 語ぐらい
の長文が、ばあっと流れるんですよ。それを、ずっと、
口でシャドーイングしてました。石井先生が「英語を
速く読むんだったら、シャドーイングやれ」って言わ
れて、「速読英単語、いい」みたいに言われて、「分か
りました」って言って、英語できるんですよ、彼ら。
川嶋 : 自分、できないっす。
鈴木 : いけるよ、俺よりできたんですよ。だから、俺
は置いていかれてるなって思って、その、埋めてました、
そこで、俺は。フフッ。埋まんなかったっす。追い付
かなかったっす。でも、ぎりですよ。耐えたって感じ
です。俺、東邦、長文 1 個と、全部、解けなかったんです、
15問の。白紙。白紙っていうか、もう、間に合わなくて、
もう、泣きながら塗ってましたよ。あれ、これかな、
これかなって。全部、勘です。
川嶋 :自分も、全部、bで埋めたのが、1回あります、東邦。
近藤 : でも、正直、東邦、きつかったよ。全部やるの
は無理だよ、多分。
鈴木 : 無理だよ、あれ。終わんない。
近藤 : 終わんないと思います。長文 1 個、全部、丸々やっ
てない。多分・・・。抜かしてる所、あると思います。
川嶋 : でも、数、物、化学、結構、簡単だったと思って。
まあ、受かってるからね、全然、言っちゃってOKだけど。
簡単でした。でも、さすがに、そんな甘くないっすよ。
いや、絶対、無理。慈恵、俺は本当に、物理受けた段
階で帰りたいって思った、普通に。物理、マジでやばかっ
た、本当に。だって、野村先生が、5 分考えたらしいよ。
近藤 : マジですか。いや、天才でも。
川嶋:天才が。フフフ。ちょっと、あれは帰りたくなった。
やばかった。他は別に、無理じゃない。見て、何とな
くは解けるじゃないですか。慈恵の物理は、本当にゼ
ロだった。多分、ゼロだと思う。ゼロっていうか、ゼ
ロに等しいぐらい、取れなかった、俺は。だから、鈴

木君は、すごいいっす、慈恵 1 次。
鈴木 : いや、1 次だけです。いや、まあ、何となくです。
いけたかな。読めば、そんなんが。ちゃんと、問題文
を読むってことを、ずっと言われてたので、それを慈
恵でも実践したら、これに帰着できるんじゃないか、
細かいほうに帰着できるんじゃないかっていうプロセ
スが出来上がってたっていうか、それを実践したら、1
次は通ったって感じです。

成績の伸び悩みとかありましたか？
川嶋 : はあ、はい、俺が一番、ひどかったのは、200 点切っ
ちゃって、もちろん、( ランキング ) 載んないし、多分、
偏差値 50 も切ってて、徘徊しました、普通に、夜。俺、
なんか、いや、マジで、今だから言えるけど、夏かな。
偏差値、50 切って、どうしようもなくて。で、俺、寮、
住んでたんすけど、寝れないから、家、出て、寮から出て、
ずっと、渋谷の駅前、徘徊してました。深夜 2、3 時に。
ずっと、歩いてました。渋谷まで来て。俺、何やって
んだろうと思って。ずっと、歩いてました。そのまま、
寝ずに来て、その日は勉強できなかったっす、マジで。
まあ、でも、そうっすね。そういうのもありました。
いい思い出です。すっきりは、しましたよ。でも、さ
すがに。切り替えて、切り替えましたね。だから、こ
んな所で終われねえと、俺も思いました、そのときに、
歩きながら。「くそ、くそ」って言ってました。はい。えー、
でも、浪人すると、人の目、気にしなくなっちゃって、
バグるんすよ、やっぱり。バグってました、本当。
近藤:そういうこと、俺もあった。ありましたね。なんか、
マンスリーに対して。
鈴木 : ああ、マンスリーに対して。まあ、やっぱり、
総合ランキングに載りたいって気持ちは、ずっと持っ
てて、それを意識してたっていうのもあって。で、あと、
自分は英語、この 2 人より、全然、できなくて。
川嶋 : いや、うそだよ。
鈴木 :入塾のときも、山室先生に、「君は英語次第だよ」っ
ていうふうに言われて、まあ、ここに来て、英語、ずっ
と載んなかったっすよ。ずっと、載んなかったけど、
後期から、ちゃんと、マンツーマンも入れて、英語に
力を入れてったら、最後の 12 月だけ、唯一、英語でも
載って、うれしかったっていうか、それを目標に頑張っ
たっていうのはあります。他は、多分、ずっと、載ってた、
と思います。でも、8 月のマンスリーで、物理、ずっ
こけて、で、まあ、石井先生に言われて。
川嶋 :そう、そう。自分が載ってないときも、何回もあっ
て、自分、やっぱり、M2 とかにいたときにも、そう
いうのあって、M2 なのに乗ってないと、本当、M1 とか、
M2、M3 辺りからの視線も、特に、気にしてないと思
うけど、感じちゃうし。いや、分かるよね、普通に。あと、
8 月の石井先生から、「あれ、川嶋、川嶋君、ちょっと
やばくない？」みたいな。
鈴木 : 自分も呼ばれました。言われました。その、8 月
しか、そんな落としてないってイメージがあったんす

けど、それでも言われたので、ああ、本当にやばいと思っ
て、その日の夜に、石井先生のところに放課後、放課後っ
ていうか、行って、自分、泣いて、泣きながら、なんか、
どうすればいいかって話をしたときに、ちゃんと、示
してくれてというか、やり方とか。なんか、そんな重
く考え過ぎないで、ここで止まったら、いい所行けな
いなので、続けて勉強することが大事って教わって。
あとは、そうですね、自分も、メンタル病むときが、結構、
あったんですけど、そういうときのリフレッシュ方法
は、いいか分かんないんですけど、4 月のオリエンテー
ションのときの、石井先生のあるじゃないですか、その、
お言葉が、50 分ぐらいの。それを自分、録音してて。
そのとき、意識高くて、録音してたので、病みそうになっ
たときは、それを聞いて、勉強、頑張ってました。いや、
すごい、いいこと言ってくれるんです。メモってきた
んですけど。メモってきました。自分がすごい響いた
言葉。優柔不断で自分で考えない、そんな自分には、
刺さりましたね。全部、その、自分に当てはまってた
というか。そこを変えないと、また、落ちるよって話を、
そのオリエンテーションでしてたので、それが自分に
とっては、まあ、いいことだった。聞いて、メンタル
が安定したかなって思います。初心に戻る。あ、そう
いうことです。はい。そうです。自分はそれで、戻っ
てました。
近藤 : 言われてないっすね。なんででしょう。クラス
も落とされなかったですし。別に、なんか、俺、メン
タル弱いって思われてたのか、分かんないですけど。
言われなかったですね。
鈴木 : 人を選んで、その、言葉発してたなっていうのは、
すごい、思う。思います。

2 号館は、落ちついて勉強できましたか？
近藤 :2 号館。2 号館、そうですね。まあ、自習してる
ときは、みんな、静かにやってましたね。休み時間は、
話してる人もいましたけど、まあ、それくらいはいい

んじゃないか。そんなに、気にはならなかったですけど。
自分は、自習室にいましたね。
川嶋 : 自分も自習です。
鈴木 : 俺もっす。
川嶋 : はかどりました。時間で、扉が閉まるじゃない
ですか。最初、それを知ったときに、ああ、監獄みて
えと思って。いや、でも、その環境が新鮮過ぎて、ああ、
これがよく、進学校とかでいう、勉強の監獄みたいな、
あれなんかなみたいな新鮮さを、俺、覚えて。ちょっと、
俺、それ、うれしかったっす。出ちゃうと、入れないじゃ
ないですか。本当に、入れないじゃないですか。フフフ。
楽しかったっす。それは、楽しかった。俺は、うれしかっ
たっす。その雰囲気が。閉め出されたことも、ありま
すよ。昼、買いに行って、出て、ちょっと遅くなって、
5 分遅れただけでも、本当に閉まっちゃうじゃないで
すか。だから、しかも、なんも持って、勉強道具もな
んも持ってないのに、3 時限目をつぶしたことは、何
回かはあります。無駄でしたよ。無駄でしたけど。遅
れちゃった自分が。自分が悪いって思ってました。完
全に閉められても、窓とか、ちゃんと、自習室も開い
てたので、何だろう、そのコロナとか、そういう感染
対策っていうの、ちゃんとされてたなっていうのは良
かったなって、自分は思ってました、ずっと。なんか、
冬でも、容赦なく、窓開いてて、自分、窓の前だったので、
自習席が。めちゃくちゃ、寒かったんすけど、これも、
健康のためだなって思って、我慢してましたね。夏、
がんがん開けてたよね。クーラー、がんがんなのに。
フフフ。

振り返って、一番落ち込んだ時は？
川嶋　あれです。11 月、冬期の始まる前に、僕、M3 で、
M3 の中で、僕だけ、マンスリーひどい点数取って、
しかも、冬期の授業クラス編成で、冬期の授業のクラ
ス書いてあるじゃないですか、俺だけ、M4 で、さす
がにあのときは、メンタル来ましたね。今でも、覚え
てます。で、12 月、最後のマンスリーまでは、本当、
睡眠時間を削って、本当に、4 時間ぐらいしか寝ないで、
やばいと思って勉強して､最後のマンスリーで、280 く
らい近くまで取って、こう、M1、M2 のやつらを、い
ろんなやつ、がっと抜いて、最後、いや、あんときは、
多分、とんでもなく勉強しました。一番、勉強したか
もしれない、あの 1 カ月は。いや、やばい、あれが一番、
やばかったすね。11 月が。冬期前。今、思えば、多分、
あれが落ちた、あれ、落ちたから、今、こうやって、
大学生なれてるんだなって、いや、だから、本当に貴
重な経験でしたね、あれは。これ、言っていいのかな。
妹がいて。そうです。11 月に、僕がクラス落ちて、そ
の 2 日後に、妹の東京歯科の推薦合格が決まって、事
実上、3 兄弟で、僕だけが取り残されて。
鈴木 : えぐいな、それ。
川嶋　泣きましたね。なんか、泣いちゃいました、俺も。
本当、泣きたいとは思わないんですけど、代官山から、、

帰るとき、ずっと泣いてました。やべえと思って。いや、
もう、なんか止まんなくて、本当に。何、やってんだ
ろうと思って。また、浪人すんのかなとも思って、い
ろんなものがこみ上げてきて、泣いてました。恥ずか
しいっす。代官山のきれいな街を､泣きながら。しかも、
しっかり泣いてました。本当に、そうっす、でも、そ
のときも、俺は寮で飯、食ってたんですけど、なんか、
寮のおばさんが声掛けてくれて。なんか、「大丈夫、大
丈夫だよ」みたいな。なんか、おばちゃんの「コロナ
治してくれるのは、希望君だから」みたいに言われて、
慰めてくれて。ああ、それにも感動しちゃって。ああ。
泣いてましたね。食堂で泣きながら、食ってましたよ。
飯。食ってました、端っこで。でも、そのぐらい､追い
込まれてましたね、あのときは、クラスも落ちて。妹
も指定校で決まって。いや、もう。やばかったっす、
あのときは。その後、すごい、勉強しました。

浪人してよかったこととかありますか？
川嶋　いやあ、でも、間違いなく、俺は、多分、ター
ニングポイントっすね、人生の中で、絶対。なんだか
んだ、現役のときも、多分、D 判ぐらいで、全然、なんか、
夢物語みたいな感じだったんですけど、それがやっぱ
り、代官山入って、河合の模試でも、A 判とか、ばん
ばん出るじゃないですか、医学部。で、医者にさせて
くれたところだなって。と、思います。感謝してます。
いや、もう、全て変わりましたね。寮生活で、1 人暮
らしすることで、自立したってのもあるし、そんな、
朝 5 時なんかに起きて、勉強続くなんて思わなかった
し。そうすね。まあ、本当、人生のターニングポイン
トだったと思います、今後で、これは。親も泣いてま
したよ、でも、やっぱ。受かったとき、本当。良かったっ
す、それは、本当。毎晩、そう、現役のときなんか、毎晩、
帰ってから、YouTube、深夜ぐらいまで見てたし。
( 一同　ハハハ )
川嶋　そんな、多分、それを心配して、俺も、多分、1
人暮らし出させなかったなと思うんすけど、それがやっ
ぱ、自分で、こう、受かるために俺はここ来てるって思っ
て。受かるために、ここに来るって、親にお願いして
来て、最終的に、自分で合格まで持っていったところは、
多分、親も、多分、親も、それがうれしくて泣いてた
んだと、僕は思います。自慢の息子だって言われました。
( 一同　アハハ )
鈴木 : 本当か。自分も、なんか、高 3 の頃は、全然、
医学部なんて、手も届かない、全部、何だろう、全大、
E 判定とか、センター化学も、60 点。で、なんか、こ
こ来たときに、「ナイロン 66 の原料を言えますか」み
たいな、山室先生に言われて、まあ、答えられないよ
うな状況で、ここに来て。で、まあ、なんか、その、
現役のときに、私立医学部は、マーク式の大学しか受
けなくて、マークなら、なんかあれば、受かるんじゃ
ねみたいな気持ちで、まあ、受けたというのが、正直
な気持ちで、ただ、まあ、ここの、この 1 年通して、

何だろう、夏の時点の河合の模試とか、11 月の河合の
模試でも、何だろう、去年、現役の頃までは、書いてた、
その、東京医科歯科大学の歯学部なんですけど、そう
いった所も、何だろう、D 判定から A 判定まで持って
いけた。そういったところで、なんか、成長を途中で
感じてて、で、まあ、その、1 次試験も、自分、高 3 の頃は、
1 次、全落ちして、ぼろぼろな状態だったんですけど、
今年はなんか、9 校も 1 次試験、合格して、2 次試験
も 7 校いただけるまで成長して。1 年前までは、昭和
なんかも、絶対、無理だっていうか、思ってたんです
けど、昭和に届くくらいまで成長できたなって思いま
す。
近藤 : そうですね。僕は、代官山、1 年過ごして、まあ、
正直、試験、始まった本番の受験、始まったときも、正直、
あんまり、受かるかどうかな、分かんなくて。マンスリー
もあんまり､良くなかったですし、自分に力が付いてる
か、分かんなかったんですけど、代官山の 1 限から 7
限まで、ちゃんと、代官山にいたからこそ、やっぱ、
自分でも分かんないうちに、力が付いてて、うーん、2
浪せずに済んだと思ってます。正直、兄も 2 浪なので、
2 浪くらいは、まあ、普通かなというか覚悟してたん
ですけど、代官山のおかげで、1 年で済んで良かった
です。

後輩たちに、合格した秘訣、アドバイスとかあ
れば、教えてください。
近藤 : はい。そうですね。僕は、えー、受験始まって
からも自信なくて、まあ、最初のほう、愛知とか、岩
手とか、まあ、落ちて、なんか、前半が、あまり、調
子良くなくて、まあ、でも、自分、2 浪も覚悟してたので、
まあ、仕方ないかと思って、あんまり、その落ちたこ
とを考え過ぎずに、気楽に、受験受けていったんです。
まあ、そうしたら、受験受けてくうちに、なんか、テ
スト慣れみたいな、テストが、そんな苦じゃなくなって、
テストハイみたいになって、そんなに苦じゃなく、試

験受けられて、そんなに多くは受かってはないですけ
ど。大事なところ、東邦とか、東医とか、押さえられ
たのかなと思いますね。あんまり、前半戦、駄目でも、
あんまり、考え過ぎずに、気楽に、まだまだ、後半戦
もあるので、気楽に受けていったほうがいいと思いま
すね。
川嶋：はい。うーん、何だろう。自分、現役のときは、
単語帳、ころころ変えたり、参考書、ころころ変えた
りしてたんですけど、なんか、代官山のテキストは、
多分、過去問とかを見ながら、先生方が、ちゃんと、
考えて作っていると思うので、その 1 冊を信じて、や
り切ることが、合格への近道なのかなって、自分は思っ
てて。その 1 冊をやり切るっていう意欲は､大事にして
ほしいなって思います。で、あとは、何だろう、医学
部受かるには、部分的あきらめというのもなくすべき
で、例えば、化学だと、高分子時間ないからいいやとか、
物理だと、原子物理、もう時間ないからいいや、そうやっ
て、部分的にあきらめてると、そこで大きく失点して、
合格につながらないので、最後まであきらめないって
いう気持ちも大事だと思います。僕からは、俺は、最初、
入るとき、M 選抜テスト落ちて、下でしたっけ、下で入っ
てたんですけど、でも、その 1 カ月、その、クラステ
ストの 1 カ月間、死ぬ気で勉強したら、M 選抜落ちても、
M2 まで上がれたりとか、限界ってないんだなってい
うのを、やっぱ、いろいろ、ここで知ることができた
んで、本当、自分で、例えば、慈恵行きたくても、俺
は無理だ、慈恵行けないとか思わずに、自分のやりた
いって思った、やりたいっていうか、その、夢、夢っ
ていうか、慈恵行きたいなら、慈恵とかっていうのを、
決して、あきらめないでほしいですね。絶対、その、
意外と無理じゃないってことが、ここで分かったので、
後輩たちも、本当、絶対、あきらめないで、食らいつ
いてほしいです。いや、俺も、なかなか来なくて。いやあ、
もう、東邦来るまでも長くて。親、うるさいんすよね。
どうするの、また、浪人、どこでするのみたいな。俺
は受かるって思ってたんで、なんか、1 回、石井先生
にお母さんが電話したらしくて、石井先生が、「いや、
絶対、回ってくるんで大丈夫ですよ」みたいなこと言っ
たらしくて、石井先生が。だから、回ってきたときは、
いっぱい、電話が鳴り響いたときは、お母さんも、「ああ、
やっぱり、石井先生って、すごい方なんだね」ってい
うので、なりましたね、みんなで。そうっすね

164DAIKANYAMA MEDICAL



してます。最初、1 学期のクラスは、M2 でした。
鈴木：自分、現役のときは、高校、嫌いとはいっても、
塾とか行ってなかったんで、高校の授業に付いていこ
うと思ってやってたんですけど、物理・化学とか遅くて、
結構、終わるのも遅くて、受験、本当、直前とかやっとで、
演習やるってことが、自分はできてなかったので、そ
れは、授業のノートとかを見て、自学、まあ、自力で
勉強してたんですけど、ここに来て、何だろう、その
テキストの予習、復習をして、はっきりやるべきこと
が示されてるので、もうなんか迷わずに、その目の前
のことだけをやれば受かったっていう感じです。
川嶋 : 最初はなんか、予習もちゃんと力入れてやって
たんですけど、途中から、量がえげつなくて、復習に
力入れたほうがいいなと、途中で思って、あと、薄先
生とかに相談したときも、復習に力入れてっていうふ
うに、助言をいただいたので、途中からは、もう復習
にずっと時間、振ってました。はい。まあ、大体、3 周、
4 周ぐらいは、授業の内容、やるようにしてました。
どの科目も。はい。
近藤 : はい。えっと、僕は、山形県出身で、で、その
山形の中でも、そこまで頭のいい高校でもなかったの
で。( 山形 ) 東が一番、いいんですけど、県で 6 番目か、
そのくらいの高校に通ってて、正直、医学部に現役で
行けるほどの教育を受けられなかったんです。僕の兄
貴、兄が、東邦にいて、その東邦の同級生のなかで、
代官山 ( 出身 ) の人が多いらしくて、兄伝いに、代官山
に入ったって感じなんですけど、結局、自分次第だと
は思うんですけど、僕は、そんなに意識の高い人じゃ
ないので、自分で自分を追い込める人じゃないので、
現役、医学部行くのは難しい状態で、現役のときは落
ちて、代官山入ってからは、拘束されるというか、朝
の 8 時から、夜の 9 時は、みんな固定でいなきゃいけ
ないじゃないですか。だから、全員みんな残って、帰
る人もいないですし、やっぱ、そういう環境が自分に
は良かったなって思ってて。自分、自分に甘いところ

速単の、速読英熟語の、ずっと。シャドーイングって言っ
て、耳から入ってくるじゃないですか。200 語ぐらい
の長文が、ばあっと流れるんですよ。それを、ずっと、
口でシャドーイングしてました。石井先生が「英語を
速く読むんだったら、シャドーイングやれ」って言わ
れて、「速読英単語、いい」みたいに言われて、「分か
りました」って言って、英語できるんですよ、彼ら。
川嶋 : 自分、できないっす。
鈴木 : いけるよ、俺よりできたんですよ。だから、俺
は置いていかれてるなって思って、その、埋めてました、
そこで、俺は。フフッ。埋まんなかったっす。追い付
かなかったっす。でも、ぎりですよ。耐えたって感じ
です。俺、東邦、長文 1 個と、全部、解けなかったんです、
15問の。白紙。白紙っていうか、もう、間に合わなくて、
もう、泣きながら塗ってましたよ。あれ、これかな、
これかなって。全部、勘です。
川嶋 :自分も、全部、bで埋めたのが、1回あります、東邦。
近藤 : でも、正直、東邦、きつかったよ。全部やるの
は無理だよ、多分。
鈴木 : 無理だよ、あれ。終わんない。
近藤 : 終わんないと思います。長文 1 個、全部、丸々やっ
てない。多分・・・。抜かしてる所、あると思います。
川嶋 : でも、数、物、化学、結構、簡単だったと思って。
まあ、受かってるからね、全然、言っちゃってOKだけど。
簡単でした。でも、さすがに、そんな甘くないっすよ。
いや、絶対、無理。慈恵、俺は本当に、物理受けた段
階で帰りたいって思った、普通に。物理、マジでやばかっ
た、本当に。だって、野村先生が、5 分考えたらしいよ。
近藤 : マジですか。いや、天才でも。
川嶋:天才が。フフフ。ちょっと、あれは帰りたくなった。
やばかった。他は別に、無理じゃない。見て、何とな
くは解けるじゃないですか。慈恵の物理は、本当にゼ
ロだった。多分、ゼロだと思う。ゼロっていうか、ゼ
ロに等しいぐらい、取れなかった、俺は。だから、鈴

木君は、すごいいっす、慈恵 1 次。
鈴木 : いや、1 次だけです。いや、まあ、何となくです。
いけたかな。読めば、そんなんが。ちゃんと、問題文
を読むってことを、ずっと言われてたので、それを慈
恵でも実践したら、これに帰着できるんじゃないか、
細かいほうに帰着できるんじゃないかっていうプロセ
スが出来上がってたっていうか、それを実践したら、1
次は通ったって感じです。

成績の伸び悩みとかありましたか？
川嶋 : はあ、はい、俺が一番、ひどかったのは、200 点切っ
ちゃって、もちろん、( ランキング ) 載んないし、多分、
偏差値 50 も切ってて、徘徊しました、普通に、夜。俺、
なんか、いや、マジで、今だから言えるけど、夏かな。
偏差値、50 切って、どうしようもなくて。で、俺、寮、
住んでたんすけど、寝れないから、家、出て、寮から出て、
ずっと、渋谷の駅前、徘徊してました。深夜 2、3 時に。
ずっと、歩いてました。渋谷まで来て。俺、何やって
んだろうと思って。ずっと、歩いてました。そのまま、
寝ずに来て、その日は勉強できなかったっす、マジで。
まあ、でも、そうっすね。そういうのもありました。
いい思い出です。すっきりは、しましたよ。でも、さ
すがに。切り替えて、切り替えましたね。だから、こ
んな所で終われねえと、俺も思いました、そのときに、
歩きながら。「くそ、くそ」って言ってました。はい。えー、
でも、浪人すると、人の目、気にしなくなっちゃって、
バグるんすよ、やっぱり。バグってました、本当。
近藤:そういうこと、俺もあった。ありましたね。なんか、
マンスリーに対して。
鈴木 : ああ、マンスリーに対して。まあ、やっぱり、
総合ランキングに載りたいって気持ちは、ずっと持っ
てて、それを意識してたっていうのもあって。で、あと、
自分は英語、この 2 人より、全然、できなくて。
川嶋 : いや、うそだよ。
鈴木 :入塾のときも、山室先生に、「君は英語次第だよ」っ
ていうふうに言われて、まあ、ここに来て、英語、ずっ
と載んなかったっすよ。ずっと、載んなかったけど、
後期から、ちゃんと、マンツーマンも入れて、英語に
力を入れてったら、最後の 12 月だけ、唯一、英語でも
載って、うれしかったっていうか、それを目標に頑張っ
たっていうのはあります。他は、多分、ずっと、載ってた、
と思います。でも、8 月のマンスリーで、物理、ずっ
こけて、で、まあ、石井先生に言われて。
川嶋 :そう、そう。自分が載ってないときも、何回もあっ
て、自分、やっぱり、M2 とかにいたときにも、そう
いうのあって、M2 なのに乗ってないと、本当、M1 とか、
M2、M3 辺りからの視線も、特に、気にしてないと思
うけど、感じちゃうし。いや、分かるよね、普通に。あと、
8 月の石井先生から、「あれ、川嶋、川嶋君、ちょっと
やばくない？」みたいな。
鈴木 : 自分も呼ばれました。言われました。その、8 月
しか、そんな落としてないってイメージがあったんす

けど、それでも言われたので、ああ、本当にやばいと思っ
て、その日の夜に、石井先生のところに放課後、放課後っ
ていうか、行って、自分、泣いて、泣きながら、なんか、
どうすればいいかって話をしたときに、ちゃんと、示
してくれてというか、やり方とか。なんか、そんな重
く考え過ぎないで、ここで止まったら、いい所行けな
いなので、続けて勉強することが大事って教わって。
あとは、そうですね、自分も、メンタル病むときが、結構、
あったんですけど、そういうときのリフレッシュ方法
は、いいか分かんないんですけど、4 月のオリエンテー
ションのときの、石井先生のあるじゃないですか、その、
お言葉が、50 分ぐらいの。それを自分、録音してて。
そのとき、意識高くて、録音してたので、病みそうになっ
たときは、それを聞いて、勉強、頑張ってました。いや、
すごい、いいこと言ってくれるんです。メモってきた
んですけど。メモってきました。自分がすごい響いた
言葉。優柔不断で自分で考えない、そんな自分には、
刺さりましたね。全部、その、自分に当てはまってた
というか。そこを変えないと、また、落ちるよって話を、
そのオリエンテーションでしてたので、それが自分に
とっては、まあ、いいことだった。聞いて、メンタル
が安定したかなって思います。初心に戻る。あ、そう
いうことです。はい。そうです。自分はそれで、戻っ
てました。
近藤 : 言われてないっすね。なんででしょう。クラス
も落とされなかったですし。別に、なんか、俺、メン
タル弱いって思われてたのか、分かんないですけど。
言われなかったですね。
鈴木 : 人を選んで、その、言葉発してたなっていうのは、
すごい、思う。思います。

2 号館は、落ちついて勉強できましたか？
近藤 :2 号館。2 号館、そうですね。まあ、自習してる
ときは、みんな、静かにやってましたね。休み時間は、
話してる人もいましたけど、まあ、それくらいはいい
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んじゃないか。そんなに、気にはならなかったですけど。
自分は、自習室にいましたね。
川嶋 : 自分も自習です。
鈴木 : 俺もっす。
川嶋 : はかどりました。時間で、扉が閉まるじゃない
ですか。最初、それを知ったときに、ああ、監獄みて
えと思って。いや、でも、その環境が新鮮過ぎて、ああ、
これがよく、進学校とかでいう、勉強の監獄みたいな、
あれなんかなみたいな新鮮さを、俺、覚えて。ちょっと、
俺、それ、うれしかったっす。出ちゃうと、入れないじゃ
ないですか。本当に、入れないじゃないですか。フフフ。
楽しかったっす。それは、楽しかった。俺は、うれしかっ
たっす。その雰囲気が。閉め出されたことも、ありま
すよ。昼、買いに行って、出て、ちょっと遅くなって、
5 分遅れただけでも、本当に閉まっちゃうじゃないで
すか。だから、しかも、なんも持って、勉強道具もな
んも持ってないのに、3 時限目をつぶしたことは、何
回かはあります。無駄でしたよ。無駄でしたけど。遅
れちゃった自分が。自分が悪いって思ってました。完
全に閉められても、窓とか、ちゃんと、自習室も開い
てたので、何だろう、そのコロナとか、そういう感染
対策っていうの、ちゃんとされてたなっていうのは良
かったなって、自分は思ってました、ずっと。なんか、
冬でも、容赦なく、窓開いてて、自分、窓の前だったので、
自習席が。めちゃくちゃ、寒かったんすけど、これも、
健康のためだなって思って、我慢してましたね。夏、
がんがん開けてたよね。クーラー、がんがんなのに。
フフフ。

振り返って、一番落ち込んだ時は？
川嶋　あれです。11 月、冬期の始まる前に、僕、M3 で、
M3 の中で、僕だけ、マンスリーひどい点数取って、
しかも、冬期の授業クラス編成で、冬期の授業のクラ
ス書いてあるじゃないですか、俺だけ、M4 で、さす
がにあのときは、メンタル来ましたね。今でも、覚え
てます。で、12 月、最後のマンスリーまでは、本当、
睡眠時間を削って、本当に、4 時間ぐらいしか寝ないで、
やばいと思って勉強して､最後のマンスリーで、280 く
らい近くまで取って、こう、M1、M2 のやつらを、い
ろんなやつ、がっと抜いて、最後、いや、あんときは、
多分、とんでもなく勉強しました。一番、勉強したか
もしれない、あの 1 カ月は。いや、やばい、あれが一番、
やばかったすね。11 月が。冬期前。今、思えば、多分、
あれが落ちた、あれ、落ちたから、今、こうやって、
大学生なれてるんだなって、いや、だから、本当に貴
重な経験でしたね、あれは。これ、言っていいのかな。
妹がいて。そうです。11 月に、僕がクラス落ちて、そ
の 2 日後に、妹の東京歯科の推薦合格が決まって、事
実上、3 兄弟で、僕だけが取り残されて。
鈴木 : えぐいな、それ。
川嶋　泣きましたね。なんか、泣いちゃいました、俺も。
本当、泣きたいとは思わないんですけど、代官山から、、

帰るとき、ずっと泣いてました。やべえと思って。いや、
もう、なんか止まんなくて、本当に。何、やってんだ
ろうと思って。また、浪人すんのかなとも思って、い
ろんなものがこみ上げてきて、泣いてました。恥ずか
しいっす。代官山のきれいな街を､泣きながら。しかも、
しっかり泣いてました。本当に、そうっす、でも、そ
のときも、俺は寮で飯、食ってたんですけど、なんか、
寮のおばさんが声掛けてくれて。なんか、「大丈夫、大
丈夫だよ」みたいな。なんか、おばちゃんの「コロナ
治してくれるのは、希望君だから」みたいに言われて、
慰めてくれて。ああ、それにも感動しちゃって。ああ。
泣いてましたね。食堂で泣きながら、食ってましたよ。
飯。食ってました、端っこで。でも、そのぐらい､追い
込まれてましたね、あのときは、クラスも落ちて。妹
も指定校で決まって。いや、もう。やばかったっす、
あのときは。その後、すごい、勉強しました。

浪人してよかったこととかありますか？
川嶋　いやあ、でも、間違いなく、俺は、多分、ター
ニングポイントっすね、人生の中で、絶対。なんだか
んだ、現役のときも、多分、D 判ぐらいで、全然、なんか、
夢物語みたいな感じだったんですけど、それがやっぱ
り、代官山入って、河合の模試でも、A 判とか、ばん
ばん出るじゃないですか、医学部。で、医者にさせて
くれたところだなって。と、思います。感謝してます。
いや、もう、全て変わりましたね。寮生活で、1 人暮
らしすることで、自立したってのもあるし、そんな、
朝 5 時なんかに起きて、勉強続くなんて思わなかった
し。そうすね。まあ、本当、人生のターニングポイン
トだったと思います、今後で、これは。親も泣いてま
したよ、でも、やっぱ。受かったとき、本当。良かったっ
す、それは、本当。毎晩、そう、現役のときなんか、毎晩、
帰ってから、YouTube、深夜ぐらいまで見てたし。
( 一同　ハハハ )
川嶋　そんな、多分、それを心配して、俺も、多分、1
人暮らし出させなかったなと思うんすけど、それがやっ
ぱ、自分で、こう、受かるために俺はここ来てるって思っ
て。受かるために、ここに来るって、親にお願いして
来て、最終的に、自分で合格まで持っていったところは、
多分、親も、多分、親も、それがうれしくて泣いてた
んだと、僕は思います。自慢の息子だって言われました。
( 一同　アハハ )
鈴木 : 本当か。自分も、なんか、高 3 の頃は、全然、
医学部なんて、手も届かない、全部、何だろう、全大、
E 判定とか、センター化学も、60 点。で、なんか、こ
こ来たときに、「ナイロン 66 の原料を言えますか」み
たいな、山室先生に言われて、まあ、答えられないよ
うな状況で、ここに来て。で、まあ、なんか、その、
現役のときに、私立医学部は、マーク式の大学しか受
けなくて、マークなら、なんかあれば、受かるんじゃ
ねみたいな気持ちで、まあ、受けたというのが、正直
な気持ちで、ただ、まあ、ここの、この 1 年通して、

何だろう、夏の時点の河合の模試とか、11 月の河合の
模試でも、何だろう、去年、現役の頃までは、書いてた、
その、東京医科歯科大学の歯学部なんですけど、そう
いった所も、何だろう、D 判定から A 判定まで持って
いけた。そういったところで、なんか、成長を途中で
感じてて、で、まあ、その、1 次試験も、自分、高 3 の頃は、
1 次、全落ちして、ぼろぼろな状態だったんですけど、
今年はなんか、9 校も 1 次試験、合格して、2 次試験
も 7 校いただけるまで成長して。1 年前までは、昭和
なんかも、絶対、無理だっていうか、思ってたんです
けど、昭和に届くくらいまで成長できたなって思いま
す。
近藤 : そうですね。僕は、代官山、1 年過ごして、まあ、
正直、試験、始まった本番の受験、始まったときも、正直、
あんまり、受かるかどうかな、分かんなくて。マンスリー
もあんまり､良くなかったですし、自分に力が付いてる
か、分かんなかったんですけど、代官山の 1 限から 7
限まで、ちゃんと、代官山にいたからこそ、やっぱ、
自分でも分かんないうちに、力が付いてて、うーん、2
浪せずに済んだと思ってます。正直、兄も 2 浪なので、
2 浪くらいは、まあ、普通かなというか覚悟してたん
ですけど、代官山のおかげで、1 年で済んで良かった
です。

後輩たちに、合格した秘訣、アドバイスとかあ
れば、教えてください。
近藤 : はい。そうですね。僕は、えー、受験始まって
からも自信なくて、まあ、最初のほう、愛知とか、岩
手とか、まあ、落ちて、なんか、前半が、あまり、調
子良くなくて、まあ、でも、自分、2 浪も覚悟してたので、
まあ、仕方ないかと思って、あんまり、その落ちたこ
とを考え過ぎずに、気楽に、受験受けていったんです。
まあ、そうしたら、受験受けてくうちに、なんか、テ
スト慣れみたいな、テストが、そんな苦じゃなくなって、
テストハイみたいになって、そんなに苦じゃなく、試

験受けられて、そんなに多くは受かってはないですけ
ど。大事なところ、東邦とか、東医とか、押さえられ
たのかなと思いますね。あんまり、前半戦、駄目でも、
あんまり、考え過ぎずに、気楽に、まだまだ、後半戦
もあるので、気楽に受けていったほうがいいと思いま
すね。
川嶋：はい。うーん、何だろう。自分、現役のときは、
単語帳、ころころ変えたり、参考書、ころころ変えた
りしてたんですけど、なんか、代官山のテキストは、
多分、過去問とかを見ながら、先生方が、ちゃんと、
考えて作っていると思うので、その 1 冊を信じて、や
り切ることが、合格への近道なのかなって、自分は思っ
てて。その 1 冊をやり切るっていう意欲は､大事にして
ほしいなって思います。で、あとは、何だろう、医学
部受かるには、部分的あきらめというのもなくすべき
で、例えば、化学だと、高分子時間ないからいいやとか、
物理だと、原子物理、もう時間ないからいいや、そうやっ
て、部分的にあきらめてると、そこで大きく失点して、
合格につながらないので、最後まであきらめないって
いう気持ちも大事だと思います。僕からは、俺は、最初、
入るとき、M 選抜テスト落ちて、下でしたっけ、下で入っ
てたんですけど、でも、その 1 カ月、その、クラステ
ストの 1 カ月間、死ぬ気で勉強したら、M 選抜落ちても、
M2 まで上がれたりとか、限界ってないんだなってい
うのを、やっぱ、いろいろ、ここで知ることができた
んで、本当、自分で、例えば、慈恵行きたくても、俺
は無理だ、慈恵行けないとか思わずに、自分のやりた
いって思った、やりたいっていうか、その、夢、夢っ
ていうか、慈恵行きたいなら、慈恵とかっていうのを、
決して、あきらめないでほしいですね。絶対、その、
意外と無理じゃないってことが、ここで分かったので、
後輩たちも、本当、絶対、あきらめないで、食らいつ
いてほしいです。いや、俺も、なかなか来なくて。いやあ、
もう、東邦来るまでも長くて。親、うるさいんすよね。
どうするの、また、浪人、どこでするのみたいな。俺
は受かるって思ってたんで、なんか、1 回、石井先生
にお母さんが電話したらしくて、石井先生が、「いや、
絶対、回ってくるんで大丈夫ですよ」みたいなこと言っ
たらしくて、石井先生が。だから、回ってきたときは、
いっぱい、電話が鳴り響いたときは、お母さんも、「ああ、
やっぱり、石井先生って、すごい方なんだね」ってい
うので、なりましたね、みんなで。そうっすね
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してます。最初、1 学期のクラスは、M2 でした。
鈴木：自分、現役のときは、高校、嫌いとはいっても、
塾とか行ってなかったんで、高校の授業に付いていこ
うと思ってやってたんですけど、物理・化学とか遅くて、
結構、終わるのも遅くて、受験、本当、直前とかやっとで、
演習やるってことが、自分はできてなかったので、そ
れは、授業のノートとかを見て、自学、まあ、自力で
勉強してたんですけど、ここに来て、何だろう、その
テキストの予習、復習をして、はっきりやるべきこと
が示されてるので、もうなんか迷わずに、その目の前
のことだけをやれば受かったっていう感じです。
川嶋 : 最初はなんか、予習もちゃんと力入れてやって
たんですけど、途中から、量がえげつなくて、復習に
力入れたほうがいいなと、途中で思って、あと、薄先
生とかに相談したときも、復習に力入れてっていうふ
うに、助言をいただいたので、途中からは、もう復習
にずっと時間、振ってました。はい。まあ、大体、3 周、
4 周ぐらいは、授業の内容、やるようにしてました。
どの科目も。はい。
近藤 : はい。えっと、僕は、山形県出身で、で、その
山形の中でも、そこまで頭のいい高校でもなかったの
で。( 山形 ) 東が一番、いいんですけど、県で 6 番目か、
そのくらいの高校に通ってて、正直、医学部に現役で
行けるほどの教育を受けられなかったんです。僕の兄
貴、兄が、東邦にいて、その東邦の同級生のなかで、
代官山 ( 出身 ) の人が多いらしくて、兄伝いに、代官山
に入ったって感じなんですけど、結局、自分次第だと
は思うんですけど、僕は、そんなに意識の高い人じゃ
ないので、自分で自分を追い込める人じゃないので、
現役、医学部行くのは難しい状態で、現役のときは落
ちて、代官山入ってからは、拘束されるというか、朝
の 8 時から、夜の 9 時は、みんな固定でいなきゃいけ
ないじゃないですか。だから、全員みんな残って、帰
る人もいないですし、やっぱ、そういう環境が自分に
は良かったなって思ってて。自分、自分に甘いところ

速単の、速読英熟語の、ずっと。シャドーイングって言っ
て、耳から入ってくるじゃないですか。200 語ぐらい
の長文が、ばあっと流れるんですよ。それを、ずっと、
口でシャドーイングしてました。石井先生が「英語を
速く読むんだったら、シャドーイングやれ」って言わ
れて、「速読英単語、いい」みたいに言われて、「分か
りました」って言って、英語できるんですよ、彼ら。
川嶋 : 自分、できないっす。
鈴木 : いけるよ、俺よりできたんですよ。だから、俺
は置いていかれてるなって思って、その、埋めてました、
そこで、俺は。フフッ。埋まんなかったっす。追い付
かなかったっす。でも、ぎりですよ。耐えたって感じ
です。俺、東邦、長文 1 個と、全部、解けなかったんです、
15問の。白紙。白紙っていうか、もう、間に合わなくて、
もう、泣きながら塗ってましたよ。あれ、これかな、
これかなって。全部、勘です。
川嶋 :自分も、全部、bで埋めたのが、1回あります、東邦。
近藤 : でも、正直、東邦、きつかったよ。全部やるの
は無理だよ、多分。
鈴木 : 無理だよ、あれ。終わんない。
近藤 : 終わんないと思います。長文 1 個、全部、丸々やっ
てない。多分・・・。抜かしてる所、あると思います。
川嶋 : でも、数、物、化学、結構、簡単だったと思って。
まあ、受かってるからね、全然、言っちゃってOKだけど。
簡単でした。でも、さすがに、そんな甘くないっすよ。
いや、絶対、無理。慈恵、俺は本当に、物理受けた段
階で帰りたいって思った、普通に。物理、マジでやばかっ
た、本当に。だって、野村先生が、5 分考えたらしいよ。
近藤 : マジですか。いや、天才でも。
川嶋:天才が。フフフ。ちょっと、あれは帰りたくなった。
やばかった。他は別に、無理じゃない。見て、何とな
くは解けるじゃないですか。慈恵の物理は、本当にゼ
ロだった。多分、ゼロだと思う。ゼロっていうか、ゼ
ロに等しいぐらい、取れなかった、俺は。だから、鈴

木君は、すごいいっす、慈恵 1 次。
鈴木 : いや、1 次だけです。いや、まあ、何となくです。
いけたかな。読めば、そんなんが。ちゃんと、問題文
を読むってことを、ずっと言われてたので、それを慈
恵でも実践したら、これに帰着できるんじゃないか、
細かいほうに帰着できるんじゃないかっていうプロセ
スが出来上がってたっていうか、それを実践したら、1
次は通ったって感じです。

成績の伸び悩みとかありましたか？
川嶋 : はあ、はい、俺が一番、ひどかったのは、200 点切っ
ちゃって、もちろん、( ランキング ) 載んないし、多分、
偏差値 50 も切ってて、徘徊しました、普通に、夜。俺、
なんか、いや、マジで、今だから言えるけど、夏かな。
偏差値、50 切って、どうしようもなくて。で、俺、寮、
住んでたんすけど、寝れないから、家、出て、寮から出て、
ずっと、渋谷の駅前、徘徊してました。深夜 2、3 時に。
ずっと、歩いてました。渋谷まで来て。俺、何やって
んだろうと思って。ずっと、歩いてました。そのまま、
寝ずに来て、その日は勉強できなかったっす、マジで。
まあ、でも、そうっすね。そういうのもありました。
いい思い出です。すっきりは、しましたよ。でも、さ
すがに。切り替えて、切り替えましたね。だから、こ
んな所で終われねえと、俺も思いました、そのときに、
歩きながら。「くそ、くそ」って言ってました。はい。えー、
でも、浪人すると、人の目、気にしなくなっちゃって、
バグるんすよ、やっぱり。バグってました、本当。
近藤:そういうこと、俺もあった。ありましたね。なんか、
マンスリーに対して。
鈴木 : ああ、マンスリーに対して。まあ、やっぱり、
総合ランキングに載りたいって気持ちは、ずっと持っ
てて、それを意識してたっていうのもあって。で、あと、
自分は英語、この 2 人より、全然、できなくて。
川嶋 : いや、うそだよ。
鈴木 :入塾のときも、山室先生に、「君は英語次第だよ」っ
ていうふうに言われて、まあ、ここに来て、英語、ずっ
と載んなかったっすよ。ずっと、載んなかったけど、
後期から、ちゃんと、マンツーマンも入れて、英語に
力を入れてったら、最後の 12 月だけ、唯一、英語でも
載って、うれしかったっていうか、それを目標に頑張っ
たっていうのはあります。他は、多分、ずっと、載ってた、
と思います。でも、8 月のマンスリーで、物理、ずっ
こけて、で、まあ、石井先生に言われて。
川嶋 :そう、そう。自分が載ってないときも、何回もあっ
て、自分、やっぱり、M2 とかにいたときにも、そう
いうのあって、M2 なのに乗ってないと、本当、M1 とか、
M2、M3 辺りからの視線も、特に、気にしてないと思
うけど、感じちゃうし。いや、分かるよね、普通に。あと、
8 月の石井先生から、「あれ、川嶋、川嶋君、ちょっと
やばくない？」みたいな。
鈴木 : 自分も呼ばれました。言われました。その、8 月
しか、そんな落としてないってイメージがあったんす

けど、それでも言われたので、ああ、本当にやばいと思っ
て、その日の夜に、石井先生のところに放課後、放課後っ
ていうか、行って、自分、泣いて、泣きながら、なんか、
どうすればいいかって話をしたときに、ちゃんと、示
してくれてというか、やり方とか。なんか、そんな重
く考え過ぎないで、ここで止まったら、いい所行けな
いなので、続けて勉強することが大事って教わって。
あとは、そうですね、自分も、メンタル病むときが、結構、
あったんですけど、そういうときのリフレッシュ方法
は、いいか分かんないんですけど、4 月のオリエンテー
ションのときの、石井先生のあるじゃないですか、その、
お言葉が、50 分ぐらいの。それを自分、録音してて。
そのとき、意識高くて、録音してたので、病みそうになっ
たときは、それを聞いて、勉強、頑張ってました。いや、
すごい、いいこと言ってくれるんです。メモってきた
んですけど。メモってきました。自分がすごい響いた
言葉。優柔不断で自分で考えない、そんな自分には、
刺さりましたね。全部、その、自分に当てはまってた
というか。そこを変えないと、また、落ちるよって話を、
そのオリエンテーションでしてたので、それが自分に
とっては、まあ、いいことだった。聞いて、メンタル
が安定したかなって思います。初心に戻る。あ、そう
いうことです。はい。そうです。自分はそれで、戻っ
てました。
近藤 : 言われてないっすね。なんででしょう。クラス
も落とされなかったですし。別に、なんか、俺、メン
タル弱いって思われてたのか、分かんないですけど。
言われなかったですね。
鈴木 : 人を選んで、その、言葉発してたなっていうのは、
すごい、思う。思います。

2 号館は、落ちついて勉強できましたか？
近藤 :2 号館。2 号館、そうですね。まあ、自習してる
ときは、みんな、静かにやってましたね。休み時間は、
話してる人もいましたけど、まあ、それくらいはいい
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んじゃないか。そんなに、気にはならなかったですけど。
自分は、自習室にいましたね。
川嶋 : 自分も自習です。
鈴木 : 俺もっす。
川嶋 : はかどりました。時間で、扉が閉まるじゃない
ですか。最初、それを知ったときに、ああ、監獄みて
えと思って。いや、でも、その環境が新鮮過ぎて、ああ、
これがよく、進学校とかでいう、勉強の監獄みたいな、
あれなんかなみたいな新鮮さを、俺、覚えて。ちょっと、
俺、それ、うれしかったっす。出ちゃうと、入れないじゃ
ないですか。本当に、入れないじゃないですか。フフフ。
楽しかったっす。それは、楽しかった。俺は、うれしかっ
たっす。その雰囲気が。閉め出されたことも、ありま
すよ。昼、買いに行って、出て、ちょっと遅くなって、
5 分遅れただけでも、本当に閉まっちゃうじゃないで
すか。だから、しかも、なんも持って、勉強道具もな
んも持ってないのに、3 時限目をつぶしたことは、何
回かはあります。無駄でしたよ。無駄でしたけど。遅
れちゃった自分が。自分が悪いって思ってました。完
全に閉められても、窓とか、ちゃんと、自習室も開い
てたので、何だろう、そのコロナとか、そういう感染
対策っていうの、ちゃんとされてたなっていうのは良
かったなって、自分は思ってました、ずっと。なんか、
冬でも、容赦なく、窓開いてて、自分、窓の前だったので、
自習席が。めちゃくちゃ、寒かったんすけど、これも、
健康のためだなって思って、我慢してましたね。夏、
がんがん開けてたよね。クーラー、がんがんなのに。
フフフ。

振り返って、一番落ち込んだ時は？
川嶋　あれです。11 月、冬期の始まる前に、僕、M3 で、
M3 の中で、僕だけ、マンスリーひどい点数取って、
しかも、冬期の授業クラス編成で、冬期の授業のクラ
ス書いてあるじゃないですか、俺だけ、M4 で、さす
がにあのときは、メンタル来ましたね。今でも、覚え
てます。で、12 月、最後のマンスリーまでは、本当、
睡眠時間を削って、本当に、4 時間ぐらいしか寝ないで、
やばいと思って勉強して､最後のマンスリーで、280 く
らい近くまで取って、こう、M1、M2 のやつらを、い
ろんなやつ、がっと抜いて、最後、いや、あんときは、
多分、とんでもなく勉強しました。一番、勉強したか
もしれない、あの 1 カ月は。いや、やばい、あれが一番、
やばかったすね。11 月が。冬期前。今、思えば、多分、
あれが落ちた、あれ、落ちたから、今、こうやって、
大学生なれてるんだなって、いや、だから、本当に貴
重な経験でしたね、あれは。これ、言っていいのかな。
妹がいて。そうです。11 月に、僕がクラス落ちて、そ
の 2 日後に、妹の東京歯科の推薦合格が決まって、事
実上、3 兄弟で、僕だけが取り残されて。
鈴木 : えぐいな、それ。
川嶋　泣きましたね。なんか、泣いちゃいました、俺も。
本当、泣きたいとは思わないんですけど、代官山から、、

帰るとき、ずっと泣いてました。やべえと思って。いや、
もう、なんか止まんなくて、本当に。何、やってんだ
ろうと思って。また、浪人すんのかなとも思って、い
ろんなものがこみ上げてきて、泣いてました。恥ずか
しいっす。代官山のきれいな街を､泣きながら。しかも、
しっかり泣いてました。本当に、そうっす、でも、そ
のときも、俺は寮で飯、食ってたんですけど、なんか、
寮のおばさんが声掛けてくれて。なんか、「大丈夫、大
丈夫だよ」みたいな。なんか、おばちゃんの「コロナ
治してくれるのは、希望君だから」みたいに言われて、
慰めてくれて。ああ、それにも感動しちゃって。ああ。
泣いてましたね。食堂で泣きながら、食ってましたよ。
飯。食ってました、端っこで。でも、そのぐらい､追い
込まれてましたね、あのときは、クラスも落ちて。妹
も指定校で決まって。いや、もう。やばかったっす、
あのときは。その後、すごい、勉強しました。

浪人してよかったこととかありますか？
川嶋　いやあ、でも、間違いなく、俺は、多分、ター
ニングポイントっすね、人生の中で、絶対。なんだか
んだ、現役のときも、多分、D 判ぐらいで、全然、なんか、
夢物語みたいな感じだったんですけど、それがやっぱ
り、代官山入って、河合の模試でも、A 判とか、ばん
ばん出るじゃないですか、医学部。で、医者にさせて
くれたところだなって。と、思います。感謝してます。
いや、もう、全て変わりましたね。寮生活で、1 人暮
らしすることで、自立したってのもあるし、そんな、
朝 5 時なんかに起きて、勉強続くなんて思わなかった
し。そうすね。まあ、本当、人生のターニングポイン
トだったと思います、今後で、これは。親も泣いてま
したよ、でも、やっぱ。受かったとき、本当。良かったっ
す、それは、本当。毎晩、そう、現役のときなんか、毎晩、
帰ってから、YouTube、深夜ぐらいまで見てたし。
( 一同　ハハハ )
川嶋　そんな、多分、それを心配して、俺も、多分、1
人暮らし出させなかったなと思うんすけど、それがやっ
ぱ、自分で、こう、受かるために俺はここ来てるって思っ
て。受かるために、ここに来るって、親にお願いして
来て、最終的に、自分で合格まで持っていったところは、
多分、親も、多分、親も、それがうれしくて泣いてた
んだと、僕は思います。自慢の息子だって言われました。
( 一同　アハハ )
鈴木 : 本当か。自分も、なんか、高 3 の頃は、全然、
医学部なんて、手も届かない、全部、何だろう、全大、
E 判定とか、センター化学も、60 点。で、なんか、こ
こ来たときに、「ナイロン 66 の原料を言えますか」み
たいな、山室先生に言われて、まあ、答えられないよ
うな状況で、ここに来て。で、まあ、なんか、その、
現役のときに、私立医学部は、マーク式の大学しか受
けなくて、マークなら、なんかあれば、受かるんじゃ
ねみたいな気持ちで、まあ、受けたというのが、正直
な気持ちで、ただ、まあ、ここの、この 1 年通して、

何だろう、夏の時点の河合の模試とか、11 月の河合の
模試でも、何だろう、去年、現役の頃までは、書いてた、
その、東京医科歯科大学の歯学部なんですけど、そう
いった所も、何だろう、D 判定から A 判定まで持って
いけた。そういったところで、なんか、成長を途中で
感じてて、で、まあ、その、1 次試験も、自分、高 3 の頃は、
1 次、全落ちして、ぼろぼろな状態だったんですけど、
今年はなんか、9 校も 1 次試験、合格して、2 次試験
も 7 校いただけるまで成長して。1 年前までは、昭和
なんかも、絶対、無理だっていうか、思ってたんです
けど、昭和に届くくらいまで成長できたなって思いま
す。
近藤 : そうですね。僕は、代官山、1 年過ごして、まあ、
正直、試験、始まった本番の受験、始まったときも、正直、
あんまり、受かるかどうかな、分かんなくて。マンスリー
もあんまり､良くなかったですし、自分に力が付いてる
か、分かんなかったんですけど、代官山の 1 限から 7
限まで、ちゃんと、代官山にいたからこそ、やっぱ、
自分でも分かんないうちに、力が付いてて、うーん、2
浪せずに済んだと思ってます。正直、兄も 2 浪なので、
2 浪くらいは、まあ、普通かなというか覚悟してたん
ですけど、代官山のおかげで、1 年で済んで良かった
です。

後輩たちに、合格した秘訣、アドバイスとかあ
れば、教えてください。
近藤 : はい。そうですね。僕は、えー、受験始まって
からも自信なくて、まあ、最初のほう、愛知とか、岩
手とか、まあ、落ちて、なんか、前半が、あまり、調
子良くなくて、まあ、でも、自分、2 浪も覚悟してたので、
まあ、仕方ないかと思って、あんまり、その落ちたこ
とを考え過ぎずに、気楽に、受験受けていったんです。
まあ、そうしたら、受験受けてくうちに、なんか、テ
スト慣れみたいな、テストが、そんな苦じゃなくなって、
テストハイみたいになって、そんなに苦じゃなく、試

験受けられて、そんなに多くは受かってはないですけ
ど。大事なところ、東邦とか、東医とか、押さえられ
たのかなと思いますね。あんまり、前半戦、駄目でも、
あんまり、考え過ぎずに、気楽に、まだまだ、後半戦
もあるので、気楽に受けていったほうがいいと思いま
すね。
川嶋：はい。うーん、何だろう。自分、現役のときは、
単語帳、ころころ変えたり、参考書、ころころ変えた
りしてたんですけど、なんか、代官山のテキストは、
多分、過去問とかを見ながら、先生方が、ちゃんと、
考えて作っていると思うので、その 1 冊を信じて、や
り切ることが、合格への近道なのかなって、自分は思っ
てて。その 1 冊をやり切るっていう意欲は､大事にして
ほしいなって思います。で、あとは、何だろう、医学
部受かるには、部分的あきらめというのもなくすべき
で、例えば、化学だと、高分子時間ないからいいやとか、
物理だと、原子物理、もう時間ないからいいや、そうやっ
て、部分的にあきらめてると、そこで大きく失点して、
合格につながらないので、最後まであきらめないって
いう気持ちも大事だと思います。僕からは、俺は、最初、
入るとき、M 選抜テスト落ちて、下でしたっけ、下で入っ
てたんですけど、でも、その 1 カ月、その、クラステ
ストの 1 カ月間、死ぬ気で勉強したら、M 選抜落ちても、
M2 まで上がれたりとか、限界ってないんだなってい
うのを、やっぱ、いろいろ、ここで知ることができた
んで、本当、自分で、例えば、慈恵行きたくても、俺
は無理だ、慈恵行けないとか思わずに、自分のやりた
いって思った、やりたいっていうか、その、夢、夢っ
ていうか、慈恵行きたいなら、慈恵とかっていうのを、
決して、あきらめないでほしいですね。絶対、その、
意外と無理じゃないってことが、ここで分かったので、
後輩たちも、本当、絶対、あきらめないで、食らいつ
いてほしいです。いや、俺も、なかなか来なくて。いやあ、
もう、東邦来るまでも長くて。親、うるさいんすよね。
どうするの、また、浪人、どこでするのみたいな。俺
は受かるって思ってたんで、なんか、1 回、石井先生
にお母さんが電話したらしくて、石井先生が、「いや、
絶対、回ってくるんで大丈夫ですよ」みたいなこと言っ
たらしくて、石井先生が。だから、回ってきたときは、
いっぱい、電話が鳴り響いたときは、お母さんも、「ああ、
やっぱり、石井先生って、すごい方なんだね」ってい
うので、なりましたね、みんなで。そうっすね
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卒 業 生 が 語 る

WAY TO SUCCESS

合格への
軌跡2021年

東京医科大
杏林大医学部
北里大医学部
愛知医科大
岩手医科大医学部

2次合格
　2次合格

2次正規合格
2次正規合格
2次正規合格

代官山って、正直、
真面目に勉強してれば1年で終わる。

東京医科大進学　鈴木雄哉君(成蹊高校卒)
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WAY TO SUCCESS合格への軌跡

もうさすがに 3浪目して、もうこれ以上、遊ん
でられなくなって。
鈴木雄哉です。東医に進学しました。1次が7校合格で、
2 次通ったのが、最終合格したのが、愛知、岩手、杏林、
北里、東医。で、帝京は杏林とかぶったから棄権した
かな。昭和は来てないです。
えっと、最初のクラス分けで M2 で。まあ、最初は普
通に全然マンスリーテストできなくて、できた気がし
なくて、なんか。これもしかしたら本館かな、と思っ
たけど、まさかの M2 だったみたいな感じです ( 笑 )。
でも、M2、なんか、結構なんか最初みんなめっちゃ勉
強してて。なんかちょっとやばいクラス来ちゃったな
みたいな…。去年は成●塾っていう、なんか一応、何
ていうんだろう、授業が週に 1 科目ずつ 1 回しかなく
てみたいな。アハハハ。まじっす。週に、えっと 1 科
目 3 時間。で、そこでやって、あと自習みたいな。こ
こと真逆みたいな。いや、なんか、1 浪んときに、駿
台行ってて、で、なんか授業がいっぱい入ってること
に疲弊を感じてしまって、サボるようになっちゃって。
結果、前期だけ駿台で、後期はメディッ●●―マスっ
ていう、●●―マスの医学版みたいな、個人塾。個人医
学部専門。そこで結構やったけど、まあ結果どこも通
らずみたいな。で、2 浪目、自習のがいいかなって思っ
て。でも、結局は、全落ち、みたいな。で、なんかどこの塾、
次行こうかなってなったときに、なんか前々から代官
山を知ってて。結構、合格者出てるみたいな、うわさで。
いろいろな人からうわさで聞いてて、それでまあなん
か結構いいなみたいな、面倒見良さそうだなみたいな、
ちょっときついかもしれないけどまあ、まあまあ、そ
こは置いといて、フフフ。いや、まあでも、授業がハー
ドなイメージあったけど、なんかその、まあ 2 年やっ
て受かってないんで、まあなんかやっぱここでやるし
かないなみたいな。正直、最後のほうとかもう、なんか、
成●塾とかは、普通に東大理系目指してる人もいるし、
別に医学部に特化したクラスじゃないから、ただ理系
クラスっていうだけで、もう 11 月ぐらいからほぼ自習
みたいな。まあ、移ることは確定して。いや、もうさ
すがに 3 浪になって、もうこれ以上、遊んでられなく
なって。

周りがみんな医学部目指す人だから、前のとこ
とは全然環境が違いましたね ( 笑 )
まあなんか、テキストとか、何だろう、決められたこ
とをもうやるっていう、それの繰り返しみたいな、やっ
ぱそれが代官山は良かったかなっていう、ここへきて、
驚いたというか、意識変わったのは、まあ、周りがみ
んな医学部目指す人だから、やっぱ切磋琢磨っていう
やつ、前のとことは全然環境が違いましたね(笑)。結構、
周りがみんなレベル高かったから、かもしれないけど、
あと、石井先生とか。いや、なんか、うーん、情報量。
医学部の情報量。なんかいろいろ医学部の裏情報とか
いろいろ教えてくれるんで、なんかおもろいなみたい

なの、ありましたね。あとは合格した先輩の話とか、
なんかそういうの聞けると結構なんか自分のためにな
ることもあるみたいな。その中に、小泉。小泉知って
るんっすよ。あの、東邦行った、自分らの一つ前(の年度)
に受かった、A6 から東邦行った、小泉マサミチっす、
A6 から。( 合格への )『軌跡』にいないっすけどね。友
達なんすよ。ハハハ。僕、あの、そうですね、代官山
に行こうと思ったのも、その小泉が、あいつ本当にギ
リギリに ( 繰上合格 ) 来たじゃないですか、あいつ補欠
来ないから、なんか(ここで)やろうぜみたいなのもあっ
て、僕もここ入ったら、小泉だけ抜けちゃったみたいな。
まさかの来ちゃったみたいな。受かっちゃって。なんか、
僕の慶應 ( 高校 ) の友達が、1 浪目の駿台に行ってて、
そのつながりでみたいな。そこでつながってみたいな。
小泉でも受かる塾ならやっぱ、俺も大丈夫だみたいなっ
て、自信はやっぱ、付きましたね。

「東医、行ける」っつって、言われてたんで。
確かにそのとおりだったっていうか。
えー、なんか授業に縛られるところ、縛られるっつうか、
やっぱ常にやることが明確であるみたいな。なんか、
去年まではあんまり明確じゃなかった、明確じゃなかっ
た。なんかいろんな問題集に手出したりとかしたりし
て、一貫性がなかったけど、代官山来たら、例えば数
学とかだったら、もうそのテキストを暗記するレベル
みたいな。うーん、4 周。フフフ。なんか成績表返っ
てきて、偏差値とか、あと順位とかも大事だけど、やっ
ぱどの問題ができなくてみたいな、どの範囲ができな
いっていうのをリストアップして、そのマンスリーが
終わった後、例えば数学だったら、その分野のテキス
ト見たりしてやり直しをしたりとか。前期とかそうい
うことあんましてなくて。6 月くらいまで石井先生と
かにまあ、ちょくちょく、聞きに行ったりして。本当に、
月 1 レベルで、なんかやってたかな。自己分析を怠ら
ずやってたっていう、意外と。でも、さすがに心配だっ
たら、石井先生とか、あとはマンツーの先生とかに相
談したりしてた感じっす。石井先生は、的確に教えて
くれるつうか、そうですね、とても素晴らしいアドバ
イスをいただいて、ていうのもやっぱ、「こことここが
駄目だから、ここを直しなさい」みたいな、やっぱそ
の結構、細かいところまで。「この確率の分野ができて
ないからこれをやりましょう」とか、「物理はこうやれ
ばもうちょっといけんじゃない」みたいな、いろんな
アドバイス。結構、細かいこと知ってますね、教科の
こと、はい、すごいっす。全員分知って、ああ、もう
全員分知ってますね。質問、なんかいろんな人の、誰々
はここいけてんだけどなあとか、言ってた。授業中とか、
個人的に相談行ったときもたまに言ったりして、細か
いとこまで見てんだなみたいな、一人一人。あんなに
人がいるのに、素晴らしいと思います。まあ。多分、困っ
たときは、最終的には石井先生ですね。それまでは、
マンツーの先生とか、ま、割とそうっすね、気軽に。ただ、

もうちょっと、簡潔に言い過ぎて、「簡潔過ぎて、質問
の答えになってない」とか言われて。「ちゃんと言って
くんない？具体的に言ってくんない？」みたいな。言
われちゃったけど、でもなんか正規だったから。圧迫
されてもなんか焦ったら負けみたいな。テンパっちゃっ
てなんか、例えば泣いちゃったりとかはもう論外じゃ
ないですか。女の子とかはきつく言われたら泣いちゃ
うかもけど、質問されたことに対して、なんか黙っちゃ
うとかは、やっぱ減点なのかな、なんかコミュニケー
ション能力が低いのかなみたいな、と思われる要因か
なみたいな。面接はまあそうっすね、そんな感じっすね。
数学は、平パンに、テキスト繰り返して、結構、細か
いとこまで指示はもらってた、平パンとか、「テキスト
をひたすらやれ」とか言って、で、なんか、何だっけ、
場合の数、あれがもう壊滅的にできなくて、平パン、
プリントはくれて、持って行ってみてもらって、ま、
そこで基礎力は付いたかなみたいな。なんか全部、私
立医の入試問題みたいな。なんかこう、いろいろ表紙
がくっついてる、そうそう、なんかあれやって、ひた
すら問題解いた記憶が…。確率だけはまじで、場合の数、
確率はなんかむちゃくちゃやらされた結果、今年、本
番で出た。マンツーの時も平パンに、「えー、これ解け
ないの？」みたいな、「テキストあったじゃん」みたいな。
その場で解くみたいな。なんかその場で解いて、でき
ないとなんか、確率苦手だったからやっぱ、「テキスト
復習しろよー」みたい、言われたけど。でもなんか後
期からは、結構なんか実力が付いてきたのか、あんま
りそんなきつく言われることなく、なんか「結構いい
じゃん」みたいな、言われてきて。前期のうちに鍛え
といたからこそ、なんかいい感じになってきたのかな
みたいな。いろいろ言われてもめげずに。めげずに。
ヘヘヘ。まあ、楽しかったっす。メンタルケア。フフフ。
数学は、典さんもよかった。なんか覚醒しましたね、
典さんが思い付かない解法を解いて、典さんが、「おー、
すげえ」みたいな。なんかノリさんに褒められるのは、
まじでめっちゃうれしかったかな。よかった。ノリさ
んが好きそうな解法、なんか。いや、狙ってるってい
うか、なんかもともと自分、幾何的な解法が好きだっ
たし。だからなんかみんなで、M2 のときは、深井と
土田とキングと自分でなんか、その、問題解いて、で
きたら、はい、みたいな。競い合いっていうかなんか、
それしてたから結構、頭の運動にもなったかな。英語
は三ツ橋先生。三ツ橋先生は、前期の前、春のときから、
マンツーずっとお世話になってて。何だっけ、過去問を、
私立医学部の過去問を解くことが課題になってて。予
習がそれで。で、その、授業のときにその解説してく
れるみたいな。自然と長文読む回数が増えて。それを
黙読するみたいな。それでなんか早く読むことを意識
しながらやってきたおかげでなんか最終的にはいい感
じに仕上がってきたなみたいな。入試でも、そんなに
言うまで詰まったことなかったなって。
化学は、三上先生のマンツーを 1 学期に入れてもらっ

て、なんか、そうっす、分かりやすいみたいな。なん
か自分は理論だけ習ってたけど、通常授業じゃなくっ
てマンツー。なんか、考えろみたいな、知識っていう
よりも考えてやれば、マジでどの問題もいけるみたい
な、そういう、その場で考えてやる感じ。化学は先生
ごとに解き方、確かに若干違った感じで、小林先生派
もいれば、三上派もいれば、原先生が、まあ、みんな
分かりやすいっす。けど、自分に合ってたのが三上っ
ていう。直前でやると結構効きましたね。どこだっけ、
東医の化学は、やっぱ過去問とか解いてなかったこと
なかったけど、なんかいざ入試前に解いたときに、考
えること結構できたかなみたいな。難しい問題あった
けど。
物理は、その、本当にできなかったんで。まあ結構基
礎的なことから教えてくれる、やっぱ、寺澤先生って
ことで。マンツーマン取って、そしたら結構、何だっけ、
プリント、100 枚くらいのプリント。はい。一応、自
分特製らしいんですけど、くれて。それをなんかひた
すらやるみたいな。回してくみたいな。それでまあ基
礎は、本当に基礎は付いた感じですかね。で、直前には、
野村先生のマンツー取って。したら結構応用力も付い
て。だから野村先生は、なんか「過去問のこれ分かん
ないんですけど」って言ったときに、なんか結構過去
問の答えとか面倒くさいやり方してるけど、野村先生
だとパッと頭に明確化して、そういう早業みたいなの
も学べたんでよかったかな。あとは、うーん、英語も
石井先生。石井先生は、なんか和訳をするのがやっぱ
すごい、何つうの、何だろうな、あー、なんか、前期
は 3 列目ぐらい、4 列目だけど、後期、なんか吉住 ( 獨
協医科大進学：吉住拓真 ) が前の席、座ってて、その
隣が空いてて、「来なよ」みたいな、言われて、まあ行っ
て。最初はもうビビってたみたいな。当てられちゃう
しみたいな。けど、徐々になんか結構、石井先生の話
とか、前で聞くと、まあ違ったかなみたいな。前座ると、
やっぱ見てる景色とかも違うかなみたいな。やっぱ定
着度が違うみたいな。実際なんか英語の成績がなんか
伸びて。やっぱあのθの授業、真面目に受けてたんで、
石井先生の言うことも全部吸収した感じなんで、結果
的に伸びたかなみたいな。

代官山って、正直、真面目に勉強してれば 1年
で終わる。
代官山って、正直、真面目に勉強してれば 1 年で終わる。
やっぱなんか結構、下のクラスの人とかは、遊んじゃっ
てる人とか、結構しゃべってる人とか、廊下で、いる
けど。やっぱその時間も無駄にせずやるの大切だし。
下のクラスだからって、分かんないみたいなの思わず
に、現に受かってる人とか、吉水 (A10 から 1 年で埼玉
医科大進学：吉水一成 ) とか受かってる人いるし。やっ
ぱそうっすね、努力すればやっぱ受かるんで。あと、
上のクラスの人は、なんか正直、2 号館にいれば、ほ
ぼ受かるじゃないですか。で、やっぱ受かるとしても

どこ行くかが重要であって。みんなやっぱ東京とか行
きたい人多いと思うし、そのためにもやっぱなるべく
上のクラス行って、その成績維持して、当日も本気で
やることが大切かなみたいな、思いますね。やっぱ、
大学生は楽しいんで。杏林は行きたくなかったけど、
東医行けたんで、もう大万歳ですね。自分の中で、結構、
父が格言的なその、持ってて。なんかネバーギブアッ
プみたいな。なんか諦めたらまじで駄目みたいな。やっ
ぱその、受験も、自分は、慈恵とか日医とか目指して
たからやっぱそういう入試んときも、まあなんか結構
できない問題あったんで、やっぱ諦めないでいけば解
ける問題とかもあったし。まあなんか、結果的に落ち
ちゃったけどまあ、それってやっぱそういう精神があっ
たからこそ、東医も無事入れたのかなみたいな。大万
歳っす。フフフ。
まあ、こんな自分でも、ハハハ、医学部入れたのは代
官山のおかげ。やっぱ入れてくれた、くださった、石
井先生とか事務の方とか山室先生とかもやっぱりみん
な支えてくださったからこそ、家族もそうなんすけど。
やっぱさまざまな方面からのサポートがあったからこ
そ、受かったなって。それにはとても感謝してます、やっ
ぱ、そうっすね、医学部入れてくれてありがとうござ
いますって感じです。フフフ。

卒 業 生 が 語 る

WAY TO SUCCESS

合格への
軌跡2021年

東京医科大
杏林大医学部
北里大医学部
愛知医科大
岩手医科大医学部

2次合格
　2次合格

2次正規合格
2次正規合格
2次正規合格

代官山って、正直、
真面目に勉強してれば1年で終わる。

東京医科大進学　鈴木雄哉君(成蹊高校卒)
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なの、ありましたね。あとは合格した先輩の話とか、
なんかそういうの聞けると結構なんか自分のためにな
ることもあるみたいな。その中に、小泉。小泉知って
るんっすよ。あの、東邦行った、自分らの一つ前(の年度)
に受かった、A6 から東邦行った、小泉マサミチっす、
A6 から。( 合格への )『軌跡』にいないっすけどね。友
達なんすよ。ハハハ。僕、あの、そうですね、代官山
に行こうと思ったのも、その小泉が、あいつ本当にギ
リギリに ( 繰上合格 ) 来たじゃないですか、あいつ補欠
来ないから、なんか(ここで)やろうぜみたいなのもあっ
て、僕もここ入ったら、小泉だけ抜けちゃったみたいな。
まさかの来ちゃったみたいな。受かっちゃって。なんか、
僕の慶應 ( 高校 ) の友達が、1 浪目の駿台に行ってて、
そのつながりでみたいな。そこでつながってみたいな。
小泉でも受かる塾ならやっぱ、俺も大丈夫だみたいなっ
て、自信はやっぱ、付きましたね。

「東医、行ける」っつって、言われてたんで。
確かにそのとおりだったっていうか。
えー、なんか授業に縛られるところ、縛られるっつうか、
やっぱ常にやることが明確であるみたいな。なんか、
去年まではあんまり明確じゃなかった、明確じゃなかっ
た。なんかいろんな問題集に手出したりとかしたりし
て、一貫性がなかったけど、代官山来たら、例えば数
学とかだったら、もうそのテキストを暗記するレベル
みたいな。うーん、4 周。フフフ。なんか成績表返っ
てきて、偏差値とか、あと順位とかも大事だけど、やっ
ぱどの問題ができなくてみたいな、どの範囲ができな
いっていうのをリストアップして、そのマンスリーが
終わった後、例えば数学だったら、その分野のテキス
ト見たりしてやり直しをしたりとか。前期とかそうい
うことあんましてなくて。6 月くらいまで石井先生と
かにまあ、ちょくちょく、聞きに行ったりして。本当に、
月 1 レベルで、なんかやってたかな。自己分析を怠ら
ずやってたっていう、意外と。でも、さすがに心配だっ
たら、石井先生とか、あとはマンツーの先生とかに相
談したりしてた感じっす。石井先生は、的確に教えて
くれるつうか、そうですね、とても素晴らしいアドバ
イスをいただいて、ていうのもやっぱ、「こことここが
駄目だから、ここを直しなさい」みたいな、やっぱそ
の結構、細かいところまで。「この確率の分野ができて
ないからこれをやりましょう」とか、「物理はこうやれ
ばもうちょっといけんじゃない」みたいな、いろんな
アドバイス。結構、細かいこと知ってますね、教科の
こと、はい、すごいっす。全員分知って、ああ、もう
全員分知ってますね。質問、なんかいろんな人の、誰々
はここいけてんだけどなあとか、言ってた。授業中とか、
個人的に相談行ったときもたまに言ったりして、細か
いとこまで見てんだなみたいな、一人一人。あんなに
人がいるのに、素晴らしいと思います。まあ。多分、困っ
たときは、最終的には石井先生ですね。それまでは、
マンツーの先生とか、ま、割とそうっすね、気軽に。ただ、

やっぱ石井先生、ちょっと恐れ多くて。いや、なんか、
最初は怖いイメージがあったけど、シータの授業とか
受けている間に、結構なんか面白い先生だなみたいな、
面白いっていうかなんか、なんつうの、なんか結構す
ごい授業が。英語もすごい奥深いとこもやるし、あと
はさっき言ったとおり、先輩の話とか医学部の話とか
いろんな情報とか、聞いててやっぱ興味深いなみたい
な感じですね。フフフフ。やっぱあの、石井先生が面
談ときとかもなんか、「こことここの医学部受けろ」み
たいな、可能性あったら。確かに、「東医、行ける」っつっ
て、言われてたんで。確かにそのとおりだったってい
うか。行けるって言われて、そうっすね。東医、や、「昭和、
行ける」とか言われたり、「昭和、東医とか固い」みた
いな。実際そのとおりだったなみたいな、東医、言っ
てたなみたいな。よかったです。ま、ちょっとドンピシャ
ですよ、さすが。フフフフ。

数学は、平パンに、テキスト繰り返して、結構、
細かいとこまで指示はもらってた、
面接・小論は、レギュラー授業は、グループディスカッ
ションの授業で、なんか俺が何も言えなくてなんか、
何も話せなくて。後期からヒロ先生のマンツーマン取っ
て、2 学期です。ま、それもあるし、メンタル的な、
面接緊張しない、自分的に、何だろう、うーん、まず
はリラックスして、で、なんか面接官をやっぱあんま
り怖がらずに、しっかり目え見て。他は、あとはやっ
ぱ訓練、その、ヒロ先生に徹底的に訓練してもらって、
それが結構あったんで、面接官とも無事やれた、無事っ
ていうかなんか、ちょっときつい質問されても、例え
ばなんで 3 浪したのとか、それでも焦らず答えられた
かなみたいな。やばかったのが、なんかまず、「なんで
まずそもそも 3 浪もしてんの？」みたいな。あとは、
何言われたっけ、うーん、岩手医科で、「君、何言って
んのかよく分かんないな」みたいな。しゃべったことを、
なんか「質問の回答になってないけどね」みたいな。

もうちょっと、簡潔に言い過ぎて、「簡潔過ぎて、質問
の答えになってない」とか言われて。「ちゃんと言って
くんない？具体的に言ってくんない？」みたいな。言
われちゃったけど、でもなんか正規だったから。圧迫
されてもなんか焦ったら負けみたいな。テンパっちゃっ
てなんか、例えば泣いちゃったりとかはもう論外じゃ
ないですか。女の子とかはきつく言われたら泣いちゃ
うかもけど、質問されたことに対して、なんか黙っちゃ
うとかは、やっぱ減点なのかな、なんかコミュニケー
ション能力が低いのかなみたいな、と思われる要因か
なみたいな。面接はまあそうっすね、そんな感じっすね。
数学は、平パンに、テキスト繰り返して、結構、細か
いとこまで指示はもらってた、平パンとか、「テキスト
をひたすらやれ」とか言って、で、なんか、何だっけ、
場合の数、あれがもう壊滅的にできなくて、平パン、
プリントはくれて、持って行ってみてもらって、ま、
そこで基礎力は付いたかなみたいな。なんか全部、私
立医の入試問題みたいな。なんかこう、いろいろ表紙
がくっついてる、そうそう、なんかあれやって、ひた
すら問題解いた記憶が…。確率だけはまじで、場合の数、
確率はなんかむちゃくちゃやらされた結果、今年、本
番で出た。マンツーの時も平パンに、「えー、これ解け
ないの？」みたいな、「テキストあったじゃん」みたいな。
その場で解くみたいな。なんかその場で解いて、でき
ないとなんか、確率苦手だったからやっぱ、「テキスト
復習しろよー」みたい、言われたけど。でもなんか後
期からは、結構なんか実力が付いてきたのか、あんま
りそんなきつく言われることなく、なんか「結構いい
じゃん」みたいな、言われてきて。前期のうちに鍛え
といたからこそ、なんかいい感じになってきたのかな
みたいな。いろいろ言われてもめげずに。めげずに。
ヘヘヘ。まあ、楽しかったっす。メンタルケア。フフフ。
数学は、典さんもよかった。なんか覚醒しましたね、
典さんが思い付かない解法を解いて、典さんが、「おー、
すげえ」みたいな。なんかノリさんに褒められるのは、
まじでめっちゃうれしかったかな。よかった。ノリさ
んが好きそうな解法、なんか。いや、狙ってるってい
うか、なんかもともと自分、幾何的な解法が好きだっ
たし。だからなんかみんなで、M2 のときは、深井と
土田とキングと自分でなんか、その、問題解いて、で
きたら、はい、みたいな。競い合いっていうかなんか、
それしてたから結構、頭の運動にもなったかな。英語
は三ツ橋先生。三ツ橋先生は、前期の前、春のときから、
マンツーずっとお世話になってて。何だっけ、過去問を、
私立医学部の過去問を解くことが課題になってて。予
習がそれで。で、その、授業のときにその解説してく
れるみたいな。自然と長文読む回数が増えて。それを
黙読するみたいな。それでなんか早く読むことを意識
しながらやってきたおかげでなんか最終的にはいい感
じに仕上がってきたなみたいな。入試でも、そんなに
言うまで詰まったことなかったなって。
化学は、三上先生のマンツーを 1 学期に入れてもらっ

て、なんか、そうっす、分かりやすいみたいな。なん
か自分は理論だけ習ってたけど、通常授業じゃなくっ
てマンツー。なんか、考えろみたいな、知識っていう
よりも考えてやれば、マジでどの問題もいけるみたい
な、そういう、その場で考えてやる感じ。化学は先生
ごとに解き方、確かに若干違った感じで、小林先生派
もいれば、三上派もいれば、原先生が、まあ、みんな
分かりやすいっす。けど、自分に合ってたのが三上っ
ていう。直前でやると結構効きましたね。どこだっけ、
東医の化学は、やっぱ過去問とか解いてなかったこと
なかったけど、なんかいざ入試前に解いたときに、考
えること結構できたかなみたいな。難しい問題あった
けど。
物理は、その、本当にできなかったんで。まあ結構基
礎的なことから教えてくれる、やっぱ、寺澤先生って
ことで。マンツーマン取って、そしたら結構、何だっけ、
プリント、100 枚くらいのプリント。はい。一応、自
分特製らしいんですけど、くれて。それをなんかひた
すらやるみたいな。回してくみたいな。それでまあ基
礎は、本当に基礎は付いた感じですかね。で、直前には、
野村先生のマンツー取って。したら結構応用力も付い
て。だから野村先生は、なんか「過去問のこれ分かん
ないんですけど」って言ったときに、なんか結構過去
問の答えとか面倒くさいやり方してるけど、野村先生
だとパッと頭に明確化して、そういう早業みたいなの
も学べたんでよかったかな。あとは、うーん、英語も
石井先生。石井先生は、なんか和訳をするのがやっぱ
すごい、何つうの、何だろうな、あー、なんか、前期
は 3 列目ぐらい、4 列目だけど、後期、なんか吉住 ( 獨
協医科大進学：吉住拓真 ) が前の席、座ってて、その
隣が空いてて、「来なよ」みたいな、言われて、まあ行っ
て。最初はもうビビってたみたいな。当てられちゃう
しみたいな。けど、徐々になんか結構、石井先生の話
とか、前で聞くと、まあ違ったかなみたいな。前座ると、
やっぱ見てる景色とかも違うかなみたいな。やっぱ定
着度が違うみたいな。実際なんか英語の成績がなんか
伸びて。やっぱあのθの授業、真面目に受けてたんで、
石井先生の言うことも全部吸収した感じなんで、結果
的に伸びたかなみたいな。

代官山って、正直、真面目に勉強してれば 1年
で終わる。
代官山って、正直、真面目に勉強してれば 1 年で終わる。
やっぱなんか結構、下のクラスの人とかは、遊んじゃっ
てる人とか、結構しゃべってる人とか、廊下で、いる
けど。やっぱその時間も無駄にせずやるの大切だし。
下のクラスだからって、分かんないみたいなの思わず
に、現に受かってる人とか、吉水 (A10 から 1 年で埼玉
医科大進学：吉水一成 ) とか受かってる人いるし。やっ
ぱそうっすね、努力すればやっぱ受かるんで。あと、
上のクラスの人は、なんか正直、2 号館にいれば、ほ
ぼ受かるじゃないですか。で、やっぱ受かるとしても

どこ行くかが重要であって。みんなやっぱ東京とか行
きたい人多いと思うし、そのためにもやっぱなるべく
上のクラス行って、その成績維持して、当日も本気で
やることが大切かなみたいな、思いますね。やっぱ、
大学生は楽しいんで。杏林は行きたくなかったけど、
東医行けたんで、もう大万歳ですね。自分の中で、結構、
父が格言的なその、持ってて。なんかネバーギブアッ
プみたいな。なんか諦めたらまじで駄目みたいな。やっ
ぱその、受験も、自分は、慈恵とか日医とか目指して
たからやっぱそういう入試んときも、まあなんか結構
できない問題あったんで、やっぱ諦めないでいけば解
ける問題とかもあったし。まあなんか、結果的に落ち
ちゃったけどまあ、それってやっぱそういう精神があっ
たからこそ、東医も無事入れたのかなみたいな。大万
歳っす。フフフ。
まあ、こんな自分でも、ハハハ、医学部入れたのは代
官山のおかげ。やっぱ入れてくれた、くださった、石
井先生とか事務の方とか山室先生とかもやっぱりみん
な支えてくださったからこそ、家族もそうなんすけど。
やっぱさまざまな方面からのサポートがあったからこ
そ、受かったなって。それにはとても感謝してます、やっ
ぱ、そうっすね、医学部入れてくれてありがとうござ
いますって感じです。フフフ。
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なの、ありましたね。あとは合格した先輩の話とか、
なんかそういうの聞けると結構なんか自分のためにな
ることもあるみたいな。その中に、小泉。小泉知って
るんっすよ。あの、東邦行った、自分らの一つ前(の年度)
に受かった、A6 から東邦行った、小泉マサミチっす、
A6 から。( 合格への )『軌跡』にいないっすけどね。友
達なんすよ。ハハハ。僕、あの、そうですね、代官山
に行こうと思ったのも、その小泉が、あいつ本当にギ
リギリに ( 繰上合格 ) 来たじゃないですか、あいつ補欠
来ないから、なんか(ここで)やろうぜみたいなのもあっ
て、僕もここ入ったら、小泉だけ抜けちゃったみたいな。
まさかの来ちゃったみたいな。受かっちゃって。なんか、
僕の慶應 ( 高校 ) の友達が、1 浪目の駿台に行ってて、
そのつながりでみたいな。そこでつながってみたいな。
小泉でも受かる塾ならやっぱ、俺も大丈夫だみたいなっ
て、自信はやっぱ、付きましたね。

「東医、行ける」っつって、言われてたんで。
確かにそのとおりだったっていうか。
えー、なんか授業に縛られるところ、縛られるっつうか、
やっぱ常にやることが明確であるみたいな。なんか、
去年まではあんまり明確じゃなかった、明確じゃなかっ
た。なんかいろんな問題集に手出したりとかしたりし
て、一貫性がなかったけど、代官山来たら、例えば数
学とかだったら、もうそのテキストを暗記するレベル
みたいな。うーん、4 周。フフフ。なんか成績表返っ
てきて、偏差値とか、あと順位とかも大事だけど、やっ
ぱどの問題ができなくてみたいな、どの範囲ができな
いっていうのをリストアップして、そのマンスリーが
終わった後、例えば数学だったら、その分野のテキス
ト見たりしてやり直しをしたりとか。前期とかそうい
うことあんましてなくて。6 月くらいまで石井先生と
かにまあ、ちょくちょく、聞きに行ったりして。本当に、
月 1 レベルで、なんかやってたかな。自己分析を怠ら
ずやってたっていう、意外と。でも、さすがに心配だっ
たら、石井先生とか、あとはマンツーの先生とかに相
談したりしてた感じっす。石井先生は、的確に教えて
くれるつうか、そうですね、とても素晴らしいアドバ
イスをいただいて、ていうのもやっぱ、「こことここが
駄目だから、ここを直しなさい」みたいな、やっぱそ
の結構、細かいところまで。「この確率の分野ができて
ないからこれをやりましょう」とか、「物理はこうやれ
ばもうちょっといけんじゃない」みたいな、いろんな
アドバイス。結構、細かいこと知ってますね、教科の
こと、はい、すごいっす。全員分知って、ああ、もう
全員分知ってますね。質問、なんかいろんな人の、誰々
はここいけてんだけどなあとか、言ってた。授業中とか、
個人的に相談行ったときもたまに言ったりして、細か
いとこまで見てんだなみたいな、一人一人。あんなに
人がいるのに、素晴らしいと思います。まあ。多分、困っ
たときは、最終的には石井先生ですね。それまでは、
マンツーの先生とか、ま、割とそうっすね、気軽に。ただ、

もうちょっと、簡潔に言い過ぎて、「簡潔過ぎて、質問
の答えになってない」とか言われて。「ちゃんと言って
くんない？具体的に言ってくんない？」みたいな。言
われちゃったけど、でもなんか正規だったから。圧迫
されてもなんか焦ったら負けみたいな。テンパっちゃっ
てなんか、例えば泣いちゃったりとかはもう論外じゃ
ないですか。女の子とかはきつく言われたら泣いちゃ
うかもけど、質問されたことに対して、なんか黙っちゃ
うとかは、やっぱ減点なのかな、なんかコミュニケー
ション能力が低いのかなみたいな、と思われる要因か
なみたいな。面接はまあそうっすね、そんな感じっすね。
数学は、平パンに、テキスト繰り返して、結構、細か
いとこまで指示はもらってた、平パンとか、「テキスト
をひたすらやれ」とか言って、で、なんか、何だっけ、
場合の数、あれがもう壊滅的にできなくて、平パン、
プリントはくれて、持って行ってみてもらって、ま、
そこで基礎力は付いたかなみたいな。なんか全部、私
立医の入試問題みたいな。なんかこう、いろいろ表紙
がくっついてる、そうそう、なんかあれやって、ひた
すら問題解いた記憶が…。確率だけはまじで、場合の数、
確率はなんかむちゃくちゃやらされた結果、今年、本
番で出た。マンツーの時も平パンに、「えー、これ解け
ないの？」みたいな、「テキストあったじゃん」みたいな。
その場で解くみたいな。なんかその場で解いて、でき
ないとなんか、確率苦手だったからやっぱ、「テキスト
復習しろよー」みたい、言われたけど。でもなんか後
期からは、結構なんか実力が付いてきたのか、あんま
りそんなきつく言われることなく、なんか「結構いい
じゃん」みたいな、言われてきて。前期のうちに鍛え
といたからこそ、なんかいい感じになってきたのかな
みたいな。いろいろ言われてもめげずに。めげずに。
ヘヘヘ。まあ、楽しかったっす。メンタルケア。フフフ。
数学は、典さんもよかった。なんか覚醒しましたね、
典さんが思い付かない解法を解いて、典さんが、「おー、
すげえ」みたいな。なんかノリさんに褒められるのは、
まじでめっちゃうれしかったかな。よかった。ノリさ
んが好きそうな解法、なんか。いや、狙ってるってい
うか、なんかもともと自分、幾何的な解法が好きだっ
たし。だからなんかみんなで、M2 のときは、深井と
土田とキングと自分でなんか、その、問題解いて、で
きたら、はい、みたいな。競い合いっていうかなんか、
それしてたから結構、頭の運動にもなったかな。英語
は三ツ橋先生。三ツ橋先生は、前期の前、春のときから、
マンツーずっとお世話になってて。何だっけ、過去問を、
私立医学部の過去問を解くことが課題になってて。予
習がそれで。で、その、授業のときにその解説してく
れるみたいな。自然と長文読む回数が増えて。それを
黙読するみたいな。それでなんか早く読むことを意識
しながらやってきたおかげでなんか最終的にはいい感
じに仕上がってきたなみたいな。入試でも、そんなに
言うまで詰まったことなかったなって。
化学は、三上先生のマンツーを 1 学期に入れてもらっ

て、なんか、そうっす、分かりやすいみたいな。なん
か自分は理論だけ習ってたけど、通常授業じゃなくっ
てマンツー。なんか、考えろみたいな、知識っていう
よりも考えてやれば、マジでどの問題もいけるみたい
な、そういう、その場で考えてやる感じ。化学は先生
ごとに解き方、確かに若干違った感じで、小林先生派
もいれば、三上派もいれば、原先生が、まあ、みんな
分かりやすいっす。けど、自分に合ってたのが三上っ
ていう。直前でやると結構効きましたね。どこだっけ、
東医の化学は、やっぱ過去問とか解いてなかったこと
なかったけど、なんかいざ入試前に解いたときに、考
えること結構できたかなみたいな。難しい問題あった
けど。
物理は、その、本当にできなかったんで。まあ結構基
礎的なことから教えてくれる、やっぱ、寺澤先生って
ことで。マンツーマン取って、そしたら結構、何だっけ、
プリント、100 枚くらいのプリント。はい。一応、自
分特製らしいんですけど、くれて。それをなんかひた
すらやるみたいな。回してくみたいな。それでまあ基
礎は、本当に基礎は付いた感じですかね。で、直前には、
野村先生のマンツー取って。したら結構応用力も付い
て。だから野村先生は、なんか「過去問のこれ分かん
ないんですけど」って言ったときに、なんか結構過去
問の答えとか面倒くさいやり方してるけど、野村先生
だとパッと頭に明確化して、そういう早業みたいなの
も学べたんでよかったかな。あとは、うーん、英語も
石井先生。石井先生は、なんか和訳をするのがやっぱ
すごい、何つうの、何だろうな、あー、なんか、前期
は 3 列目ぐらい、4 列目だけど、後期、なんか吉住 ( 獨
協医科大進学：吉住拓真 ) が前の席、座ってて、その
隣が空いてて、「来なよ」みたいな、言われて、まあ行っ
て。最初はもうビビってたみたいな。当てられちゃう
しみたいな。けど、徐々になんか結構、石井先生の話
とか、前で聞くと、まあ違ったかなみたいな。前座ると、
やっぱ見てる景色とかも違うかなみたいな。やっぱ定
着度が違うみたいな。実際なんか英語の成績がなんか
伸びて。やっぱあのθの授業、真面目に受けてたんで、
石井先生の言うことも全部吸収した感じなんで、結果
的に伸びたかなみたいな。

代官山って、正直、真面目に勉強してれば 1年
で終わる。
代官山って、正直、真面目に勉強してれば 1 年で終わる。
やっぱなんか結構、下のクラスの人とかは、遊んじゃっ
てる人とか、結構しゃべってる人とか、廊下で、いる
けど。やっぱその時間も無駄にせずやるの大切だし。
下のクラスだからって、分かんないみたいなの思わず
に、現に受かってる人とか、吉水 (A10 から 1 年で埼玉
医科大進学：吉水一成 ) とか受かってる人いるし。やっ
ぱそうっすね、努力すればやっぱ受かるんで。あと、
上のクラスの人は、なんか正直、2 号館にいれば、ほ
ぼ受かるじゃないですか。で、やっぱ受かるとしても

どこ行くかが重要であって。みんなやっぱ東京とか行
きたい人多いと思うし、そのためにもやっぱなるべく
上のクラス行って、その成績維持して、当日も本気で
やることが大切かなみたいな、思いますね。やっぱ、
大学生は楽しいんで。杏林は行きたくなかったけど、
東医行けたんで、もう大万歳ですね。自分の中で、結構、
父が格言的なその、持ってて。なんかネバーギブアッ
プみたいな。なんか諦めたらまじで駄目みたいな。やっ
ぱその、受験も、自分は、慈恵とか日医とか目指して
たからやっぱそういう入試んときも、まあなんか結構
できない問題あったんで、やっぱ諦めないでいけば解
ける問題とかもあったし。まあなんか、結果的に落ち
ちゃったけどまあ、それってやっぱそういう精神があっ
たからこそ、東医も無事入れたのかなみたいな。大万
歳っす。フフフ。
まあ、こんな自分でも、ハハハ、医学部入れたのは代
官山のおかげ。やっぱ入れてくれた、くださった、石
井先生とか事務の方とか山室先生とかもやっぱりみん
な支えてくださったからこそ、家族もそうなんすけど。
やっぱさまざまな方面からのサポートがあったからこ
そ、受かったなって。それにはとても感謝してます、やっ
ぱ、そうっすね、医学部入れてくれてありがとうござ
いますって感じです。フフフ。
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卒 業 生 が 語 る

WAY TO SUCCESS

合格への
軌跡2021年

東京慈恵会医科大
国際医療福祉大医学部
愛知医科大
北里大医学部
日本大医学部
東邦大医学部
昭和大医学部
東京医科大
日本医科大

2次正規合格
2次正規合格
2次正規合格
2次正規合格
2次正規合格

2次合格
2次合格
2次合格

前期2次合格

推薦で落ちた瞬間、まじでもう、
一気にやる気なくなりましたね、
普通に、1週間ぐらい、いやもっと

ずっと引きずってました、きつかった。
東京慈恵会医科大進学　深井 悠介 君(学習院高等科卒)
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WAY TO SUCCESS合格への軌跡

なんか変に現役のとき聖マとかその辺、受かっ
ちゃったみたいなよりは、きちんと浪人して、
勉強して慈恵入ったほうが結果的には良かった
かなっていう、感じですね。
えーと、深井悠介です。東京慈恵医科大学に進学しま
した。1 次出たとこは、愛知、国際、杏林、北里、東邦、
昭和、順天、日医、東医、慈恵、日大、慶応以外。慶
応以外全部。はい。慶応は、あと 7 点でした。成績開
示しました。7 点でした、ハハ。数学は、41、2 点ぐ
らいです、42 点だ、はい、250 点満点で。めちゃめちゃ
むずいっす、ハハ。めっちゃむずいす、今回の。いやー、
ちょっと暇でしたもん、もはや。できな過ぎて、暇で
した。
杏林が 1 次、棄権で、順天以外は、全部、2 次行きました。
9 校すね。順天、そうっすね、ま、学科は結構できた
と思うんですけど、普通に落ちました、よく分かんな
いですけど。
学習院ってやっぱり、受験しない人が多いんで、その
波に飲まれて、ゆるーく生きてて、間に合わないって
いう感じすね。たまに現役で受かる人、推薦で行っちゃ
う人はいるんですけど、他は受験は多分、浪人すね。
僕も、現役ん時に、推薦受けて、東医の推薦、受けました。
いやー、受けなかったら、って思いますね。いやー、
どうなんですかね。一応、東医って結構、遅いじゃな
いですか、推薦。12 月ぐらいなんで、本当、しんどかっ
たっすね、あれは。アハ。いや、ま、できるなら早く
終わらせたほうがいいみたいな。で、父親東医、兄貴
東医なんで、ま、東医みたいな感じだったんで、うちは。
東医の、ま、推薦取れたらいいんじゃないみたいな感
じで。でも、いや、きつかったっすね、あんときは。ハハ。
いざ落ちたらもう、全然駄目でした。アハハ、普通に
きつ過ぎて、この世の絶望みたいに…、推薦で落ちた
瞬間、まじでもう、一気にやる気なくなりましたね、
普通に、1 週間ぐらい、いやもっとずっと引きずって
ました、きつかった。
でも、慈恵受かって、なんか慈恵行ってほしかったら
しくて、はい、両親は泣いていましたね、普通に、電話、
11 時ぐらいに発表あって、で、受かったっつったら、
なんか泣いていましたね。兄貴は、「おー、すごいじゃん」
みたいな感じでした。アハハハハ。どっちも泣いてい
ました。ハハ、ちょっと親孝行しました。ま、浪人し
ているんで。ハハ。いや、僕は良かったです、浪人して。
なんか変に現役のとき聖マとかその辺、受けて、ちょっ
と受かっちゃったみたいなよりは、きちんと勉強して
慈恵入ったほうが結果的には良かったかなっていう、
感じですね。

生徒がどんな人なのかも、すごいすぐ、全部分
かっていたんで。1人ずつ言ってくれるから。
浪人が決まってから、3 月ごろは、家ではやっぱり、
勉強しないですね。YouTube 見たりとか、ハハ、駄目
駄目で、家では、勉強はしていなかったです、家では

YouTube 見たりとか、友達と電話したりとか。ずっと
見ちゃいますね。2、3時間普通に溶けます、一瞬で。ま、
でも、たまには、走ったりしていました。ランニング。
家の周り。ちょっと運動しないと駄目だなと思って。
予備校が始まってからは、浪人中は、土日も、帰って
飯食って、風呂入って寝るだけだったんで、そんな
(YouTube) 見ていないですね。飯んとき、ちょっと見
るぐらいなんで。コツは、極限までここで ( 代官山で )
疲れること？ま、そうすね。やるだけやって帰るって
いう、あんま残して帰っちゃうと、ちょっと、気がか
りで YouTube 見られないんで。ハハ。やるだけやって
帰るっていう。なんか現役んときは、そもそもあんま
授業がないじゃないですか。学校があるんで。そんな
ですけど、浪人したらもう、授業がかつかつ過ぎて、
最初、予定表見たとき、えって思ったんすけど、意外
となんかもう、始まったら、それなりにできるように
なったかなっていうか。1 カ月ぐらいですかね、慣れ
たのは。最初はきつかったですね、きつかった、授業
あり過ぎて。でも、授業ないと遊んじゃうっていうか、
多分、どっか行っちゃうんで、きっと。あんぐらいな
いと。しかも、ちょうど、あの、1 コマずつ空けてあ
るんで、うまく帰れないようになっているんすよね。
ハハハ、ハハハ。家、早く帰りたいんで。家、好きなんで。
だから、ま、ちょうどいいっちゃいい、っていう。前
期はそんなでもないんですけど、後期はきちんと早く
来ましたね、6時半ぐらいに。夏までは8時、8時半とか、
で、夏の面談で石井先生にちょっと、言われたんで。
本当、きちんと本気でやれって、ヘヘ、先生に、本気
出していないよねって言われて。じゃ、きちんとやるっ
てって、来ましたって。バレています。あの人、本当
にすごいんで。本当に、生徒がどんな人なのかも、す
ごいすぐ、全部分かっていたんで。この子はこうする
べきってもう、1 人ずつ言ってくれるから、それがも
う一番だと思います、石井先生。
あまりでも、石井先生のところ相談に行ってなかった

僕より低い人はあまりいないですね。なんか慈恵受か
る人たちはみんな慈恵は余裕だったみたいな感じなん
で、千葉とか医科歯科とか、が多いすね。慶応補欠とか。
結構、いっぱいいる。( 補欠繰り上げ ) 来なくて慈恵み
たいな、そうす、はい。今年、慈恵、110 すね。生物、
22 人しかいないですよ。20 パー。そうですよね。僕
とハラシマくん。はい。めっちゃ少ない。男子、もっ
と少ないんです。10 人いない。5、6 人だった気がする。
あと全部、物理。物理、めっちゃむずいっぽいですけ
どね。でも、なんか、生物のほうが少ない。フフ。え、
何だろうな。でも、なんかやっぱり、生物選択でも、
受かることは受かるんで、いる人はいるんで、なんか
生物選択だからっていって諦めないで、物理に負けな
いでほしいって思います。勝ちましたね。ハハ。いや、ま、
そうすね。ま、最終的に入試の結果で、判断してもら
えれば。アハ。

過去問 1年ずつ解いて持っていっていて。めっ
ちゃ丁寧に見てくれるんで。
代官山（MEDICAL）は、本当にアットホームな感じで、
先生に質問しやすいっていうのが、何よりかなと思い
ますね。なんか、聞きたいことをそのまま放っておくと、
本当に後からきついっていうか、分かんなくなっちゃ
うから、その場で聞けるっていうのが本当に、よくて。
すぐそこ行けば聞けるじゃないですか。それが本当に
一番いいなって思いますね。習ってない先生でも答え
てくれるし。先生たちみんな優しいし、聞けば答えて
くれるし。質問はしないっていうのは、ちょっとさす
がにもったいないなと、思って、質問はだいぶしてい
ましたね。ハハ。中村先生とか、昼休み、30～40分、ずっ
と中村先生に質問していました。めちゃくそ迷惑だと
思います、ハハ。あと、授業終わった後、夜 9 時半ぐ
らいまでとか。
ほら、帰るときにほら、まだいるみたいな。入試問題
は何だろうな、過去問は、中村先生に記述とか全部見
てもらって、一番、お世話になった。なんか慈恵、日
医とかの対策用のテキストとか何個も作ってくれたし、
なんか一番、オーソドックスで分かりやすいなってい
う。日医と慈恵の問題は、なんか 1 年ずつ解いて持っ
ていっていて。めっちゃ丁寧に見てくれるんで。あと、
TOP レベルのテキスト、1 学期の。あれで演習問題を
自分で解いて、全部、それ持っていってみたいな、毎日。
中村先生がいる曜日ごとに。M1 の数学は中村先生だ
から。本当、丁寧すね、あの人。僕が雑なんで、丁寧
な人じゃないと、本当にちょっと。慈恵は駄目です。
日医はいけましたけど。
あ、薄先生も多分、同じような感じで、めちゃめちゃ
分かりやすいし、あの人に聞けば分からない問題ない
かな。あと、ヒラパンは、なんか、あの人はもう、気合っ
ていうんで。
それは確かにそれも大事だなって。プリントもいっぱ
いくれるし。あと俺、山室先生もそうだし。山室先生は、

本当、テクニック全部教えてもらって、知恵を全部、
山室先生の知恵を全部もらったっていうか、ハイ。山
室先生に習った積分の方法と、正射影、ベクトルがま
じでもう、ずっと使いましたね。ずっとそうやってい
ました。ベクトルは本当、やばかったです。あれで解
けないのないっすよ。まじで。本当にすごい。あれ、ずっ
と、あれからずっと僕、使っていますよ。外積のやつ。
そう、積分も。早い早い。全然違う。本当に良かったす。
あと、いっぱいいるんだよな、数学。あと、長澤先生。
長澤先生をすごい、マンツー取ってたし。なんだ、あ
の人も結構、解き方をいろんな、三つぐらい紹介して
くれるから、どれか困っても分かる解き方あって、あ
れは結構、良かったですね。
英語は、もちろん石井先生と、僕は岩瀬先生ですね。
石井先生は、授業、面白いし。あとまあ、英語関係な
く普通に医学部の受験で役立つ話とかもしてくれるし。
で、岩瀬先生は、本当に、何だろうな。覚えやすい、語呂、
教えてくれるし、記述もきちんと出せば見てくれるし、
いろんなプリント持っているから、積極的に行けば、
みんなもらえるんじゃないかなって話で。なんか、僕
が体験記に岩瀬先生、押したら、ちょっとマンツー増
えたって言っていて。え、だいぶ増えてんすか、いや、
良かった。あ、まじすか。やっぱり、影響あるんすか。
化学は、原先生とか、三上先生とか、先生の言うこと
聞いておけば、まあ間違いはないかなって。優しいし、
なんかまあ、そうすね。あと、小林先生は、なんかめっ
ちゃプリントくれるんで、もらいに行っとけば、何か
しらくれるんで、質問対応も丁寧だし。生物は、石原
先生と深瀧先生と、オガティ（緒方先生）なんですけど、
一番は FT（深瀧先生）で、まじで生物を伸ばしてくれ
たのは FT で、なんか頭が良くなるっていうか。本当に
頭を使うようになるから、本当にみんな、マンツー取っ
てほしいなって思います。オガティはなんかもう、本当、
一番、オーソドックスな解き方で、誰でも分かるよう
な解き方するんで、困ったらあの人、質問すればいいし。
あと、なんかメンタル面とかもすごい支えてくれるか
ら、本当に。FT は本当に、なんかもう、頭使うのが好
きで多分、あの人、その場でどうみたいな、答えさせて。
で、みんな結構、怖いとか言うんですけど、僕、全然
怖いと思ったことなくて、一番分かりやすいなと思っ
ていて。あの人も結構、暗記をなるべく避けたくて、
結構、考えて答えるみたいな、それで合っていたんで。
マンツーも 1 年間、取っていたんで。あの人のおかげ
で慈恵は、生物できたって今でも思います。本当にあ
の人のおかげ…。そうすね。考察問題は、結構、一緒
にやっていました。あの人が持っているプリントは、
ほとんどやったかな、正誤問題とかもあったし。あの人、
結構、いろんなプリント作っているんですけど、考察
特講みたいな。それ全部やっていました。あの人、本当、
すごいす。あの人のマンツーって、みんな取ったほう
がいい。本当、みんなビビッて取んないんすけど、本
当に僕はあの人が、一番すね。慈恵向き。慈恵行くんだっ

たら、あの人です。
あ、あと、小論。ハッハハ。本当に高橋先生をすごい
勧める。まじで。いや、なんか結構、意外と国語力必要で、
小論文書くのって。で、なんか意外と、もあ、小論文
の問題ってむずくて、なんか読み取らなきゃいけない
こととか結構、あるんすけど、本当、国語苦手で、高
校のときは学年ビリとかだったんですけど。あの人の
やり方だと一瞬でもう、読み取れて、本当にどの問題
も同じ型台にはめて、できるから。テンプレ系、テン
プレがあって、それにはめれば全部いけるんで、あの
人のおかげで 2 次、ほとんど順天以外、全部、（２次）
来たんで。確かあれは結構、やばいすね。すごいす。
これ言いたかった。
いや、本当に、慈恵受かったのは、アハハ、代官山の
おかげなんで、俺、感謝しかないですね。
まじで。エヘヘ。しかも正規ですしね。本当にでも、物理、
物理に変えなくて良かったなと思いました。生物のま
まで。上行くの大変だから、物理に変えようかなと思っ
たんすけど、悩みましたけど結構、結局、まあ、変え
なくて、良かった。

卒 業 生 が 語 る

WAY TO SUCCESS

合格への
軌跡2021年

東京慈恵会医科大
国際医療福祉大医学部
愛知医科大
北里大医学部
日本大医学部
東邦大医学部
昭和大医学部
東京医科大
日本医科大

2次正規合格
2次正規合格
2次正規合格
2次正規合格
2次正規合格

2次合格
2次合格
2次合格

前期2次合格

推薦で落ちた瞬間、まじでもう、
一気にやる気なくなりましたね、
普通に、1週間ぐらい、いやもっと

ずっと引きずってました、きつかった。
東京慈恵会医科大進学　深井 悠介 君(学習院高等科卒)
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YouTube 見たりとか、友達と電話したりとか。ずっと
見ちゃいますね。2、3時間普通に溶けます、一瞬で。ま、
でも、たまには、走ったりしていました。ランニング。
家の周り。ちょっと運動しないと駄目だなと思って。
予備校が始まってからは、浪人中は、土日も、帰って
飯食って、風呂入って寝るだけだったんで、そんな
(YouTube) 見ていないですね。飯んとき、ちょっと見
るぐらいなんで。コツは、極限までここで ( 代官山で )
疲れること？ま、そうすね。やるだけやって帰るって
いう、あんま残して帰っちゃうと、ちょっと、気がか
りで YouTube 見られないんで。ハハ。やるだけやって
帰るっていう。なんか現役んときは、そもそもあんま
授業がないじゃないですか。学校があるんで。そんな
ですけど、浪人したらもう、授業がかつかつ過ぎて、
最初、予定表見たとき、えって思ったんすけど、意外
となんかもう、始まったら、それなりにできるように
なったかなっていうか。1 カ月ぐらいですかね、慣れ
たのは。最初はきつかったですね、きつかった、授業
あり過ぎて。でも、授業ないと遊んじゃうっていうか、
多分、どっか行っちゃうんで、きっと。あんぐらいな
いと。しかも、ちょうど、あの、1 コマずつ空けてあ
るんで、うまく帰れないようになっているんすよね。
ハハハ、ハハハ。家、早く帰りたいんで。家、好きなんで。
だから、ま、ちょうどいいっちゃいい、っていう。前
期はそんなでもないんですけど、後期はきちんと早く
来ましたね、6時半ぐらいに。夏までは8時、8時半とか、
で、夏の面談で石井先生にちょっと、言われたんで。
本当、きちんと本気でやれって、ヘヘ、先生に、本気
出していないよねって言われて。じゃ、きちんとやるっ
てって、来ましたって。バレています。あの人、本当
にすごいんで。本当に、生徒がどんな人なのかも、す
ごいすぐ、全部分かっていたんで。この子はこうする
べきってもう、1 人ずつ言ってくれるから、それがも
う一番だと思います、石井先生。
あまりでも、石井先生のところ相談に行ってなかった

ですね、一回も行っていないです。ハハ。で、面談ときに、
言ってもらってみたいな。バシッと。はい。でも、そんな、
きついこと言われていないです、全然。僕なんか、結構、
雑談で終わっちゃうんですよね、面談。石井先生、東
医のこと詳しいし、大学の話とか、ハハ。お兄ちゃん(代
官山 MEDICAL 卒業生：東京医大進学 ) の結婚の話とか
で、結構、フフ。そればっかすよ、ほとんど。アハ、ハハ。
僕と母親で、いや、面談ってこんな楽しいんだみたいな。
みんな、こんななんか、しまっているんじゃないのみ
たいな。石井先生、すごい優しくてみたいな。ゆるー
い感じだったですね、面談は。みんな怖いとか言うじゃ
ないですか。全然そんなことなかったです。怖く全く
ないですね、ほんと。雑談、みたいな。本当に。

最初、理解で入って、理解できなかったら、最
終手段が暗記に頼るっていう。
自分は、自分の場合は、なんか、そう、問題ばっか解
いていても、根本を分かっていなかったら全然意味な
くて。現役のときは、なんかもうひたすら量やれって
言われてたんですけど、その何ていうの、本当に内容
を理解していなかったら、いくら問題解いても意味な
くて。で、浪人して初めて、きちんとその講義の内容
から、自分で理解できるように頑張ろうと思って、そ
の自分で、何だろう、先生から講義で言っていたこと
をなんか一から復習して、説明できるようになって初
めてその問題解くと、景色が違ってくるというか、な
んか、全然、あーって感じ。やっと理解できたって。
化学も生物もそうですね。特に化学はもう、全然理論
が違いましたね。そこでまず理解してから問題に行く。
うーん、僕はそれじゃないと、問題解けなかったですね。
暗記が苦手なんで。化学とかも、その根本、押さえて
おけば、どう、こう明記されても解けるはずだから、
最初の根本だけ理解しようかなって。暗記はできるだ
け最小にしたいんで、先生の指示に従って、これば覚
えなくていいとかアドバイスを聞いていました。先生
がここまででいいよって言ったら、そこまで。先生い
なかったらきついですね。自力でやるのは無理すっね。
何でもかんでも一から全部暗記しようとする人がいん
すけど、僕も現役んときは、最初っから暗記しようと
思っていたんですけど、最初、理解で入って、理解で
きなくって、最終手段が暗記っていうか、最初はまず
理解しようとして、ま、無理だったら暗記に頼ればい
いって、思って。なんで、有機の反応とかは、理解し
てから、過程をちょっと自分で覚えるみたいな。そう
すると、入試問題とかで度忘れしても、その過程を覚
えているから、考えてできるから、結果をその場で導
き出せるみたいな。いや、暗記苦手なんで。ハハ。生
物まじ、きつかったす。

生物選択だからっていって、物理に負けないで
ほしいなとは思います。
慈恵、ぎりぎり受かったって人、あまり、いないすね。

僕より低い人はあまりいないですね。なんか慈恵受か
る人たちはみんな慈恵は余裕だったみたいな感じなん
で、千葉とか医科歯科とか、が多いすね。慶応補欠とか。
結構、いっぱいいる。( 補欠繰り上げ ) 来なくて慈恵み
たいな、そうす、はい。今年、慈恵、110 すね。生物、
22 人しかいないですよ。20 パー。そうですよね。僕
とハラシマくん。はい。めっちゃ少ない。男子、もっ
と少ないんです。10 人いない。5、6 人だった気がする。
あと全部、物理。物理、めっちゃむずいっぽいですけ
どね。でも、なんか、生物のほうが少ない。フフ。え、
何だろうな。でも、なんかやっぱり、生物選択でも、
受かることは受かるんで、いる人はいるんで、なんか
生物選択だからっていって諦めないで、物理に負けな
いでほしいって思います。勝ちましたね。ハハ。いや、ま、
そうすね。ま、最終的に入試の結果で、判断してもら
えれば。アハ。

過去問 1年ずつ解いて持っていっていて。めっ
ちゃ丁寧に見てくれるんで。
代官山（MEDICAL）は、本当にアットホームな感じで、
先生に質問しやすいっていうのが、何よりかなと思い
ますね。なんか、聞きたいことをそのまま放っておくと、
本当に後からきついっていうか、分かんなくなっちゃ
うから、その場で聞けるっていうのが本当に、よくて。
すぐそこ行けば聞けるじゃないですか。それが本当に
一番いいなって思いますね。習ってない先生でも答え
てくれるし。先生たちみんな優しいし、聞けば答えて
くれるし。質問はしないっていうのは、ちょっとさす
がにもったいないなと、思って、質問はだいぶしてい
ましたね。ハハ。中村先生とか、昼休み、30～40分、ずっ
と中村先生に質問していました。めちゃくそ迷惑だと
思います、ハハ。あと、授業終わった後、夜 9 時半ぐ
らいまでとか。
ほら、帰るときにほら、まだいるみたいな。入試問題
は何だろうな、過去問は、中村先生に記述とか全部見
てもらって、一番、お世話になった。なんか慈恵、日
医とかの対策用のテキストとか何個も作ってくれたし、
なんか一番、オーソドックスで分かりやすいなってい
う。日医と慈恵の問題は、なんか 1 年ずつ解いて持っ
ていっていて。めっちゃ丁寧に見てくれるんで。あと、
TOP レベルのテキスト、1 学期の。あれで演習問題を
自分で解いて、全部、それ持っていってみたいな、毎日。
中村先生がいる曜日ごとに。M1 の数学は中村先生だ
から。本当、丁寧すね、あの人。僕が雑なんで、丁寧
な人じゃないと、本当にちょっと。慈恵は駄目です。
日医はいけましたけど。
あ、薄先生も多分、同じような感じで、めちゃめちゃ
分かりやすいし、あの人に聞けば分からない問題ない
かな。あと、ヒラパンは、なんか、あの人はもう、気合っ
ていうんで。
それは確かにそれも大事だなって。プリントもいっぱ
いくれるし。あと俺、山室先生もそうだし。山室先生は、

本当、テクニック全部教えてもらって、知恵を全部、
山室先生の知恵を全部もらったっていうか、ハイ。山
室先生に習った積分の方法と、正射影、ベクトルがま
じでもう、ずっと使いましたね。ずっとそうやってい
ました。ベクトルは本当、やばかったです。あれで解
けないのないっすよ。まじで。本当にすごい。あれ、ずっ
と、あれからずっと僕、使っていますよ。外積のやつ。
そう、積分も。早い早い。全然違う。本当に良かったす。
あと、いっぱいいるんだよな、数学。あと、長澤先生。
長澤先生をすごい、マンツー取ってたし。なんだ、あ
の人も結構、解き方をいろんな、三つぐらい紹介して
くれるから、どれか困っても分かる解き方あって、あ
れは結構、良かったですね。
英語は、もちろん石井先生と、僕は岩瀬先生ですね。
石井先生は、授業、面白いし。あとまあ、英語関係な
く普通に医学部の受験で役立つ話とかもしてくれるし。
で、岩瀬先生は、本当に、何だろうな。覚えやすい、語呂、
教えてくれるし、記述もきちんと出せば見てくれるし、
いろんなプリント持っているから、積極的に行けば、
みんなもらえるんじゃないかなって話で。なんか、僕
が体験記に岩瀬先生、押したら、ちょっとマンツー増
えたって言っていて。え、だいぶ増えてんすか、いや、
良かった。あ、まじすか。やっぱり、影響あるんすか。
化学は、原先生とか、三上先生とか、先生の言うこと
聞いておけば、まあ間違いはないかなって。優しいし、
なんかまあ、そうすね。あと、小林先生は、なんかめっ
ちゃプリントくれるんで、もらいに行っとけば、何か
しらくれるんで、質問対応も丁寧だし。生物は、石原
先生と深瀧先生と、オガティ（緒方先生）なんですけど、
一番は FT（深瀧先生）で、まじで生物を伸ばしてくれ
たのは FT で、なんか頭が良くなるっていうか。本当に
頭を使うようになるから、本当にみんな、マンツー取っ
てほしいなって思います。オガティはなんかもう、本当、
一番、オーソドックスな解き方で、誰でも分かるよう
な解き方するんで、困ったらあの人、質問すればいいし。
あと、なんかメンタル面とかもすごい支えてくれるか
ら、本当に。FT は本当に、なんかもう、頭使うのが好
きで多分、あの人、その場でどうみたいな、答えさせて。
で、みんな結構、怖いとか言うんですけど、僕、全然
怖いと思ったことなくて、一番分かりやすいなと思っ
ていて。あの人も結構、暗記をなるべく避けたくて、
結構、考えて答えるみたいな、それで合っていたんで。
マンツーも 1 年間、取っていたんで。あの人のおかげ
で慈恵は、生物できたって今でも思います。本当にあ
の人のおかげ…。そうすね。考察問題は、結構、一緒
にやっていました。あの人が持っているプリントは、
ほとんどやったかな、正誤問題とかもあったし。あの人、
結構、いろんなプリント作っているんですけど、考察
特講みたいな。それ全部やっていました。あの人、本当、
すごいす。あの人のマンツーって、みんな取ったほう
がいい。本当、みんなビビッて取んないんすけど、本
当に僕はあの人が、一番すね。慈恵向き。慈恵行くんだっ

たら、あの人です。
あ、あと、小論。ハッハハ。本当に高橋先生をすごい
勧める。まじで。いや、なんか結構、意外と国語力必要で、
小論文書くのって。で、なんか意外と、もあ、小論文
の問題ってむずくて、なんか読み取らなきゃいけない
こととか結構、あるんすけど、本当、国語苦手で、高
校のときは学年ビリとかだったんですけど。あの人の
やり方だと一瞬でもう、読み取れて、本当にどの問題
も同じ型台にはめて、できるから。テンプレ系、テン
プレがあって、それにはめれば全部いけるんで、あの
人のおかげで 2 次、ほとんど順天以外、全部、（２次）
来たんで。確かあれは結構、やばいすね。すごいす。
これ言いたかった。
いや、本当に、慈恵受かったのは、アハハ、代官山の
おかげなんで、俺、感謝しかないですね。
まじで。エヘヘ。しかも正規ですしね。本当にでも、物理、
物理に変えなくて良かったなと思いました。生物のま
まで。上行くの大変だから、物理に変えようかなと思っ
たんすけど、悩みましたけど結構、結局、まあ、変え
なくて、良かった。
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YouTube 見たりとか、友達と電話したりとか。ずっと
見ちゃいますね。2、3時間普通に溶けます、一瞬で。ま、
でも、たまには、走ったりしていました。ランニング。
家の周り。ちょっと運動しないと駄目だなと思って。
予備校が始まってからは、浪人中は、土日も、帰って
飯食って、風呂入って寝るだけだったんで、そんな
(YouTube) 見ていないですね。飯んとき、ちょっと見
るぐらいなんで。コツは、極限までここで ( 代官山で )
疲れること？ま、そうすね。やるだけやって帰るって
いう、あんま残して帰っちゃうと、ちょっと、気がか
りで YouTube 見られないんで。ハハ。やるだけやって
帰るっていう。なんか現役んときは、そもそもあんま
授業がないじゃないですか。学校があるんで。そんな
ですけど、浪人したらもう、授業がかつかつ過ぎて、
最初、予定表見たとき、えって思ったんすけど、意外
となんかもう、始まったら、それなりにできるように
なったかなっていうか。1 カ月ぐらいですかね、慣れ
たのは。最初はきつかったですね、きつかった、授業
あり過ぎて。でも、授業ないと遊んじゃうっていうか、
多分、どっか行っちゃうんで、きっと。あんぐらいな
いと。しかも、ちょうど、あの、1 コマずつ空けてあ
るんで、うまく帰れないようになっているんすよね。
ハハハ、ハハハ。家、早く帰りたいんで。家、好きなんで。
だから、ま、ちょうどいいっちゃいい、っていう。前
期はそんなでもないんですけど、後期はきちんと早く
来ましたね、6時半ぐらいに。夏までは8時、8時半とか、
で、夏の面談で石井先生にちょっと、言われたんで。
本当、きちんと本気でやれって、ヘヘ、先生に、本気
出していないよねって言われて。じゃ、きちんとやるっ
てって、来ましたって。バレています。あの人、本当
にすごいんで。本当に、生徒がどんな人なのかも、す
ごいすぐ、全部分かっていたんで。この子はこうする
べきってもう、1 人ずつ言ってくれるから、それがも
う一番だと思います、石井先生。
あまりでも、石井先生のところ相談に行ってなかった

僕より低い人はあまりいないですね。なんか慈恵受か
る人たちはみんな慈恵は余裕だったみたいな感じなん
で、千葉とか医科歯科とか、が多いすね。慶応補欠とか。
結構、いっぱいいる。( 補欠繰り上げ ) 来なくて慈恵み
たいな、そうす、はい。今年、慈恵、110 すね。生物、
22 人しかいないですよ。20 パー。そうですよね。僕
とハラシマくん。はい。めっちゃ少ない。男子、もっ
と少ないんです。10 人いない。5、6 人だった気がする。
あと全部、物理。物理、めっちゃむずいっぽいですけ
どね。でも、なんか、生物のほうが少ない。フフ。え、
何だろうな。でも、なんかやっぱり、生物選択でも、
受かることは受かるんで、いる人はいるんで、なんか
生物選択だからっていって諦めないで、物理に負けな
いでほしいって思います。勝ちましたね。ハハ。いや、ま、
そうすね。ま、最終的に入試の結果で、判断してもら
えれば。アハ。

過去問 1年ずつ解いて持っていっていて。めっ
ちゃ丁寧に見てくれるんで。
代官山（MEDICAL）は、本当にアットホームな感じで、
先生に質問しやすいっていうのが、何よりかなと思い
ますね。なんか、聞きたいことをそのまま放っておくと、
本当に後からきついっていうか、分かんなくなっちゃ
うから、その場で聞けるっていうのが本当に、よくて。
すぐそこ行けば聞けるじゃないですか。それが本当に
一番いいなって思いますね。習ってない先生でも答え
てくれるし。先生たちみんな優しいし、聞けば答えて
くれるし。質問はしないっていうのは、ちょっとさす
がにもったいないなと、思って、質問はだいぶしてい
ましたね。ハハ。中村先生とか、昼休み、30～40分、ずっ
と中村先生に質問していました。めちゃくそ迷惑だと
思います、ハハ。あと、授業終わった後、夜 9 時半ぐ
らいまでとか。
ほら、帰るときにほら、まだいるみたいな。入試問題
は何だろうな、過去問は、中村先生に記述とか全部見
てもらって、一番、お世話になった。なんか慈恵、日
医とかの対策用のテキストとか何個も作ってくれたし、
なんか一番、オーソドックスで分かりやすいなってい
う。日医と慈恵の問題は、なんか 1 年ずつ解いて持っ
ていっていて。めっちゃ丁寧に見てくれるんで。あと、
TOP レベルのテキスト、1 学期の。あれで演習問題を
自分で解いて、全部、それ持っていってみたいな、毎日。
中村先生がいる曜日ごとに。M1 の数学は中村先生だ
から。本当、丁寧すね、あの人。僕が雑なんで、丁寧
な人じゃないと、本当にちょっと。慈恵は駄目です。
日医はいけましたけど。
あ、薄先生も多分、同じような感じで、めちゃめちゃ
分かりやすいし、あの人に聞けば分からない問題ない
かな。あと、ヒラパンは、なんか、あの人はもう、気合っ
ていうんで。
それは確かにそれも大事だなって。プリントもいっぱ
いくれるし。あと俺、山室先生もそうだし。山室先生は、

本当、テクニック全部教えてもらって、知恵を全部、
山室先生の知恵を全部もらったっていうか、ハイ。山
室先生に習った積分の方法と、正射影、ベクトルがま
じでもう、ずっと使いましたね。ずっとそうやってい
ました。ベクトルは本当、やばかったです。あれで解
けないのないっすよ。まじで。本当にすごい。あれ、ずっ
と、あれからずっと僕、使っていますよ。外積のやつ。
そう、積分も。早い早い。全然違う。本当に良かったす。
あと、いっぱいいるんだよな、数学。あと、長澤先生。
長澤先生をすごい、マンツー取ってたし。なんだ、あ
の人も結構、解き方をいろんな、三つぐらい紹介して
くれるから、どれか困っても分かる解き方あって、あ
れは結構、良かったですね。
英語は、もちろん石井先生と、僕は岩瀬先生ですね。
石井先生は、授業、面白いし。あとまあ、英語関係な
く普通に医学部の受験で役立つ話とかもしてくれるし。
で、岩瀬先生は、本当に、何だろうな。覚えやすい、語呂、
教えてくれるし、記述もきちんと出せば見てくれるし、
いろんなプリント持っているから、積極的に行けば、
みんなもらえるんじゃないかなって話で。なんか、僕
が体験記に岩瀬先生、押したら、ちょっとマンツー増
えたって言っていて。え、だいぶ増えてんすか、いや、
良かった。あ、まじすか。やっぱり、影響あるんすか。
化学は、原先生とか、三上先生とか、先生の言うこと
聞いておけば、まあ間違いはないかなって。優しいし、
なんかまあ、そうすね。あと、小林先生は、なんかめっ
ちゃプリントくれるんで、もらいに行っとけば、何か
しらくれるんで、質問対応も丁寧だし。生物は、石原
先生と深瀧先生と、オガティ（緒方先生）なんですけど、
一番は FT（深瀧先生）で、まじで生物を伸ばしてくれ
たのは FT で、なんか頭が良くなるっていうか。本当に
頭を使うようになるから、本当にみんな、マンツー取っ
てほしいなって思います。オガティはなんかもう、本当、
一番、オーソドックスな解き方で、誰でも分かるよう
な解き方するんで、困ったらあの人、質問すればいいし。
あと、なんかメンタル面とかもすごい支えてくれるか
ら、本当に。FT は本当に、なんかもう、頭使うのが好
きで多分、あの人、その場でどうみたいな、答えさせて。
で、みんな結構、怖いとか言うんですけど、僕、全然
怖いと思ったことなくて、一番分かりやすいなと思っ
ていて。あの人も結構、暗記をなるべく避けたくて、
結構、考えて答えるみたいな、それで合っていたんで。
マンツーも 1 年間、取っていたんで。あの人のおかげ
で慈恵は、生物できたって今でも思います。本当にあ
の人のおかげ…。そうすね。考察問題は、結構、一緒
にやっていました。あの人が持っているプリントは、
ほとんどやったかな、正誤問題とかもあったし。あの人、
結構、いろんなプリント作っているんですけど、考察
特講みたいな。それ全部やっていました。あの人、本当、
すごいす。あの人のマンツーって、みんな取ったほう
がいい。本当、みんなビビッて取んないんすけど、本
当に僕はあの人が、一番すね。慈恵向き。慈恵行くんだっ

たら、あの人です。
あ、あと、小論。ハッハハ。本当に高橋先生をすごい
勧める。まじで。いや、なんか結構、意外と国語力必要で、
小論文書くのって。で、なんか意外と、もあ、小論文
の問題ってむずくて、なんか読み取らなきゃいけない
こととか結構、あるんすけど、本当、国語苦手で、高
校のときは学年ビリとかだったんですけど。あの人の
やり方だと一瞬でもう、読み取れて、本当にどの問題
も同じ型台にはめて、できるから。テンプレ系、テン
プレがあって、それにはめれば全部いけるんで、あの
人のおかげで 2 次、ほとんど順天以外、全部、（２次）
来たんで。確かあれは結構、やばいすね。すごいす。
これ言いたかった。
いや、本当に、慈恵受かったのは、アハハ、代官山の
おかげなんで、俺、感謝しかないですね。
まじで。エヘヘ。しかも正規ですしね。本当にでも、物理、
物理に変えなくて良かったなと思いました。生物のま
まで。上行くの大変だから、物理に変えようかなと思っ
たんすけど、悩みましたけど結構、結局、まあ、変え
なくて、良かった。
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卒 業 生 が 語 る

WAY TO SUCCESS

合格への
軌跡2021年

北里大医学部
帝京大医学部
岩手医科大医学部

2次合格
2次合格
2次合格

生活習慣を早くから 
身に付けること。受験体制を整えるって 
いうのはすごい大事だなと思います。
北里大医学部進学　須藤 晶紀 さん(東京女学館高校卒)
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WAY TO SUCCESS合格への軌跡

一番最初に一次が来た岩手が一番うれしかっ
た。複数校受かったらどの大学に進学するか
シュミレーションしていました。
はい。えっとー、北里大学に進学することになりました、
というか、進学してます須藤晶紀です。1 次合格した
のが、岩手、北里、ええっとー、東邦、埼玉の後期と、
帝京で、5 校受かりました。で、2 次は全部繰り上げで、
岩手が最初で3月の12日、だったかな？ 88番でしたね。
でその 10 日後に北里が来て、31( 日 ) に帝京が来たっ
て感じです。埼玉は (2 次に ) 行ってません。申し訳な
いです、はい。北里は 155 でした。その時点では、先
生に北里は回ってくるだろうねって言ってもらってた
ので、ちょっと。普通だと来ないんですけど、なんか
塾に繰上げ合格の連絡がいっぱい来てたらしくて。2
月の時点でもう 100 番まで回ったって。それに 123 番
の四ケ所さん(北里大医学部進学：四ケ所咲良)が来たっ
て連絡くれたので、安心して待ってました。親とは 2
月の段階で、岩手と北里だったら北里に行く、北里と
帝京だったら北里、東邦とどっかだったら東邦行くと
か、いろんなパターンを、じゃあどっち行く？ってい
うふうに、事前に決めていた感じです。シミュレーショ
ンしてました、フフッ。すっごい、一番うれしかった
のが一番最初の岩手。1 次試験が通った～っていう、
本当にうれしくて、もう、母から連絡もらって、自習
室で勉強してて、ああって声…、出ちゃいそうになって、
ちょっと危なかったっていうか、出してません、エヘ
ヘヘ。正直なところ、1 月が結構しんどくて、なんか
もう、12 月 1 月は自分のできてないところが、気になっ
て。先生方からも勉強できている人ほど、まだ不完全
な所が見えきて不安になるもんだって。受かる為には、
そういう不安に打ち勝つために、『行動しなさい』、『勉
強し続けろ』って励ましてもらって。入試に突入して
る～とか思いながら、こう、何とか知識を詰め込みな
がら試験会場に行ってました。

代官山は、成績のいい人も一緒の自習室で勉強
してるから、どういう風に努力してるのかが見
えて刺激になった。
高 2 の夏の最後の週から通い始めたんですけど、塩尻
さん ( 日本医科大進学：塩尻愛菜 ) がもういましたね。
彼女は、高 1 からって聞いてるんですけど。彼女は、
私のイメージでは、英語と数学すごいなって思ってま
した。塩尻さんは、生物のあのおっきい教本あるじゃ
ないですか。あれをずーっと、行き帰り、持ってて、
女学館って渋谷駅からバスで行くんですけど、その停
留所の並ぶ列が朝すごいんですよ。私は代官山で勉強
してから学校に行くんですけど、一応早めに出てて、7
時 30、ん？　40 分ぐらいに塾出て、ちょっと並んで
乗れるってぐらいなんですけど、塩尻さんは、ぎりぎ
りに多分、ここ ( 代官山 MEDICAL) を出て、全速力で、
あと山藤さん ( 順天堂大医学部進学：山藤里奈 ) も、坂
道駆け下りダッシュしてたんですよね。なんか、駆け

下りダッシュして、バス停で並ぶ時間もずーっとあれ
（生物教本）を持って直立不動な感じで読んでて、ずーっ
とやってるって、すごいなって思ってました。いや、
なんか、ずーっと資料集も見ながら歩いてて。本当に
ぶつかりそうになりながらも頑張ってた。私、塩尻さ
んの存在が、すごい、本当、おっき過ぎて、もう、彼
女いなかったら、多分、私はこんなに頑張れなかったし、
現役合格なんて無理だったんじゃないかって思うぐら
い、刺激もらってました。宮永さん ( 慶應義塾大医学
部進学：宮永りりか ) も、高校に行く前に、朝代官山
に来てましたよね。一回、2 学期に女学館から渋谷駅
に向かうバスの中から、宮永さんが一人で普段、青学
生がたくさん通ってる道とは反対側の道で、1 人で、
こう、単語帳を、英語の単語帳をこうやって見ながら
やってるのを見て、ああ、やっぱ成績のいい人ってこ
ういうところで努力してんだなっていうのがわかって。
成績も貼り出されるし、自習席もあって誰がどれくら
いやってるか、みんながすごく勉強してるのとかわか
るし。彼女も、なんか、すごい元気じゃないですか。
青学生が通る道、2 車線あって、青学側の道路じゃな
くて、あえてこっち側を歩いてて、多分、人があんま
りいないから。青学生があんまりいないほうを通って、
単語帳見て、賢いなあと思って。何か、すごい普段、
明るく元気に、休み時間とか、おいしそうに食べてた
りとかするんで、どうやっていつ、単語とか詰めてん
のかなとか思ってたら、やっぱ、そういうところで詰
めてて、ああって思いましたね。私も、それをみて、やっ
てみたりとかしてました ( 笑 )。

ダメなところは、ダメだと具体的に指摘してく
れたのがよかった。
物理は、本当にもう、小澤先生が、いらっしゃらなけ
れば無理でしたね、本当に感謝です。私、1 年間終わっ
てみて、どこがよかったんだろうって振り返ってみる
と、多分、最初っから最後まで教え方？考え方が統一
されていて、混乱しなかったていうか。初め、何だろう、
初めて学ぶ分野？に入ったときに、まずまとめてくだ
さるんですよ。緑とかオレンジのペンで、こういう問
題のときはアプローチはこうするんだよっていうのを
まとめてくださってて、それを何回も何回も、同じこ
とを何回も何回もやってくださって、初めはそのアプ
ローチ身に付けるのに、なかなかちょっと苦労してた
んですけど、結局、最終的には教わってるものは最初っ
からあんまり変わらなかったんだなって、はって気付
いて、入試にもその授業用ノート持ってって、先生の
ポイントみたいなのを頭でこう思い描いたり、復習み
たいな感じでやってました。で、あと、マンツーを夏
に入れていただいて、そこで私の計算する様子を見た
ときに、一瞬で、ああ須藤ちゃんは計算が雑だねえ、
みたいなことをズバッと言ってくださって、私、確か
に計算は速く速くって焦ってて、あっ、だからミス多
いんだ、もうその、当たり前なことをちゃんと気付か

出てこないですけど、あ、これは、あそこ、本館のあ
そこのトイレで覚えたやつだとかって、ちょっと、フ
フって笑いながら出てきたりする。むしろ、なんか、
そういう無駄、今、思えば、無駄だったかもしれない
ような、試行錯誤の繰り返しが、意外と、自分の自信
にもつながったっていうか。正直、多分、他人の目か
ら見たら、何やってんのって思われるようなことも、
坂道登りながら、こう、単語帳見るとか、もしかしたら、
坂道って危ないから、もう全然、頭に入ってないかも
しれないけど、でも勉強するという行為が、自分の中
での安心材料になったんで、もしも成績が悪くても、
まあ、自分はやってるじゃんっていうので、試験で緊
張しすぎなかったのかなと思います。
でも、何度か、浪人が頭をよぎったこと、あります。
普通にあります、私は。ちょくちょくその、成績が悪
いとき。ちょっと浪人の、その、ぼやぼやっと、頭に
思い浮かんで。フフフフフ。夏に結構頑張ったけど、2
学期学校が始まったぐらいはきつくて、結構なかなか
デンジャラスな成績で。マンスリー 120 点台取りまし
た。もう頭が真っ白になって、あー、どうしようと思っ
たんですけどまあ、体育大会の練習で体力的にも精神
的にもきてて。夏って結局、みんな頑張るから、私だ
け頑張ってるんじゃないもんなあって、そりゃそうだ
よなって思ってた 1 週間とかあって、あのときは本当
に、よぎりましたね、浪人の文字が。だから学校の体
育とかは息抜きでしたけどね。まあ、親とかには全く
言わず、姉にも全く言わず、私は寝たら忘れる。はい。
まあ、あとはお風呂で泣くとか。それはめっちゃお勧め。
ていうか、泣くのは本当にお勧めしたい。すっきりし
ます。
それになにより三上先生が。いや、三上先生の授業が、
私にとってすごく励ましでした。浪人いやいや、ダメ
でしょと。吹っ切れるというか。やばいよ、とか普通
に言われたことありますよ。なんか、一回、ウイークリー
で、そのクラス内で最下位を連発したときは、須藤、
最近調子悪い、やばいよ、みたいな。いつだったかな。
夏？　酸と塩基とか苦手だったし。理論が結構できて
ない部分が多くて。一個一個、一からやるっていうのは、
本当に、先生のやり方を見よう見まねでやって、何と
かぎりぎり間に合ったって感じですね、化学は。でも
三上先生、分かりやすかったんですよ、分かりやすい。
初めて受けたときには、もう、目からうろこみたいな。
アッハッハッハッハッハ。確か、三上先生の授業は、1
回目の授業のときに、覚えるべきことと理解すべきこ
とを分けろっていうふうにおっしゃってて、私、それ
が印象深くて。なんか、ずっと、化学って、私、全部
暗記なのかと、それまで。電池、電気分解とか、反応式、
全部覚えて、で、またすぐ忘れて、で、ちょっと復習して、
また覚え直してみたいなのやってて、でも結局、理解
すべきことっていうのは、一回理解すれば、結構自分
でも、思い出せるし、できるようになるから。ああ、そっ
かあ、そういうとこが大事なんだなあと思って、1 年間、

意識し続けてたことだったかな。まあ、苦手でしたけど。
ウフフ。

中学２か中学３年から医学部に憧れを抱いてい
ました。
私の中で、目指し始めたのが中 2 か中 3 ぐらいだった
んですけど、なんか、医学部に行きたいって親に言え
なくて、1 年間ぐらい黙ってたんですよ。実は行きた
いんだよなって思いながら。で、ようやく、言おうかなっ
て思った日に、なんか私、実は医学部行きたいんだよ
ねーみたいなことを、さらっと言って、ええーって、
すごい驚かれた印象ありますね。覚えてて。私にとっ
ては、他人のために生きることが生きがいだったから、
そのー、医者になりたいって思ったし、それが幸せだ
と思ったからその道を選んだんですけど、それが、な
かなか、まあ、時間をかけて、伝えていった感じですね。
母親は結構、わあって感じで、初めはあんまり、母親
とか、医学部にはあんまり賛同してなかったんですよ。
でも父親が意外と、なんか、言われたとき、どうしよう、
そのー、知ったときはどう思うんだろうと思ったんで
すけど、母親が、父親に向かって、なんか、アキちゃ
ん医学部行きたいって言ってるんだけど、みたいな言
い方で父親に伝えて、たら、父親は一言で「いいじゃ
ん」って言ってくれて、それが私にとっては、すっご
いうれしくて、ええって思って、えっ、お父さんって
こんな人だったっけと、思って、そこから、ちょっと
パワーをもらって。

学校の先生が力を引き上げてくれる塾だって勧
めてくれた。
ホームページ見たときに、「進学者数？」って載ってる
じゃないですか。ちゃんと年度ごとに載ってるし、実
際先輩方もいっぱい受かってて。それが私にとって大
きくて、信頼できるじゃんって思って。まあ、でも決
め手は、実際にここに来て、石井先生とお話しさせて
いただいたときに、なんかもう、はー、圧倒されて。
そのー、何だろう、母親が、医学部に対しての、あん
まり知識がなくて。アハハ、当たり前なんですけど、
姉も全然、医学部じゃないんで、初めての医学部受験っ
ていう世界に私たちは飛び込むってなったときに、石
井先生が母親に対して、あっお母さん、その考えは、
みたいな感じで、その、こう、口を出してくださった
ときに、ああ、この先生だったら、なんか、すごい、
いろんなことも、なんか気に掛けて、こう、言ってく
れる先生なのかな、みたいな。そういうときに、一気
に問題解決できそうっていうか、私の中で信頼度がぐ
ぐぐって上がって、で、お母さんと話したときも、ああ、
なんか石井先生ってすごいね、とかって。なんか、す
ごい、もう話してるだけでパワーを感じるっていう結
論に至って、そのときに、もう決めました。結構、あ
る意味、直感的なんですけど。ウハハ、ンフフ、確かに。
女同士の勘で、かちんって。実際入ってよかったです。

質問に相談に行ってもすごく気にかけてくださったし、
明快だった。いい先生方もたくさんいらっしゃって。あ、
もともと、代官山は、高 2 のときに、担任の先生と母
親が面談をしたときに、学校の先生が勧めてくださっ
たんですよ。私も高 2 のときに、高 3 の担任の先生だっ
た、その、当時、化学を受け持ってた先生に相談した
ときに、ああ、代官山 MEDICAL っていいよっていうふ
うに、実は名前だけは聞いてて。学校の先生が言うって、
どんなもんだ？みたいな感じで。なんか、本当に 2 人
の先生にも感謝ですよね。女学館から通ってる人結構
受かってるから。何か、もう、引き上げてくれる塾っ
ていうふうに、イメージを持ってるんで。学校の先生
にも、私代官山 MEDICAL ってことは伝えてあって。ま
あ、基本、ここ、みんな代官山に通ってるってことは、
担任の先生も分かってる、知ってます。

時間がない現役生にとって、やってよかった時
間管理術は？
私は、石井先生にアドバイスされたことの中で、受験
期最後まで続けてたことは、勉強時間の記録を付ける
ことです。このノートに。私、今ある。持ってきたん
ですよ。累計で多分、10 冊ぐらいいってるんですけど、
こういうノート作って、1 ページ、1 日 1 枚 1 ページ。
やるべきことみたいのは別に書いて、で、これを、やっ
たことのノートみたいにしてて、時間と、やったこと
を書いて、11 時間 30 分とか。はい、やった！みたいな。
で、累計も、何時間やったかっていうのを 1 週間ごと
に出して、それを 1 カ月ごとにまとめてって、目に見
えるようにして。こうやって見て、ああ、この月は
348 時間やったぞって。結構、夏とかのほうが、結構、
やってるかもしれない。今月は 300 時間超えたなぁと
か、8 月は 400 時間近いですね。398 って書いてあり
ます。いや、でも結局、夏休みは必死だったから、正直、
こう、時間を書かないと、自分がどういうふうに勉強
してたかって、自分で気付けなくて。
あ、なんか、一個一個、やるたんびに時間書いてて。
始めるときに、まずその時の時間…、6 時 40 分って書
いて、終わるときに 7 時 20 分、合計何分で、数学の
演習のプリントをやったって書いて、最終的に、これ
も結構、私の計算練習としてもやってたんですけど、
何時間何分とかって書いて、最終的に足すんですよ、
これを。それを全部、手作業で、練習として。私は、
そろばんをやってて、暗算が結構好きで、前はよっぽ
ど 4 桁掛ける 4 桁とか、3 桁掛ける 4 桁とかじゃない
限りは、筆算をやらずに頭で考えてやってたんでミス
が多かったんです。ここに来てから、浅尾先生とかにも、
相談したことあるんですけど、化学の計算ミスが多い
んですよねみたいなことを相談したときに、まあ、やっ
ぱり、一つ一つ丁寧にやろうみたいなことを言われて、
ああ、目に見える形で残さないと、やっぱ駄目じゃんっ
てなって、で、筆算を書き始めて。さすがに、足し算
で 2 桁プラス 2 桁ぐらいだったら大丈夫だけど、やっ

ぱ 3 桁ぐらいまでいくと、だんだん自分の暗算能力っ
ていうのが、ちょっと、ぼろが出てきて怪しいんで、
そういうものは、ちゃんと全部、書いて、やるように
して。入試のときも、なんか、こう、計算の式を書く所と、
筆算を書くスペースっていうのを、こう、分けて、こう、
見やすいようにしてみたいなのをやるようになって計
算ミスがググッと減りましたね。

これから医学部に現役合格を目指す人たちへな
にかアドバイスありますか？
やっぱり、とにかく現役生は時間がないんで、塾と、
家と、学校と、移動の時間っていうのを分けて考えて、
それぞれで、何をどうするのが一番効率がいいのかっ
ていうのを考えたほうがいい気はしますね。あとは、
やっぱり、生活習慣を早くから身に付けること。受験
体制を整えるっていうのはすごい大事だなと思うし、
私も、高 2 の夏からここに来たから、朝、早く起きて
勉強するっていう、そのー、受験生にとっては当たり
前なことですけど、意外とそれが習慣になるのって難
しいんですよ。朝、早く起きるっていうのが。だから、
そういうのを高 3 生になってから初めてやろうと思う
と、本当に、きついから、高 2 のときからとか、春休
みとか、そういうところから、ちゃんと朝、早く起きて、
塾に来るみたいな、そういう生活習慣から、やっぱり、
始めたほうがいいんじゃないかなって思います。なん
か、生活習慣が整って、初めて、なんか、成績も、こう、
伸びてくって、自分では多分、勝手にそう思ってて。
なので、まあ、その、何だろう。体育とか、部活とか、
そういうものとかは、あるのはしょうがないし、行事
とか、文化祭とか、そこはとことん楽しんで、他は全
て勉強に充てるみたいな。体を動かしてるときは、そ
れに集中して、それ以外は全て医学部のことを考える。
まあこれ、石井先生がおっしゃってたことなんですけ
ど。うん、とにかく私はそれ。

高校生、受験生として受験勉強を振り返って、
最後になにか、言いたいこととかあれば。
そうですね。代官山 MEDICAL は、えー、やっぱり、生
徒一人一人のことを、ちゃんと見てくれる先生がたが
集まってるんで、とにかく先生の言うことを信じてほ
しいし、ここでやるって決めたことは、最後まで、と
ことん貫いてほしいっていうのはありますね。そうい
う、自分で何かしらの信念を決めたら、それを、誰か
先生に言うとか、なんか、生徒がやりたいって思うこ
とを、尊重してくれるし、誰よりも応援してくれるし、
誰よりもサポートしてくれるんで、そこは本当に安心
できた点だし、やっぱり、ここは、もう、自分の自習
席もあるし、ここに来れば先生がたにも会える、話せ
るっていう環境は、やっぱり、他では、なかなか味わ
えないんで、そこを大切にしてもらいたいなって思い
ます。
結構、同じ教科でも、先生によって、考え方とか、ア

プローチの仕方とかが違うんで、そういう、いろんな
先生がたに聞いて、自分に合うものを見つけられるっ
ていうのも、ここのいいところだと思います。よかっ
たです。本当に。はい。それに、マンスリーあってよかっ
たっていうことを言いたい。きつかったけどマンス
リー。はい、マンスリーは、結構よかったな。試験を
受けるときの練習じゃないですか。あれは、やっぱり。
だからそのー、点数の良しあしとか、それも気になる
けど、その、入試に向けての練習になるんで、まあ、
私の学校が、女学館は朝礼で黙想をするっていう習慣
があって。それを、代官山で試験前に取り入れてて、
試験前は絶対、目をつぶって黙想するとか、集中する
とか、なんか、そういう、自分の中でのジンクスを作
れる環境でもあったんですよね、テストとかも。だか
らウイークリーも結構、みんなでここが違ったとか、
ああ、ここは合ってるとか、ここ、どうやってやるの？
とか、そういうふうに同級生のみんなとやり合えるの
もよかったし、私は何より、現役の、もう、同級生た
ちがいてくれなかったら受かってなかったと思えるぐ
らい、ここの仲間は本当に大事にしたいなって思って
います。なんか、現役は現役にしか分からない悩みとか、
学校の悩みとか、ここどうしようとか、朝どうしよう
とか、そういう悩みを、こういう、共有できるのは現
役生だけだから。やっぱり、うん。協力し合いながら、
切磋琢磨し合いながら、みんなも頑張ってほしいです。

卒 業 生 が 語 る

WAY TO SUCCESS
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生活習慣を早くから 
身に付けること。受験体制を整えるって 
いうのはすごい大事だなと思います。
北里大医学部進学　須藤 晶紀 さん(東京女学館高校卒)
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WAY TO SUCCESS合格への軌跡

下りダッシュして、バス停で並ぶ時間もずーっとあれ
（生物教本）を持って直立不動な感じで読んでて、ずーっ
とやってるって、すごいなって思ってました。いや、
なんか、ずーっと資料集も見ながら歩いてて。本当に
ぶつかりそうになりながらも頑張ってた。私、塩尻さ
んの存在が、すごい、本当、おっき過ぎて、もう、彼
女いなかったら、多分、私はこんなに頑張れなかったし、
現役合格なんて無理だったんじゃないかって思うぐら
い、刺激もらってました。宮永さん ( 慶應義塾大医学
部進学：宮永りりか ) も、高校に行く前に、朝代官山
に来てましたよね。一回、2 学期に女学館から渋谷駅
に向かうバスの中から、宮永さんが一人で普段、青学
生がたくさん通ってる道とは反対側の道で、1 人で、
こう、単語帳を、英語の単語帳をこうやって見ながら
やってるのを見て、ああ、やっぱ成績のいい人ってこ
ういうところで努力してんだなっていうのがわかって。
成績も貼り出されるし、自習席もあって誰がどれくら
いやってるか、みんながすごく勉強してるのとかわか
るし。彼女も、なんか、すごい元気じゃないですか。
青学生が通る道、2 車線あって、青学側の道路じゃな
くて、あえてこっち側を歩いてて、多分、人があんま
りいないから。青学生があんまりいないほうを通って、
単語帳見て、賢いなあと思って。何か、すごい普段、
明るく元気に、休み時間とか、おいしそうに食べてた
りとかするんで、どうやっていつ、単語とか詰めてん
のかなとか思ってたら、やっぱ、そういうところで詰
めてて、ああって思いましたね。私も、それをみて、やっ
てみたりとかしてました ( 笑 )。

ダメなところは、ダメだと具体的に指摘してく
れたのがよかった。
物理は、本当にもう、小澤先生が、いらっしゃらなけ
れば無理でしたね、本当に感謝です。私、1 年間終わっ
てみて、どこがよかったんだろうって振り返ってみる
と、多分、最初っから最後まで教え方？考え方が統一
されていて、混乱しなかったていうか。初め、何だろう、
初めて学ぶ分野？に入ったときに、まずまとめてくだ
さるんですよ。緑とかオレンジのペンで、こういう問
題のときはアプローチはこうするんだよっていうのを
まとめてくださってて、それを何回も何回も、同じこ
とを何回も何回もやってくださって、初めはそのアプ
ローチ身に付けるのに、なかなかちょっと苦労してた
んですけど、結局、最終的には教わってるものは最初っ
からあんまり変わらなかったんだなって、はって気付
いて、入試にもその授業用ノート持ってって、先生の
ポイントみたいなのを頭でこう思い描いたり、復習み
たいな感じでやってました。で、あと、マンツーを夏
に入れていただいて、そこで私の計算する様子を見た
ときに、一瞬で、ああ須藤ちゃんは計算が雑だねえ、
みたいなことをズバッと言ってくださって、私、確か
に計算は速く速くって焦ってて、あっ、だからミス多
いんだ、もうその、当たり前なことをちゃんと気付か

せてくださったのが小澤先生で。意外な、というか、
なんかすごい優しくて、ほわんってしてて、みんな癒
やされてるんですけど、逆にすごい一人一人のこと、
すごくちゃんと見てくれてて、ああ、先生すごいなあっ
て。意外と、ダメなとこは、ダメじゃんって、直さなきゃ
ねって言ってくれる先生で、そこが私にとってすごい
よかったです。なんか、学校の先生とかだと、私のい
いところを言ってくれるけど。勉強の面で私は学校で
怒られたことがなくて、何ができてないのか、何が良
くないのかとか、自分に足りてないとこってなると、
全然よく分からなくて。定期試験も 1 週間前にやれば
取れちゃうし。だからやっぱ、代官山で、いろんな先
生に、これができてないぞとか、ああ、須藤、暗記が
駄目だねとか、この問題また間違えたの？　みたいな、
なんか、そういう注意すべきことを言ってくださる、
なんか、高めてくれる環境だったことが、やっぱ、合
格の大きな要因だったのかもしれないなって思います。
 
浪人が頭をよぎったこと、普通にあります。け
ど、三上先生の叱咤激励で吹っ切れました。
高2の終わりとか高3の前半は、本当に単語のレベルは、
もう恐ろしいものでした。英語の、本当に単語は結構、
深刻に高 2 の終わりとか悩んでて、ああ、本当に詰め
ないとやばいじゃんって思ったときに、あの、本館に
いた時代とかに、トイレに持ってくための単語帳って
いうのを作ってて。なんかトイレに座ってちょっと時
間あるじゃないですか、数分。その間に英単語、詰め
られるじゃんと思って、わざわざそのためにちっちゃ
い、なんか、ノートみたいの買って、そこに岩崎先生
の授業とか、石井先生のシータの授業とかで知らなかっ
た単語を、こう、書いて、それをトイレのときに覚えてっ
て感じ。別にトイレじゃなくてもよかったんですけど、
でも意外と、場所と結び付けて覚えたほうが、私はよ
かったんで。あ、これ、あそこでやったやつだ、みたいな、
今でも、その単語とか見ると、ちょっとね、あんまり今、

出てこないですけど、あ、これは、あそこ、本館のあ
そこのトイレで覚えたやつだとかって、ちょっと、フ
フって笑いながら出てきたりする。むしろ、なんか、
そういう無駄、今、思えば、無駄だったかもしれない
ような、試行錯誤の繰り返しが、意外と、自分の自信
にもつながったっていうか。正直、多分、他人の目か
ら見たら、何やってんのって思われるようなことも、
坂道登りながら、こう、単語帳見るとか、もしかしたら、
坂道って危ないから、もう全然、頭に入ってないかも
しれないけど、でも勉強するという行為が、自分の中
での安心材料になったんで、もしも成績が悪くても、
まあ、自分はやってるじゃんっていうので、試験で緊
張しすぎなかったのかなと思います。
でも、何度か、浪人が頭をよぎったこと、あります。
普通にあります、私は。ちょくちょくその、成績が悪
いとき。ちょっと浪人の、その、ぼやぼやっと、頭に
思い浮かんで。フフフフフ。夏に結構頑張ったけど、2
学期学校が始まったぐらいはきつくて、結構なかなか
デンジャラスな成績で。マンスリー 120 点台取りまし
た。もう頭が真っ白になって、あー、どうしようと思っ
たんですけどまあ、体育大会の練習で体力的にも精神
的にもきてて。夏って結局、みんな頑張るから、私だ
け頑張ってるんじゃないもんなあって、そりゃそうだ
よなって思ってた 1 週間とかあって、あのときは本当
に、よぎりましたね、浪人の文字が。だから学校の体
育とかは息抜きでしたけどね。まあ、親とかには全く
言わず、姉にも全く言わず、私は寝たら忘れる。はい。
まあ、あとはお風呂で泣くとか。それはめっちゃお勧め。
ていうか、泣くのは本当にお勧めしたい。すっきりし
ます。
それになにより三上先生が。いや、三上先生の授業が、
私にとってすごく励ましでした。浪人いやいや、ダメ
でしょと。吹っ切れるというか。やばいよ、とか普通
に言われたことありますよ。なんか、一回、ウイークリー
で、そのクラス内で最下位を連発したときは、須藤、
最近調子悪い、やばいよ、みたいな。いつだったかな。
夏？　酸と塩基とか苦手だったし。理論が結構できて
ない部分が多くて。一個一個、一からやるっていうのは、
本当に、先生のやり方を見よう見まねでやって、何と
かぎりぎり間に合ったって感じですね、化学は。でも
三上先生、分かりやすかったんですよ、分かりやすい。
初めて受けたときには、もう、目からうろこみたいな。
アッハッハッハッハッハ。確か、三上先生の授業は、1
回目の授業のときに、覚えるべきことと理解すべきこ
とを分けろっていうふうにおっしゃってて、私、それ
が印象深くて。なんか、ずっと、化学って、私、全部
暗記なのかと、それまで。電池、電気分解とか、反応式、
全部覚えて、で、またすぐ忘れて、で、ちょっと復習して、
また覚え直してみたいなのやってて、でも結局、理解
すべきことっていうのは、一回理解すれば、結構自分
でも、思い出せるし、できるようになるから。ああ、そっ
かあ、そういうとこが大事なんだなあと思って、1 年間、

意識し続けてたことだったかな。まあ、苦手でしたけど。
ウフフ。

中学２か中学３年から医学部に憧れを抱いてい
ました。
私の中で、目指し始めたのが中 2 か中 3 ぐらいだった
んですけど、なんか、医学部に行きたいって親に言え
なくて、1 年間ぐらい黙ってたんですよ。実は行きた
いんだよなって思いながら。で、ようやく、言おうかなっ
て思った日に、なんか私、実は医学部行きたいんだよ
ねーみたいなことを、さらっと言って、ええーって、
すごい驚かれた印象ありますね。覚えてて。私にとっ
ては、他人のために生きることが生きがいだったから、
そのー、医者になりたいって思ったし、それが幸せだ
と思ったからその道を選んだんですけど、それが、な
かなか、まあ、時間をかけて、伝えていった感じですね。
母親は結構、わあって感じで、初めはあんまり、母親
とか、医学部にはあんまり賛同してなかったんですよ。
でも父親が意外と、なんか、言われたとき、どうしよう、
そのー、知ったときはどう思うんだろうと思ったんで
すけど、母親が、父親に向かって、なんか、アキちゃ
ん医学部行きたいって言ってるんだけど、みたいな言
い方で父親に伝えて、たら、父親は一言で「いいじゃ
ん」って言ってくれて、それが私にとっては、すっご
いうれしくて、ええって思って、えっ、お父さんって
こんな人だったっけと、思って、そこから、ちょっと
パワーをもらって。

学校の先生が力を引き上げてくれる塾だって勧
めてくれた。
ホームページ見たときに、「進学者数？」って載ってる
じゃないですか。ちゃんと年度ごとに載ってるし、実
際先輩方もいっぱい受かってて。それが私にとって大
きくて、信頼できるじゃんって思って。まあ、でも決
め手は、実際にここに来て、石井先生とお話しさせて
いただいたときに、なんかもう、はー、圧倒されて。
そのー、何だろう、母親が、医学部に対しての、あん
まり知識がなくて。アハハ、当たり前なんですけど、
姉も全然、医学部じゃないんで、初めての医学部受験っ
ていう世界に私たちは飛び込むってなったときに、石
井先生が母親に対して、あっお母さん、その考えは、
みたいな感じで、その、こう、口を出してくださった
ときに、ああ、この先生だったら、なんか、すごい、
いろんなことも、なんか気に掛けて、こう、言ってく
れる先生なのかな、みたいな。そういうときに、一気
に問題解決できそうっていうか、私の中で信頼度がぐ
ぐぐって上がって、で、お母さんと話したときも、ああ、
なんか石井先生ってすごいね、とかって。なんか、す
ごい、もう話してるだけでパワーを感じるっていう結
論に至って、そのときに、もう決めました。結構、あ
る意味、直感的なんですけど。ウハハ、ンフフ、確かに。
女同士の勘で、かちんって。実際入ってよかったです。

質問に相談に行ってもすごく気にかけてくださったし、
明快だった。いい先生方もたくさんいらっしゃって。あ、
もともと、代官山は、高 2 のときに、担任の先生と母
親が面談をしたときに、学校の先生が勧めてくださっ
たんですよ。私も高 2 のときに、高 3 の担任の先生だっ
た、その、当時、化学を受け持ってた先生に相談した
ときに、ああ、代官山 MEDICAL っていいよっていうふ
うに、実は名前だけは聞いてて。学校の先生が言うって、
どんなもんだ？みたいな感じで。なんか、本当に 2 人
の先生にも感謝ですよね。女学館から通ってる人結構
受かってるから。何か、もう、引き上げてくれる塾っ
ていうふうに、イメージを持ってるんで。学校の先生
にも、私代官山 MEDICAL ってことは伝えてあって。ま
あ、基本、ここ、みんな代官山に通ってるってことは、
担任の先生も分かってる、知ってます。

時間がない現役生にとって、やってよかった時
間管理術は？
私は、石井先生にアドバイスされたことの中で、受験
期最後まで続けてたことは、勉強時間の記録を付ける
ことです。このノートに。私、今ある。持ってきたん
ですよ。累計で多分、10 冊ぐらいいってるんですけど、
こういうノート作って、1 ページ、1 日 1 枚 1 ページ。
やるべきことみたいのは別に書いて、で、これを、やっ
たことのノートみたいにしてて、時間と、やったこと
を書いて、11 時間 30 分とか。はい、やった！みたいな。
で、累計も、何時間やったかっていうのを 1 週間ごと
に出して、それを 1 カ月ごとにまとめてって、目に見
えるようにして。こうやって見て、ああ、この月は
348 時間やったぞって。結構、夏とかのほうが、結構、
やってるかもしれない。今月は 300 時間超えたなぁと
か、8 月は 400 時間近いですね。398 って書いてあり
ます。いや、でも結局、夏休みは必死だったから、正直、
こう、時間を書かないと、自分がどういうふうに勉強
してたかって、自分で気付けなくて。
あ、なんか、一個一個、やるたんびに時間書いてて。
始めるときに、まずその時の時間…、6 時 40 分って書
いて、終わるときに 7 時 20 分、合計何分で、数学の
演習のプリントをやったって書いて、最終的に、これ
も結構、私の計算練習としてもやってたんですけど、
何時間何分とかって書いて、最終的に足すんですよ、
これを。それを全部、手作業で、練習として。私は、
そろばんをやってて、暗算が結構好きで、前はよっぽ
ど 4 桁掛ける 4 桁とか、3 桁掛ける 4 桁とかじゃない
限りは、筆算をやらずに頭で考えてやってたんでミス
が多かったんです。ここに来てから、浅尾先生とかにも、
相談したことあるんですけど、化学の計算ミスが多い
んですよねみたいなことを相談したときに、まあ、やっ
ぱり、一つ一つ丁寧にやろうみたいなことを言われて、
ああ、目に見える形で残さないと、やっぱ駄目じゃんっ
てなって、で、筆算を書き始めて。さすがに、足し算
で 2 桁プラス 2 桁ぐらいだったら大丈夫だけど、やっ

ぱ 3 桁ぐらいまでいくと、だんだん自分の暗算能力っ
ていうのが、ちょっと、ぼろが出てきて怪しいんで、
そういうものは、ちゃんと全部、書いて、やるように
して。入試のときも、なんか、こう、計算の式を書く所と、
筆算を書くスペースっていうのを、こう、分けて、こう、
見やすいようにしてみたいなのをやるようになって計
算ミスがググッと減りましたね。

これから医学部に現役合格を目指す人たちへな
にかアドバイスありますか？
やっぱり、とにかく現役生は時間がないんで、塾と、
家と、学校と、移動の時間っていうのを分けて考えて、
それぞれで、何をどうするのが一番効率がいいのかっ
ていうのを考えたほうがいい気はしますね。あとは、
やっぱり、生活習慣を早くから身に付けること。受験
体制を整えるっていうのはすごい大事だなと思うし、
私も、高 2 の夏からここに来たから、朝、早く起きて
勉強するっていう、そのー、受験生にとっては当たり
前なことですけど、意外とそれが習慣になるのって難
しいんですよ。朝、早く起きるっていうのが。だから、
そういうのを高 3 生になってから初めてやろうと思う
と、本当に、きついから、高 2 のときからとか、春休
みとか、そういうところから、ちゃんと朝、早く起きて、
塾に来るみたいな、そういう生活習慣から、やっぱり、
始めたほうがいいんじゃないかなって思います。なん
か、生活習慣が整って、初めて、なんか、成績も、こう、
伸びてくって、自分では多分、勝手にそう思ってて。
なので、まあ、その、何だろう。体育とか、部活とか、
そういうものとかは、あるのはしょうがないし、行事
とか、文化祭とか、そこはとことん楽しんで、他は全
て勉強に充てるみたいな。体を動かしてるときは、そ
れに集中して、それ以外は全て医学部のことを考える。
まあこれ、石井先生がおっしゃってたことなんですけ
ど。うん、とにかく私はそれ。

高校生、受験生として受験勉強を振り返って、
最後になにか、言いたいこととかあれば。
そうですね。代官山 MEDICAL は、えー、やっぱり、生
徒一人一人のことを、ちゃんと見てくれる先生がたが
集まってるんで、とにかく先生の言うことを信じてほ
しいし、ここでやるって決めたことは、最後まで、と
ことん貫いてほしいっていうのはありますね。そうい
う、自分で何かしらの信念を決めたら、それを、誰か
先生に言うとか、なんか、生徒がやりたいって思うこ
とを、尊重してくれるし、誰よりも応援してくれるし、
誰よりもサポートしてくれるんで、そこは本当に安心
できた点だし、やっぱり、ここは、もう、自分の自習
席もあるし、ここに来れば先生がたにも会える、話せ
るっていう環境は、やっぱり、他では、なかなか味わ
えないんで、そこを大切にしてもらいたいなって思い
ます。
結構、同じ教科でも、先生によって、考え方とか、ア

プローチの仕方とかが違うんで、そういう、いろんな
先生がたに聞いて、自分に合うものを見つけられるっ
ていうのも、ここのいいところだと思います。よかっ
たです。本当に。はい。それに、マンスリーあってよかっ
たっていうことを言いたい。きつかったけどマンス
リー。はい、マンスリーは、結構よかったな。試験を
受けるときの練習じゃないですか。あれは、やっぱり。
だからそのー、点数の良しあしとか、それも気になる
けど、その、入試に向けての練習になるんで、まあ、
私の学校が、女学館は朝礼で黙想をするっていう習慣
があって。それを、代官山で試験前に取り入れてて、
試験前は絶対、目をつぶって黙想するとか、集中する
とか、なんか、そういう、自分の中でのジンクスを作
れる環境でもあったんですよね、テストとかも。だか
らウイークリーも結構、みんなでここが違ったとか、
ああ、ここは合ってるとか、ここ、どうやってやるの？
とか、そういうふうに同級生のみんなとやり合えるの
もよかったし、私は何より、現役の、もう、同級生た
ちがいてくれなかったら受かってなかったと思えるぐ
らい、ここの仲間は本当に大事にしたいなって思って
います。なんか、現役は現役にしか分からない悩みとか、
学校の悩みとか、ここどうしようとか、朝どうしよう
とか、そういう悩みを、こういう、共有できるのは現
役生だけだから。やっぱり、うん。協力し合いながら、
切磋琢磨し合いながら、みんなも頑張ってほしいです。
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下りダッシュして、バス停で並ぶ時間もずーっとあれ
（生物教本）を持って直立不動な感じで読んでて、ずーっ
とやってるって、すごいなって思ってました。いや、
なんか、ずーっと資料集も見ながら歩いてて。本当に
ぶつかりそうになりながらも頑張ってた。私、塩尻さ
んの存在が、すごい、本当、おっき過ぎて、もう、彼
女いなかったら、多分、私はこんなに頑張れなかったし、
現役合格なんて無理だったんじゃないかって思うぐら
い、刺激もらってました。宮永さん ( 慶應義塾大医学
部進学：宮永りりか ) も、高校に行く前に、朝代官山
に来てましたよね。一回、2 学期に女学館から渋谷駅
に向かうバスの中から、宮永さんが一人で普段、青学
生がたくさん通ってる道とは反対側の道で、1 人で、
こう、単語帳を、英語の単語帳をこうやって見ながら
やってるのを見て、ああ、やっぱ成績のいい人ってこ
ういうところで努力してんだなっていうのがわかって。
成績も貼り出されるし、自習席もあって誰がどれくら
いやってるか、みんながすごく勉強してるのとかわか
るし。彼女も、なんか、すごい元気じゃないですか。
青学生が通る道、2 車線あって、青学側の道路じゃな
くて、あえてこっち側を歩いてて、多分、人があんま
りいないから。青学生があんまりいないほうを通って、
単語帳見て、賢いなあと思って。何か、すごい普段、
明るく元気に、休み時間とか、おいしそうに食べてた
りとかするんで、どうやっていつ、単語とか詰めてん
のかなとか思ってたら、やっぱ、そういうところで詰
めてて、ああって思いましたね。私も、それをみて、やっ
てみたりとかしてました ( 笑 )。

ダメなところは、ダメだと具体的に指摘してく
れたのがよかった。
物理は、本当にもう、小澤先生が、いらっしゃらなけ
れば無理でしたね、本当に感謝です。私、1 年間終わっ
てみて、どこがよかったんだろうって振り返ってみる
と、多分、最初っから最後まで教え方？考え方が統一
されていて、混乱しなかったていうか。初め、何だろう、
初めて学ぶ分野？に入ったときに、まずまとめてくだ
さるんですよ。緑とかオレンジのペンで、こういう問
題のときはアプローチはこうするんだよっていうのを
まとめてくださってて、それを何回も何回も、同じこ
とを何回も何回もやってくださって、初めはそのアプ
ローチ身に付けるのに、なかなかちょっと苦労してた
んですけど、結局、最終的には教わってるものは最初っ
からあんまり変わらなかったんだなって、はって気付
いて、入試にもその授業用ノート持ってって、先生の
ポイントみたいなのを頭でこう思い描いたり、復習み
たいな感じでやってました。で、あと、マンツーを夏
に入れていただいて、そこで私の計算する様子を見た
ときに、一瞬で、ああ須藤ちゃんは計算が雑だねえ、
みたいなことをズバッと言ってくださって、私、確か
に計算は速く速くって焦ってて、あっ、だからミス多
いんだ、もうその、当たり前なことをちゃんと気付か

出てこないですけど、あ、これは、あそこ、本館のあ
そこのトイレで覚えたやつだとかって、ちょっと、フ
フって笑いながら出てきたりする。むしろ、なんか、
そういう無駄、今、思えば、無駄だったかもしれない
ような、試行錯誤の繰り返しが、意外と、自分の自信
にもつながったっていうか。正直、多分、他人の目か
ら見たら、何やってんのって思われるようなことも、
坂道登りながら、こう、単語帳見るとか、もしかしたら、
坂道って危ないから、もう全然、頭に入ってないかも
しれないけど、でも勉強するという行為が、自分の中
での安心材料になったんで、もしも成績が悪くても、
まあ、自分はやってるじゃんっていうので、試験で緊
張しすぎなかったのかなと思います。
でも、何度か、浪人が頭をよぎったこと、あります。
普通にあります、私は。ちょくちょくその、成績が悪
いとき。ちょっと浪人の、その、ぼやぼやっと、頭に
思い浮かんで。フフフフフ。夏に結構頑張ったけど、2
学期学校が始まったぐらいはきつくて、結構なかなか
デンジャラスな成績で。マンスリー 120 点台取りまし
た。もう頭が真っ白になって、あー、どうしようと思っ
たんですけどまあ、体育大会の練習で体力的にも精神
的にもきてて。夏って結局、みんな頑張るから、私だ
け頑張ってるんじゃないもんなあって、そりゃそうだ
よなって思ってた 1 週間とかあって、あのときは本当
に、よぎりましたね、浪人の文字が。だから学校の体
育とかは息抜きでしたけどね。まあ、親とかには全く
言わず、姉にも全く言わず、私は寝たら忘れる。はい。
まあ、あとはお風呂で泣くとか。それはめっちゃお勧め。
ていうか、泣くのは本当にお勧めしたい。すっきりし
ます。
それになにより三上先生が。いや、三上先生の授業が、
私にとってすごく励ましでした。浪人いやいや、ダメ
でしょと。吹っ切れるというか。やばいよ、とか普通
に言われたことありますよ。なんか、一回、ウイークリー
で、そのクラス内で最下位を連発したときは、須藤、
最近調子悪い、やばいよ、みたいな。いつだったかな。
夏？　酸と塩基とか苦手だったし。理論が結構できて
ない部分が多くて。一個一個、一からやるっていうのは、
本当に、先生のやり方を見よう見まねでやって、何と
かぎりぎり間に合ったって感じですね、化学は。でも
三上先生、分かりやすかったんですよ、分かりやすい。
初めて受けたときには、もう、目からうろこみたいな。
アッハッハッハッハッハ。確か、三上先生の授業は、1
回目の授業のときに、覚えるべきことと理解すべきこ
とを分けろっていうふうにおっしゃってて、私、それ
が印象深くて。なんか、ずっと、化学って、私、全部
暗記なのかと、それまで。電池、電気分解とか、反応式、
全部覚えて、で、またすぐ忘れて、で、ちょっと復習して、
また覚え直してみたいなのやってて、でも結局、理解
すべきことっていうのは、一回理解すれば、結構自分
でも、思い出せるし、できるようになるから。ああ、そっ
かあ、そういうとこが大事なんだなあと思って、1 年間、

意識し続けてたことだったかな。まあ、苦手でしたけど。
ウフフ。

中学２か中学３年から医学部に憧れを抱いてい
ました。
私の中で、目指し始めたのが中 2 か中 3 ぐらいだった
んですけど、なんか、医学部に行きたいって親に言え
なくて、1 年間ぐらい黙ってたんですよ。実は行きた
いんだよなって思いながら。で、ようやく、言おうかなっ
て思った日に、なんか私、実は医学部行きたいんだよ
ねーみたいなことを、さらっと言って、ええーって、
すごい驚かれた印象ありますね。覚えてて。私にとっ
ては、他人のために生きることが生きがいだったから、
そのー、医者になりたいって思ったし、それが幸せだ
と思ったからその道を選んだんですけど、それが、な
かなか、まあ、時間をかけて、伝えていった感じですね。
母親は結構、わあって感じで、初めはあんまり、母親
とか、医学部にはあんまり賛同してなかったんですよ。
でも父親が意外と、なんか、言われたとき、どうしよう、
そのー、知ったときはどう思うんだろうと思ったんで
すけど、母親が、父親に向かって、なんか、アキちゃ
ん医学部行きたいって言ってるんだけど、みたいな言
い方で父親に伝えて、たら、父親は一言で「いいじゃ
ん」って言ってくれて、それが私にとっては、すっご
いうれしくて、ええって思って、えっ、お父さんって
こんな人だったっけと、思って、そこから、ちょっと
パワーをもらって。

学校の先生が力を引き上げてくれる塾だって勧
めてくれた。
ホームページ見たときに、「進学者数？」って載ってる
じゃないですか。ちゃんと年度ごとに載ってるし、実
際先輩方もいっぱい受かってて。それが私にとって大
きくて、信頼できるじゃんって思って。まあ、でも決
め手は、実際にここに来て、石井先生とお話しさせて
いただいたときに、なんかもう、はー、圧倒されて。
そのー、何だろう、母親が、医学部に対しての、あん
まり知識がなくて。アハハ、当たり前なんですけど、
姉も全然、医学部じゃないんで、初めての医学部受験っ
ていう世界に私たちは飛び込むってなったときに、石
井先生が母親に対して、あっお母さん、その考えは、
みたいな感じで、その、こう、口を出してくださった
ときに、ああ、この先生だったら、なんか、すごい、
いろんなことも、なんか気に掛けて、こう、言ってく
れる先生なのかな、みたいな。そういうときに、一気
に問題解決できそうっていうか、私の中で信頼度がぐ
ぐぐって上がって、で、お母さんと話したときも、ああ、
なんか石井先生ってすごいね、とかって。なんか、す
ごい、もう話してるだけでパワーを感じるっていう結
論に至って、そのときに、もう決めました。結構、あ
る意味、直感的なんですけど。ウハハ、ンフフ、確かに。
女同士の勘で、かちんって。実際入ってよかったです。

質問に相談に行ってもすごく気にかけてくださったし、
明快だった。いい先生方もたくさんいらっしゃって。あ、
もともと、代官山は、高 2 のときに、担任の先生と母
親が面談をしたときに、学校の先生が勧めてくださっ
たんですよ。私も高 2 のときに、高 3 の担任の先生だっ
た、その、当時、化学を受け持ってた先生に相談した
ときに、ああ、代官山 MEDICAL っていいよっていうふ
うに、実は名前だけは聞いてて。学校の先生が言うって、
どんなもんだ？みたいな感じで。なんか、本当に 2 人
の先生にも感謝ですよね。女学館から通ってる人結構
受かってるから。何か、もう、引き上げてくれる塾っ
ていうふうに、イメージを持ってるんで。学校の先生
にも、私代官山 MEDICAL ってことは伝えてあって。ま
あ、基本、ここ、みんな代官山に通ってるってことは、
担任の先生も分かってる、知ってます。

時間がない現役生にとって、やってよかった時
間管理術は？
私は、石井先生にアドバイスされたことの中で、受験
期最後まで続けてたことは、勉強時間の記録を付ける
ことです。このノートに。私、今ある。持ってきたん
ですよ。累計で多分、10 冊ぐらいいってるんですけど、
こういうノート作って、1 ページ、1 日 1 枚 1 ページ。
やるべきことみたいのは別に書いて、で、これを、やっ
たことのノートみたいにしてて、時間と、やったこと
を書いて、11 時間 30 分とか。はい、やった！みたいな。
で、累計も、何時間やったかっていうのを 1 週間ごと
に出して、それを 1 カ月ごとにまとめてって、目に見
えるようにして。こうやって見て、ああ、この月は
348 時間やったぞって。結構、夏とかのほうが、結構、
やってるかもしれない。今月は 300 時間超えたなぁと
か、8 月は 400 時間近いですね。398 って書いてあり
ます。いや、でも結局、夏休みは必死だったから、正直、
こう、時間を書かないと、自分がどういうふうに勉強
してたかって、自分で気付けなくて。
あ、なんか、一個一個、やるたんびに時間書いてて。
始めるときに、まずその時の時間…、6 時 40 分って書
いて、終わるときに 7 時 20 分、合計何分で、数学の
演習のプリントをやったって書いて、最終的に、これ
も結構、私の計算練習としてもやってたんですけど、
何時間何分とかって書いて、最終的に足すんですよ、
これを。それを全部、手作業で、練習として。私は、
そろばんをやってて、暗算が結構好きで、前はよっぽ
ど 4 桁掛ける 4 桁とか、3 桁掛ける 4 桁とかじゃない
限りは、筆算をやらずに頭で考えてやってたんでミス
が多かったんです。ここに来てから、浅尾先生とかにも、
相談したことあるんですけど、化学の計算ミスが多い
んですよねみたいなことを相談したときに、まあ、やっ
ぱり、一つ一つ丁寧にやろうみたいなことを言われて、
ああ、目に見える形で残さないと、やっぱ駄目じゃんっ
てなって、で、筆算を書き始めて。さすがに、足し算
で 2 桁プラス 2 桁ぐらいだったら大丈夫だけど、やっ

ぱ 3 桁ぐらいまでいくと、だんだん自分の暗算能力っ
ていうのが、ちょっと、ぼろが出てきて怪しいんで、
そういうものは、ちゃんと全部、書いて、やるように
して。入試のときも、なんか、こう、計算の式を書く所と、
筆算を書くスペースっていうのを、こう、分けて、こう、
見やすいようにしてみたいなのをやるようになって計
算ミスがググッと減りましたね。

これから医学部に現役合格を目指す人たちへな
にかアドバイスありますか？
やっぱり、とにかく現役生は時間がないんで、塾と、
家と、学校と、移動の時間っていうのを分けて考えて、
それぞれで、何をどうするのが一番効率がいいのかっ
ていうのを考えたほうがいい気はしますね。あとは、
やっぱり、生活習慣を早くから身に付けること。受験
体制を整えるっていうのはすごい大事だなと思うし、
私も、高 2 の夏からここに来たから、朝、早く起きて
勉強するっていう、そのー、受験生にとっては当たり
前なことですけど、意外とそれが習慣になるのって難
しいんですよ。朝、早く起きるっていうのが。だから、
そういうのを高 3 生になってから初めてやろうと思う
と、本当に、きついから、高 2 のときからとか、春休
みとか、そういうところから、ちゃんと朝、早く起きて、
塾に来るみたいな、そういう生活習慣から、やっぱり、
始めたほうがいいんじゃないかなって思います。なん
か、生活習慣が整って、初めて、なんか、成績も、こう、
伸びてくって、自分では多分、勝手にそう思ってて。
なので、まあ、その、何だろう。体育とか、部活とか、
そういうものとかは、あるのはしょうがないし、行事
とか、文化祭とか、そこはとことん楽しんで、他は全
て勉強に充てるみたいな。体を動かしてるときは、そ
れに集中して、それ以外は全て医学部のことを考える。
まあこれ、石井先生がおっしゃってたことなんですけ
ど。うん、とにかく私はそれ。

高校生、受験生として受験勉強を振り返って、
最後になにか、言いたいこととかあれば。
そうですね。代官山 MEDICAL は、えー、やっぱり、生
徒一人一人のことを、ちゃんと見てくれる先生がたが
集まってるんで、とにかく先生の言うことを信じてほ
しいし、ここでやるって決めたことは、最後まで、と
ことん貫いてほしいっていうのはありますね。そうい
う、自分で何かしらの信念を決めたら、それを、誰か
先生に言うとか、なんか、生徒がやりたいって思うこ
とを、尊重してくれるし、誰よりも応援してくれるし、
誰よりもサポートしてくれるんで、そこは本当に安心
できた点だし、やっぱり、ここは、もう、自分の自習
席もあるし、ここに来れば先生がたにも会える、話せ
るっていう環境は、やっぱり、他では、なかなか味わ
えないんで、そこを大切にしてもらいたいなって思い
ます。
結構、同じ教科でも、先生によって、考え方とか、ア

プローチの仕方とかが違うんで、そういう、いろんな
先生がたに聞いて、自分に合うものを見つけられるっ
ていうのも、ここのいいところだと思います。よかっ
たです。本当に。はい。それに、マンスリーあってよかっ
たっていうことを言いたい。きつかったけどマンス
リー。はい、マンスリーは、結構よかったな。試験を
受けるときの練習じゃないですか。あれは、やっぱり。
だからそのー、点数の良しあしとか、それも気になる
けど、その、入試に向けての練習になるんで、まあ、
私の学校が、女学館は朝礼で黙想をするっていう習慣
があって。それを、代官山で試験前に取り入れてて、
試験前は絶対、目をつぶって黙想するとか、集中する
とか、なんか、そういう、自分の中でのジンクスを作
れる環境でもあったんですよね、テストとかも。だか
らウイークリーも結構、みんなでここが違ったとか、
ああ、ここは合ってるとか、ここ、どうやってやるの？
とか、そういうふうに同級生のみんなとやり合えるの
もよかったし、私は何より、現役の、もう、同級生た
ちがいてくれなかったら受かってなかったと思えるぐ
らい、ここの仲間は本当に大事にしたいなって思って
います。なんか、現役は現役にしか分からない悩みとか、
学校の悩みとか、ここどうしようとか、朝どうしよう
とか、そういう悩みを、こういう、共有できるのは現
役生だけだから。やっぱり、うん。協力し合いながら、
切磋琢磨し合いながら、みんなも頑張ってほしいです。
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下りダッシュして、バス停で並ぶ時間もずーっとあれ
（生物教本）を持って直立不動な感じで読んでて、ずーっ
とやってるって、すごいなって思ってました。いや、
なんか、ずーっと資料集も見ながら歩いてて。本当に
ぶつかりそうになりながらも頑張ってた。私、塩尻さ
んの存在が、すごい、本当、おっき過ぎて、もう、彼
女いなかったら、多分、私はこんなに頑張れなかったし、
現役合格なんて無理だったんじゃないかって思うぐら
い、刺激もらってました。宮永さん ( 慶應義塾大医学
部進学：宮永りりか ) も、高校に行く前に、朝代官山
に来てましたよね。一回、2 学期に女学館から渋谷駅
に向かうバスの中から、宮永さんが一人で普段、青学
生がたくさん通ってる道とは反対側の道で、1 人で、
こう、単語帳を、英語の単語帳をこうやって見ながら
やってるのを見て、ああ、やっぱ成績のいい人ってこ
ういうところで努力してんだなっていうのがわかって。
成績も貼り出されるし、自習席もあって誰がどれくら
いやってるか、みんながすごく勉強してるのとかわか
るし。彼女も、なんか、すごい元気じゃないですか。
青学生が通る道、2 車線あって、青学側の道路じゃな
くて、あえてこっち側を歩いてて、多分、人があんま
りいないから。青学生があんまりいないほうを通って、
単語帳見て、賢いなあと思って。何か、すごい普段、
明るく元気に、休み時間とか、おいしそうに食べてた
りとかするんで、どうやっていつ、単語とか詰めてん
のかなとか思ってたら、やっぱ、そういうところで詰
めてて、ああって思いましたね。私も、それをみて、やっ
てみたりとかしてました ( 笑 )。

ダメなところは、ダメだと具体的に指摘してく
れたのがよかった。
物理は、本当にもう、小澤先生が、いらっしゃらなけ
れば無理でしたね、本当に感謝です。私、1 年間終わっ
てみて、どこがよかったんだろうって振り返ってみる
と、多分、最初っから最後まで教え方？考え方が統一
されていて、混乱しなかったていうか。初め、何だろう、
初めて学ぶ分野？に入ったときに、まずまとめてくだ
さるんですよ。緑とかオレンジのペンで、こういう問
題のときはアプローチはこうするんだよっていうのを
まとめてくださってて、それを何回も何回も、同じこ
とを何回も何回もやってくださって、初めはそのアプ
ローチ身に付けるのに、なかなかちょっと苦労してた
んですけど、結局、最終的には教わってるものは最初っ
からあんまり変わらなかったんだなって、はって気付
いて、入試にもその授業用ノート持ってって、先生の
ポイントみたいなのを頭でこう思い描いたり、復習み
たいな感じでやってました。で、あと、マンツーを夏
に入れていただいて、そこで私の計算する様子を見た
ときに、一瞬で、ああ須藤ちゃんは計算が雑だねえ、
みたいなことをズバッと言ってくださって、私、確か
に計算は速く速くって焦ってて、あっ、だからミス多
いんだ、もうその、当たり前なことをちゃんと気付か

出てこないですけど、あ、これは、あそこ、本館のあ
そこのトイレで覚えたやつだとかって、ちょっと、フ
フって笑いながら出てきたりする。むしろ、なんか、
そういう無駄、今、思えば、無駄だったかもしれない
ような、試行錯誤の繰り返しが、意外と、自分の自信
にもつながったっていうか。正直、多分、他人の目か
ら見たら、何やってんのって思われるようなことも、
坂道登りながら、こう、単語帳見るとか、もしかしたら、
坂道って危ないから、もう全然、頭に入ってないかも
しれないけど、でも勉強するという行為が、自分の中
での安心材料になったんで、もしも成績が悪くても、
まあ、自分はやってるじゃんっていうので、試験で緊
張しすぎなかったのかなと思います。
でも、何度か、浪人が頭をよぎったこと、あります。
普通にあります、私は。ちょくちょくその、成績が悪
いとき。ちょっと浪人の、その、ぼやぼやっと、頭に
思い浮かんで。フフフフフ。夏に結構頑張ったけど、2
学期学校が始まったぐらいはきつくて、結構なかなか
デンジャラスな成績で。マンスリー 120 点台取りまし
た。もう頭が真っ白になって、あー、どうしようと思っ
たんですけどまあ、体育大会の練習で体力的にも精神
的にもきてて。夏って結局、みんな頑張るから、私だ
け頑張ってるんじゃないもんなあって、そりゃそうだ
よなって思ってた 1 週間とかあって、あのときは本当
に、よぎりましたね、浪人の文字が。だから学校の体
育とかは息抜きでしたけどね。まあ、親とかには全く
言わず、姉にも全く言わず、私は寝たら忘れる。はい。
まあ、あとはお風呂で泣くとか。それはめっちゃお勧め。
ていうか、泣くのは本当にお勧めしたい。すっきりし
ます。
それになにより三上先生が。いや、三上先生の授業が、
私にとってすごく励ましでした。浪人いやいや、ダメ
でしょと。吹っ切れるというか。やばいよ、とか普通
に言われたことありますよ。なんか、一回、ウイークリー
で、そのクラス内で最下位を連発したときは、須藤、
最近調子悪い、やばいよ、みたいな。いつだったかな。
夏？　酸と塩基とか苦手だったし。理論が結構できて
ない部分が多くて。一個一個、一からやるっていうのは、
本当に、先生のやり方を見よう見まねでやって、何と
かぎりぎり間に合ったって感じですね、化学は。でも
三上先生、分かりやすかったんですよ、分かりやすい。
初めて受けたときには、もう、目からうろこみたいな。
アッハッハッハッハッハ。確か、三上先生の授業は、1
回目の授業のときに、覚えるべきことと理解すべきこ
とを分けろっていうふうにおっしゃってて、私、それ
が印象深くて。なんか、ずっと、化学って、私、全部
暗記なのかと、それまで。電池、電気分解とか、反応式、
全部覚えて、で、またすぐ忘れて、で、ちょっと復習して、
また覚え直してみたいなのやってて、でも結局、理解
すべきことっていうのは、一回理解すれば、結構自分
でも、思い出せるし、できるようになるから。ああ、そっ
かあ、そういうとこが大事なんだなあと思って、1 年間、

意識し続けてたことだったかな。まあ、苦手でしたけど。
ウフフ。

中学２か中学３年から医学部に憧れを抱いてい
ました。
私の中で、目指し始めたのが中 2 か中 3 ぐらいだった
んですけど、なんか、医学部に行きたいって親に言え
なくて、1 年間ぐらい黙ってたんですよ。実は行きた
いんだよなって思いながら。で、ようやく、言おうかなっ
て思った日に、なんか私、実は医学部行きたいんだよ
ねーみたいなことを、さらっと言って、ええーって、
すごい驚かれた印象ありますね。覚えてて。私にとっ
ては、他人のために生きることが生きがいだったから、
そのー、医者になりたいって思ったし、それが幸せだ
と思ったからその道を選んだんですけど、それが、な
かなか、まあ、時間をかけて、伝えていった感じですね。
母親は結構、わあって感じで、初めはあんまり、母親
とか、医学部にはあんまり賛同してなかったんですよ。
でも父親が意外と、なんか、言われたとき、どうしよう、
そのー、知ったときはどう思うんだろうと思ったんで
すけど、母親が、父親に向かって、なんか、アキちゃ
ん医学部行きたいって言ってるんだけど、みたいな言
い方で父親に伝えて、たら、父親は一言で「いいじゃ
ん」って言ってくれて、それが私にとっては、すっご
いうれしくて、ええって思って、えっ、お父さんって
こんな人だったっけと、思って、そこから、ちょっと
パワーをもらって。

学校の先生が力を引き上げてくれる塾だって勧
めてくれた。
ホームページ見たときに、「進学者数？」って載ってる
じゃないですか。ちゃんと年度ごとに載ってるし、実
際先輩方もいっぱい受かってて。それが私にとって大
きくて、信頼できるじゃんって思って。まあ、でも決
め手は、実際にここに来て、石井先生とお話しさせて
いただいたときに、なんかもう、はー、圧倒されて。
そのー、何だろう、母親が、医学部に対しての、あん
まり知識がなくて。アハハ、当たり前なんですけど、
姉も全然、医学部じゃないんで、初めての医学部受験っ
ていう世界に私たちは飛び込むってなったときに、石
井先生が母親に対して、あっお母さん、その考えは、
みたいな感じで、その、こう、口を出してくださった
ときに、ああ、この先生だったら、なんか、すごい、
いろんなことも、なんか気に掛けて、こう、言ってく
れる先生なのかな、みたいな。そういうときに、一気
に問題解決できそうっていうか、私の中で信頼度がぐ
ぐぐって上がって、で、お母さんと話したときも、ああ、
なんか石井先生ってすごいね、とかって。なんか、す
ごい、もう話してるだけでパワーを感じるっていう結
論に至って、そのときに、もう決めました。結構、あ
る意味、直感的なんですけど。ウハハ、ンフフ、確かに。
女同士の勘で、かちんって。実際入ってよかったです。

質問に相談に行ってもすごく気にかけてくださったし、
明快だった。いい先生方もたくさんいらっしゃって。あ、
もともと、代官山は、高 2 のときに、担任の先生と母
親が面談をしたときに、学校の先生が勧めてくださっ
たんですよ。私も高 2 のときに、高 3 の担任の先生だっ
た、その、当時、化学を受け持ってた先生に相談した
ときに、ああ、代官山 MEDICAL っていいよっていうふ
うに、実は名前だけは聞いてて。学校の先生が言うって、
どんなもんだ？みたいな感じで。なんか、本当に 2 人
の先生にも感謝ですよね。女学館から通ってる人結構
受かってるから。何か、もう、引き上げてくれる塾っ
ていうふうに、イメージを持ってるんで。学校の先生
にも、私代官山 MEDICAL ってことは伝えてあって。ま
あ、基本、ここ、みんな代官山に通ってるってことは、
担任の先生も分かってる、知ってます。

時間がない現役生にとって、やってよかった時
間管理術は？
私は、石井先生にアドバイスされたことの中で、受験
期最後まで続けてたことは、勉強時間の記録を付ける
ことです。このノートに。私、今ある。持ってきたん
ですよ。累計で多分、10 冊ぐらいいってるんですけど、
こういうノート作って、1 ページ、1 日 1 枚 1 ページ。
やるべきことみたいのは別に書いて、で、これを、やっ
たことのノートみたいにしてて、時間と、やったこと
を書いて、11 時間 30 分とか。はい、やった！みたいな。
で、累計も、何時間やったかっていうのを 1 週間ごと
に出して、それを 1 カ月ごとにまとめてって、目に見
えるようにして。こうやって見て、ああ、この月は
348 時間やったぞって。結構、夏とかのほうが、結構、
やってるかもしれない。今月は 300 時間超えたなぁと
か、8 月は 400 時間近いですね。398 って書いてあり
ます。いや、でも結局、夏休みは必死だったから、正直、
こう、時間を書かないと、自分がどういうふうに勉強
してたかって、自分で気付けなくて。
あ、なんか、一個一個、やるたんびに時間書いてて。
始めるときに、まずその時の時間…、6 時 40 分って書
いて、終わるときに 7 時 20 分、合計何分で、数学の
演習のプリントをやったって書いて、最終的に、これ
も結構、私の計算練習としてもやってたんですけど、
何時間何分とかって書いて、最終的に足すんですよ、
これを。それを全部、手作業で、練習として。私は、
そろばんをやってて、暗算が結構好きで、前はよっぽ
ど 4 桁掛ける 4 桁とか、3 桁掛ける 4 桁とかじゃない
限りは、筆算をやらずに頭で考えてやってたんでミス
が多かったんです。ここに来てから、浅尾先生とかにも、
相談したことあるんですけど、化学の計算ミスが多い
んですよねみたいなことを相談したときに、まあ、やっ
ぱり、一つ一つ丁寧にやろうみたいなことを言われて、
ああ、目に見える形で残さないと、やっぱ駄目じゃんっ
てなって、で、筆算を書き始めて。さすがに、足し算
で 2 桁プラス 2 桁ぐらいだったら大丈夫だけど、やっ
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ぱ 3 桁ぐらいまでいくと、だんだん自分の暗算能力っ
ていうのが、ちょっと、ぼろが出てきて怪しいんで、
そういうものは、ちゃんと全部、書いて、やるように
して。入試のときも、なんか、こう、計算の式を書く所と、
筆算を書くスペースっていうのを、こう、分けて、こう、
見やすいようにしてみたいなのをやるようになって計
算ミスがググッと減りましたね。

これから医学部に現役合格を目指す人たちへな
にかアドバイスありますか？
やっぱり、とにかく現役生は時間がないんで、塾と、
家と、学校と、移動の時間っていうのを分けて考えて、
それぞれで、何をどうするのが一番効率がいいのかっ
ていうのを考えたほうがいい気はしますね。あとは、
やっぱり、生活習慣を早くから身に付けること。受験
体制を整えるっていうのはすごい大事だなと思うし、
私も、高 2 の夏からここに来たから、朝、早く起きて
勉強するっていう、そのー、受験生にとっては当たり
前なことですけど、意外とそれが習慣になるのって難
しいんですよ。朝、早く起きるっていうのが。だから、
そういうのを高 3 生になってから初めてやろうと思う
と、本当に、きついから、高 2 のときからとか、春休
みとか、そういうところから、ちゃんと朝、早く起きて、
塾に来るみたいな、そういう生活習慣から、やっぱり、
始めたほうがいいんじゃないかなって思います。なん
か、生活習慣が整って、初めて、なんか、成績も、こう、
伸びてくって、自分では多分、勝手にそう思ってて。
なので、まあ、その、何だろう。体育とか、部活とか、
そういうものとかは、あるのはしょうがないし、行事
とか、文化祭とか、そこはとことん楽しんで、他は全
て勉強に充てるみたいな。体を動かしてるときは、そ
れに集中して、それ以外は全て医学部のことを考える。
まあこれ、石井先生がおっしゃってたことなんですけ
ど。うん、とにかく私はそれ。

高校生、受験生として受験勉強を振り返って、
最後になにか、言いたいこととかあれば。
そうですね。代官山 MEDICAL は、えー、やっぱり、生
徒一人一人のことを、ちゃんと見てくれる先生がたが
集まってるんで、とにかく先生の言うことを信じてほ
しいし、ここでやるって決めたことは、最後まで、と
ことん貫いてほしいっていうのはありますね。そうい
う、自分で何かしらの信念を決めたら、それを、誰か
先生に言うとか、なんか、生徒がやりたいって思うこ
とを、尊重してくれるし、誰よりも応援してくれるし、
誰よりもサポートしてくれるんで、そこは本当に安心
できた点だし、やっぱり、ここは、もう、自分の自習
席もあるし、ここに来れば先生がたにも会える、話せ
るっていう環境は、やっぱり、他では、なかなか味わ
えないんで、そこを大切にしてもらいたいなって思い
ます。
結構、同じ教科でも、先生によって、考え方とか、ア

プローチの仕方とかが違うんで、そういう、いろんな
先生がたに聞いて、自分に合うものを見つけられるっ
ていうのも、ここのいいところだと思います。よかっ
たです。本当に。はい。それに、マンスリーあってよかっ
たっていうことを言いたい。きつかったけどマンス
リー。はい、マンスリーは、結構よかったな。試験を
受けるときの練習じゃないですか。あれは、やっぱり。
だからそのー、点数の良しあしとか、それも気になる
けど、その、入試に向けての練習になるんで、まあ、
私の学校が、女学館は朝礼で黙想をするっていう習慣
があって。それを、代官山で試験前に取り入れてて、
試験前は絶対、目をつぶって黙想するとか、集中する
とか、なんか、そういう、自分の中でのジンクスを作
れる環境でもあったんですよね、テストとかも。だか
らウイークリーも結構、みんなでここが違ったとか、
ああ、ここは合ってるとか、ここ、どうやってやるの？
とか、そういうふうに同級生のみんなとやり合えるの
もよかったし、私は何より、現役の、もう、同級生た
ちがいてくれなかったら受かってなかったと思えるぐ
らい、ここの仲間は本当に大事にしたいなって思って
います。なんか、現役は現役にしか分からない悩みとか、
学校の悩みとか、ここどうしようとか、朝どうしよう
とか、そういう悩みを、こういう、共有できるのは現
役生だけだから。やっぱり、うん。協力し合いながら、
切磋琢磨し合いながら、みんなも頑張ってほしいです。
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カリキュラムが詰まってて、僕には本当に合ってたか
なと思います。その●MS 時代は物理しかやってなかっ
た、自由な時間が多いんで。アッヘヘヘ。英語はもう、
なんかもう、本当、見たくない、本当にやってなかった。
小林：え、やっぱマンスリーじゃないっすかね。マン
スリーの、なんか、順位によってクラス変わるじゃな
いですか。あれが結構よかったっす。
後藤：いや、去年まじひどくて、なんか iPad が全員に
支給されるんですけど。それで、俺は授業中は野球見
たりしてたし、iPadで。全然、制限がかかってないんで。
で、授業中も出てっちゃってもいいし、自由に。自習
室も 2 人ぐらいしかいなかった。iPad、まあ、最終的
には返すんですけど、自由に何ギガまでも使えるから。
100 ギガとか使ってる子もいました、1 カ月で。映画
とかずっと見て。まあまあ、ひどかったですね。それで、
それ終わって、また浪人して、2 浪目決まったときに、
一応さすがにやばいかなっていうのは感じて。このま
まいったらやばいかなって・・・。でも、そのままいたら、
もう 100 パー駄目だったすね。あと、小林と同じで、
マンスリー、結構、刺激でした。いや、まあ、順位がちゃ
んとしっかり出るから、自分の立ち位置がわかって。
しかも人数もそこそこ多いので。やっぱ前の塾とか、
30 人とかだと、やっぱりそんなあんま意味がないって
いうか。さすがに 100 人ぐらいいれば。まあ、100 人
のなかでの結構マンスリーの結果とかで、行く大学も
結構、みんな、ちゃんと上に受かってるし。なんか、1
番とか取ってる子はちゃんと慈恵とか国立、行くし、
ちゃんと結果に表れてるかなっていうのは、多分、指
標にはしてました。意識はしてたけど、取れなかった。
本当に取れなかった。

１年間振り返って。きつかったこと、苦労した
科目は？
小林：えー、あのー、やっぱ、授業数多いじゃないですか、
ここ。だから、なんか、穴がなくなるっていうか、その、
なんか、生物とかだったら、まじ知らないことがない
レベルぐらいにやらされたんで、結構その、FT( 深瀧先
生)がきつかった。FTがきつかったです。いや、なんか、
最初に言われたのが、おまえだけ厳しくしていくからっ
て言われて。ハハハハハハハ。そう。なんか、めっちゃ
当たりが強くなって、それ、めっちゃきつかったっす。
授業中っす。がんがん来ます。なんか、めっちゃやばかっ
たっすね。答えられないと、え、いや、「周りのやつで
きてんのに、おまえできないんだ」みたいな。いじめ。
ちょっと、軽くいじめっすね。軽くいじめ。アハハハハ。
耐え抜いて。はい。強くなりました。生物の成績、多
分すごいです、偏差値が 65 まで伸びた。
後藤；FT はもう、本当にありがたかったんすね。FT、
マンツーずっと取ってたんで。FT は、なんか、授業が
めっちゃ厳しいんすけど、集団と違って、マンツーは
俺に対しては優しく、励ましたり結構してくれたんで。
化学は、2 学期から、龍さんのマンツーを取って、理

すね。
後藤：俺もテキストだけっすね、もうなんか、結構ぎ
りぎり、ギャンブルに勝った感じ。代官山、受かり過
ぎじゃね？
松脇：いや、でも、ちゃんと。やっぱ自習席とかも、
みんなちゃんとやってるし。
後藤：俺は最後、ブース行って。

後藤くんは村上先生、好きだったよね？
後藤：村上先生、もう大好きだったんで、もういっつ
も面倒見てもらってた。愚痴っていうか、授業でいつも、
なんか、声掛けてくれるから。特に、なんか、めっちゃ
いじられるじゃん。村上先生に俺はいじられてたから。
毎朝、見せに、課題一つ見せに行くように、1 問でも
いいから見せに行くみたいな、朝やってて、まあ、直
前期とかは本当に、本当に励まされた。直前期のマン
ツー。
松脇：村上先生って面倒見がいいから。
後藤：面倒見、いい。本当に、本当に、大好きよ。
松脇：常に、なんか、会ったら声掛けて、いい先生だなっ
て。
後藤：みんなに声掛けるよね。俺がなんか、ちょっと
元気なさそうな顔してると、あの、寄ってきてくれます。
寄ってきて励ましてくれてました。結構。やっぱ俺、
どんどんクラスが落ちてったんで。あ、そうだ。クラス、
なんか、みんな言ったほうがいいと思います。クラスの。
松脇：M4 ですね。M4➡M4➡M4➡M2 ですね。まあ、
一応、順調でしたね。
小林：M2➡M4➡M4➡M4。やばいっす。
後藤：俺は、M4➡M3➡M4➡A1。いや、本当に。なんか、
村上先生にも、なんか、俺の成績は減衰曲線だみたいな、
ずっと言われてたから。アハハハハ。いや、でも、そ
れでも声掛けてくれるとうれしいんですよ。FT にいじ
められて、あれは本当にうれしくない。村上先生にい
じめられんのはうれしい、村上先生は、構ってくれる、

愛があるんです。
松脇：FT は・・・。
後藤：いや、FT( 深瀧先生 ) も愛あるんだけど。
小林：ないだろう。アハハ。俺はまじ、断然、緒方先
生です。はい。毎回、マンスリー終わって、それ見せ
に行くんすけど、数学、まあ、まあまあ、気にしなく
ていいよみたいな、言ってくれたんで、すごいよかっ
たっす。これから数学、やっぱ、きっと、なんか、セ
ンス的なものがあるから、フッフッ、まず英語を伸ば
すとか、英語を伸ばして、そっから数学考えればいい、
みたいな感じで。そうですね。良かった。めっちゃ面
倒見いい。
後藤：授業がもう、神。
小林：神授業だった。え、まじ、出るとこを的確にやっ
てくれる。ちゃんと出るものを全部。そう。ちゃんと
出るんすよ。
後藤：感動、本当に感動。向こうの出題者と結託して
んじゃないの。アハハハハ。いや、本当にそのレベル
で出ます。「ここ出るよ」っつったら、出ます。
小林：本当に出ます。緒方先生は。ま、生物科、結構、
連携取れてんで。
後藤：全員、神授業っていうか。FT も、イシも、ザキ
さんも、山﨑先生も、みんな。
小林：そうですね。みんな、みんな、みんないいんだって。
強いっす。生物科、めっちゃ強いっす、本当に。
後藤：ちょっとタイプも違って。FT は本当に厳しくし
てくれ、オガティーも厳しいときあるけど。
緒方先生、だいぶ厳しいときは厳しい。
小林：うん。みんな個性的だよね。
後藤：イッシーはなんか友達みたいな感じだし、山﨑
先生はお父さんみたいな感じで、なんかもう。

松脇君の場合は？
松脇：えーっと、多分、物理が苦手な人は、あのー、
寺澤先生がおすすめかなって思ってて。で、やっぱり
物理を極めたい人は野村先生か小澤先生で、僕はでも、
野村先生が好きでした。えーっと、何質問しても必ず
答え返ってくるところですね。でも、何ていうんです
かね、結構、原理とか習ってるときに、なんか、ふと
した思い付きで、じゃあ身近にあるこういう現象って
これで説明できますかっていう質問しても、これは
ちょっと違う現象でとかいう話で、どんどん、どんど
ん深く掘り下げてくれたりとか。なんか、結構、自分
の知的好奇心に対して寛容で、何でも答えてくれたん
で助かりました。だから、自分が、予想している以上
の答えが返ってきましたね。あとは、まあ、あの先生、
多分、何でもできるんで、えーっと、なんか数学的な
話とかもしてくれるし。で、化学も得意だったらしい
んで。で、英語も得意で、帰国子女で、なので、なんか、
僕も、その、「ちょっ、英語教えてください」って言っ
たんですけど、そしたら、「僕は英語を勉強したことが
ないので分からない」って言われちゃって。「じゃあど

うやって単語覚えたんですか」って言ったら、その、「本
とか読めば勝手に覚えてく」みたいな。えー、みたいな。
それは何も役に立たない。ハハハ。ちょっと、英語は
無理だなと思って。ずっと物理の話をしてました。微
分方程式とかもやってくれました。なんで、今、本当に、
大学でやってる内容は、野村先生とやったところだなっ
て思って、やってます。全部、説明してくれました。まあ、
楽しかったんで、1 学期は本当に物理ばっかやってま
した。まあ、1 学期、物理やり過ぎて、その、2 学期、
飽きちゃったんです。

うまくいった秘訣とかあれば。合格に。後藤君、
じゃあ。
後藤：うーんと、うまくいった秘訣？だから、春、春に、
えーっと、なんか、最初のボスとの面談で、A8 ぐらい
から頑張っていこうみたいなことを言われて。模試の
結果とか見せて。で、そんときに、まあ、さすがにちょっ
と悔しくて、なんか、さきどり課題みたいな、春休み
の宿題みたいなのをちゃんと 5 周とか。5 周。めっちゃ
ノート、こんぐらい出しました、本当に。それで M4
で入れたんで。のが、でかかったです。そうです。そっ
から勢い乗って M3 にも上がれたし。そっからちょっ
と落ちちゃったんすけど。なんか、でも本当に。あと
はマンツー。春は本当に頑張りました。春は、えーっと、
化学の浅尾先生と、あと、生物の山﨑先生に、もうずっ
と。その 2 人はもう本当、基礎とか固める、ものすご
い良かったんで。春が俺はでかかった、合格するのに。
春、その、ダッシュが切れたのが良かった。あと、周
りがみんな真面目だったのが良かったです。
小林：予習、絶対っすね。全教科やってました。だから、
数学とかはできるだけ予習で考えて。なんか、問題解
いて、何を分かってないのかとかを明確にしてるし、
できるだけ頑張って。予習の段階で自分が分かんない
ところ分かってなくて、予習するようにしたら、結構、
伸びました、成績が。

松脇：えーっと、僕は、朝来るのが無理だったんで・・・。
その朝来ない分を、周りに助けられてじゃないですけ
ど、その分をどこで補うかって考えたときに、やっぱり、
休み時間を勉強しようって思って、僕はもう本当に休
み時間、もう全部、使って勉強して休まず、で、その、
休み時間って何がいいのかって考えたときに、代官山っ
て 20 分って比較的質問できるくらい長い時間あるん
で、その間に、数学とかを予習とか復習するのが本当
にやっぱ自分に合ってて。逆に 20 分超えちゃうと、復
習の効率が落ちるっていうか。そう、時間計ってやれ
たんで、すごい良かったな。そうですね。入試のとき
も多分、テキスト 1 ページに対して、多分かけられる
時間って 12 ～ 13 分くらいだと思うんで、自分でそれ
くらいに、その休み時間 20 分の間で、次の授業の準備
とか考えたときに設けられる時間が 15 分くらいだった
んで、その時間をちょうど、数学の復習に充てると、
効率っていうか。他の人たちが、長い時間をかけて単
調なゆっくりとしたペースで歩いてるのに対して、僕
は短い時間でさくっと。まあ、効率よく、さくさくさく。

いろいろな授業のなかで印象に残った先生と
か。英語から。
松脇：英語は、えーっと、栗原先生です。まあ、あの
人の授業は本当に、まあ、英語もそうなんですけど、
その、読解力っていう部分ですごい助けられたなって
思うんです。なんかその、僕、その、英語だけじゃな
くて日本語とかも苦手なんですよ。その、論理展開と
かがうまくつかめなかったんですけど、それを、その、
英語の構文とかを通しながら、うまく、前後関係とか
をつかんで読解するっていうのが、ものすごく自分に
合って。あれは本当に、その、能力とかあんま必要なく、
ただ授業受けてそのやり方を学んでいっとけば。むし
ろ、なんか、日本語苦手な人にはおすすめかなと思い
ます。
小林：え、俺は三ツ橋先生ですかね。ミッツーっす。
なんか、あの人、結構、文法がちょっと強いんですけど、
なんか、いっぱい問題。自分で作って、なんか、全然、
解けないような問題も持ってくるんすよ。間違えやす
いやつ。ああいうの、すごいなって思います。文法は
あの人のおかげで結構、強くなりました。
後藤：ああ、えーっと、良平、田中良平先生は、俺は
なんか、英語、本当に、俺も松脇と一緒で勉強してなかっ
たから。でも単語は俺は好き、大好きだったんで、単
語だけしっかりやってて。良平はもう、それをもう、
本当に異次元なレベルで単語広げるんで、それは俺、
楽しくて。単語すごい。もう本当に。変態です。
ホワイトボード全部、埋まります、本当に。単語で。
小林：お経みたいっすよ。単語で埋まる。2 周する。
松脇：全部、埋まったのを 2 周するぐらい。
後藤：本当にお経みたい。それをまとめたりして覚え
るんです。1 個の単語がもう、まじで 100 個ぐらいに
なる。本当にすごい。派生して、同じ意味の単語で、そっ

からなんか、また派生させて。良平は結構さ、いじる
からさ。堅そうだけど、結構、楽しい。なんか、しゃ
べりやすいから。だいぶ、いじりやすい。それとあと
北林先生が俺はもう大好きで、俺と多分、フルカワ ( 古
川遼：東海大医学部進学 ) の 2 人とも。なんか、熱くて、
面倒見、良くて。熱い。なんか、え、でも、本当に熱いっ
ていうか、面倒見が本当に良くて。生徒のこと、みん
な下の名前で呼んでくれるんすけど。なんか、そうい
うの含めて、なんか、本当に元気が出ると。北林先生
は好きでしたね。受験直前、2 学期ぐらいからマンツー
取ってます。役に立ちました。文法を中心にやっても
らって。
松脇：あのー、良平先生、あの、授業のスピードがめちゃ
めちゃ速いんですよね。そのー、なんで、僕は、その、
受験期直前っていうか、やってましたね。えーっと、
あの、多分。僕は過去問演習ずうっとやってたんです
けど、本当に 1 コマで 2 年分くらいずつ解いてました。
なんで、本当に直前期に、その、過去問演習したいと
かそういうのになったら、良平先生はおすすめですし。
速いですね。良平先生は本当にもう。解いて、時間計っ
てやるんですけど、ものすごく目標のレベルが高いん
ですね、良平先生。目標って、何つうの、ものすごい
英語できるやつでも、例えば、慈恵合格レベルってあっ
たら、それよりも 5 分くらい短く解いてほしいと、そ
ういうの平気に言ってくるんですけど、まあ、そのお
かげですいすいスピードが、スピードっていうか、授
業が進んでくんで、直前期には本当におすすめかなと。
後藤：英語苦手な人は栗原先生と、俺は北林先生。本当、
苦手な子は絶対。良平はやっぱ、ちょっと難しいとこ
も入るから。
松脇：レベルが高い。良平のレベルも高いしスピード
も速いんで、できない人だと、どんどん置いてかれちゃ
うっていうか、なかなか難しい。

数学は？　
松脇：数学は、代官山の数学の先生は本当にみんない
い先生ばっかりで。僕が今まで、中高とか、Y●S とか
で受けた先生とかと比べても、やっぱ、代官山の先生
のほうがやっぱ全然いい先生ばっかだなと思ってて。
基本的に、数学の先生は全員、本当にいい先生ばっか
りだと思います。一番お世話になったの、多分、薄先
生かなとは思うんですけど。典さんも授業楽しかった
なって。
後藤：楽しかったな。典さんの授業、楽しかった。
松脇：最初のクラスが M4 で、後藤と一緒だったんで
すけど、そのクラスは、何発言してもいいみたいな、
そういう授業で。
後藤：クラスのメンバーが良かったので。あったかい
クラスで、本当。今でもみんなで会ったりするし。
スギウラさん ( 愛知医科大進学：杉浦るみの )、とかハ
シモトさん ( 日本大医学部進学：橋本麻莉夏 )、フルカ
ワさん ( 日本医科大進学：古川優奈 )。あ、アカサカ ( 近

畿大医学部進学：赤坂政哉 )。
松脇：ハッハッハッハッ、レオン忘れてない？　ちょっ
と。
後藤：あぶね、ヘッヘッ。あ、レオン(杏林大医学部進学：
永野玲音 )、レオン。まだいるっけ。それぐらいか。ほ
んと、良かったわ。
松脇：そのクラスは本当に。なんか、授業で、そのー、
典さんが、すぱっと解くことっていうのに、結構ある
じゃない。そういうところでも、授業中に「それ、ど
うやってやったんですか」って言ったら、その、一回、
授業中断して、ここの説明とかしてくれたりとか。「分
かんない」みたいな、全然、入れる。分かんないとこ
ろは本当にすぐ、ぱって質問できて。
後藤：「それ分かんないです」みたいな。
小林：数学、ちょっとそうっすね。いや、でも俺は薄
先生と典さんです。え。いや、典さんは普通に、なんか、
質問しやすいっす。何でも答えてくれる。薄先生は、
あの、東海の 2 日目の数学、問題の一番最後の数列。
あれ、薄先生の授業でやったよね。やったよね、やっ
たよね。なんか、ぽいやつ、やってたんです。それの
おかげで多分できた。で、薄先生っす。大問 1 個っす。
漸化式のやつっす、そうっす。
後藤：あの、薄先生は本当に、難しい解き方しないから、
難しい解き方しないんで、それがめっちゃ自分に合っ
てて。薄先生はやっぱ、もうテキスト、薄先生の 5、6
集 ( 数学Ⅲ) は、だいぶ強くなったと思います。あと計
算も、積分計算、毎日やれみたいな、ずっと言われてて。
それも良かったなと。
松脇：なんか、そのー、ヒラパンは、結構、数学、あ
る程度できる人には結構、寛容なイメージがあるんで
すよ。まあ、やっぱ教え方は本当にうまいですし。あと、
なんでしょうね、結構、その、入試では、まあ、きれ
いに解くことも大事ですけど、計算でごり押すってい
う、そういうほうも大事なんで、僕は結構面倒くさが
りやっていうの、計算でごり押すっていう方法は好き

じゃなかったんですけど、いざやっぱ入試本番になっ
て緊張して、頭が回らなくなったときは、そういった
解き方が本当にためになりました。あと、まあ、太郎
先生は本当に人間的にもいい人で、ヒラパンとは全然
違って。
後藤：太郎先生はもう合わない人いないよ。みんな。
みんな合う。
松脇：実際、直前期のマンツー取ったんですけど、な
んか、普段の授業とは違って、結構奥まったことも話
してくれたりとか。太郎先生は本当に、マンツーでこ
そ光る先生かもしれないって思いました。通常授業は、
結構分かりやすさを追い求めるあまり、あんまり踏み
込んだことも話してくれないんですよ。で、結構、ノー
トにまとめるってことを多分、意識されてる先生なの
で、きちっきちっと、こういう問題がきたらこうやっ
て公式使おうとか、そういうのまとめてくれて、すご
い見やすいんですけど、僕的にはもっと踏み込んだと
ころをやってほしいって思ってたんで。その、やっぱ
通常授業だとちょっと退屈だなと思ってたんです。な
んですけど、マンツー取ってみたら、結構奥まったこ
ととかやってくれて。僕はもうそのおかげで本当に慈
恵受かったかなって感じします、1 次は。

で、化学は、じゃあ後藤君。
後藤：圧倒的、龍さん。もう大好き。龍さんは。本当
に龍さんのプリントが、本当にまとまってて、2 学期、
本当に、まじでイチからやって間に合ったし、結局。
前半やって。なんか、龍さんのプリントは本当に良かっ
た。プリント、それを俺はノートに貼って、直前に、
答えとかも貼って、解法、全部一緒だったのか、違うなっ
てとこもありますね。あと、浅尾先生も、毎日、なんか、
問題見せに行ってっていうのをやってました。
小林：俺は、龍さんもそうなんすけど、原先生が一番。
めっちゃ、なんか・・・丁寧なんですよ。なんか、お
ばかな人でも分かってくれるような、すごい丁寧な解
説してくれるんで、そういう、分かりやすかったっす。
良かったっす。はい。
松脇：化学は、原先生。原先生は本当に真面目な先生で、
なんか、人間的にも尊敬できるのかなって思うんです。
あのー、おすすめなのが、授業の前、朝イチで、過去
問を朝みんなで解いて、その授業始まる前に解いて、
それを授業で答え合わせするっていうのが、確か後期
くらいにやる授業だったんですけど、それやることに
よって、そのー、受験直前期に化学の過去問はいらな
くて、授業でやってくれるんで。解説もしっかりやっ
てもらって復習とかできるんで。

今年いる後輩たちにちょっとアドバイスとか、
何かあれば。
松脇：自分なりの勉強法を 1 学期は本当に模索してほ
しいなって思ってます。で、僕も 1 学期の頃は、朝来
たりとか、例えば、いろんな参考書使ってみたりとか、

卒 業 生 が 語 る
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いろんなことに手出してたんですよ。例えば、数学の
成績が伸びなかったときに、その、後藤と結構、1 学期、
ライバルだったので、後藤が M3 に上がって行ったん
ですよ。で、僕 M4 で、何が違うんだろうなって考え
たときに、数学が全然違ったんですね。で、大して勉
強量変わんないのに、なんでこんな差がつくんだろうっ
て考えたときに、なんか、まあ、いろいろ試行錯誤して、
テキストの復習とか、あとなんか、帰りの電車の中で、
数学の、YouTube に載ってる動画とか見たりとか、い
ろいろしてたんですよね。解法こうやってやればいい
とか、いろんなとこから情報集めてたんですけど、そ
れでも成績上がらなくて、最終的に行き着いた勉強法
が、さっき言った ” 休み時間に勉強する ” っていうやつ。
そうです。なんで、僕もいろんな試行錯誤を経て、そ
のー、自分なりの勉強法見つけたんで、皆さんも本当
に勉強法を見つければ。テキストは代官山のやつがやっ
ぱり大事で、最終的には。代官山のテキストはやっぱ
り基礎を押さえるって意味で大事だから、ちょっとし
たときに数学がちょっと落ち込んだってなったら、テ
キストを見て基礎の復習って使って、で、あとは、単
科なり、そういったものでひたすら問題演習するって
いうのが、やっぱ数学伸ばすのにめちゃくちゃ適して
いるかなと思います。
小林：やっぱり先生の言ったことを、なんか、素直に
聞いていくのが一番だと思いますなんか結局、英語も
音読しろって言われて、俺ずっと音読して。いや、そ
の前はしてなかったっすけど、するようになったら、
すごい伸びたんで、先生の言うことはちゃんと聞いた
ほうがいいなって。まあ、そうっすね、あと、時間、
時間が結構、追われてる人はいると思うんすけど、フフ、
時間追われてるってことは、その、おっきな夢をつか
むためのチャンスだと思うので、フフフ、頑張っても
らいたいです。えーっと、薄先生の名言なんですけど、

『今やってることの意味なんて未来の自分にしか分から
ない』っていうのを、はい。
後藤：うーん、まとめノート、俺はそれのおかげで受かっ
たかなとも思ってて。生物と化学に関しては、生物は
緒方先生のメモとか、FT( 深瀧先生 ) のプリントをもう
自分で、自分の言葉で組み換えて、ノートに、1 冊に
まとめて、もうそれを見るだけでテストは基本いける
し。あとは、なんか、やっぱ毎朝、俺が村上先生にやっ
てもらったみたいに、毎朝なんか、1 問でもいいから、
なんか見せに行くっていうのは習慣になるから、それ
はすごい良かった。俺はそれで、夏なんか村上先生の
マンツー取らなくなって一気に落ちたときがあって、
成績が。やっぱ継続してちゃんと続けるの、大事かな。授業がもう、神。

杏林大医学部進学　後藤 駿太 君(桐朋高校卒))

カリキュラムが詰まってて、僕には本当に合ってたか
なと思います。その●MS 時代は物理しかやってなかっ
た、自由な時間が多いんで。アッヘヘヘ。英語はもう、
なんかもう、本当、見たくない、本当にやってなかった。
小林：え、やっぱマンスリーじゃないっすかね。マン
スリーの、なんか、順位によってクラス変わるじゃな
いですか。あれが結構よかったっす。
後藤：いや、去年まじひどくて、なんか iPad が全員に
支給されるんですけど。それで、俺は授業中は野球見
たりしてたし、iPadで。全然、制限がかかってないんで。
で、授業中も出てっちゃってもいいし、自由に。自習
室も 2 人ぐらいしかいなかった。iPad、まあ、最終的
には返すんですけど、自由に何ギガまでも使えるから。
100 ギガとか使ってる子もいました、1 カ月で。映画
とかずっと見て。まあまあ、ひどかったですね。それで、
それ終わって、また浪人して、2 浪目決まったときに、
一応さすがにやばいかなっていうのは感じて。このま
まいったらやばいかなって・・・。でも、そのままいたら、
もう 100 パー駄目だったすね。あと、小林と同じで、
マンスリー、結構、刺激でした。いや、まあ、順位がちゃ
んとしっかり出るから、自分の立ち位置がわかって。
しかも人数もそこそこ多いので。やっぱ前の塾とか、
30 人とかだと、やっぱりそんなあんま意味がないって
いうか。さすがに 100 人ぐらいいれば。まあ、100 人
のなかでの結構マンスリーの結果とかで、行く大学も
結構、みんな、ちゃんと上に受かってるし。なんか、1
番とか取ってる子はちゃんと慈恵とか国立、行くし、
ちゃんと結果に表れてるかなっていうのは、多分、指
標にはしてました。意識はしてたけど、取れなかった。
本当に取れなかった。

１年間振り返って。きつかったこと、苦労した
科目は？
小林：えー、あのー、やっぱ、授業数多いじゃないですか、
ここ。だから、なんか、穴がなくなるっていうか、その、
なんか、生物とかだったら、まじ知らないことがない
レベルぐらいにやらされたんで、結構その、FT( 深瀧先
生)がきつかった。FTがきつかったです。いや、なんか、
最初に言われたのが、おまえだけ厳しくしていくからっ
て言われて。ハハハハハハハ。そう。なんか、めっちゃ
当たりが強くなって、それ、めっちゃきつかったっす。
授業中っす。がんがん来ます。なんか、めっちゃやばかっ
たっすね。答えられないと、え、いや、「周りのやつで
きてんのに、おまえできないんだ」みたいな。いじめ。
ちょっと、軽くいじめっすね。軽くいじめ。アハハハハ。
耐え抜いて。はい。強くなりました。生物の成績、多
分すごいです、偏差値が 65 まで伸びた。
後藤；FT はもう、本当にありがたかったんすね。FT、
マンツーずっと取ってたんで。FT は、なんか、授業が
めっちゃ厳しいんすけど、集団と違って、マンツーは
俺に対しては優しく、励ましたり結構してくれたんで。
化学は、2 学期から、龍さんのマンツーを取って、理

すね。
後藤：俺もテキストだけっすね、もうなんか、結構ぎ
りぎり、ギャンブルに勝った感じ。代官山、受かり過
ぎじゃね？
松脇：いや、でも、ちゃんと。やっぱ自習席とかも、
みんなちゃんとやってるし。
後藤：俺は最後、ブース行って。

後藤くんは村上先生、好きだったよね？
後藤：村上先生、もう大好きだったんで、もういっつ
も面倒見てもらってた。愚痴っていうか、授業でいつも、
なんか、声掛けてくれるから。特に、なんか、めっちゃ
いじられるじゃん。村上先生に俺はいじられてたから。
毎朝、見せに、課題一つ見せに行くように、1 問でも
いいから見せに行くみたいな、朝やってて、まあ、直
前期とかは本当に、本当に励まされた。直前期のマン
ツー。
松脇：村上先生って面倒見がいいから。
後藤：面倒見、いい。本当に、本当に、大好きよ。
松脇：常に、なんか、会ったら声掛けて、いい先生だなっ
て。
後藤：みんなに声掛けるよね。俺がなんか、ちょっと
元気なさそうな顔してると、あの、寄ってきてくれます。
寄ってきて励ましてくれてました。結構。やっぱ俺、
どんどんクラスが落ちてったんで。あ、そうだ。クラス、
なんか、みんな言ったほうがいいと思います。クラスの。
松脇：M4 ですね。M4➡M4➡M4➡M2 ですね。まあ、
一応、順調でしたね。
小林：M2➡M4➡M4➡M4。やばいっす。
後藤：俺は、M4➡M3➡M4➡A1。いや、本当に。なんか、
村上先生にも、なんか、俺の成績は減衰曲線だみたいな、
ずっと言われてたから。アハハハハ。いや、でも、そ
れでも声掛けてくれるとうれしいんですよ。FT にいじ
められて、あれは本当にうれしくない。村上先生にい
じめられんのはうれしい、村上先生は、構ってくれる、

愛があるんです。
松脇：FT は・・・。
後藤：いや、FT( 深瀧先生 ) も愛あるんだけど。
小林：ないだろう。アハハ。俺はまじ、断然、緒方先
生です。はい。毎回、マンスリー終わって、それ見せ
に行くんすけど、数学、まあ、まあまあ、気にしなく
ていいよみたいな、言ってくれたんで、すごいよかっ
たっす。これから数学、やっぱ、きっと、なんか、セ
ンス的なものがあるから、フッフッ、まず英語を伸ば
すとか、英語を伸ばして、そっから数学考えればいい、
みたいな感じで。そうですね。良かった。めっちゃ面
倒見いい。
後藤：授業がもう、神。
小林：神授業だった。え、まじ、出るとこを的確にやっ
てくれる。ちゃんと出るものを全部。そう。ちゃんと
出るんすよ。
後藤：感動、本当に感動。向こうの出題者と結託して
んじゃないの。アハハハハ。いや、本当にそのレベル
で出ます。「ここ出るよ」っつったら、出ます。
小林：本当に出ます。緒方先生は。ま、生物科、結構、
連携取れてんで。
後藤：全員、神授業っていうか。FT も、イシも、ザキ
さんも、山﨑先生も、みんな。
小林：そうですね。みんな、みんな、みんないいんだって。
強いっす。生物科、めっちゃ強いっす、本当に。
後藤：ちょっとタイプも違って。FT は本当に厳しくし
てくれ、オガティーも厳しいときあるけど。
緒方先生、だいぶ厳しいときは厳しい。
小林：うん。みんな個性的だよね。
後藤：イッシーはなんか友達みたいな感じだし、山﨑
先生はお父さんみたいな感じで、なんかもう。

松脇君の場合は？
松脇：えーっと、多分、物理が苦手な人は、あのー、
寺澤先生がおすすめかなって思ってて。で、やっぱり
物理を極めたい人は野村先生か小澤先生で、僕はでも、
野村先生が好きでした。えーっと、何質問しても必ず
答え返ってくるところですね。でも、何ていうんです
かね、結構、原理とか習ってるときに、なんか、ふと
した思い付きで、じゃあ身近にあるこういう現象って
これで説明できますかっていう質問しても、これは
ちょっと違う現象でとかいう話で、どんどん、どんど
ん深く掘り下げてくれたりとか。なんか、結構、自分
の知的好奇心に対して寛容で、何でも答えてくれたん
で助かりました。だから、自分が、予想している以上
の答えが返ってきましたね。あとは、まあ、あの先生、
多分、何でもできるんで、えーっと、なんか数学的な
話とかもしてくれるし。で、化学も得意だったらしい
んで。で、英語も得意で、帰国子女で、なので、なんか、
僕も、その、「ちょっ、英語教えてください」って言っ
たんですけど、そしたら、「僕は英語を勉強したことが
ないので分からない」って言われちゃって。「じゃあど

うやって単語覚えたんですか」って言ったら、その、「本
とか読めば勝手に覚えてく」みたいな。えー、みたいな。
それは何も役に立たない。ハハハ。ちょっと、英語は
無理だなと思って。ずっと物理の話をしてました。微
分方程式とかもやってくれました。なんで、今、本当に、
大学でやってる内容は、野村先生とやったところだなっ
て思って、やってます。全部、説明してくれました。まあ、
楽しかったんで、1 学期は本当に物理ばっかやってま
した。まあ、1 学期、物理やり過ぎて、その、2 学期、
飽きちゃったんです。

うまくいった秘訣とかあれば。合格に。後藤君、
じゃあ。
後藤：うーんと、うまくいった秘訣？だから、春、春に、
えーっと、なんか、最初のボスとの面談で、A8 ぐらい
から頑張っていこうみたいなことを言われて。模試の
結果とか見せて。で、そんときに、まあ、さすがにちょっ
と悔しくて、なんか、さきどり課題みたいな、春休み
の宿題みたいなのをちゃんと 5 周とか。5 周。めっちゃ
ノート、こんぐらい出しました、本当に。それで M4
で入れたんで。のが、でかかったです。そうです。そっ
から勢い乗って M3 にも上がれたし。そっからちょっ
と落ちちゃったんすけど。なんか、でも本当に。あと
はマンツー。春は本当に頑張りました。春は、えーっと、
化学の浅尾先生と、あと、生物の山﨑先生に、もうずっ
と。その 2 人はもう本当、基礎とか固める、ものすご
い良かったんで。春が俺はでかかった、合格するのに。
春、その、ダッシュが切れたのが良かった。あと、周
りがみんな真面目だったのが良かったです。
小林：予習、絶対っすね。全教科やってました。だから、
数学とかはできるだけ予習で考えて。なんか、問題解
いて、何を分かってないのかとかを明確にしてるし、
できるだけ頑張って。予習の段階で自分が分かんない
ところ分かってなくて、予習するようにしたら、結構、
伸びました、成績が。

松脇：えーっと、僕は、朝来るのが無理だったんで・・・。
その朝来ない分を、周りに助けられてじゃないですけ
ど、その分をどこで補うかって考えたときに、やっぱり、
休み時間を勉強しようって思って、僕はもう本当に休
み時間、もう全部、使って勉強して休まず、で、その、
休み時間って何がいいのかって考えたときに、代官山っ
て 20 分って比較的質問できるくらい長い時間あるん
で、その間に、数学とかを予習とか復習するのが本当
にやっぱ自分に合ってて。逆に 20 分超えちゃうと、復
習の効率が落ちるっていうか。そう、時間計ってやれ
たんで、すごい良かったな。そうですね。入試のとき
も多分、テキスト 1 ページに対して、多分かけられる
時間って 12 ～ 13 分くらいだと思うんで、自分でそれ
くらいに、その休み時間 20 分の間で、次の授業の準備
とか考えたときに設けられる時間が 15 分くらいだった
んで、その時間をちょうど、数学の復習に充てると、
効率っていうか。他の人たちが、長い時間をかけて単
調なゆっくりとしたペースで歩いてるのに対して、僕
は短い時間でさくっと。まあ、効率よく、さくさくさく。

いろいろな授業のなかで印象に残った先生と
か。英語から。
松脇：英語は、えーっと、栗原先生です。まあ、あの
人の授業は本当に、まあ、英語もそうなんですけど、
その、読解力っていう部分ですごい助けられたなって
思うんです。なんかその、僕、その、英語だけじゃな
くて日本語とかも苦手なんですよ。その、論理展開と
かがうまくつかめなかったんですけど、それを、その、
英語の構文とかを通しながら、うまく、前後関係とか
をつかんで読解するっていうのが、ものすごく自分に
合って。あれは本当に、その、能力とかあんま必要なく、
ただ授業受けてそのやり方を学んでいっとけば。むし
ろ、なんか、日本語苦手な人にはおすすめかなと思い
ます。
小林：え、俺は三ツ橋先生ですかね。ミッツーっす。
なんか、あの人、結構、文法がちょっと強いんですけど、
なんか、いっぱい問題。自分で作って、なんか、全然、
解けないような問題も持ってくるんすよ。間違えやす
いやつ。ああいうの、すごいなって思います。文法は
あの人のおかげで結構、強くなりました。
後藤：ああ、えーっと、良平、田中良平先生は、俺は
なんか、英語、本当に、俺も松脇と一緒で勉強してなかっ
たから。でも単語は俺は好き、大好きだったんで、単
語だけしっかりやってて。良平はもう、それをもう、
本当に異次元なレベルで単語広げるんで、それは俺、
楽しくて。単語すごい。もう本当に。変態です。
ホワイトボード全部、埋まります、本当に。単語で。
小林：お経みたいっすよ。単語で埋まる。2 周する。
松脇：全部、埋まったのを 2 周するぐらい。
後藤：本当にお経みたい。それをまとめたりして覚え
るんです。1 個の単語がもう、まじで 100 個ぐらいに
なる。本当にすごい。派生して、同じ意味の単語で、そっ

からなんか、また派生させて。良平は結構さ、いじる
からさ。堅そうだけど、結構、楽しい。なんか、しゃ
べりやすいから。だいぶ、いじりやすい。それとあと
北林先生が俺はもう大好きで、俺と多分、フルカワ ( 古
川遼：東海大医学部進学 ) の 2 人とも。なんか、熱くて、
面倒見、良くて。熱い。なんか、え、でも、本当に熱いっ
ていうか、面倒見が本当に良くて。生徒のこと、みん
な下の名前で呼んでくれるんすけど。なんか、そうい
うの含めて、なんか、本当に元気が出ると。北林先生
は好きでしたね。受験直前、2 学期ぐらいからマンツー
取ってます。役に立ちました。文法を中心にやっても
らって。
松脇：あのー、良平先生、あの、授業のスピードがめちゃ
めちゃ速いんですよね。そのー、なんで、僕は、その、
受験期直前っていうか、やってましたね。えーっと、
あの、多分。僕は過去問演習ずうっとやってたんです
けど、本当に 1 コマで 2 年分くらいずつ解いてました。
なんで、本当に直前期に、その、過去問演習したいと
かそういうのになったら、良平先生はおすすめですし。
速いですね。良平先生は本当にもう。解いて、時間計っ
てやるんですけど、ものすごく目標のレベルが高いん
ですね、良平先生。目標って、何つうの、ものすごい
英語できるやつでも、例えば、慈恵合格レベルってあっ
たら、それよりも 5 分くらい短く解いてほしいと、そ
ういうの平気に言ってくるんですけど、まあ、そのお
かげですいすいスピードが、スピードっていうか、授
業が進んでくんで、直前期には本当におすすめかなと。
後藤：英語苦手な人は栗原先生と、俺は北林先生。本当、
苦手な子は絶対。良平はやっぱ、ちょっと難しいとこ
も入るから。
松脇：レベルが高い。良平のレベルも高いしスピード
も速いんで、できない人だと、どんどん置いてかれちゃ
うっていうか、なかなか難しい。

数学は？　
松脇：数学は、代官山の数学の先生は本当にみんない
い先生ばっかりで。僕が今まで、中高とか、Y●S とか
で受けた先生とかと比べても、やっぱ、代官山の先生
のほうがやっぱ全然いい先生ばっかだなと思ってて。
基本的に、数学の先生は全員、本当にいい先生ばっか
りだと思います。一番お世話になったの、多分、薄先
生かなとは思うんですけど。典さんも授業楽しかった
なって。
後藤：楽しかったな。典さんの授業、楽しかった。
松脇：最初のクラスが M4 で、後藤と一緒だったんで
すけど、そのクラスは、何発言してもいいみたいな、
そういう授業で。
後藤：クラスのメンバーが良かったので。あったかい
クラスで、本当。今でもみんなで会ったりするし。
スギウラさん ( 愛知医科大進学：杉浦るみの )、とかハ
シモトさん ( 日本大医学部進学：橋本麻莉夏 )、フルカ
ワさん ( 日本医科大進学：古川優奈 )。あ、アカサカ ( 近

畿大医学部進学：赤坂政哉 )。
松脇：ハッハッハッハッ、レオン忘れてない？　ちょっ
と。
後藤：あぶね、ヘッヘッ。あ、レオン(杏林大医学部進学：
永野玲音 )、レオン。まだいるっけ。それぐらいか。ほ
んと、良かったわ。
松脇：そのクラスは本当に。なんか、授業で、そのー、
典さんが、すぱっと解くことっていうのに、結構ある
じゃない。そういうところでも、授業中に「それ、ど
うやってやったんですか」って言ったら、その、一回、
授業中断して、ここの説明とかしてくれたりとか。「分
かんない」みたいな、全然、入れる。分かんないとこ
ろは本当にすぐ、ぱって質問できて。
後藤：「それ分かんないです」みたいな。
小林：数学、ちょっとそうっすね。いや、でも俺は薄
先生と典さんです。え。いや、典さんは普通に、なんか、
質問しやすいっす。何でも答えてくれる。薄先生は、
あの、東海の 2 日目の数学、問題の一番最後の数列。
あれ、薄先生の授業でやったよね。やったよね、やっ
たよね。なんか、ぽいやつ、やってたんです。それの
おかげで多分できた。で、薄先生っす。大問 1 個っす。
漸化式のやつっす、そうっす。
後藤：あの、薄先生は本当に、難しい解き方しないから、
難しい解き方しないんで、それがめっちゃ自分に合っ
てて。薄先生はやっぱ、もうテキスト、薄先生の 5、6
集 ( 数学Ⅲ) は、だいぶ強くなったと思います。あと計
算も、積分計算、毎日やれみたいな、ずっと言われてて。
それも良かったなと。
松脇：なんか、そのー、ヒラパンは、結構、数学、あ
る程度できる人には結構、寛容なイメージがあるんで
すよ。まあ、やっぱ教え方は本当にうまいですし。あと、
なんでしょうね、結構、その、入試では、まあ、きれ
いに解くことも大事ですけど、計算でごり押すってい
う、そういうほうも大事なんで、僕は結構面倒くさが
りやっていうの、計算でごり押すっていう方法は好き

じゃなかったんですけど、いざやっぱ入試本番になっ
て緊張して、頭が回らなくなったときは、そういった
解き方が本当にためになりました。あと、まあ、太郎
先生は本当に人間的にもいい人で、ヒラパンとは全然
違って。
後藤：太郎先生はもう合わない人いないよ。みんな。
みんな合う。
松脇：実際、直前期のマンツー取ったんですけど、な
んか、普段の授業とは違って、結構奥まったことも話
してくれたりとか。太郎先生は本当に、マンツーでこ
そ光る先生かもしれないって思いました。通常授業は、
結構分かりやすさを追い求めるあまり、あんまり踏み
込んだことも話してくれないんですよ。で、結構、ノー
トにまとめるってことを多分、意識されてる先生なの
で、きちっきちっと、こういう問題がきたらこうやっ
て公式使おうとか、そういうのまとめてくれて、すご
い見やすいんですけど、僕的にはもっと踏み込んだと
ころをやってほしいって思ってたんで。その、やっぱ
通常授業だとちょっと退屈だなと思ってたんです。な
んですけど、マンツー取ってみたら、結構奥まったこ
ととかやってくれて。僕はもうそのおかげで本当に慈
恵受かったかなって感じします、1 次は。

で、化学は、じゃあ後藤君。
後藤：圧倒的、龍さん。もう大好き。龍さんは。本当
に龍さんのプリントが、本当にまとまってて、2 学期、
本当に、まじでイチからやって間に合ったし、結局。
前半やって。なんか、龍さんのプリントは本当に良かっ
た。プリント、それを俺はノートに貼って、直前に、
答えとかも貼って、解法、全部一緒だったのか、違うなっ
てとこもありますね。あと、浅尾先生も、毎日、なんか、
問題見せに行ってっていうのをやってました。
小林：俺は、龍さんもそうなんすけど、原先生が一番。
めっちゃ、なんか・・・丁寧なんですよ。なんか、お
ばかな人でも分かってくれるような、すごい丁寧な解
説してくれるんで、そういう、分かりやすかったっす。
良かったっす。はい。
松脇：化学は、原先生。原先生は本当に真面目な先生で、
なんか、人間的にも尊敬できるのかなって思うんです。
あのー、おすすめなのが、授業の前、朝イチで、過去
問を朝みんなで解いて、その授業始まる前に解いて、
それを授業で答え合わせするっていうのが、確か後期
くらいにやる授業だったんですけど、それやることに
よって、そのー、受験直前期に化学の過去問はいらな
くて、授業でやってくれるんで。解説もしっかりやっ
てもらって復習とかできるんで。

今年いる後輩たちにちょっとアドバイスとか、
何かあれば。
松脇：自分なりの勉強法を 1 学期は本当に模索してほ
しいなって思ってます。で、僕も 1 学期の頃は、朝来
たりとか、例えば、いろんな参考書使ってみたりとか、

卒 業 生 が 語 る
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いろんなことに手出してたんですよ。例えば、数学の
成績が伸びなかったときに、その、後藤と結構、1 学期、
ライバルだったので、後藤が M3 に上がって行ったん
ですよ。で、僕 M4 で、何が違うんだろうなって考え
たときに、数学が全然違ったんですね。で、大して勉
強量変わんないのに、なんでこんな差がつくんだろうっ
て考えたときに、なんか、まあ、いろいろ試行錯誤して、
テキストの復習とか、あとなんか、帰りの電車の中で、
数学の、YouTube に載ってる動画とか見たりとか、い
ろいろしてたんですよね。解法こうやってやればいい
とか、いろんなとこから情報集めてたんですけど、そ
れでも成績上がらなくて、最終的に行き着いた勉強法
が、さっき言った ” 休み時間に勉強する ” っていうやつ。
そうです。なんで、僕もいろんな試行錯誤を経て、そ
のー、自分なりの勉強法見つけたんで、皆さんも本当
に勉強法を見つければ。テキストは代官山のやつがやっ
ぱり大事で、最終的には。代官山のテキストはやっぱ
り基礎を押さえるって意味で大事だから、ちょっとし
たときに数学がちょっと落ち込んだってなったら、テ
キストを見て基礎の復習って使って、で、あとは、単
科なり、そういったものでひたすら問題演習するって
いうのが、やっぱ数学伸ばすのにめちゃくちゃ適して
いるかなと思います。
小林：やっぱり先生の言ったことを、なんか、素直に
聞いていくのが一番だと思いますなんか結局、英語も
音読しろって言われて、俺ずっと音読して。いや、そ
の前はしてなかったっすけど、するようになったら、
すごい伸びたんで、先生の言うことはちゃんと聞いた
ほうがいいなって。まあ、そうっすね、あと、時間、
時間が結構、追われてる人はいると思うんすけど、フフ、
時間追われてるってことは、その、おっきな夢をつか
むためのチャンスだと思うので、フフフ、頑張っても
らいたいです。えーっと、薄先生の名言なんですけど、

『今やってることの意味なんて未来の自分にしか分から
ない』っていうのを、はい。
後藤：うーん、まとめノート、俺はそれのおかげで受かっ
たかなとも思ってて。生物と化学に関しては、生物は
緒方先生のメモとか、FT( 深瀧先生 ) のプリントをもう
自分で、自分の言葉で組み換えて、ノートに、1 冊に
まとめて、もうそれを見るだけでテストは基本いける
し。あとは、なんか、やっぱ毎朝、俺が村上先生にやっ
てもらったみたいに、毎朝なんか、1 問でもいいから、
なんか見せに行くっていうのは習慣になるから、それ
はすごい良かった。俺はそれで、夏なんか村上先生の
マンツー取らなくなって一気に落ちたときがあって、
成績が。やっぱ継続してちゃんと続けるの、大事かな。

物理は野村先生の授業と演習で
極められました。

東京医科大進学　松脇 伊吹 君(高輪高校卒)
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カリキュラムが詰まってて、僕には本当に合ってたか
なと思います。その●MS 時代は物理しかやってなかっ
た、自由な時間が多いんで。アッヘヘヘ。英語はもう、
なんかもう、本当、見たくない、本当にやってなかった。
小林：え、やっぱマンスリーじゃないっすかね。マン
スリーの、なんか、順位によってクラス変わるじゃな
いですか。あれが結構よかったっす。
後藤：いや、去年まじひどくて、なんか iPad が全員に
支給されるんですけど。それで、俺は授業中は野球見
たりしてたし、iPadで。全然、制限がかかってないんで。
で、授業中も出てっちゃってもいいし、自由に。自習
室も 2 人ぐらいしかいなかった。iPad、まあ、最終的
には返すんですけど、自由に何ギガまでも使えるから。
100 ギガとか使ってる子もいました、1 カ月で。映画
とかずっと見て。まあまあ、ひどかったですね。それで、
それ終わって、また浪人して、2 浪目決まったときに、
一応さすがにやばいかなっていうのは感じて。このま
まいったらやばいかなって・・・。でも、そのままいたら、
もう 100 パー駄目だったすね。あと、小林と同じで、
マンスリー、結構、刺激でした。いや、まあ、順位がちゃ
んとしっかり出るから、自分の立ち位置がわかって。
しかも人数もそこそこ多いので。やっぱ前の塾とか、
30 人とかだと、やっぱりそんなあんま意味がないって
いうか。さすがに 100 人ぐらいいれば。まあ、100 人
のなかでの結構マンスリーの結果とかで、行く大学も
結構、みんな、ちゃんと上に受かってるし。なんか、1
番とか取ってる子はちゃんと慈恵とか国立、行くし、
ちゃんと結果に表れてるかなっていうのは、多分、指
標にはしてました。意識はしてたけど、取れなかった。
本当に取れなかった。

１年間振り返って。きつかったこと、苦労した
科目は？
小林：えー、あのー、やっぱ、授業数多いじゃないですか、
ここ。だから、なんか、穴がなくなるっていうか、その、
なんか、生物とかだったら、まじ知らないことがない
レベルぐらいにやらされたんで、結構その、FT( 深瀧先
生)がきつかった。FTがきつかったです。いや、なんか、
最初に言われたのが、おまえだけ厳しくしていくからっ
て言われて。ハハハハハハハ。そう。なんか、めっちゃ
当たりが強くなって、それ、めっちゃきつかったっす。
授業中っす。がんがん来ます。なんか、めっちゃやばかっ
たっすね。答えられないと、え、いや、「周りのやつで
きてんのに、おまえできないんだ」みたいな。いじめ。
ちょっと、軽くいじめっすね。軽くいじめ。アハハハハ。
耐え抜いて。はい。強くなりました。生物の成績、多
分すごいです、偏差値が 65 まで伸びた。
後藤；FT はもう、本当にありがたかったんすね。FT、
マンツーずっと取ってたんで。FT は、なんか、授業が
めっちゃ厳しいんすけど、集団と違って、マンツーは
俺に対しては優しく、励ましたり結構してくれたんで。
化学は、2 学期から、龍さんのマンツーを取って、理

すね。
後藤：俺もテキストだけっすね、もうなんか、結構ぎ
りぎり、ギャンブルに勝った感じ。代官山、受かり過
ぎじゃね？
松脇：いや、でも、ちゃんと。やっぱ自習席とかも、
みんなちゃんとやってるし。
後藤：俺は最後、ブース行って。

後藤くんは村上先生、好きだったよね？
後藤：村上先生、もう大好きだったんで、もういっつ
も面倒見てもらってた。愚痴っていうか、授業でいつも、
なんか、声掛けてくれるから。特に、なんか、めっちゃ
いじられるじゃん。村上先生に俺はいじられてたから。
毎朝、見せに、課題一つ見せに行くように、1 問でも
いいから見せに行くみたいな、朝やってて、まあ、直
前期とかは本当に、本当に励まされた。直前期のマン
ツー。
松脇：村上先生って面倒見がいいから。
後藤：面倒見、いい。本当に、本当に、大好きよ。
松脇：常に、なんか、会ったら声掛けて、いい先生だなっ
て。
後藤：みんなに声掛けるよね。俺がなんか、ちょっと
元気なさそうな顔してると、あの、寄ってきてくれます。
寄ってきて励ましてくれてました。結構。やっぱ俺、
どんどんクラスが落ちてったんで。あ、そうだ。クラス、
なんか、みんな言ったほうがいいと思います。クラスの。
松脇：M4 ですね。M4➡M4➡M4➡M2 ですね。まあ、
一応、順調でしたね。
小林：M2➡M4➡M4➡M4。やばいっす。
後藤：俺は、M4➡M3➡M4➡A1。いや、本当に。なんか、
村上先生にも、なんか、俺の成績は減衰曲線だみたいな、
ずっと言われてたから。アハハハハ。いや、でも、そ
れでも声掛けてくれるとうれしいんですよ。FT にいじ
められて、あれは本当にうれしくない。村上先生にい
じめられんのはうれしい、村上先生は、構ってくれる、

愛があるんです。
松脇：FT は・・・。
後藤：いや、FT( 深瀧先生 ) も愛あるんだけど。
小林：ないだろう。アハハ。俺はまじ、断然、緒方先
生です。はい。毎回、マンスリー終わって、それ見せ
に行くんすけど、数学、まあ、まあまあ、気にしなく
ていいよみたいな、言ってくれたんで、すごいよかっ
たっす。これから数学、やっぱ、きっと、なんか、セ
ンス的なものがあるから、フッフッ、まず英語を伸ば
すとか、英語を伸ばして、そっから数学考えればいい、
みたいな感じで。そうですね。良かった。めっちゃ面
倒見いい。
後藤：授業がもう、神。
小林：神授業だった。え、まじ、出るとこを的確にやっ
てくれる。ちゃんと出るものを全部。そう。ちゃんと
出るんすよ。
後藤：感動、本当に感動。向こうの出題者と結託して
んじゃないの。アハハハハ。いや、本当にそのレベル
で出ます。「ここ出るよ」っつったら、出ます。
小林：本当に出ます。緒方先生は。ま、生物科、結構、
連携取れてんで。
後藤：全員、神授業っていうか。FT も、イシも、ザキ
さんも、山﨑先生も、みんな。
小林：そうですね。みんな、みんな、みんないいんだって。
強いっす。生物科、めっちゃ強いっす、本当に。
後藤：ちょっとタイプも違って。FT は本当に厳しくし
てくれ、オガティーも厳しいときあるけど。
緒方先生、だいぶ厳しいときは厳しい。
小林：うん。みんな個性的だよね。
後藤：イッシーはなんか友達みたいな感じだし、山﨑
先生はお父さんみたいな感じで、なんかもう。

松脇君の場合は？
松脇：えーっと、多分、物理が苦手な人は、あのー、
寺澤先生がおすすめかなって思ってて。で、やっぱり
物理を極めたい人は野村先生か小澤先生で、僕はでも、
野村先生が好きでした。えーっと、何質問しても必ず
答え返ってくるところですね。でも、何ていうんです
かね、結構、原理とか習ってるときに、なんか、ふと
した思い付きで、じゃあ身近にあるこういう現象って
これで説明できますかっていう質問しても、これは
ちょっと違う現象でとかいう話で、どんどん、どんど
ん深く掘り下げてくれたりとか。なんか、結構、自分
の知的好奇心に対して寛容で、何でも答えてくれたん
で助かりました。だから、自分が、予想している以上
の答えが返ってきましたね。あとは、まあ、あの先生、
多分、何でもできるんで、えーっと、なんか数学的な
話とかもしてくれるし。で、化学も得意だったらしい
んで。で、英語も得意で、帰国子女で、なので、なんか、
僕も、その、「ちょっ、英語教えてください」って言っ
たんですけど、そしたら、「僕は英語を勉強したことが
ないので分からない」って言われちゃって。「じゃあど

うやって単語覚えたんですか」って言ったら、その、「本
とか読めば勝手に覚えてく」みたいな。えー、みたいな。
それは何も役に立たない。ハハハ。ちょっと、英語は
無理だなと思って。ずっと物理の話をしてました。微
分方程式とかもやってくれました。なんで、今、本当に、
大学でやってる内容は、野村先生とやったところだなっ
て思って、やってます。全部、説明してくれました。まあ、
楽しかったんで、1 学期は本当に物理ばっかやってま
した。まあ、1 学期、物理やり過ぎて、その、2 学期、
飽きちゃったんです。

うまくいった秘訣とかあれば。合格に。後藤君、
じゃあ。
後藤：うーんと、うまくいった秘訣？だから、春、春に、
えーっと、なんか、最初のボスとの面談で、A8 ぐらい
から頑張っていこうみたいなことを言われて。模試の
結果とか見せて。で、そんときに、まあ、さすがにちょっ
と悔しくて、なんか、さきどり課題みたいな、春休み
の宿題みたいなのをちゃんと 5 周とか。5 周。めっちゃ
ノート、こんぐらい出しました、本当に。それで M4
で入れたんで。のが、でかかったです。そうです。そっ
から勢い乗って M3 にも上がれたし。そっからちょっ
と落ちちゃったんすけど。なんか、でも本当に。あと
はマンツー。春は本当に頑張りました。春は、えーっと、
化学の浅尾先生と、あと、生物の山﨑先生に、もうずっ
と。その 2 人はもう本当、基礎とか固める、ものすご
い良かったんで。春が俺はでかかった、合格するのに。
春、その、ダッシュが切れたのが良かった。あと、周
りがみんな真面目だったのが良かったです。
小林：予習、絶対っすね。全教科やってました。だから、
数学とかはできるだけ予習で考えて。なんか、問題解
いて、何を分かってないのかとかを明確にしてるし、
できるだけ頑張って。予習の段階で自分が分かんない
ところ分かってなくて、予習するようにしたら、結構、
伸びました、成績が。

松脇：えーっと、僕は、朝来るのが無理だったんで・・・。
その朝来ない分を、周りに助けられてじゃないですけ
ど、その分をどこで補うかって考えたときに、やっぱり、
休み時間を勉強しようって思って、僕はもう本当に休
み時間、もう全部、使って勉強して休まず、で、その、
休み時間って何がいいのかって考えたときに、代官山っ
て 20 分って比較的質問できるくらい長い時間あるん
で、その間に、数学とかを予習とか復習するのが本当
にやっぱ自分に合ってて。逆に 20 分超えちゃうと、復
習の効率が落ちるっていうか。そう、時間計ってやれ
たんで、すごい良かったな。そうですね。入試のとき
も多分、テキスト 1 ページに対して、多分かけられる
時間って 12 ～ 13 分くらいだと思うんで、自分でそれ
くらいに、その休み時間 20 分の間で、次の授業の準備
とか考えたときに設けられる時間が 15 分くらいだった
んで、その時間をちょうど、数学の復習に充てると、
効率っていうか。他の人たちが、長い時間をかけて単
調なゆっくりとしたペースで歩いてるのに対して、僕
は短い時間でさくっと。まあ、効率よく、さくさくさく。

いろいろな授業のなかで印象に残った先生と
か。英語から。
松脇：英語は、えーっと、栗原先生です。まあ、あの
人の授業は本当に、まあ、英語もそうなんですけど、
その、読解力っていう部分ですごい助けられたなって
思うんです。なんかその、僕、その、英語だけじゃな
くて日本語とかも苦手なんですよ。その、論理展開と
かがうまくつかめなかったんですけど、それを、その、
英語の構文とかを通しながら、うまく、前後関係とか
をつかんで読解するっていうのが、ものすごく自分に
合って。あれは本当に、その、能力とかあんま必要なく、
ただ授業受けてそのやり方を学んでいっとけば。むし
ろ、なんか、日本語苦手な人にはおすすめかなと思い
ます。
小林：え、俺は三ツ橋先生ですかね。ミッツーっす。
なんか、あの人、結構、文法がちょっと強いんですけど、
なんか、いっぱい問題。自分で作って、なんか、全然、
解けないような問題も持ってくるんすよ。間違えやす
いやつ。ああいうの、すごいなって思います。文法は
あの人のおかげで結構、強くなりました。
後藤：ああ、えーっと、良平、田中良平先生は、俺は
なんか、英語、本当に、俺も松脇と一緒で勉強してなかっ
たから。でも単語は俺は好き、大好きだったんで、単
語だけしっかりやってて。良平はもう、それをもう、
本当に異次元なレベルで単語広げるんで、それは俺、
楽しくて。単語すごい。もう本当に。変態です。
ホワイトボード全部、埋まります、本当に。単語で。
小林：お経みたいっすよ。単語で埋まる。2 周する。
松脇：全部、埋まったのを 2 周するぐらい。
後藤：本当にお経みたい。それをまとめたりして覚え
るんです。1 個の単語がもう、まじで 100 個ぐらいに
なる。本当にすごい。派生して、同じ意味の単語で、そっ

からなんか、また派生させて。良平は結構さ、いじる
からさ。堅そうだけど、結構、楽しい。なんか、しゃ
べりやすいから。だいぶ、いじりやすい。それとあと
北林先生が俺はもう大好きで、俺と多分、フルカワ ( 古
川遼：東海大医学部進学 ) の 2 人とも。なんか、熱くて、
面倒見、良くて。熱い。なんか、え、でも、本当に熱いっ
ていうか、面倒見が本当に良くて。生徒のこと、みん
な下の名前で呼んでくれるんすけど。なんか、そうい
うの含めて、なんか、本当に元気が出ると。北林先生
は好きでしたね。受験直前、2 学期ぐらいからマンツー
取ってます。役に立ちました。文法を中心にやっても
らって。
松脇：あのー、良平先生、あの、授業のスピードがめちゃ
めちゃ速いんですよね。そのー、なんで、僕は、その、
受験期直前っていうか、やってましたね。えーっと、
あの、多分。僕は過去問演習ずうっとやってたんです
けど、本当に 1 コマで 2 年分くらいずつ解いてました。
なんで、本当に直前期に、その、過去問演習したいと
かそういうのになったら、良平先生はおすすめですし。
速いですね。良平先生は本当にもう。解いて、時間計っ
てやるんですけど、ものすごく目標のレベルが高いん
ですね、良平先生。目標って、何つうの、ものすごい
英語できるやつでも、例えば、慈恵合格レベルってあっ
たら、それよりも 5 分くらい短く解いてほしいと、そ
ういうの平気に言ってくるんですけど、まあ、そのお
かげですいすいスピードが、スピードっていうか、授
業が進んでくんで、直前期には本当におすすめかなと。
後藤：英語苦手な人は栗原先生と、俺は北林先生。本当、
苦手な子は絶対。良平はやっぱ、ちょっと難しいとこ
も入るから。
松脇：レベルが高い。良平のレベルも高いしスピード
も速いんで、できない人だと、どんどん置いてかれちゃ
うっていうか、なかなか難しい。

数学は？　
松脇：数学は、代官山の数学の先生は本当にみんない
い先生ばっかりで。僕が今まで、中高とか、Y●S とか
で受けた先生とかと比べても、やっぱ、代官山の先生
のほうがやっぱ全然いい先生ばっかだなと思ってて。
基本的に、数学の先生は全員、本当にいい先生ばっか
りだと思います。一番お世話になったの、多分、薄先
生かなとは思うんですけど。典さんも授業楽しかった
なって。
後藤：楽しかったな。典さんの授業、楽しかった。
松脇：最初のクラスが M4 で、後藤と一緒だったんで
すけど、そのクラスは、何発言してもいいみたいな、
そういう授業で。
後藤：クラスのメンバーが良かったので。あったかい
クラスで、本当。今でもみんなで会ったりするし。
スギウラさん ( 愛知医科大進学：杉浦るみの )、とかハ
シモトさん ( 日本大医学部進学：橋本麻莉夏 )、フルカ
ワさん ( 日本医科大進学：古川優奈 )。あ、アカサカ ( 近

畿大医学部進学：赤坂政哉 )。
松脇：ハッハッハッハッ、レオン忘れてない？　ちょっ
と。
後藤：あぶね、ヘッヘッ。あ、レオン(杏林大医学部進学：
永野玲音 )、レオン。まだいるっけ。それぐらいか。ほ
んと、良かったわ。
松脇：そのクラスは本当に。なんか、授業で、そのー、
典さんが、すぱっと解くことっていうのに、結構ある
じゃない。そういうところでも、授業中に「それ、ど
うやってやったんですか」って言ったら、その、一回、
授業中断して、ここの説明とかしてくれたりとか。「分
かんない」みたいな、全然、入れる。分かんないとこ
ろは本当にすぐ、ぱって質問できて。
後藤：「それ分かんないです」みたいな。
小林：数学、ちょっとそうっすね。いや、でも俺は薄
先生と典さんです。え。いや、典さんは普通に、なんか、
質問しやすいっす。何でも答えてくれる。薄先生は、
あの、東海の 2 日目の数学、問題の一番最後の数列。
あれ、薄先生の授業でやったよね。やったよね、やっ
たよね。なんか、ぽいやつ、やってたんです。それの
おかげで多分できた。で、薄先生っす。大問 1 個っす。
漸化式のやつっす、そうっす。
後藤：あの、薄先生は本当に、難しい解き方しないから、
難しい解き方しないんで、それがめっちゃ自分に合っ
てて。薄先生はやっぱ、もうテキスト、薄先生の 5、6
集 ( 数学Ⅲ) は、だいぶ強くなったと思います。あと計
算も、積分計算、毎日やれみたいな、ずっと言われてて。
それも良かったなと。
松脇：なんか、そのー、ヒラパンは、結構、数学、あ
る程度できる人には結構、寛容なイメージがあるんで
すよ。まあ、やっぱ教え方は本当にうまいですし。あと、
なんでしょうね、結構、その、入試では、まあ、きれ
いに解くことも大事ですけど、計算でごり押すってい
う、そういうほうも大事なんで、僕は結構面倒くさが
りやっていうの、計算でごり押すっていう方法は好き

じゃなかったんですけど、いざやっぱ入試本番になっ
て緊張して、頭が回らなくなったときは、そういった
解き方が本当にためになりました。あと、まあ、太郎
先生は本当に人間的にもいい人で、ヒラパンとは全然
違って。
後藤：太郎先生はもう合わない人いないよ。みんな。
みんな合う。
松脇：実際、直前期のマンツー取ったんですけど、な
んか、普段の授業とは違って、結構奥まったことも話
してくれたりとか。太郎先生は本当に、マンツーでこ
そ光る先生かもしれないって思いました。通常授業は、
結構分かりやすさを追い求めるあまり、あんまり踏み
込んだことも話してくれないんですよ。で、結構、ノー
トにまとめるってことを多分、意識されてる先生なの
で、きちっきちっと、こういう問題がきたらこうやっ
て公式使おうとか、そういうのまとめてくれて、すご
い見やすいんですけど、僕的にはもっと踏み込んだと
ころをやってほしいって思ってたんで。その、やっぱ
通常授業だとちょっと退屈だなと思ってたんです。な
んですけど、マンツー取ってみたら、結構奥まったこ
ととかやってくれて。僕はもうそのおかげで本当に慈
恵受かったかなって感じします、1 次は。

で、化学は、じゃあ後藤君。
後藤：圧倒的、龍さん。もう大好き。龍さんは。本当
に龍さんのプリントが、本当にまとまってて、2 学期、
本当に、まじでイチからやって間に合ったし、結局。
前半やって。なんか、龍さんのプリントは本当に良かっ
た。プリント、それを俺はノートに貼って、直前に、
答えとかも貼って、解法、全部一緒だったのか、違うなっ
てとこもありますね。あと、浅尾先生も、毎日、なんか、
問題見せに行ってっていうのをやってました。
小林：俺は、龍さんもそうなんすけど、原先生が一番。
めっちゃ、なんか・・・丁寧なんですよ。なんか、お
ばかな人でも分かってくれるような、すごい丁寧な解
説してくれるんで、そういう、分かりやすかったっす。
良かったっす。はい。
松脇：化学は、原先生。原先生は本当に真面目な先生で、
なんか、人間的にも尊敬できるのかなって思うんです。
あのー、おすすめなのが、授業の前、朝イチで、過去
問を朝みんなで解いて、その授業始まる前に解いて、
それを授業で答え合わせするっていうのが、確か後期
くらいにやる授業だったんですけど、それやることに
よって、そのー、受験直前期に化学の過去問はいらな
くて、授業でやってくれるんで。解説もしっかりやっ
てもらって復習とかできるんで。

今年いる後輩たちにちょっとアドバイスとか、
何かあれば。
松脇：自分なりの勉強法を 1 学期は本当に模索してほ
しいなって思ってます。で、僕も 1 学期の頃は、朝来
たりとか、例えば、いろんな参考書使ってみたりとか、

卒 業 生 が 語 る
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いろんなことに手出してたんですよ。例えば、数学の
成績が伸びなかったときに、その、後藤と結構、1 学期、
ライバルだったので、後藤が M3 に上がって行ったん
ですよ。で、僕 M4 で、何が違うんだろうなって考え
たときに、数学が全然違ったんですね。で、大して勉
強量変わんないのに、なんでこんな差がつくんだろうっ
て考えたときに、なんか、まあ、いろいろ試行錯誤して、
テキストの復習とか、あとなんか、帰りの電車の中で、
数学の、YouTube に載ってる動画とか見たりとか、い
ろいろしてたんですよね。解法こうやってやればいい
とか、いろんなとこから情報集めてたんですけど、そ
れでも成績上がらなくて、最終的に行き着いた勉強法
が、さっき言った ” 休み時間に勉強する ” っていうやつ。
そうです。なんで、僕もいろんな試行錯誤を経て、そ
のー、自分なりの勉強法見つけたんで、皆さんも本当
に勉強法を見つければ。テキストは代官山のやつがやっ
ぱり大事で、最終的には。代官山のテキストはやっぱ
り基礎を押さえるって意味で大事だから、ちょっとし
たときに数学がちょっと落ち込んだってなったら、テ
キストを見て基礎の復習って使って、で、あとは、単
科なり、そういったものでひたすら問題演習するって
いうのが、やっぱ数学伸ばすのにめちゃくちゃ適して
いるかなと思います。
小林：やっぱり先生の言ったことを、なんか、素直に
聞いていくのが一番だと思いますなんか結局、英語も
音読しろって言われて、俺ずっと音読して。いや、そ
の前はしてなかったっすけど、するようになったら、
すごい伸びたんで、先生の言うことはちゃんと聞いた
ほうがいいなって。まあ、そうっすね、あと、時間、
時間が結構、追われてる人はいると思うんすけど、フフ、
時間追われてるってことは、その、おっきな夢をつか
むためのチャンスだと思うので、フフフ、頑張っても
らいたいです。えーっと、薄先生の名言なんですけど、

『今やってることの意味なんて未来の自分にしか分から
ない』っていうのを、はい。
後藤：うーん、まとめノート、俺はそれのおかげで受かっ
たかなとも思ってて。生物と化学に関しては、生物は
緒方先生のメモとか、FT( 深瀧先生 ) のプリントをもう
自分で、自分の言葉で組み換えて、ノートに、1 冊に
まとめて、もうそれを見るだけでテストは基本いける
し。あとは、なんか、やっぱ毎朝、俺が村上先生にやっ
てもらったみたいに、毎朝なんか、1 問でもいいから、
なんか見せに行くっていうのは習慣になるから、それ
はすごい良かった。俺はそれで、夏なんか村上先生の
マンツー取らなくなって一気に落ちたときがあって、
成績が。やっぱ継続してちゃんと続けるの、大事かな。授業がもう、神。

杏林大医学部進学　後藤 駿太 君(桐朋高校卒))

カリキュラムが詰まってて、僕には本当に合ってたか
なと思います。その●MS 時代は物理しかやってなかっ
た、自由な時間が多いんで。アッヘヘヘ。英語はもう、
なんかもう、本当、見たくない、本当にやってなかった。
小林：え、やっぱマンスリーじゃないっすかね。マン
スリーの、なんか、順位によってクラス変わるじゃな
いですか。あれが結構よかったっす。
後藤：いや、去年まじひどくて、なんか iPad が全員に
支給されるんですけど。それで、俺は授業中は野球見
たりしてたし、iPadで。全然、制限がかかってないんで。
で、授業中も出てっちゃってもいいし、自由に。自習
室も 2 人ぐらいしかいなかった。iPad、まあ、最終的
には返すんですけど、自由に何ギガまでも使えるから。
100 ギガとか使ってる子もいました、1 カ月で。映画
とかずっと見て。まあまあ、ひどかったですね。それで、
それ終わって、また浪人して、2 浪目決まったときに、
一応さすがにやばいかなっていうのは感じて。このま
まいったらやばいかなって・・・。でも、そのままいたら、
もう 100 パー駄目だったすね。あと、小林と同じで、
マンスリー、結構、刺激でした。いや、まあ、順位がちゃ
んとしっかり出るから、自分の立ち位置がわかって。
しかも人数もそこそこ多いので。やっぱ前の塾とか、
30 人とかだと、やっぱりそんなあんま意味がないって
いうか。さすがに 100 人ぐらいいれば。まあ、100 人
のなかでの結構マンスリーの結果とかで、行く大学も
結構、みんな、ちゃんと上に受かってるし。なんか、1
番とか取ってる子はちゃんと慈恵とか国立、行くし、
ちゃんと結果に表れてるかなっていうのは、多分、指
標にはしてました。意識はしてたけど、取れなかった。
本当に取れなかった。

１年間振り返って。きつかったこと、苦労した
科目は？
小林：えー、あのー、やっぱ、授業数多いじゃないですか、
ここ。だから、なんか、穴がなくなるっていうか、その、
なんか、生物とかだったら、まじ知らないことがない
レベルぐらいにやらされたんで、結構その、FT( 深瀧先
生)がきつかった。FTがきつかったです。いや、なんか、
最初に言われたのが、おまえだけ厳しくしていくからっ
て言われて。ハハハハハハハ。そう。なんか、めっちゃ
当たりが強くなって、それ、めっちゃきつかったっす。
授業中っす。がんがん来ます。なんか、めっちゃやばかっ
たっすね。答えられないと、え、いや、「周りのやつで
きてんのに、おまえできないんだ」みたいな。いじめ。
ちょっと、軽くいじめっすね。軽くいじめ。アハハハハ。
耐え抜いて。はい。強くなりました。生物の成績、多
分すごいです、偏差値が 65 まで伸びた。
後藤；FT はもう、本当にありがたかったんすね。FT、
マンツーずっと取ってたんで。FT は、なんか、授業が
めっちゃ厳しいんすけど、集団と違って、マンツーは
俺に対しては優しく、励ましたり結構してくれたんで。
化学は、2 学期から、龍さんのマンツーを取って、理

すね。
後藤：俺もテキストだけっすね、もうなんか、結構ぎ
りぎり、ギャンブルに勝った感じ。代官山、受かり過
ぎじゃね？
松脇：いや、でも、ちゃんと。やっぱ自習席とかも、
みんなちゃんとやってるし。
後藤：俺は最後、ブース行って。

後藤くんは村上先生、好きだったよね？
後藤：村上先生、もう大好きだったんで、もういっつ
も面倒見てもらってた。愚痴っていうか、授業でいつも、
なんか、声掛けてくれるから。特に、なんか、めっちゃ
いじられるじゃん。村上先生に俺はいじられてたから。
毎朝、見せに、課題一つ見せに行くように、1 問でも
いいから見せに行くみたいな、朝やってて、まあ、直
前期とかは本当に、本当に励まされた。直前期のマン
ツー。
松脇：村上先生って面倒見がいいから。
後藤：面倒見、いい。本当に、本当に、大好きよ。
松脇：常に、なんか、会ったら声掛けて、いい先生だなっ
て。
後藤：みんなに声掛けるよね。俺がなんか、ちょっと
元気なさそうな顔してると、あの、寄ってきてくれます。
寄ってきて励ましてくれてました。結構。やっぱ俺、
どんどんクラスが落ちてったんで。あ、そうだ。クラス、
なんか、みんな言ったほうがいいと思います。クラスの。
松脇：M4 ですね。M4➡M4➡M4➡M2 ですね。まあ、
一応、順調でしたね。
小林：M2➡M4➡M4➡M4。やばいっす。
後藤：俺は、M4➡M3➡M4➡A1。いや、本当に。なんか、
村上先生にも、なんか、俺の成績は減衰曲線だみたいな、
ずっと言われてたから。アハハハハ。いや、でも、そ
れでも声掛けてくれるとうれしいんですよ。FT にいじ
められて、あれは本当にうれしくない。村上先生にい
じめられんのはうれしい、村上先生は、構ってくれる、

愛があるんです。
松脇：FT は・・・。
後藤：いや、FT( 深瀧先生 ) も愛あるんだけど。
小林：ないだろう。アハハ。俺はまじ、断然、緒方先
生です。はい。毎回、マンスリー終わって、それ見せ
に行くんすけど、数学、まあ、まあまあ、気にしなく
ていいよみたいな、言ってくれたんで、すごいよかっ
たっす。これから数学、やっぱ、きっと、なんか、セ
ンス的なものがあるから、フッフッ、まず英語を伸ば
すとか、英語を伸ばして、そっから数学考えればいい、
みたいな感じで。そうですね。良かった。めっちゃ面
倒見いい。
後藤：授業がもう、神。
小林：神授業だった。え、まじ、出るとこを的確にやっ
てくれる。ちゃんと出るものを全部。そう。ちゃんと
出るんすよ。
後藤：感動、本当に感動。向こうの出題者と結託して
んじゃないの。アハハハハ。いや、本当にそのレベル
で出ます。「ここ出るよ」っつったら、出ます。
小林：本当に出ます。緒方先生は。ま、生物科、結構、
連携取れてんで。
後藤：全員、神授業っていうか。FT も、イシも、ザキ
さんも、山﨑先生も、みんな。
小林：そうですね。みんな、みんな、みんないいんだって。
強いっす。生物科、めっちゃ強いっす、本当に。
後藤：ちょっとタイプも違って。FT は本当に厳しくし
てくれ、オガティーも厳しいときあるけど。
緒方先生、だいぶ厳しいときは厳しい。
小林：うん。みんな個性的だよね。
後藤：イッシーはなんか友達みたいな感じだし、山﨑
先生はお父さんみたいな感じで、なんかもう。

松脇君の場合は？
松脇：えーっと、多分、物理が苦手な人は、あのー、
寺澤先生がおすすめかなって思ってて。で、やっぱり
物理を極めたい人は野村先生か小澤先生で、僕はでも、
野村先生が好きでした。えーっと、何質問しても必ず
答え返ってくるところですね。でも、何ていうんです
かね、結構、原理とか習ってるときに、なんか、ふと
した思い付きで、じゃあ身近にあるこういう現象って
これで説明できますかっていう質問しても、これは
ちょっと違う現象でとかいう話で、どんどん、どんど
ん深く掘り下げてくれたりとか。なんか、結構、自分
の知的好奇心に対して寛容で、何でも答えてくれたん
で助かりました。だから、自分が、予想している以上
の答えが返ってきましたね。あとは、まあ、あの先生、
多分、何でもできるんで、えーっと、なんか数学的な
話とかもしてくれるし。で、化学も得意だったらしい
んで。で、英語も得意で、帰国子女で、なので、なんか、
僕も、その、「ちょっ、英語教えてください」って言っ
たんですけど、そしたら、「僕は英語を勉強したことが
ないので分からない」って言われちゃって。「じゃあど

うやって単語覚えたんですか」って言ったら、その、「本
とか読めば勝手に覚えてく」みたいな。えー、みたいな。
それは何も役に立たない。ハハハ。ちょっと、英語は
無理だなと思って。ずっと物理の話をしてました。微
分方程式とかもやってくれました。なんで、今、本当に、
大学でやってる内容は、野村先生とやったところだなっ
て思って、やってます。全部、説明してくれました。まあ、
楽しかったんで、1 学期は本当に物理ばっかやってま
した。まあ、1 学期、物理やり過ぎて、その、2 学期、
飽きちゃったんです。

うまくいった秘訣とかあれば。合格に。後藤君、
じゃあ。
後藤：うーんと、うまくいった秘訣？だから、春、春に、
えーっと、なんか、最初のボスとの面談で、A8 ぐらい
から頑張っていこうみたいなことを言われて。模試の
結果とか見せて。で、そんときに、まあ、さすがにちょっ
と悔しくて、なんか、さきどり課題みたいな、春休み
の宿題みたいなのをちゃんと 5 周とか。5 周。めっちゃ
ノート、こんぐらい出しました、本当に。それで M4
で入れたんで。のが、でかかったです。そうです。そっ
から勢い乗って M3 にも上がれたし。そっからちょっ
と落ちちゃったんすけど。なんか、でも本当に。あと
はマンツー。春は本当に頑張りました。春は、えーっと、
化学の浅尾先生と、あと、生物の山﨑先生に、もうずっ
と。その 2 人はもう本当、基礎とか固める、ものすご
い良かったんで。春が俺はでかかった、合格するのに。
春、その、ダッシュが切れたのが良かった。あと、周
りがみんな真面目だったのが良かったです。
小林：予習、絶対っすね。全教科やってました。だから、
数学とかはできるだけ予習で考えて。なんか、問題解
いて、何を分かってないのかとかを明確にしてるし、
できるだけ頑張って。予習の段階で自分が分かんない
ところ分かってなくて、予習するようにしたら、結構、
伸びました、成績が。

松脇：えーっと、僕は、朝来るのが無理だったんで・・・。
その朝来ない分を、周りに助けられてじゃないですけ
ど、その分をどこで補うかって考えたときに、やっぱり、
休み時間を勉強しようって思って、僕はもう本当に休
み時間、もう全部、使って勉強して休まず、で、その、
休み時間って何がいいのかって考えたときに、代官山っ
て 20 分って比較的質問できるくらい長い時間あるん
で、その間に、数学とかを予習とか復習するのが本当
にやっぱ自分に合ってて。逆に 20 分超えちゃうと、復
習の効率が落ちるっていうか。そう、時間計ってやれ
たんで、すごい良かったな。そうですね。入試のとき
も多分、テキスト 1 ページに対して、多分かけられる
時間って 12 ～ 13 分くらいだと思うんで、自分でそれ
くらいに、その休み時間 20 分の間で、次の授業の準備
とか考えたときに設けられる時間が 15 分くらいだった
んで、その時間をちょうど、数学の復習に充てると、
効率っていうか。他の人たちが、長い時間をかけて単
調なゆっくりとしたペースで歩いてるのに対して、僕
は短い時間でさくっと。まあ、効率よく、さくさくさく。

いろいろな授業のなかで印象に残った先生と
か。英語から。
松脇：英語は、えーっと、栗原先生です。まあ、あの
人の授業は本当に、まあ、英語もそうなんですけど、
その、読解力っていう部分ですごい助けられたなって
思うんです。なんかその、僕、その、英語だけじゃな
くて日本語とかも苦手なんですよ。その、論理展開と
かがうまくつかめなかったんですけど、それを、その、
英語の構文とかを通しながら、うまく、前後関係とか
をつかんで読解するっていうのが、ものすごく自分に
合って。あれは本当に、その、能力とかあんま必要なく、
ただ授業受けてそのやり方を学んでいっとけば。むし
ろ、なんか、日本語苦手な人にはおすすめかなと思い
ます。
小林：え、俺は三ツ橋先生ですかね。ミッツーっす。
なんか、あの人、結構、文法がちょっと強いんですけど、
なんか、いっぱい問題。自分で作って、なんか、全然、
解けないような問題も持ってくるんすよ。間違えやす
いやつ。ああいうの、すごいなって思います。文法は
あの人のおかげで結構、強くなりました。
後藤：ああ、えーっと、良平、田中良平先生は、俺は
なんか、英語、本当に、俺も松脇と一緒で勉強してなかっ
たから。でも単語は俺は好き、大好きだったんで、単
語だけしっかりやってて。良平はもう、それをもう、
本当に異次元なレベルで単語広げるんで、それは俺、
楽しくて。単語すごい。もう本当に。変態です。
ホワイトボード全部、埋まります、本当に。単語で。
小林：お経みたいっすよ。単語で埋まる。2 周する。
松脇：全部、埋まったのを 2 周するぐらい。
後藤：本当にお経みたい。それをまとめたりして覚え
るんです。1 個の単語がもう、まじで 100 個ぐらいに
なる。本当にすごい。派生して、同じ意味の単語で、そっ

からなんか、また派生させて。良平は結構さ、いじる
からさ。堅そうだけど、結構、楽しい。なんか、しゃ
べりやすいから。だいぶ、いじりやすい。それとあと
北林先生が俺はもう大好きで、俺と多分、フルカワ ( 古
川遼：東海大医学部進学 ) の 2 人とも。なんか、熱くて、
面倒見、良くて。熱い。なんか、え、でも、本当に熱いっ
ていうか、面倒見が本当に良くて。生徒のこと、みん
な下の名前で呼んでくれるんすけど。なんか、そうい
うの含めて、なんか、本当に元気が出ると。北林先生
は好きでしたね。受験直前、2 学期ぐらいからマンツー
取ってます。役に立ちました。文法を中心にやっても
らって。
松脇：あのー、良平先生、あの、授業のスピードがめちゃ
めちゃ速いんですよね。そのー、なんで、僕は、その、
受験期直前っていうか、やってましたね。えーっと、
あの、多分。僕は過去問演習ずうっとやってたんです
けど、本当に 1 コマで 2 年分くらいずつ解いてました。
なんで、本当に直前期に、その、過去問演習したいと
かそういうのになったら、良平先生はおすすめですし。
速いですね。良平先生は本当にもう。解いて、時間計っ
てやるんですけど、ものすごく目標のレベルが高いん
ですね、良平先生。目標って、何つうの、ものすごい
英語できるやつでも、例えば、慈恵合格レベルってあっ
たら、それよりも 5 分くらい短く解いてほしいと、そ
ういうの平気に言ってくるんですけど、まあ、そのお
かげですいすいスピードが、スピードっていうか、授
業が進んでくんで、直前期には本当におすすめかなと。
後藤：英語苦手な人は栗原先生と、俺は北林先生。本当、
苦手な子は絶対。良平はやっぱ、ちょっと難しいとこ
も入るから。
松脇：レベルが高い。良平のレベルも高いしスピード
も速いんで、できない人だと、どんどん置いてかれちゃ
うっていうか、なかなか難しい。

数学は？　
松脇：数学は、代官山の数学の先生は本当にみんない
い先生ばっかりで。僕が今まで、中高とか、Y●S とか
で受けた先生とかと比べても、やっぱ、代官山の先生
のほうがやっぱ全然いい先生ばっかだなと思ってて。
基本的に、数学の先生は全員、本当にいい先生ばっか
りだと思います。一番お世話になったの、多分、薄先
生かなとは思うんですけど。典さんも授業楽しかった
なって。
後藤：楽しかったな。典さんの授業、楽しかった。
松脇：最初のクラスが M4 で、後藤と一緒だったんで
すけど、そのクラスは、何発言してもいいみたいな、
そういう授業で。
後藤：クラスのメンバーが良かったので。あったかい
クラスで、本当。今でもみんなで会ったりするし。
スギウラさん ( 愛知医科大進学：杉浦るみの )、とかハ
シモトさん ( 日本大医学部進学：橋本麻莉夏 )、フルカ
ワさん ( 日本医科大進学：古川優奈 )。あ、アカサカ ( 近

畿大医学部進学：赤坂政哉 )。
松脇：ハッハッハッハッ、レオン忘れてない？　ちょっ
と。
後藤：あぶね、ヘッヘッ。あ、レオン(杏林大医学部進学：
永野玲音 )、レオン。まだいるっけ。それぐらいか。ほ
んと、良かったわ。
松脇：そのクラスは本当に。なんか、授業で、そのー、
典さんが、すぱっと解くことっていうのに、結構ある
じゃない。そういうところでも、授業中に「それ、ど
うやってやったんですか」って言ったら、その、一回、
授業中断して、ここの説明とかしてくれたりとか。「分
かんない」みたいな、全然、入れる。分かんないとこ
ろは本当にすぐ、ぱって質問できて。
後藤：「それ分かんないです」みたいな。
小林：数学、ちょっとそうっすね。いや、でも俺は薄
先生と典さんです。え。いや、典さんは普通に、なんか、
質問しやすいっす。何でも答えてくれる。薄先生は、
あの、東海の 2 日目の数学、問題の一番最後の数列。
あれ、薄先生の授業でやったよね。やったよね、やっ
たよね。なんか、ぽいやつ、やってたんです。それの
おかげで多分できた。で、薄先生っす。大問 1 個っす。
漸化式のやつっす、そうっす。
後藤：あの、薄先生は本当に、難しい解き方しないから、
難しい解き方しないんで、それがめっちゃ自分に合っ
てて。薄先生はやっぱ、もうテキスト、薄先生の 5、6
集 ( 数学Ⅲ) は、だいぶ強くなったと思います。あと計
算も、積分計算、毎日やれみたいな、ずっと言われてて。
それも良かったなと。
松脇：なんか、そのー、ヒラパンは、結構、数学、あ
る程度できる人には結構、寛容なイメージがあるんで
すよ。まあ、やっぱ教え方は本当にうまいですし。あと、
なんでしょうね、結構、その、入試では、まあ、きれ
いに解くことも大事ですけど、計算でごり押すってい
う、そういうほうも大事なんで、僕は結構面倒くさが
りやっていうの、計算でごり押すっていう方法は好き

じゃなかったんですけど、いざやっぱ入試本番になっ
て緊張して、頭が回らなくなったときは、そういった
解き方が本当にためになりました。あと、まあ、太郎
先生は本当に人間的にもいい人で、ヒラパンとは全然
違って。
後藤：太郎先生はもう合わない人いないよ。みんな。
みんな合う。
松脇：実際、直前期のマンツー取ったんですけど、な
んか、普段の授業とは違って、結構奥まったことも話
してくれたりとか。太郎先生は本当に、マンツーでこ
そ光る先生かもしれないって思いました。通常授業は、
結構分かりやすさを追い求めるあまり、あんまり踏み
込んだことも話してくれないんですよ。で、結構、ノー
トにまとめるってことを多分、意識されてる先生なの
で、きちっきちっと、こういう問題がきたらこうやっ
て公式使おうとか、そういうのまとめてくれて、すご
い見やすいんですけど、僕的にはもっと踏み込んだと
ころをやってほしいって思ってたんで。その、やっぱ
通常授業だとちょっと退屈だなと思ってたんです。な
んですけど、マンツー取ってみたら、結構奥まったこ
ととかやってくれて。僕はもうそのおかげで本当に慈
恵受かったかなって感じします、1 次は。

で、化学は、じゃあ後藤君。
後藤：圧倒的、龍さん。もう大好き。龍さんは。本当
に龍さんのプリントが、本当にまとまってて、2 学期、
本当に、まじでイチからやって間に合ったし、結局。
前半やって。なんか、龍さんのプリントは本当に良かっ
た。プリント、それを俺はノートに貼って、直前に、
答えとかも貼って、解法、全部一緒だったのか、違うなっ
てとこもありますね。あと、浅尾先生も、毎日、なんか、
問題見せに行ってっていうのをやってました。
小林：俺は、龍さんもそうなんすけど、原先生が一番。
めっちゃ、なんか・・・丁寧なんですよ。なんか、お
ばかな人でも分かってくれるような、すごい丁寧な解
説してくれるんで、そういう、分かりやすかったっす。
良かったっす。はい。
松脇：化学は、原先生。原先生は本当に真面目な先生で、
なんか、人間的にも尊敬できるのかなって思うんです。
あのー、おすすめなのが、授業の前、朝イチで、過去
問を朝みんなで解いて、その授業始まる前に解いて、
それを授業で答え合わせするっていうのが、確か後期
くらいにやる授業だったんですけど、それやることに
よって、そのー、受験直前期に化学の過去問はいらな
くて、授業でやってくれるんで。解説もしっかりやっ
てもらって復習とかできるんで。

今年いる後輩たちにちょっとアドバイスとか、
何かあれば。
松脇：自分なりの勉強法を 1 学期は本当に模索してほ
しいなって思ってます。で、僕も 1 学期の頃は、朝来
たりとか、例えば、いろんな参考書使ってみたりとか、

卒 業 生 が 語 る
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いろんなことに手出してたんですよ。例えば、数学の
成績が伸びなかったときに、その、後藤と結構、1 学期、
ライバルだったので、後藤が M3 に上がって行ったん
ですよ。で、僕 M4 で、何が違うんだろうなって考え
たときに、数学が全然違ったんですね。で、大して勉
強量変わんないのに、なんでこんな差がつくんだろうっ
て考えたときに、なんか、まあ、いろいろ試行錯誤して、
テキストの復習とか、あとなんか、帰りの電車の中で、
数学の、YouTube に載ってる動画とか見たりとか、い
ろいろしてたんですよね。解法こうやってやればいい
とか、いろんなとこから情報集めてたんですけど、そ
れでも成績上がらなくて、最終的に行き着いた勉強法
が、さっき言った ” 休み時間に勉強する ” っていうやつ。
そうです。なんで、僕もいろんな試行錯誤を経て、そ
のー、自分なりの勉強法見つけたんで、皆さんも本当
に勉強法を見つければ。テキストは代官山のやつがやっ
ぱり大事で、最終的には。代官山のテキストはやっぱ
り基礎を押さえるって意味で大事だから、ちょっとし
たときに数学がちょっと落ち込んだってなったら、テ
キストを見て基礎の復習って使って、で、あとは、単
科なり、そういったものでひたすら問題演習するって
いうのが、やっぱ数学伸ばすのにめちゃくちゃ適して
いるかなと思います。
小林：やっぱり先生の言ったことを、なんか、素直に
聞いていくのが一番だと思いますなんか結局、英語も
音読しろって言われて、俺ずっと音読して。いや、そ
の前はしてなかったっすけど、するようになったら、
すごい伸びたんで、先生の言うことはちゃんと聞いた
ほうがいいなって。まあ、そうっすね、あと、時間、
時間が結構、追われてる人はいると思うんすけど、フフ、
時間追われてるってことは、その、おっきな夢をつか
むためのチャンスだと思うので、フフフ、頑張っても
らいたいです。えーっと、薄先生の名言なんですけど、

『今やってることの意味なんて未来の自分にしか分から
ない』っていうのを、はい。
後藤：うーん、まとめノート、俺はそれのおかげで受かっ
たかなとも思ってて。生物と化学に関しては、生物は
緒方先生のメモとか、FT( 深瀧先生 ) のプリントをもう
自分で、自分の言葉で組み換えて、ノートに、1 冊に
まとめて、もうそれを見るだけでテストは基本いける
し。あとは、なんか、やっぱ毎朝、俺が村上先生にやっ
てもらったみたいに、毎朝なんか、1 問でもいいから、
なんか見せに行くっていうのは習慣になるから、それ
はすごい良かった。俺はそれで、夏なんか村上先生の
マンツー取らなくなって一気に落ちたときがあって、
成績が。やっぱ継続してちゃんと続けるの、大事かな。

物理は野村先生の授業と演習で
極められました。

東京医科大進学　松脇 伊吹 君(高輪高校卒)
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まず、進学先をそれぞれお願いします。じゃあ、
イブキ君から。
松脇：あ、はい。松脇イブキ（伊吹）です。東京医科
大学に進学しました。最終的に受かったとこは、えーっ
と、東医と岩手、愛知、東北医科、で、東医です。
小林：えーっと、小林徳秀です。受かった大学は、東
海と日本大学っす。
後藤：後藤駿太です。1 次は、愛知と杏林と福岡と昭和。
昭和、来てほしかったっす。2 次は、愛知と、杏林で、
福岡は 2 次受けてないです。棄権で、ハハハハ。

代官山を選んだきっかけなどあれば。
松脇：僕は、あの、知り合いの人の紹介で入りました。
誰だっけ。えーっと、サンドウさん。お父さんと、僕
のお父さんと山藤さん(順天堂大医学部進学：山藤理奈)
のお母さんの知り合い関係で。多分そうっす。で、な
んかまあ、1 浪のときに通ってた、前通ってた塾で
は・・・。あ、●MS です。いや、なんか、まあ、あん
まり成績が伸びなかったので、ちょっと環境変えてみ
ようかなっていうので、代官山来ました。
小林：俺も知り合いに紹介っす。あの…、秀明、ここ ( 代
官山 ) 多いじゃないですか、ここ。だから、友達に紹
介してもらって、オカダユウゴ ( 岡田悠吾：金沢医科
大進学 ) に。そうです , 剣道部の。うーんと、この前は、
えーっと、●ィンダムに行って、こっちに来た感じっす。
母親と来ました。
後藤：僕は、シラス君 ( 白須大士：東邦大医学部進学 )
のお父さんに紹介されて。僕は、あんまり接点ないけど。
あんまり来たくなかったってっつか、ハハハ、いや、
つまり、面倒くさいし、変えたくないなと思ってて。あ、
前は、T学院です。なくなっちゃったんですけど。はい。
ハハハ。結構やばくて、そこが。結構ひどかったんす
けど、でも、そんときもうなんか塾変えるのも面倒く
さいなと思って、残ろうとしてたけど、荷物も移動も
めんどくさかったし。なんか、あんま受験を真剣に考
えてなくって、いやまあ、はい。そうこうしてるうちに、
なんかまあ、親になんか連れられて来て、ボスの面接、
面談で、受けて、もうその日じゅうに入ること決めてっ
て感じ。で、その日の帰りの車の中で、もう入学する
こと決めて。入塾も寮も決めて。荷物を持ってって。
まあでも、よかったです、本当に。本当によかったです。
いや、本当に。だって、(前の予備校)なくなっちゃって。
今頃は多分、受かってないんじゃないっていうか、いや、
もう。いや、本当にやばかったっす。

去年の自分と今年の自分の変化、何か違いと
いったものとかありますか？
松脇：違うところ。うーん。まあ、勉強量とか。授業の数。
●MS は結構、その、自主性に任せてるところがあって、
かなり、自由な時間が与えられてるんですけど、その分、
結構、気が緩んじゃったりして、全然、勉強に身が入
らなかったので。その点、代官山は、その、しっかり

カリキュラムが詰まってて、僕には本当に合ってたか
なと思います。その●MS 時代は物理しかやってなかっ
た、自由な時間が多いんで。アッヘヘヘ。英語はもう、
なんかもう、本当、見たくない、本当にやってなかった。
小林：え、やっぱマンスリーじゃないっすかね。マン
スリーの、なんか、順位によってクラス変わるじゃな
いですか。あれが結構よかったっす。
後藤：いや、去年まじひどくて、なんか iPad が全員に
支給されるんですけど。それで、俺は授業中は野球見
たりしてたし、iPadで。全然、制限がかかってないんで。
で、授業中も出てっちゃってもいいし、自由に。自習
室も 2 人ぐらいしかいなかった。iPad、まあ、最終的
には返すんですけど、自由に何ギガまでも使えるから。
100 ギガとか使ってる子もいました、1 カ月で。映画
とかずっと見て。まあまあ、ひどかったですね。それで、
それ終わって、また浪人して、2 浪目決まったときに、
一応さすがにやばいかなっていうのは感じて。このま
まいったらやばいかなって・・・。でも、そのままいたら、
もう 100 パー駄目だったすね。あと、小林と同じで、
マンスリー、結構、刺激でした。いや、まあ、順位がちゃ
んとしっかり出るから、自分の立ち位置がわかって。
しかも人数もそこそこ多いので。やっぱ前の塾とか、
30 人とかだと、やっぱりそんなあんま意味がないって
いうか。さすがに 100 人ぐらいいれば。まあ、100 人
のなかでの結構マンスリーの結果とかで、行く大学も
結構、みんな、ちゃんと上に受かってるし。なんか、1
番とか取ってる子はちゃんと慈恵とか国立、行くし、
ちゃんと結果に表れてるかなっていうのは、多分、指
標にはしてました。意識はしてたけど、取れなかった。
本当に取れなかった。

１年間振り返って。きつかったこと、苦労した
科目は？
小林：えー、あのー、やっぱ、授業数多いじゃないですか、
ここ。だから、なんか、穴がなくなるっていうか、その、
なんか、生物とかだったら、まじ知らないことがない
レベルぐらいにやらされたんで、結構その、FT( 深瀧先
生)がきつかった。FTがきつかったです。いや、なんか、
最初に言われたのが、おまえだけ厳しくしていくからっ
て言われて。ハハハハハハハ。そう。なんか、めっちゃ
当たりが強くなって、それ、めっちゃきつかったっす。
授業中っす。がんがん来ます。なんか、めっちゃやばかっ
たっすね。答えられないと、え、いや、「周りのやつで
きてんのに、おまえできないんだ」みたいな。いじめ。
ちょっと、軽くいじめっすね。軽くいじめ。アハハハハ。
耐え抜いて。はい。強くなりました。生物の成績、多
分すごいです、偏差値が 65 まで伸びた。
後藤；FT はもう、本当にありがたかったんすね。FT、
マンツーずっと取ってたんで。FT は、なんか、授業が
めっちゃ厳しいんすけど、集団と違って、マンツーは
俺に対しては優しく、励ましたり結構してくれたんで。
化学は、2 学期から、龍さんのマンツーを取って、理

すね。
後藤：俺もテキストだけっすね、もうなんか、結構ぎ
りぎり、ギャンブルに勝った感じ。代官山、受かり過
ぎじゃね？
松脇：いや、でも、ちゃんと。やっぱ自習席とかも、
みんなちゃんとやってるし。
後藤：俺は最後、ブース行って。

後藤くんは村上先生、好きだったよね？
後藤：村上先生、もう大好きだったんで、もういっつ
も面倒見てもらってた。愚痴っていうか、授業でいつも、
なんか、声掛けてくれるから。特に、なんか、めっちゃ
いじられるじゃん。村上先生に俺はいじられてたから。
毎朝、見せに、課題一つ見せに行くように、1 問でも
いいから見せに行くみたいな、朝やってて、まあ、直
前期とかは本当に、本当に励まされた。直前期のマン
ツー。
松脇：村上先生って面倒見がいいから。
後藤：面倒見、いい。本当に、本当に、大好きよ。
松脇：常に、なんか、会ったら声掛けて、いい先生だなっ
て。
後藤：みんなに声掛けるよね。俺がなんか、ちょっと
元気なさそうな顔してると、あの、寄ってきてくれます。
寄ってきて励ましてくれてました。結構。やっぱ俺、
どんどんクラスが落ちてったんで。あ、そうだ。クラス、
なんか、みんな言ったほうがいいと思います。クラスの。
松脇：M4 ですね。M4➡M4➡M4➡M2 ですね。まあ、
一応、順調でしたね。
小林：M2➡M4➡M4➡M4。やばいっす。
後藤：俺は、M4➡M3➡M4➡A1。いや、本当に。なんか、
村上先生にも、なんか、俺の成績は減衰曲線だみたいな、
ずっと言われてたから。アハハハハ。いや、でも、そ
れでも声掛けてくれるとうれしいんですよ。FT にいじ
められて、あれは本当にうれしくない。村上先生にい
じめられんのはうれしい、村上先生は、構ってくれる、

愛があるんです。
松脇：FT は・・・。
後藤：いや、FT( 深瀧先生 ) も愛あるんだけど。
小林：ないだろう。アハハ。俺はまじ、断然、緒方先
生です。はい。毎回、マンスリー終わって、それ見せ
に行くんすけど、数学、まあ、まあまあ、気にしなく
ていいよみたいな、言ってくれたんで、すごいよかっ
たっす。これから数学、やっぱ、きっと、なんか、セ
ンス的なものがあるから、フッフッ、まず英語を伸ば
すとか、英語を伸ばして、そっから数学考えればいい、
みたいな感じで。そうですね。良かった。めっちゃ面
倒見いい。
後藤：授業がもう、神。
小林：神授業だった。え、まじ、出るとこを的確にやっ
てくれる。ちゃんと出るものを全部。そう。ちゃんと
出るんすよ。
後藤：感動、本当に感動。向こうの出題者と結託して
んじゃないの。アハハハハ。いや、本当にそのレベル
で出ます。「ここ出るよ」っつったら、出ます。
小林：本当に出ます。緒方先生は。ま、生物科、結構、
連携取れてんで。
後藤：全員、神授業っていうか。FT も、イシも、ザキ
さんも、山﨑先生も、みんな。
小林：そうですね。みんな、みんな、みんないいんだって。
強いっす。生物科、めっちゃ強いっす、本当に。
後藤：ちょっとタイプも違って。FT は本当に厳しくし
てくれ、オガティーも厳しいときあるけど。
緒方先生、だいぶ厳しいときは厳しい。
小林：うん。みんな個性的だよね。
後藤：イッシーはなんか友達みたいな感じだし、山﨑
先生はお父さんみたいな感じで、なんかもう。

松脇君の場合は？
松脇：えーっと、多分、物理が苦手な人は、あのー、
寺澤先生がおすすめかなって思ってて。で、やっぱり
物理を極めたい人は野村先生か小澤先生で、僕はでも、
野村先生が好きでした。えーっと、何質問しても必ず
答え返ってくるところですね。でも、何ていうんです
かね、結構、原理とか習ってるときに、なんか、ふと
した思い付きで、じゃあ身近にあるこういう現象って
これで説明できますかっていう質問しても、これは
ちょっと違う現象でとかいう話で、どんどん、どんど
ん深く掘り下げてくれたりとか。なんか、結構、自分
の知的好奇心に対して寛容で、何でも答えてくれたん
で助かりました。だから、自分が、予想している以上
の答えが返ってきましたね。あとは、まあ、あの先生、
多分、何でもできるんで、えーっと、なんか数学的な
話とかもしてくれるし。で、化学も得意だったらしい
んで。で、英語も得意で、帰国子女で、なので、なんか、
僕も、その、「ちょっ、英語教えてください」って言っ
たんですけど、そしたら、「僕は英語を勉強したことが
ないので分からない」って言われちゃって。「じゃあど

うやって単語覚えたんですか」って言ったら、その、「本
とか読めば勝手に覚えてく」みたいな。えー、みたいな。
それは何も役に立たない。ハハハ。ちょっと、英語は
無理だなと思って。ずっと物理の話をしてました。微
分方程式とかもやってくれました。なんで、今、本当に、
大学でやってる内容は、野村先生とやったところだなっ
て思って、やってます。全部、説明してくれました。まあ、
楽しかったんで、1 学期は本当に物理ばっかやってま
した。まあ、1 学期、物理やり過ぎて、その、2 学期、
飽きちゃったんです。

うまくいった秘訣とかあれば。合格に。後藤君、
じゃあ。
後藤：うーんと、うまくいった秘訣？だから、春、春に、
えーっと、なんか、最初のボスとの面談で、A8 ぐらい
から頑張っていこうみたいなことを言われて。模試の
結果とか見せて。で、そんときに、まあ、さすがにちょっ
と悔しくて、なんか、さきどり課題みたいな、春休み
の宿題みたいなのをちゃんと 5 周とか。5 周。めっちゃ
ノート、こんぐらい出しました、本当に。それで M4
で入れたんで。のが、でかかったです。そうです。そっ
から勢い乗って M3 にも上がれたし。そっからちょっ
と落ちちゃったんすけど。なんか、でも本当に。あと
はマンツー。春は本当に頑張りました。春は、えーっと、
化学の浅尾先生と、あと、生物の山﨑先生に、もうずっ
と。その 2 人はもう本当、基礎とか固める、ものすご
い良かったんで。春が俺はでかかった、合格するのに。
春、その、ダッシュが切れたのが良かった。あと、周
りがみんな真面目だったのが良かったです。
小林：予習、絶対っすね。全教科やってました。だから、
数学とかはできるだけ予習で考えて。なんか、問題解
いて、何を分かってないのかとかを明確にしてるし、
できるだけ頑張って。予習の段階で自分が分かんない
ところ分かってなくて、予習するようにしたら、結構、
伸びました、成績が。

松脇：えーっと、僕は、朝来るのが無理だったんで・・・。
その朝来ない分を、周りに助けられてじゃないですけ
ど、その分をどこで補うかって考えたときに、やっぱり、
休み時間を勉強しようって思って、僕はもう本当に休
み時間、もう全部、使って勉強して休まず、で、その、
休み時間って何がいいのかって考えたときに、代官山っ
て 20 分って比較的質問できるくらい長い時間あるん
で、その間に、数学とかを予習とか復習するのが本当
にやっぱ自分に合ってて。逆に 20 分超えちゃうと、復
習の効率が落ちるっていうか。そう、時間計ってやれ
たんで、すごい良かったな。そうですね。入試のとき
も多分、テキスト 1 ページに対して、多分かけられる
時間って 12 ～ 13 分くらいだと思うんで、自分でそれ
くらいに、その休み時間 20 分の間で、次の授業の準備
とか考えたときに設けられる時間が 15 分くらいだった
んで、その時間をちょうど、数学の復習に充てると、
効率っていうか。他の人たちが、長い時間をかけて単
調なゆっくりとしたペースで歩いてるのに対して、僕
は短い時間でさくっと。まあ、効率よく、さくさくさく。

いろいろな授業のなかで印象に残った先生と
か。英語から。
松脇：英語は、えーっと、栗原先生です。まあ、あの
人の授業は本当に、まあ、英語もそうなんですけど、
その、読解力っていう部分ですごい助けられたなって
思うんです。なんかその、僕、その、英語だけじゃな
くて日本語とかも苦手なんですよ。その、論理展開と
かがうまくつかめなかったんですけど、それを、その、
英語の構文とかを通しながら、うまく、前後関係とか
をつかんで読解するっていうのが、ものすごく自分に
合って。あれは本当に、その、能力とかあんま必要なく、
ただ授業受けてそのやり方を学んでいっとけば。むし
ろ、なんか、日本語苦手な人にはおすすめかなと思い
ます。
小林：え、俺は三ツ橋先生ですかね。ミッツーっす。
なんか、あの人、結構、文法がちょっと強いんですけど、
なんか、いっぱい問題。自分で作って、なんか、全然、
解けないような問題も持ってくるんすよ。間違えやす
いやつ。ああいうの、すごいなって思います。文法は
あの人のおかげで結構、強くなりました。
後藤：ああ、えーっと、良平、田中良平先生は、俺は
なんか、英語、本当に、俺も松脇と一緒で勉強してなかっ
たから。でも単語は俺は好き、大好きだったんで、単
語だけしっかりやってて。良平はもう、それをもう、
本当に異次元なレベルで単語広げるんで、それは俺、
楽しくて。単語すごい。もう本当に。変態です。
ホワイトボード全部、埋まります、本当に。単語で。
小林：お経みたいっすよ。単語で埋まる。2 周する。
松脇：全部、埋まったのを 2 周するぐらい。
後藤：本当にお経みたい。それをまとめたりして覚え
るんです。1 個の単語がもう、まじで 100 個ぐらいに
なる。本当にすごい。派生して、同じ意味の単語で、そっ

からなんか、また派生させて。良平は結構さ、いじる
からさ。堅そうだけど、結構、楽しい。なんか、しゃ
べりやすいから。だいぶ、いじりやすい。それとあと
北林先生が俺はもう大好きで、俺と多分、フルカワ ( 古
川遼：東海大医学部進学 ) の 2 人とも。なんか、熱くて、
面倒見、良くて。熱い。なんか、え、でも、本当に熱いっ
ていうか、面倒見が本当に良くて。生徒のこと、みん
な下の名前で呼んでくれるんすけど。なんか、そうい
うの含めて、なんか、本当に元気が出ると。北林先生
は好きでしたね。受験直前、2 学期ぐらいからマンツー
取ってます。役に立ちました。文法を中心にやっても
らって。
松脇：あのー、良平先生、あの、授業のスピードがめちゃ
めちゃ速いんですよね。そのー、なんで、僕は、その、
受験期直前っていうか、やってましたね。えーっと、
あの、多分。僕は過去問演習ずうっとやってたんです
けど、本当に 1 コマで 2 年分くらいずつ解いてました。
なんで、本当に直前期に、その、過去問演習したいと
かそういうのになったら、良平先生はおすすめですし。
速いですね。良平先生は本当にもう。解いて、時間計っ
てやるんですけど、ものすごく目標のレベルが高いん
ですね、良平先生。目標って、何つうの、ものすごい
英語できるやつでも、例えば、慈恵合格レベルってあっ
たら、それよりも 5 分くらい短く解いてほしいと、そ
ういうの平気に言ってくるんですけど、まあ、そのお
かげですいすいスピードが、スピードっていうか、授
業が進んでくんで、直前期には本当におすすめかなと。
後藤：英語苦手な人は栗原先生と、俺は北林先生。本当、
苦手な子は絶対。良平はやっぱ、ちょっと難しいとこ
も入るから。
松脇：レベルが高い。良平のレベルも高いしスピード
も速いんで、できない人だと、どんどん置いてかれちゃ
うっていうか、なかなか難しい。

数学は？　
松脇：数学は、代官山の数学の先生は本当にみんない
い先生ばっかりで。僕が今まで、中高とか、Y●S とか
で受けた先生とかと比べても、やっぱ、代官山の先生
のほうがやっぱ全然いい先生ばっかだなと思ってて。
基本的に、数学の先生は全員、本当にいい先生ばっか
りだと思います。一番お世話になったの、多分、薄先
生かなとは思うんですけど。典さんも授業楽しかった
なって。
後藤：楽しかったな。典さんの授業、楽しかった。
松脇：最初のクラスが M4 で、後藤と一緒だったんで
すけど、そのクラスは、何発言してもいいみたいな、
そういう授業で。
後藤：クラスのメンバーが良かったので。あったかい
クラスで、本当。今でもみんなで会ったりするし。
スギウラさん ( 愛知医科大進学：杉浦るみの )、とかハ
シモトさん ( 日本大医学部進学：橋本麻莉夏 )、フルカ
ワさん ( 日本医科大進学：古川優奈 )。あ、アカサカ ( 近

畿大医学部進学：赤坂政哉 )。
松脇：ハッハッハッハッ、レオン忘れてない？　ちょっ
と。
後藤：あぶね、ヘッヘッ。あ、レオン(杏林大医学部進学：
永野玲音 )、レオン。まだいるっけ。それぐらいか。ほ
んと、良かったわ。
松脇：そのクラスは本当に。なんか、授業で、そのー、
典さんが、すぱっと解くことっていうのに、結構ある
じゃない。そういうところでも、授業中に「それ、ど
うやってやったんですか」って言ったら、その、一回、
授業中断して、ここの説明とかしてくれたりとか。「分
かんない」みたいな、全然、入れる。分かんないとこ
ろは本当にすぐ、ぱって質問できて。
後藤：「それ分かんないです」みたいな。
小林：数学、ちょっとそうっすね。いや、でも俺は薄
先生と典さんです。え。いや、典さんは普通に、なんか、
質問しやすいっす。何でも答えてくれる。薄先生は、
あの、東海の 2 日目の数学、問題の一番最後の数列。
あれ、薄先生の授業でやったよね。やったよね、やっ
たよね。なんか、ぽいやつ、やってたんです。それの
おかげで多分できた。で、薄先生っす。大問 1 個っす。
漸化式のやつっす、そうっす。
後藤：あの、薄先生は本当に、難しい解き方しないから、
難しい解き方しないんで、それがめっちゃ自分に合っ
てて。薄先生はやっぱ、もうテキスト、薄先生の 5、6
集 ( 数学Ⅲ) は、だいぶ強くなったと思います。あと計
算も、積分計算、毎日やれみたいな、ずっと言われてて。
それも良かったなと。
松脇：なんか、そのー、ヒラパンは、結構、数学、あ
る程度できる人には結構、寛容なイメージがあるんで
すよ。まあ、やっぱ教え方は本当にうまいですし。あと、
なんでしょうね、結構、その、入試では、まあ、きれ
いに解くことも大事ですけど、計算でごり押すってい
う、そういうほうも大事なんで、僕は結構面倒くさが
りやっていうの、計算でごり押すっていう方法は好き

じゃなかったんですけど、いざやっぱ入試本番になっ
て緊張して、頭が回らなくなったときは、そういった
解き方が本当にためになりました。あと、まあ、太郎
先生は本当に人間的にもいい人で、ヒラパンとは全然
違って。
後藤：太郎先生はもう合わない人いないよ。みんな。
みんな合う。
松脇：実際、直前期のマンツー取ったんですけど、な
んか、普段の授業とは違って、結構奥まったことも話
してくれたりとか。太郎先生は本当に、マンツーでこ
そ光る先生かもしれないって思いました。通常授業は、
結構分かりやすさを追い求めるあまり、あんまり踏み
込んだことも話してくれないんですよ。で、結構、ノー
トにまとめるってことを多分、意識されてる先生なの
で、きちっきちっと、こういう問題がきたらこうやっ
て公式使おうとか、そういうのまとめてくれて、すご
い見やすいんですけど、僕的にはもっと踏み込んだと
ころをやってほしいって思ってたんで。その、やっぱ
通常授業だとちょっと退屈だなと思ってたんです。な
んですけど、マンツー取ってみたら、結構奥まったこ
ととかやってくれて。僕はもうそのおかげで本当に慈
恵受かったかなって感じします、1 次は。

で、化学は、じゃあ後藤君。
後藤：圧倒的、龍さん。もう大好き。龍さんは。本当
に龍さんのプリントが、本当にまとまってて、2 学期、
本当に、まじでイチからやって間に合ったし、結局。
前半やって。なんか、龍さんのプリントは本当に良かっ
た。プリント、それを俺はノートに貼って、直前に、
答えとかも貼って、解法、全部一緒だったのか、違うなっ
てとこもありますね。あと、浅尾先生も、毎日、なんか、
問題見せに行ってっていうのをやってました。
小林：俺は、龍さんもそうなんすけど、原先生が一番。
めっちゃ、なんか・・・丁寧なんですよ。なんか、お
ばかな人でも分かってくれるような、すごい丁寧な解
説してくれるんで、そういう、分かりやすかったっす。
良かったっす。はい。
松脇：化学は、原先生。原先生は本当に真面目な先生で、
なんか、人間的にも尊敬できるのかなって思うんです。
あのー、おすすめなのが、授業の前、朝イチで、過去
問を朝みんなで解いて、その授業始まる前に解いて、
それを授業で答え合わせするっていうのが、確か後期
くらいにやる授業だったんですけど、それやることに
よって、そのー、受験直前期に化学の過去問はいらな
くて、授業でやってくれるんで。解説もしっかりやっ
てもらって復習とかできるんで。

今年いる後輩たちにちょっとアドバイスとか、
何かあれば。
松脇：自分なりの勉強法を 1 学期は本当に模索してほ
しいなって思ってます。で、僕も 1 学期の頃は、朝来
たりとか、例えば、いろんな参考書使ってみたりとか、

いろんなことに手出してたんですよ。例えば、数学の
成績が伸びなかったときに、その、後藤と結構、1 学期、
ライバルだったので、後藤が M3 に上がって行ったん
ですよ。で、僕 M4 で、何が違うんだろうなって考え
たときに、数学が全然違ったんですね。で、大して勉
強量変わんないのに、なんでこんな差がつくんだろうっ
て考えたときに、なんか、まあ、いろいろ試行錯誤して、
テキストの復習とか、あとなんか、帰りの電車の中で、
数学の、YouTube に載ってる動画とか見たりとか、い
ろいろしてたんですよね。解法こうやってやればいい
とか、いろんなとこから情報集めてたんですけど、そ
れでも成績上がらなくて、最終的に行き着いた勉強法
が、さっき言った ” 休み時間に勉強する ” っていうやつ。
そうです。なんで、僕もいろんな試行錯誤を経て、そ
のー、自分なりの勉強法見つけたんで、皆さんも本当
に勉強法を見つければ。テキストは代官山のやつがやっ
ぱり大事で、最終的には。代官山のテキストはやっぱ
り基礎を押さえるって意味で大事だから、ちょっとし
たときに数学がちょっと落ち込んだってなったら、テ
キストを見て基礎の復習って使って、で、あとは、単
科なり、そういったものでひたすら問題演習するって
いうのが、やっぱ数学伸ばすのにめちゃくちゃ適して
いるかなと思います。
小林：やっぱり先生の言ったことを、なんか、素直に
聞いていくのが一番だと思いますなんか結局、英語も
音読しろって言われて、俺ずっと音読して。いや、そ
の前はしてなかったっすけど、するようになったら、
すごい伸びたんで、先生の言うことはちゃんと聞いた
ほうがいいなって。まあ、そうっすね、あと、時間、
時間が結構、追われてる人はいると思うんすけど、フフ、
時間追われてるってことは、その、おっきな夢をつか
むためのチャンスだと思うので、フフフ、頑張っても
らいたいです。えーっと、薄先生の名言なんですけど、

『今やってることの意味なんて未来の自分にしか分から
ない』っていうのを、はい。
後藤：うーん、まとめノート、俺はそれのおかげで受かっ
たかなとも思ってて。生物と化学に関しては、生物は
緒方先生のメモとか、FT( 深瀧先生 ) のプリントをもう
自分で、自分の言葉で組み換えて、ノートに、1 冊に
まとめて、もうそれを見るだけでテストは基本いける
し。あとは、なんか、やっぱ毎朝、俺が村上先生にやっ
てもらったみたいに、毎朝なんか、1 問でもいいから、
なんか見せに行くっていうのは習慣になるから、それ
はすごい良かった。俺はそれで、夏なんか村上先生の
マンツー取らなくなって一気に落ちたときがあって、
成績が。やっぱ継続してちゃんと続けるの、大事かな。
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カリキュラムが詰まってて、僕には本当に合ってたか
なと思います。その●MS 時代は物理しかやってなかっ
た、自由な時間が多いんで。アッヘヘヘ。英語はもう、
なんかもう、本当、見たくない、本当にやってなかった。
小林：え、やっぱマンスリーじゃないっすかね。マン
スリーの、なんか、順位によってクラス変わるじゃな
いですか。あれが結構よかったっす。
後藤：いや、去年まじひどくて、なんか iPad が全員に
支給されるんですけど。それで、俺は授業中は野球見
たりしてたし、iPadで。全然、制限がかかってないんで。
で、授業中も出てっちゃってもいいし、自由に。自習
室も 2 人ぐらいしかいなかった。iPad、まあ、最終的
には返すんですけど、自由に何ギガまでも使えるから。
100 ギガとか使ってる子もいました、1 カ月で。映画
とかずっと見て。まあまあ、ひどかったですね。それで、
それ終わって、また浪人して、2 浪目決まったときに、
一応さすがにやばいかなっていうのは感じて。このま
まいったらやばいかなって・・・。でも、そのままいたら、
もう 100 パー駄目だったすね。あと、小林と同じで、
マンスリー、結構、刺激でした。いや、まあ、順位がちゃ
んとしっかり出るから、自分の立ち位置がわかって。
しかも人数もそこそこ多いので。やっぱ前の塾とか、
30 人とかだと、やっぱりそんなあんま意味がないって
いうか。さすがに 100 人ぐらいいれば。まあ、100 人
のなかでの結構マンスリーの結果とかで、行く大学も
結構、みんな、ちゃんと上に受かってるし。なんか、1
番とか取ってる子はちゃんと慈恵とか国立、行くし、
ちゃんと結果に表れてるかなっていうのは、多分、指
標にはしてました。意識はしてたけど、取れなかった。
本当に取れなかった。

１年間振り返って。きつかったこと、苦労した
科目は？
小林：えー、あのー、やっぱ、授業数多いじゃないですか、
ここ。だから、なんか、穴がなくなるっていうか、その、
なんか、生物とかだったら、まじ知らないことがない
レベルぐらいにやらされたんで、結構その、FT( 深瀧先
生)がきつかった。FTがきつかったです。いや、なんか、
最初に言われたのが、おまえだけ厳しくしていくからっ
て言われて。ハハハハハハハ。そう。なんか、めっちゃ
当たりが強くなって、それ、めっちゃきつかったっす。
授業中っす。がんがん来ます。なんか、めっちゃやばかっ
たっすね。答えられないと、え、いや、「周りのやつで
きてんのに、おまえできないんだ」みたいな。いじめ。
ちょっと、軽くいじめっすね。軽くいじめ。アハハハハ。
耐え抜いて。はい。強くなりました。生物の成績、多
分すごいです、偏差値が 65 まで伸びた。
後藤；FT はもう、本当にありがたかったんすね。FT、
マンツーずっと取ってたんで。FT は、なんか、授業が
めっちゃ厳しいんすけど、集団と違って、マンツーは
俺に対しては優しく、励ましたり結構してくれたんで。
化学は、2 学期から、龍さんのマンツーを取って、理

論化学を一から全部やってもらって。で、12 月半ばぐ
らいから、もう無機しかやんなくって。それで、受験で、
化学、どこも多分失敗しないって。龍さんのおかげで。
化学は殺しました。まじで。
松脇：うーん、やっぱり一番苦しんだのは、あの、数
学です。一番、苦しんだ数学は。その、自分の中で実
力が付いたなって感じがしなくて。で、なんかまあ、
ひたすらテキストの復習とかやってたんですけど。ま
あ、一番良かったのは、単科取りまくったことだと思
います。自分の中で、この公式をどういうふうに使う
かとか、そういうのは頭にあったんですけども、いざ
試験に出されたときにその公式使えなかったりとか、
演習が足りなかったんで、いっぱい単科取って練習し
たことによって、そのコツがつかめるようになったか
なって思います。
後藤：テキストでかかったね。数学の、あの、数学の
テキスト、もう 4 周繰り返した。実際、あれをもう何
周もしてる國香さん ( 東京医科大進学：國香杏奈 ) とか、
なんか、ちゃんと安定して取れてた気がするし。
松脇：なんかちょっと、僕、不器用なんで、あの、何
周とかして、その、基礎ができたから応用いこうって
いうのが、ちょっと無理なんですね。あの、基礎やっ
てちょっと練習問題とかいろいろ手出して、ようやく
応用いけるかなって感じで。入試問題って、なんか、
なんでしょうね、複素数と、他のなんか分野、数列と
かそういう組み合わさった融合問題とか出てると思う
んですけど、それを解くために複素数やって、数列やっ
て、基礎ができたから応用いけるかっていうと、僕の
場合はちょっと難しくて。ひたすら、その、類題とか
そういうの解きまくったほうが合ってた気がします。
小林：数学やばかったっすね。数学はもう、途中から
捨てました、俺。一番重点に置いてやってたんですけど、
途中から捨てたです、そう、捨てました。でも、まあ、
最後、偏差値 51.3、最後、多分。そうっすね。あ、でも俺、
テキストめっちゃ復習したんで。テキストと過去問っ

すね。
後藤：俺もテキストだけっすね、もうなんか、結構ぎ
りぎり、ギャンブルに勝った感じ。代官山、受かり過
ぎじゃね？
松脇：いや、でも、ちゃんと。やっぱ自習席とかも、
みんなちゃんとやってるし。
後藤：俺は最後、ブース行って。

後藤くんは村上先生、好きだったよね？
後藤：村上先生、もう大好きだったんで、もういっつ
も面倒見てもらってた。愚痴っていうか、授業でいつも、
なんか、声掛けてくれるから。特に、なんか、めっちゃ
いじられるじゃん。村上先生に俺はいじられてたから。
毎朝、見せに、課題一つ見せに行くように、1 問でも
いいから見せに行くみたいな、朝やってて、まあ、直
前期とかは本当に、本当に励まされた。直前期のマン
ツー。
松脇：村上先生って面倒見がいいから。
後藤：面倒見、いい。本当に、本当に、大好きよ。
松脇：常に、なんか、会ったら声掛けて、いい先生だなっ
て。
後藤：みんなに声掛けるよね。俺がなんか、ちょっと
元気なさそうな顔してると、あの、寄ってきてくれます。
寄ってきて励ましてくれてました。結構。やっぱ俺、
どんどんクラスが落ちてったんで。あ、そうだ。クラス、
なんか、みんな言ったほうがいいと思います。クラスの。
松脇：M4 ですね。M4➡M4➡M4➡M2 ですね。まあ、
一応、順調でしたね。
小林：M2➡M4➡M4➡M4。やばいっす。
後藤：俺は、M4➡M3➡M4➡A1。いや、本当に。なんか、
村上先生にも、なんか、俺の成績は減衰曲線だみたいな、
ずっと言われてたから。アハハハハ。いや、でも、そ
れでも声掛けてくれるとうれしいんですよ。FT にいじ
められて、あれは本当にうれしくない。村上先生にい
じめられんのはうれしい、村上先生は、構ってくれる、

愛があるんです。
松脇：FT は・・・。
後藤：いや、FT( 深瀧先生 ) も愛あるんだけど。
小林：ないだろう。アハハ。俺はまじ、断然、緒方先
生です。はい。毎回、マンスリー終わって、それ見せ
に行くんすけど、数学、まあ、まあまあ、気にしなく
ていいよみたいな、言ってくれたんで、すごいよかっ
たっす。これから数学、やっぱ、きっと、なんか、セ
ンス的なものがあるから、フッフッ、まず英語を伸ば
すとか、英語を伸ばして、そっから数学考えればいい、
みたいな感じで。そうですね。良かった。めっちゃ面
倒見いい。
後藤：授業がもう、神。
小林：神授業だった。え、まじ、出るとこを的確にやっ
てくれる。ちゃんと出るものを全部。そう。ちゃんと
出るんすよ。
後藤：感動、本当に感動。向こうの出題者と結託して
んじゃないの。アハハハハ。いや、本当にそのレベル
で出ます。「ここ出るよ」っつったら、出ます。
小林：本当に出ます。緒方先生は。ま、生物科、結構、
連携取れてんで。
後藤：全員、神授業っていうか。FT も、イシも、ザキ
さんも、山﨑先生も、みんな。
小林：そうですね。みんな、みんな、みんないいんだって。
強いっす。生物科、めっちゃ強いっす、本当に。
後藤：ちょっとタイプも違って。FT は本当に厳しくし
てくれ、オガティーも厳しいときあるけど。
緒方先生、だいぶ厳しいときは厳しい。
小林：うん。みんな個性的だよね。
後藤：イッシーはなんか友達みたいな感じだし、山﨑
先生はお父さんみたいな感じで、なんかもう。

松脇君の場合は？
松脇：えーっと、多分、物理が苦手な人は、あのー、
寺澤先生がおすすめかなって思ってて。で、やっぱり
物理を極めたい人は野村先生か小澤先生で、僕はでも、
野村先生が好きでした。えーっと、何質問しても必ず
答え返ってくるところですね。でも、何ていうんです
かね、結構、原理とか習ってるときに、なんか、ふと
した思い付きで、じゃあ身近にあるこういう現象って
これで説明できますかっていう質問しても、これは
ちょっと違う現象でとかいう話で、どんどん、どんど
ん深く掘り下げてくれたりとか。なんか、結構、自分
の知的好奇心に対して寛容で、何でも答えてくれたん
で助かりました。だから、自分が、予想している以上
の答えが返ってきましたね。あとは、まあ、あの先生、
多分、何でもできるんで、えーっと、なんか数学的な
話とかもしてくれるし。で、化学も得意だったらしい
んで。で、英語も得意で、帰国子女で、なので、なんか、
僕も、その、「ちょっ、英語教えてください」って言っ
たんですけど、そしたら、「僕は英語を勉強したことが
ないので分からない」って言われちゃって。「じゃあど

うやって単語覚えたんですか」って言ったら、その、「本
とか読めば勝手に覚えてく」みたいな。えー、みたいな。
それは何も役に立たない。ハハハ。ちょっと、英語は
無理だなと思って。ずっと物理の話をしてました。微
分方程式とかもやってくれました。なんで、今、本当に、
大学でやってる内容は、野村先生とやったところだなっ
て思って、やってます。全部、説明してくれました。まあ、
楽しかったんで、1 学期は本当に物理ばっかやってま
した。まあ、1 学期、物理やり過ぎて、その、2 学期、
飽きちゃったんです。

うまくいった秘訣とかあれば。合格に。後藤君、
じゃあ。
後藤：うーんと、うまくいった秘訣？だから、春、春に、
えーっと、なんか、最初のボスとの面談で、A8 ぐらい
から頑張っていこうみたいなことを言われて。模試の
結果とか見せて。で、そんときに、まあ、さすがにちょっ
と悔しくて、なんか、さきどり課題みたいな、春休み
の宿題みたいなのをちゃんと 5 周とか。5 周。めっちゃ
ノート、こんぐらい出しました、本当に。それで M4
で入れたんで。のが、でかかったです。そうです。そっ
から勢い乗って M3 にも上がれたし。そっからちょっ
と落ちちゃったんすけど。なんか、でも本当に。あと
はマンツー。春は本当に頑張りました。春は、えーっと、
化学の浅尾先生と、あと、生物の山﨑先生に、もうずっ
と。その 2 人はもう本当、基礎とか固める、ものすご
い良かったんで。春が俺はでかかった、合格するのに。
春、その、ダッシュが切れたのが良かった。あと、周
りがみんな真面目だったのが良かったです。
小林：予習、絶対っすね。全教科やってました。だから、
数学とかはできるだけ予習で考えて。なんか、問題解
いて、何を分かってないのかとかを明確にしてるし、
できるだけ頑張って。予習の段階で自分が分かんない
ところ分かってなくて、予習するようにしたら、結構、
伸びました、成績が。

松脇：えーっと、僕は、朝来るのが無理だったんで・・・。
その朝来ない分を、周りに助けられてじゃないですけ
ど、その分をどこで補うかって考えたときに、やっぱり、
休み時間を勉強しようって思って、僕はもう本当に休
み時間、もう全部、使って勉強して休まず、で、その、
休み時間って何がいいのかって考えたときに、代官山っ
て 20 分って比較的質問できるくらい長い時間あるん
で、その間に、数学とかを予習とか復習するのが本当
にやっぱ自分に合ってて。逆に 20 分超えちゃうと、復
習の効率が落ちるっていうか。そう、時間計ってやれ
たんで、すごい良かったな。そうですね。入試のとき
も多分、テキスト 1 ページに対して、多分かけられる
時間って 12 ～ 13 分くらいだと思うんで、自分でそれ
くらいに、その休み時間 20 分の間で、次の授業の準備
とか考えたときに設けられる時間が 15 分くらいだった
んで、その時間をちょうど、数学の復習に充てると、
効率っていうか。他の人たちが、長い時間をかけて単
調なゆっくりとしたペースで歩いてるのに対して、僕
は短い時間でさくっと。まあ、効率よく、さくさくさく。

いろいろな授業のなかで印象に残った先生と
か。英語から。
松脇：英語は、えーっと、栗原先生です。まあ、あの
人の授業は本当に、まあ、英語もそうなんですけど、
その、読解力っていう部分ですごい助けられたなって
思うんです。なんかその、僕、その、英語だけじゃな
くて日本語とかも苦手なんですよ。その、論理展開と
かがうまくつかめなかったんですけど、それを、その、
英語の構文とかを通しながら、うまく、前後関係とか
をつかんで読解するっていうのが、ものすごく自分に
合って。あれは本当に、その、能力とかあんま必要なく、
ただ授業受けてそのやり方を学んでいっとけば。むし
ろ、なんか、日本語苦手な人にはおすすめかなと思い
ます。
小林：え、俺は三ツ橋先生ですかね。ミッツーっす。
なんか、あの人、結構、文法がちょっと強いんですけど、
なんか、いっぱい問題。自分で作って、なんか、全然、
解けないような問題も持ってくるんすよ。間違えやす
いやつ。ああいうの、すごいなって思います。文法は
あの人のおかげで結構、強くなりました。
後藤：ああ、えーっと、良平、田中良平先生は、俺は
なんか、英語、本当に、俺も松脇と一緒で勉強してなかっ
たから。でも単語は俺は好き、大好きだったんで、単
語だけしっかりやってて。良平はもう、それをもう、
本当に異次元なレベルで単語広げるんで、それは俺、
楽しくて。単語すごい。もう本当に。変態です。
ホワイトボード全部、埋まります、本当に。単語で。
小林：お経みたいっすよ。単語で埋まる。2 周する。
松脇：全部、埋まったのを 2 周するぐらい。
後藤：本当にお経みたい。それをまとめたりして覚え
るんです。1 個の単語がもう、まじで 100 個ぐらいに
なる。本当にすごい。派生して、同じ意味の単語で、そっ

からなんか、また派生させて。良平は結構さ、いじる
からさ。堅そうだけど、結構、楽しい。なんか、しゃ
べりやすいから。だいぶ、いじりやすい。それとあと
北林先生が俺はもう大好きで、俺と多分、フルカワ ( 古
川遼：東海大医学部進学 ) の 2 人とも。なんか、熱くて、
面倒見、良くて。熱い。なんか、え、でも、本当に熱いっ
ていうか、面倒見が本当に良くて。生徒のこと、みん
な下の名前で呼んでくれるんすけど。なんか、そうい
うの含めて、なんか、本当に元気が出ると。北林先生
は好きでしたね。受験直前、2 学期ぐらいからマンツー
取ってます。役に立ちました。文法を中心にやっても
らって。
松脇：あのー、良平先生、あの、授業のスピードがめちゃ
めちゃ速いんですよね。そのー、なんで、僕は、その、
受験期直前っていうか、やってましたね。えーっと、
あの、多分。僕は過去問演習ずうっとやってたんです
けど、本当に 1 コマで 2 年分くらいずつ解いてました。
なんで、本当に直前期に、その、過去問演習したいと
かそういうのになったら、良平先生はおすすめですし。
速いですね。良平先生は本当にもう。解いて、時間計っ
てやるんですけど、ものすごく目標のレベルが高いん
ですね、良平先生。目標って、何つうの、ものすごい
英語できるやつでも、例えば、慈恵合格レベルってあっ
たら、それよりも 5 分くらい短く解いてほしいと、そ
ういうの平気に言ってくるんですけど、まあ、そのお
かげですいすいスピードが、スピードっていうか、授
業が進んでくんで、直前期には本当におすすめかなと。
後藤：英語苦手な人は栗原先生と、俺は北林先生。本当、
苦手な子は絶対。良平はやっぱ、ちょっと難しいとこ
も入るから。
松脇：レベルが高い。良平のレベルも高いしスピード
も速いんで、できない人だと、どんどん置いてかれちゃ
うっていうか、なかなか難しい。

数学は？　
松脇：数学は、代官山の数学の先生は本当にみんない
い先生ばっかりで。僕が今まで、中高とか、Y●S とか
で受けた先生とかと比べても、やっぱ、代官山の先生
のほうがやっぱ全然いい先生ばっかだなと思ってて。
基本的に、数学の先生は全員、本当にいい先生ばっか
りだと思います。一番お世話になったの、多分、薄先
生かなとは思うんですけど。典さんも授業楽しかった
なって。
後藤：楽しかったな。典さんの授業、楽しかった。
松脇：最初のクラスが M4 で、後藤と一緒だったんで
すけど、そのクラスは、何発言してもいいみたいな、
そういう授業で。
後藤：クラスのメンバーが良かったので。あったかい
クラスで、本当。今でもみんなで会ったりするし。
スギウラさん ( 愛知医科大進学：杉浦るみの )、とかハ
シモトさん ( 日本大医学部進学：橋本麻莉夏 )、フルカ
ワさん ( 日本医科大進学：古川優奈 )。あ、アカサカ ( 近

畿大医学部進学：赤坂政哉 )。
松脇：ハッハッハッハッ、レオン忘れてない？　ちょっ
と。
後藤：あぶね、ヘッヘッ。あ、レオン(杏林大医学部進学：
永野玲音 )、レオン。まだいるっけ。それぐらいか。ほ
んと、良かったわ。
松脇：そのクラスは本当に。なんか、授業で、そのー、
典さんが、すぱっと解くことっていうのに、結構ある
じゃない。そういうところでも、授業中に「それ、ど
うやってやったんですか」って言ったら、その、一回、
授業中断して、ここの説明とかしてくれたりとか。「分
かんない」みたいな、全然、入れる。分かんないとこ
ろは本当にすぐ、ぱって質問できて。
後藤：「それ分かんないです」みたいな。
小林：数学、ちょっとそうっすね。いや、でも俺は薄
先生と典さんです。え。いや、典さんは普通に、なんか、
質問しやすいっす。何でも答えてくれる。薄先生は、
あの、東海の 2 日目の数学、問題の一番最後の数列。
あれ、薄先生の授業でやったよね。やったよね、やっ
たよね。なんか、ぽいやつ、やってたんです。それの
おかげで多分できた。で、薄先生っす。大問 1 個っす。
漸化式のやつっす、そうっす。
後藤：あの、薄先生は本当に、難しい解き方しないから、
難しい解き方しないんで、それがめっちゃ自分に合っ
てて。薄先生はやっぱ、もうテキスト、薄先生の 5、6
集 ( 数学Ⅲ) は、だいぶ強くなったと思います。あと計
算も、積分計算、毎日やれみたいな、ずっと言われてて。
それも良かったなと。
松脇：なんか、そのー、ヒラパンは、結構、数学、あ
る程度できる人には結構、寛容なイメージがあるんで
すよ。まあ、やっぱ教え方は本当にうまいですし。あと、
なんでしょうね、結構、その、入試では、まあ、きれ
いに解くことも大事ですけど、計算でごり押すってい
う、そういうほうも大事なんで、僕は結構面倒くさが
りやっていうの、計算でごり押すっていう方法は好き

じゃなかったんですけど、いざやっぱ入試本番になっ
て緊張して、頭が回らなくなったときは、そういった
解き方が本当にためになりました。あと、まあ、太郎
先生は本当に人間的にもいい人で、ヒラパンとは全然
違って。
後藤：太郎先生はもう合わない人いないよ。みんな。
みんな合う。
松脇：実際、直前期のマンツー取ったんですけど、な
んか、普段の授業とは違って、結構奥まったことも話
してくれたりとか。太郎先生は本当に、マンツーでこ
そ光る先生かもしれないって思いました。通常授業は、
結構分かりやすさを追い求めるあまり、あんまり踏み
込んだことも話してくれないんですよ。で、結構、ノー
トにまとめるってことを多分、意識されてる先生なの
で、きちっきちっと、こういう問題がきたらこうやっ
て公式使おうとか、そういうのまとめてくれて、すご
い見やすいんですけど、僕的にはもっと踏み込んだと
ころをやってほしいって思ってたんで。その、やっぱ
通常授業だとちょっと退屈だなと思ってたんです。な
んですけど、マンツー取ってみたら、結構奥まったこ
ととかやってくれて。僕はもうそのおかげで本当に慈
恵受かったかなって感じします、1 次は。

で、化学は、じゃあ後藤君。
後藤：圧倒的、龍さん。もう大好き。龍さんは。本当
に龍さんのプリントが、本当にまとまってて、2 学期、
本当に、まじでイチからやって間に合ったし、結局。
前半やって。なんか、龍さんのプリントは本当に良かっ
た。プリント、それを俺はノートに貼って、直前に、
答えとかも貼って、解法、全部一緒だったのか、違うなっ
てとこもありますね。あと、浅尾先生も、毎日、なんか、
問題見せに行ってっていうのをやってました。
小林：俺は、龍さんもそうなんすけど、原先生が一番。
めっちゃ、なんか・・・丁寧なんですよ。なんか、お
ばかな人でも分かってくれるような、すごい丁寧な解
説してくれるんで、そういう、分かりやすかったっす。
良かったっす。はい。
松脇：化学は、原先生。原先生は本当に真面目な先生で、
なんか、人間的にも尊敬できるのかなって思うんです。
あのー、おすすめなのが、授業の前、朝イチで、過去
問を朝みんなで解いて、その授業始まる前に解いて、
それを授業で答え合わせするっていうのが、確か後期
くらいにやる授業だったんですけど、それやることに
よって、そのー、受験直前期に化学の過去問はいらな
くて、授業でやってくれるんで。解説もしっかりやっ
てもらって復習とかできるんで。

今年いる後輩たちにちょっとアドバイスとか、
何かあれば。
松脇：自分なりの勉強法を 1 学期は本当に模索してほ
しいなって思ってます。で、僕も 1 学期の頃は、朝来
たりとか、例えば、いろんな参考書使ってみたりとか、

いろんなことに手出してたんですよ。例えば、数学の
成績が伸びなかったときに、その、後藤と結構、1 学期、
ライバルだったので、後藤が M3 に上がって行ったん
ですよ。で、僕 M4 で、何が違うんだろうなって考え
たときに、数学が全然違ったんですね。で、大して勉
強量変わんないのに、なんでこんな差がつくんだろうっ
て考えたときに、なんか、まあ、いろいろ試行錯誤して、
テキストの復習とか、あとなんか、帰りの電車の中で、
数学の、YouTube に載ってる動画とか見たりとか、い
ろいろしてたんですよね。解法こうやってやればいい
とか、いろんなとこから情報集めてたんですけど、そ
れでも成績上がらなくて、最終的に行き着いた勉強法
が、さっき言った ” 休み時間に勉強する ” っていうやつ。
そうです。なんで、僕もいろんな試行錯誤を経て、そ
のー、自分なりの勉強法見つけたんで、皆さんも本当
に勉強法を見つければ。テキストは代官山のやつがやっ
ぱり大事で、最終的には。代官山のテキストはやっぱ
り基礎を押さえるって意味で大事だから、ちょっとし
たときに数学がちょっと落ち込んだってなったら、テ
キストを見て基礎の復習って使って、で、あとは、単
科なり、そういったものでひたすら問題演習するって
いうのが、やっぱ数学伸ばすのにめちゃくちゃ適して
いるかなと思います。
小林：やっぱり先生の言ったことを、なんか、素直に
聞いていくのが一番だと思いますなんか結局、英語も
音読しろって言われて、俺ずっと音読して。いや、そ
の前はしてなかったっすけど、するようになったら、
すごい伸びたんで、先生の言うことはちゃんと聞いた
ほうがいいなって。まあ、そうっすね、あと、時間、
時間が結構、追われてる人はいると思うんすけど、フフ、
時間追われてるってことは、その、おっきな夢をつか
むためのチャンスだと思うので、フフフ、頑張っても
らいたいです。えーっと、薄先生の名言なんですけど、

『今やってることの意味なんて未来の自分にしか分から
ない』っていうのを、はい。
後藤：うーん、まとめノート、俺はそれのおかげで受かっ
たかなとも思ってて。生物と化学に関しては、生物は
緒方先生のメモとか、FT( 深瀧先生 ) のプリントをもう
自分で、自分の言葉で組み換えて、ノートに、1 冊に
まとめて、もうそれを見るだけでテストは基本いける
し。あとは、なんか、やっぱ毎朝、俺が村上先生にやっ
てもらったみたいに、毎朝なんか、1 問でもいいから、
なんか見せに行くっていうのは習慣になるから、それ
はすごい良かった。俺はそれで、夏なんか村上先生の
マンツー取らなくなって一気に落ちたときがあって、
成績が。やっぱ継続してちゃんと続けるの、大事かな。
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カリキュラムが詰まってて、僕には本当に合ってたか
なと思います。その●MS 時代は物理しかやってなかっ
た、自由な時間が多いんで。アッヘヘヘ。英語はもう、
なんかもう、本当、見たくない、本当にやってなかった。
小林：え、やっぱマンスリーじゃないっすかね。マン
スリーの、なんか、順位によってクラス変わるじゃな
いですか。あれが結構よかったっす。
後藤：いや、去年まじひどくて、なんか iPad が全員に
支給されるんですけど。それで、俺は授業中は野球見
たりしてたし、iPadで。全然、制限がかかってないんで。
で、授業中も出てっちゃってもいいし、自由に。自習
室も 2 人ぐらいしかいなかった。iPad、まあ、最終的
には返すんですけど、自由に何ギガまでも使えるから。
100 ギガとか使ってる子もいました、1 カ月で。映画
とかずっと見て。まあまあ、ひどかったですね。それで、
それ終わって、また浪人して、2 浪目決まったときに、
一応さすがにやばいかなっていうのは感じて。このま
まいったらやばいかなって・・・。でも、そのままいたら、
もう 100 パー駄目だったすね。あと、小林と同じで、
マンスリー、結構、刺激でした。いや、まあ、順位がちゃ
んとしっかり出るから、自分の立ち位置がわかって。
しかも人数もそこそこ多いので。やっぱ前の塾とか、
30 人とかだと、やっぱりそんなあんま意味がないって
いうか。さすがに 100 人ぐらいいれば。まあ、100 人
のなかでの結構マンスリーの結果とかで、行く大学も
結構、みんな、ちゃんと上に受かってるし。なんか、1
番とか取ってる子はちゃんと慈恵とか国立、行くし、
ちゃんと結果に表れてるかなっていうのは、多分、指
標にはしてました。意識はしてたけど、取れなかった。
本当に取れなかった。

１年間振り返って。きつかったこと、苦労した
科目は？
小林：えー、あのー、やっぱ、授業数多いじゃないですか、
ここ。だから、なんか、穴がなくなるっていうか、その、
なんか、生物とかだったら、まじ知らないことがない
レベルぐらいにやらされたんで、結構その、FT( 深瀧先
生)がきつかった。FTがきつかったです。いや、なんか、
最初に言われたのが、おまえだけ厳しくしていくからっ
て言われて。ハハハハハハハ。そう。なんか、めっちゃ
当たりが強くなって、それ、めっちゃきつかったっす。
授業中っす。がんがん来ます。なんか、めっちゃやばかっ
たっすね。答えられないと、え、いや、「周りのやつで
きてんのに、おまえできないんだ」みたいな。いじめ。
ちょっと、軽くいじめっすね。軽くいじめ。アハハハハ。
耐え抜いて。はい。強くなりました。生物の成績、多
分すごいです、偏差値が 65 まで伸びた。
後藤；FT はもう、本当にありがたかったんすね。FT、
マンツーずっと取ってたんで。FT は、なんか、授業が
めっちゃ厳しいんすけど、集団と違って、マンツーは
俺に対しては優しく、励ましたり結構してくれたんで。
化学は、2 学期から、龍さんのマンツーを取って、理

すね。
後藤：俺もテキストだけっすね、もうなんか、結構ぎ
りぎり、ギャンブルに勝った感じ。代官山、受かり過
ぎじゃね？
松脇：いや、でも、ちゃんと。やっぱ自習席とかも、
みんなちゃんとやってるし。
後藤：俺は最後、ブース行って。

後藤くんは村上先生、好きだったよね？
後藤：村上先生、もう大好きだったんで、もういっつ
も面倒見てもらってた。愚痴っていうか、授業でいつも、
なんか、声掛けてくれるから。特に、なんか、めっちゃ
いじられるじゃん。村上先生に俺はいじられてたから。
毎朝、見せに、課題一つ見せに行くように、1 問でも
いいから見せに行くみたいな、朝やってて、まあ、直
前期とかは本当に、本当に励まされた。直前期のマン
ツー。
松脇：村上先生って面倒見がいいから。
後藤：面倒見、いい。本当に、本当に、大好きよ。
松脇：常に、なんか、会ったら声掛けて、いい先生だなっ
て。
後藤：みんなに声掛けるよね。俺がなんか、ちょっと
元気なさそうな顔してると、あの、寄ってきてくれます。
寄ってきて励ましてくれてました。結構。やっぱ俺、
どんどんクラスが落ちてったんで。あ、そうだ。クラス、
なんか、みんな言ったほうがいいと思います。クラスの。
松脇：M4 ですね。M4➡M4➡M4➡M2 ですね。まあ、
一応、順調でしたね。
小林：M2➡M4➡M4➡M4。やばいっす。
後藤：俺は、M4➡M3➡M4➡A1。いや、本当に。なんか、
村上先生にも、なんか、俺の成績は減衰曲線だみたいな、
ずっと言われてたから。アハハハハ。いや、でも、そ
れでも声掛けてくれるとうれしいんですよ。FT にいじ
められて、あれは本当にうれしくない。村上先生にい
じめられんのはうれしい、村上先生は、構ってくれる、

愛があるんです。
松脇：FT は・・・。
後藤：いや、FT( 深瀧先生 ) も愛あるんだけど。
小林：ないだろう。アハハ。俺はまじ、断然、緒方先
生です。はい。毎回、マンスリー終わって、それ見せ
に行くんすけど、数学、まあ、まあまあ、気にしなく
ていいよみたいな、言ってくれたんで、すごいよかっ
たっす。これから数学、やっぱ、きっと、なんか、セ
ンス的なものがあるから、フッフッ、まず英語を伸ば
すとか、英語を伸ばして、そっから数学考えればいい、
みたいな感じで。そうですね。良かった。めっちゃ面
倒見いい。
後藤：授業がもう、神。
小林：神授業だった。え、まじ、出るとこを的確にやっ
てくれる。ちゃんと出るものを全部。そう。ちゃんと
出るんすよ。
後藤：感動、本当に感動。向こうの出題者と結託して
んじゃないの。アハハハハ。いや、本当にそのレベル
で出ます。「ここ出るよ」っつったら、出ます。
小林：本当に出ます。緒方先生は。ま、生物科、結構、
連携取れてんで。
後藤：全員、神授業っていうか。FT も、イシも、ザキ
さんも、山﨑先生も、みんな。
小林：そうですね。みんな、みんな、みんないいんだって。
強いっす。生物科、めっちゃ強いっす、本当に。
後藤：ちょっとタイプも違って。FT は本当に厳しくし
てくれ、オガティーも厳しいときあるけど。
緒方先生、だいぶ厳しいときは厳しい。
小林：うん。みんな個性的だよね。
後藤：イッシーはなんか友達みたいな感じだし、山﨑
先生はお父さんみたいな感じで、なんかもう。

松脇君の場合は？
松脇：えーっと、多分、物理が苦手な人は、あのー、
寺澤先生がおすすめかなって思ってて。で、やっぱり
物理を極めたい人は野村先生か小澤先生で、僕はでも、
野村先生が好きでした。えーっと、何質問しても必ず
答え返ってくるところですね。でも、何ていうんです
かね、結構、原理とか習ってるときに、なんか、ふと
した思い付きで、じゃあ身近にあるこういう現象って
これで説明できますかっていう質問しても、これは
ちょっと違う現象でとかいう話で、どんどん、どんど
ん深く掘り下げてくれたりとか。なんか、結構、自分
の知的好奇心に対して寛容で、何でも答えてくれたん
で助かりました。だから、自分が、予想している以上
の答えが返ってきましたね。あとは、まあ、あの先生、
多分、何でもできるんで、えーっと、なんか数学的な
話とかもしてくれるし。で、化学も得意だったらしい
んで。で、英語も得意で、帰国子女で、なので、なんか、
僕も、その、「ちょっ、英語教えてください」って言っ
たんですけど、そしたら、「僕は英語を勉強したことが
ないので分からない」って言われちゃって。「じゃあど

うやって単語覚えたんですか」って言ったら、その、「本
とか読めば勝手に覚えてく」みたいな。えー、みたいな。
それは何も役に立たない。ハハハ。ちょっと、英語は
無理だなと思って。ずっと物理の話をしてました。微
分方程式とかもやってくれました。なんで、今、本当に、
大学でやってる内容は、野村先生とやったところだなっ
て思って、やってます。全部、説明してくれました。まあ、
楽しかったんで、1 学期は本当に物理ばっかやってま
した。まあ、1 学期、物理やり過ぎて、その、2 学期、
飽きちゃったんです。

うまくいった秘訣とかあれば。合格に。後藤君、
じゃあ。
後藤：うーんと、うまくいった秘訣？だから、春、春に、
えーっと、なんか、最初のボスとの面談で、A8 ぐらい
から頑張っていこうみたいなことを言われて。模試の
結果とか見せて。で、そんときに、まあ、さすがにちょっ
と悔しくて、なんか、さきどり課題みたいな、春休み
の宿題みたいなのをちゃんと 5 周とか。5 周。めっちゃ
ノート、こんぐらい出しました、本当に。それで M4
で入れたんで。のが、でかかったです。そうです。そっ
から勢い乗って M3 にも上がれたし。そっからちょっ
と落ちちゃったんすけど。なんか、でも本当に。あと
はマンツー。春は本当に頑張りました。春は、えーっと、
化学の浅尾先生と、あと、生物の山﨑先生に、もうずっ
と。その 2 人はもう本当、基礎とか固める、ものすご
い良かったんで。春が俺はでかかった、合格するのに。
春、その、ダッシュが切れたのが良かった。あと、周
りがみんな真面目だったのが良かったです。
小林：予習、絶対っすね。全教科やってました。だから、
数学とかはできるだけ予習で考えて。なんか、問題解
いて、何を分かってないのかとかを明確にしてるし、
できるだけ頑張って。予習の段階で自分が分かんない
ところ分かってなくて、予習するようにしたら、結構、
伸びました、成績が。

松脇：えーっと、僕は、朝来るのが無理だったんで・・・。
その朝来ない分を、周りに助けられてじゃないですけ
ど、その分をどこで補うかって考えたときに、やっぱり、
休み時間を勉強しようって思って、僕はもう本当に休
み時間、もう全部、使って勉強して休まず、で、その、
休み時間って何がいいのかって考えたときに、代官山っ
て 20 分って比較的質問できるくらい長い時間あるん
で、その間に、数学とかを予習とか復習するのが本当
にやっぱ自分に合ってて。逆に 20 分超えちゃうと、復
習の効率が落ちるっていうか。そう、時間計ってやれ
たんで、すごい良かったな。そうですね。入試のとき
も多分、テキスト 1 ページに対して、多分かけられる
時間って 12 ～ 13 分くらいだと思うんで、自分でそれ
くらいに、その休み時間 20 分の間で、次の授業の準備
とか考えたときに設けられる時間が 15 分くらいだった
んで、その時間をちょうど、数学の復習に充てると、
効率っていうか。他の人たちが、長い時間をかけて単
調なゆっくりとしたペースで歩いてるのに対して、僕
は短い時間でさくっと。まあ、効率よく、さくさくさく。

いろいろな授業のなかで印象に残った先生と
か。英語から。
松脇：英語は、えーっと、栗原先生です。まあ、あの
人の授業は本当に、まあ、英語もそうなんですけど、
その、読解力っていう部分ですごい助けられたなって
思うんです。なんかその、僕、その、英語だけじゃな
くて日本語とかも苦手なんですよ。その、論理展開と
かがうまくつかめなかったんですけど、それを、その、
英語の構文とかを通しながら、うまく、前後関係とか
をつかんで読解するっていうのが、ものすごく自分に
合って。あれは本当に、その、能力とかあんま必要なく、
ただ授業受けてそのやり方を学んでいっとけば。むし
ろ、なんか、日本語苦手な人にはおすすめかなと思い
ます。
小林：え、俺は三ツ橋先生ですかね。ミッツーっす。
なんか、あの人、結構、文法がちょっと強いんですけど、
なんか、いっぱい問題。自分で作って、なんか、全然、
解けないような問題も持ってくるんすよ。間違えやす
いやつ。ああいうの、すごいなって思います。文法は
あの人のおかげで結構、強くなりました。
後藤：ああ、えーっと、良平、田中良平先生は、俺は
なんか、英語、本当に、俺も松脇と一緒で勉強してなかっ
たから。でも単語は俺は好き、大好きだったんで、単
語だけしっかりやってて。良平はもう、それをもう、
本当に異次元なレベルで単語広げるんで、それは俺、
楽しくて。単語すごい。もう本当に。変態です。
ホワイトボード全部、埋まります、本当に。単語で。
小林：お経みたいっすよ。単語で埋まる。2 周する。
松脇：全部、埋まったのを 2 周するぐらい。
後藤：本当にお経みたい。それをまとめたりして覚え
るんです。1 個の単語がもう、まじで 100 個ぐらいに
なる。本当にすごい。派生して、同じ意味の単語で、そっ

からなんか、また派生させて。良平は結構さ、いじる
からさ。堅そうだけど、結構、楽しい。なんか、しゃ
べりやすいから。だいぶ、いじりやすい。それとあと
北林先生が俺はもう大好きで、俺と多分、フルカワ ( 古
川遼：東海大医学部進学 ) の 2 人とも。なんか、熱くて、
面倒見、良くて。熱い。なんか、え、でも、本当に熱いっ
ていうか、面倒見が本当に良くて。生徒のこと、みん
な下の名前で呼んでくれるんすけど。なんか、そうい
うの含めて、なんか、本当に元気が出ると。北林先生
は好きでしたね。受験直前、2 学期ぐらいからマンツー
取ってます。役に立ちました。文法を中心にやっても
らって。
松脇：あのー、良平先生、あの、授業のスピードがめちゃ
めちゃ速いんですよね。そのー、なんで、僕は、その、
受験期直前っていうか、やってましたね。えーっと、
あの、多分。僕は過去問演習ずうっとやってたんです
けど、本当に 1 コマで 2 年分くらいずつ解いてました。
なんで、本当に直前期に、その、過去問演習したいと
かそういうのになったら、良平先生はおすすめですし。
速いですね。良平先生は本当にもう。解いて、時間計っ
てやるんですけど、ものすごく目標のレベルが高いん
ですね、良平先生。目標って、何つうの、ものすごい
英語できるやつでも、例えば、慈恵合格レベルってあっ
たら、それよりも 5 分くらい短く解いてほしいと、そ
ういうの平気に言ってくるんですけど、まあ、そのお
かげですいすいスピードが、スピードっていうか、授
業が進んでくんで、直前期には本当におすすめかなと。
後藤：英語苦手な人は栗原先生と、俺は北林先生。本当、
苦手な子は絶対。良平はやっぱ、ちょっと難しいとこ
も入るから。
松脇：レベルが高い。良平のレベルも高いしスピード
も速いんで、できない人だと、どんどん置いてかれちゃ
うっていうか、なかなか難しい。

数学は？　
松脇：数学は、代官山の数学の先生は本当にみんない
い先生ばっかりで。僕が今まで、中高とか、Y●S とか
で受けた先生とかと比べても、やっぱ、代官山の先生
のほうがやっぱ全然いい先生ばっかだなと思ってて。
基本的に、数学の先生は全員、本当にいい先生ばっか
りだと思います。一番お世話になったの、多分、薄先
生かなとは思うんですけど。典さんも授業楽しかった
なって。
後藤：楽しかったな。典さんの授業、楽しかった。
松脇：最初のクラスが M4 で、後藤と一緒だったんで
すけど、そのクラスは、何発言してもいいみたいな、
そういう授業で。
後藤：クラスのメンバーが良かったので。あったかい
クラスで、本当。今でもみんなで会ったりするし。
スギウラさん ( 愛知医科大進学：杉浦るみの )、とかハ
シモトさん ( 日本大医学部進学：橋本麻莉夏 )、フルカ
ワさん ( 日本医科大進学：古川優奈 )。あ、アカサカ ( 近

畿大医学部進学：赤坂政哉 )。
松脇：ハッハッハッハッ、レオン忘れてない？　ちょっ
と。
後藤：あぶね、ヘッヘッ。あ、レオン(杏林大医学部進学：
永野玲音 )、レオン。まだいるっけ。それぐらいか。ほ
んと、良かったわ。
松脇：そのクラスは本当に。なんか、授業で、そのー、
典さんが、すぱっと解くことっていうのに、結構ある
じゃない。そういうところでも、授業中に「それ、ど
うやってやったんですか」って言ったら、その、一回、
授業中断して、ここの説明とかしてくれたりとか。「分
かんない」みたいな、全然、入れる。分かんないとこ
ろは本当にすぐ、ぱって質問できて。
後藤：「それ分かんないです」みたいな。
小林：数学、ちょっとそうっすね。いや、でも俺は薄
先生と典さんです。え。いや、典さんは普通に、なんか、
質問しやすいっす。何でも答えてくれる。薄先生は、
あの、東海の 2 日目の数学、問題の一番最後の数列。
あれ、薄先生の授業でやったよね。やったよね、やっ
たよね。なんか、ぽいやつ、やってたんです。それの
おかげで多分できた。で、薄先生っす。大問 1 個っす。
漸化式のやつっす、そうっす。
後藤：あの、薄先生は本当に、難しい解き方しないから、
難しい解き方しないんで、それがめっちゃ自分に合っ
てて。薄先生はやっぱ、もうテキスト、薄先生の 5、6
集 ( 数学Ⅲ) は、だいぶ強くなったと思います。あと計
算も、積分計算、毎日やれみたいな、ずっと言われてて。
それも良かったなと。
松脇：なんか、そのー、ヒラパンは、結構、数学、あ
る程度できる人には結構、寛容なイメージがあるんで
すよ。まあ、やっぱ教え方は本当にうまいですし。あと、
なんでしょうね、結構、その、入試では、まあ、きれ
いに解くことも大事ですけど、計算でごり押すってい
う、そういうほうも大事なんで、僕は結構面倒くさが
りやっていうの、計算でごり押すっていう方法は好き

じゃなかったんですけど、いざやっぱ入試本番になっ
て緊張して、頭が回らなくなったときは、そういった
解き方が本当にためになりました。あと、まあ、太郎
先生は本当に人間的にもいい人で、ヒラパンとは全然
違って。
後藤：太郎先生はもう合わない人いないよ。みんな。
みんな合う。
松脇：実際、直前期のマンツー取ったんですけど、な
んか、普段の授業とは違って、結構奥まったことも話
してくれたりとか。太郎先生は本当に、マンツーでこ
そ光る先生かもしれないって思いました。通常授業は、
結構分かりやすさを追い求めるあまり、あんまり踏み
込んだことも話してくれないんですよ。で、結構、ノー
トにまとめるってことを多分、意識されてる先生なの
で、きちっきちっと、こういう問題がきたらこうやっ
て公式使おうとか、そういうのまとめてくれて、すご
い見やすいんですけど、僕的にはもっと踏み込んだと
ころをやってほしいって思ってたんで。その、やっぱ
通常授業だとちょっと退屈だなと思ってたんです。な
んですけど、マンツー取ってみたら、結構奥まったこ
ととかやってくれて。僕はもうそのおかげで本当に慈
恵受かったかなって感じします、1 次は。

で、化学は、じゃあ後藤君。
後藤：圧倒的、龍さん。もう大好き。龍さんは。本当
に龍さんのプリントが、本当にまとまってて、2 学期、
本当に、まじでイチからやって間に合ったし、結局。
前半やって。なんか、龍さんのプリントは本当に良かっ
た。プリント、それを俺はノートに貼って、直前に、
答えとかも貼って、解法、全部一緒だったのか、違うなっ
てとこもありますね。あと、浅尾先生も、毎日、なんか、
問題見せに行ってっていうのをやってました。
小林：俺は、龍さんもそうなんすけど、原先生が一番。
めっちゃ、なんか・・・丁寧なんですよ。なんか、お
ばかな人でも分かってくれるような、すごい丁寧な解
説してくれるんで、そういう、分かりやすかったっす。
良かったっす。はい。
松脇：化学は、原先生。原先生は本当に真面目な先生で、
なんか、人間的にも尊敬できるのかなって思うんです。
あのー、おすすめなのが、授業の前、朝イチで、過去
問を朝みんなで解いて、その授業始まる前に解いて、
それを授業で答え合わせするっていうのが、確か後期
くらいにやる授業だったんですけど、それやることに
よって、そのー、受験直前期に化学の過去問はいらな
くて、授業でやってくれるんで。解説もしっかりやっ
てもらって復習とかできるんで。

今年いる後輩たちにちょっとアドバイスとか、
何かあれば。
松脇：自分なりの勉強法を 1 学期は本当に模索してほ
しいなって思ってます。で、僕も 1 学期の頃は、朝来
たりとか、例えば、いろんな参考書使ってみたりとか、

いろんなことに手出してたんですよ。例えば、数学の
成績が伸びなかったときに、その、後藤と結構、1 学期、
ライバルだったので、後藤が M3 に上がって行ったん
ですよ。で、僕 M4 で、何が違うんだろうなって考え
たときに、数学が全然違ったんですね。で、大して勉
強量変わんないのに、なんでこんな差がつくんだろうっ
て考えたときに、なんか、まあ、いろいろ試行錯誤して、
テキストの復習とか、あとなんか、帰りの電車の中で、
数学の、YouTube に載ってる動画とか見たりとか、い
ろいろしてたんですよね。解法こうやってやればいい
とか、いろんなとこから情報集めてたんですけど、そ
れでも成績上がらなくて、最終的に行き着いた勉強法
が、さっき言った ” 休み時間に勉強する ” っていうやつ。
そうです。なんで、僕もいろんな試行錯誤を経て、そ
のー、自分なりの勉強法見つけたんで、皆さんも本当
に勉強法を見つければ。テキストは代官山のやつがやっ
ぱり大事で、最終的には。代官山のテキストはやっぱ
り基礎を押さえるって意味で大事だから、ちょっとし
たときに数学がちょっと落ち込んだってなったら、テ
キストを見て基礎の復習って使って、で、あとは、単
科なり、そういったものでひたすら問題演習するって
いうのが、やっぱ数学伸ばすのにめちゃくちゃ適して
いるかなと思います。
小林：やっぱり先生の言ったことを、なんか、素直に
聞いていくのが一番だと思いますなんか結局、英語も
音読しろって言われて、俺ずっと音読して。いや、そ
の前はしてなかったっすけど、するようになったら、
すごい伸びたんで、先生の言うことはちゃんと聞いた
ほうがいいなって。まあ、そうっすね、あと、時間、
時間が結構、追われてる人はいると思うんすけど、フフ、
時間追われてるってことは、その、おっきな夢をつか
むためのチャンスだと思うので、フフフ、頑張っても
らいたいです。えーっと、薄先生の名言なんですけど、

『今やってることの意味なんて未来の自分にしか分から
ない』っていうのを、はい。
後藤：うーん、まとめノート、俺はそれのおかげで受かっ
たかなとも思ってて。生物と化学に関しては、生物は
緒方先生のメモとか、FT( 深瀧先生 ) のプリントをもう
自分で、自分の言葉で組み換えて、ノートに、1 冊に
まとめて、もうそれを見るだけでテストは基本いける
し。あとは、なんか、やっぱ毎朝、俺が村上先生にやっ
てもらったみたいに、毎朝なんか、1 問でもいいから、
なんか見せに行くっていうのは習慣になるから、それ
はすごい良かった。俺はそれで、夏なんか村上先生の
マンツー取らなくなって一気に落ちたときがあって、
成績が。やっぱ継続してちゃんと続けるの、大事かな。
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カリキュラムが詰まってて、僕には本当に合ってたか
なと思います。その●MS 時代は物理しかやってなかっ
た、自由な時間が多いんで。アッヘヘヘ。英語はもう、
なんかもう、本当、見たくない、本当にやってなかった。
小林：え、やっぱマンスリーじゃないっすかね。マン
スリーの、なんか、順位によってクラス変わるじゃな
いですか。あれが結構よかったっす。
後藤：いや、去年まじひどくて、なんか iPad が全員に
支給されるんですけど。それで、俺は授業中は野球見
たりしてたし、iPadで。全然、制限がかかってないんで。
で、授業中も出てっちゃってもいいし、自由に。自習
室も 2 人ぐらいしかいなかった。iPad、まあ、最終的
には返すんですけど、自由に何ギガまでも使えるから。
100 ギガとか使ってる子もいました、1 カ月で。映画
とかずっと見て。まあまあ、ひどかったですね。それで、
それ終わって、また浪人して、2 浪目決まったときに、
一応さすがにやばいかなっていうのは感じて。このま
まいったらやばいかなって・・・。でも、そのままいたら、
もう 100 パー駄目だったすね。あと、小林と同じで、
マンスリー、結構、刺激でした。いや、まあ、順位がちゃ
んとしっかり出るから、自分の立ち位置がわかって。
しかも人数もそこそこ多いので。やっぱ前の塾とか、
30 人とかだと、やっぱりそんなあんま意味がないって
いうか。さすがに 100 人ぐらいいれば。まあ、100 人
のなかでの結構マンスリーの結果とかで、行く大学も
結構、みんな、ちゃんと上に受かってるし。なんか、1
番とか取ってる子はちゃんと慈恵とか国立、行くし、
ちゃんと結果に表れてるかなっていうのは、多分、指
標にはしてました。意識はしてたけど、取れなかった。
本当に取れなかった。

１年間振り返って。きつかったこと、苦労した
科目は？
小林：えー、あのー、やっぱ、授業数多いじゃないですか、
ここ。だから、なんか、穴がなくなるっていうか、その、
なんか、生物とかだったら、まじ知らないことがない
レベルぐらいにやらされたんで、結構その、FT( 深瀧先
生)がきつかった。FTがきつかったです。いや、なんか、
最初に言われたのが、おまえだけ厳しくしていくからっ
て言われて。ハハハハハハハ。そう。なんか、めっちゃ
当たりが強くなって、それ、めっちゃきつかったっす。
授業中っす。がんがん来ます。なんか、めっちゃやばかっ
たっすね。答えられないと、え、いや、「周りのやつで
きてんのに、おまえできないんだ」みたいな。いじめ。
ちょっと、軽くいじめっすね。軽くいじめ。アハハハハ。
耐え抜いて。はい。強くなりました。生物の成績、多
分すごいです、偏差値が 65 まで伸びた。
後藤；FT はもう、本当にありがたかったんすね。FT、
マンツーずっと取ってたんで。FT は、なんか、授業が
めっちゃ厳しいんすけど、集団と違って、マンツーは
俺に対しては優しく、励ましたり結構してくれたんで。
化学は、2 学期から、龍さんのマンツーを取って、理

すね。
後藤：俺もテキストだけっすね、もうなんか、結構ぎ
りぎり、ギャンブルに勝った感じ。代官山、受かり過
ぎじゃね？
松脇：いや、でも、ちゃんと。やっぱ自習席とかも、
みんなちゃんとやってるし。
後藤：俺は最後、ブース行って。

後藤くんは村上先生、好きだったよね？
後藤：村上先生、もう大好きだったんで、もういっつ
も面倒見てもらってた。愚痴っていうか、授業でいつも、
なんか、声掛けてくれるから。特に、なんか、めっちゃ
いじられるじゃん。村上先生に俺はいじられてたから。
毎朝、見せに、課題一つ見せに行くように、1 問でも
いいから見せに行くみたいな、朝やってて、まあ、直
前期とかは本当に、本当に励まされた。直前期のマン
ツー。
松脇：村上先生って面倒見がいいから。
後藤：面倒見、いい。本当に、本当に、大好きよ。
松脇：常に、なんか、会ったら声掛けて、いい先生だなっ
て。
後藤：みんなに声掛けるよね。俺がなんか、ちょっと
元気なさそうな顔してると、あの、寄ってきてくれます。
寄ってきて励ましてくれてました。結構。やっぱ俺、
どんどんクラスが落ちてったんで。あ、そうだ。クラス、
なんか、みんな言ったほうがいいと思います。クラスの。
松脇：M4 ですね。M4➡M4➡M4➡M2 ですね。まあ、
一応、順調でしたね。
小林：M2➡M4➡M4➡M4。やばいっす。
後藤：俺は、M4➡M3➡M4➡A1。いや、本当に。なんか、
村上先生にも、なんか、俺の成績は減衰曲線だみたいな、
ずっと言われてたから。アハハハハ。いや、でも、そ
れでも声掛けてくれるとうれしいんですよ。FT にいじ
められて、あれは本当にうれしくない。村上先生にい
じめられんのはうれしい、村上先生は、構ってくれる、

愛があるんです。
松脇：FT は・・・。
後藤：いや、FT( 深瀧先生 ) も愛あるんだけど。
小林：ないだろう。アハハ。俺はまじ、断然、緒方先
生です。はい。毎回、マンスリー終わって、それ見せ
に行くんすけど、数学、まあ、まあまあ、気にしなく
ていいよみたいな、言ってくれたんで、すごいよかっ
たっす。これから数学、やっぱ、きっと、なんか、セ
ンス的なものがあるから、フッフッ、まず英語を伸ば
すとか、英語を伸ばして、そっから数学考えればいい、
みたいな感じで。そうですね。良かった。めっちゃ面
倒見いい。
後藤：授業がもう、神。
小林：神授業だった。え、まじ、出るとこを的確にやっ
てくれる。ちゃんと出るものを全部。そう。ちゃんと
出るんすよ。
後藤：感動、本当に感動。向こうの出題者と結託して
んじゃないの。アハハハハ。いや、本当にそのレベル
で出ます。「ここ出るよ」っつったら、出ます。
小林：本当に出ます。緒方先生は。ま、生物科、結構、
連携取れてんで。
後藤：全員、神授業っていうか。FT も、イシも、ザキ
さんも、山﨑先生も、みんな。
小林：そうですね。みんな、みんな、みんないいんだって。
強いっす。生物科、めっちゃ強いっす、本当に。
後藤：ちょっとタイプも違って。FT は本当に厳しくし
てくれ、オガティーも厳しいときあるけど。
緒方先生、だいぶ厳しいときは厳しい。
小林：うん。みんな個性的だよね。
後藤：イッシーはなんか友達みたいな感じだし、山﨑
先生はお父さんみたいな感じで、なんかもう。

松脇君の場合は？
松脇：えーっと、多分、物理が苦手な人は、あのー、
寺澤先生がおすすめかなって思ってて。で、やっぱり
物理を極めたい人は野村先生か小澤先生で、僕はでも、
野村先生が好きでした。えーっと、何質問しても必ず
答え返ってくるところですね。でも、何ていうんです
かね、結構、原理とか習ってるときに、なんか、ふと
した思い付きで、じゃあ身近にあるこういう現象って
これで説明できますかっていう質問しても、これは
ちょっと違う現象でとかいう話で、どんどん、どんど
ん深く掘り下げてくれたりとか。なんか、結構、自分
の知的好奇心に対して寛容で、何でも答えてくれたん
で助かりました。だから、自分が、予想している以上
の答えが返ってきましたね。あとは、まあ、あの先生、
多分、何でもできるんで、えーっと、なんか数学的な
話とかもしてくれるし。で、化学も得意だったらしい
んで。で、英語も得意で、帰国子女で、なので、なんか、
僕も、その、「ちょっ、英語教えてください」って言っ
たんですけど、そしたら、「僕は英語を勉強したことが
ないので分からない」って言われちゃって。「じゃあど

うやって単語覚えたんですか」って言ったら、その、「本
とか読めば勝手に覚えてく」みたいな。えー、みたいな。
それは何も役に立たない。ハハハ。ちょっと、英語は
無理だなと思って。ずっと物理の話をしてました。微
分方程式とかもやってくれました。なんで、今、本当に、
大学でやってる内容は、野村先生とやったところだなっ
て思って、やってます。全部、説明してくれました。まあ、
楽しかったんで、1 学期は本当に物理ばっかやってま
した。まあ、1 学期、物理やり過ぎて、その、2 学期、
飽きちゃったんです。

うまくいった秘訣とかあれば。合格に。後藤君、
じゃあ。
後藤：うーんと、うまくいった秘訣？だから、春、春に、
えーっと、なんか、最初のボスとの面談で、A8 ぐらい
から頑張っていこうみたいなことを言われて。模試の
結果とか見せて。で、そんときに、まあ、さすがにちょっ
と悔しくて、なんか、さきどり課題みたいな、春休み
の宿題みたいなのをちゃんと 5 周とか。5 周。めっちゃ
ノート、こんぐらい出しました、本当に。それで M4
で入れたんで。のが、でかかったです。そうです。そっ
から勢い乗って M3 にも上がれたし。そっからちょっ
と落ちちゃったんすけど。なんか、でも本当に。あと
はマンツー。春は本当に頑張りました。春は、えーっと、
化学の浅尾先生と、あと、生物の山﨑先生に、もうずっ
と。その 2 人はもう本当、基礎とか固める、ものすご
い良かったんで。春が俺はでかかった、合格するのに。
春、その、ダッシュが切れたのが良かった。あと、周
りがみんな真面目だったのが良かったです。
小林：予習、絶対っすね。全教科やってました。だから、
数学とかはできるだけ予習で考えて。なんか、問題解
いて、何を分かってないのかとかを明確にしてるし、
できるだけ頑張って。予習の段階で自分が分かんない
ところ分かってなくて、予習するようにしたら、結構、
伸びました、成績が。
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松脇：えーっと、僕は、朝来るのが無理だったんで・・・。
その朝来ない分を、周りに助けられてじゃないですけ
ど、その分をどこで補うかって考えたときに、やっぱり、
休み時間を勉強しようって思って、僕はもう本当に休
み時間、もう全部、使って勉強して休まず、で、その、
休み時間って何がいいのかって考えたときに、代官山っ
て 20 分って比較的質問できるくらい長い時間あるん
で、その間に、数学とかを予習とか復習するのが本当
にやっぱ自分に合ってて。逆に 20 分超えちゃうと、復
習の効率が落ちるっていうか。そう、時間計ってやれ
たんで、すごい良かったな。そうですね。入試のとき
も多分、テキスト 1 ページに対して、多分かけられる
時間って 12 ～ 13 分くらいだと思うんで、自分でそれ
くらいに、その休み時間 20 分の間で、次の授業の準備
とか考えたときに設けられる時間が 15 分くらいだった
んで、その時間をちょうど、数学の復習に充てると、
効率っていうか。他の人たちが、長い時間をかけて単
調なゆっくりとしたペースで歩いてるのに対して、僕
は短い時間でさくっと。まあ、効率よく、さくさくさく。

いろいろな授業のなかで印象に残った先生と
か。英語から。
松脇：英語は、えーっと、栗原先生です。まあ、あの
人の授業は本当に、まあ、英語もそうなんですけど、
その、読解力っていう部分ですごい助けられたなって
思うんです。なんかその、僕、その、英語だけじゃな
くて日本語とかも苦手なんですよ。その、論理展開と
かがうまくつかめなかったんですけど、それを、その、
英語の構文とかを通しながら、うまく、前後関係とか
をつかんで読解するっていうのが、ものすごく自分に
合って。あれは本当に、その、能力とかあんま必要なく、
ただ授業受けてそのやり方を学んでいっとけば。むし
ろ、なんか、日本語苦手な人にはおすすめかなと思い
ます。
小林：え、俺は三ツ橋先生ですかね。ミッツーっす。
なんか、あの人、結構、文法がちょっと強いんですけど、
なんか、いっぱい問題。自分で作って、なんか、全然、
解けないような問題も持ってくるんすよ。間違えやす
いやつ。ああいうの、すごいなって思います。文法は
あの人のおかげで結構、強くなりました。
後藤：ああ、えーっと、良平、田中良平先生は、俺は
なんか、英語、本当に、俺も松脇と一緒で勉強してなかっ
たから。でも単語は俺は好き、大好きだったんで、単
語だけしっかりやってて。良平はもう、それをもう、
本当に異次元なレベルで単語広げるんで、それは俺、
楽しくて。単語すごい。もう本当に。変態です。
ホワイトボード全部、埋まります、本当に。単語で。
小林：お経みたいっすよ。単語で埋まる。2 周する。
松脇：全部、埋まったのを 2 周するぐらい。
後藤：本当にお経みたい。それをまとめたりして覚え
るんです。1 個の単語がもう、まじで 100 個ぐらいに
なる。本当にすごい。派生して、同じ意味の単語で、そっ

からなんか、また派生させて。良平は結構さ、いじる
からさ。堅そうだけど、結構、楽しい。なんか、しゃ
べりやすいから。だいぶ、いじりやすい。それとあと
北林先生が俺はもう大好きで、俺と多分、フルカワ ( 古
川遼：東海大医学部進学 ) の 2 人とも。なんか、熱くて、
面倒見、良くて。熱い。なんか、え、でも、本当に熱いっ
ていうか、面倒見が本当に良くて。生徒のこと、みん
な下の名前で呼んでくれるんすけど。なんか、そうい
うの含めて、なんか、本当に元気が出ると。北林先生
は好きでしたね。受験直前、2 学期ぐらいからマンツー
取ってます。役に立ちました。文法を中心にやっても
らって。
松脇：あのー、良平先生、あの、授業のスピードがめちゃ
めちゃ速いんですよね。そのー、なんで、僕は、その、
受験期直前っていうか、やってましたね。えーっと、
あの、多分。僕は過去問演習ずうっとやってたんです
けど、本当に 1 コマで 2 年分くらいずつ解いてました。
なんで、本当に直前期に、その、過去問演習したいと
かそういうのになったら、良平先生はおすすめですし。
速いですね。良平先生は本当にもう。解いて、時間計っ
てやるんですけど、ものすごく目標のレベルが高いん
ですね、良平先生。目標って、何つうの、ものすごい
英語できるやつでも、例えば、慈恵合格レベルってあっ
たら、それよりも 5 分くらい短く解いてほしいと、そ
ういうの平気に言ってくるんですけど、まあ、そのお
かげですいすいスピードが、スピードっていうか、授
業が進んでくんで、直前期には本当におすすめかなと。
後藤：英語苦手な人は栗原先生と、俺は北林先生。本当、
苦手な子は絶対。良平はやっぱ、ちょっと難しいとこ
も入るから。
松脇：レベルが高い。良平のレベルも高いしスピード
も速いんで、できない人だと、どんどん置いてかれちゃ
うっていうか、なかなか難しい。

数学は？　
松脇：数学は、代官山の数学の先生は本当にみんない
い先生ばっかりで。僕が今まで、中高とか、Y●S とか
で受けた先生とかと比べても、やっぱ、代官山の先生
のほうがやっぱ全然いい先生ばっかだなと思ってて。
基本的に、数学の先生は全員、本当にいい先生ばっか
りだと思います。一番お世話になったの、多分、薄先
生かなとは思うんですけど。典さんも授業楽しかった
なって。
後藤：楽しかったな。典さんの授業、楽しかった。
松脇：最初のクラスが M4 で、後藤と一緒だったんで
すけど、そのクラスは、何発言してもいいみたいな、
そういう授業で。
後藤：クラスのメンバーが良かったので。あったかい
クラスで、本当。今でもみんなで会ったりするし。
スギウラさん ( 愛知医科大進学：杉浦るみの )、とかハ
シモトさん ( 日本大医学部進学：橋本麻莉夏 )、フルカ
ワさん ( 日本医科大進学：古川優奈 )。あ、アカサカ ( 近

畿大医学部進学：赤坂政哉 )。
松脇：ハッハッハッハッ、レオン忘れてない？　ちょっ
と。
後藤：あぶね、ヘッヘッ。あ、レオン(杏林大医学部進学：
永野玲音 )、レオン。まだいるっけ。それぐらいか。ほ
んと、良かったわ。
松脇：そのクラスは本当に。なんか、授業で、そのー、
典さんが、すぱっと解くことっていうのに、結構ある
じゃない。そういうところでも、授業中に「それ、ど
うやってやったんですか」って言ったら、その、一回、
授業中断して、ここの説明とかしてくれたりとか。「分
かんない」みたいな、全然、入れる。分かんないとこ
ろは本当にすぐ、ぱって質問できて。
後藤：「それ分かんないです」みたいな。
小林：数学、ちょっとそうっすね。いや、でも俺は薄
先生と典さんです。え。いや、典さんは普通に、なんか、
質問しやすいっす。何でも答えてくれる。薄先生は、
あの、東海の 2 日目の数学、問題の一番最後の数列。
あれ、薄先生の授業でやったよね。やったよね、やっ
たよね。なんか、ぽいやつ、やってたんです。それの
おかげで多分できた。で、薄先生っす。大問 1 個っす。
漸化式のやつっす、そうっす。
後藤：あの、薄先生は本当に、難しい解き方しないから、
難しい解き方しないんで、それがめっちゃ自分に合っ
てて。薄先生はやっぱ、もうテキスト、薄先生の 5、6
集 ( 数学Ⅲ) は、だいぶ強くなったと思います。あと計
算も、積分計算、毎日やれみたいな、ずっと言われてて。
それも良かったなと。
松脇：なんか、そのー、ヒラパンは、結構、数学、あ
る程度できる人には結構、寛容なイメージがあるんで
すよ。まあ、やっぱ教え方は本当にうまいですし。あと、
なんでしょうね、結構、その、入試では、まあ、きれ
いに解くことも大事ですけど、計算でごり押すってい
う、そういうほうも大事なんで、僕は結構面倒くさが
りやっていうの、計算でごり押すっていう方法は好き

じゃなかったんですけど、いざやっぱ入試本番になっ
て緊張して、頭が回らなくなったときは、そういった
解き方が本当にためになりました。あと、まあ、太郎
先生は本当に人間的にもいい人で、ヒラパンとは全然
違って。
後藤：太郎先生はもう合わない人いないよ。みんな。
みんな合う。
松脇：実際、直前期のマンツー取ったんですけど、な
んか、普段の授業とは違って、結構奥まったことも話
してくれたりとか。太郎先生は本当に、マンツーでこ
そ光る先生かもしれないって思いました。通常授業は、
結構分かりやすさを追い求めるあまり、あんまり踏み
込んだことも話してくれないんですよ。で、結構、ノー
トにまとめるってことを多分、意識されてる先生なの
で、きちっきちっと、こういう問題がきたらこうやっ
て公式使おうとか、そういうのまとめてくれて、すご
い見やすいんですけど、僕的にはもっと踏み込んだと
ころをやってほしいって思ってたんで。その、やっぱ
通常授業だとちょっと退屈だなと思ってたんです。な
んですけど、マンツー取ってみたら、結構奥まったこ
ととかやってくれて。僕はもうそのおかげで本当に慈
恵受かったかなって感じします、1 次は。

で、化学は、じゃあ後藤君。
後藤：圧倒的、龍さん。もう大好き。龍さんは。本当
に龍さんのプリントが、本当にまとまってて、2 学期、
本当に、まじでイチからやって間に合ったし、結局。
前半やって。なんか、龍さんのプリントは本当に良かっ
た。プリント、それを俺はノートに貼って、直前に、
答えとかも貼って、解法、全部一緒だったのか、違うなっ
てとこもありますね。あと、浅尾先生も、毎日、なんか、
問題見せに行ってっていうのをやってました。
小林：俺は、龍さんもそうなんすけど、原先生が一番。
めっちゃ、なんか・・・丁寧なんですよ。なんか、お
ばかな人でも分かってくれるような、すごい丁寧な解
説してくれるんで、そういう、分かりやすかったっす。
良かったっす。はい。
松脇：化学は、原先生。原先生は本当に真面目な先生で、
なんか、人間的にも尊敬できるのかなって思うんです。
あのー、おすすめなのが、授業の前、朝イチで、過去
問を朝みんなで解いて、その授業始まる前に解いて、
それを授業で答え合わせするっていうのが、確か後期
くらいにやる授業だったんですけど、それやることに
よって、そのー、受験直前期に化学の過去問はいらな
くて、授業でやってくれるんで。解説もしっかりやっ
てもらって復習とかできるんで。

今年いる後輩たちにちょっとアドバイスとか、
何かあれば。
松脇：自分なりの勉強法を 1 学期は本当に模索してほ
しいなって思ってます。で、僕も 1 学期の頃は、朝来
たりとか、例えば、いろんな参考書使ってみたりとか、

いろんなことに手出してたんですよ。例えば、数学の
成績が伸びなかったときに、その、後藤と結構、1 学期、
ライバルだったので、後藤が M3 に上がって行ったん
ですよ。で、僕 M4 で、何が違うんだろうなって考え
たときに、数学が全然違ったんですね。で、大して勉
強量変わんないのに、なんでこんな差がつくんだろうっ
て考えたときに、なんか、まあ、いろいろ試行錯誤して、
テキストの復習とか、あとなんか、帰りの電車の中で、
数学の、YouTube に載ってる動画とか見たりとか、い
ろいろしてたんですよね。解法こうやってやればいい
とか、いろんなとこから情報集めてたんですけど、そ
れでも成績上がらなくて、最終的に行き着いた勉強法
が、さっき言った ” 休み時間に勉強する ” っていうやつ。
そうです。なんで、僕もいろんな試行錯誤を経て、そ
のー、自分なりの勉強法見つけたんで、皆さんも本当
に勉強法を見つければ。テキストは代官山のやつがやっ
ぱり大事で、最終的には。代官山のテキストはやっぱ
り基礎を押さえるって意味で大事だから、ちょっとし
たときに数学がちょっと落ち込んだってなったら、テ
キストを見て基礎の復習って使って、で、あとは、単
科なり、そういったものでひたすら問題演習するって
いうのが、やっぱ数学伸ばすのにめちゃくちゃ適して
いるかなと思います。
小林：やっぱり先生の言ったことを、なんか、素直に
聞いていくのが一番だと思いますなんか結局、英語も
音読しろって言われて、俺ずっと音読して。いや、そ
の前はしてなかったっすけど、するようになったら、
すごい伸びたんで、先生の言うことはちゃんと聞いた
ほうがいいなって。まあ、そうっすね、あと、時間、
時間が結構、追われてる人はいると思うんすけど、フフ、
時間追われてるってことは、その、おっきな夢をつか
むためのチャンスだと思うので、フフフ、頑張っても
らいたいです。えーっと、薄先生の名言なんですけど、

『今やってることの意味なんて未来の自分にしか分から
ない』っていうのを、はい。
後藤：うーん、まとめノート、俺はそれのおかげで受かっ
たかなとも思ってて。生物と化学に関しては、生物は
緒方先生のメモとか、FT( 深瀧先生 ) のプリントをもう
自分で、自分の言葉で組み換えて、ノートに、1 冊に
まとめて、もうそれを見るだけでテストは基本いける
し。あとは、なんか、やっぱ毎朝、俺が村上先生にやっ
てもらったみたいに、毎朝なんか、1 問でもいいから、
なんか見せに行くっていうのは習慣になるから、それ
はすごい良かった。俺はそれで、夏なんか村上先生の
マンツー取らなくなって一気に落ちたときがあって、
成績が。やっぱ継続してちゃんと続けるの、大事かな。
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カリキュラムが詰まってて、僕には本当に合ってたか
なと思います。その●MS 時代は物理しかやってなかっ
た、自由な時間が多いんで。アッヘヘヘ。英語はもう、
なんかもう、本当、見たくない、本当にやってなかった。
小林：え、やっぱマンスリーじゃないっすかね。マン
スリーの、なんか、順位によってクラス変わるじゃな
いですか。あれが結構よかったっす。
後藤：いや、去年まじひどくて、なんか iPad が全員に
支給されるんですけど。それで、俺は授業中は野球見
たりしてたし、iPadで。全然、制限がかかってないんで。
で、授業中も出てっちゃってもいいし、自由に。自習
室も 2 人ぐらいしかいなかった。iPad、まあ、最終的
には返すんですけど、自由に何ギガまでも使えるから。
100 ギガとか使ってる子もいました、1 カ月で。映画
とかずっと見て。まあまあ、ひどかったですね。それで、
それ終わって、また浪人して、2 浪目決まったときに、
一応さすがにやばいかなっていうのは感じて。このま
まいったらやばいかなって・・・。でも、そのままいたら、
もう 100 パー駄目だったすね。あと、小林と同じで、
マンスリー、結構、刺激でした。いや、まあ、順位がちゃ
んとしっかり出るから、自分の立ち位置がわかって。
しかも人数もそこそこ多いので。やっぱ前の塾とか、
30 人とかだと、やっぱりそんなあんま意味がないって
いうか。さすがに 100 人ぐらいいれば。まあ、100 人
のなかでの結構マンスリーの結果とかで、行く大学も
結構、みんな、ちゃんと上に受かってるし。なんか、1
番とか取ってる子はちゃんと慈恵とか国立、行くし、
ちゃんと結果に表れてるかなっていうのは、多分、指
標にはしてました。意識はしてたけど、取れなかった。
本当に取れなかった。

１年間振り返って。きつかったこと、苦労した
科目は？
小林：えー、あのー、やっぱ、授業数多いじゃないですか、
ここ。だから、なんか、穴がなくなるっていうか、その、
なんか、生物とかだったら、まじ知らないことがない
レベルぐらいにやらされたんで、結構その、FT( 深瀧先
生)がきつかった。FTがきつかったです。いや、なんか、
最初に言われたのが、おまえだけ厳しくしていくからっ
て言われて。ハハハハハハハ。そう。なんか、めっちゃ
当たりが強くなって、それ、めっちゃきつかったっす。
授業中っす。がんがん来ます。なんか、めっちゃやばかっ
たっすね。答えられないと、え、いや、「周りのやつで
きてんのに、おまえできないんだ」みたいな。いじめ。
ちょっと、軽くいじめっすね。軽くいじめ。アハハハハ。
耐え抜いて。はい。強くなりました。生物の成績、多
分すごいです、偏差値が 65 まで伸びた。
後藤；FT はもう、本当にありがたかったんすね。FT、
マンツーずっと取ってたんで。FT は、なんか、授業が
めっちゃ厳しいんすけど、集団と違って、マンツーは
俺に対しては優しく、励ましたり結構してくれたんで。
化学は、2 学期から、龍さんのマンツーを取って、理

すね。
後藤：俺もテキストだけっすね、もうなんか、結構ぎ
りぎり、ギャンブルに勝った感じ。代官山、受かり過
ぎじゃね？
松脇：いや、でも、ちゃんと。やっぱ自習席とかも、
みんなちゃんとやってるし。
後藤：俺は最後、ブース行って。

後藤くんは村上先生、好きだったよね？
後藤：村上先生、もう大好きだったんで、もういっつ
も面倒見てもらってた。愚痴っていうか、授業でいつも、
なんか、声掛けてくれるから。特に、なんか、めっちゃ
いじられるじゃん。村上先生に俺はいじられてたから。
毎朝、見せに、課題一つ見せに行くように、1 問でも
いいから見せに行くみたいな、朝やってて、まあ、直
前期とかは本当に、本当に励まされた。直前期のマン
ツー。
松脇：村上先生って面倒見がいいから。
後藤：面倒見、いい。本当に、本当に、大好きよ。
松脇：常に、なんか、会ったら声掛けて、いい先生だなっ
て。
後藤：みんなに声掛けるよね。俺がなんか、ちょっと
元気なさそうな顔してると、あの、寄ってきてくれます。
寄ってきて励ましてくれてました。結構。やっぱ俺、
どんどんクラスが落ちてったんで。あ、そうだ。クラス、
なんか、みんな言ったほうがいいと思います。クラスの。
松脇：M4 ですね。M4➡M4➡M4➡M2 ですね。まあ、
一応、順調でしたね。
小林：M2➡M4➡M4➡M4。やばいっす。
後藤：俺は、M4➡M3➡M4➡A1。いや、本当に。なんか、
村上先生にも、なんか、俺の成績は減衰曲線だみたいな、
ずっと言われてたから。アハハハハ。いや、でも、そ
れでも声掛けてくれるとうれしいんですよ。FT にいじ
められて、あれは本当にうれしくない。村上先生にい
じめられんのはうれしい、村上先生は、構ってくれる、

愛があるんです。
松脇：FT は・・・。
後藤：いや、FT( 深瀧先生 ) も愛あるんだけど。
小林：ないだろう。アハハ。俺はまじ、断然、緒方先
生です。はい。毎回、マンスリー終わって、それ見せ
に行くんすけど、数学、まあ、まあまあ、気にしなく
ていいよみたいな、言ってくれたんで、すごいよかっ
たっす。これから数学、やっぱ、きっと、なんか、セ
ンス的なものがあるから、フッフッ、まず英語を伸ば
すとか、英語を伸ばして、そっから数学考えればいい、
みたいな感じで。そうですね。良かった。めっちゃ面
倒見いい。
後藤：授業がもう、神。
小林：神授業だった。え、まじ、出るとこを的確にやっ
てくれる。ちゃんと出るものを全部。そう。ちゃんと
出るんすよ。
後藤：感動、本当に感動。向こうの出題者と結託して
んじゃないの。アハハハハ。いや、本当にそのレベル
で出ます。「ここ出るよ」っつったら、出ます。
小林：本当に出ます。緒方先生は。ま、生物科、結構、
連携取れてんで。
後藤：全員、神授業っていうか。FT も、イシも、ザキ
さんも、山﨑先生も、みんな。
小林：そうですね。みんな、みんな、みんないいんだって。
強いっす。生物科、めっちゃ強いっす、本当に。
後藤：ちょっとタイプも違って。FT は本当に厳しくし
てくれ、オガティーも厳しいときあるけど。
緒方先生、だいぶ厳しいときは厳しい。
小林：うん。みんな個性的だよね。
後藤：イッシーはなんか友達みたいな感じだし、山﨑
先生はお父さんみたいな感じで、なんかもう。

松脇君の場合は？
松脇：えーっと、多分、物理が苦手な人は、あのー、
寺澤先生がおすすめかなって思ってて。で、やっぱり
物理を極めたい人は野村先生か小澤先生で、僕はでも、
野村先生が好きでした。えーっと、何質問しても必ず
答え返ってくるところですね。でも、何ていうんです
かね、結構、原理とか習ってるときに、なんか、ふと
した思い付きで、じゃあ身近にあるこういう現象って
これで説明できますかっていう質問しても、これは
ちょっと違う現象でとかいう話で、どんどん、どんど
ん深く掘り下げてくれたりとか。なんか、結構、自分
の知的好奇心に対して寛容で、何でも答えてくれたん
で助かりました。だから、自分が、予想している以上
の答えが返ってきましたね。あとは、まあ、あの先生、
多分、何でもできるんで、えーっと、なんか数学的な
話とかもしてくれるし。で、化学も得意だったらしい
んで。で、英語も得意で、帰国子女で、なので、なんか、
僕も、その、「ちょっ、英語教えてください」って言っ
たんですけど、そしたら、「僕は英語を勉強したことが
ないので分からない」って言われちゃって。「じゃあど

うやって単語覚えたんですか」って言ったら、その、「本
とか読めば勝手に覚えてく」みたいな。えー、みたいな。
それは何も役に立たない。ハハハ。ちょっと、英語は
無理だなと思って。ずっと物理の話をしてました。微
分方程式とかもやってくれました。なんで、今、本当に、
大学でやってる内容は、野村先生とやったところだなっ
て思って、やってます。全部、説明してくれました。まあ、
楽しかったんで、1 学期は本当に物理ばっかやってま
した。まあ、1 学期、物理やり過ぎて、その、2 学期、
飽きちゃったんです。

うまくいった秘訣とかあれば。合格に。後藤君、
じゃあ。
後藤：うーんと、うまくいった秘訣？だから、春、春に、
えーっと、なんか、最初のボスとの面談で、A8 ぐらい
から頑張っていこうみたいなことを言われて。模試の
結果とか見せて。で、そんときに、まあ、さすがにちょっ
と悔しくて、なんか、さきどり課題みたいな、春休み
の宿題みたいなのをちゃんと 5 周とか。5 周。めっちゃ
ノート、こんぐらい出しました、本当に。それで M4
で入れたんで。のが、でかかったです。そうです。そっ
から勢い乗って M3 にも上がれたし。そっからちょっ
と落ちちゃったんすけど。なんか、でも本当に。あと
はマンツー。春は本当に頑張りました。春は、えーっと、
化学の浅尾先生と、あと、生物の山﨑先生に、もうずっ
と。その 2 人はもう本当、基礎とか固める、ものすご
い良かったんで。春が俺はでかかった、合格するのに。
春、その、ダッシュが切れたのが良かった。あと、周
りがみんな真面目だったのが良かったです。
小林：予習、絶対っすね。全教科やってました。だから、
数学とかはできるだけ予習で考えて。なんか、問題解
いて、何を分かってないのかとかを明確にしてるし、
できるだけ頑張って。予習の段階で自分が分かんない
ところ分かってなくて、予習するようにしたら、結構、
伸びました、成績が。

WAY TO SUCCESS合格への軌跡

松脇：えーっと、僕は、朝来るのが無理だったんで・・・。
その朝来ない分を、周りに助けられてじゃないですけ
ど、その分をどこで補うかって考えたときに、やっぱり、
休み時間を勉強しようって思って、僕はもう本当に休
み時間、もう全部、使って勉強して休まず、で、その、
休み時間って何がいいのかって考えたときに、代官山っ
て 20 分って比較的質問できるくらい長い時間あるん
で、その間に、数学とかを予習とか復習するのが本当
にやっぱ自分に合ってて。逆に 20 分超えちゃうと、復
習の効率が落ちるっていうか。そう、時間計ってやれ
たんで、すごい良かったな。そうですね。入試のとき
も多分、テキスト 1 ページに対して、多分かけられる
時間って 12 ～ 13 分くらいだと思うんで、自分でそれ
くらいに、その休み時間 20 分の間で、次の授業の準備
とか考えたときに設けられる時間が 15 分くらいだった
んで、その時間をちょうど、数学の復習に充てると、
効率っていうか。他の人たちが、長い時間をかけて単
調なゆっくりとしたペースで歩いてるのに対して、僕
は短い時間でさくっと。まあ、効率よく、さくさくさく。

いろいろな授業のなかで印象に残った先生と
か。英語から。
松脇：英語は、えーっと、栗原先生です。まあ、あの
人の授業は本当に、まあ、英語もそうなんですけど、
その、読解力っていう部分ですごい助けられたなって
思うんです。なんかその、僕、その、英語だけじゃな
くて日本語とかも苦手なんですよ。その、論理展開と
かがうまくつかめなかったんですけど、それを、その、
英語の構文とかを通しながら、うまく、前後関係とか
をつかんで読解するっていうのが、ものすごく自分に
合って。あれは本当に、その、能力とかあんま必要なく、
ただ授業受けてそのやり方を学んでいっとけば。むし
ろ、なんか、日本語苦手な人にはおすすめかなと思い
ます。
小林：え、俺は三ツ橋先生ですかね。ミッツーっす。
なんか、あの人、結構、文法がちょっと強いんですけど、
なんか、いっぱい問題。自分で作って、なんか、全然、
解けないような問題も持ってくるんすよ。間違えやす
いやつ。ああいうの、すごいなって思います。文法は
あの人のおかげで結構、強くなりました。
後藤：ああ、えーっと、良平、田中良平先生は、俺は
なんか、英語、本当に、俺も松脇と一緒で勉強してなかっ
たから。でも単語は俺は好き、大好きだったんで、単
語だけしっかりやってて。良平はもう、それをもう、
本当に異次元なレベルで単語広げるんで、それは俺、
楽しくて。単語すごい。もう本当に。変態です。
ホワイトボード全部、埋まります、本当に。単語で。
小林：お経みたいっすよ。単語で埋まる。2 周する。
松脇：全部、埋まったのを 2 周するぐらい。
後藤：本当にお経みたい。それをまとめたりして覚え
るんです。1 個の単語がもう、まじで 100 個ぐらいに
なる。本当にすごい。派生して、同じ意味の単語で、そっ

からなんか、また派生させて。良平は結構さ、いじる
からさ。堅そうだけど、結構、楽しい。なんか、しゃ
べりやすいから。だいぶ、いじりやすい。それとあと
北林先生が俺はもう大好きで、俺と多分、フルカワ ( 古
川遼：東海大医学部進学 ) の 2 人とも。なんか、熱くて、
面倒見、良くて。熱い。なんか、え、でも、本当に熱いっ
ていうか、面倒見が本当に良くて。生徒のこと、みん
な下の名前で呼んでくれるんすけど。なんか、そうい
うの含めて、なんか、本当に元気が出ると。北林先生
は好きでしたね。受験直前、2 学期ぐらいからマンツー
取ってます。役に立ちました。文法を中心にやっても
らって。
松脇：あのー、良平先生、あの、授業のスピードがめちゃ
めちゃ速いんですよね。そのー、なんで、僕は、その、
受験期直前っていうか、やってましたね。えーっと、
あの、多分。僕は過去問演習ずうっとやってたんです
けど、本当に 1 コマで 2 年分くらいずつ解いてました。
なんで、本当に直前期に、その、過去問演習したいと
かそういうのになったら、良平先生はおすすめですし。
速いですね。良平先生は本当にもう。解いて、時間計っ
てやるんですけど、ものすごく目標のレベルが高いん
ですね、良平先生。目標って、何つうの、ものすごい
英語できるやつでも、例えば、慈恵合格レベルってあっ
たら、それよりも 5 分くらい短く解いてほしいと、そ
ういうの平気に言ってくるんですけど、まあ、そのお
かげですいすいスピードが、スピードっていうか、授
業が進んでくんで、直前期には本当におすすめかなと。
後藤：英語苦手な人は栗原先生と、俺は北林先生。本当、
苦手な子は絶対。良平はやっぱ、ちょっと難しいとこ
も入るから。
松脇：レベルが高い。良平のレベルも高いしスピード
も速いんで、できない人だと、どんどん置いてかれちゃ
うっていうか、なかなか難しい。

数学は？　
松脇：数学は、代官山の数学の先生は本当にみんない
い先生ばっかりで。僕が今まで、中高とか、Y●S とか
で受けた先生とかと比べても、やっぱ、代官山の先生
のほうがやっぱ全然いい先生ばっかだなと思ってて。
基本的に、数学の先生は全員、本当にいい先生ばっか
りだと思います。一番お世話になったの、多分、薄先
生かなとは思うんですけど。典さんも授業楽しかった
なって。
後藤：楽しかったな。典さんの授業、楽しかった。
松脇：最初のクラスが M4 で、後藤と一緒だったんで
すけど、そのクラスは、何発言してもいいみたいな、
そういう授業で。
後藤：クラスのメンバーが良かったので。あったかい
クラスで、本当。今でもみんなで会ったりするし。
スギウラさん ( 愛知医科大進学：杉浦るみの )、とかハ
シモトさん ( 日本大医学部進学：橋本麻莉夏 )、フルカ
ワさん ( 日本医科大進学：古川優奈 )。あ、アカサカ ( 近

畿大医学部進学：赤坂政哉 )。
松脇：ハッハッハッハッ、レオン忘れてない？　ちょっ
と。
後藤：あぶね、ヘッヘッ。あ、レオン(杏林大医学部進学：
永野玲音 )、レオン。まだいるっけ。それぐらいか。ほ
んと、良かったわ。
松脇：そのクラスは本当に。なんか、授業で、そのー、
典さんが、すぱっと解くことっていうのに、結構ある
じゃない。そういうところでも、授業中に「それ、ど
うやってやったんですか」って言ったら、その、一回、
授業中断して、ここの説明とかしてくれたりとか。「分
かんない」みたいな、全然、入れる。分かんないとこ
ろは本当にすぐ、ぱって質問できて。
後藤：「それ分かんないです」みたいな。
小林：数学、ちょっとそうっすね。いや、でも俺は薄
先生と典さんです。え。いや、典さんは普通に、なんか、
質問しやすいっす。何でも答えてくれる。薄先生は、
あの、東海の 2 日目の数学、問題の一番最後の数列。
あれ、薄先生の授業でやったよね。やったよね、やっ
たよね。なんか、ぽいやつ、やってたんです。それの
おかげで多分できた。で、薄先生っす。大問 1 個っす。
漸化式のやつっす、そうっす。
後藤：あの、薄先生は本当に、難しい解き方しないから、
難しい解き方しないんで、それがめっちゃ自分に合っ
てて。薄先生はやっぱ、もうテキスト、薄先生の 5、6
集 ( 数学Ⅲ) は、だいぶ強くなったと思います。あと計
算も、積分計算、毎日やれみたいな、ずっと言われてて。
それも良かったなと。
松脇：なんか、そのー、ヒラパンは、結構、数学、あ
る程度できる人には結構、寛容なイメージがあるんで
すよ。まあ、やっぱ教え方は本当にうまいですし。あと、
なんでしょうね、結構、その、入試では、まあ、きれ
いに解くことも大事ですけど、計算でごり押すってい
う、そういうほうも大事なんで、僕は結構面倒くさが
りやっていうの、計算でごり押すっていう方法は好き

じゃなかったんですけど、いざやっぱ入試本番になっ
て緊張して、頭が回らなくなったときは、そういった
解き方が本当にためになりました。あと、まあ、太郎
先生は本当に人間的にもいい人で、ヒラパンとは全然
違って。
後藤：太郎先生はもう合わない人いないよ。みんな。
みんな合う。
松脇：実際、直前期のマンツー取ったんですけど、な
んか、普段の授業とは違って、結構奥まったことも話
してくれたりとか。太郎先生は本当に、マンツーでこ
そ光る先生かもしれないって思いました。通常授業は、
結構分かりやすさを追い求めるあまり、あんまり踏み
込んだことも話してくれないんですよ。で、結構、ノー
トにまとめるってことを多分、意識されてる先生なの
で、きちっきちっと、こういう問題がきたらこうやっ
て公式使おうとか、そういうのまとめてくれて、すご
い見やすいんですけど、僕的にはもっと踏み込んだと
ころをやってほしいって思ってたんで。その、やっぱ
通常授業だとちょっと退屈だなと思ってたんです。な
んですけど、マンツー取ってみたら、結構奥まったこ
ととかやってくれて。僕はもうそのおかげで本当に慈
恵受かったかなって感じします、1 次は。

で、化学は、じゃあ後藤君。
後藤：圧倒的、龍さん。もう大好き。龍さんは。本当
に龍さんのプリントが、本当にまとまってて、2 学期、
本当に、まじでイチからやって間に合ったし、結局。
前半やって。なんか、龍さんのプリントは本当に良かっ
た。プリント、それを俺はノートに貼って、直前に、
答えとかも貼って、解法、全部一緒だったのか、違うなっ
てとこもありますね。あと、浅尾先生も、毎日、なんか、
問題見せに行ってっていうのをやってました。
小林：俺は、龍さんもそうなんすけど、原先生が一番。
めっちゃ、なんか・・・丁寧なんですよ。なんか、お
ばかな人でも分かってくれるような、すごい丁寧な解
説してくれるんで、そういう、分かりやすかったっす。
良かったっす。はい。
松脇：化学は、原先生。原先生は本当に真面目な先生で、
なんか、人間的にも尊敬できるのかなって思うんです。
あのー、おすすめなのが、授業の前、朝イチで、過去
問を朝みんなで解いて、その授業始まる前に解いて、
それを授業で答え合わせするっていうのが、確か後期
くらいにやる授業だったんですけど、それやることに
よって、そのー、受験直前期に化学の過去問はいらな
くて、授業でやってくれるんで。解説もしっかりやっ
てもらって復習とかできるんで。

今年いる後輩たちにちょっとアドバイスとか、
何かあれば。
松脇：自分なりの勉強法を 1 学期は本当に模索してほ
しいなって思ってます。で、僕も 1 学期の頃は、朝来
たりとか、例えば、いろんな参考書使ってみたりとか、

いろんなことに手出してたんですよ。例えば、数学の
成績が伸びなかったときに、その、後藤と結構、1 学期、
ライバルだったので、後藤が M3 に上がって行ったん
ですよ。で、僕 M4 で、何が違うんだろうなって考え
たときに、数学が全然違ったんですね。で、大して勉
強量変わんないのに、なんでこんな差がつくんだろうっ
て考えたときに、なんか、まあ、いろいろ試行錯誤して、
テキストの復習とか、あとなんか、帰りの電車の中で、
数学の、YouTube に載ってる動画とか見たりとか、い
ろいろしてたんですよね。解法こうやってやればいい
とか、いろんなとこから情報集めてたんですけど、そ
れでも成績上がらなくて、最終的に行き着いた勉強法
が、さっき言った ” 休み時間に勉強する ” っていうやつ。
そうです。なんで、僕もいろんな試行錯誤を経て、そ
のー、自分なりの勉強法見つけたんで、皆さんも本当
に勉強法を見つければ。テキストは代官山のやつがやっ
ぱり大事で、最終的には。代官山のテキストはやっぱ
り基礎を押さえるって意味で大事だから、ちょっとし
たときに数学がちょっと落ち込んだってなったら、テ
キストを見て基礎の復習って使って、で、あとは、単
科なり、そういったものでひたすら問題演習するって
いうのが、やっぱ数学伸ばすのにめちゃくちゃ適して
いるかなと思います。
小林：やっぱり先生の言ったことを、なんか、素直に
聞いていくのが一番だと思いますなんか結局、英語も
音読しろって言われて、俺ずっと音読して。いや、そ
の前はしてなかったっすけど、するようになったら、
すごい伸びたんで、先生の言うことはちゃんと聞いた
ほうがいいなって。まあ、そうっすね、あと、時間、
時間が結構、追われてる人はいると思うんすけど、フフ、
時間追われてるってことは、その、おっきな夢をつか
むためのチャンスだと思うので、フフフ、頑張っても
らいたいです。えーっと、薄先生の名言なんですけど、

『今やってることの意味なんて未来の自分にしか分から
ない』っていうのを、はい。
後藤：うーん、まとめノート、俺はそれのおかげで受かっ
たかなとも思ってて。生物と化学に関しては、生物は
緒方先生のメモとか、FT( 深瀧先生 ) のプリントをもう
自分で、自分の言葉で組み換えて、ノートに、1 冊に
まとめて、もうそれを見るだけでテストは基本いける
し。あとは、なんか、やっぱ毎朝、俺が村上先生にやっ
てもらったみたいに、毎朝なんか、1 問でもいいから、
なんか見せに行くっていうのは習慣になるから、それ
はすごい良かった。俺はそれで、夏なんか村上先生の
マンツー取らなくなって一気に落ちたときがあって、
成績が。やっぱ継続してちゃんと続けるの、大事かな。
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カリキュラムが詰まってて、僕には本当に合ってたか
なと思います。その●MS 時代は物理しかやってなかっ
た、自由な時間が多いんで。アッヘヘヘ。英語はもう、
なんかもう、本当、見たくない、本当にやってなかった。
小林：え、やっぱマンスリーじゃないっすかね。マン
スリーの、なんか、順位によってクラス変わるじゃな
いですか。あれが結構よかったっす。
後藤：いや、去年まじひどくて、なんか iPad が全員に
支給されるんですけど。それで、俺は授業中は野球見
たりしてたし、iPadで。全然、制限がかかってないんで。
で、授業中も出てっちゃってもいいし、自由に。自習
室も 2 人ぐらいしかいなかった。iPad、まあ、最終的
には返すんですけど、自由に何ギガまでも使えるから。
100 ギガとか使ってる子もいました、1 カ月で。映画
とかずっと見て。まあまあ、ひどかったですね。それで、
それ終わって、また浪人して、2 浪目決まったときに、
一応さすがにやばいかなっていうのは感じて。このま
まいったらやばいかなって・・・。でも、そのままいたら、
もう 100 パー駄目だったすね。あと、小林と同じで、
マンスリー、結構、刺激でした。いや、まあ、順位がちゃ
んとしっかり出るから、自分の立ち位置がわかって。
しかも人数もそこそこ多いので。やっぱ前の塾とか、
30 人とかだと、やっぱりそんなあんま意味がないって
いうか。さすがに 100 人ぐらいいれば。まあ、100 人
のなかでの結構マンスリーの結果とかで、行く大学も
結構、みんな、ちゃんと上に受かってるし。なんか、1
番とか取ってる子はちゃんと慈恵とか国立、行くし、
ちゃんと結果に表れてるかなっていうのは、多分、指
標にはしてました。意識はしてたけど、取れなかった。
本当に取れなかった。

１年間振り返って。きつかったこと、苦労した
科目は？
小林：えー、あのー、やっぱ、授業数多いじゃないですか、
ここ。だから、なんか、穴がなくなるっていうか、その、
なんか、生物とかだったら、まじ知らないことがない
レベルぐらいにやらされたんで、結構その、FT( 深瀧先
生)がきつかった。FTがきつかったです。いや、なんか、
最初に言われたのが、おまえだけ厳しくしていくからっ
て言われて。ハハハハハハハ。そう。なんか、めっちゃ
当たりが強くなって、それ、めっちゃきつかったっす。
授業中っす。がんがん来ます。なんか、めっちゃやばかっ
たっすね。答えられないと、え、いや、「周りのやつで
きてんのに、おまえできないんだ」みたいな。いじめ。
ちょっと、軽くいじめっすね。軽くいじめ。アハハハハ。
耐え抜いて。はい。強くなりました。生物の成績、多
分すごいです、偏差値が 65 まで伸びた。
後藤；FT はもう、本当にありがたかったんすね。FT、
マンツーずっと取ってたんで。FT は、なんか、授業が
めっちゃ厳しいんすけど、集団と違って、マンツーは
俺に対しては優しく、励ましたり結構してくれたんで。
化学は、2 学期から、龍さんのマンツーを取って、理

すね。
後藤：俺もテキストだけっすね、もうなんか、結構ぎ
りぎり、ギャンブルに勝った感じ。代官山、受かり過
ぎじゃね？
松脇：いや、でも、ちゃんと。やっぱ自習席とかも、
みんなちゃんとやってるし。
後藤：俺は最後、ブース行って。

後藤くんは村上先生、好きだったよね？
後藤：村上先生、もう大好きだったんで、もういっつ
も面倒見てもらってた。愚痴っていうか、授業でいつも、
なんか、声掛けてくれるから。特に、なんか、めっちゃ
いじられるじゃん。村上先生に俺はいじられてたから。
毎朝、見せに、課題一つ見せに行くように、1 問でも
いいから見せに行くみたいな、朝やってて、まあ、直
前期とかは本当に、本当に励まされた。直前期のマン
ツー。
松脇：村上先生って面倒見がいいから。
後藤：面倒見、いい。本当に、本当に、大好きよ。
松脇：常に、なんか、会ったら声掛けて、いい先生だなっ
て。
後藤：みんなに声掛けるよね。俺がなんか、ちょっと
元気なさそうな顔してると、あの、寄ってきてくれます。
寄ってきて励ましてくれてました。結構。やっぱ俺、
どんどんクラスが落ちてったんで。あ、そうだ。クラス、
なんか、みんな言ったほうがいいと思います。クラスの。
松脇：M4 ですね。M4➡M4➡M4➡M2 ですね。まあ、
一応、順調でしたね。
小林：M2➡M4➡M4➡M4。やばいっす。
後藤：俺は、M4➡M3➡M4➡A1。いや、本当に。なんか、
村上先生にも、なんか、俺の成績は減衰曲線だみたいな、
ずっと言われてたから。アハハハハ。いや、でも、そ
れでも声掛けてくれるとうれしいんですよ。FT にいじ
められて、あれは本当にうれしくない。村上先生にい
じめられんのはうれしい、村上先生は、構ってくれる、

愛があるんです。
松脇：FT は・・・。
後藤：いや、FT( 深瀧先生 ) も愛あるんだけど。
小林：ないだろう。アハハ。俺はまじ、断然、緒方先
生です。はい。毎回、マンスリー終わって、それ見せ
に行くんすけど、数学、まあ、まあまあ、気にしなく
ていいよみたいな、言ってくれたんで、すごいよかっ
たっす。これから数学、やっぱ、きっと、なんか、セ
ンス的なものがあるから、フッフッ、まず英語を伸ば
すとか、英語を伸ばして、そっから数学考えればいい、
みたいな感じで。そうですね。良かった。めっちゃ面
倒見いい。
後藤：授業がもう、神。
小林：神授業だった。え、まじ、出るとこを的確にやっ
てくれる。ちゃんと出るものを全部。そう。ちゃんと
出るんすよ。
後藤：感動、本当に感動。向こうの出題者と結託して
んじゃないの。アハハハハ。いや、本当にそのレベル
で出ます。「ここ出るよ」っつったら、出ます。
小林：本当に出ます。緒方先生は。ま、生物科、結構、
連携取れてんで。
後藤：全員、神授業っていうか。FT も、イシも、ザキ
さんも、山﨑先生も、みんな。
小林：そうですね。みんな、みんな、みんないいんだって。
強いっす。生物科、めっちゃ強いっす、本当に。
後藤：ちょっとタイプも違って。FT は本当に厳しくし
てくれ、オガティーも厳しいときあるけど。
緒方先生、だいぶ厳しいときは厳しい。
小林：うん。みんな個性的だよね。
後藤：イッシーはなんか友達みたいな感じだし、山﨑
先生はお父さんみたいな感じで、なんかもう。

松脇君の場合は？
松脇：えーっと、多分、物理が苦手な人は、あのー、
寺澤先生がおすすめかなって思ってて。で、やっぱり
物理を極めたい人は野村先生か小澤先生で、僕はでも、
野村先生が好きでした。えーっと、何質問しても必ず
答え返ってくるところですね。でも、何ていうんです
かね、結構、原理とか習ってるときに、なんか、ふと
した思い付きで、じゃあ身近にあるこういう現象って
これで説明できますかっていう質問しても、これは
ちょっと違う現象でとかいう話で、どんどん、どんど
ん深く掘り下げてくれたりとか。なんか、結構、自分
の知的好奇心に対して寛容で、何でも答えてくれたん
で助かりました。だから、自分が、予想している以上
の答えが返ってきましたね。あとは、まあ、あの先生、
多分、何でもできるんで、えーっと、なんか数学的な
話とかもしてくれるし。で、化学も得意だったらしい
んで。で、英語も得意で、帰国子女で、なので、なんか、
僕も、その、「ちょっ、英語教えてください」って言っ
たんですけど、そしたら、「僕は英語を勉強したことが
ないので分からない」って言われちゃって。「じゃあど

うやって単語覚えたんですか」って言ったら、その、「本
とか読めば勝手に覚えてく」みたいな。えー、みたいな。
それは何も役に立たない。ハハハ。ちょっと、英語は
無理だなと思って。ずっと物理の話をしてました。微
分方程式とかもやってくれました。なんで、今、本当に、
大学でやってる内容は、野村先生とやったところだなっ
て思って、やってます。全部、説明してくれました。まあ、
楽しかったんで、1 学期は本当に物理ばっかやってま
した。まあ、1 学期、物理やり過ぎて、その、2 学期、
飽きちゃったんです。

うまくいった秘訣とかあれば。合格に。後藤君、
じゃあ。
後藤：うーんと、うまくいった秘訣？だから、春、春に、
えーっと、なんか、最初のボスとの面談で、A8 ぐらい
から頑張っていこうみたいなことを言われて。模試の
結果とか見せて。で、そんときに、まあ、さすがにちょっ
と悔しくて、なんか、さきどり課題みたいな、春休み
の宿題みたいなのをちゃんと 5 周とか。5 周。めっちゃ
ノート、こんぐらい出しました、本当に。それで M4
で入れたんで。のが、でかかったです。そうです。そっ
から勢い乗って M3 にも上がれたし。そっからちょっ
と落ちちゃったんすけど。なんか、でも本当に。あと
はマンツー。春は本当に頑張りました。春は、えーっと、
化学の浅尾先生と、あと、生物の山﨑先生に、もうずっ
と。その 2 人はもう本当、基礎とか固める、ものすご
い良かったんで。春が俺はでかかった、合格するのに。
春、その、ダッシュが切れたのが良かった。あと、周
りがみんな真面目だったのが良かったです。
小林：予習、絶対っすね。全教科やってました。だから、
数学とかはできるだけ予習で考えて。なんか、問題解
いて、何を分かってないのかとかを明確にしてるし、
できるだけ頑張って。予習の段階で自分が分かんない
ところ分かってなくて、予習するようにしたら、結構、
伸びました、成績が。

松脇：えーっと、僕は、朝来るのが無理だったんで・・・。
その朝来ない分を、周りに助けられてじゃないですけ
ど、その分をどこで補うかって考えたときに、やっぱり、
休み時間を勉強しようって思って、僕はもう本当に休
み時間、もう全部、使って勉強して休まず、で、その、
休み時間って何がいいのかって考えたときに、代官山っ
て 20 分って比較的質問できるくらい長い時間あるん
で、その間に、数学とかを予習とか復習するのが本当
にやっぱ自分に合ってて。逆に 20 分超えちゃうと、復
習の効率が落ちるっていうか。そう、時間計ってやれ
たんで、すごい良かったな。そうですね。入試のとき
も多分、テキスト 1 ページに対して、多分かけられる
時間って 12 ～ 13 分くらいだと思うんで、自分でそれ
くらいに、その休み時間 20 分の間で、次の授業の準備
とか考えたときに設けられる時間が 15 分くらいだった
んで、その時間をちょうど、数学の復習に充てると、
効率っていうか。他の人たちが、長い時間をかけて単
調なゆっくりとしたペースで歩いてるのに対して、僕
は短い時間でさくっと。まあ、効率よく、さくさくさく。

いろいろな授業のなかで印象に残った先生と
か。英語から。
松脇：英語は、えーっと、栗原先生です。まあ、あの
人の授業は本当に、まあ、英語もそうなんですけど、
その、読解力っていう部分ですごい助けられたなって
思うんです。なんかその、僕、その、英語だけじゃな
くて日本語とかも苦手なんですよ。その、論理展開と
かがうまくつかめなかったんですけど、それを、その、
英語の構文とかを通しながら、うまく、前後関係とか
をつかんで読解するっていうのが、ものすごく自分に
合って。あれは本当に、その、能力とかあんま必要なく、
ただ授業受けてそのやり方を学んでいっとけば。むし
ろ、なんか、日本語苦手な人にはおすすめかなと思い
ます。
小林：え、俺は三ツ橋先生ですかね。ミッツーっす。
なんか、あの人、結構、文法がちょっと強いんですけど、
なんか、いっぱい問題。自分で作って、なんか、全然、
解けないような問題も持ってくるんすよ。間違えやす
いやつ。ああいうの、すごいなって思います。文法は
あの人のおかげで結構、強くなりました。
後藤：ああ、えーっと、良平、田中良平先生は、俺は
なんか、英語、本当に、俺も松脇と一緒で勉強してなかっ
たから。でも単語は俺は好き、大好きだったんで、単
語だけしっかりやってて。良平はもう、それをもう、
本当に異次元なレベルで単語広げるんで、それは俺、
楽しくて。単語すごい。もう本当に。変態です。
ホワイトボード全部、埋まります、本当に。単語で。
小林：お経みたいっすよ。単語で埋まる。2 周する。
松脇：全部、埋まったのを 2 周するぐらい。
後藤：本当にお経みたい。それをまとめたりして覚え
るんです。1 個の単語がもう、まじで 100 個ぐらいに
なる。本当にすごい。派生して、同じ意味の単語で、そっ

からなんか、また派生させて。良平は結構さ、いじる
からさ。堅そうだけど、結構、楽しい。なんか、しゃ
べりやすいから。だいぶ、いじりやすい。それとあと
北林先生が俺はもう大好きで、俺と多分、フルカワ ( 古
川遼：東海大医学部進学 ) の 2 人とも。なんか、熱くて、
面倒見、良くて。熱い。なんか、え、でも、本当に熱いっ
ていうか、面倒見が本当に良くて。生徒のこと、みん
な下の名前で呼んでくれるんすけど。なんか、そうい
うの含めて、なんか、本当に元気が出ると。北林先生
は好きでしたね。受験直前、2 学期ぐらいからマンツー
取ってます。役に立ちました。文法を中心にやっても
らって。
松脇：あのー、良平先生、あの、授業のスピードがめちゃ
めちゃ速いんですよね。そのー、なんで、僕は、その、
受験期直前っていうか、やってましたね。えーっと、
あの、多分。僕は過去問演習ずうっとやってたんです
けど、本当に 1 コマで 2 年分くらいずつ解いてました。
なんで、本当に直前期に、その、過去問演習したいと
かそういうのになったら、良平先生はおすすめですし。
速いですね。良平先生は本当にもう。解いて、時間計っ
てやるんですけど、ものすごく目標のレベルが高いん
ですね、良平先生。目標って、何つうの、ものすごい
英語できるやつでも、例えば、慈恵合格レベルってあっ
たら、それよりも 5 分くらい短く解いてほしいと、そ
ういうの平気に言ってくるんですけど、まあ、そのお
かげですいすいスピードが、スピードっていうか、授
業が進んでくんで、直前期には本当におすすめかなと。
後藤：英語苦手な人は栗原先生と、俺は北林先生。本当、
苦手な子は絶対。良平はやっぱ、ちょっと難しいとこ
も入るから。
松脇：レベルが高い。良平のレベルも高いしスピード
も速いんで、できない人だと、どんどん置いてかれちゃ
うっていうか、なかなか難しい。

数学は？　
松脇：数学は、代官山の数学の先生は本当にみんない
い先生ばっかりで。僕が今まで、中高とか、Y●S とか
で受けた先生とかと比べても、やっぱ、代官山の先生
のほうがやっぱ全然いい先生ばっかだなと思ってて。
基本的に、数学の先生は全員、本当にいい先生ばっか
りだと思います。一番お世話になったの、多分、薄先
生かなとは思うんですけど。典さんも授業楽しかった
なって。
後藤：楽しかったな。典さんの授業、楽しかった。
松脇：最初のクラスが M4 で、後藤と一緒だったんで
すけど、そのクラスは、何発言してもいいみたいな、
そういう授業で。
後藤：クラスのメンバーが良かったので。あったかい
クラスで、本当。今でもみんなで会ったりするし。
スギウラさん ( 愛知医科大進学：杉浦るみの )、とかハ
シモトさん ( 日本大医学部進学：橋本麻莉夏 )、フルカ
ワさん ( 日本医科大進学：古川優奈 )。あ、アカサカ ( 近

畿大医学部進学：赤坂政哉 )。
松脇：ハッハッハッハッ、レオン忘れてない？　ちょっ
と。
後藤：あぶね、ヘッヘッ。あ、レオン(杏林大医学部進学：
永野玲音 )、レオン。まだいるっけ。それぐらいか。ほ
んと、良かったわ。
松脇：そのクラスは本当に。なんか、授業で、そのー、
典さんが、すぱっと解くことっていうのに、結構ある
じゃない。そういうところでも、授業中に「それ、ど
うやってやったんですか」って言ったら、その、一回、
授業中断して、ここの説明とかしてくれたりとか。「分
かんない」みたいな、全然、入れる。分かんないとこ
ろは本当にすぐ、ぱって質問できて。
後藤：「それ分かんないです」みたいな。
小林：数学、ちょっとそうっすね。いや、でも俺は薄
先生と典さんです。え。いや、典さんは普通に、なんか、
質問しやすいっす。何でも答えてくれる。薄先生は、
あの、東海の 2 日目の数学、問題の一番最後の数列。
あれ、薄先生の授業でやったよね。やったよね、やっ
たよね。なんか、ぽいやつ、やってたんです。それの
おかげで多分できた。で、薄先生っす。大問 1 個っす。
漸化式のやつっす、そうっす。
後藤：あの、薄先生は本当に、難しい解き方しないから、
難しい解き方しないんで、それがめっちゃ自分に合っ
てて。薄先生はやっぱ、もうテキスト、薄先生の 5、6
集 ( 数学Ⅲ) は、だいぶ強くなったと思います。あと計
算も、積分計算、毎日やれみたいな、ずっと言われてて。
それも良かったなと。
松脇：なんか、そのー、ヒラパンは、結構、数学、あ
る程度できる人には結構、寛容なイメージがあるんで
すよ。まあ、やっぱ教え方は本当にうまいですし。あと、
なんでしょうね、結構、その、入試では、まあ、きれ
いに解くことも大事ですけど、計算でごり押すってい
う、そういうほうも大事なんで、僕は結構面倒くさが
りやっていうの、計算でごり押すっていう方法は好き

じゃなかったんですけど、いざやっぱ入試本番になっ
て緊張して、頭が回らなくなったときは、そういった
解き方が本当にためになりました。あと、まあ、太郎
先生は本当に人間的にもいい人で、ヒラパンとは全然
違って。
後藤：太郎先生はもう合わない人いないよ。みんな。
みんな合う。
松脇：実際、直前期のマンツー取ったんですけど、な
んか、普段の授業とは違って、結構奥まったことも話
してくれたりとか。太郎先生は本当に、マンツーでこ
そ光る先生かもしれないって思いました。通常授業は、
結構分かりやすさを追い求めるあまり、あんまり踏み
込んだことも話してくれないんですよ。で、結構、ノー
トにまとめるってことを多分、意識されてる先生なの
で、きちっきちっと、こういう問題がきたらこうやっ
て公式使おうとか、そういうのまとめてくれて、すご
い見やすいんですけど、僕的にはもっと踏み込んだと
ころをやってほしいって思ってたんで。その、やっぱ
通常授業だとちょっと退屈だなと思ってたんです。な
んですけど、マンツー取ってみたら、結構奥まったこ
ととかやってくれて。僕はもうそのおかげで本当に慈
恵受かったかなって感じします、1 次は。

で、化学は、じゃあ後藤君。
後藤：圧倒的、龍さん。もう大好き。龍さんは。本当
に龍さんのプリントが、本当にまとまってて、2 学期、
本当に、まじでイチからやって間に合ったし、結局。
前半やって。なんか、龍さんのプリントは本当に良かっ
た。プリント、それを俺はノートに貼って、直前に、
答えとかも貼って、解法、全部一緒だったのか、違うなっ
てとこもありますね。あと、浅尾先生も、毎日、なんか、
問題見せに行ってっていうのをやってました。
小林：俺は、龍さんもそうなんすけど、原先生が一番。
めっちゃ、なんか・・・丁寧なんですよ。なんか、お
ばかな人でも分かってくれるような、すごい丁寧な解
説してくれるんで、そういう、分かりやすかったっす。
良かったっす。はい。
松脇：化学は、原先生。原先生は本当に真面目な先生で、
なんか、人間的にも尊敬できるのかなって思うんです。
あのー、おすすめなのが、授業の前、朝イチで、過去
問を朝みんなで解いて、その授業始まる前に解いて、
それを授業で答え合わせするっていうのが、確か後期
くらいにやる授業だったんですけど、それやることに
よって、そのー、受験直前期に化学の過去問はいらな
くて、授業でやってくれるんで。解説もしっかりやっ
てもらって復習とかできるんで。

今年いる後輩たちにちょっとアドバイスとか、
何かあれば。
松脇：自分なりの勉強法を 1 学期は本当に模索してほ
しいなって思ってます。で、僕も 1 学期の頃は、朝来
たりとか、例えば、いろんな参考書使ってみたりとか、
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いろんなことに手出してたんですよ。例えば、数学の
成績が伸びなかったときに、その、後藤と結構、1 学期、
ライバルだったので、後藤が M3 に上がって行ったん
ですよ。で、僕 M4 で、何が違うんだろうなって考え
たときに、数学が全然違ったんですね。で、大して勉
強量変わんないのに、なんでこんな差がつくんだろうっ
て考えたときに、なんか、まあ、いろいろ試行錯誤して、
テキストの復習とか、あとなんか、帰りの電車の中で、
数学の、YouTube に載ってる動画とか見たりとか、い
ろいろしてたんですよね。解法こうやってやればいい
とか、いろんなとこから情報集めてたんですけど、そ
れでも成績上がらなくて、最終的に行き着いた勉強法
が、さっき言った ” 休み時間に勉強する ” っていうやつ。
そうです。なんで、僕もいろんな試行錯誤を経て、そ
のー、自分なりの勉強法見つけたんで、皆さんも本当
に勉強法を見つければ。テキストは代官山のやつがやっ
ぱり大事で、最終的には。代官山のテキストはやっぱ
り基礎を押さえるって意味で大事だから、ちょっとし
たときに数学がちょっと落ち込んだってなったら、テ
キストを見て基礎の復習って使って、で、あとは、単
科なり、そういったものでひたすら問題演習するって
いうのが、やっぱ数学伸ばすのにめちゃくちゃ適して
いるかなと思います。
小林：やっぱり先生の言ったことを、なんか、素直に
聞いていくのが一番だと思いますなんか結局、英語も
音読しろって言われて、俺ずっと音読して。いや、そ
の前はしてなかったっすけど、するようになったら、
すごい伸びたんで、先生の言うことはちゃんと聞いた
ほうがいいなって。まあ、そうっすね、あと、時間、
時間が結構、追われてる人はいると思うんすけど、フフ、
時間追われてるってことは、その、おっきな夢をつか
むためのチャンスだと思うので、フフフ、頑張っても
らいたいです。えーっと、薄先生の名言なんですけど、

『今やってることの意味なんて未来の自分にしか分から
ない』っていうのを、はい。
後藤：うーん、まとめノート、俺はそれのおかげで受かっ
たかなとも思ってて。生物と化学に関しては、生物は
緒方先生のメモとか、FT( 深瀧先生 ) のプリントをもう
自分で、自分の言葉で組み換えて、ノートに、1 冊に
まとめて、もうそれを見るだけでテストは基本いける
し。あとは、なんか、やっぱ毎朝、俺が村上先生にやっ
てもらったみたいに、毎朝なんか、1 問でもいいから、
なんか見せに行くっていうのは習慣になるから、それ
はすごい良かった。俺はそれで、夏なんか村上先生の
マンツー取らなくなって一気に落ちたときがあって、
成績が。やっぱ継続してちゃんと続けるの、大事かな。
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卒 業 生 が 語 る

WAY TO SUCCESS

合格への
軌跡2021年

北里大医学部
愛知医科大
岩手医科大医学部
獨協医科大

2次合格
2次正規合格
2次正規合格
2次合格 

本番でいろんなとこで、
「全く一緒だったよね、問題」みたいな。

真面目に復習してると、
そういうのがちゃんと取れるんです。
北里大医学部進学　小川 野乃花 さん(会津学鳳高校卒)
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卒 業 生 が 語 る

WAY TO SUCCESS

合格への
軌跡2021年

東京女子医科大
東北医科薬科大医学部
川崎医科大

2次正規合格
2次合格
2次合格

野村先生の冬期講習で電気回路
やったんですよ。で、そしたら全く
一緒の問題が女子医で出て、

多分それで正規だったかもしれないです。
東京女子医科大進学　奥村 美夏 さん(静岡高校卒)
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WAY TO SUCCESS合格への軌跡

まず、それぞれのお名前と、振り返って、今年
の戦況報告をお願いします。
奥村：奥村美夏です。東京女子医科大学に進学して、1
次は、東北医科薬科と、埼玉医科と金沢医科、川崎と
女子医科に受かって、2 次来たのが川崎と東北医科薬
科と女子医です。なんか地方に愛されましたね。で、
女子医に、はい。まあ、正規だったんで、まあ、選ば
れたかなと思って。( 笑 )
小川：えっと、小川野乃花で、北里大学に進学しました。
1 次は愛知と岩手と東北、杏林、昭和、日大と北里・・・、
あと獨協、2 次来たのは愛知と岩手と、獨協と北里が
来て北里、補欠 66 番でした。余裕です ( 笑 )。岩手と
愛知は正規です。獨協は番号なしで回ってきました。
北里、今年、進学者 7 人ぐらい。結構いますね。福島
帆香と小柳さん ( 小柳伶央那 )、あと、今井杏奈さんと
古澤君 ( 古澤幸征 ) と四ヶ所さん ( 四ヶ所咲良 ) さんと
…あと現役の、細身の前と眼鏡掛けてて、物理選択の子。
小澤先生推しの、あ、あっ、須藤さん、須藤さん。
奥村：私たち、“スタートダッシュ”(一学期)良過ぎたね。
小川：そうそう。なぜか、上に入っちゃって。
奥村：それでちょっと、そう。あ、待って、奥村だけじゃ
ん、場違い。アハハハ。失礼。でも…奥村は平均です、
はい。あー、そう、まあ平均でも、受かっちゃいました。
小川：ていうか、やばくない、女子医の数？
奥村：数？
小川：数、やばいですよね。やばいよね。びっくりし
ました。13。みんな、お互い知ってるから。
奥村：奥村は、ちょっと途中…。そう、“ 帰宅 ” してし
まいました、ねー、本館にね。(笑)はい。で、上がれず、と。
でも、最初は (2 号館に ) 戻ろうと思って頑張ってたけ
ど、戻れなくて、で、じゃあもう、ああ、ここが私の
生きる場所なんだって、もう思うしかなくて。でも、私、
本館の A4 のクラスだったんですけど、みんなが普通
に頭良かったから、だから、なんか訳ありの ( 笑 )、こっ
ちいる、星君とか、東さんとかもいたから、それとか、
それこそ田中理恵とかもいたから、だから、なんか、
何ていうんだろう、自分が A2 だったから、A4 ってど
んくらいの頭なのかなと思ってたら、全然自分と変わ
らな過ぎて、ていうか、自分のほうがなんか劣等感、
感じちゃって、だからなんか、あー頑張ろう、みたいな。
忘れてた。クサノもいた。クサノ、いや、クサノ ( 東
京女子医科大進学：草野真理 ) は私の次に ( クラス ) 落
ちました。そうそう。付いてきた。覚えてますよ、だっ
てね、ちゃんと見るよね、落ちた人とか、上がった人
とかチェックしない？
小川：してる。フフッフ。
奥村：やっぱ 2 号館からこっち ( 本館 ) に来るのって
いうのは、ちょっと…。恥ずかしかったもん。うん。めっ
ちゃ恥ずかしかった。
小川：よかった。ずっとずっとぎりぎりだったから。
奥村：そう。荷物持ってくれた。
小川：荷物持ってあげました。

奥村：で、「バイバイ、帰ってきてね」って言われて、帰っ
てこれなかった。まあ、でも A4 の人たちも結構受かっ
てるから。もうちょっと本気でやればよかったっす。
でもまあね、ののかさんはちゃんとね、キープはしてて。
小川：なんかあっち (２号館 ) で一番下のクラスだった
から、絶対落ちないようにしようと思って頑張ってま
した。そこにこだわって、そうです、絶対、ちょっと
本館に行ったらやばそうだなって思ってたんで。なん
かメンタル的にもだし、遊んじゃいそうだなって。
奥村：( 本館に ) 奥村がいるから？　でもお互い、離れ
てよかった。
小川：そう。よかった。一緒だったら、そう、絶対にずっ
とぺらぺらしゃべってたかもしれない。しゃべってた
と思う。
奥村：ひどい。私がぺらだしね、乗っちゃうから、波
長合って。
小川：うん。意外とおしゃべりだと思います。心開い
たら、もうばーんって。爆発しちゃいます ( 笑 )。

ここへ来る前、どのように勉強して、そのあと
代官山に来たきっかけとか、ありますか？
奥村：一昨年？現役のときは、家庭教師でした。トラ
イでした。トライ。ハハハハハ。トライ。
小川：東進です。そうです、衛星です、映像授業。や
ばいです。全部ぴっぴっぴって飛ばして・・・。終わ
らせてました。ピッピッぴっぴって映像飛ばして、テ
ストは暗記してやってました。あー、全く意味ない。
多分、受かんない、そうですね。
奥村：私は、現役のときはもう諦めてたので、予備校
を探そうってなって、で、あの、お菓子とかいろいろ入っ
てるから、取りあえずお菓子とかティッシュ集めとか
に、お母さんが全部もらってくれて、で、私、実家が
静岡だから、そう、「持って帰るの大変だね」みたいな。
だから、「じゃあ、分厚いの 2 個だけもらってこう」っ
て言って、分厚いのに代官山入ってて、そこにしました。
で、親、お父さんは「駿台にしてほしい」って言われ
たけど、代官山の本、それ、お母さんが内容見て、めっ
ちゃ受かってるし、そう、駿台とかよりも、「ミカは、
自分でやるよりもやらされたほうが絶対できる」って
言って、お母さん…。放っとかれるとできなくなっちゃ
うから…。「やれっていう環境のほうがいい」って言わ
れて選び、選ばせていただきました。はい。
小川：えー、帝京のときに、現役のときの、そんとき
に代官山のやつもらって、で、そっからずっと読んでて、
その本を。で、内容がすごい良かったから、私はここ
に行くってずっと思ってました。
奥村：おー。
小川：でも、うちの親も奥村さんみたいに「駿台に行
け」とか言ってたんですけど、私は「こっちがいい」っ
てずっと言って、こっちに決めました。東京方面で探
してて。

数学について勉強法や先生方について。
奥村：数学は、私は薄先生が、1 番ですか。薄先生は
なんかおばかっちんでも、頑張る、なんか頑張るぞっ
て気持ちを見せれば、全然救ってくれるから、それが
まずよくて、で、ばかでもできるっていうか。やり方
を薄先生の、自分の中で落とし込めれば、そう、分かる、
この気持ち？
小川：うん。分かるよ。
奥村：そう。応用できるから、何ていうんでしょうね。
自分のものにすれば。そうそう。だから言われた通り
にやればできちゃうっていう、やってました。ていう
か…、でも、よく怒られてた、そう。めっちゃ怒られた、
ウフフフ、なんか。でもなんか怒られてたのは、なん
か言われたことができてなかったから、それはしょう
がないなって思いましたね。それ課題がめっちゃ多く
て、なんか薄先生マンツー取ったときに、私、スタンダー
ドだったんですけど、ベーシックのテキストをなんか
前期のやつ全部印刷されて、「ちょっとこれやってこい
」みたいな感じで言われて、絶対間に合わないじゃんっ
て思って。全部。そう。言われましたね。で、「書き込
んでいいから」って言われて。そう。でも絶対終わん
ないじゃんって思ってたけど、でも終わんないって分
かってても、やる気を出すっていうか、終わらせてみ
せるって気持ちが大事だから、そう、やる気を見せた
くて、めっちゃ泣きながらやってましたけど。なんか
親いわく 1 回泣いてたらしいです、私。なんか親と毎
日電話するんですけど、ハハハ。
小川：泣いてたじゃん。そういえば、マンスリー後も
1 回泣いてた。数学の後、できなくて。
奥村：あ、マンスリー後も 1 回泣いてたかな。できた
のにできなくて。
小川：おにぎり食べながら泣いてました。
奥村：あ、そう。ハハハハハ。そう。ののの前で泣い
たからさ。数学、私めっちゃ苦手だったけど・・・。

でも薄先生のおかげで “ 人 ” にはなったかなって感じ、
なんか波あるけど。取れるときは取れるようになって、
そう。で、そのとき褒められて、うれしくて頑張ろう
みたいな。頑張っちゃった。
小川：えー、これも二股するんですけど、薄先生と太
郎ちゃんです。数学ができない人でも、ちゃんとウス
キ先生のやり方習得すれば、大体の問題は解けるよう
になるから、復習めっちゃ頑張ってやってました。で、
タロウちゃん ( 中村太郎先生 ) は私に合ってた、一番な
んか入ってきやすかったんで。ずっとマンツー取って
ました。

化学については、どうでしょうか。
小川：高橋龍先生。他にもいい先生、いい先生がいっ
ぱいいる。
奥村：あー、確かに。
小川：龍先生は冬期から、なんか昭和対策とかすごい
やってくれて、多分私、やってもらってなかったら、
昭和、普通に落ちてたと思うんですけど。なんか電離
とか教えてくださったんで、そのやり方覚えて、そし
たら、日医で出て、まあ、受かってないんですけど、
できたと思います。龍先生は、その、2 学期のマンツー
でたくさん取れて、取れたんで、理論を徹底的にやっ
てもらって、イチから、理論は、まあ何とか人並みに
はみたいな感じのところまでできるようになって。龍
先生のマンツー取って、ちょっとだけ人よりはできる
かなってぐらいになりました。何もしなかったら龍先
生にぼこぼこにされてたと思うんで。
奥村：ハハハハハ。化学は三井先生ですかね。三井先
生は、あの、夏期からマンツー取ったんですけど、めっ
ちゃプリントくれたので、もうそれひたすらやりまくっ
て、そうすると何、なんか同じこと聞かれてることが、
なんか言い方変えて同じこと聞かれてるのがよくあっ
て、で、なんか、解くと、なんか本番、それをその前
に見直してたんですけど、プリントの、愛知で全く一
緒のが出たし、多分、女子医とかも。愛知出て、そう、
本当に全く一緒だったんですよ。全く、同じのが。
小川：そうそうそう。本当にそう。理恵と、そう、一緒、
理恵と真理と帰り道一緒だったんですけど、「え、全く
一緒だったよね、問題」みたいな。なんかやってると、
そう、真面目に復習してると、そういうのが取れる。
うん。
奥村：でも、その問題だけじゃなくて、他にも、どこ
で出たかな。めっちゃ出て、女子医も出たし。出ました、
出ました。なんか、あれ、これやったことあるってい
うのが多いから。あったよね。化学が簡単だった、特に。
小川：ウフフフ。よかったです、今年で。
奥村：いや、えー、本当に私はそう思う。

物理は？
奥村：みんなですけど、一番好きなのは、人として好
きなのは寺澤先生で、最後お世話になったのが野村先

生ですね。やり方が合ったのは野村先生です。すいま
せん。
小川：えー、寺澤先生って言ってなかった？
奥村：寺澤先生は、そう、人としてすごい好き過ぎて。
でも、ノムのやり方も、もう好き過ぎて、好き過ぎて
野村先生に行ってしまいました。そう。ハハハハハ。
野村先生は最後、ノムプリをもらって、冬期だけど。
ノムプリって、なんか 3 段階か 4 段階ぐらいあって。
それの一番ベーシックを、ハハハハハ、冬期に。60 問。

「力学」から。あー、ちょっとこれ、野村先生に言って
ほしいって言われてたんですけど、冬期講習で電気回
路やったんですよ。で、そしたら全く一緒の問題が女
子医で出て、で、奥村は、そう、物理ができないから、
多分それで正規だったかもしれないです。

「なんか、これ、俺が教えたやつ、全く一緒じゃん」って。
「これ言ってね」って言われたんで、言いました。
小川：はい。えーと、私は、小澤先生ですかね。小澤先生。
野村先生と小澤先生で二股しちゃって、なんか最初野
村先生とか頭良過ぎて質問とかも全然、行けなくて、
そう、小澤先生ばっかり質問行ってて。小澤先生優し
かったし、あとマンツーとかをずっと取ってたんで。
物理、本当に去年全くできなかったから、小澤先生の
やり方とか説明聞いてできるようになったんで、それ
を信じて、いつも質問、小澤先生に行ってました。最後、
浮気しちゃって、で、野村先生も、その、物理がちょっ
とできるようになったから、なんか質問しても怒られ
なさそうだな、みたいな感じに思ったんで、質問行っ
たら一つ一つ丁寧に教えてくれたんで、あ、野村先生
も分かりやすいってなりました。そう。でも、ちょっ
と最初、怖くて。
奥村：そう。だから私、ずっと寺澤先生にずーっと行っ
てて、で、最後マンツー取れなくて、それで野村先生
に行ったら、野村先生めっちゃ面白いしね。
小川：そう。ジャンプする。間違えるとジャンプする
んです。
奥村：アハハハハ。いや、あのー、珍回答を言うとね、ジャ

ンプしちゃうんだよね。
小川：ちょっと栗原先生のやつ、もうちょっと言って
いいですか。
栗原先生の冬期のテキストで文法やったんですけど、
めっちゃ出たんで。あー、長文はマンツーでやってて、
で、文法を単科で取ってむっちゃ復習してたら、めっ
ちゃ出ましたって。いろんな所で。杏林とか、東北、
岩手とかで。出て、おーみたいな。がっつり、これやっ
たやつだ、みたいなのが出て。全く同じのやつ、全く
そうですね、多分。何問か出て、クリバラ先生が喜ん
でました。なんか杏林で 4 問出たんですけど、「なんか
8 問ぐらい出たことにしといて」って言ってました。
ハハハハハ。
奥村：ハハハハハ。
小川：だから 8 問出たことにしといてください、杏林で。

この 1年間で代官山で過ごしてみてどうでした
か？
小川：あ、授業、あー、多かった。最初はすごい大変だっ
た。
奥村：私は楽しかったから、あんまり思わなかった。
あの、なんか自分、現役のときやってこなさ過ぎて、
全てが未知の体験だったから、教え方とか、その習っ
たことも含めて、だからなんか楽しかった。でも授業
数多くて予習いや、予習は・・・。予習はできなかっ
たです、分かんな過ぎて。そう。頭が・・・。頭が付
いてかなかったよね。
小川：ぱっぱらぱー。括弧 1 とかで終わってた。
奥村：そうそう。ハハハハ。でも、最初はね、チャー
トとかで見てたり・・・。
小川：やってたの？
奥村：やってたけど、私は。でもそれでも分かんな過
ぎて、無駄ってことに途中で気付いて。チャート捨て
ちゃって、そう。無理だ、と思って。でも予習をやる
気持ちは大事じゃない？
小川：うん。そうだね。気持ちは大事です。そう。復習、
めっちゃ頑張ってた。授業がずっとあったから、遊ぶ
時間っていうか、ずっと勉強しなきゃいけなかったか
ら、余計なことはする時間がなかったので。余計なこ
としちゃう人なんで、なんか飽きちゃって。ぼー、み
たいなことがあるから、ずっと授業があったから、な
んかやらなきゃいけないみたいな感じになってて、やっ
てました。前の、衛星予備校だとやりたい放題で、フ
フフ。寝たりして、みたいな。寝て、まあ、うん。
奥村：えー、奥村も、詰められた生活が結構よかった
ですね。そう。朝もね、早かったし。
途中で疲れちゃったけど。最初らへんは、7 時ぐらい
には毎回行ったけど、そう、最初ら辺だと、ののは 6
時半とかでしょう？
小川：そう。そこにはちょっと付いていけなかったけど、
やっぱ詰められて、で、疲れるから、帰り、結局、何
もできずに結局寝ちゃうみたいなのがあったから、ね、

逆によかったよね。
奥村：確かに。
小川：最初らへん、本当 5 時 55 分かな。で、寮生活
だともう行かなきゃ、誰々ちゃん、そろそろ行ったわ、
みたいな。
奥村：でもそれは把握して、あ、ののは階違うけど、
私はそういうことやってました。結構、音が聞こえる
ので、そういうので張り合ったりはしてたかもしれな
い。
小川：島田君 ( 順天堂大医学部進学：島田泰隆 ) と私は
張り合ってました。島田君、朝、多分、大体一緒に家
から出てたりしてて、きょうも一緒かみたいな感じ。
島田君が出てったときに、負けちゃったみたいに思っ
たことありました。鍵閉める音が聞こえるから。
奥村：あと、寮は、ご飯、ご飯がおいしかった。
小川：ご飯おいしかった。大量にご飯があったんで。
量が、量が多かったから。
奥村：アハハハ。そう料理、おいしかった。鍋。鍋、
出ました。こんぐらいの鍋出たよね。キムチ鍋みたい
なやつも。
小川：そう。あれおいしかったですね。
奥村：あと、ハンバーグ、ハンバーグもおいしかった。

後輩たちへアドバイス、今年いる人たちに、何
かありますか。
奥村：復習だよね。
小川：復習。復習をしっかりすることですね。テキス
トの数学だったら、数学のテキストのチェック欄 5 回
あるじゃないですか、それを 5 回ちゃんとやる。時間
を空けて・・。やりました。前期は、前期、5 回やった、
前期は 5 回やりました。だから、数学、マンスリー、
偏差値 71 って、一回、行きました。そう。ちょっと爆
発しちゃいました、でもそこで終わっちゃったんで。
( 笑 )
奥村：えー、でもすごいよ。
小川：その後、普通の人になっちゃった、アハハハハ。
奥村：最後のマンスリーちょっと嫌でしたね。小問集
合みたいなやつでしたよね。
小川：でも、できない人は復習しかないです、本当に。
予習は第 2 だよね、ぶっちゃけ。
奥村：そうね。予習は。ていうか、前期の復習をしと
かないと、後期が何もできなくなる。テストゼミとか
始まったときに、奥村は結構、そのクラスの中では解
けたほうだと思うんですけど、でもやっぱ復習してな
いと、その、何を使っていいかとか分かってないから。
小川：なんか変なものは解けてたけど、なんか定番解
けてなかったりしたよね。
奥村：そう。だから。そう、でも、なんか見たことあ
るのに、できないっていうのだったから、それは悔し
かったから、見直したり、前期は。
小川：テキストを復習したら大丈夫です。
奥村：前期だよね。

小川：あと先生の言うことを、まじで聞いたことがい
いと思います。
奥村：そうですね。例えば、そう、復習とかになっちゃ
うんですけど、「これ復習しとけよ」って言われたら、
復習したらどっかの大学出てたりするので・・・。
小川：あとは、ウイークリー。あの、本館に落ちて・・・。
何だろう、最後は本当に頑張ろうと思って頑張ったん
ですけど、何、ウイークリーを取れない人はマンスリー
も取れないっすよ。
奥村：ウイークリー取れないやつは駄目ってそうです
よ。えー、だからそんぐらいの短期間の勉強ですら頑
張れないんだから、ねー、長期なんか無理に決まって
るっていう、のが、奥村の持論です、まあ、悪いんで
すけど。そう最後は、そう、小川さんに勝ったから。
でも静かにしといた。そう。フフフ。ちょっと内心イ
エイっつって思って、でも小川さんも 1 位取ってるか
ら、あ、全体の。
小川：そうです。なんかノリ先生に言われました、「写
真撮っとけ」って。「もう一生取れないんだから写真を
撮りなさい」。ハハハハハ。
奥村：ハハハハハ。でも、ね、ノリッピもね。あ、そうだ、
そう、ノリッピもすごいいい先生だから。
小川：頑張ってました。ウイークリー・・・。でも本当に。
それで多分、数学とかもどんどん力付いていったんだ
と思います。日曜日に全部復習するうーん、日曜日に
結構やるんですけど、その前からも・・・。
たまっちゃうと大変だから、ちょっとずつやってって
ました。レビューテストもガチで結構やってましたし
…。
奥村：「先生にそのまま丸付けてもらえるから」私たち、
持って、提出してたよね。
小川：提出。はい。提出して。周りもウイークリーす
ごい人いたので、身近に。それで、あー、ウイークリー
できないやつはマンスリー駄目なんだと思って。そう。
頑張ろうって。1 回ぐらいはちょっと抜かしたいなと
思ってたら抜かせちゃったから、イエーイって。
奥村：そう。最後。頑張りました。

1 年振り返って、いろいろあったと思いますが、
つらかったこと、楽しかったこと、あれば最後
に一言。
奥村：頑張ったね。楽しかった。
小川：楽しかった。つらかったけど。
奥村：でも受かったから言えるよね、楽しかったって。
いろんな先生っちに会えて、ね、なんか・・・。
こういう考え方あるんだっていう、普通に毎日、新鮮
で楽しかったですけどね。私はばかだから。
小川：いやいや、なんか楽しかったよね。でも昭和に
ちょっと行きたかったので。せっかく 1 次通ったんで
すけど。学科、多分ぎりちょんで通ったんで、面接じゃ
ないと思うんですけど。でも、代官山じゃなかったら
受かってたと思わない。絶対思わないです。

奥村：いや、落ちてたね。絶対。
小川：代官山、最高って。ハハハハ。
よかった。なんか、いっぱい石井先生とかも、その、
医学部の情報教えてくれたんで、医学部に入ったとき
とかのことまで、なんか「友達がいなかったら留年す
るぞ」みたいなことを言ってくださったんで。あー、
そういう所なんだ、医学部って、みたいな感じで知れ
ることができてよかったです。
奥村：先生方と距離が近かったので、仲良くしてくれ
てありがとうございましたって。でもそのおかげで受
かった節もあるので、仲良くなるからこそ、なんか身
近な質問もすぐできるしとか、聞きやすかったのが一
番私は大きいかなと思いました。
小川：そう。おばかさんだからこそ、たくさん疑問が
あるから、それをね、ぱっぱぱっぱ解消できたのがよ
かったですね。
奥村：そう。なんか自己流で俺は受かる受かるって思っ
てる人には無理、向いてない。そう、薄先生も言って
たけど、なんか「多浪に多いのは、なんか自己流を持っ
てて話を聞かないで、ずっと自己流のままだから一生
落ち続ける」みたいな話はしてて、で、自分は一浪だし、
全然やり方分かんないから、ばんばん吸収できたけど、
そういう固定観念がある人は代官山にまじ向いてな
いっていうよりかはもったいない、代官山が。
小川：そう。いる必要はない。ハハハハ。て、感じで
すかね。
奥村：向いてない、向いてない人なんかいないよね。
小川：いないんじゃない？
奥村：代官山は。

卒 業 生 が 語 る
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奥村：で、「バイバイ、帰ってきてね」って言われて、帰っ
てこれなかった。まあ、でも A4 の人たちも結構受かっ
てるから。もうちょっと本気でやればよかったっす。
でもまあね、ののかさんはちゃんとね、キープはしてて。
小川：なんかあっち (２号館 ) で一番下のクラスだった
から、絶対落ちないようにしようと思って頑張ってま
した。そこにこだわって、そうです、絶対、ちょっと
本館に行ったらやばそうだなって思ってたんで。なん
かメンタル的にもだし、遊んじゃいそうだなって。
奥村：( 本館に ) 奥村がいるから？　でもお互い、離れ
てよかった。
小川：そう。よかった。一緒だったら、そう、絶対にずっ
とぺらぺらしゃべってたかもしれない。しゃべってた
と思う。
奥村：ひどい。私がぺらだしね、乗っちゃうから、波
長合って。
小川：うん。意外とおしゃべりだと思います。心開い
たら、もうばーんって。爆発しちゃいます ( 笑 )。

ここへ来る前、どのように勉強して、そのあと
代官山に来たきっかけとか、ありますか？
奥村：一昨年？現役のときは、家庭教師でした。トラ
イでした。トライ。ハハハハハ。トライ。
小川：東進です。そうです、衛星です、映像授業。や
ばいです。全部ぴっぴっぴって飛ばして・・・。終わ
らせてました。ピッピッぴっぴって映像飛ばして、テ
ストは暗記してやってました。あー、全く意味ない。
多分、受かんない、そうですね。
奥村：私は、現役のときはもう諦めてたので、予備校
を探そうってなって、で、あの、お菓子とかいろいろ入っ
てるから、取りあえずお菓子とかティッシュ集めとか
に、お母さんが全部もらってくれて、で、私、実家が
静岡だから、そう、「持って帰るの大変だね」みたいな。
だから、「じゃあ、分厚いの 2 個だけもらってこう」っ
て言って、分厚いのに代官山入ってて、そこにしました。
で、親、お父さんは「駿台にしてほしい」って言われ
たけど、代官山の本、それ、お母さんが内容見て、めっ
ちゃ受かってるし、そう、駿台とかよりも、「ミカは、
自分でやるよりもやらされたほうが絶対できる」って
言って、お母さん…。放っとかれるとできなくなっちゃ
うから…。「やれっていう環境のほうがいい」って言わ
れて選び、選ばせていただきました。はい。
小川：えー、帝京のときに、現役のときの、そんとき
に代官山のやつもらって、で、そっからずっと読んでて、
その本を。で、内容がすごい良かったから、私はここ
に行くってずっと思ってました。
奥村：おー。
小川：でも、うちの親も奥村さんみたいに「駿台に行
け」とか言ってたんですけど、私は「こっちがいい」っ
てずっと言って、こっちに決めました。東京方面で探
してて。

振り返って、先生について、まずは英語の先生
方について。
奥村：先生とか、むっちゃよかったです。
小川：うん。すごいよかった。
奥村：朝岡先生。朝岡先生は何ていうんだろう、自分
が疑問に思ったこと、私、すぐ口に出ちゃうんですけど、

「あれ、これ何だっけ」っていうと、すぐそっから、な
んか聞き逃さずに発展してくれるので、その話題から
いろいろ。そういうのが、自分が興味あるっていうか、
結構頭に入ってくるから、覚えましたね。それと、そう、
プリントとか、独自のプリントとかくれたから、それで。
東邦落ちたけど、東邦対策とか、あ、女子医対策したわ、
そういえば。あと、絵がかわいいんです。超下手っぴ。
フフフフフ。超下手っぴだけど、かわいいです。筆圧
濃過ぎて。
小川：栗原先生と岩﨑先生です。なんか二股になっちゃ
いました。どっちかっていうと、栗原先生です。教え
方がすごいよくて、なんか長文全然できなかったんで
すけど、栗原先生、冬期から栗原先生で、その、冬期
から 1 個ずつちゃんと教えてくれ、読み方教えてくれ
たので。冬期からで間に合いました、なんか。すごい「復
習しろ」って言ってたんで、先生が。復習、その、読
んだ文を何回も読んで、なんか先生が言ったとおりに、
この単語が出てきたらこういうことだぞ、みたいな感
じのことを言ってたから、それを意識しながら読んで
て、そしたら何とか。
奥村：えー、でも、のの、実際に英語苦手だったよね、
普通に。
小川：英語、全然できなくて。フフフ。他の教科に比
べたら。岩崎先生は、なんか、その、ちょっとした塊
の文を、1 個ずつ丁寧に SVO みたいにやってってくれ
たから、それでなんか文法とかがよく分かって。実戦
的には、ちょっと、栗原先生のほうがよかったかなみ
たいな。
奥村：ふーん。理にかなってますね。

数学について勉強法や先生方について。
奥村：数学は、私は薄先生が、1 番ですか。薄先生は
なんかおばかっちんでも、頑張る、なんか頑張るぞっ
て気持ちを見せれば、全然救ってくれるから、それが
まずよくて、で、ばかでもできるっていうか。やり方
を薄先生の、自分の中で落とし込めれば、そう、分かる、
この気持ち？
小川：うん。分かるよ。
奥村：そう。応用できるから、何ていうんでしょうね。
自分のものにすれば。そうそう。だから言われた通り
にやればできちゃうっていう、やってました。ていう
か…、でも、よく怒られてた、そう。めっちゃ怒られた、
ウフフフ、なんか。でもなんか怒られてたのは、なん
か言われたことができてなかったから、それはしょう
がないなって思いましたね。それ課題がめっちゃ多く
て、なんか薄先生マンツー取ったときに、私、スタンダー
ドだったんですけど、ベーシックのテキストをなんか
前期のやつ全部印刷されて、「ちょっとこれやってこい
」みたいな感じで言われて、絶対間に合わないじゃんっ
て思って。全部。そう。言われましたね。で、「書き込
んでいいから」って言われて。そう。でも絶対終わん
ないじゃんって思ってたけど、でも終わんないって分
かってても、やる気を出すっていうか、終わらせてみ
せるって気持ちが大事だから、そう、やる気を見せた
くて、めっちゃ泣きながらやってましたけど。なんか
親いわく 1 回泣いてたらしいです、私。なんか親と毎
日電話するんですけど、ハハハ。
小川：泣いてたじゃん。そういえば、マンスリー後も
1 回泣いてた。数学の後、できなくて。
奥村：あ、マンスリー後も 1 回泣いてたかな。できた
のにできなくて。
小川：おにぎり食べながら泣いてました。
奥村：あ、そう。ハハハハハ。そう。ののの前で泣い
たからさ。数学、私めっちゃ苦手だったけど・・・。

でも薄先生のおかげで “ 人 ” にはなったかなって感じ、
なんか波あるけど。取れるときは取れるようになって、
そう。で、そのとき褒められて、うれしくて頑張ろう
みたいな。頑張っちゃった。
小川：えー、これも二股するんですけど、薄先生と太
郎ちゃんです。数学ができない人でも、ちゃんとウス
キ先生のやり方習得すれば、大体の問題は解けるよう
になるから、復習めっちゃ頑張ってやってました。で、
タロウちゃん ( 中村太郎先生 ) は私に合ってた、一番な
んか入ってきやすかったんで。ずっとマンツー取って
ました。

化学については、どうでしょうか。
小川：高橋龍先生。他にもいい先生、いい先生がいっ
ぱいいる。
奥村：あー、確かに。
小川：龍先生は冬期から、なんか昭和対策とかすごい
やってくれて、多分私、やってもらってなかったら、
昭和、普通に落ちてたと思うんですけど。なんか電離
とか教えてくださったんで、そのやり方覚えて、そし
たら、日医で出て、まあ、受かってないんですけど、
できたと思います。龍先生は、その、2 学期のマンツー
でたくさん取れて、取れたんで、理論を徹底的にやっ
てもらって、イチから、理論は、まあ何とか人並みに
はみたいな感じのところまでできるようになって。龍
先生のマンツー取って、ちょっとだけ人よりはできる
かなってぐらいになりました。何もしなかったら龍先
生にぼこぼこにされてたと思うんで。
奥村：ハハハハハ。化学は三井先生ですかね。三井先
生は、あの、夏期からマンツー取ったんですけど、めっ
ちゃプリントくれたので、もうそれひたすらやりまくっ
て、そうすると何、なんか同じこと聞かれてることが、
なんか言い方変えて同じこと聞かれてるのがよくあっ
て、で、なんか、解くと、なんか本番、それをその前
に見直してたんですけど、プリントの、愛知で全く一
緒のが出たし、多分、女子医とかも。愛知出て、そう、
本当に全く一緒だったんですよ。全く、同じのが。
小川：そうそうそう。本当にそう。理恵と、そう、一緒、
理恵と真理と帰り道一緒だったんですけど、「え、全く
一緒だったよね、問題」みたいな。なんかやってると、
そう、真面目に復習してると、そういうのが取れる。
うん。
奥村：でも、その問題だけじゃなくて、他にも、どこ
で出たかな。めっちゃ出て、女子医も出たし。出ました、
出ました。なんか、あれ、これやったことあるってい
うのが多いから。あったよね。化学が簡単だった、特に。
小川：ウフフフ。よかったです、今年で。
奥村：いや、えー、本当に私はそう思う。

物理は？
奥村：みんなですけど、一番好きなのは、人として好
きなのは寺澤先生で、最後お世話になったのが野村先

生ですね。やり方が合ったのは野村先生です。すいま
せん。
小川：えー、寺澤先生って言ってなかった？
奥村：寺澤先生は、そう、人としてすごい好き過ぎて。
でも、ノムのやり方も、もう好き過ぎて、好き過ぎて
野村先生に行ってしまいました。そう。ハハハハハ。
野村先生は最後、ノムプリをもらって、冬期だけど。
ノムプリって、なんか 3 段階か 4 段階ぐらいあって。
それの一番ベーシックを、ハハハハハ、冬期に。60 問。

「力学」から。あー、ちょっとこれ、野村先生に言って
ほしいって言われてたんですけど、冬期講習で電気回
路やったんですよ。で、そしたら全く一緒の問題が女
子医で出て、で、奥村は、そう、物理ができないから、
多分それで正規だったかもしれないです。

「なんか、これ、俺が教えたやつ、全く一緒じゃん」って。
「これ言ってね」って言われたんで、言いました。
小川：はい。えーと、私は、小澤先生ですかね。小澤先生。
野村先生と小澤先生で二股しちゃって、なんか最初野
村先生とか頭良過ぎて質問とかも全然、行けなくて、
そう、小澤先生ばっかり質問行ってて。小澤先生優し
かったし、あとマンツーとかをずっと取ってたんで。
物理、本当に去年全くできなかったから、小澤先生の
やり方とか説明聞いてできるようになったんで、それ
を信じて、いつも質問、小澤先生に行ってました。最後、
浮気しちゃって、で、野村先生も、その、物理がちょっ
とできるようになったから、なんか質問しても怒られ
なさそうだな、みたいな感じに思ったんで、質問行っ
たら一つ一つ丁寧に教えてくれたんで、あ、野村先生
も分かりやすいってなりました。そう。でも、ちょっ
と最初、怖くて。
奥村：そう。だから私、ずっと寺澤先生にずーっと行っ
てて、で、最後マンツー取れなくて、それで野村先生
に行ったら、野村先生めっちゃ面白いしね。
小川：そう。ジャンプする。間違えるとジャンプする
んです。
奥村：アハハハハ。いや、あのー、珍回答を言うとね、ジャ

ンプしちゃうんだよね。
小川：ちょっと栗原先生のやつ、もうちょっと言って
いいですか。
栗原先生の冬期のテキストで文法やったんですけど、
めっちゃ出たんで。あー、長文はマンツーでやってて、
で、文法を単科で取ってむっちゃ復習してたら、めっ
ちゃ出ましたって。いろんな所で。杏林とか、東北、
岩手とかで。出て、おーみたいな。がっつり、これやっ
たやつだ、みたいなのが出て。全く同じのやつ、全く
そうですね、多分。何問か出て、クリバラ先生が喜ん
でました。なんか杏林で 4 問出たんですけど、「なんか
8 問ぐらい出たことにしといて」って言ってました。
ハハハハハ。
奥村：ハハハハハ。
小川：だから 8 問出たことにしといてください、杏林で。

この 1年間で代官山で過ごしてみてどうでした
か？
小川：あ、授業、あー、多かった。最初はすごい大変だっ
た。
奥村：私は楽しかったから、あんまり思わなかった。
あの、なんか自分、現役のときやってこなさ過ぎて、
全てが未知の体験だったから、教え方とか、その習っ
たことも含めて、だからなんか楽しかった。でも授業
数多くて予習いや、予習は・・・。予習はできなかっ
たです、分かんな過ぎて。そう。頭が・・・。頭が付
いてかなかったよね。
小川：ぱっぱらぱー。括弧 1 とかで終わってた。
奥村：そうそう。ハハハハ。でも、最初はね、チャー
トとかで見てたり・・・。
小川：やってたの？
奥村：やってたけど、私は。でもそれでも分かんな過
ぎて、無駄ってことに途中で気付いて。チャート捨て
ちゃって、そう。無理だ、と思って。でも予習をやる
気持ちは大事じゃない？
小川：うん。そうだね。気持ちは大事です。そう。復習、
めっちゃ頑張ってた。授業がずっとあったから、遊ぶ
時間っていうか、ずっと勉強しなきゃいけなかったか
ら、余計なことはする時間がなかったので。余計なこ
としちゃう人なんで、なんか飽きちゃって。ぼー、み
たいなことがあるから、ずっと授業があったから、な
んかやらなきゃいけないみたいな感じになってて、やっ
てました。前の、衛星予備校だとやりたい放題で、フ
フフ。寝たりして、みたいな。寝て、まあ、うん。
奥村：えー、奥村も、詰められた生活が結構よかった
ですね。そう。朝もね、早かったし。
途中で疲れちゃったけど。最初らへんは、7 時ぐらい
には毎回行ったけど、そう、最初ら辺だと、ののは 6
時半とかでしょう？
小川：そう。そこにはちょっと付いていけなかったけど、
やっぱ詰められて、で、疲れるから、帰り、結局、何
もできずに結局寝ちゃうみたいなのがあったから、ね、

逆によかったよね。
奥村：確かに。
小川：最初らへん、本当 5 時 55 分かな。で、寮生活
だともう行かなきゃ、誰々ちゃん、そろそろ行ったわ、
みたいな。
奥村：でもそれは把握して、あ、ののは階違うけど、
私はそういうことやってました。結構、音が聞こえる
ので、そういうので張り合ったりはしてたかもしれな
い。
小川：島田君 ( 順天堂大医学部進学：島田泰隆 ) と私は
張り合ってました。島田君、朝、多分、大体一緒に家
から出てたりしてて、きょうも一緒かみたいな感じ。
島田君が出てったときに、負けちゃったみたいに思っ
たことありました。鍵閉める音が聞こえるから。
奥村：あと、寮は、ご飯、ご飯がおいしかった。
小川：ご飯おいしかった。大量にご飯があったんで。
量が、量が多かったから。
奥村：アハハハ。そう料理、おいしかった。鍋。鍋、
出ました。こんぐらいの鍋出たよね。キムチ鍋みたい
なやつも。
小川：そう。あれおいしかったですね。
奥村：あと、ハンバーグ、ハンバーグもおいしかった。

後輩たちへアドバイス、今年いる人たちに、何
かありますか。
奥村：復習だよね。
小川：復習。復習をしっかりすることですね。テキス
トの数学だったら、数学のテキストのチェック欄 5 回
あるじゃないですか、それを 5 回ちゃんとやる。時間
を空けて・・。やりました。前期は、前期、5 回やった、
前期は 5 回やりました。だから、数学、マンスリー、
偏差値 71 って、一回、行きました。そう。ちょっと爆
発しちゃいました、でもそこで終わっちゃったんで。
( 笑 )
奥村：えー、でもすごいよ。
小川：その後、普通の人になっちゃった、アハハハハ。
奥村：最後のマンスリーちょっと嫌でしたね。小問集
合みたいなやつでしたよね。
小川：でも、できない人は復習しかないです、本当に。
予習は第 2 だよね、ぶっちゃけ。
奥村：そうね。予習は。ていうか、前期の復習をしと
かないと、後期が何もできなくなる。テストゼミとか
始まったときに、奥村は結構、そのクラスの中では解
けたほうだと思うんですけど、でもやっぱ復習してな
いと、その、何を使っていいかとか分かってないから。
小川：なんか変なものは解けてたけど、なんか定番解
けてなかったりしたよね。
奥村：そう。だから。そう、でも、なんか見たことあ
るのに、できないっていうのだったから、それは悔し
かったから、見直したり、前期は。
小川：テキストを復習したら大丈夫です。
奥村：前期だよね。

小川：あと先生の言うことを、まじで聞いたことがい
いと思います。
奥村：そうですね。例えば、そう、復習とかになっちゃ
うんですけど、「これ復習しとけよ」って言われたら、
復習したらどっかの大学出てたりするので・・・。
小川：あとは、ウイークリー。あの、本館に落ちて・・・。
何だろう、最後は本当に頑張ろうと思って頑張ったん
ですけど、何、ウイークリーを取れない人はマンスリー
も取れないっすよ。
奥村：ウイークリー取れないやつは駄目ってそうです
よ。えー、だからそんぐらいの短期間の勉強ですら頑
張れないんだから、ねー、長期なんか無理に決まって
るっていう、のが、奥村の持論です、まあ、悪いんで
すけど。そう最後は、そう、小川さんに勝ったから。
でも静かにしといた。そう。フフフ。ちょっと内心イ
エイっつって思って、でも小川さんも 1 位取ってるか
ら、あ、全体の。
小川：そうです。なんかノリ先生に言われました、「写
真撮っとけ」って。「もう一生取れないんだから写真を
撮りなさい」。ハハハハハ。
奥村：ハハハハハ。でも、ね、ノリッピもね。あ、そうだ、
そう、ノリッピもすごいいい先生だから。
小川：頑張ってました。ウイークリー・・・。でも本当に。
それで多分、数学とかもどんどん力付いていったんだ
と思います。日曜日に全部復習するうーん、日曜日に
結構やるんですけど、その前からも・・・。
たまっちゃうと大変だから、ちょっとずつやってって
ました。レビューテストもガチで結構やってましたし
…。
奥村：「先生にそのまま丸付けてもらえるから」私たち、
持って、提出してたよね。
小川：提出。はい。提出して。周りもウイークリーす
ごい人いたので、身近に。それで、あー、ウイークリー
できないやつはマンスリー駄目なんだと思って。そう。
頑張ろうって。1 回ぐらいはちょっと抜かしたいなと
思ってたら抜かせちゃったから、イエーイって。
奥村：そう。最後。頑張りました。

1 年振り返って、いろいろあったと思いますが、
つらかったこと、楽しかったこと、あれば最後
に一言。
奥村：頑張ったね。楽しかった。
小川：楽しかった。つらかったけど。
奥村：でも受かったから言えるよね、楽しかったって。
いろんな先生っちに会えて、ね、なんか・・・。
こういう考え方あるんだっていう、普通に毎日、新鮮
で楽しかったですけどね。私はばかだから。
小川：いやいや、なんか楽しかったよね。でも昭和に
ちょっと行きたかったので。せっかく 1 次通ったんで
すけど。学科、多分ぎりちょんで通ったんで、面接じゃ
ないと思うんですけど。でも、代官山じゃなかったら
受かってたと思わない。絶対思わないです。

奥村：いや、落ちてたね。絶対。
小川：代官山、最高って。ハハハハ。
よかった。なんか、いっぱい石井先生とかも、その、
医学部の情報教えてくれたんで、医学部に入ったとき
とかのことまで、なんか「友達がいなかったら留年す
るぞ」みたいなことを言ってくださったんで。あー、
そういう所なんだ、医学部って、みたいな感じで知れ
ることができてよかったです。
奥村：先生方と距離が近かったので、仲良くしてくれ
てありがとうございましたって。でもそのおかげで受
かった節もあるので、仲良くなるからこそ、なんか身
近な質問もすぐできるしとか、聞きやすかったのが一
番私は大きいかなと思いました。
小川：そう。おばかさんだからこそ、たくさん疑問が
あるから、それをね、ぱっぱぱっぱ解消できたのがよ
かったですね。
奥村：そう。なんか自己流で俺は受かる受かるって思っ
てる人には無理、向いてない。そう、薄先生も言って
たけど、なんか「多浪に多いのは、なんか自己流を持っ
てて話を聞かないで、ずっと自己流のままだから一生
落ち続ける」みたいな話はしてて、で、自分は一浪だし、
全然やり方分かんないから、ばんばん吸収できたけど、
そういう固定観念がある人は代官山にまじ向いてな
いっていうよりかはもったいない、代官山が。
小川：そう。いる必要はない。ハハハハ。て、感じで
すかね。
奥村：向いてない、向いてない人なんかいないよね。
小川：いないんじゃない？
奥村：代官山は。
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奥村：で、「バイバイ、帰ってきてね」って言われて、帰っ
てこれなかった。まあ、でも A4 の人たちも結構受かっ
てるから。もうちょっと本気でやればよかったっす。
でもまあね、ののかさんはちゃんとね、キープはしてて。
小川：なんかあっち (２号館 ) で一番下のクラスだった
から、絶対落ちないようにしようと思って頑張ってま
した。そこにこだわって、そうです、絶対、ちょっと
本館に行ったらやばそうだなって思ってたんで。なん
かメンタル的にもだし、遊んじゃいそうだなって。
奥村：( 本館に ) 奥村がいるから？　でもお互い、離れ
てよかった。
小川：そう。よかった。一緒だったら、そう、絶対にずっ
とぺらぺらしゃべってたかもしれない。しゃべってた
と思う。
奥村：ひどい。私がぺらだしね、乗っちゃうから、波
長合って。
小川：うん。意外とおしゃべりだと思います。心開い
たら、もうばーんって。爆発しちゃいます ( 笑 )。

ここへ来る前、どのように勉強して、そのあと
代官山に来たきっかけとか、ありますか？
奥村：一昨年？現役のときは、家庭教師でした。トラ
イでした。トライ。ハハハハハ。トライ。
小川：東進です。そうです、衛星です、映像授業。や
ばいです。全部ぴっぴっぴって飛ばして・・・。終わ
らせてました。ピッピッぴっぴって映像飛ばして、テ
ストは暗記してやってました。あー、全く意味ない。
多分、受かんない、そうですね。
奥村：私は、現役のときはもう諦めてたので、予備校
を探そうってなって、で、あの、お菓子とかいろいろ入っ
てるから、取りあえずお菓子とかティッシュ集めとか
に、お母さんが全部もらってくれて、で、私、実家が
静岡だから、そう、「持って帰るの大変だね」みたいな。
だから、「じゃあ、分厚いの 2 個だけもらってこう」っ
て言って、分厚いのに代官山入ってて、そこにしました。
で、親、お父さんは「駿台にしてほしい」って言われ
たけど、代官山の本、それ、お母さんが内容見て、めっ
ちゃ受かってるし、そう、駿台とかよりも、「ミカは、
自分でやるよりもやらされたほうが絶対できる」って
言って、お母さん…。放っとかれるとできなくなっちゃ
うから…。「やれっていう環境のほうがいい」って言わ
れて選び、選ばせていただきました。はい。
小川：えー、帝京のときに、現役のときの、そんとき
に代官山のやつもらって、で、そっからずっと読んでて、
その本を。で、内容がすごい良かったから、私はここ
に行くってずっと思ってました。
奥村：おー。
小川：でも、うちの親も奥村さんみたいに「駿台に行
け」とか言ってたんですけど、私は「こっちがいい」っ
てずっと言って、こっちに決めました。東京方面で探
してて。

数学について勉強法や先生方について。
奥村：数学は、私は薄先生が、1 番ですか。薄先生は
なんかおばかっちんでも、頑張る、なんか頑張るぞっ
て気持ちを見せれば、全然救ってくれるから、それが
まずよくて、で、ばかでもできるっていうか。やり方
を薄先生の、自分の中で落とし込めれば、そう、分かる、
この気持ち？
小川：うん。分かるよ。
奥村：そう。応用できるから、何ていうんでしょうね。
自分のものにすれば。そうそう。だから言われた通り
にやればできちゃうっていう、やってました。ていう
か…、でも、よく怒られてた、そう。めっちゃ怒られた、
ウフフフ、なんか。でもなんか怒られてたのは、なん
か言われたことができてなかったから、それはしょう
がないなって思いましたね。それ課題がめっちゃ多く
て、なんか薄先生マンツー取ったときに、私、スタンダー
ドだったんですけど、ベーシックのテキストをなんか
前期のやつ全部印刷されて、「ちょっとこれやってこい
」みたいな感じで言われて、絶対間に合わないじゃんっ
て思って。全部。そう。言われましたね。で、「書き込
んでいいから」って言われて。そう。でも絶対終わん
ないじゃんって思ってたけど、でも終わんないって分
かってても、やる気を出すっていうか、終わらせてみ
せるって気持ちが大事だから、そう、やる気を見せた
くて、めっちゃ泣きながらやってましたけど。なんか
親いわく 1 回泣いてたらしいです、私。なんか親と毎
日電話するんですけど、ハハハ。
小川：泣いてたじゃん。そういえば、マンスリー後も
1 回泣いてた。数学の後、できなくて。
奥村：あ、マンスリー後も 1 回泣いてたかな。できた
のにできなくて。
小川：おにぎり食べながら泣いてました。
奥村：あ、そう。ハハハハハ。そう。ののの前で泣い
たからさ。数学、私めっちゃ苦手だったけど・・・。

でも薄先生のおかげで “ 人 ” にはなったかなって感じ、
なんか波あるけど。取れるときは取れるようになって、
そう。で、そのとき褒められて、うれしくて頑張ろう
みたいな。頑張っちゃった。
小川：えー、これも二股するんですけど、薄先生と太
郎ちゃんです。数学ができない人でも、ちゃんとウス
キ先生のやり方習得すれば、大体の問題は解けるよう
になるから、復習めっちゃ頑張ってやってました。で、
タロウちゃん ( 中村太郎先生 ) は私に合ってた、一番な
んか入ってきやすかったんで。ずっとマンツー取って
ました。

化学については、どうでしょうか。
小川：高橋龍先生。他にもいい先生、いい先生がいっ
ぱいいる。
奥村：あー、確かに。
小川：龍先生は冬期から、なんか昭和対策とかすごい
やってくれて、多分私、やってもらってなかったら、
昭和、普通に落ちてたと思うんですけど。なんか電離
とか教えてくださったんで、そのやり方覚えて、そし
たら、日医で出て、まあ、受かってないんですけど、
できたと思います。龍先生は、その、2 学期のマンツー
でたくさん取れて、取れたんで、理論を徹底的にやっ
てもらって、イチから、理論は、まあ何とか人並みに
はみたいな感じのところまでできるようになって。龍
先生のマンツー取って、ちょっとだけ人よりはできる
かなってぐらいになりました。何もしなかったら龍先
生にぼこぼこにされてたと思うんで。
奥村：ハハハハハ。化学は三井先生ですかね。三井先
生は、あの、夏期からマンツー取ったんですけど、めっ
ちゃプリントくれたので、もうそれひたすらやりまくっ
て、そうすると何、なんか同じこと聞かれてることが、
なんか言い方変えて同じこと聞かれてるのがよくあっ
て、で、なんか、解くと、なんか本番、それをその前
に見直してたんですけど、プリントの、愛知で全く一
緒のが出たし、多分、女子医とかも。愛知出て、そう、
本当に全く一緒だったんですよ。全く、同じのが。
小川：そうそうそう。本当にそう。理恵と、そう、一緒、
理恵と真理と帰り道一緒だったんですけど、「え、全く
一緒だったよね、問題」みたいな。なんかやってると、
そう、真面目に復習してると、そういうのが取れる。
うん。
奥村：でも、その問題だけじゃなくて、他にも、どこ
で出たかな。めっちゃ出て、女子医も出たし。出ました、
出ました。なんか、あれ、これやったことあるってい
うのが多いから。あったよね。化学が簡単だった、特に。
小川：ウフフフ。よかったです、今年で。
奥村：いや、えー、本当に私はそう思う。

物理は？
奥村：みんなですけど、一番好きなのは、人として好
きなのは寺澤先生で、最後お世話になったのが野村先

生ですね。やり方が合ったのは野村先生です。すいま
せん。
小川：えー、寺澤先生って言ってなかった？
奥村：寺澤先生は、そう、人としてすごい好き過ぎて。
でも、ノムのやり方も、もう好き過ぎて、好き過ぎて
野村先生に行ってしまいました。そう。ハハハハハ。
野村先生は最後、ノムプリをもらって、冬期だけど。
ノムプリって、なんか 3 段階か 4 段階ぐらいあって。
それの一番ベーシックを、ハハハハハ、冬期に。60 問。

「力学」から。あー、ちょっとこれ、野村先生に言って
ほしいって言われてたんですけど、冬期講習で電気回
路やったんですよ。で、そしたら全く一緒の問題が女
子医で出て、で、奥村は、そう、物理ができないから、
多分それで正規だったかもしれないです。

「なんか、これ、俺が教えたやつ、全く一緒じゃん」って。
「これ言ってね」って言われたんで、言いました。
小川：はい。えーと、私は、小澤先生ですかね。小澤先生。
野村先生と小澤先生で二股しちゃって、なんか最初野
村先生とか頭良過ぎて質問とかも全然、行けなくて、
そう、小澤先生ばっかり質問行ってて。小澤先生優し
かったし、あとマンツーとかをずっと取ってたんで。
物理、本当に去年全くできなかったから、小澤先生の
やり方とか説明聞いてできるようになったんで、それ
を信じて、いつも質問、小澤先生に行ってました。最後、
浮気しちゃって、で、野村先生も、その、物理がちょっ
とできるようになったから、なんか質問しても怒られ
なさそうだな、みたいな感じに思ったんで、質問行っ
たら一つ一つ丁寧に教えてくれたんで、あ、野村先生
も分かりやすいってなりました。そう。でも、ちょっ
と最初、怖くて。
奥村：そう。だから私、ずっと寺澤先生にずーっと行っ
てて、で、最後マンツー取れなくて、それで野村先生
に行ったら、野村先生めっちゃ面白いしね。
小川：そう。ジャンプする。間違えるとジャンプする
んです。
奥村：アハハハハ。いや、あのー、珍回答を言うとね、ジャ

ンプしちゃうんだよね。
小川：ちょっと栗原先生のやつ、もうちょっと言って
いいですか。
栗原先生の冬期のテキストで文法やったんですけど、
めっちゃ出たんで。あー、長文はマンツーでやってて、
で、文法を単科で取ってむっちゃ復習してたら、めっ
ちゃ出ましたって。いろんな所で。杏林とか、東北、
岩手とかで。出て、おーみたいな。がっつり、これやっ
たやつだ、みたいなのが出て。全く同じのやつ、全く
そうですね、多分。何問か出て、クリバラ先生が喜ん
でました。なんか杏林で 4 問出たんですけど、「なんか
8 問ぐらい出たことにしといて」って言ってました。
ハハハハハ。
奥村：ハハハハハ。
小川：だから 8 問出たことにしといてください、杏林で。

この 1年間で代官山で過ごしてみてどうでした
か？
小川：あ、授業、あー、多かった。最初はすごい大変だっ
た。
奥村：私は楽しかったから、あんまり思わなかった。
あの、なんか自分、現役のときやってこなさ過ぎて、
全てが未知の体験だったから、教え方とか、その習っ
たことも含めて、だからなんか楽しかった。でも授業
数多くて予習いや、予習は・・・。予習はできなかっ
たです、分かんな過ぎて。そう。頭が・・・。頭が付
いてかなかったよね。
小川：ぱっぱらぱー。括弧 1 とかで終わってた。
奥村：そうそう。ハハハハ。でも、最初はね、チャー
トとかで見てたり・・・。
小川：やってたの？
奥村：やってたけど、私は。でもそれでも分かんな過
ぎて、無駄ってことに途中で気付いて。チャート捨て
ちゃって、そう。無理だ、と思って。でも予習をやる
気持ちは大事じゃない？
小川：うん。そうだね。気持ちは大事です。そう。復習、
めっちゃ頑張ってた。授業がずっとあったから、遊ぶ
時間っていうか、ずっと勉強しなきゃいけなかったか
ら、余計なことはする時間がなかったので。余計なこ
としちゃう人なんで、なんか飽きちゃって。ぼー、み
たいなことがあるから、ずっと授業があったから、な
んかやらなきゃいけないみたいな感じになってて、やっ
てました。前の、衛星予備校だとやりたい放題で、フ
フフ。寝たりして、みたいな。寝て、まあ、うん。
奥村：えー、奥村も、詰められた生活が結構よかった
ですね。そう。朝もね、早かったし。
途中で疲れちゃったけど。最初らへんは、7 時ぐらい
には毎回行ったけど、そう、最初ら辺だと、ののは 6
時半とかでしょう？
小川：そう。そこにはちょっと付いていけなかったけど、
やっぱ詰められて、で、疲れるから、帰り、結局、何
もできずに結局寝ちゃうみたいなのがあったから、ね、

逆によかったよね。
奥村：確かに。
小川：最初らへん、本当 5 時 55 分かな。で、寮生活
だともう行かなきゃ、誰々ちゃん、そろそろ行ったわ、
みたいな。
奥村：でもそれは把握して、あ、ののは階違うけど、
私はそういうことやってました。結構、音が聞こえる
ので、そういうので張り合ったりはしてたかもしれな
い。
小川：島田君 ( 順天堂大医学部進学：島田泰隆 ) と私は
張り合ってました。島田君、朝、多分、大体一緒に家
から出てたりしてて、きょうも一緒かみたいな感じ。
島田君が出てったときに、負けちゃったみたいに思っ
たことありました。鍵閉める音が聞こえるから。
奥村：あと、寮は、ご飯、ご飯がおいしかった。
小川：ご飯おいしかった。大量にご飯があったんで。
量が、量が多かったから。
奥村：アハハハ。そう料理、おいしかった。鍋。鍋、
出ました。こんぐらいの鍋出たよね。キムチ鍋みたい
なやつも。
小川：そう。あれおいしかったですね。
奥村：あと、ハンバーグ、ハンバーグもおいしかった。

後輩たちへアドバイス、今年いる人たちに、何
かありますか。
奥村：復習だよね。
小川：復習。復習をしっかりすることですね。テキス
トの数学だったら、数学のテキストのチェック欄 5 回
あるじゃないですか、それを 5 回ちゃんとやる。時間
を空けて・・。やりました。前期は、前期、5 回やった、
前期は 5 回やりました。だから、数学、マンスリー、
偏差値 71 って、一回、行きました。そう。ちょっと爆
発しちゃいました、でもそこで終わっちゃったんで。
( 笑 )
奥村：えー、でもすごいよ。
小川：その後、普通の人になっちゃった、アハハハハ。
奥村：最後のマンスリーちょっと嫌でしたね。小問集
合みたいなやつでしたよね。
小川：でも、できない人は復習しかないです、本当に。
予習は第 2 だよね、ぶっちゃけ。
奥村：そうね。予習は。ていうか、前期の復習をしと
かないと、後期が何もできなくなる。テストゼミとか
始まったときに、奥村は結構、そのクラスの中では解
けたほうだと思うんですけど、でもやっぱ復習してな
いと、その、何を使っていいかとか分かってないから。
小川：なんか変なものは解けてたけど、なんか定番解
けてなかったりしたよね。
奥村：そう。だから。そう、でも、なんか見たことあ
るのに、できないっていうのだったから、それは悔し
かったから、見直したり、前期は。
小川：テキストを復習したら大丈夫です。
奥村：前期だよね。

小川：あと先生の言うことを、まじで聞いたことがい
いと思います。
奥村：そうですね。例えば、そう、復習とかになっちゃ
うんですけど、「これ復習しとけよ」って言われたら、
復習したらどっかの大学出てたりするので・・・。
小川：あとは、ウイークリー。あの、本館に落ちて・・・。
何だろう、最後は本当に頑張ろうと思って頑張ったん
ですけど、何、ウイークリーを取れない人はマンスリー
も取れないっすよ。
奥村：ウイークリー取れないやつは駄目ってそうです
よ。えー、だからそんぐらいの短期間の勉強ですら頑
張れないんだから、ねー、長期なんか無理に決まって
るっていう、のが、奥村の持論です、まあ、悪いんで
すけど。そう最後は、そう、小川さんに勝ったから。
でも静かにしといた。そう。フフフ。ちょっと内心イ
エイっつって思って、でも小川さんも 1 位取ってるか
ら、あ、全体の。
小川：そうです。なんかノリ先生に言われました、「写
真撮っとけ」って。「もう一生取れないんだから写真を
撮りなさい」。ハハハハハ。
奥村：ハハハハハ。でも、ね、ノリッピもね。あ、そうだ、
そう、ノリッピもすごいいい先生だから。
小川：頑張ってました。ウイークリー・・・。でも本当に。
それで多分、数学とかもどんどん力付いていったんだ
と思います。日曜日に全部復習するうーん、日曜日に
結構やるんですけど、その前からも・・・。
たまっちゃうと大変だから、ちょっとずつやってって
ました。レビューテストもガチで結構やってましたし
…。
奥村：「先生にそのまま丸付けてもらえるから」私たち、
持って、提出してたよね。
小川：提出。はい。提出して。周りもウイークリーす
ごい人いたので、身近に。それで、あー、ウイークリー
できないやつはマンスリー駄目なんだと思って。そう。
頑張ろうって。1 回ぐらいはちょっと抜かしたいなと
思ってたら抜かせちゃったから、イエーイって。
奥村：そう。最後。頑張りました。

1 年振り返って、いろいろあったと思いますが、
つらかったこと、楽しかったこと、あれば最後
に一言。
奥村：頑張ったね。楽しかった。
小川：楽しかった。つらかったけど。
奥村：でも受かったから言えるよね、楽しかったって。
いろんな先生っちに会えて、ね、なんか・・・。
こういう考え方あるんだっていう、普通に毎日、新鮮
で楽しかったですけどね。私はばかだから。
小川：いやいや、なんか楽しかったよね。でも昭和に
ちょっと行きたかったので。せっかく 1 次通ったんで
すけど。学科、多分ぎりちょんで通ったんで、面接じゃ
ないと思うんですけど。でも、代官山じゃなかったら
受かってたと思わない。絶対思わないです。

奥村：いや、落ちてたね。絶対。
小川：代官山、最高って。ハハハハ。
よかった。なんか、いっぱい石井先生とかも、その、
医学部の情報教えてくれたんで、医学部に入ったとき
とかのことまで、なんか「友達がいなかったら留年す
るぞ」みたいなことを言ってくださったんで。あー、
そういう所なんだ、医学部って、みたいな感じで知れ
ることができてよかったです。
奥村：先生方と距離が近かったので、仲良くしてくれ
てありがとうございましたって。でもそのおかげで受
かった節もあるので、仲良くなるからこそ、なんか身
近な質問もすぐできるしとか、聞きやすかったのが一
番私は大きいかなと思いました。
小川：そう。おばかさんだからこそ、たくさん疑問が
あるから、それをね、ぱっぱぱっぱ解消できたのがよ
かったですね。
奥村：そう。なんか自己流で俺は受かる受かるって思っ
てる人には無理、向いてない。そう、薄先生も言って
たけど、なんか「多浪に多いのは、なんか自己流を持っ
てて話を聞かないで、ずっと自己流のままだから一生
落ち続ける」みたいな話はしてて、で、自分は一浪だし、
全然やり方分かんないから、ばんばん吸収できたけど、
そういう固定観念がある人は代官山にまじ向いてな
いっていうよりかはもったいない、代官山が。
小川：そう。いる必要はない。ハハハハ。て、感じで
すかね。
奥村：向いてない、向いてない人なんかいないよね。
小川：いないんじゃない？
奥村：代官山は。
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奥村：で、「バイバイ、帰ってきてね」って言われて、帰っ
てこれなかった。まあ、でも A4 の人たちも結構受かっ
てるから。もうちょっと本気でやればよかったっす。
でもまあね、ののかさんはちゃんとね、キープはしてて。
小川：なんかあっち (２号館 ) で一番下のクラスだった
から、絶対落ちないようにしようと思って頑張ってま
した。そこにこだわって、そうです、絶対、ちょっと
本館に行ったらやばそうだなって思ってたんで。なん
かメンタル的にもだし、遊んじゃいそうだなって。
奥村：( 本館に ) 奥村がいるから？　でもお互い、離れ
てよかった。
小川：そう。よかった。一緒だったら、そう、絶対にずっ
とぺらぺらしゃべってたかもしれない。しゃべってた
と思う。
奥村：ひどい。私がぺらだしね、乗っちゃうから、波
長合って。
小川：うん。意外とおしゃべりだと思います。心開い
たら、もうばーんって。爆発しちゃいます ( 笑 )。

ここへ来る前、どのように勉強して、そのあと
代官山に来たきっかけとか、ありますか？
奥村：一昨年？現役のときは、家庭教師でした。トラ
イでした。トライ。ハハハハハ。トライ。
小川：東進です。そうです、衛星です、映像授業。や
ばいです。全部ぴっぴっぴって飛ばして・・・。終わ
らせてました。ピッピッぴっぴって映像飛ばして、テ
ストは暗記してやってました。あー、全く意味ない。
多分、受かんない、そうですね。
奥村：私は、現役のときはもう諦めてたので、予備校
を探そうってなって、で、あの、お菓子とかいろいろ入っ
てるから、取りあえずお菓子とかティッシュ集めとか
に、お母さんが全部もらってくれて、で、私、実家が
静岡だから、そう、「持って帰るの大変だね」みたいな。
だから、「じゃあ、分厚いの 2 個だけもらってこう」っ
て言って、分厚いのに代官山入ってて、そこにしました。
で、親、お父さんは「駿台にしてほしい」って言われ
たけど、代官山の本、それ、お母さんが内容見て、めっ
ちゃ受かってるし、そう、駿台とかよりも、「ミカは、
自分でやるよりもやらされたほうが絶対できる」って
言って、お母さん…。放っとかれるとできなくなっちゃ
うから…。「やれっていう環境のほうがいい」って言わ
れて選び、選ばせていただきました。はい。
小川：えー、帝京のときに、現役のときの、そんとき
に代官山のやつもらって、で、そっからずっと読んでて、
その本を。で、内容がすごい良かったから、私はここ
に行くってずっと思ってました。
奥村：おー。
小川：でも、うちの親も奥村さんみたいに「駿台に行
け」とか言ってたんですけど、私は「こっちがいい」っ
てずっと言って、こっちに決めました。東京方面で探
してて。

数学について勉強法や先生方について。
奥村：数学は、私は薄先生が、1 番ですか。薄先生は
なんかおばかっちんでも、頑張る、なんか頑張るぞっ
て気持ちを見せれば、全然救ってくれるから、それが
まずよくて、で、ばかでもできるっていうか。やり方
を薄先生の、自分の中で落とし込めれば、そう、分かる、
この気持ち？
小川：うん。分かるよ。
奥村：そう。応用できるから、何ていうんでしょうね。
自分のものにすれば。そうそう。だから言われた通り
にやればできちゃうっていう、やってました。ていう
か…、でも、よく怒られてた、そう。めっちゃ怒られた、
ウフフフ、なんか。でもなんか怒られてたのは、なん
か言われたことができてなかったから、それはしょう
がないなって思いましたね。それ課題がめっちゃ多く
て、なんか薄先生マンツー取ったときに、私、スタンダー
ドだったんですけど、ベーシックのテキストをなんか
前期のやつ全部印刷されて、「ちょっとこれやってこい
」みたいな感じで言われて、絶対間に合わないじゃんっ
て思って。全部。そう。言われましたね。で、「書き込
んでいいから」って言われて。そう。でも絶対終わん
ないじゃんって思ってたけど、でも終わんないって分
かってても、やる気を出すっていうか、終わらせてみ
せるって気持ちが大事だから、そう、やる気を見せた
くて、めっちゃ泣きながらやってましたけど。なんか
親いわく 1 回泣いてたらしいです、私。なんか親と毎
日電話するんですけど、ハハハ。
小川：泣いてたじゃん。そういえば、マンスリー後も
1 回泣いてた。数学の後、できなくて。
奥村：あ、マンスリー後も 1 回泣いてたかな。できた
のにできなくて。
小川：おにぎり食べながら泣いてました。
奥村：あ、そう。ハハハハハ。そう。ののの前で泣い
たからさ。数学、私めっちゃ苦手だったけど・・・。

でも薄先生のおかげで “ 人 ” にはなったかなって感じ、
なんか波あるけど。取れるときは取れるようになって、
そう。で、そのとき褒められて、うれしくて頑張ろう
みたいな。頑張っちゃった。
小川：えー、これも二股するんですけど、薄先生と太
郎ちゃんです。数学ができない人でも、ちゃんとウス
キ先生のやり方習得すれば、大体の問題は解けるよう
になるから、復習めっちゃ頑張ってやってました。で、
タロウちゃん ( 中村太郎先生 ) は私に合ってた、一番な
んか入ってきやすかったんで。ずっとマンツー取って
ました。

化学については、どうでしょうか。
小川：高橋龍先生。他にもいい先生、いい先生がいっ
ぱいいる。
奥村：あー、確かに。
小川：龍先生は冬期から、なんか昭和対策とかすごい
やってくれて、多分私、やってもらってなかったら、
昭和、普通に落ちてたと思うんですけど。なんか電離
とか教えてくださったんで、そのやり方覚えて、そし
たら、日医で出て、まあ、受かってないんですけど、
できたと思います。龍先生は、その、2 学期のマンツー
でたくさん取れて、取れたんで、理論を徹底的にやっ
てもらって、イチから、理論は、まあ何とか人並みに
はみたいな感じのところまでできるようになって。龍
先生のマンツー取って、ちょっとだけ人よりはできる
かなってぐらいになりました。何もしなかったら龍先
生にぼこぼこにされてたと思うんで。
奥村：ハハハハハ。化学は三井先生ですかね。三井先
生は、あの、夏期からマンツー取ったんですけど、めっ
ちゃプリントくれたので、もうそれひたすらやりまくっ
て、そうすると何、なんか同じこと聞かれてることが、
なんか言い方変えて同じこと聞かれてるのがよくあっ
て、で、なんか、解くと、なんか本番、それをその前
に見直してたんですけど、プリントの、愛知で全く一
緒のが出たし、多分、女子医とかも。愛知出て、そう、
本当に全く一緒だったんですよ。全く、同じのが。
小川：そうそうそう。本当にそう。理恵と、そう、一緒、
理恵と真理と帰り道一緒だったんですけど、「え、全く
一緒だったよね、問題」みたいな。なんかやってると、
そう、真面目に復習してると、そういうのが取れる。
うん。
奥村：でも、その問題だけじゃなくて、他にも、どこ
で出たかな。めっちゃ出て、女子医も出たし。出ました、
出ました。なんか、あれ、これやったことあるってい
うのが多いから。あったよね。化学が簡単だった、特に。
小川：ウフフフ。よかったです、今年で。
奥村：いや、えー、本当に私はそう思う。

物理は？
奥村：みんなですけど、一番好きなのは、人として好
きなのは寺澤先生で、最後お世話になったのが野村先

生ですね。やり方が合ったのは野村先生です。すいま
せん。
小川：えー、寺澤先生って言ってなかった？
奥村：寺澤先生は、そう、人としてすごい好き過ぎて。
でも、ノムのやり方も、もう好き過ぎて、好き過ぎて
野村先生に行ってしまいました。そう。ハハハハハ。
野村先生は最後、ノムプリをもらって、冬期だけど。
ノムプリって、なんか 3 段階か 4 段階ぐらいあって。
それの一番ベーシックを、ハハハハハ、冬期に。60 問。

「力学」から。あー、ちょっとこれ、野村先生に言って
ほしいって言われてたんですけど、冬期講習で電気回
路やったんですよ。で、そしたら全く一緒の問題が女
子医で出て、で、奥村は、そう、物理ができないから、
多分それで正規だったかもしれないです。

「なんか、これ、俺が教えたやつ、全く一緒じゃん」って。
「これ言ってね」って言われたんで、言いました。
小川：はい。えーと、私は、小澤先生ですかね。小澤先生。
野村先生と小澤先生で二股しちゃって、なんか最初野
村先生とか頭良過ぎて質問とかも全然、行けなくて、
そう、小澤先生ばっかり質問行ってて。小澤先生優し
かったし、あとマンツーとかをずっと取ってたんで。
物理、本当に去年全くできなかったから、小澤先生の
やり方とか説明聞いてできるようになったんで、それ
を信じて、いつも質問、小澤先生に行ってました。最後、
浮気しちゃって、で、野村先生も、その、物理がちょっ
とできるようになったから、なんか質問しても怒られ
なさそうだな、みたいな感じに思ったんで、質問行っ
たら一つ一つ丁寧に教えてくれたんで、あ、野村先生
も分かりやすいってなりました。そう。でも、ちょっ
と最初、怖くて。
奥村：そう。だから私、ずっと寺澤先生にずーっと行っ
てて、で、最後マンツー取れなくて、それで野村先生
に行ったら、野村先生めっちゃ面白いしね。
小川：そう。ジャンプする。間違えるとジャンプする
んです。
奥村：アハハハハ。いや、あのー、珍回答を言うとね、ジャ
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ンプしちゃうんだよね。
小川：ちょっと栗原先生のやつ、もうちょっと言って
いいですか。
栗原先生の冬期のテキストで文法やったんですけど、
めっちゃ出たんで。あー、長文はマンツーでやってて、
で、文法を単科で取ってむっちゃ復習してたら、めっ
ちゃ出ましたって。いろんな所で。杏林とか、東北、
岩手とかで。出て、おーみたいな。がっつり、これやっ
たやつだ、みたいなのが出て。全く同じのやつ、全く
そうですね、多分。何問か出て、クリバラ先生が喜ん
でました。なんか杏林で 4 問出たんですけど、「なんか
8 問ぐらい出たことにしといて」って言ってました。
ハハハハハ。
奥村：ハハハハハ。
小川：だから 8 問出たことにしといてください、杏林で。

この 1年間で代官山で過ごしてみてどうでした
か？
小川：あ、授業、あー、多かった。最初はすごい大変だっ
た。
奥村：私は楽しかったから、あんまり思わなかった。
あの、なんか自分、現役のときやってこなさ過ぎて、
全てが未知の体験だったから、教え方とか、その習っ
たことも含めて、だからなんか楽しかった。でも授業
数多くて予習いや、予習は・・・。予習はできなかっ
たです、分かんな過ぎて。そう。頭が・・・。頭が付
いてかなかったよね。
小川：ぱっぱらぱー。括弧 1 とかで終わってた。
奥村：そうそう。ハハハハ。でも、最初はね、チャー
トとかで見てたり・・・。
小川：やってたの？
奥村：やってたけど、私は。でもそれでも分かんな過
ぎて、無駄ってことに途中で気付いて。チャート捨て
ちゃって、そう。無理だ、と思って。でも予習をやる
気持ちは大事じゃない？
小川：うん。そうだね。気持ちは大事です。そう。復習、
めっちゃ頑張ってた。授業がずっとあったから、遊ぶ
時間っていうか、ずっと勉強しなきゃいけなかったか
ら、余計なことはする時間がなかったので。余計なこ
としちゃう人なんで、なんか飽きちゃって。ぼー、み
たいなことがあるから、ずっと授業があったから、な
んかやらなきゃいけないみたいな感じになってて、やっ
てました。前の、衛星予備校だとやりたい放題で、フ
フフ。寝たりして、みたいな。寝て、まあ、うん。
奥村：えー、奥村も、詰められた生活が結構よかった
ですね。そう。朝もね、早かったし。
途中で疲れちゃったけど。最初らへんは、7 時ぐらい
には毎回行ったけど、そう、最初ら辺だと、ののは 6
時半とかでしょう？
小川：そう。そこにはちょっと付いていけなかったけど、
やっぱ詰められて、で、疲れるから、帰り、結局、何
もできずに結局寝ちゃうみたいなのがあったから、ね、

逆によかったよね。
奥村：確かに。
小川：最初らへん、本当 5 時 55 分かな。で、寮生活
だともう行かなきゃ、誰々ちゃん、そろそろ行ったわ、
みたいな。
奥村：でもそれは把握して、あ、ののは階違うけど、
私はそういうことやってました。結構、音が聞こえる
ので、そういうので張り合ったりはしてたかもしれな
い。
小川：島田君 ( 順天堂大医学部進学：島田泰隆 ) と私は
張り合ってました。島田君、朝、多分、大体一緒に家
から出てたりしてて、きょうも一緒かみたいな感じ。
島田君が出てったときに、負けちゃったみたいに思っ
たことありました。鍵閉める音が聞こえるから。
奥村：あと、寮は、ご飯、ご飯がおいしかった。
小川：ご飯おいしかった。大量にご飯があったんで。
量が、量が多かったから。
奥村：アハハハ。そう料理、おいしかった。鍋。鍋、
出ました。こんぐらいの鍋出たよね。キムチ鍋みたい
なやつも。
小川：そう。あれおいしかったですね。
奥村：あと、ハンバーグ、ハンバーグもおいしかった。

後輩たちへアドバイス、今年いる人たちに、何
かありますか。
奥村：復習だよね。
小川：復習。復習をしっかりすることですね。テキス
トの数学だったら、数学のテキストのチェック欄 5 回
あるじゃないですか、それを 5 回ちゃんとやる。時間
を空けて・・。やりました。前期は、前期、5 回やった、
前期は 5 回やりました。だから、数学、マンスリー、
偏差値 71 って、一回、行きました。そう。ちょっと爆
発しちゃいました、でもそこで終わっちゃったんで。
( 笑 )
奥村：えー、でもすごいよ。
小川：その後、普通の人になっちゃった、アハハハハ。
奥村：最後のマンスリーちょっと嫌でしたね。小問集
合みたいなやつでしたよね。
小川：でも、できない人は復習しかないです、本当に。
予習は第 2 だよね、ぶっちゃけ。
奥村：そうね。予習は。ていうか、前期の復習をしと
かないと、後期が何もできなくなる。テストゼミとか
始まったときに、奥村は結構、そのクラスの中では解
けたほうだと思うんですけど、でもやっぱ復習してな
いと、その、何を使っていいかとか分かってないから。
小川：なんか変なものは解けてたけど、なんか定番解
けてなかったりしたよね。
奥村：そう。だから。そう、でも、なんか見たことあ
るのに、できないっていうのだったから、それは悔し
かったから、見直したり、前期は。
小川：テキストを復習したら大丈夫です。
奥村：前期だよね。

小川：あと先生の言うことを、まじで聞いたことがい
いと思います。
奥村：そうですね。例えば、そう、復習とかになっちゃ
うんですけど、「これ復習しとけよ」って言われたら、
復習したらどっかの大学出てたりするので・・・。
小川：あとは、ウイークリー。あの、本館に落ちて・・・。
何だろう、最後は本当に頑張ろうと思って頑張ったん
ですけど、何、ウイークリーを取れない人はマンスリー
も取れないっすよ。
奥村：ウイークリー取れないやつは駄目ってそうです
よ。えー、だからそんぐらいの短期間の勉強ですら頑
張れないんだから、ねー、長期なんか無理に決まって
るっていう、のが、奥村の持論です、まあ、悪いんで
すけど。そう最後は、そう、小川さんに勝ったから。
でも静かにしといた。そう。フフフ。ちょっと内心イ
エイっつって思って、でも小川さんも 1 位取ってるか
ら、あ、全体の。
小川：そうです。なんかノリ先生に言われました、「写
真撮っとけ」って。「もう一生取れないんだから写真を
撮りなさい」。ハハハハハ。
奥村：ハハハハハ。でも、ね、ノリッピもね。あ、そうだ、
そう、ノリッピもすごいいい先生だから。
小川：頑張ってました。ウイークリー・・・。でも本当に。
それで多分、数学とかもどんどん力付いていったんだ
と思います。日曜日に全部復習するうーん、日曜日に
結構やるんですけど、その前からも・・・。
たまっちゃうと大変だから、ちょっとずつやってって
ました。レビューテストもガチで結構やってましたし
…。
奥村：「先生にそのまま丸付けてもらえるから」私たち、
持って、提出してたよね。
小川：提出。はい。提出して。周りもウイークリーす
ごい人いたので、身近に。それで、あー、ウイークリー
できないやつはマンスリー駄目なんだと思って。そう。
頑張ろうって。1 回ぐらいはちょっと抜かしたいなと
思ってたら抜かせちゃったから、イエーイって。
奥村：そう。最後。頑張りました。

1 年振り返って、いろいろあったと思いますが、
つらかったこと、楽しかったこと、あれば最後
に一言。
奥村：頑張ったね。楽しかった。
小川：楽しかった。つらかったけど。
奥村：でも受かったから言えるよね、楽しかったって。
いろんな先生っちに会えて、ね、なんか・・・。
こういう考え方あるんだっていう、普通に毎日、新鮮
で楽しかったですけどね。私はばかだから。
小川：いやいや、なんか楽しかったよね。でも昭和に
ちょっと行きたかったので。せっかく 1 次通ったんで
すけど。学科、多分ぎりちょんで通ったんで、面接じゃ
ないと思うんですけど。でも、代官山じゃなかったら
受かってたと思わない。絶対思わないです。

奥村：いや、落ちてたね。絶対。
小川：代官山、最高って。ハハハハ。
よかった。なんか、いっぱい石井先生とかも、その、
医学部の情報教えてくれたんで、医学部に入ったとき
とかのことまで、なんか「友達がいなかったら留年す
るぞ」みたいなことを言ってくださったんで。あー、
そういう所なんだ、医学部って、みたいな感じで知れ
ることができてよかったです。
奥村：先生方と距離が近かったので、仲良くしてくれ
てありがとうございましたって。でもそのおかげで受
かった節もあるので、仲良くなるからこそ、なんか身
近な質問もすぐできるしとか、聞きやすかったのが一
番私は大きいかなと思いました。
小川：そう。おばかさんだからこそ、たくさん疑問が
あるから、それをね、ぱっぱぱっぱ解消できたのがよ
かったですね。
奥村：そう。なんか自己流で俺は受かる受かるって思っ
てる人には無理、向いてない。そう、薄先生も言って
たけど、なんか「多浪に多いのは、なんか自己流を持っ
てて話を聞かないで、ずっと自己流のままだから一生
落ち続ける」みたいな話はしてて、で、自分は一浪だし、
全然やり方分かんないから、ばんばん吸収できたけど、
そういう固定観念がある人は代官山にまじ向いてな
いっていうよりかはもったいない、代官山が。
小川：そう。いる必要はない。ハハハハ。て、感じで
すかね。
奥村：向いてない、向いてない人なんかいないよね。
小川：いないんじゃない？
奥村：代官山は。

199 DAIKANYAMA MEDICAL



奥村：で、「バイバイ、帰ってきてね」って言われて、帰っ
てこれなかった。まあ、でも A4 の人たちも結構受かっ
てるから。もうちょっと本気でやればよかったっす。
でもまあね、ののかさんはちゃんとね、キープはしてて。
小川：なんかあっち (２号館 ) で一番下のクラスだった
から、絶対落ちないようにしようと思って頑張ってま
した。そこにこだわって、そうです、絶対、ちょっと
本館に行ったらやばそうだなって思ってたんで。なん
かメンタル的にもだし、遊んじゃいそうだなって。
奥村：( 本館に ) 奥村がいるから？　でもお互い、離れ
てよかった。
小川：そう。よかった。一緒だったら、そう、絶対にずっ
とぺらぺらしゃべってたかもしれない。しゃべってた
と思う。
奥村：ひどい。私がぺらだしね、乗っちゃうから、波
長合って。
小川：うん。意外とおしゃべりだと思います。心開い
たら、もうばーんって。爆発しちゃいます ( 笑 )。

ここへ来る前、どのように勉強して、そのあと
代官山に来たきっかけとか、ありますか？
奥村：一昨年？現役のときは、家庭教師でした。トラ
イでした。トライ。ハハハハハ。トライ。
小川：東進です。そうです、衛星です、映像授業。や
ばいです。全部ぴっぴっぴって飛ばして・・・。終わ
らせてました。ピッピッぴっぴって映像飛ばして、テ
ストは暗記してやってました。あー、全く意味ない。
多分、受かんない、そうですね。
奥村：私は、現役のときはもう諦めてたので、予備校
を探そうってなって、で、あの、お菓子とかいろいろ入っ
てるから、取りあえずお菓子とかティッシュ集めとか
に、お母さんが全部もらってくれて、で、私、実家が
静岡だから、そう、「持って帰るの大変だね」みたいな。
だから、「じゃあ、分厚いの 2 個だけもらってこう」っ
て言って、分厚いのに代官山入ってて、そこにしました。
で、親、お父さんは「駿台にしてほしい」って言われ
たけど、代官山の本、それ、お母さんが内容見て、めっ
ちゃ受かってるし、そう、駿台とかよりも、「ミカは、
自分でやるよりもやらされたほうが絶対できる」って
言って、お母さん…。放っとかれるとできなくなっちゃ
うから…。「やれっていう環境のほうがいい」って言わ
れて選び、選ばせていただきました。はい。
小川：えー、帝京のときに、現役のときの、そんとき
に代官山のやつもらって、で、そっからずっと読んでて、
その本を。で、内容がすごい良かったから、私はここ
に行くってずっと思ってました。
奥村：おー。
小川：でも、うちの親も奥村さんみたいに「駿台に行
け」とか言ってたんですけど、私は「こっちがいい」っ
てずっと言って、こっちに決めました。東京方面で探
してて。

数学について勉強法や先生方について。
奥村：数学は、私は薄先生が、1 番ですか。薄先生は
なんかおばかっちんでも、頑張る、なんか頑張るぞっ
て気持ちを見せれば、全然救ってくれるから、それが
まずよくて、で、ばかでもできるっていうか。やり方
を薄先生の、自分の中で落とし込めれば、そう、分かる、
この気持ち？
小川：うん。分かるよ。
奥村：そう。応用できるから、何ていうんでしょうね。
自分のものにすれば。そうそう。だから言われた通り
にやればできちゃうっていう、やってました。ていう
か…、でも、よく怒られてた、そう。めっちゃ怒られた、
ウフフフ、なんか。でもなんか怒られてたのは、なん
か言われたことができてなかったから、それはしょう
がないなって思いましたね。それ課題がめっちゃ多く
て、なんか薄先生マンツー取ったときに、私、スタンダー
ドだったんですけど、ベーシックのテキストをなんか
前期のやつ全部印刷されて、「ちょっとこれやってこい
」みたいな感じで言われて、絶対間に合わないじゃんっ
て思って。全部。そう。言われましたね。で、「書き込
んでいいから」って言われて。そう。でも絶対終わん
ないじゃんって思ってたけど、でも終わんないって分
かってても、やる気を出すっていうか、終わらせてみ
せるって気持ちが大事だから、そう、やる気を見せた
くて、めっちゃ泣きながらやってましたけど。なんか
親いわく 1 回泣いてたらしいです、私。なんか親と毎
日電話するんですけど、ハハハ。
小川：泣いてたじゃん。そういえば、マンスリー後も
1 回泣いてた。数学の後、できなくて。
奥村：あ、マンスリー後も 1 回泣いてたかな。できた
のにできなくて。
小川：おにぎり食べながら泣いてました。
奥村：あ、そう。ハハハハハ。そう。ののの前で泣い
たからさ。数学、私めっちゃ苦手だったけど・・・。

でも薄先生のおかげで “ 人 ” にはなったかなって感じ、
なんか波あるけど。取れるときは取れるようになって、
そう。で、そのとき褒められて、うれしくて頑張ろう
みたいな。頑張っちゃった。
小川：えー、これも二股するんですけど、薄先生と太
郎ちゃんです。数学ができない人でも、ちゃんとウス
キ先生のやり方習得すれば、大体の問題は解けるよう
になるから、復習めっちゃ頑張ってやってました。で、
タロウちゃん ( 中村太郎先生 ) は私に合ってた、一番な
んか入ってきやすかったんで。ずっとマンツー取って
ました。

化学については、どうでしょうか。
小川：高橋龍先生。他にもいい先生、いい先生がいっ
ぱいいる。
奥村：あー、確かに。
小川：龍先生は冬期から、なんか昭和対策とかすごい
やってくれて、多分私、やってもらってなかったら、
昭和、普通に落ちてたと思うんですけど。なんか電離
とか教えてくださったんで、そのやり方覚えて、そし
たら、日医で出て、まあ、受かってないんですけど、
できたと思います。龍先生は、その、2 学期のマンツー
でたくさん取れて、取れたんで、理論を徹底的にやっ
てもらって、イチから、理論は、まあ何とか人並みに
はみたいな感じのところまでできるようになって。龍
先生のマンツー取って、ちょっとだけ人よりはできる
かなってぐらいになりました。何もしなかったら龍先
生にぼこぼこにされてたと思うんで。
奥村：ハハハハハ。化学は三井先生ですかね。三井先
生は、あの、夏期からマンツー取ったんですけど、めっ
ちゃプリントくれたので、もうそれひたすらやりまくっ
て、そうすると何、なんか同じこと聞かれてることが、
なんか言い方変えて同じこと聞かれてるのがよくあっ
て、で、なんか、解くと、なんか本番、それをその前
に見直してたんですけど、プリントの、愛知で全く一
緒のが出たし、多分、女子医とかも。愛知出て、そう、
本当に全く一緒だったんですよ。全く、同じのが。
小川：そうそうそう。本当にそう。理恵と、そう、一緒、
理恵と真理と帰り道一緒だったんですけど、「え、全く
一緒だったよね、問題」みたいな。なんかやってると、
そう、真面目に復習してると、そういうのが取れる。
うん。
奥村：でも、その問題だけじゃなくて、他にも、どこ
で出たかな。めっちゃ出て、女子医も出たし。出ました、
出ました。なんか、あれ、これやったことあるってい
うのが多いから。あったよね。化学が簡単だった、特に。
小川：ウフフフ。よかったです、今年で。
奥村：いや、えー、本当に私はそう思う。

物理は？
奥村：みんなですけど、一番好きなのは、人として好
きなのは寺澤先生で、最後お世話になったのが野村先

生ですね。やり方が合ったのは野村先生です。すいま
せん。
小川：えー、寺澤先生って言ってなかった？
奥村：寺澤先生は、そう、人としてすごい好き過ぎて。
でも、ノムのやり方も、もう好き過ぎて、好き過ぎて
野村先生に行ってしまいました。そう。ハハハハハ。
野村先生は最後、ノムプリをもらって、冬期だけど。
ノムプリって、なんか 3 段階か 4 段階ぐらいあって。
それの一番ベーシックを、ハハハハハ、冬期に。60 問。

「力学」から。あー、ちょっとこれ、野村先生に言って
ほしいって言われてたんですけど、冬期講習で電気回
路やったんですよ。で、そしたら全く一緒の問題が女
子医で出て、で、奥村は、そう、物理ができないから、
多分それで正規だったかもしれないです。

「なんか、これ、俺が教えたやつ、全く一緒じゃん」って。
「これ言ってね」って言われたんで、言いました。
小川：はい。えーと、私は、小澤先生ですかね。小澤先生。
野村先生と小澤先生で二股しちゃって、なんか最初野
村先生とか頭良過ぎて質問とかも全然、行けなくて、
そう、小澤先生ばっかり質問行ってて。小澤先生優し
かったし、あとマンツーとかをずっと取ってたんで。
物理、本当に去年全くできなかったから、小澤先生の
やり方とか説明聞いてできるようになったんで、それ
を信じて、いつも質問、小澤先生に行ってました。最後、
浮気しちゃって、で、野村先生も、その、物理がちょっ
とできるようになったから、なんか質問しても怒られ
なさそうだな、みたいな感じに思ったんで、質問行っ
たら一つ一つ丁寧に教えてくれたんで、あ、野村先生
も分かりやすいってなりました。そう。でも、ちょっ
と最初、怖くて。
奥村：そう。だから私、ずっと寺澤先生にずーっと行っ
てて、で、最後マンツー取れなくて、それで野村先生
に行ったら、野村先生めっちゃ面白いしね。
小川：そう。ジャンプする。間違えるとジャンプする
んです。
奥村：アハハハハ。いや、あのー、珍回答を言うとね、ジャ
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ンプしちゃうんだよね。
小川：ちょっと栗原先生のやつ、もうちょっと言って
いいですか。
栗原先生の冬期のテキストで文法やったんですけど、
めっちゃ出たんで。あー、長文はマンツーでやってて、
で、文法を単科で取ってむっちゃ復習してたら、めっ
ちゃ出ましたって。いろんな所で。杏林とか、東北、
岩手とかで。出て、おーみたいな。がっつり、これやっ
たやつだ、みたいなのが出て。全く同じのやつ、全く
そうですね、多分。何問か出て、クリバラ先生が喜ん
でました。なんか杏林で 4 問出たんですけど、「なんか
8 問ぐらい出たことにしといて」って言ってました。
ハハハハハ。
奥村：ハハハハハ。
小川：だから 8 問出たことにしといてください、杏林で。

この 1年間で代官山で過ごしてみてどうでした
か？
小川：あ、授業、あー、多かった。最初はすごい大変だっ
た。
奥村：私は楽しかったから、あんまり思わなかった。
あの、なんか自分、現役のときやってこなさ過ぎて、
全てが未知の体験だったから、教え方とか、その習っ
たことも含めて、だからなんか楽しかった。でも授業
数多くて予習いや、予習は・・・。予習はできなかっ
たです、分かんな過ぎて。そう。頭が・・・。頭が付
いてかなかったよね。
小川：ぱっぱらぱー。括弧 1 とかで終わってた。
奥村：そうそう。ハハハハ。でも、最初はね、チャー
トとかで見てたり・・・。
小川：やってたの？
奥村：やってたけど、私は。でもそれでも分かんな過
ぎて、無駄ってことに途中で気付いて。チャート捨て
ちゃって、そう。無理だ、と思って。でも予習をやる
気持ちは大事じゃない？
小川：うん。そうだね。気持ちは大事です。そう。復習、
めっちゃ頑張ってた。授業がずっとあったから、遊ぶ
時間っていうか、ずっと勉強しなきゃいけなかったか
ら、余計なことはする時間がなかったので。余計なこ
としちゃう人なんで、なんか飽きちゃって。ぼー、み
たいなことがあるから、ずっと授業があったから、な
んかやらなきゃいけないみたいな感じになってて、やっ
てました。前の、衛星予備校だとやりたい放題で、フ
フフ。寝たりして、みたいな。寝て、まあ、うん。
奥村：えー、奥村も、詰められた生活が結構よかった
ですね。そう。朝もね、早かったし。
途中で疲れちゃったけど。最初らへんは、7 時ぐらい
には毎回行ったけど、そう、最初ら辺だと、ののは 6
時半とかでしょう？
小川：そう。そこにはちょっと付いていけなかったけど、
やっぱ詰められて、で、疲れるから、帰り、結局、何
もできずに結局寝ちゃうみたいなのがあったから、ね、

逆によかったよね。
奥村：確かに。
小川：最初らへん、本当 5 時 55 分かな。で、寮生活
だともう行かなきゃ、誰々ちゃん、そろそろ行ったわ、
みたいな。
奥村：でもそれは把握して、あ、ののは階違うけど、
私はそういうことやってました。結構、音が聞こえる
ので、そういうので張り合ったりはしてたかもしれな
い。
小川：島田君 ( 順天堂大医学部進学：島田泰隆 ) と私は
張り合ってました。島田君、朝、多分、大体一緒に家
から出てたりしてて、きょうも一緒かみたいな感じ。
島田君が出てったときに、負けちゃったみたいに思っ
たことありました。鍵閉める音が聞こえるから。
奥村：あと、寮は、ご飯、ご飯がおいしかった。
小川：ご飯おいしかった。大量にご飯があったんで。
量が、量が多かったから。
奥村：アハハハ。そう料理、おいしかった。鍋。鍋、
出ました。こんぐらいの鍋出たよね。キムチ鍋みたい
なやつも。
小川：そう。あれおいしかったですね。
奥村：あと、ハンバーグ、ハンバーグもおいしかった。

後輩たちへアドバイス、今年いる人たちに、何
かありますか。
奥村：復習だよね。
小川：復習。復習をしっかりすることですね。テキス
トの数学だったら、数学のテキストのチェック欄 5 回
あるじゃないですか、それを 5 回ちゃんとやる。時間
を空けて・・。やりました。前期は、前期、5 回やった、
前期は 5 回やりました。だから、数学、マンスリー、
偏差値 71 って、一回、行きました。そう。ちょっと爆
発しちゃいました、でもそこで終わっちゃったんで。
( 笑 )
奥村：えー、でもすごいよ。
小川：その後、普通の人になっちゃった、アハハハハ。
奥村：最後のマンスリーちょっと嫌でしたね。小問集
合みたいなやつでしたよね。
小川：でも、できない人は復習しかないです、本当に。
予習は第 2 だよね、ぶっちゃけ。
奥村：そうね。予習は。ていうか、前期の復習をしと
かないと、後期が何もできなくなる。テストゼミとか
始まったときに、奥村は結構、そのクラスの中では解
けたほうだと思うんですけど、でもやっぱ復習してな
いと、その、何を使っていいかとか分かってないから。
小川：なんか変なものは解けてたけど、なんか定番解
けてなかったりしたよね。
奥村：そう。だから。そう、でも、なんか見たことあ
るのに、できないっていうのだったから、それは悔し
かったから、見直したり、前期は。
小川：テキストを復習したら大丈夫です。
奥村：前期だよね。

小川：あと先生の言うことを、まじで聞いたことがい
いと思います。
奥村：そうですね。例えば、そう、復習とかになっちゃ
うんですけど、「これ復習しとけよ」って言われたら、
復習したらどっかの大学出てたりするので・・・。
小川：あとは、ウイークリー。あの、本館に落ちて・・・。
何だろう、最後は本当に頑張ろうと思って頑張ったん
ですけど、何、ウイークリーを取れない人はマンスリー
も取れないっすよ。
奥村：ウイークリー取れないやつは駄目ってそうです
よ。えー、だからそんぐらいの短期間の勉強ですら頑
張れないんだから、ねー、長期なんか無理に決まって
るっていう、のが、奥村の持論です、まあ、悪いんで
すけど。そう最後は、そう、小川さんに勝ったから。
でも静かにしといた。そう。フフフ。ちょっと内心イ
エイっつって思って、でも小川さんも 1 位取ってるか
ら、あ、全体の。
小川：そうです。なんかノリ先生に言われました、「写
真撮っとけ」って。「もう一生取れないんだから写真を
撮りなさい」。ハハハハハ。
奥村：ハハハハハ。でも、ね、ノリッピもね。あ、そうだ、
そう、ノリッピもすごいいい先生だから。
小川：頑張ってました。ウイークリー・・・。でも本当に。
それで多分、数学とかもどんどん力付いていったんだ
と思います。日曜日に全部復習するうーん、日曜日に
結構やるんですけど、その前からも・・・。
たまっちゃうと大変だから、ちょっとずつやってって
ました。レビューテストもガチで結構やってましたし
…。
奥村：「先生にそのまま丸付けてもらえるから」私たち、
持って、提出してたよね。
小川：提出。はい。提出して。周りもウイークリーす
ごい人いたので、身近に。それで、あー、ウイークリー
できないやつはマンスリー駄目なんだと思って。そう。
頑張ろうって。1 回ぐらいはちょっと抜かしたいなと
思ってたら抜かせちゃったから、イエーイって。
奥村：そう。最後。頑張りました。

1 年振り返って、いろいろあったと思いますが、
つらかったこと、楽しかったこと、あれば最後
に一言。
奥村：頑張ったね。楽しかった。
小川：楽しかった。つらかったけど。
奥村：でも受かったから言えるよね、楽しかったって。
いろんな先生っちに会えて、ね、なんか・・・。
こういう考え方あるんだっていう、普通に毎日、新鮮
で楽しかったですけどね。私はばかだから。
小川：いやいや、なんか楽しかったよね。でも昭和に
ちょっと行きたかったので。せっかく 1 次通ったんで
すけど。学科、多分ぎりちょんで通ったんで、面接じゃ
ないと思うんですけど。でも、代官山じゃなかったら
受かってたと思わない。絶対思わないです。

奥村：いや、落ちてたね。絶対。
小川：代官山、最高って。ハハハハ。
よかった。なんか、いっぱい石井先生とかも、その、
医学部の情報教えてくれたんで、医学部に入ったとき
とかのことまで、なんか「友達がいなかったら留年す
るぞ」みたいなことを言ってくださったんで。あー、
そういう所なんだ、医学部って、みたいな感じで知れ
ることができてよかったです。
奥村：先生方と距離が近かったので、仲良くしてくれ
てありがとうございましたって。でもそのおかげで受
かった節もあるので、仲良くなるからこそ、なんか身
近な質問もすぐできるしとか、聞きやすかったのが一
番私は大きいかなと思いました。
小川：そう。おばかさんだからこそ、たくさん疑問が
あるから、それをね、ぱっぱぱっぱ解消できたのがよ
かったですね。
奥村：そう。なんか自己流で俺は受かる受かるって思っ
てる人には無理、向いてない。そう、薄先生も言って
たけど、なんか「多浪に多いのは、なんか自己流を持っ
てて話を聞かないで、ずっと自己流のままだから一生
落ち続ける」みたいな話はしてて、で、自分は一浪だし、
全然やり方分かんないから、ばんばん吸収できたけど、
そういう固定観念がある人は代官山にまじ向いてな
いっていうよりかはもったいない、代官山が。
小川：そう。いる必要はない。ハハハハ。て、感じで
すかね。
奥村：向いてない、向いてない人なんかいないよね。
小川：いないんじゃない？
奥村：代官山は。
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卒 業 生 が 語 る

WAY TO SUCCESS

合格への
軌跡2021年

杏林大医学部
岩手医科大医学部
愛知医科大

2次正規合格
2次合格
2次合格

本館にいるときは、
一回もエレベーター使ってないです。

階段で7階まで。
毎日、やると決めたことなんで。

杏林大医学部進学　竹永 萌 さん(八王子学園高校卒)
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WAY TO SUCCESS合格への軌跡

受かった所を教えてください。
　1 次受かった所は、愛知と岩手と杏林と東邦と帝京
と、えっと、あと昭和の 2 期です。の 6 個で、2 次が
来たのが、えっとー、杏林が正規で来て、その後に岩
手が来て、最後、愛知が来ました。で、進学は杏林に
進学しました。打率は6打数3安打ですね。東邦か昭和、
どっちか、来ないかなぁ、ちょっとそう思いながら、待っ
てましたけどね。31 日まで。でも、杏林めちゃめちゃ
いい。4 駅で着くんで。超近いです。フフフフフ。朝、
8時とかに出てますもん。フフフ。家。代官山より、全然、
遅い、全然、遅いです。だって、代官山のとき朝 6 時
に出てましたから、家。6 時。6 時 8 分？　18 分？ぐ
らいの電車に乗ると、ちょうどここに 7 時ぐらいに着
いてましたね。途中、2 号館になってからも、同じ、7
時に来てましたね。

代官山選んだきっかけって？
えっとー、3 月に 1 浪することが決まったときに、も
ともと四谷学院。現役んとき、高 1 から高 3 まで四谷
学院で。まあ、辞めるに辞められずみたいな。途中で
変えるのも、なんか、ちょっと言い出せなくて。塾変
えまーすとか言えなくて。
それで 3 年間いて、その、高 1 のときに高 1 の勉強を
して、高 2 のときに高 2 の勉強をして、高 3 のときに
高 3 の勉強をしたら、まあ、高 1 のこと忘れたんですよ。
ハハハハ。その結果、まあ、穴があるとかのレベルじゃ
ないぐらいぼろぼろで。まあ、医学部なんて無理だっ
てなって、やっぱ、医学部専門の予備校に行くしかな
いってなって、父親がいろいろ調べてくれて。そっから、
何個か見に行って。3 月の、中盤。卒業式終わってから、
探し始めたんですよね。四谷学院にそのまま残る説は
もう、もう親が絶対なしでしたね。その選択肢は。多分、
おまえはそこじゃ無理だみたいな。なんか、基本的に
さぼるタイプの人間だったんで、強制力がない所に行
かないと、同じことを繰り返すって言われて。で、やっ
ぱ、当時、部活を言い訳にして、後でやらなきゃ。帰っ
てきて疲れたからみたいな感じでなあなあに過ごし、
だから、親的にはもうその時点で、もう、こいつ駄目
だなみたいな。アハハハアハハ。感じだったとは思う
んですけど、それでそのまま。なんか、まあ反抗期的
なのりもあって、勉強のことに言わないでほしいみた
いな。だから、向こうも言ってこなくなって、そのまま。
父さん、言ってたと思います。言ってたんですけども、
こっちが聞く耳を持たないみたいな。うるさいよ、み
たいな。アハハハ。やさぐれてたっていうか、なんか、
その当時、自分のその状況っていうものを理解してい
ない。自分がどれだけ頭が悪いかという認識が。あま
り学校自体がそこまでレベルの高い学校じゃないんで、
正直、そんなできてなくても、学校では上のほうにい
ちゃうんですよ。だから、学内のそのレベルと、全国
で見た相対的レベルが一致してないことに、ちゃんと
頭の中で気付いてなくて。なんとなく大丈夫かもって

思ってた、いや、思ってはいないんですけど、その危
機感はなかったですね。ま、学校の勉強はできてたんで。
ウフフフ。何とかなるだろうみたいな、フフフ。まあ、
赤本開いてびっくりしましたけどね。高 3 のとき。あ、
こりゃ駄目だみたいな。ウフフフ。解けん。これは解
けんと思って。

最初のクラスはA7ですね。
四谷学院は、担任の先生とか、なんかこっちからすご
いいったら答えてくれるけど、向こうからは何にも言っ
てこないし、まあ、なんか、私はそんな、自分からめっ
ちゃいくわけではないので、まあ、まあ、どんどん、
疎遠になっていく。ウフフフ。みたいな。勉強しなく
ても何も言われないし、ってなって。医学部の情報と
かも、全くないですし。一応、試験日だけは分かってる。
ここ受けたいです。ああ、じゃあ、どうぞみたいな。
フフフ。だから強制力のある代官山でって、もう覚悟
決めて、はい、最初 A7。これでも A7 だったんです。
そうです。フフフ。最終的には、A2、ん？、はい、A2です。
夏、夏で A5 に上がって。2 学期も A5 で、最後、冬に
A2 に上がりました。フフフ。順調に。でも、最初の偏
差値が36.8で、特に数学は、全然できてなかったですね、
生物も。生物に関しては、今まで、本当に知識がもと
もとめっちゃなくて、フフ。で、最後には、68。生物、
偏差値。生物は、一通り、1 学期っていう短い期間の
間に、全部を全範囲ここでやってもらって、一回やると、
一通りの知識が一回、どんって与えられると、自分の
頭ん中でいろいろつながりだす。例えば、遺伝を習っ
たとか、進化を習うっていうのをすると、あ、ここと
ここつながってたんだみたいな。自分が高校のときは
3 年間とか 2 年間かけて、その教科書一通りやるじゃ
ないですか。ま、最初のことは、もう、もう頭にはなくて。
ここでやるように短い期間にやることで、まだ引き出
せるぐらいの記憶が残ってくれてるんで。それが一番。
そんときに知識を全部再確認したから、そっからは結
構、問題見ても、何の話してるかとか、先生言ってた
なみたいなのがつながりだすんで。生物はそこが大き
かった気がします。
なんか資料集、休憩時間とかに 1 人であれなんだっけ
みたいになって、で、そんときに言えなかったら自習
室戻って、資料集見て、あ、これかみたいなだったり
とか。でも、生物は、授業中に覚えようとしてました。
緒方先生とか深瀧先生が、やっぱり自分が知らないっ
て思ったことを言ってるときは、もう、心の中で復唱
するぐらいで、もうそれごと、その先生が言ってる言
葉ごと暗記するぐらいで聞いてました。今覚えよう、っ
て。
あと、手動かして、石井先生によく言われたんですけど、
ただ聞いてるんじゃなくて、手動かせって、なんで、
結構、書いてたかな。深瀧先生のプリントとかめっちゃ
書いてますね。言ったことも書きますし、自分が分か
んなくて質問しに行って答えてくれたこととかも、めっ

のときに回りの子が、代官山？　みたいな。多過ぎじゃ
ね？　みたいな。ざわざわみたいな。アハハハ。今は、
水谷さんと、えーっと、長澤さんと千葉さんと中村真
衣さんと私でいることが多いです。ご飯食ったり、教
室移動したりみたいな感じです。

伸びた秘訣は？
たしか、1 回目のマンスリーが、4 科目 134 点で、最後が、
244 だったんで、110 点伸びた ?、感じ。でも、やっぱり、
ウイークリーとかはちゃんとやってたかな。ウイーク
リーは、基本的に自分の中で、ウイークリーでミスっ
た問題は復習しないといけないみたいな。もう一回。
でも、ミスんなかったら、取りあえず復習後に回して
も大丈夫みたいな。自分の中で、とにかくウイークリー
頑張れば復習の量が減るぞと思って。
で、必死こいてウイークリーやって。ランキング 1 位、
2 回ぐらい取ってますよ。あ、2 回取ってます。マンス
リーは、別に、あのランキング表に載らないんで、ウイー
クリーは取ったろうみたいな。フフフ。ウイークリー、
載ったろうと思って。ま、最後のほうは(マンスリーも)
載ってましたけど、最初のほうは、やっぱ、あれだっ
たんで。ウイークリーを頑張ることで、マンスリーに
つながりますね。ウイークリーやろうと思うと、結局、
全部の教科、一通り復習しないといけないんで。必ず。
1 週間に 1 回それやるだけで、だいぶ定着するなとは
思います。生物、化学は特に直近の初めのほうとか、
結構、直近の問題が出てたんで、あ、これまだ覚えてるっ
て思いながら解いてると、ちょっとずつちょっとずつ
蓄積量が増えてくんで、ちょっとずつ点数が上がって
くイメージがありました。マンスリーは、でも、やっぱ、
親はマンスリーの偏差値を大事にするんで、大事って
意識はあったんですけど、自分の中じゃウイークリー
も見てくれ、みたいな。

マンツーマンは？
ここの先生分かりやすいっていうか、( マンツーマン )
確実に取ったほうが伸びるってことは頭じゃ分かって
はいましたけど、2 学期からこのままじゃまずいだろっ
てなって、親と話し、相談して「化学と英語を取らせ
てください」と言って、で、取って、そのまま、2 学
期と冬は結構マンツー取ってましたね。菊本先生と岩
瀬先生、そうです。菊本先生に傾向もう一回解説して
もらって。
公式を、もう、結構、2 学期だったんで、公式を教え
てもらって、わー、そういうことかってなりながら解
いて。で、菊本先生は有機無機のほうが、結構、総合
問題やってることが多かったんで、有機無機とかのほ
うが分かりやすかった。もう一人化学、高橋龍先生に
も習って、龍先生は 1 学期の集団授業の、理論担当し
てもらってて、で、冬にもう一回取ったときも、理論
一通りもう一回問題解いて。個人的に龍先生の理論は、
めっちゃ分かりやすいと勝手に思ってます。なんか、

結構、ごまかさないで説明してくれる感じ。あんまり
理論をいろんな先生に習ってないっていうのもあるん
ですけど。あのー、私、一回一回単位とか書いてくれ
んと、その数字どっから来ちゃったの？　みたいな感
じになるぐらい、あんま、テンポ良く付いていけない
んですよ。三上先生とか 1 式でばんって置くんですけ
ど、それされちゃうと、ちょっと待ってーみたいにな
るんで。あの、できるだけ、全部単位書いてくれたり、
これで、これを出してるっていうのを明確にしてくれ
るんで。あと、結構、イメージ図みたいなのを描いて
くれるんですよ。
なんか pH とか出すときに、その H プラスはどっから
来てるっていうのを、描いてくれるんですよ。イメージ。
これとこれが別れてこうなってるんだよ、みたいなの。
ハハハハハ。視覚化してくれると、私はイメージが付
きやすいタイプなので。龍先生、視覚化してくれますね。
結構。分からないっていうと、全部、絵に描いてくれ
ます。ハハハ。へええ。それが分かりやすかった。いや、
ま、本当にそうです。リュウ先生さまさまです。リュ
ウ先生、直前にやった滴定とか、まんま出ました。杏
林で。出ましたね。あれ？　これやったぞみたいな。
アハハ。正規、化学のおかげかなって。( 杏林の ) 数学
は簡単だったけど。まあ、思いっきり計算ミスしてま
したけどね。

スピードが遅いのはどうやって克服しました
か？
英語も読むの遅いし、数学も。基本的に集中力がめちゃ
めちゃ切れやすいんですよ。半端じゃなく切れやすい
んですよ。フフ。なんで、英語の長文読んでるとか、
数学の大問一つ解いてやれとかいうのも、ぷつんて集
中力が切れちゃうんで。まあ、一つ解くのが遅いんで
すけど。そういうときは。切れたら、取りあえず一回
鉛筆を置きます。テスト中とかでも置きます。フフフ。
置いて。テスト中に切れたことも、全然あります。よ
く切れます。あの、河合とかすごいです。持たないです。
あんなに長い時間。フフフフ。河合、やばいですよ、
本当に。全然、持たないです。なんで、一回鉛筆置い
て座り直したりとかして、はぁって思って、もう一回
やり直します。フフフ。いや、で、そっから、同じ所
からやりますけど。なんか自習室とかでも、なんか、
時計を置いて何分って決めたら、その時間内にこれだ
け解くって決めた量をやるみたいな。そうすると、そ
の時間内に終わってないの、すごいそういうの嫌だっ
たんで、絶対やるっていって決めると、だんだんその
時間内に終わらせるためにスピードも上がるし、集中
力も少しずつ保てるようになるみたいな。時間決めて
るのは大事だと思います。なんか基本的に何かを続け
るっていうこと自体が、多分、ま、やらないだけなん
ですけど、駄目なんですよ。続かなかったタイプだっ
たんで、今まで。自分で、例えば目標を立てたとしても、
途中でやめちゃうことが多かったんで、勉強が。なんで、

勉強じゃないことで何か続けようと思って。取りあえ
ず、じゃあ 7 階まで階段で行こうと思って。結局、本
館にいる間は、一回も朝エレベーター使わなかったで
す。絶対。眠くても、絶対登りました。で、そうする
と 7 階行ったときに、あ、きょうできたんじゃね？っ
て思うと、勉強も続けられんじゃね？　みたいになっ
て、そのテンションのままいく。自分の弱点をよく知っ
てて、それを続かせるためにいろいろ。やる。そう。
A の 7 とか 8 とかって、勉強を高校 3 年間、別にまと
もにしてたかっていうと、そうじゃなかったりするん
で。勉強でいきなり、よしっとかやると、まあ大概、え？
　みたいな死んじゃうんで、勉強じゃないこ例えば、朝、
絶対 7 時に来るとか、階段７階まで行くとかそういう
のをなんか毎日、続けると、勉強も続くんじゃね？　
みたいなテンションに持ってけるみたいな。ウフフフ。
続いてるっていう、あれが欲しいんですよ。なんか自
分の中に自信が欲しいんですよ。何か一つ、自分が決
めたことが続いてるっていうあれが欲しいんで、それ
だけのために、毎日、階段登ってましたね。

代官山 MEDICAL で自分に合ってたところ
は？
ある程度の強制力があるところ。まあ脅しに近い感じ
で、フフフ。結構、やっぱり、何年も何年も医学生が
出てる、ていうか、毎年合格者がたくさん出て、やっ
ぱりこういう子が受かるとか、何だろう、こういうの
やらないと駄目だよみたいなのを、先生も、受付の方
とかも言ってくるので。やっぱ、体験に基づいた話ほ
ど信ぴょう性の高いものはないので、それを言われる
と、やばい、やらないとってなるんで、そういうふう
に言ってくれる、っていうか、やらないとって思わせ
る環境があったのはよかったかなっては思います。結
構、緒方先生とか結構言いません？　フフフ。生物の
系の先生、深瀧先生とかも言いますし。えー、何だろう。
深瀧先生。なんか普段から、一回聞かれたことを、も
う一回、なんか他の授業とかで聞かれて答えられなかっ
たときに、は？　みたいな顔をしてくるんで、やばっ
てなります。フフ。何、それも言えないの？　みたいな。
緒方先生は、にこやかな顔で、勉強、なんか、1 学期
A7 だったときに、何だっけな、授業前に前回の復習テ
ストがあって、全員が満点になるまで永遠に続くって
言われて、永遠に続いたんですよ。全員合格しなくて、
永遠に。そしたら。難しくないです。ウフフフ。それで、
まあ、なんか、毎回クラスの誰かミスるみたいな。計
算ミスとか。で、そんなんでこんなで続き、続き、何、
おまえらまだできてないのみたいな。アハハハハ。や
ばいぞー、みたいな。それで授業のたびに同じテスト、
いや、毎回、問題は違うんですよ。そのテーマは一緒
なんですけど。やばいぞ、みたいな。アハハハハ。答
えだけ覚えてどうにかなるものじゃなくて。しかもだ
んだんベーシックの問題がなくなったら、スタンダー
ドの問題とか持ってきちゃって、やばいぞみたいな。

アハハハ。永遠に。しつこかったですね。でも、緒方
先生がなんかしつこくしてくれたから、その後、間違
えなくなりましたけどね。結局、何回やったけ？　10
回ぐらいやったんじゃないですかね。緒方先生が「もう、
俺のほうで問題がないから終わり」って言われたんで。
結局、え、それ、クリアはされなかったんです。先生
の問題が尽きて、終わりました。フフフフフ。なんか、
A7、ちょうどそのとき。駄目でしたね。生物、めっちゃ
駄目でしたね。「染色体何本？」とか言われて「23 本」
とか答えるようなクラスだったんで。結構。フフフ。
中学生レベル？いや、なんか、聞かれてることに対し
て答える能力が低過ぎて。聞いてないんですよ、ちゃ
んと質問を。でも、よく受かった。いや、岩瀬先生と
かにめっちゃ言われましたよ。みんなにめっちゃ言わ
れましたよ。「よく受かったね」みたいな。アハハ。岩
瀬先生が「え、奇跡じゃない？」って言われました。
フフフ。普段の感じは、なんか先生とかに質問しに行っ
てる感じは、先生からしたら不安を覚えるような生徒
だったんでしょうね。多分。いや、もう、とにかく問
題文をちゃんと読まないんですよ。何回言われても。
もう本当に。で、化学とかで、あのー、銅の重量
64.5 って書いてあるのに 64 で計算して、龍先生に「そ
れ本当に合ってる？」とか言われて。フフフフフ。
64.5でやんなきゃいけないのに。64で計算して、「先生、
できました」とか言って、「それ本当に合ってる？」と
か言って、「それどっから来たの？」とか言われて、「ご
めんなさーい」って。フフフ。高橋龍先生、めっちゃ
あきれてましたもん。フフフフ。でも、見捨てずに最
後までやってくれたんだ。そう。フフフ。

受験生活で確立した勉強方法などあれば？
これは、石井先生のシータの授業でよく言われたんで
すけど、今までみたいに、授業をただ聞いているんじゃ
なくて、その場で考えて、その場でアウトプットでき
ようにしろって。だから、なんか、授業を、うん、授
業のときに先生の言ってることを聞き漏らすのも嫌だ
し、そんときに覚えて疑問を解決するとか、分からな
いことは、もう分からないっていう、もう、枠に置い
とくのを整理するぐらいの気持ちで受けないといけな
いなと思ってたんで。そうすると復習の時間少なくて
済みますしね。化学の無機は一通り、化学の無機と有
機は一通り、自分のノートに、えっと資料集、テキスト、
先生からもらったプリント、あと高校んとき使ってた
教科書から引き抜いてまとめ直して、生物は深瀧先生
のプリントを一通り全部、もらって、えっと、まとめ
直しました。深瀧先生が自分で書いてる授業用のプリ
ントと、生徒に配る白紙のプリントがあるんですけど、
それを両方、無理を言ってもらって、全部、書きました。
覚えますし、何かあったときに、それ見れば大丈夫っ
て思うものは持っとくと、その、どの、どこに書いてあっ
たっけっていうのはよくないと思います。単語はとに
かく、WIZ。WIZ しかやってない。あ、あと、えっと、

ウイークリーやる日の朝は、WIZ とともに、700 選？
駿台の 700 選と、あと石井先生のシータのとかやる短
文のやつ。あれ。そうです。あれをひたすらに。あ、
あれも結構やったかな。一回、ノートにきれいに写して、
自分でつくった訳を書いて、で、それで、その訳見な
がら、ひたすらに起こす。文字起こしを英語でし続ける。
そうです。自分で書いた訳だと、英文を思い出しやす
くなったんで。WIZ、めちゃめちゃやりましたね。な
んか朝岡先生が夜間のときに、えっと、1 日 100 単語
を 3 回やるとか。100 単語 3 回って、300 個やって、
それを 1 週間同じのを続けて、それを最初から最後ま
でやるみたいなことを言われて、じゃあ、やったろっ
つって、やって。で、その後からは 1 週間に、えっと
1 冊回すペースで毎週毎週、永遠にやってましたね。
結構、ぼろぼろになりましたね。なんか、もう、あの、
1 番、表紙とか。取れかけました。フフフ。

卒 業 生 が 語 る
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杏林大医学部
岩手医科大医学部
愛知医科大

2次正規合格
2次合格
2次合格

本館にいるときは、
一回もエレベーター使ってないです。

階段で7階まで。
毎日、やると決めたことなんで。

杏林大医学部進学　竹永 萌 さん(八王子学園高校卒)
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思ってた、いや、思ってはいないんですけど、その危
機感はなかったですね。ま、学校の勉強はできてたんで。
ウフフフ。何とかなるだろうみたいな、フフフ。まあ、
赤本開いてびっくりしましたけどね。高 3 のとき。あ、
こりゃ駄目だみたいな。ウフフフ。解けん。これは解
けんと思って。

最初のクラスはA7ですね。
四谷学院は、担任の先生とか、なんかこっちからすご
いいったら答えてくれるけど、向こうからは何にも言っ
てこないし、まあ、なんか、私はそんな、自分からめっ
ちゃいくわけではないので、まあ、まあ、どんどん、
疎遠になっていく。ウフフフ。みたいな。勉強しなく
ても何も言われないし、ってなって。医学部の情報と
かも、全くないですし。一応、試験日だけは分かってる。
ここ受けたいです。ああ、じゃあ、どうぞみたいな。
フフフ。だから強制力のある代官山でって、もう覚悟
決めて、はい、最初 A7。これでも A7 だったんです。
そうです。フフフ。最終的には、A2、ん？、はい、A2です。
夏、夏で A5 に上がって。2 学期も A5 で、最後、冬に
A2 に上がりました。フフフ。順調に。でも、最初の偏
差値が36.8で、特に数学は、全然できてなかったですね、
生物も。生物に関しては、今まで、本当に知識がもと
もとめっちゃなくて、フフ。で、最後には、68。生物、
偏差値。生物は、一通り、1 学期っていう短い期間の
間に、全部を全範囲ここでやってもらって、一回やると、
一通りの知識が一回、どんって与えられると、自分の
頭ん中でいろいろつながりだす。例えば、遺伝を習っ
たとか、進化を習うっていうのをすると、あ、ここと
ここつながってたんだみたいな。自分が高校のときは
3 年間とか 2 年間かけて、その教科書一通りやるじゃ
ないですか。ま、最初のことは、もう、もう頭にはなくて。
ここでやるように短い期間にやることで、まだ引き出
せるぐらいの記憶が残ってくれてるんで。それが一番。
そんときに知識を全部再確認したから、そっからは結
構、問題見ても、何の話してるかとか、先生言ってた
なみたいなのがつながりだすんで。生物はそこが大き
かった気がします。
なんか資料集、休憩時間とかに 1 人であれなんだっけ
みたいになって、で、そんときに言えなかったら自習
室戻って、資料集見て、あ、これかみたいなだったり
とか。でも、生物は、授業中に覚えようとしてました。
緒方先生とか深瀧先生が、やっぱり自分が知らないっ
て思ったことを言ってるときは、もう、心の中で復唱
するぐらいで、もうそれごと、その先生が言ってる言
葉ごと暗記するぐらいで聞いてました。今覚えよう、っ
て。
あと、手動かして、石井先生によく言われたんですけど、
ただ聞いてるんじゃなくて、手動かせって、なんで、
結構、書いてたかな。深瀧先生のプリントとかめっちゃ
書いてますね。言ったことも書きますし、自分が分か
んなくて質問しに行って答えてくれたこととかも、めっ

ちゃ書きます。生物、好きですね。てか、ここ来て、もっ
と好きになりましたね。冬期の深瀧先生の授業のテス
トで、4 回小テストをやって 400 点満点かな、なんか
まあ順位を出したんですよ。全体の。そんときに、M1
だったかな M1 ？　M2 ？　分かんないですけど、鈴木
タカと古川さん ( 日本医科大進学：古川優奈 ) がいたん
ですよ。で、みんなそこがツートップだと思うじゃな
いですか。で、私、そこで 2 番だったんですよ。ま、
スズキタカ ( 日本医科大進学；鈴木孝典 ) には負けたん
ですけど。Mに勝ったぞと思って。ハハハ。冬に。フフフ。
それが一番うれしかったです。勝ったーって思いまし
た。それが、でも、一番自信になったかな。生物は。
M に勝ったならいけんじゃね？　みたいな。フフフフ
フ。

受験生としてのタイプは？
あんまへこまないタイプでしたね。まあ、それがいい
のか悪いのか分かんないですけど、あんまり、周りの
点数も気にしなければ、なんか、あんまりそういう自
分の、一回失敗したことはあんま引きずらないタイプ
でしたね。あんまり考え込まないし。考え込まない。
なんか、結構。そうです。直前期とかって結構、みんな、
だんだん、なんか自分の周りとかも不安になってみた
いな感じだったんですけど、あんまそういうの、受験
当日とか、緊張しませんでしたね。なんか。性格もあ
りますし、何だろう。なんか解けんじゃね？　みたいな。
アハハハ。なのもあったし、あとは、やっぱでも、2
次面接のときも見知った顔があると、私、安心しちゃ
うタイプなんですよ。代官山、愛知とかすごいじゃな
いですか。あれ、あなたも代官山？　みたいな現象が
すごい起きてる。いっぱいいる、いっぱいいましたね。
なんで、そういう自分の知った顔とかを見ると、結構、
安心して緊張感とか一切なくなるタイプで。杏林、杏
林も今年、12、13いますよね。13ですね。います。すごい、
杏林。大学でもやっぱ集まるんですよ。代官山で。そ

のときに回りの子が、代官山？　みたいな。多過ぎじゃ
ね？　みたいな。ざわざわみたいな。アハハハ。今は、
水谷さんと、えーっと、長澤さんと千葉さんと中村真
衣さんと私でいることが多いです。ご飯食ったり、教
室移動したりみたいな感じです。

伸びた秘訣は？
たしか、1 回目のマンスリーが、4 科目 134 点で、最後が、
244 だったんで、110 点伸びた ?、感じ。でも、やっぱり、
ウイークリーとかはちゃんとやってたかな。ウイーク
リーは、基本的に自分の中で、ウイークリーでミスっ
た問題は復習しないといけないみたいな。もう一回。
でも、ミスんなかったら、取りあえず復習後に回して
も大丈夫みたいな。自分の中で、とにかくウイークリー
頑張れば復習の量が減るぞと思って。
で、必死こいてウイークリーやって。ランキング 1 位、
2 回ぐらい取ってますよ。あ、2 回取ってます。マンス
リーは、別に、あのランキング表に載らないんで、ウイー
クリーは取ったろうみたいな。フフフ。ウイークリー、
載ったろうと思って。ま、最後のほうは(マンスリーも)
載ってましたけど、最初のほうは、やっぱ、あれだっ
たんで。ウイークリーを頑張ることで、マンスリーに
つながりますね。ウイークリーやろうと思うと、結局、
全部の教科、一通り復習しないといけないんで。必ず。
1 週間に 1 回それやるだけで、だいぶ定着するなとは
思います。生物、化学は特に直近の初めのほうとか、
結構、直近の問題が出てたんで、あ、これまだ覚えてるっ
て思いながら解いてると、ちょっとずつちょっとずつ
蓄積量が増えてくんで、ちょっとずつ点数が上がって
くイメージがありました。マンスリーは、でも、やっぱ、
親はマンスリーの偏差値を大事にするんで、大事って
意識はあったんですけど、自分の中じゃウイークリー
も見てくれ、みたいな。

マンツーマンは？
ここの先生分かりやすいっていうか、( マンツーマン )
確実に取ったほうが伸びるってことは頭じゃ分かって
はいましたけど、2 学期からこのままじゃまずいだろっ
てなって、親と話し、相談して「化学と英語を取らせ
てください」と言って、で、取って、そのまま、2 学
期と冬は結構マンツー取ってましたね。菊本先生と岩
瀬先生、そうです。菊本先生に傾向もう一回解説して
もらって。
公式を、もう、結構、2 学期だったんで、公式を教え
てもらって、わー、そういうことかってなりながら解
いて。で、菊本先生は有機無機のほうが、結構、総合
問題やってることが多かったんで、有機無機とかのほ
うが分かりやすかった。もう一人化学、高橋龍先生に
も習って、龍先生は 1 学期の集団授業の、理論担当し
てもらってて、で、冬にもう一回取ったときも、理論
一通りもう一回問題解いて。個人的に龍先生の理論は、
めっちゃ分かりやすいと勝手に思ってます。なんか、

結構、ごまかさないで説明してくれる感じ。あんまり
理論をいろんな先生に習ってないっていうのもあるん
ですけど。あのー、私、一回一回単位とか書いてくれ
んと、その数字どっから来ちゃったの？　みたいな感
じになるぐらい、あんま、テンポ良く付いていけない
んですよ。三上先生とか 1 式でばんって置くんですけ
ど、それされちゃうと、ちょっと待ってーみたいにな
るんで。あの、できるだけ、全部単位書いてくれたり、
これで、これを出してるっていうのを明確にしてくれ
るんで。あと、結構、イメージ図みたいなのを描いて
くれるんですよ。
なんか pH とか出すときに、その H プラスはどっから
来てるっていうのを、描いてくれるんですよ。イメージ。
これとこれが別れてこうなってるんだよ、みたいなの。
ハハハハハ。視覚化してくれると、私はイメージが付
きやすいタイプなので。龍先生、視覚化してくれますね。
結構。分からないっていうと、全部、絵に描いてくれ
ます。ハハハ。へええ。それが分かりやすかった。いや、
ま、本当にそうです。リュウ先生さまさまです。リュ
ウ先生、直前にやった滴定とか、まんま出ました。杏
林で。出ましたね。あれ？　これやったぞみたいな。
アハハ。正規、化学のおかげかなって。( 杏林の ) 数学
は簡単だったけど。まあ、思いっきり計算ミスしてま
したけどね。

スピードが遅いのはどうやって克服しました
か？
英語も読むの遅いし、数学も。基本的に集中力がめちゃ
めちゃ切れやすいんですよ。半端じゃなく切れやすい
んですよ。フフ。なんで、英語の長文読んでるとか、
数学の大問一つ解いてやれとかいうのも、ぷつんて集
中力が切れちゃうんで。まあ、一つ解くのが遅いんで
すけど。そういうときは。切れたら、取りあえず一回
鉛筆を置きます。テスト中とかでも置きます。フフフ。
置いて。テスト中に切れたことも、全然あります。よ
く切れます。あの、河合とかすごいです。持たないです。
あんなに長い時間。フフフフ。河合、やばいですよ、
本当に。全然、持たないです。なんで、一回鉛筆置い
て座り直したりとかして、はぁって思って、もう一回
やり直します。フフフ。いや、で、そっから、同じ所
からやりますけど。なんか自習室とかでも、なんか、
時計を置いて何分って決めたら、その時間内にこれだ
け解くって決めた量をやるみたいな。そうすると、そ
の時間内に終わってないの、すごいそういうの嫌だっ
たんで、絶対やるっていって決めると、だんだんその
時間内に終わらせるためにスピードも上がるし、集中
力も少しずつ保てるようになるみたいな。時間決めて
るのは大事だと思います。なんか基本的に何かを続け
るっていうこと自体が、多分、ま、やらないだけなん
ですけど、駄目なんですよ。続かなかったタイプだっ
たんで、今まで。自分で、例えば目標を立てたとしても、
途中でやめちゃうことが多かったんで、勉強が。なんで、

勉強じゃないことで何か続けようと思って。取りあえ
ず、じゃあ 7 階まで階段で行こうと思って。結局、本
館にいる間は、一回も朝エレベーター使わなかったで
す。絶対。眠くても、絶対登りました。で、そうする
と 7 階行ったときに、あ、きょうできたんじゃね？っ
て思うと、勉強も続けられんじゃね？　みたいになっ
て、そのテンションのままいく。自分の弱点をよく知っ
てて、それを続かせるためにいろいろ。やる。そう。
A の 7 とか 8 とかって、勉強を高校 3 年間、別にまと
もにしてたかっていうと、そうじゃなかったりするん
で。勉強でいきなり、よしっとかやると、まあ大概、え？
　みたいな死んじゃうんで、勉強じゃないこ例えば、朝、
絶対 7 時に来るとか、階段７階まで行くとかそういう
のをなんか毎日、続けると、勉強も続くんじゃね？　
みたいなテンションに持ってけるみたいな。ウフフフ。
続いてるっていう、あれが欲しいんですよ。なんか自
分の中に自信が欲しいんですよ。何か一つ、自分が決
めたことが続いてるっていうあれが欲しいんで、それ
だけのために、毎日、階段登ってましたね。

代官山 MEDICAL で自分に合ってたところ
は？
ある程度の強制力があるところ。まあ脅しに近い感じ
で、フフフ。結構、やっぱり、何年も何年も医学生が
出てる、ていうか、毎年合格者がたくさん出て、やっ
ぱりこういう子が受かるとか、何だろう、こういうの
やらないと駄目だよみたいなのを、先生も、受付の方
とかも言ってくるので。やっぱ、体験に基づいた話ほ
ど信ぴょう性の高いものはないので、それを言われる
と、やばい、やらないとってなるんで、そういうふう
に言ってくれる、っていうか、やらないとって思わせ
る環境があったのはよかったかなっては思います。結
構、緒方先生とか結構言いません？　フフフ。生物の
系の先生、深瀧先生とかも言いますし。えー、何だろう。
深瀧先生。なんか普段から、一回聞かれたことを、も
う一回、なんか他の授業とかで聞かれて答えられなかっ
たときに、は？　みたいな顔をしてくるんで、やばっ
てなります。フフ。何、それも言えないの？　みたいな。
緒方先生は、にこやかな顔で、勉強、なんか、1 学期
A7 だったときに、何だっけな、授業前に前回の復習テ
ストがあって、全員が満点になるまで永遠に続くって
言われて、永遠に続いたんですよ。全員合格しなくて、
永遠に。そしたら。難しくないです。ウフフフ。それで、
まあ、なんか、毎回クラスの誰かミスるみたいな。計
算ミスとか。で、そんなんでこんなで続き、続き、何、
おまえらまだできてないのみたいな。アハハハハ。や
ばいぞー、みたいな。それで授業のたびに同じテスト、
いや、毎回、問題は違うんですよ。そのテーマは一緒
なんですけど。やばいぞ、みたいな。アハハハハ。答
えだけ覚えてどうにかなるものじゃなくて。しかもだ
んだんベーシックの問題がなくなったら、スタンダー
ドの問題とか持ってきちゃって、やばいぞみたいな。

アハハハ。永遠に。しつこかったですね。でも、緒方
先生がなんかしつこくしてくれたから、その後、間違
えなくなりましたけどね。結局、何回やったけ？　10
回ぐらいやったんじゃないですかね。緒方先生が「もう、
俺のほうで問題がないから終わり」って言われたんで。
結局、え、それ、クリアはされなかったんです。先生
の問題が尽きて、終わりました。フフフフフ。なんか、
A7、ちょうどそのとき。駄目でしたね。生物、めっちゃ
駄目でしたね。「染色体何本？」とか言われて「23 本」
とか答えるようなクラスだったんで。結構。フフフ。
中学生レベル？いや、なんか、聞かれてることに対し
て答える能力が低過ぎて。聞いてないんですよ、ちゃ
んと質問を。でも、よく受かった。いや、岩瀬先生と
かにめっちゃ言われましたよ。みんなにめっちゃ言わ
れましたよ。「よく受かったね」みたいな。アハハ。岩
瀬先生が「え、奇跡じゃない？」って言われました。
フフフ。普段の感じは、なんか先生とかに質問しに行っ
てる感じは、先生からしたら不安を覚えるような生徒
だったんでしょうね。多分。いや、もう、とにかく問
題文をちゃんと読まないんですよ。何回言われても。
もう本当に。で、化学とかで、あのー、銅の重量
64.5 って書いてあるのに 64 で計算して、龍先生に「そ
れ本当に合ってる？」とか言われて。フフフフフ。
64.5でやんなきゃいけないのに。64で計算して、「先生、
できました」とか言って、「それ本当に合ってる？」と
か言って、「それどっから来たの？」とか言われて、「ご
めんなさーい」って。フフフ。高橋龍先生、めっちゃ
あきれてましたもん。フフフフ。でも、見捨てずに最
後までやってくれたんだ。そう。フフフ。

受験生活で確立した勉強方法などあれば？
これは、石井先生のシータの授業でよく言われたんで
すけど、今までみたいに、授業をただ聞いているんじゃ
なくて、その場で考えて、その場でアウトプットでき
ようにしろって。だから、なんか、授業を、うん、授
業のときに先生の言ってることを聞き漏らすのも嫌だ
し、そんときに覚えて疑問を解決するとか、分からな
いことは、もう分からないっていう、もう、枠に置い
とくのを整理するぐらいの気持ちで受けないといけな
いなと思ってたんで。そうすると復習の時間少なくて
済みますしね。化学の無機は一通り、化学の無機と有
機は一通り、自分のノートに、えっと資料集、テキスト、
先生からもらったプリント、あと高校んとき使ってた
教科書から引き抜いてまとめ直して、生物は深瀧先生
のプリントを一通り全部、もらって、えっと、まとめ
直しました。深瀧先生が自分で書いてる授業用のプリ
ントと、生徒に配る白紙のプリントがあるんですけど、
それを両方、無理を言ってもらって、全部、書きました。
覚えますし、何かあったときに、それ見れば大丈夫っ
て思うものは持っとくと、その、どの、どこに書いてあっ
たっけっていうのはよくないと思います。単語はとに
かく、WIZ。WIZ しかやってない。あ、あと、えっと、

ウイークリーやる日の朝は、WIZ とともに、700 選？
駿台の 700 選と、あと石井先生のシータのとかやる短
文のやつ。あれ。そうです。あれをひたすらに。あ、
あれも結構やったかな。一回、ノートにきれいに写して、
自分でつくった訳を書いて、で、それで、その訳見な
がら、ひたすらに起こす。文字起こしを英語でし続ける。
そうです。自分で書いた訳だと、英文を思い出しやす
くなったんで。WIZ、めちゃめちゃやりましたね。な
んか朝岡先生が夜間のときに、えっと、1 日 100 単語
を 3 回やるとか。100 単語 3 回って、300 個やって、
それを 1 週間同じのを続けて、それを最初から最後ま
でやるみたいなことを言われて、じゃあ、やったろっ
つって、やって。で、その後からは 1 週間に、えっと
1 冊回すペースで毎週毎週、永遠にやってましたね。
結構、ぼろぼろになりましたね。なんか、もう、あの、
1 番、表紙とか。取れかけました。フフフ。
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思ってた、いや、思ってはいないんですけど、その危
機感はなかったですね。ま、学校の勉強はできてたんで。
ウフフフ。何とかなるだろうみたいな、フフフ。まあ、
赤本開いてびっくりしましたけどね。高 3 のとき。あ、
こりゃ駄目だみたいな。ウフフフ。解けん。これは解
けんと思って。

最初のクラスはA7ですね。
四谷学院は、担任の先生とか、なんかこっちからすご
いいったら答えてくれるけど、向こうからは何にも言っ
てこないし、まあ、なんか、私はそんな、自分からめっ
ちゃいくわけではないので、まあ、まあ、どんどん、
疎遠になっていく。ウフフフ。みたいな。勉強しなく
ても何も言われないし、ってなって。医学部の情報と
かも、全くないですし。一応、試験日だけは分かってる。
ここ受けたいです。ああ、じゃあ、どうぞみたいな。
フフフ。だから強制力のある代官山でって、もう覚悟
決めて、はい、最初 A7。これでも A7 だったんです。
そうです。フフフ。最終的には、A2、ん？、はい、A2です。
夏、夏で A5 に上がって。2 学期も A5 で、最後、冬に
A2 に上がりました。フフフ。順調に。でも、最初の偏
差値が36.8で、特に数学は、全然できてなかったですね、
生物も。生物に関しては、今まで、本当に知識がもと
もとめっちゃなくて、フフ。で、最後には、68。生物、
偏差値。生物は、一通り、1 学期っていう短い期間の
間に、全部を全範囲ここでやってもらって、一回やると、
一通りの知識が一回、どんって与えられると、自分の
頭ん中でいろいろつながりだす。例えば、遺伝を習っ
たとか、進化を習うっていうのをすると、あ、ここと
ここつながってたんだみたいな。自分が高校のときは
3 年間とか 2 年間かけて、その教科書一通りやるじゃ
ないですか。ま、最初のことは、もう、もう頭にはなくて。
ここでやるように短い期間にやることで、まだ引き出
せるぐらいの記憶が残ってくれてるんで。それが一番。
そんときに知識を全部再確認したから、そっからは結
構、問題見ても、何の話してるかとか、先生言ってた
なみたいなのがつながりだすんで。生物はそこが大き
かった気がします。
なんか資料集、休憩時間とかに 1 人であれなんだっけ
みたいになって、で、そんときに言えなかったら自習
室戻って、資料集見て、あ、これかみたいなだったり
とか。でも、生物は、授業中に覚えようとしてました。
緒方先生とか深瀧先生が、やっぱり自分が知らないっ
て思ったことを言ってるときは、もう、心の中で復唱
するぐらいで、もうそれごと、その先生が言ってる言
葉ごと暗記するぐらいで聞いてました。今覚えよう、っ
て。
あと、手動かして、石井先生によく言われたんですけど、
ただ聞いてるんじゃなくて、手動かせって、なんで、
結構、書いてたかな。深瀧先生のプリントとかめっちゃ
書いてますね。言ったことも書きますし、自分が分か
んなくて質問しに行って答えてくれたこととかも、めっ

のときに回りの子が、代官山？　みたいな。多過ぎじゃ
ね？　みたいな。ざわざわみたいな。アハハハ。今は、
水谷さんと、えーっと、長澤さんと千葉さんと中村真
衣さんと私でいることが多いです。ご飯食ったり、教
室移動したりみたいな感じです。

伸びた秘訣は？
たしか、1 回目のマンスリーが、4 科目 134 点で、最後が、
244 だったんで、110 点伸びた ?、感じ。でも、やっぱり、
ウイークリーとかはちゃんとやってたかな。ウイーク
リーは、基本的に自分の中で、ウイークリーでミスっ
た問題は復習しないといけないみたいな。もう一回。
でも、ミスんなかったら、取りあえず復習後に回して
も大丈夫みたいな。自分の中で、とにかくウイークリー
頑張れば復習の量が減るぞと思って。
で、必死こいてウイークリーやって。ランキング 1 位、
2 回ぐらい取ってますよ。あ、2 回取ってます。マンス
リーは、別に、あのランキング表に載らないんで、ウイー
クリーは取ったろうみたいな。フフフ。ウイークリー、
載ったろうと思って。ま、最後のほうは(マンスリーも)
載ってましたけど、最初のほうは、やっぱ、あれだっ
たんで。ウイークリーを頑張ることで、マンスリーに
つながりますね。ウイークリーやろうと思うと、結局、
全部の教科、一通り復習しないといけないんで。必ず。
1 週間に 1 回それやるだけで、だいぶ定着するなとは
思います。生物、化学は特に直近の初めのほうとか、
結構、直近の問題が出てたんで、あ、これまだ覚えてるっ
て思いながら解いてると、ちょっとずつちょっとずつ
蓄積量が増えてくんで、ちょっとずつ点数が上がって
くイメージがありました。マンスリーは、でも、やっぱ、
親はマンスリーの偏差値を大事にするんで、大事って
意識はあったんですけど、自分の中じゃウイークリー
も見てくれ、みたいな。

マンツーマンは？
ここの先生分かりやすいっていうか、( マンツーマン )
確実に取ったほうが伸びるってことは頭じゃ分かって
はいましたけど、2 学期からこのままじゃまずいだろっ
てなって、親と話し、相談して「化学と英語を取らせ
てください」と言って、で、取って、そのまま、2 学
期と冬は結構マンツー取ってましたね。菊本先生と岩
瀬先生、そうです。菊本先生に傾向もう一回解説して
もらって。
公式を、もう、結構、2 学期だったんで、公式を教え
てもらって、わー、そういうことかってなりながら解
いて。で、菊本先生は有機無機のほうが、結構、総合
問題やってることが多かったんで、有機無機とかのほ
うが分かりやすかった。もう一人化学、高橋龍先生に
も習って、龍先生は 1 学期の集団授業の、理論担当し
てもらってて、で、冬にもう一回取ったときも、理論
一通りもう一回問題解いて。個人的に龍先生の理論は、
めっちゃ分かりやすいと勝手に思ってます。なんか、

結構、ごまかさないで説明してくれる感じ。あんまり
理論をいろんな先生に習ってないっていうのもあるん
ですけど。あのー、私、一回一回単位とか書いてくれ
んと、その数字どっから来ちゃったの？　みたいな感
じになるぐらい、あんま、テンポ良く付いていけない
んですよ。三上先生とか 1 式でばんって置くんですけ
ど、それされちゃうと、ちょっと待ってーみたいにな
るんで。あの、できるだけ、全部単位書いてくれたり、
これで、これを出してるっていうのを明確にしてくれ
るんで。あと、結構、イメージ図みたいなのを描いて
くれるんですよ。
なんか pH とか出すときに、その H プラスはどっから
来てるっていうのを、描いてくれるんですよ。イメージ。
これとこれが別れてこうなってるんだよ、みたいなの。
ハハハハハ。視覚化してくれると、私はイメージが付
きやすいタイプなので。龍先生、視覚化してくれますね。
結構。分からないっていうと、全部、絵に描いてくれ
ます。ハハハ。へええ。それが分かりやすかった。いや、
ま、本当にそうです。リュウ先生さまさまです。リュ
ウ先生、直前にやった滴定とか、まんま出ました。杏
林で。出ましたね。あれ？　これやったぞみたいな。
アハハ。正規、化学のおかげかなって。( 杏林の ) 数学
は簡単だったけど。まあ、思いっきり計算ミスしてま
したけどね。

スピードが遅いのはどうやって克服しました
か？
英語も読むの遅いし、数学も。基本的に集中力がめちゃ
めちゃ切れやすいんですよ。半端じゃなく切れやすい
んですよ。フフ。なんで、英語の長文読んでるとか、
数学の大問一つ解いてやれとかいうのも、ぷつんて集
中力が切れちゃうんで。まあ、一つ解くのが遅いんで
すけど。そういうときは。切れたら、取りあえず一回
鉛筆を置きます。テスト中とかでも置きます。フフフ。
置いて。テスト中に切れたことも、全然あります。よ
く切れます。あの、河合とかすごいです。持たないです。
あんなに長い時間。フフフフ。河合、やばいですよ、
本当に。全然、持たないです。なんで、一回鉛筆置い
て座り直したりとかして、はぁって思って、もう一回
やり直します。フフフ。いや、で、そっから、同じ所
からやりますけど。なんか自習室とかでも、なんか、
時計を置いて何分って決めたら、その時間内にこれだ
け解くって決めた量をやるみたいな。そうすると、そ
の時間内に終わってないの、すごいそういうの嫌だっ
たんで、絶対やるっていって決めると、だんだんその
時間内に終わらせるためにスピードも上がるし、集中
力も少しずつ保てるようになるみたいな。時間決めて
るのは大事だと思います。なんか基本的に何かを続け
るっていうこと自体が、多分、ま、やらないだけなん
ですけど、駄目なんですよ。続かなかったタイプだっ
たんで、今まで。自分で、例えば目標を立てたとしても、
途中でやめちゃうことが多かったんで、勉強が。なんで、

勉強じゃないことで何か続けようと思って。取りあえ
ず、じゃあ 7 階まで階段で行こうと思って。結局、本
館にいる間は、一回も朝エレベーター使わなかったで
す。絶対。眠くても、絶対登りました。で、そうする
と 7 階行ったときに、あ、きょうできたんじゃね？っ
て思うと、勉強も続けられんじゃね？　みたいになっ
て、そのテンションのままいく。自分の弱点をよく知っ
てて、それを続かせるためにいろいろ。やる。そう。
A の 7 とか 8 とかって、勉強を高校 3 年間、別にまと
もにしてたかっていうと、そうじゃなかったりするん
で。勉強でいきなり、よしっとかやると、まあ大概、え？
　みたいな死んじゃうんで、勉強じゃないこ例えば、朝、
絶対 7 時に来るとか、階段７階まで行くとかそういう
のをなんか毎日、続けると、勉強も続くんじゃね？　
みたいなテンションに持ってけるみたいな。ウフフフ。
続いてるっていう、あれが欲しいんですよ。なんか自
分の中に自信が欲しいんですよ。何か一つ、自分が決
めたことが続いてるっていうあれが欲しいんで、それ
だけのために、毎日、階段登ってましたね。

代官山 MEDICAL で自分に合ってたところ
は？
ある程度の強制力があるところ。まあ脅しに近い感じ
で、フフフ。結構、やっぱり、何年も何年も医学生が
出てる、ていうか、毎年合格者がたくさん出て、やっ
ぱりこういう子が受かるとか、何だろう、こういうの
やらないと駄目だよみたいなのを、先生も、受付の方
とかも言ってくるので。やっぱ、体験に基づいた話ほ
ど信ぴょう性の高いものはないので、それを言われる
と、やばい、やらないとってなるんで、そういうふう
に言ってくれる、っていうか、やらないとって思わせ
る環境があったのはよかったかなっては思います。結
構、緒方先生とか結構言いません？　フフフ。生物の
系の先生、深瀧先生とかも言いますし。えー、何だろう。
深瀧先生。なんか普段から、一回聞かれたことを、も
う一回、なんか他の授業とかで聞かれて答えられなかっ
たときに、は？　みたいな顔をしてくるんで、やばっ
てなります。フフ。何、それも言えないの？　みたいな。
緒方先生は、にこやかな顔で、勉強、なんか、1 学期
A7 だったときに、何だっけな、授業前に前回の復習テ
ストがあって、全員が満点になるまで永遠に続くって
言われて、永遠に続いたんですよ。全員合格しなくて、
永遠に。そしたら。難しくないです。ウフフフ。それで、
まあ、なんか、毎回クラスの誰かミスるみたいな。計
算ミスとか。で、そんなんでこんなで続き、続き、何、
おまえらまだできてないのみたいな。アハハハハ。や
ばいぞー、みたいな。それで授業のたびに同じテスト、
いや、毎回、問題は違うんですよ。そのテーマは一緒
なんですけど。やばいぞ、みたいな。アハハハハ。答
えだけ覚えてどうにかなるものじゃなくて。しかもだ
んだんベーシックの問題がなくなったら、スタンダー
ドの問題とか持ってきちゃって、やばいぞみたいな。

アハハハ。永遠に。しつこかったですね。でも、緒方
先生がなんかしつこくしてくれたから、その後、間違
えなくなりましたけどね。結局、何回やったけ？　10
回ぐらいやったんじゃないですかね。緒方先生が「もう、
俺のほうで問題がないから終わり」って言われたんで。
結局、え、それ、クリアはされなかったんです。先生
の問題が尽きて、終わりました。フフフフフ。なんか、
A7、ちょうどそのとき。駄目でしたね。生物、めっちゃ
駄目でしたね。「染色体何本？」とか言われて「23 本」
とか答えるようなクラスだったんで。結構。フフフ。
中学生レベル？いや、なんか、聞かれてることに対し
て答える能力が低過ぎて。聞いてないんですよ、ちゃ
んと質問を。でも、よく受かった。いや、岩瀬先生と
かにめっちゃ言われましたよ。みんなにめっちゃ言わ
れましたよ。「よく受かったね」みたいな。アハハ。岩
瀬先生が「え、奇跡じゃない？」って言われました。
フフフ。普段の感じは、なんか先生とかに質問しに行っ
てる感じは、先生からしたら不安を覚えるような生徒
だったんでしょうね。多分。いや、もう、とにかく問
題文をちゃんと読まないんですよ。何回言われても。
もう本当に。で、化学とかで、あのー、銅の重量
64.5 って書いてあるのに 64 で計算して、龍先生に「そ
れ本当に合ってる？」とか言われて。フフフフフ。
64.5でやんなきゃいけないのに。64で計算して、「先生、
できました」とか言って、「それ本当に合ってる？」と
か言って、「それどっから来たの？」とか言われて、「ご
めんなさーい」って。フフフ。高橋龍先生、めっちゃ
あきれてましたもん。フフフフ。でも、見捨てずに最
後までやってくれたんだ。そう。フフフ。

受験生活で確立した勉強方法などあれば？
これは、石井先生のシータの授業でよく言われたんで
すけど、今までみたいに、授業をただ聞いているんじゃ
なくて、その場で考えて、その場でアウトプットでき
ようにしろって。だから、なんか、授業を、うん、授
業のときに先生の言ってることを聞き漏らすのも嫌だ
し、そんときに覚えて疑問を解決するとか、分からな
いことは、もう分からないっていう、もう、枠に置い
とくのを整理するぐらいの気持ちで受けないといけな
いなと思ってたんで。そうすると復習の時間少なくて
済みますしね。化学の無機は一通り、化学の無機と有
機は一通り、自分のノートに、えっと資料集、テキスト、
先生からもらったプリント、あと高校んとき使ってた
教科書から引き抜いてまとめ直して、生物は深瀧先生
のプリントを一通り全部、もらって、えっと、まとめ
直しました。深瀧先生が自分で書いてる授業用のプリ
ントと、生徒に配る白紙のプリントがあるんですけど、
それを両方、無理を言ってもらって、全部、書きました。
覚えますし、何かあったときに、それ見れば大丈夫っ
て思うものは持っとくと、その、どの、どこに書いてあっ
たっけっていうのはよくないと思います。単語はとに
かく、WIZ。WIZ しかやってない。あ、あと、えっと、

ウイークリーやる日の朝は、WIZ とともに、700 選？
駿台の 700 選と、あと石井先生のシータのとかやる短
文のやつ。あれ。そうです。あれをひたすらに。あ、
あれも結構やったかな。一回、ノートにきれいに写して、
自分でつくった訳を書いて、で、それで、その訳見な
がら、ひたすらに起こす。文字起こしを英語でし続ける。
そうです。自分で書いた訳だと、英文を思い出しやす
くなったんで。WIZ、めちゃめちゃやりましたね。な
んか朝岡先生が夜間のときに、えっと、1 日 100 単語
を 3 回やるとか。100 単語 3 回って、300 個やって、
それを 1 週間同じのを続けて、それを最初から最後ま
でやるみたいなことを言われて、じゃあ、やったろっ
つって、やって。で、その後からは 1 週間に、えっと
1 冊回すペースで毎週毎週、永遠にやってましたね。
結構、ぼろぼろになりましたね。なんか、もう、あの、
1 番、表紙とか。取れかけました。フフフ。
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東京医科大
愛知医科大
岩手医科大医学部
杏林大医学部
聖マリアンナ医科大前期
埼玉医科大後期
北里大医学部

2次合格
2次合格

2次正規合格
2次合格
2次合格
2次合格
2次合格

石井先生も、授業中に春ぐらいに、
「ここで友達作って、ちゃんと話した方がいい、

解き方とか、互いの気づきで、
はっとするから」って言ってましたね。

東京医科大進学　益田 大貴 君(淑徳高校卒)

思ってた、いや、思ってはいないんですけど、その危
機感はなかったですね。ま、学校の勉強はできてたんで。
ウフフフ。何とかなるだろうみたいな、フフフ。まあ、
赤本開いてびっくりしましたけどね。高 3 のとき。あ、
こりゃ駄目だみたいな。ウフフフ。解けん。これは解
けんと思って。

最初のクラスはA7ですね。
四谷学院は、担任の先生とか、なんかこっちからすご
いいったら答えてくれるけど、向こうからは何にも言っ
てこないし、まあ、なんか、私はそんな、自分からめっ
ちゃいくわけではないので、まあ、まあ、どんどん、
疎遠になっていく。ウフフフ。みたいな。勉強しなく
ても何も言われないし、ってなって。医学部の情報と
かも、全くないですし。一応、試験日だけは分かってる。
ここ受けたいです。ああ、じゃあ、どうぞみたいな。
フフフ。だから強制力のある代官山でって、もう覚悟
決めて、はい、最初 A7。これでも A7 だったんです。
そうです。フフフ。最終的には、A2、ん？、はい、A2です。
夏、夏で A5 に上がって。2 学期も A5 で、最後、冬に
A2 に上がりました。フフフ。順調に。でも、最初の偏
差値が36.8で、特に数学は、全然できてなかったですね、
生物も。生物に関しては、今まで、本当に知識がもと
もとめっちゃなくて、フフ。で、最後には、68。生物、
偏差値。生物は、一通り、1 学期っていう短い期間の
間に、全部を全範囲ここでやってもらって、一回やると、
一通りの知識が一回、どんって与えられると、自分の
頭ん中でいろいろつながりだす。例えば、遺伝を習っ
たとか、進化を習うっていうのをすると、あ、ここと
ここつながってたんだみたいな。自分が高校のときは
3 年間とか 2 年間かけて、その教科書一通りやるじゃ
ないですか。ま、最初のことは、もう、もう頭にはなくて。
ここでやるように短い期間にやることで、まだ引き出
せるぐらいの記憶が残ってくれてるんで。それが一番。
そんときに知識を全部再確認したから、そっからは結
構、問題見ても、何の話してるかとか、先生言ってた
なみたいなのがつながりだすんで。生物はそこが大き
かった気がします。
なんか資料集、休憩時間とかに 1 人であれなんだっけ
みたいになって、で、そんときに言えなかったら自習
室戻って、資料集見て、あ、これかみたいなだったり
とか。でも、生物は、授業中に覚えようとしてました。
緒方先生とか深瀧先生が、やっぱり自分が知らないっ
て思ったことを言ってるときは、もう、心の中で復唱
するぐらいで、もうそれごと、その先生が言ってる言
葉ごと暗記するぐらいで聞いてました。今覚えよう、っ
て。
あと、手動かして、石井先生によく言われたんですけど、
ただ聞いてるんじゃなくて、手動かせって、なんで、
結構、書いてたかな。深瀧先生のプリントとかめっちゃ
書いてますね。言ったことも書きますし、自分が分か
んなくて質問しに行って答えてくれたこととかも、めっ

のときに回りの子が、代官山？　みたいな。多過ぎじゃ
ね？　みたいな。ざわざわみたいな。アハハハ。今は、
水谷さんと、えーっと、長澤さんと千葉さんと中村真
衣さんと私でいることが多いです。ご飯食ったり、教
室移動したりみたいな感じです。

伸びた秘訣は？
たしか、1 回目のマンスリーが、4 科目 134 点で、最後が、
244 だったんで、110 点伸びた ?、感じ。でも、やっぱり、
ウイークリーとかはちゃんとやってたかな。ウイーク
リーは、基本的に自分の中で、ウイークリーでミスっ
た問題は復習しないといけないみたいな。もう一回。
でも、ミスんなかったら、取りあえず復習後に回して
も大丈夫みたいな。自分の中で、とにかくウイークリー
頑張れば復習の量が減るぞと思って。
で、必死こいてウイークリーやって。ランキング 1 位、
2 回ぐらい取ってますよ。あ、2 回取ってます。マンス
リーは、別に、あのランキング表に載らないんで、ウイー
クリーは取ったろうみたいな。フフフ。ウイークリー、
載ったろうと思って。ま、最後のほうは(マンスリーも)
載ってましたけど、最初のほうは、やっぱ、あれだっ
たんで。ウイークリーを頑張ることで、マンスリーに
つながりますね。ウイークリーやろうと思うと、結局、
全部の教科、一通り復習しないといけないんで。必ず。
1 週間に 1 回それやるだけで、だいぶ定着するなとは
思います。生物、化学は特に直近の初めのほうとか、
結構、直近の問題が出てたんで、あ、これまだ覚えてるっ
て思いながら解いてると、ちょっとずつちょっとずつ
蓄積量が増えてくんで、ちょっとずつ点数が上がって
くイメージがありました。マンスリーは、でも、やっぱ、
親はマンスリーの偏差値を大事にするんで、大事って
意識はあったんですけど、自分の中じゃウイークリー
も見てくれ、みたいな。

マンツーマンは？
ここの先生分かりやすいっていうか、( マンツーマン )
確実に取ったほうが伸びるってことは頭じゃ分かって
はいましたけど、2 学期からこのままじゃまずいだろっ
てなって、親と話し、相談して「化学と英語を取らせ
てください」と言って、で、取って、そのまま、2 学
期と冬は結構マンツー取ってましたね。菊本先生と岩
瀬先生、そうです。菊本先生に傾向もう一回解説して
もらって。
公式を、もう、結構、2 学期だったんで、公式を教え
てもらって、わー、そういうことかってなりながら解
いて。で、菊本先生は有機無機のほうが、結構、総合
問題やってることが多かったんで、有機無機とかのほ
うが分かりやすかった。もう一人化学、高橋龍先生に
も習って、龍先生は 1 学期の集団授業の、理論担当し
てもらってて、で、冬にもう一回取ったときも、理論
一通りもう一回問題解いて。個人的に龍先生の理論は、
めっちゃ分かりやすいと勝手に思ってます。なんか、

結構、ごまかさないで説明してくれる感じ。あんまり
理論をいろんな先生に習ってないっていうのもあるん
ですけど。あのー、私、一回一回単位とか書いてくれ
んと、その数字どっから来ちゃったの？　みたいな感
じになるぐらい、あんま、テンポ良く付いていけない
んですよ。三上先生とか 1 式でばんって置くんですけ
ど、それされちゃうと、ちょっと待ってーみたいにな
るんで。あの、できるだけ、全部単位書いてくれたり、
これで、これを出してるっていうのを明確にしてくれ
るんで。あと、結構、イメージ図みたいなのを描いて
くれるんですよ。
なんか pH とか出すときに、その H プラスはどっから
来てるっていうのを、描いてくれるんですよ。イメージ。
これとこれが別れてこうなってるんだよ、みたいなの。
ハハハハハ。視覚化してくれると、私はイメージが付
きやすいタイプなので。龍先生、視覚化してくれますね。
結構。分からないっていうと、全部、絵に描いてくれ
ます。ハハハ。へええ。それが分かりやすかった。いや、
ま、本当にそうです。リュウ先生さまさまです。リュ
ウ先生、直前にやった滴定とか、まんま出ました。杏
林で。出ましたね。あれ？　これやったぞみたいな。
アハハ。正規、化学のおかげかなって。( 杏林の ) 数学
は簡単だったけど。まあ、思いっきり計算ミスしてま
したけどね。

スピードが遅いのはどうやって克服しました
か？
英語も読むの遅いし、数学も。基本的に集中力がめちゃ
めちゃ切れやすいんですよ。半端じゃなく切れやすい
んですよ。フフ。なんで、英語の長文読んでるとか、
数学の大問一つ解いてやれとかいうのも、ぷつんて集
中力が切れちゃうんで。まあ、一つ解くのが遅いんで
すけど。そういうときは。切れたら、取りあえず一回
鉛筆を置きます。テスト中とかでも置きます。フフフ。
置いて。テスト中に切れたことも、全然あります。よ
く切れます。あの、河合とかすごいです。持たないです。
あんなに長い時間。フフフフ。河合、やばいですよ、
本当に。全然、持たないです。なんで、一回鉛筆置い
て座り直したりとかして、はぁって思って、もう一回
やり直します。フフフ。いや、で、そっから、同じ所
からやりますけど。なんか自習室とかでも、なんか、
時計を置いて何分って決めたら、その時間内にこれだ
け解くって決めた量をやるみたいな。そうすると、そ
の時間内に終わってないの、すごいそういうの嫌だっ
たんで、絶対やるっていって決めると、だんだんその
時間内に終わらせるためにスピードも上がるし、集中
力も少しずつ保てるようになるみたいな。時間決めて
るのは大事だと思います。なんか基本的に何かを続け
るっていうこと自体が、多分、ま、やらないだけなん
ですけど、駄目なんですよ。続かなかったタイプだっ
たんで、今まで。自分で、例えば目標を立てたとしても、
途中でやめちゃうことが多かったんで、勉強が。なんで、

勉強じゃないことで何か続けようと思って。取りあえ
ず、じゃあ 7 階まで階段で行こうと思って。結局、本
館にいる間は、一回も朝エレベーター使わなかったで
す。絶対。眠くても、絶対登りました。で、そうする
と 7 階行ったときに、あ、きょうできたんじゃね？っ
て思うと、勉強も続けられんじゃね？　みたいになっ
て、そのテンションのままいく。自分の弱点をよく知っ
てて、それを続かせるためにいろいろ。やる。そう。
A の 7 とか 8 とかって、勉強を高校 3 年間、別にまと
もにしてたかっていうと、そうじゃなかったりするん
で。勉強でいきなり、よしっとかやると、まあ大概、え？
　みたいな死んじゃうんで、勉強じゃないこ例えば、朝、
絶対 7 時に来るとか、階段７階まで行くとかそういう
のをなんか毎日、続けると、勉強も続くんじゃね？　
みたいなテンションに持ってけるみたいな。ウフフフ。
続いてるっていう、あれが欲しいんですよ。なんか自
分の中に自信が欲しいんですよ。何か一つ、自分が決
めたことが続いてるっていうあれが欲しいんで、それ
だけのために、毎日、階段登ってましたね。

代官山 MEDICAL で自分に合ってたところ
は？
ある程度の強制力があるところ。まあ脅しに近い感じ
で、フフフ。結構、やっぱり、何年も何年も医学生が
出てる、ていうか、毎年合格者がたくさん出て、やっ
ぱりこういう子が受かるとか、何だろう、こういうの
やらないと駄目だよみたいなのを、先生も、受付の方
とかも言ってくるので。やっぱ、体験に基づいた話ほ
ど信ぴょう性の高いものはないので、それを言われる
と、やばい、やらないとってなるんで、そういうふう
に言ってくれる、っていうか、やらないとって思わせ
る環境があったのはよかったかなっては思います。結
構、緒方先生とか結構言いません？　フフフ。生物の
系の先生、深瀧先生とかも言いますし。えー、何だろう。
深瀧先生。なんか普段から、一回聞かれたことを、も
う一回、なんか他の授業とかで聞かれて答えられなかっ
たときに、は？　みたいな顔をしてくるんで、やばっ
てなります。フフ。何、それも言えないの？　みたいな。
緒方先生は、にこやかな顔で、勉強、なんか、1 学期
A7 だったときに、何だっけな、授業前に前回の復習テ
ストがあって、全員が満点になるまで永遠に続くって
言われて、永遠に続いたんですよ。全員合格しなくて、
永遠に。そしたら。難しくないです。ウフフフ。それで、
まあ、なんか、毎回クラスの誰かミスるみたいな。計
算ミスとか。で、そんなんでこんなで続き、続き、何、
おまえらまだできてないのみたいな。アハハハハ。や
ばいぞー、みたいな。それで授業のたびに同じテスト、
いや、毎回、問題は違うんですよ。そのテーマは一緒
なんですけど。やばいぞ、みたいな。アハハハハ。答
えだけ覚えてどうにかなるものじゃなくて。しかもだ
んだんベーシックの問題がなくなったら、スタンダー
ドの問題とか持ってきちゃって、やばいぞみたいな。
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アハハハ。永遠に。しつこかったですね。でも、緒方
先生がなんかしつこくしてくれたから、その後、間違
えなくなりましたけどね。結局、何回やったけ？　10
回ぐらいやったんじゃないですかね。緒方先生が「もう、
俺のほうで問題がないから終わり」って言われたんで。
結局、え、それ、クリアはされなかったんです。先生
の問題が尽きて、終わりました。フフフフフ。なんか、
A7、ちょうどそのとき。駄目でしたね。生物、めっちゃ
駄目でしたね。「染色体何本？」とか言われて「23 本」
とか答えるようなクラスだったんで。結構。フフフ。
中学生レベル？いや、なんか、聞かれてることに対し
て答える能力が低過ぎて。聞いてないんですよ、ちゃ
んと質問を。でも、よく受かった。いや、岩瀬先生と
かにめっちゃ言われましたよ。みんなにめっちゃ言わ
れましたよ。「よく受かったね」みたいな。アハハ。岩
瀬先生が「え、奇跡じゃない？」って言われました。
フフフ。普段の感じは、なんか先生とかに質問しに行っ
てる感じは、先生からしたら不安を覚えるような生徒
だったんでしょうね。多分。いや、もう、とにかく問
題文をちゃんと読まないんですよ。何回言われても。
もう本当に。で、化学とかで、あのー、銅の重量
64.5 って書いてあるのに 64 で計算して、龍先生に「そ
れ本当に合ってる？」とか言われて。フフフフフ。
64.5でやんなきゃいけないのに。64で計算して、「先生、
できました」とか言って、「それ本当に合ってる？」と
か言って、「それどっから来たの？」とか言われて、「ご
めんなさーい」って。フフフ。高橋龍先生、めっちゃ
あきれてましたもん。フフフフ。でも、見捨てずに最
後までやってくれたんだ。そう。フフフ。

受験生活で確立した勉強方法などあれば？
これは、石井先生のシータの授業でよく言われたんで
すけど、今までみたいに、授業をただ聞いているんじゃ
なくて、その場で考えて、その場でアウトプットでき
ようにしろって。だから、なんか、授業を、うん、授
業のときに先生の言ってることを聞き漏らすのも嫌だ
し、そんときに覚えて疑問を解決するとか、分からな
いことは、もう分からないっていう、もう、枠に置い
とくのを整理するぐらいの気持ちで受けないといけな
いなと思ってたんで。そうすると復習の時間少なくて
済みますしね。化学の無機は一通り、化学の無機と有
機は一通り、自分のノートに、えっと資料集、テキスト、
先生からもらったプリント、あと高校んとき使ってた
教科書から引き抜いてまとめ直して、生物は深瀧先生
のプリントを一通り全部、もらって、えっと、まとめ
直しました。深瀧先生が自分で書いてる授業用のプリ
ントと、生徒に配る白紙のプリントがあるんですけど、
それを両方、無理を言ってもらって、全部、書きました。
覚えますし、何かあったときに、それ見れば大丈夫っ
て思うものは持っとくと、その、どの、どこに書いてあっ
たっけっていうのはよくないと思います。単語はとに
かく、WIZ。WIZ しかやってない。あ、あと、えっと、

ウイークリーやる日の朝は、WIZ とともに、700 選？
駿台の 700 選と、あと石井先生のシータのとかやる短
文のやつ。あれ。そうです。あれをひたすらに。あ、
あれも結構やったかな。一回、ノートにきれいに写して、
自分でつくった訳を書いて、で、それで、その訳見な
がら、ひたすらに起こす。文字起こしを英語でし続ける。
そうです。自分で書いた訳だと、英文を思い出しやす
くなったんで。WIZ、めちゃめちゃやりましたね。な
んか朝岡先生が夜間のときに、えっと、1 日 100 単語
を 3 回やるとか。100 単語 3 回って、300 個やって、
それを 1 週間同じのを続けて、それを最初から最後ま
でやるみたいなことを言われて、じゃあ、やったろっ
つって、やって。で、その後からは 1 週間に、えっと
1 冊回すペースで毎週毎週、永遠にやってましたね。
結構、ぼろぼろになりましたね。なんか、もう、あの、
1 番、表紙とか。取れかけました。フフフ。
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卒 業 生 が 語 る

WAY TO SUCCESS

合格への
軌跡2021年

東京医科大
愛知医科大
岩手医科大医学部
杏林大医学部
聖マリアンナ医科大前期
埼玉医科大後期
北里大医学部

2次合格
2次合格

2次正規合格
2次合格
2次合格
2次合格
2次合格

石井先生も、授業中に春ぐらいに、
「ここで友達作って、ちゃんと話した方がいい、

解き方とか、互いの気づきで、
はっとするから」って言ってましたね。

東京医科大進学　益田 大貴 君(淑徳高校卒)
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卒 業 生 が 語 る

WAY TO SUCCESS

合格への
軌跡2021年

東京医科大
愛知医科大
北里大医学部
聖マリアンナ医科大前期
日本大医学部
金沢医科大前期

2次合格
2次合格
2次合格
2次合格
2次合格
2次合格

僕、薄先生から、指定された年度の
過去問やれって指示されてやったら、
それがテキストの類題だったりだとか、

応用の仕方が身につきましたね。
東京医科大進学　鈴木 航大 君(芝高校卒)
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WAY TO SUCCESS合格への軌跡

それぞれ、お名前と戦況報告をお願いします。
鈴木：はい。えっと、鈴木航大です。東京医科大学に行っ
てます。えー、2次受かったのが、愛知、北里、聖マ。えー、
金沢、東京医科。あと、日大です。日大が一番最初に
来ました、最初でしたね。2 次は、6 個ですね、で 1 次…、
ん、1 次は、いいっか…、結構きて…、はい。一応、
昭和と東邦、慈恵、あと日医の後期とか、きました。
いま、部活は、サッカーです。東医のサッカー部、あれ、
フジイタク？さん ( 市立船橋高校卒・代官山 MEDICAL
出身の藤井拓：東京医科大進学)、3年生、います、います、
なんかもう、伝説…。神みたいな扱い ( 笑 )。なんか、
Zoom で新歓あったんですけど、3 年生の人が担当で
いろいろ教えてくれたんですけど、うちにはあれだか
らつって、全国(高校サッカー全国大会)出てるやついっ
からみたいな感じで、結構もう、全国優勝したやつい
るからみたいな感じで、( 藤井さん ) 神みたいな感じで。
益田：益田大貴です。東京医科大学に通っています。
えーっと、2 次受かったのが、愛知、岩手、杏林、聖マ、
えーっとと、あと、何だっけ。東医と埼玉の後期ですね。
あと北里。そうですね、7 個ですね。で、1 次受かった
のが帝京と、あと、後期は、あっ、昭和後期、1 次通
りました。

代官山に来たきっかけは？
鈴木：えっと、僕は、あれです。同じ高校の、あの、
ホシナオキ ( 昭和大医学部進学：星尚輝 ) ってやつがい
て、そいつに、「ちょっと代官山どうなの？」って聞いて、
で、なんか、いいよって言われて、それでじゃあ、行
くかって感じでした。そいつ、昭和の後期で受かった
んで、あと、慈恵も (1 次 ) 出てたんで…。あと関和正
さん ( 日本大医学部進学 ) も一緒で、同じ高校、芝。坂
本 ( 久留米大医学部：坂本広樹 ) も。なんか 2 次 ( 面接 )
弱いやつ多くって ( 笑 )。はい。「なんで、芝卒は、そ
んなに 2 次弱いんだ」っつって、ヒロさん ( 小論文講師：
高橋浩先生 ) に怒られてました、はい。男子校、濃縮
還元されちゃって。ま、楽しそうです。まあ、そうですね、
紹介されて来たっていうか、それで、石井先生に、面
談してもらって、ここだったら大丈夫かなって、それで。
去年、前の年は、新宿の●エストっていう所に行って。
フフフ。なんか、医学部予備校で最初、パソコンで検
索して、結構、●エストが上のほうに出てきて、で、な
んか開いたら、なんか学費も安いし、いいんじゃない
みたいな感じになって、結構、そんなポップな感じで
選んで。
益田：僕は、淑徳だから、あの、一応、薄先生をちょっ
と知ってて。二浪目になって、ああ、ちょっと行って
みようかなと思って、で、来ました。1 年目は、四谷
学院ですね。なんか、そのときは自分でできるかなと
思ってたんですけど、まあ、1 年目で無理って分かって、
どこも受からなくて。一個も 1 次出てないですね。フ
フフ。じゃあ、もう後ないし、やるしかないかなと思っ
て、ここ ( 代官山 MEDICAL) 来ました。そうなんですよ、

なんか高 3 の受験が終わって、浪人決まって、で、な
んか適当に調べてて、駿台とか河合とかいろいろ行っ
たりして、で、四谷が最近いいみたいな。安いし。で、
自分でやろうと思ったらやっぱり受からなくて。( 笑 ) 
こっち来て。
鈴木：僕も一個も出てないです。はい。英語がやばく
てマンツー入れてもらって。あっ、それ、一個言って
いいですか。僕、2 学期と、冬、英語のマンツー申し
込んだんですけど、一個も入らなくて、そこ（笑）。ま
じで、はい。なんでなんですかね、あれ。多分、時間
割が合わなかったんですかね、授業と全かぶりだった
りすると。あるんですかね、そういうの。フフフ。1
学期が青葉先生で、夏が朝岡先生だったんっすよ。でも、
2 学期、英語も入れてもらえなかった。ハハハハハ。
物理は 1 学期から野村先生、化学は三上先生で、はい、
まあ、でも、よくここまでできるようになったんで。
フフフ。

お二方は仲良く 2 浪生ですが、それぞれ 1 浪
のときはどうだったのでしょうか。
益田：ちゃんとやってたかって言われると、まあ、今
年ほどはやってないですね、やっぱり。今年ほどやっ
てなかったです。やってない。はい。できなかったっ
ていうより、やっぱ強制力がなかった(笑)。自分は、やっ
ぱ強制されないとっていうのがあったのかもしれない
です。1 浪目との一番の違いって、一番の違いは、やっ
ぱ授業数ですかね。やっぱ、授業やレビューやらでこ
んなに忙しいと思わなかった。空いてる時間がないか
ら、もう勉強勉強っていう、こんなに勉強に追われた
ことが人生でなかったから。こんなに強制されちゃう
と、やるしかないかなって感じでした。でも、やっぱ、
何だろうな、野球やってたんで、だいぶ精神的には強
かったんで。いろいろ、何ていうんだろう、あの、理
不尽なことには慣れてたんで。体力的にもいけました
ね、全然。思ってたより。慣れてましたね。授業がた
くさんあっても全然、僕は、全然、大丈夫でしたね。
鈴木：1 年目、僕、あのー、誰ともしゃべらずやって
たんですよ。いや、なんかとがってて。やさぐれてて、
ちょっととがってたんで最初、誰ともしゃべんなくやっ
てたら、なんすか、あんまできなくなって、結局、1
人だとやりきれないところとかもあって。で、こっち
来たら、こっちでは、もう、なんかとがるのやめよう
と思って。めちゃめちゃ、それがよかったです。友達
できたのが。( 笑 ) よかったです。多分、そっちのスタ
イルのほうが僕は合ってたんだと思います。はい。男
子校ののりで。 ( 笑 ) なんか、授業数多過ぎて、疲れて、
なんすか、その、病んじゃったみたいな感じは全然な
かったです。

クラス移動はありましたか？
鈴木：最初から俺、M5 です。M5➡M5➡A1➡A1 です。
下がりました ( 笑 )。

結構、入れ替わりあったんですけど、どこだろう。うー
ん。ヒヤマさん（聖マリアンナ医科大進学：檜山佳那）
とか。カゲヤマさん ( 近畿大医学部進学：景山なる美 )
とか、チバさん ( 杏林大医学部進学：千葉朱里 ) とかで
すね。まあ、普通に楽しくしてもらいましたね。面白かっ
たですね。友達といろいろしゃべって、メンタルは病
まなかった感じ、大事ですね。

自習室は集中できましたか？
鈴木：あ、夏とか、今年だけかもしれないですけど、
コロナで ( 自習室の窓を ) 開けなきゃいけなかったじゃ
ないですか。めちゃめちゃ暑くて、そのとき。あれは、
ハハハ。熱風が。熱風がうわんって。なんか熱風と、
あとエアコンの冷気が混ざって、なんか分かる？気持
ち悪いみたいなんか。こっち冷たくて、こっちはちょっ
と暑くてみたいな。職員の人とか、めちゃめちゃ苦労
してたと思いますよ。今年だけかもしれないけど、あっ、
去年か、でも、あそこ閉めてたら、多分めちゃめちゃ
いい所だったと。
益田：( 自習室の ) 雰囲気、あれ圧倒されたんすよ、最
初に、春の時点で。隣の原島くん。ハラシマ君 ( 東京
慈恵会医科大進学：原島弘典 ) に圧倒されちゃって。
えー、なんか、すごい雰囲気が、がつがつにやってる
感じだったんで。ああ、なんかどうしようと思って。
そこにもういられなくて、後ろのオオサキも、最初か
らすごいやってましたね。

本番の試験の前、緊張しましたか？
鈴木：愛知とか、ヤバかったです。前の日とか、はい。
益田：前の 1 週間前ぐらいからやばかったです、僕。
今年がやばかったら、駄目だったら、本当どうしよう
と思ってて。始まって、愛知で結構やばくて。できて
なくて、むずっみたいな。
鈴木：フフフ。分かる、それ。(笑)愛知。愛知むずかった。
でも、代官山の生徒いっぱいいたんで、愛知 ( の試験

会場 ) は。で、やっぱ、それが緊張ほぐれました、めちゃ
めちゃ。入って、知ってる顔がたくさんいて。なんか、
模試みたいな。マンスリーみたいな感じで。めっちゃ
マンスリーみたいな感じで取れてて。
益田：どこだっけ、聖マとか、どっかの帰りに、僕、
ヒラカワ ( 杏林大医学部進学：平川知宏 ) とゴトウ ( 杏
林大医学部進学：後藤駿太 ) と一緒に帰ったんですよ。
電車の中で(愛知の結果)見て、みんな受かってて、愛知。
で、みんな初めての合格で、めっちゃうれしかったです。
ハハハ。自分も見て、そうですね。「ああ、受かってる」っ
つって、初めて合格見たんですよ。そのあとすぐに代
官山、戻ってきました。

印象に残った先生を、まず英語から。
鈴木：英語、朝岡先生。マンツー取ったから。なんか、
たまに来る雑談がめちゃめちゃ面白くて、フフ。
例えば、多分、結構、もう有名なやつだと思うんです
けど。家帰ったら、知らないおじさんがお風呂場で寝
てたって話があって。はい。それも印象に。(笑 )でも、
朝岡先生、なんか特に英語の、なんか長文とか読むと
きに、なんすか、文脈とかが捉えられてたらまあいい
よねみたいな感じで、結構。アバウトな感じだったので。
それが合ってた。あの、聖マの記述のやつ見てもらっ
たんですよ。そしたら、なんか、「めっちゃいいじゃん」っ
て褒められたんですよ。だから、「おはようございます
」って言ったら、なんか、何だっけな。あのー、「あれ
だよね、鈴木君ってなんか、訳とか結構ぐちゃぐちゃ
だけど、こういうなんか要点つかむのはうまいね」っ
て言われて、褒められてるのか、ばかにされてるのか
分からねえ。( 笑 ) みたいなことありました。はい。ハ
ハハ。
益田：僕は、栗原先生と石井先生ですかね。栗原先生は、
最初からずっと長文の A のほうをやってもらったんで
すけど。長文に出てくる単語を覚える覚え方とか、語
感とか、いろいろそういう出てくる単語をこれ調べな
さいとか、マーカー引いときなさいとか。石井先生も
そうなんですけど。本当に、結構、単語集めるの好きだっ
たんで、その単語集めて、長文の読み方もすごい丁寧
に夏まではやってくれたので、それを繰り返しやって
ましたね。石井先生は、最初から本当に単語帳を作れっ
て言ってたのを、それだけはやってたんですけど、あと、
なんか最初のほうに言われてた、機能語を黒マーカー
で消して読め、みたいなのは自分、全然できてなくて。
ただ、石井先生の授業自体は、結構、メンタルきてる
ときとかは結構、役立って聞いてました。卒業生の話
とか、受験前とかに結構メンタルやられてた時、1 個、
めっちゃ覚えてるのは、あの、不安って、試験に対す
る不安って、考えれば考えるほど大きくなっていくか
ら、なんかあれこれ考えるなっていう感じのことを言
われたんですよ、ぎりぎりのときに、1 月ぐらいに。で、
あっ、そっか、考えないように、考え過ぎちゃいけな
いんだなと思って。どんどん悪いほう悪いほうに考え

ちゃうので、人間って。そうそうそう。
鈴木：確かに、石井先生のその授業は、なんか、確か、
モチベーションの維持にすごい役立ってた気がする。
僕は、必ず 3 列目には座るようにしてました。必ず。
それより後ろは行かないように。その、たまに当てら
れる、ぼちぼちって感じで。
益田：僕は、本当に潜んでたんで、全然、当たらなかっ
たです。本当に、後ろの端っこだったんで。まあM3だっ
たんで、なんかもう、みんなすごい前、取っちゃうんで、
取んなくていいやっていう感じで。
鈴木：フフフ。
益田：後ろにずっといたんで。あんまり当たらなかっ
たですね。そうですね、結構、焦るんで、あれは。何
回か当たったときは結構、びっくりしました。

次に、数学はどうでしたか。
鈴木：数学。やっぱ薄先生かな。なんか、すごい問題数、
絞るんですよ。これと、これと、これみたいな感じで。
これだけは押さえとけば、あとはそっから応用してい
けばできるからみたいな感じで、基本の問題数押さえ
てくれてて。実際に、それが押さえてると、その過去
問とかやったときも、あっ、できてるなっていうのが
あったりとか。あと、僕、薄先生に頼んで、なんか、「ど
の過去問やったらいいですか」ってのも聞いて、その
プリントみたいなのもらってたんですよ。実際に、そ
この言われた、指定された年度のその過去問やって、
それがテキストとかから、テキストの類題だったりだ
とか、そのテキストと同じ考え方使うやつ(問題)が入っ
てて。それで、そこがまた応用、応用っていうか、そ
のテキストの問題のところが強化されて、その状態で
入試会場に行くと、またそれが本当に同じようなやつ
が出たりして。なんで、初見の問題とかじゃなくて、
取らなきゃいけないところが落とさないようになった
気がします。
益田：取らなきゃいけないところ落としちゃうと、受

かんない、はい。僕は、薄先生と、典さんですかね。
薄先生は、ずっとお世話になってたんで。本当に、自
分がくそみたいにできないときから知ってるんで。で、
あの先生に本当に従ってずっとやってて、で、途中ま
でずっと褒めてもらえなくて、で、取りあえず、おま
えはここをやれって、別に難しい問題とか全然もらえ
なくて。とにかく、ひたすらやれって言われて、やっ
てて。で、冬の単科でなんか見せに行ったんですよ。
そしたら、「おまえ、すごい伸びてる」って言われて、「お
まえ、多分、一番伸びてるよ」って言われて、多分、
みんなに言ってるんですけど(笑)。でも、言われて、めっ
ちゃうれしくて、で、自信がついたっていうか。すご
いうれしかったですね。で、ノリさんは、最初は、本
当になんだこの先生と思って、全然、付いていけないし、
1 人でしゃべってるし、なんだこれと思いながら、ノー
ト写してたんですけど。夏明けぐらいからテストゼミ
が始まって、楽しくて。自分がすごい復習ばっかりやっ
てたんで、すごいできるんですよ、テストゼミが。手
が動いて。で、どんどん難しいのくれるんで、うれし
くて、楽しかったです。
鈴木：フフフフフフ。
益田：ノリさんの授業は、とにかく楽しかったんで。
最初は、ちょっとびっくりしますよね。いろんな解き
方を研究して。ためになる、うん。最初、これ全部や
るのかって思って、ちょっとびっくりしちゃって。フ
フフ。でも、いろいろやって、はい。楽しかったです。(笑)
鈴木：ノリさん、天才過ぎて付いていけないときがある。
益田：ハハハハハ。そうなんです。早過ぎて。

物理は？
鈴木：野村先生。ノムプリの信者、はい。野村先生は、
まずなんか解説のときに、その授業とか、ペン 3 色し
か使わなくて、黒、赤、青しか使わない、で、なんか、
その 3 色で、すごいまとめやすくノートを作ってくれ
るので、後で見直ししたときに、授業で言ってたこと
がもう頭の中で全部再現できて。
益田：ノート、すごい分かりやすい。
鈴木：すごい分かりやすい、野村先生のノート。シン
プルなので、要点がまとまっててみたいな。もう、見
たら分かる。
益田：ハハハ。
鈴木：めちゃめちゃきれいで、分かりやすい。問題集
の解答？解説って、結構はしょってること多くて、な
んか見ても分からないの多いんですけど、それで解い
ていって、授業に持っていって、ここの解説読んで分
からなかったんですけどって聞いたら、なんか、その
目の前で解説してくれたら全部分かって。で、それも、
後で見直してもめちゃめちゃ忘れなかった。ノート書
いてても、後で見直しが分からなくなるとかあるじゃ
ないですか。そういうことは全然なかった、野村先生は。
益田：うん、まじでノムプリやっとけ、物理は。もう。
なんの問題もないです。無敵です。最初の 60 問と、あ

と演習のやつ 30 問で、全部で 90 題。まじ、それがも
う神。

後輩たちに、なんかアドバイスとか、最後に一
言ずつ、お願いします。
益田：うーん。やっぱ 1 人じゃなかったことですかね。
めちゃくちゃでかいです、僕は。去年は1人だったんで。
やっぱ 1 人じゃないほうがいいですよ。( 笑 )
鈴木：絶対失敗する。
益田：絶対かどうか分からないですけど、まあ、石井
先生もなんか言ってたんで。なんか、授業中になんか
春ぐらいに、やっぱ話したほうがいいって。「ここで友
達作って、ちゃんと話した方がいい、解き方とか、互
いの気づきで、はっとするから」って言ってましたね。
鈴木：それがよかった。
益田：結果オーライ。
鈴木：結果オーライ。( 笑 )　まあ、友達はつくったほ
うがいいよってことと、あと、その、上のほうに受かっ
てる人を見てると、朝は早く来てるのかなって気はし
ます。僕は、ちょっとずつ遅くなっちゃって。最初は、
なんか 7 時ぐらいに起きたんですよ、7 時か 7 時半前
かぐらいに来てて。で、それで、まあ 7 時か 7 時半の
間に絶対来るっていうのを 1 学期続けてて、で、夏に
なると、それが7時半からちょっと8時ぐらいになって。
で、2 学期から冬にかけては、また 7 時半から 8 時半
とかになっちゃってて。8 時半前には来るようにはし
てました。
益田：僕、朝そんな弱くないですよ。ここまで、近い
んですけど、40 分ぐらいなんですけど。でも、最初は
同じ、7時。副都心線。まあ、最終的に8時ぐらいでした。
周り、めっちゃ来てました。周り、M1ばっかだったんで、
結構、フカイ君(東京慈恵会医科大進学：深井悠介)とか。
M1、M2 がめちゃめちゃ多くて、キョウゴク君 ( 東京
慈恵会医科大進学 : 京極政樹 ) とか。結構いて、みんな、
めっちゃやってて、やばいわと思いながら。M3 で、
どばどばっと入っていって。
益田：ちゃんと。あ、帰らないことも大事ですね。
鈴木：あー、うん。
益田：帰らない、授業切らない。
鈴木：うんうん。
益田：授業は、僕、切ってないので分からない、切っ
たらどうなるか分からないですけど。切らないことと、
帰らないことですね。帰ったら負けです。切ったら、
また落ちてましたね、きっと。
鈴木：なんか、その、何ていうか、周りの ( 友人の ) 話
聞くの大事だけど、ちゃんと自分は、自分に合うか合
わないかとか、自分はこうしたほうがいいとか、そう
いうのはちゃんと、講師の先生から言われたことは、
素直に受け入れたほうがいいと思うんですけど、友達
によっては、友達に言われたこととかだと、いったん、
フィルターかけたほうがいいのかなと思います。
益田：あと、あとは、そう諦めないこと。成績落ちて

も続けること。言われたとおりにやること。
鈴木：一喜一憂せずに、成績に。言われたことやって、
落としちゃいけない問題を落とさなければ…、受かる
と思います、代官山にいれば。受かりますね。
益田：受かる。代官山、ありがとうって感じ、ハハハ。
鈴木：本当にそうです。代官山じゃなかったら、うーん。
どうだろうね。受かってない気がします、正直。
益田：変えてよかったなって、めちゃめちゃ思います。
鈴木：うん。思う。うーん。自分には合ってたなと思
います、代官山。うん。授業多くて、拘束時間長くて、で、
結構、先生とか、石井先生とかから、やれよやれよっ
て発破かけられるのは合ってたなと思います。●エスト
だったら、なんか、その隙間の時間のときに、何やっ
たらいいのか分からなくなっちゃったりして、ハハハ。
( 笑 )　うーん。代官山は、やっぱ強制されるところで
すかね。
益田：大事ですね。

卒 業 生 が 語 る
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なんか高 3 の受験が終わって、浪人決まって、で、な
んか適当に調べてて、駿台とか河合とかいろいろ行っ
たりして、で、四谷が最近いいみたいな。安いし。で、
自分でやろうと思ったらやっぱり受からなくて。( 笑 ) 
こっち来て。
鈴木：僕も一個も出てないです。はい。英語がやばく
てマンツー入れてもらって。あっ、それ、一個言って
いいですか。僕、2 学期と、冬、英語のマンツー申し
込んだんですけど、一個も入らなくて、そこ（笑）。ま
じで、はい。なんでなんですかね、あれ。多分、時間
割が合わなかったんですかね、授業と全かぶりだった
りすると。あるんですかね、そういうの。フフフ。1
学期が青葉先生で、夏が朝岡先生だったんっすよ。でも、
2 学期、英語も入れてもらえなかった。ハハハハハ。
物理は 1 学期から野村先生、化学は三上先生で、はい、
まあ、でも、よくここまでできるようになったんで。
フフフ。

お二方は仲良く 2 浪生ですが、それぞれ 1 浪
のときはどうだったのでしょうか。
益田：ちゃんとやってたかって言われると、まあ、今
年ほどはやってないですね、やっぱり。今年ほどやっ
てなかったです。やってない。はい。できなかったっ
ていうより、やっぱ強制力がなかった(笑)。自分は、やっ
ぱ強制されないとっていうのがあったのかもしれない
です。1 浪目との一番の違いって、一番の違いは、やっ
ぱ授業数ですかね。やっぱ、授業やレビューやらでこ
んなに忙しいと思わなかった。空いてる時間がないか
ら、もう勉強勉強っていう、こんなに勉強に追われた
ことが人生でなかったから。こんなに強制されちゃう
と、やるしかないかなって感じでした。でも、やっぱ、
何だろうな、野球やってたんで、だいぶ精神的には強
かったんで。いろいろ、何ていうんだろう、あの、理
不尽なことには慣れてたんで。体力的にもいけました
ね、全然。思ってたより。慣れてましたね。授業がた
くさんあっても全然、僕は、全然、大丈夫でしたね。
鈴木：1 年目、僕、あのー、誰ともしゃべらずやって
たんですよ。いや、なんかとがってて。やさぐれてて、
ちょっととがってたんで最初、誰ともしゃべんなくやっ
てたら、なんすか、あんまできなくなって、結局、1
人だとやりきれないところとかもあって。で、こっち
来たら、こっちでは、もう、なんかとがるのやめよう
と思って。めちゃめちゃ、それがよかったです。友達
できたのが。( 笑 ) よかったです。多分、そっちのスタ
イルのほうが僕は合ってたんだと思います。はい。男
子校ののりで。 ( 笑 ) なんか、授業数多過ぎて、疲れて、
なんすか、その、病んじゃったみたいな感じは全然な
かったです。

クラス移動はありましたか？
鈴木：最初から俺、M5 です。M5➡M5➡A1➡A1 です。
下がりました ( 笑 )。

益田：僕、ずっと M3 ですね。上にもいけなかったけど、
落ちもしない。上にいきたかったんすけど、まあ、上
に行かないことって多分よかったんですよ、自分はきっ
と。上にいってたら多分、もうおごってたんで、自分
できっと。ああ、俺できるんだって思っちゃうんで。
よかったですよ、ほんと。
鈴木：なんか、そうですね。1 学期は、点数とか順位
とか気にしてたんですけど、最初は…。もう夏ぐらい
から、下の ( 下の階のランキング ) 貼り出しとか、なん
か見に行くの面倒くさくなっちゃって、あんまり行っ
てないですね。なんか、「載ってたよ」って言われて、じゃ
あ、ちょっと見に行くかみたいな。載ってたら行くか
みたいな。どっちかっていうと、なんか自分の取れて
たはずのところが取れてなかったりとかしたときのほ
うが…。むかつく感じ。むかついてました、誰かに負
けたとかより、順位とかよりも、なんか、ここできた
はずなのにできなかったとか、あと逆になんか勘みた
いな感じでやって、たまたま当たっちゃったなみたい
な、そっちのほうを気にしてました。
益田：正直、あのー、最初は M3 だったんですけど、
途中で下がっちゃったオカモトガクト ( 藤田医科大医
学部進学：岡本岳斗 ) っていたんですけど。あれが、
同じ 2 浪で、まあ、なかなかできるやつだったから、
何となく意識はしてました。あとは、ずっと M3 で一
緒だったオオサキ ( 大阪医科薬科大医学部進学：大﨑
赳文 ) は、できるんで、1 浪で、負けたくないなと思っ
てましたね。自分は、最初の頃は、本当にひたすら 1
人でやってたんですよ、途中できつくなってきて、で、
やっぱ話したほうがいいなと思って。途中、夏ぐらい
1 回、マンスリー 200( 点 ) 切ったことがあって、確か、
それで、本当に下がってきて、本当にぎりぎり ( ラン
キングに ) 載るかぐらいで、やばいなって思って。で、
結構、切羽詰まってたんで周りといろいろ話したりし
て、何とか回復しましたね。しゃべるのは、同じクラ
スだと男子はオオサキぐらいですね、女の子たちは、

結構、入れ替わりあったんですけど、どこだろう。うー
ん。ヒヤマさん（聖マリアンナ医科大進学：檜山佳那）
とか。カゲヤマさん ( 近畿大医学部進学：景山なる美 )
とか、チバさん ( 杏林大医学部進学：千葉朱里 ) とかで
すね。まあ、普通に楽しくしてもらいましたね。面白かっ
たですね。友達といろいろしゃべって、メンタルは病
まなかった感じ、大事ですね。

自習室は集中できましたか？
鈴木：あ、夏とか、今年だけかもしれないですけど、
コロナで ( 自習室の窓を ) 開けなきゃいけなかったじゃ
ないですか。めちゃめちゃ暑くて、そのとき。あれは、
ハハハ。熱風が。熱風がうわんって。なんか熱風と、
あとエアコンの冷気が混ざって、なんか分かる？気持
ち悪いみたいなんか。こっち冷たくて、こっちはちょっ
と暑くてみたいな。職員の人とか、めちゃめちゃ苦労
してたと思いますよ。今年だけかもしれないけど、あっ、
去年か、でも、あそこ閉めてたら、多分めちゃめちゃ
いい所だったと。
益田：( 自習室の ) 雰囲気、あれ圧倒されたんすよ、最
初に、春の時点で。隣の原島くん。ハラシマ君 ( 東京
慈恵会医科大進学：原島弘典 ) に圧倒されちゃって。
えー、なんか、すごい雰囲気が、がつがつにやってる
感じだったんで。ああ、なんかどうしようと思って。
そこにもういられなくて、後ろのオオサキも、最初か
らすごいやってましたね。

本番の試験の前、緊張しましたか？
鈴木：愛知とか、ヤバかったです。前の日とか、はい。
益田：前の 1 週間前ぐらいからやばかったです、僕。
今年がやばかったら、駄目だったら、本当どうしよう
と思ってて。始まって、愛知で結構やばくて。できて
なくて、むずっみたいな。
鈴木：フフフ。分かる、それ。(笑)愛知。愛知むずかった。
でも、代官山の生徒いっぱいいたんで、愛知 ( の試験

会場 ) は。で、やっぱ、それが緊張ほぐれました、めちゃ
めちゃ。入って、知ってる顔がたくさんいて。なんか、
模試みたいな。マンスリーみたいな感じで。めっちゃ
マンスリーみたいな感じで取れてて。
益田：どこだっけ、聖マとか、どっかの帰りに、僕、
ヒラカワ ( 杏林大医学部進学：平川知宏 ) とゴトウ ( 杏
林大医学部進学：後藤駿太 ) と一緒に帰ったんですよ。
電車の中で(愛知の結果)見て、みんな受かってて、愛知。
で、みんな初めての合格で、めっちゃうれしかったです。
ハハハ。自分も見て、そうですね。「ああ、受かってる」っ
つって、初めて合格見たんですよ。そのあとすぐに代
官山、戻ってきました。

印象に残った先生を、まず英語から。
鈴木：英語、朝岡先生。マンツー取ったから。なんか、
たまに来る雑談がめちゃめちゃ面白くて、フフ。
例えば、多分、結構、もう有名なやつだと思うんです
けど。家帰ったら、知らないおじさんがお風呂場で寝
てたって話があって。はい。それも印象に。(笑 )でも、
朝岡先生、なんか特に英語の、なんか長文とか読むと
きに、なんすか、文脈とかが捉えられてたらまあいい
よねみたいな感じで、結構。アバウトな感じだったので。
それが合ってた。あの、聖マの記述のやつ見てもらっ
たんですよ。そしたら、なんか、「めっちゃいいじゃん」っ
て褒められたんですよ。だから、「おはようございます
」って言ったら、なんか、何だっけな。あのー、「あれ
だよね、鈴木君ってなんか、訳とか結構ぐちゃぐちゃ
だけど、こういうなんか要点つかむのはうまいね」っ
て言われて、褒められてるのか、ばかにされてるのか
分からねえ。( 笑 ) みたいなことありました。はい。ハ
ハハ。
益田：僕は、栗原先生と石井先生ですかね。栗原先生は、
最初からずっと長文の A のほうをやってもらったんで
すけど。長文に出てくる単語を覚える覚え方とか、語
感とか、いろいろそういう出てくる単語をこれ調べな
さいとか、マーカー引いときなさいとか。石井先生も
そうなんですけど。本当に、結構、単語集めるの好きだっ
たんで、その単語集めて、長文の読み方もすごい丁寧
に夏まではやってくれたので、それを繰り返しやって
ましたね。石井先生は、最初から本当に単語帳を作れっ
て言ってたのを、それだけはやってたんですけど、あと、
なんか最初のほうに言われてた、機能語を黒マーカー
で消して読め、みたいなのは自分、全然できてなくて。
ただ、石井先生の授業自体は、結構、メンタルきてる
ときとかは結構、役立って聞いてました。卒業生の話
とか、受験前とかに結構メンタルやられてた時、1 個、
めっちゃ覚えてるのは、あの、不安って、試験に対す
る不安って、考えれば考えるほど大きくなっていくか
ら、なんかあれこれ考えるなっていう感じのことを言
われたんですよ、ぎりぎりのときに、1 月ぐらいに。で、
あっ、そっか、考えないように、考え過ぎちゃいけな
いんだなと思って。どんどん悪いほう悪いほうに考え

ちゃうので、人間って。そうそうそう。
鈴木：確かに、石井先生のその授業は、なんか、確か、
モチベーションの維持にすごい役立ってた気がする。
僕は、必ず 3 列目には座るようにしてました。必ず。
それより後ろは行かないように。その、たまに当てら
れる、ぼちぼちって感じで。
益田：僕は、本当に潜んでたんで、全然、当たらなかっ
たです。本当に、後ろの端っこだったんで。まあM3だっ
たんで、なんかもう、みんなすごい前、取っちゃうんで、
取んなくていいやっていう感じで。
鈴木：フフフ。
益田：後ろにずっといたんで。あんまり当たらなかっ
たですね。そうですね、結構、焦るんで、あれは。何
回か当たったときは結構、びっくりしました。

次に、数学はどうでしたか。
鈴木：数学。やっぱ薄先生かな。なんか、すごい問題数、
絞るんですよ。これと、これと、これみたいな感じで。
これだけは押さえとけば、あとはそっから応用してい
けばできるからみたいな感じで、基本の問題数押さえ
てくれてて。実際に、それが押さえてると、その過去
問とかやったときも、あっ、できてるなっていうのが
あったりとか。あと、僕、薄先生に頼んで、なんか、「ど
の過去問やったらいいですか」ってのも聞いて、その
プリントみたいなのもらってたんですよ。実際に、そ
この言われた、指定された年度のその過去問やって、
それがテキストとかから、テキストの類題だったりだ
とか、そのテキストと同じ考え方使うやつ(問題)が入っ
てて。それで、そこがまた応用、応用っていうか、そ
のテキストの問題のところが強化されて、その状態で
入試会場に行くと、またそれが本当に同じようなやつ
が出たりして。なんで、初見の問題とかじゃなくて、
取らなきゃいけないところが落とさないようになった
気がします。
益田：取らなきゃいけないところ落としちゃうと、受

かんない、はい。僕は、薄先生と、典さんですかね。
薄先生は、ずっとお世話になってたんで。本当に、自
分がくそみたいにできないときから知ってるんで。で、
あの先生に本当に従ってずっとやってて、で、途中ま
でずっと褒めてもらえなくて、で、取りあえず、おま
えはここをやれって、別に難しい問題とか全然もらえ
なくて。とにかく、ひたすらやれって言われて、やっ
てて。で、冬の単科でなんか見せに行ったんですよ。
そしたら、「おまえ、すごい伸びてる」って言われて、「お
まえ、多分、一番伸びてるよ」って言われて、多分、
みんなに言ってるんですけど(笑)。でも、言われて、めっ
ちゃうれしくて、で、自信がついたっていうか。すご
いうれしかったですね。で、ノリさんは、最初は、本
当になんだこの先生と思って、全然、付いていけないし、
1 人でしゃべってるし、なんだこれと思いながら、ノー
ト写してたんですけど。夏明けぐらいからテストゼミ
が始まって、楽しくて。自分がすごい復習ばっかりやっ
てたんで、すごいできるんですよ、テストゼミが。手
が動いて。で、どんどん難しいのくれるんで、うれし
くて、楽しかったです。
鈴木：フフフフフフ。
益田：ノリさんの授業は、とにかく楽しかったんで。
最初は、ちょっとびっくりしますよね。いろんな解き
方を研究して。ためになる、うん。最初、これ全部や
るのかって思って、ちょっとびっくりしちゃって。フ
フフ。でも、いろいろやって、はい。楽しかったです。(笑)
鈴木：ノリさん、天才過ぎて付いていけないときがある。
益田：ハハハハハ。そうなんです。早過ぎて。

物理は？
鈴木：野村先生。ノムプリの信者、はい。野村先生は、
まずなんか解説のときに、その授業とか、ペン 3 色し
か使わなくて、黒、赤、青しか使わない、で、なんか、
その 3 色で、すごいまとめやすくノートを作ってくれ
るので、後で見直ししたときに、授業で言ってたこと
がもう頭の中で全部再現できて。
益田：ノート、すごい分かりやすい。
鈴木：すごい分かりやすい、野村先生のノート。シン
プルなので、要点がまとまっててみたいな。もう、見
たら分かる。
益田：ハハハ。
鈴木：めちゃめちゃきれいで、分かりやすい。問題集
の解答？解説って、結構はしょってること多くて、な
んか見ても分からないの多いんですけど、それで解い
ていって、授業に持っていって、ここの解説読んで分
からなかったんですけどって聞いたら、なんか、その
目の前で解説してくれたら全部分かって。で、それも、
後で見直してもめちゃめちゃ忘れなかった。ノート書
いてても、後で見直しが分からなくなるとかあるじゃ
ないですか。そういうことは全然なかった、野村先生は。
益田：うん、まじでノムプリやっとけ、物理は。もう。
なんの問題もないです。無敵です。最初の 60 問と、あ

と演習のやつ 30 問で、全部で 90 題。まじ、それがも
う神。

後輩たちに、なんかアドバイスとか、最後に一
言ずつ、お願いします。
益田：うーん。やっぱ 1 人じゃなかったことですかね。
めちゃくちゃでかいです、僕は。去年は1人だったんで。
やっぱ 1 人じゃないほうがいいですよ。( 笑 )
鈴木：絶対失敗する。
益田：絶対かどうか分からないですけど、まあ、石井
先生もなんか言ってたんで。なんか、授業中になんか
春ぐらいに、やっぱ話したほうがいいって。「ここで友
達作って、ちゃんと話した方がいい、解き方とか、互
いの気づきで、はっとするから」って言ってましたね。
鈴木：それがよかった。
益田：結果オーライ。
鈴木：結果オーライ。( 笑 )　まあ、友達はつくったほ
うがいいよってことと、あと、その、上のほうに受かっ
てる人を見てると、朝は早く来てるのかなって気はし
ます。僕は、ちょっとずつ遅くなっちゃって。最初は、
なんか 7 時ぐらいに起きたんですよ、7 時か 7 時半前
かぐらいに来てて。で、それで、まあ 7 時か 7 時半の
間に絶対来るっていうのを 1 学期続けてて、で、夏に
なると、それが7時半からちょっと8時ぐらいになって。
で、2 学期から冬にかけては、また 7 時半から 8 時半
とかになっちゃってて。8 時半前には来るようにはし
てました。
益田：僕、朝そんな弱くないですよ。ここまで、近い
んですけど、40 分ぐらいなんですけど。でも、最初は
同じ、7時。副都心線。まあ、最終的に8時ぐらいでした。
周り、めっちゃ来てました。周り、M1ばっかだったんで、
結構、フカイ君(東京慈恵会医科大進学：深井悠介)とか。
M1、M2 がめちゃめちゃ多くて、キョウゴク君 ( 東京
慈恵会医科大進学 : 京極政樹 ) とか。結構いて、みんな、
めっちゃやってて、やばいわと思いながら。M3 で、
どばどばっと入っていって。
益田：ちゃんと。あ、帰らないことも大事ですね。
鈴木：あー、うん。
益田：帰らない、授業切らない。
鈴木：うんうん。
益田：授業は、僕、切ってないので分からない、切っ
たらどうなるか分からないですけど。切らないことと、
帰らないことですね。帰ったら負けです。切ったら、
また落ちてましたね、きっと。
鈴木：なんか、その、何ていうか、周りの ( 友人の ) 話
聞くの大事だけど、ちゃんと自分は、自分に合うか合
わないかとか、自分はこうしたほうがいいとか、そう
いうのはちゃんと、講師の先生から言われたことは、
素直に受け入れたほうがいいと思うんですけど、友達
によっては、友達に言われたこととかだと、いったん、
フィルターかけたほうがいいのかなと思います。
益田：あと、あとは、そう諦めないこと。成績落ちて

も続けること。言われたとおりにやること。
鈴木：一喜一憂せずに、成績に。言われたことやって、
落としちゃいけない問題を落とさなければ…、受かる
と思います、代官山にいれば。受かりますね。
益田：受かる。代官山、ありがとうって感じ、ハハハ。
鈴木：本当にそうです。代官山じゃなかったら、うーん。
どうだろうね。受かってない気がします、正直。
益田：変えてよかったなって、めちゃめちゃ思います。
鈴木：うん。思う。うーん。自分には合ってたなと思
います、代官山。うん。授業多くて、拘束時間長くて、で、
結構、先生とか、石井先生とかから、やれよやれよっ
て発破かけられるのは合ってたなと思います。●エスト
だったら、なんか、その隙間の時間のときに、何やっ
たらいいのか分からなくなっちゃったりして、ハハハ。
( 笑 )　うーん。代官山は、やっぱ強制されるところで
すかね。
益田：大事ですね。
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なんか高 3 の受験が終わって、浪人決まって、で、な
んか適当に調べてて、駿台とか河合とかいろいろ行っ
たりして、で、四谷が最近いいみたいな。安いし。で、
自分でやろうと思ったらやっぱり受からなくて。( 笑 ) 
こっち来て。
鈴木：僕も一個も出てないです。はい。英語がやばく
てマンツー入れてもらって。あっ、それ、一個言って
いいですか。僕、2 学期と、冬、英語のマンツー申し
込んだんですけど、一個も入らなくて、そこ（笑）。ま
じで、はい。なんでなんですかね、あれ。多分、時間
割が合わなかったんですかね、授業と全かぶりだった
りすると。あるんですかね、そういうの。フフフ。1
学期が青葉先生で、夏が朝岡先生だったんっすよ。でも、
2 学期、英語も入れてもらえなかった。ハハハハハ。
物理は 1 学期から野村先生、化学は三上先生で、はい、
まあ、でも、よくここまでできるようになったんで。
フフフ。

お二方は仲良く 2 浪生ですが、それぞれ 1 浪
のときはどうだったのでしょうか。
益田：ちゃんとやってたかって言われると、まあ、今
年ほどはやってないですね、やっぱり。今年ほどやっ
てなかったです。やってない。はい。できなかったっ
ていうより、やっぱ強制力がなかった(笑)。自分は、やっ
ぱ強制されないとっていうのがあったのかもしれない
です。1 浪目との一番の違いって、一番の違いは、やっ
ぱ授業数ですかね。やっぱ、授業やレビューやらでこ
んなに忙しいと思わなかった。空いてる時間がないか
ら、もう勉強勉強っていう、こんなに勉強に追われた
ことが人生でなかったから。こんなに強制されちゃう
と、やるしかないかなって感じでした。でも、やっぱ、
何だろうな、野球やってたんで、だいぶ精神的には強
かったんで。いろいろ、何ていうんだろう、あの、理
不尽なことには慣れてたんで。体力的にもいけました
ね、全然。思ってたより。慣れてましたね。授業がた
くさんあっても全然、僕は、全然、大丈夫でしたね。
鈴木：1 年目、僕、あのー、誰ともしゃべらずやって
たんですよ。いや、なんかとがってて。やさぐれてて、
ちょっととがってたんで最初、誰ともしゃべんなくやっ
てたら、なんすか、あんまできなくなって、結局、1
人だとやりきれないところとかもあって。で、こっち
来たら、こっちでは、もう、なんかとがるのやめよう
と思って。めちゃめちゃ、それがよかったです。友達
できたのが。( 笑 ) よかったです。多分、そっちのスタ
イルのほうが僕は合ってたんだと思います。はい。男
子校ののりで。 ( 笑 ) なんか、授業数多過ぎて、疲れて、
なんすか、その、病んじゃったみたいな感じは全然な
かったです。

クラス移動はありましたか？
鈴木：最初から俺、M5 です。M5➡M5➡A1➡A1 です。
下がりました ( 笑 )。

結構、入れ替わりあったんですけど、どこだろう。うー
ん。ヒヤマさん（聖マリアンナ医科大進学：檜山佳那）
とか。カゲヤマさん ( 近畿大医学部進学：景山なる美 )
とか、チバさん ( 杏林大医学部進学：千葉朱里 ) とかで
すね。まあ、普通に楽しくしてもらいましたね。面白かっ
たですね。友達といろいろしゃべって、メンタルは病
まなかった感じ、大事ですね。

自習室は集中できましたか？
鈴木：あ、夏とか、今年だけかもしれないですけど、
コロナで ( 自習室の窓を ) 開けなきゃいけなかったじゃ
ないですか。めちゃめちゃ暑くて、そのとき。あれは、
ハハハ。熱風が。熱風がうわんって。なんか熱風と、
あとエアコンの冷気が混ざって、なんか分かる？気持
ち悪いみたいなんか。こっち冷たくて、こっちはちょっ
と暑くてみたいな。職員の人とか、めちゃめちゃ苦労
してたと思いますよ。今年だけかもしれないけど、あっ、
去年か、でも、あそこ閉めてたら、多分めちゃめちゃ
いい所だったと。
益田：( 自習室の ) 雰囲気、あれ圧倒されたんすよ、最
初に、春の時点で。隣の原島くん。ハラシマ君 ( 東京
慈恵会医科大進学：原島弘典 ) に圧倒されちゃって。
えー、なんか、すごい雰囲気が、がつがつにやってる
感じだったんで。ああ、なんかどうしようと思って。
そこにもういられなくて、後ろのオオサキも、最初か
らすごいやってましたね。

本番の試験の前、緊張しましたか？
鈴木：愛知とか、ヤバかったです。前の日とか、はい。
益田：前の 1 週間前ぐらいからやばかったです、僕。
今年がやばかったら、駄目だったら、本当どうしよう
と思ってて。始まって、愛知で結構やばくて。できて
なくて、むずっみたいな。
鈴木：フフフ。分かる、それ。(笑)愛知。愛知むずかった。
でも、代官山の生徒いっぱいいたんで、愛知 ( の試験

会場 ) は。で、やっぱ、それが緊張ほぐれました、めちゃ
めちゃ。入って、知ってる顔がたくさんいて。なんか、
模試みたいな。マンスリーみたいな感じで。めっちゃ
マンスリーみたいな感じで取れてて。
益田：どこだっけ、聖マとか、どっかの帰りに、僕、
ヒラカワ ( 杏林大医学部進学：平川知宏 ) とゴトウ ( 杏
林大医学部進学：後藤駿太 ) と一緒に帰ったんですよ。
電車の中で(愛知の結果)見て、みんな受かってて、愛知。
で、みんな初めての合格で、めっちゃうれしかったです。
ハハハ。自分も見て、そうですね。「ああ、受かってる」っ
つって、初めて合格見たんですよ。そのあとすぐに代
官山、戻ってきました。

印象に残った先生を、まず英語から。
鈴木：英語、朝岡先生。マンツー取ったから。なんか、
たまに来る雑談がめちゃめちゃ面白くて、フフ。
例えば、多分、結構、もう有名なやつだと思うんです
けど。家帰ったら、知らないおじさんがお風呂場で寝
てたって話があって。はい。それも印象に。(笑 )でも、
朝岡先生、なんか特に英語の、なんか長文とか読むと
きに、なんすか、文脈とかが捉えられてたらまあいい
よねみたいな感じで、結構。アバウトな感じだったので。
それが合ってた。あの、聖マの記述のやつ見てもらっ
たんですよ。そしたら、なんか、「めっちゃいいじゃん」っ
て褒められたんですよ。だから、「おはようございます
」って言ったら、なんか、何だっけな。あのー、「あれ
だよね、鈴木君ってなんか、訳とか結構ぐちゃぐちゃ
だけど、こういうなんか要点つかむのはうまいね」っ
て言われて、褒められてるのか、ばかにされてるのか
分からねえ。( 笑 ) みたいなことありました。はい。ハ
ハハ。
益田：僕は、栗原先生と石井先生ですかね。栗原先生は、
最初からずっと長文の A のほうをやってもらったんで
すけど。長文に出てくる単語を覚える覚え方とか、語
感とか、いろいろそういう出てくる単語をこれ調べな
さいとか、マーカー引いときなさいとか。石井先生も
そうなんですけど。本当に、結構、単語集めるの好きだっ
たんで、その単語集めて、長文の読み方もすごい丁寧
に夏まではやってくれたので、それを繰り返しやって
ましたね。石井先生は、最初から本当に単語帳を作れっ
て言ってたのを、それだけはやってたんですけど、あと、
なんか最初のほうに言われてた、機能語を黒マーカー
で消して読め、みたいなのは自分、全然できてなくて。
ただ、石井先生の授業自体は、結構、メンタルきてる
ときとかは結構、役立って聞いてました。卒業生の話
とか、受験前とかに結構メンタルやられてた時、1 個、
めっちゃ覚えてるのは、あの、不安って、試験に対す
る不安って、考えれば考えるほど大きくなっていくか
ら、なんかあれこれ考えるなっていう感じのことを言
われたんですよ、ぎりぎりのときに、1 月ぐらいに。で、
あっ、そっか、考えないように、考え過ぎちゃいけな
いんだなと思って。どんどん悪いほう悪いほうに考え

ちゃうので、人間って。そうそうそう。
鈴木：確かに、石井先生のその授業は、なんか、確か、
モチベーションの維持にすごい役立ってた気がする。
僕は、必ず 3 列目には座るようにしてました。必ず。
それより後ろは行かないように。その、たまに当てら
れる、ぼちぼちって感じで。
益田：僕は、本当に潜んでたんで、全然、当たらなかっ
たです。本当に、後ろの端っこだったんで。まあM3だっ
たんで、なんかもう、みんなすごい前、取っちゃうんで、
取んなくていいやっていう感じで。
鈴木：フフフ。
益田：後ろにずっといたんで。あんまり当たらなかっ
たですね。そうですね、結構、焦るんで、あれは。何
回か当たったときは結構、びっくりしました。

次に、数学はどうでしたか。
鈴木：数学。やっぱ薄先生かな。なんか、すごい問題数、
絞るんですよ。これと、これと、これみたいな感じで。
これだけは押さえとけば、あとはそっから応用してい
けばできるからみたいな感じで、基本の問題数押さえ
てくれてて。実際に、それが押さえてると、その過去
問とかやったときも、あっ、できてるなっていうのが
あったりとか。あと、僕、薄先生に頼んで、なんか、「ど
の過去問やったらいいですか」ってのも聞いて、その
プリントみたいなのもらってたんですよ。実際に、そ
この言われた、指定された年度のその過去問やって、
それがテキストとかから、テキストの類題だったりだ
とか、そのテキストと同じ考え方使うやつ(問題)が入っ
てて。それで、そこがまた応用、応用っていうか、そ
のテキストの問題のところが強化されて、その状態で
入試会場に行くと、またそれが本当に同じようなやつ
が出たりして。なんで、初見の問題とかじゃなくて、
取らなきゃいけないところが落とさないようになった
気がします。
益田：取らなきゃいけないところ落としちゃうと、受

かんない、はい。僕は、薄先生と、典さんですかね。
薄先生は、ずっとお世話になってたんで。本当に、自
分がくそみたいにできないときから知ってるんで。で、
あの先生に本当に従ってずっとやってて、で、途中ま
でずっと褒めてもらえなくて、で、取りあえず、おま
えはここをやれって、別に難しい問題とか全然もらえ
なくて。とにかく、ひたすらやれって言われて、やっ
てて。で、冬の単科でなんか見せに行ったんですよ。
そしたら、「おまえ、すごい伸びてる」って言われて、「お
まえ、多分、一番伸びてるよ」って言われて、多分、
みんなに言ってるんですけど(笑)。でも、言われて、めっ
ちゃうれしくて、で、自信がついたっていうか。すご
いうれしかったですね。で、ノリさんは、最初は、本
当になんだこの先生と思って、全然、付いていけないし、
1 人でしゃべってるし、なんだこれと思いながら、ノー
ト写してたんですけど。夏明けぐらいからテストゼミ
が始まって、楽しくて。自分がすごい復習ばっかりやっ
てたんで、すごいできるんですよ、テストゼミが。手
が動いて。で、どんどん難しいのくれるんで、うれし
くて、楽しかったです。
鈴木：フフフフフフ。
益田：ノリさんの授業は、とにかく楽しかったんで。
最初は、ちょっとびっくりしますよね。いろんな解き
方を研究して。ためになる、うん。最初、これ全部や
るのかって思って、ちょっとびっくりしちゃって。フ
フフ。でも、いろいろやって、はい。楽しかったです。(笑)
鈴木：ノリさん、天才過ぎて付いていけないときがある。
益田：ハハハハハ。そうなんです。早過ぎて。

物理は？
鈴木：野村先生。ノムプリの信者、はい。野村先生は、
まずなんか解説のときに、その授業とか、ペン 3 色し
か使わなくて、黒、赤、青しか使わない、で、なんか、
その 3 色で、すごいまとめやすくノートを作ってくれ
るので、後で見直ししたときに、授業で言ってたこと
がもう頭の中で全部再現できて。
益田：ノート、すごい分かりやすい。
鈴木：すごい分かりやすい、野村先生のノート。シン
プルなので、要点がまとまっててみたいな。もう、見
たら分かる。
益田：ハハハ。
鈴木：めちゃめちゃきれいで、分かりやすい。問題集
の解答？解説って、結構はしょってること多くて、な
んか見ても分からないの多いんですけど、それで解い
ていって、授業に持っていって、ここの解説読んで分
からなかったんですけどって聞いたら、なんか、その
目の前で解説してくれたら全部分かって。で、それも、
後で見直してもめちゃめちゃ忘れなかった。ノート書
いてても、後で見直しが分からなくなるとかあるじゃ
ないですか。そういうことは全然なかった、野村先生は。
益田：うん、まじでノムプリやっとけ、物理は。もう。
なんの問題もないです。無敵です。最初の 60 問と、あ

と演習のやつ 30 問で、全部で 90 題。まじ、それがも
う神。

後輩たちに、なんかアドバイスとか、最後に一
言ずつ、お願いします。
益田：うーん。やっぱ 1 人じゃなかったことですかね。
めちゃくちゃでかいです、僕は。去年は1人だったんで。
やっぱ 1 人じゃないほうがいいですよ。( 笑 )
鈴木：絶対失敗する。
益田：絶対かどうか分からないですけど、まあ、石井
先生もなんか言ってたんで。なんか、授業中になんか
春ぐらいに、やっぱ話したほうがいいって。「ここで友
達作って、ちゃんと話した方がいい、解き方とか、互
いの気づきで、はっとするから」って言ってましたね。
鈴木：それがよかった。
益田：結果オーライ。
鈴木：結果オーライ。( 笑 )　まあ、友達はつくったほ
うがいいよってことと、あと、その、上のほうに受かっ
てる人を見てると、朝は早く来てるのかなって気はし
ます。僕は、ちょっとずつ遅くなっちゃって。最初は、
なんか 7 時ぐらいに起きたんですよ、7 時か 7 時半前
かぐらいに来てて。で、それで、まあ 7 時か 7 時半の
間に絶対来るっていうのを 1 学期続けてて、で、夏に
なると、それが7時半からちょっと8時ぐらいになって。
で、2 学期から冬にかけては、また 7 時半から 8 時半
とかになっちゃってて。8 時半前には来るようにはし
てました。
益田：僕、朝そんな弱くないですよ。ここまで、近い
んですけど、40 分ぐらいなんですけど。でも、最初は
同じ、7時。副都心線。まあ、最終的に8時ぐらいでした。
周り、めっちゃ来てました。周り、M1ばっかだったんで、
結構、フカイ君(東京慈恵会医科大進学：深井悠介)とか。
M1、M2 がめちゃめちゃ多くて、キョウゴク君 ( 東京
慈恵会医科大進学 : 京極政樹 ) とか。結構いて、みんな、
めっちゃやってて、やばいわと思いながら。M3 で、
どばどばっと入っていって。
益田：ちゃんと。あ、帰らないことも大事ですね。
鈴木：あー、うん。
益田：帰らない、授業切らない。
鈴木：うんうん。
益田：授業は、僕、切ってないので分からない、切っ
たらどうなるか分からないですけど。切らないことと、
帰らないことですね。帰ったら負けです。切ったら、
また落ちてましたね、きっと。
鈴木：なんか、その、何ていうか、周りの ( 友人の ) 話
聞くの大事だけど、ちゃんと自分は、自分に合うか合
わないかとか、自分はこうしたほうがいいとか、そう
いうのはちゃんと、講師の先生から言われたことは、
素直に受け入れたほうがいいと思うんですけど、友達
によっては、友達に言われたこととかだと、いったん、
フィルターかけたほうがいいのかなと思います。
益田：あと、あとは、そう諦めないこと。成績落ちて

も続けること。言われたとおりにやること。
鈴木：一喜一憂せずに、成績に。言われたことやって、
落としちゃいけない問題を落とさなければ…、受かる
と思います、代官山にいれば。受かりますね。
益田：受かる。代官山、ありがとうって感じ、ハハハ。
鈴木：本当にそうです。代官山じゃなかったら、うーん。
どうだろうね。受かってない気がします、正直。
益田：変えてよかったなって、めちゃめちゃ思います。
鈴木：うん。思う。うーん。自分には合ってたなと思
います、代官山。うん。授業多くて、拘束時間長くて、で、
結構、先生とか、石井先生とかから、やれよやれよっ
て発破かけられるのは合ってたなと思います。●エスト
だったら、なんか、その隙間の時間のときに、何やっ
たらいいのか分からなくなっちゃったりして、ハハハ。
( 笑 )　うーん。代官山は、やっぱ強制されるところで
すかね。
益田：大事ですね。
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なんか高 3 の受験が終わって、浪人決まって、で、な
んか適当に調べてて、駿台とか河合とかいろいろ行っ
たりして、で、四谷が最近いいみたいな。安いし。で、
自分でやろうと思ったらやっぱり受からなくて。( 笑 ) 
こっち来て。
鈴木：僕も一個も出てないです。はい。英語がやばく
てマンツー入れてもらって。あっ、それ、一個言って
いいですか。僕、2 学期と、冬、英語のマンツー申し
込んだんですけど、一個も入らなくて、そこ（笑）。ま
じで、はい。なんでなんですかね、あれ。多分、時間
割が合わなかったんですかね、授業と全かぶりだった
りすると。あるんですかね、そういうの。フフフ。1
学期が青葉先生で、夏が朝岡先生だったんっすよ。でも、
2 学期、英語も入れてもらえなかった。ハハハハハ。
物理は 1 学期から野村先生、化学は三上先生で、はい、
まあ、でも、よくここまでできるようになったんで。
フフフ。

お二方は仲良く 2 浪生ですが、それぞれ 1 浪
のときはどうだったのでしょうか。
益田：ちゃんとやってたかって言われると、まあ、今
年ほどはやってないですね、やっぱり。今年ほどやっ
てなかったです。やってない。はい。できなかったっ
ていうより、やっぱ強制力がなかった(笑)。自分は、やっ
ぱ強制されないとっていうのがあったのかもしれない
です。1 浪目との一番の違いって、一番の違いは、やっ
ぱ授業数ですかね。やっぱ、授業やレビューやらでこ
んなに忙しいと思わなかった。空いてる時間がないか
ら、もう勉強勉強っていう、こんなに勉強に追われた
ことが人生でなかったから。こんなに強制されちゃう
と、やるしかないかなって感じでした。でも、やっぱ、
何だろうな、野球やってたんで、だいぶ精神的には強
かったんで。いろいろ、何ていうんだろう、あの、理
不尽なことには慣れてたんで。体力的にもいけました
ね、全然。思ってたより。慣れてましたね。授業がた
くさんあっても全然、僕は、全然、大丈夫でしたね。
鈴木：1 年目、僕、あのー、誰ともしゃべらずやって
たんですよ。いや、なんかとがってて。やさぐれてて、
ちょっととがってたんで最初、誰ともしゃべんなくやっ
てたら、なんすか、あんまできなくなって、結局、1
人だとやりきれないところとかもあって。で、こっち
来たら、こっちでは、もう、なんかとがるのやめよう
と思って。めちゃめちゃ、それがよかったです。友達
できたのが。( 笑 ) よかったです。多分、そっちのスタ
イルのほうが僕は合ってたんだと思います。はい。男
子校ののりで。 ( 笑 ) なんか、授業数多過ぎて、疲れて、
なんすか、その、病んじゃったみたいな感じは全然な
かったです。

クラス移動はありましたか？
鈴木：最初から俺、M5 です。M5➡M5➡A1➡A1 です。
下がりました ( 笑 )。

結構、入れ替わりあったんですけど、どこだろう。うー
ん。ヒヤマさん（聖マリアンナ医科大進学：檜山佳那）
とか。カゲヤマさん ( 近畿大医学部進学：景山なる美 )
とか、チバさん ( 杏林大医学部進学：千葉朱里 ) とかで
すね。まあ、普通に楽しくしてもらいましたね。面白かっ
たですね。友達といろいろしゃべって、メンタルは病
まなかった感じ、大事ですね。

自習室は集中できましたか？
鈴木：あ、夏とか、今年だけかもしれないですけど、
コロナで ( 自習室の窓を ) 開けなきゃいけなかったじゃ
ないですか。めちゃめちゃ暑くて、そのとき。あれは、
ハハハ。熱風が。熱風がうわんって。なんか熱風と、
あとエアコンの冷気が混ざって、なんか分かる？気持
ち悪いみたいなんか。こっち冷たくて、こっちはちょっ
と暑くてみたいな。職員の人とか、めちゃめちゃ苦労
してたと思いますよ。今年だけかもしれないけど、あっ、
去年か、でも、あそこ閉めてたら、多分めちゃめちゃ
いい所だったと。
益田：( 自習室の ) 雰囲気、あれ圧倒されたんすよ、最
初に、春の時点で。隣の原島くん。ハラシマ君 ( 東京
慈恵会医科大進学：原島弘典 ) に圧倒されちゃって。
えー、なんか、すごい雰囲気が、がつがつにやってる
感じだったんで。ああ、なんかどうしようと思って。
そこにもういられなくて、後ろのオオサキも、最初か
らすごいやってましたね。

本番の試験の前、緊張しましたか？
鈴木：愛知とか、ヤバかったです。前の日とか、はい。
益田：前の 1 週間前ぐらいからやばかったです、僕。
今年がやばかったら、駄目だったら、本当どうしよう
と思ってて。始まって、愛知で結構やばくて。できて
なくて、むずっみたいな。
鈴木：フフフ。分かる、それ。(笑)愛知。愛知むずかった。
でも、代官山の生徒いっぱいいたんで、愛知 ( の試験

会場 ) は。で、やっぱ、それが緊張ほぐれました、めちゃ
めちゃ。入って、知ってる顔がたくさんいて。なんか、
模試みたいな。マンスリーみたいな感じで。めっちゃ
マンスリーみたいな感じで取れてて。
益田：どこだっけ、聖マとか、どっかの帰りに、僕、
ヒラカワ ( 杏林大医学部進学：平川知宏 ) とゴトウ ( 杏
林大医学部進学：後藤駿太 ) と一緒に帰ったんですよ。
電車の中で(愛知の結果)見て、みんな受かってて、愛知。
で、みんな初めての合格で、めっちゃうれしかったです。
ハハハ。自分も見て、そうですね。「ああ、受かってる」っ
つって、初めて合格見たんですよ。そのあとすぐに代
官山、戻ってきました。

印象に残った先生を、まず英語から。
鈴木：英語、朝岡先生。マンツー取ったから。なんか、
たまに来る雑談がめちゃめちゃ面白くて、フフ。
例えば、多分、結構、もう有名なやつだと思うんです
けど。家帰ったら、知らないおじさんがお風呂場で寝
てたって話があって。はい。それも印象に。(笑 )でも、
朝岡先生、なんか特に英語の、なんか長文とか読むと
きに、なんすか、文脈とかが捉えられてたらまあいい
よねみたいな感じで、結構。アバウトな感じだったので。
それが合ってた。あの、聖マの記述のやつ見てもらっ
たんですよ。そしたら、なんか、「めっちゃいいじゃん」っ
て褒められたんですよ。だから、「おはようございます
」って言ったら、なんか、何だっけな。あのー、「あれ
だよね、鈴木君ってなんか、訳とか結構ぐちゃぐちゃ
だけど、こういうなんか要点つかむのはうまいね」っ
て言われて、褒められてるのか、ばかにされてるのか
分からねえ。( 笑 ) みたいなことありました。はい。ハ
ハハ。
益田：僕は、栗原先生と石井先生ですかね。栗原先生は、
最初からずっと長文の A のほうをやってもらったんで
すけど。長文に出てくる単語を覚える覚え方とか、語
感とか、いろいろそういう出てくる単語をこれ調べな
さいとか、マーカー引いときなさいとか。石井先生も
そうなんですけど。本当に、結構、単語集めるの好きだっ
たんで、その単語集めて、長文の読み方もすごい丁寧
に夏まではやってくれたので、それを繰り返しやって
ましたね。石井先生は、最初から本当に単語帳を作れっ
て言ってたのを、それだけはやってたんですけど、あと、
なんか最初のほうに言われてた、機能語を黒マーカー
で消して読め、みたいなのは自分、全然できてなくて。
ただ、石井先生の授業自体は、結構、メンタルきてる
ときとかは結構、役立って聞いてました。卒業生の話
とか、受験前とかに結構メンタルやられてた時、1 個、
めっちゃ覚えてるのは、あの、不安って、試験に対す
る不安って、考えれば考えるほど大きくなっていくか
ら、なんかあれこれ考えるなっていう感じのことを言
われたんですよ、ぎりぎりのときに、1 月ぐらいに。で、
あっ、そっか、考えないように、考え過ぎちゃいけな
いんだなと思って。どんどん悪いほう悪いほうに考え

ちゃうので、人間って。そうそうそう。
鈴木：確かに、石井先生のその授業は、なんか、確か、
モチベーションの維持にすごい役立ってた気がする。
僕は、必ず 3 列目には座るようにしてました。必ず。
それより後ろは行かないように。その、たまに当てら
れる、ぼちぼちって感じで。
益田：僕は、本当に潜んでたんで、全然、当たらなかっ
たです。本当に、後ろの端っこだったんで。まあM3だっ
たんで、なんかもう、みんなすごい前、取っちゃうんで、
取んなくていいやっていう感じで。
鈴木：フフフ。
益田：後ろにずっといたんで。あんまり当たらなかっ
たですね。そうですね、結構、焦るんで、あれは。何
回か当たったときは結構、びっくりしました。

次に、数学はどうでしたか。
鈴木：数学。やっぱ薄先生かな。なんか、すごい問題数、
絞るんですよ。これと、これと、これみたいな感じで。
これだけは押さえとけば、あとはそっから応用してい
けばできるからみたいな感じで、基本の問題数押さえ
てくれてて。実際に、それが押さえてると、その過去
問とかやったときも、あっ、できてるなっていうのが
あったりとか。あと、僕、薄先生に頼んで、なんか、「ど
の過去問やったらいいですか」ってのも聞いて、その
プリントみたいなのもらってたんですよ。実際に、そ
この言われた、指定された年度のその過去問やって、
それがテキストとかから、テキストの類題だったりだ
とか、そのテキストと同じ考え方使うやつ(問題)が入っ
てて。それで、そこがまた応用、応用っていうか、そ
のテキストの問題のところが強化されて、その状態で
入試会場に行くと、またそれが本当に同じようなやつ
が出たりして。なんで、初見の問題とかじゃなくて、
取らなきゃいけないところが落とさないようになった
気がします。
益田：取らなきゃいけないところ落としちゃうと、受
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かんない、はい。僕は、薄先生と、典さんですかね。
薄先生は、ずっとお世話になってたんで。本当に、自
分がくそみたいにできないときから知ってるんで。で、
あの先生に本当に従ってずっとやってて、で、途中ま
でずっと褒めてもらえなくて、で、取りあえず、おま
えはここをやれって、別に難しい問題とか全然もらえ
なくて。とにかく、ひたすらやれって言われて、やっ
てて。で、冬の単科でなんか見せに行ったんですよ。
そしたら、「おまえ、すごい伸びてる」って言われて、「お
まえ、多分、一番伸びてるよ」って言われて、多分、
みんなに言ってるんですけど(笑)。でも、言われて、めっ
ちゃうれしくて、で、自信がついたっていうか。すご
いうれしかったですね。で、ノリさんは、最初は、本
当になんだこの先生と思って、全然、付いていけないし、
1 人でしゃべってるし、なんだこれと思いながら、ノー
ト写してたんですけど。夏明けぐらいからテストゼミ
が始まって、楽しくて。自分がすごい復習ばっかりやっ
てたんで、すごいできるんですよ、テストゼミが。手
が動いて。で、どんどん難しいのくれるんで、うれし
くて、楽しかったです。
鈴木：フフフフフフ。
益田：ノリさんの授業は、とにかく楽しかったんで。
最初は、ちょっとびっくりしますよね。いろんな解き
方を研究して。ためになる、うん。最初、これ全部や
るのかって思って、ちょっとびっくりしちゃって。フ
フフ。でも、いろいろやって、はい。楽しかったです。(笑)
鈴木：ノリさん、天才過ぎて付いていけないときがある。
益田：ハハハハハ。そうなんです。早過ぎて。

物理は？
鈴木：野村先生。ノムプリの信者、はい。野村先生は、
まずなんか解説のときに、その授業とか、ペン 3 色し
か使わなくて、黒、赤、青しか使わない、で、なんか、
その 3 色で、すごいまとめやすくノートを作ってくれ
るので、後で見直ししたときに、授業で言ってたこと
がもう頭の中で全部再現できて。
益田：ノート、すごい分かりやすい。
鈴木：すごい分かりやすい、野村先生のノート。シン
プルなので、要点がまとまっててみたいな。もう、見
たら分かる。
益田：ハハハ。
鈴木：めちゃめちゃきれいで、分かりやすい。問題集
の解答？解説って、結構はしょってること多くて、な
んか見ても分からないの多いんですけど、それで解い
ていって、授業に持っていって、ここの解説読んで分
からなかったんですけどって聞いたら、なんか、その
目の前で解説してくれたら全部分かって。で、それも、
後で見直してもめちゃめちゃ忘れなかった。ノート書
いてても、後で見直しが分からなくなるとかあるじゃ
ないですか。そういうことは全然なかった、野村先生は。
益田：うん、まじでノムプリやっとけ、物理は。もう。
なんの問題もないです。無敵です。最初の 60 問と、あ

と演習のやつ 30 問で、全部で 90 題。まじ、それがも
う神。

後輩たちに、なんかアドバイスとか、最後に一
言ずつ、お願いします。
益田：うーん。やっぱ 1 人じゃなかったことですかね。
めちゃくちゃでかいです、僕は。去年は1人だったんで。
やっぱ 1 人じゃないほうがいいですよ。( 笑 )
鈴木：絶対失敗する。
益田：絶対かどうか分からないですけど、まあ、石井
先生もなんか言ってたんで。なんか、授業中になんか
春ぐらいに、やっぱ話したほうがいいって。「ここで友
達作って、ちゃんと話した方がいい、解き方とか、互
いの気づきで、はっとするから」って言ってましたね。
鈴木：それがよかった。
益田：結果オーライ。
鈴木：結果オーライ。( 笑 )　まあ、友達はつくったほ
うがいいよってことと、あと、その、上のほうに受かっ
てる人を見てると、朝は早く来てるのかなって気はし
ます。僕は、ちょっとずつ遅くなっちゃって。最初は、
なんか 7 時ぐらいに起きたんですよ、7 時か 7 時半前
かぐらいに来てて。で、それで、まあ 7 時か 7 時半の
間に絶対来るっていうのを 1 学期続けてて、で、夏に
なると、それが7時半からちょっと8時ぐらいになって。
で、2 学期から冬にかけては、また 7 時半から 8 時半
とかになっちゃってて。8 時半前には来るようにはし
てました。
益田：僕、朝そんな弱くないですよ。ここまで、近い
んですけど、40 分ぐらいなんですけど。でも、最初は
同じ、7時。副都心線。まあ、最終的に8時ぐらいでした。
周り、めっちゃ来てました。周り、M1ばっかだったんで、
結構、フカイ君(東京慈恵会医科大進学：深井悠介)とか。
M1、M2 がめちゃめちゃ多くて、キョウゴク君 ( 東京
慈恵会医科大進学 : 京極政樹 ) とか。結構いて、みんな、
めっちゃやってて、やばいわと思いながら。M3 で、
どばどばっと入っていって。
益田：ちゃんと。あ、帰らないことも大事ですね。
鈴木：あー、うん。
益田：帰らない、授業切らない。
鈴木：うんうん。
益田：授業は、僕、切ってないので分からない、切っ
たらどうなるか分からないですけど。切らないことと、
帰らないことですね。帰ったら負けです。切ったら、
また落ちてましたね、きっと。
鈴木：なんか、その、何ていうか、周りの ( 友人の ) 話
聞くの大事だけど、ちゃんと自分は、自分に合うか合
わないかとか、自分はこうしたほうがいいとか、そう
いうのはちゃんと、講師の先生から言われたことは、
素直に受け入れたほうがいいと思うんですけど、友達
によっては、友達に言われたこととかだと、いったん、
フィルターかけたほうがいいのかなと思います。
益田：あと、あとは、そう諦めないこと。成績落ちて

も続けること。言われたとおりにやること。
鈴木：一喜一憂せずに、成績に。言われたことやって、
落としちゃいけない問題を落とさなければ…、受かる
と思います、代官山にいれば。受かりますね。
益田：受かる。代官山、ありがとうって感じ、ハハハ。
鈴木：本当にそうです。代官山じゃなかったら、うーん。
どうだろうね。受かってない気がします、正直。
益田：変えてよかったなって、めちゃめちゃ思います。
鈴木：うん。思う。うーん。自分には合ってたなと思
います、代官山。うん。授業多くて、拘束時間長くて、で、
結構、先生とか、石井先生とかから、やれよやれよっ
て発破かけられるのは合ってたなと思います。●エスト
だったら、なんか、その隙間の時間のときに、何やっ
たらいいのか分からなくなっちゃったりして、ハハハ。
( 笑 )　うーん。代官山は、やっぱ強制されるところで
すかね。
益田：大事ですね。
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なんか高 3 の受験が終わって、浪人決まって、で、な
んか適当に調べてて、駿台とか河合とかいろいろ行っ
たりして、で、四谷が最近いいみたいな。安いし。で、
自分でやろうと思ったらやっぱり受からなくて。( 笑 ) 
こっち来て。
鈴木：僕も一個も出てないです。はい。英語がやばく
てマンツー入れてもらって。あっ、それ、一個言って
いいですか。僕、2 学期と、冬、英語のマンツー申し
込んだんですけど、一個も入らなくて、そこ（笑）。ま
じで、はい。なんでなんですかね、あれ。多分、時間
割が合わなかったんですかね、授業と全かぶりだった
りすると。あるんですかね、そういうの。フフフ。1
学期が青葉先生で、夏が朝岡先生だったんっすよ。でも、
2 学期、英語も入れてもらえなかった。ハハハハハ。
物理は 1 学期から野村先生、化学は三上先生で、はい、
まあ、でも、よくここまでできるようになったんで。
フフフ。

お二方は仲良く 2 浪生ですが、それぞれ 1 浪
のときはどうだったのでしょうか。
益田：ちゃんとやってたかって言われると、まあ、今
年ほどはやってないですね、やっぱり。今年ほどやっ
てなかったです。やってない。はい。できなかったっ
ていうより、やっぱ強制力がなかった(笑)。自分は、やっ
ぱ強制されないとっていうのがあったのかもしれない
です。1 浪目との一番の違いって、一番の違いは、やっ
ぱ授業数ですかね。やっぱ、授業やレビューやらでこ
んなに忙しいと思わなかった。空いてる時間がないか
ら、もう勉強勉強っていう、こんなに勉強に追われた
ことが人生でなかったから。こんなに強制されちゃう
と、やるしかないかなって感じでした。でも、やっぱ、
何だろうな、野球やってたんで、だいぶ精神的には強
かったんで。いろいろ、何ていうんだろう、あの、理
不尽なことには慣れてたんで。体力的にもいけました
ね、全然。思ってたより。慣れてましたね。授業がた
くさんあっても全然、僕は、全然、大丈夫でしたね。
鈴木：1 年目、僕、あのー、誰ともしゃべらずやって
たんですよ。いや、なんかとがってて。やさぐれてて、
ちょっととがってたんで最初、誰ともしゃべんなくやっ
てたら、なんすか、あんまできなくなって、結局、1
人だとやりきれないところとかもあって。で、こっち
来たら、こっちでは、もう、なんかとがるのやめよう
と思って。めちゃめちゃ、それがよかったです。友達
できたのが。( 笑 ) よかったです。多分、そっちのスタ
イルのほうが僕は合ってたんだと思います。はい。男
子校ののりで。 ( 笑 ) なんか、授業数多過ぎて、疲れて、
なんすか、その、病んじゃったみたいな感じは全然な
かったです。

クラス移動はありましたか？
鈴木：最初から俺、M5 です。M5➡M5➡A1➡A1 です。
下がりました ( 笑 )。

結構、入れ替わりあったんですけど、どこだろう。うー
ん。ヒヤマさん（聖マリアンナ医科大進学：檜山佳那）
とか。カゲヤマさん ( 近畿大医学部進学：景山なる美 )
とか、チバさん ( 杏林大医学部進学：千葉朱里 ) とかで
すね。まあ、普通に楽しくしてもらいましたね。面白かっ
たですね。友達といろいろしゃべって、メンタルは病
まなかった感じ、大事ですね。

自習室は集中できましたか？
鈴木：あ、夏とか、今年だけかもしれないですけど、
コロナで ( 自習室の窓を ) 開けなきゃいけなかったじゃ
ないですか。めちゃめちゃ暑くて、そのとき。あれは、
ハハハ。熱風が。熱風がうわんって。なんか熱風と、
あとエアコンの冷気が混ざって、なんか分かる？気持
ち悪いみたいなんか。こっち冷たくて、こっちはちょっ
と暑くてみたいな。職員の人とか、めちゃめちゃ苦労
してたと思いますよ。今年だけかもしれないけど、あっ、
去年か、でも、あそこ閉めてたら、多分めちゃめちゃ
いい所だったと。
益田：( 自習室の ) 雰囲気、あれ圧倒されたんすよ、最
初に、春の時点で。隣の原島くん。ハラシマ君 ( 東京
慈恵会医科大進学：原島弘典 ) に圧倒されちゃって。
えー、なんか、すごい雰囲気が、がつがつにやってる
感じだったんで。ああ、なんかどうしようと思って。
そこにもういられなくて、後ろのオオサキも、最初か
らすごいやってましたね。

本番の試験の前、緊張しましたか？
鈴木：愛知とか、ヤバかったです。前の日とか、はい。
益田：前の 1 週間前ぐらいからやばかったです、僕。
今年がやばかったら、駄目だったら、本当どうしよう
と思ってて。始まって、愛知で結構やばくて。できて
なくて、むずっみたいな。
鈴木：フフフ。分かる、それ。(笑)愛知。愛知むずかった。
でも、代官山の生徒いっぱいいたんで、愛知 ( の試験

会場 ) は。で、やっぱ、それが緊張ほぐれました、めちゃ
めちゃ。入って、知ってる顔がたくさんいて。なんか、
模試みたいな。マンスリーみたいな感じで。めっちゃ
マンスリーみたいな感じで取れてて。
益田：どこだっけ、聖マとか、どっかの帰りに、僕、
ヒラカワ ( 杏林大医学部進学：平川知宏 ) とゴトウ ( 杏
林大医学部進学：後藤駿太 ) と一緒に帰ったんですよ。
電車の中で(愛知の結果)見て、みんな受かってて、愛知。
で、みんな初めての合格で、めっちゃうれしかったです。
ハハハ。自分も見て、そうですね。「ああ、受かってる」っ
つって、初めて合格見たんですよ。そのあとすぐに代
官山、戻ってきました。

印象に残った先生を、まず英語から。
鈴木：英語、朝岡先生。マンツー取ったから。なんか、
たまに来る雑談がめちゃめちゃ面白くて、フフ。
例えば、多分、結構、もう有名なやつだと思うんです
けど。家帰ったら、知らないおじさんがお風呂場で寝
てたって話があって。はい。それも印象に。(笑 )でも、
朝岡先生、なんか特に英語の、なんか長文とか読むと
きに、なんすか、文脈とかが捉えられてたらまあいい
よねみたいな感じで、結構。アバウトな感じだったので。
それが合ってた。あの、聖マの記述のやつ見てもらっ
たんですよ。そしたら、なんか、「めっちゃいいじゃん」っ
て褒められたんですよ。だから、「おはようございます
」って言ったら、なんか、何だっけな。あのー、「あれ
だよね、鈴木君ってなんか、訳とか結構ぐちゃぐちゃ
だけど、こういうなんか要点つかむのはうまいね」っ
て言われて、褒められてるのか、ばかにされてるのか
分からねえ。( 笑 ) みたいなことありました。はい。ハ
ハハ。
益田：僕は、栗原先生と石井先生ですかね。栗原先生は、
最初からずっと長文の A のほうをやってもらったんで
すけど。長文に出てくる単語を覚える覚え方とか、語
感とか、いろいろそういう出てくる単語をこれ調べな
さいとか、マーカー引いときなさいとか。石井先生も
そうなんですけど。本当に、結構、単語集めるの好きだっ
たんで、その単語集めて、長文の読み方もすごい丁寧
に夏まではやってくれたので、それを繰り返しやって
ましたね。石井先生は、最初から本当に単語帳を作れっ
て言ってたのを、それだけはやってたんですけど、あと、
なんか最初のほうに言われてた、機能語を黒マーカー
で消して読め、みたいなのは自分、全然できてなくて。
ただ、石井先生の授業自体は、結構、メンタルきてる
ときとかは結構、役立って聞いてました。卒業生の話
とか、受験前とかに結構メンタルやられてた時、1 個、
めっちゃ覚えてるのは、あの、不安って、試験に対す
る不安って、考えれば考えるほど大きくなっていくか
ら、なんかあれこれ考えるなっていう感じのことを言
われたんですよ、ぎりぎりのときに、1 月ぐらいに。で、
あっ、そっか、考えないように、考え過ぎちゃいけな
いんだなと思って。どんどん悪いほう悪いほうに考え

ちゃうので、人間って。そうそうそう。
鈴木：確かに、石井先生のその授業は、なんか、確か、
モチベーションの維持にすごい役立ってた気がする。
僕は、必ず 3 列目には座るようにしてました。必ず。
それより後ろは行かないように。その、たまに当てら
れる、ぼちぼちって感じで。
益田：僕は、本当に潜んでたんで、全然、当たらなかっ
たです。本当に、後ろの端っこだったんで。まあM3だっ
たんで、なんかもう、みんなすごい前、取っちゃうんで、
取んなくていいやっていう感じで。
鈴木：フフフ。
益田：後ろにずっといたんで。あんまり当たらなかっ
たですね。そうですね、結構、焦るんで、あれは。何
回か当たったときは結構、びっくりしました。

次に、数学はどうでしたか。
鈴木：数学。やっぱ薄先生かな。なんか、すごい問題数、
絞るんですよ。これと、これと、これみたいな感じで。
これだけは押さえとけば、あとはそっから応用してい
けばできるからみたいな感じで、基本の問題数押さえ
てくれてて。実際に、それが押さえてると、その過去
問とかやったときも、あっ、できてるなっていうのが
あったりとか。あと、僕、薄先生に頼んで、なんか、「ど
の過去問やったらいいですか」ってのも聞いて、その
プリントみたいなのもらってたんですよ。実際に、そ
この言われた、指定された年度のその過去問やって、
それがテキストとかから、テキストの類題だったりだ
とか、そのテキストと同じ考え方使うやつ(問題)が入っ
てて。それで、そこがまた応用、応用っていうか、そ
のテキストの問題のところが強化されて、その状態で
入試会場に行くと、またそれが本当に同じようなやつ
が出たりして。なんで、初見の問題とかじゃなくて、
取らなきゃいけないところが落とさないようになった
気がします。
益田：取らなきゃいけないところ落としちゃうと、受
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かんない、はい。僕は、薄先生と、典さんですかね。
薄先生は、ずっとお世話になってたんで。本当に、自
分がくそみたいにできないときから知ってるんで。で、
あの先生に本当に従ってずっとやってて、で、途中ま
でずっと褒めてもらえなくて、で、取りあえず、おま
えはここをやれって、別に難しい問題とか全然もらえ
なくて。とにかく、ひたすらやれって言われて、やっ
てて。で、冬の単科でなんか見せに行ったんですよ。
そしたら、「おまえ、すごい伸びてる」って言われて、「お
まえ、多分、一番伸びてるよ」って言われて、多分、
みんなに言ってるんですけど(笑)。でも、言われて、めっ
ちゃうれしくて、で、自信がついたっていうか。すご
いうれしかったですね。で、ノリさんは、最初は、本
当になんだこの先生と思って、全然、付いていけないし、
1 人でしゃべってるし、なんだこれと思いながら、ノー
ト写してたんですけど。夏明けぐらいからテストゼミ
が始まって、楽しくて。自分がすごい復習ばっかりやっ
てたんで、すごいできるんですよ、テストゼミが。手
が動いて。で、どんどん難しいのくれるんで、うれし
くて、楽しかったです。
鈴木：フフフフフフ。
益田：ノリさんの授業は、とにかく楽しかったんで。
最初は、ちょっとびっくりしますよね。いろんな解き
方を研究して。ためになる、うん。最初、これ全部や
るのかって思って、ちょっとびっくりしちゃって。フ
フフ。でも、いろいろやって、はい。楽しかったです。(笑)
鈴木：ノリさん、天才過ぎて付いていけないときがある。
益田：ハハハハハ。そうなんです。早過ぎて。

物理は？
鈴木：野村先生。ノムプリの信者、はい。野村先生は、
まずなんか解説のときに、その授業とか、ペン 3 色し
か使わなくて、黒、赤、青しか使わない、で、なんか、
その 3 色で、すごいまとめやすくノートを作ってくれ
るので、後で見直ししたときに、授業で言ってたこと
がもう頭の中で全部再現できて。
益田：ノート、すごい分かりやすい。
鈴木：すごい分かりやすい、野村先生のノート。シン
プルなので、要点がまとまっててみたいな。もう、見
たら分かる。
益田：ハハハ。
鈴木：めちゃめちゃきれいで、分かりやすい。問題集
の解答？解説って、結構はしょってること多くて、な
んか見ても分からないの多いんですけど、それで解い
ていって、授業に持っていって、ここの解説読んで分
からなかったんですけどって聞いたら、なんか、その
目の前で解説してくれたら全部分かって。で、それも、
後で見直してもめちゃめちゃ忘れなかった。ノート書
いてても、後で見直しが分からなくなるとかあるじゃ
ないですか。そういうことは全然なかった、野村先生は。
益田：うん、まじでノムプリやっとけ、物理は。もう。
なんの問題もないです。無敵です。最初の 60 問と、あ

と演習のやつ 30 問で、全部で 90 題。まじ、それがも
う神。

後輩たちに、なんかアドバイスとか、最後に一
言ずつ、お願いします。
益田：うーん。やっぱ 1 人じゃなかったことですかね。
めちゃくちゃでかいです、僕は。去年は1人だったんで。
やっぱ 1 人じゃないほうがいいですよ。( 笑 )
鈴木：絶対失敗する。
益田：絶対かどうか分からないですけど、まあ、石井
先生もなんか言ってたんで。なんか、授業中になんか
春ぐらいに、やっぱ話したほうがいいって。「ここで友
達作って、ちゃんと話した方がいい、解き方とか、互
いの気づきで、はっとするから」って言ってましたね。
鈴木：それがよかった。
益田：結果オーライ。
鈴木：結果オーライ。( 笑 )　まあ、友達はつくったほ
うがいいよってことと、あと、その、上のほうに受かっ
てる人を見てると、朝は早く来てるのかなって気はし
ます。僕は、ちょっとずつ遅くなっちゃって。最初は、
なんか 7 時ぐらいに起きたんですよ、7 時か 7 時半前
かぐらいに来てて。で、それで、まあ 7 時か 7 時半の
間に絶対来るっていうのを 1 学期続けてて、で、夏に
なると、それが7時半からちょっと8時ぐらいになって。
で、2 学期から冬にかけては、また 7 時半から 8 時半
とかになっちゃってて。8 時半前には来るようにはし
てました。
益田：僕、朝そんな弱くないですよ。ここまで、近い
んですけど、40 分ぐらいなんですけど。でも、最初は
同じ、7時。副都心線。まあ、最終的に8時ぐらいでした。
周り、めっちゃ来てました。周り、M1ばっかだったんで、
結構、フカイ君(東京慈恵会医科大進学：深井悠介)とか。
M1、M2 がめちゃめちゃ多くて、キョウゴク君 ( 東京
慈恵会医科大進学 : 京極政樹 ) とか。結構いて、みんな、
めっちゃやってて、やばいわと思いながら。M3 で、
どばどばっと入っていって。
益田：ちゃんと。あ、帰らないことも大事ですね。
鈴木：あー、うん。
益田：帰らない、授業切らない。
鈴木：うんうん。
益田：授業は、僕、切ってないので分からない、切っ
たらどうなるか分からないですけど。切らないことと、
帰らないことですね。帰ったら負けです。切ったら、
また落ちてましたね、きっと。
鈴木：なんか、その、何ていうか、周りの ( 友人の ) 話
聞くの大事だけど、ちゃんと自分は、自分に合うか合
わないかとか、自分はこうしたほうがいいとか、そう
いうのはちゃんと、講師の先生から言われたことは、
素直に受け入れたほうがいいと思うんですけど、友達
によっては、友達に言われたこととかだと、いったん、
フィルターかけたほうがいいのかなと思います。
益田：あと、あとは、そう諦めないこと。成績落ちて

も続けること。言われたとおりにやること。
鈴木：一喜一憂せずに、成績に。言われたことやって、
落としちゃいけない問題を落とさなければ…、受かる
と思います、代官山にいれば。受かりますね。
益田：受かる。代官山、ありがとうって感じ、ハハハ。
鈴木：本当にそうです。代官山じゃなかったら、うーん。
どうだろうね。受かってない気がします、正直。
益田：変えてよかったなって、めちゃめちゃ思います。
鈴木：うん。思う。うーん。自分には合ってたなと思
います、代官山。うん。授業多くて、拘束時間長くて、で、
結構、先生とか、石井先生とかから、やれよやれよっ
て発破かけられるのは合ってたなと思います。●エスト
だったら、なんか、その隙間の時間のときに、何やっ
たらいいのか分からなくなっちゃったりして、ハハハ。
( 笑 )　うーん。代官山は、やっぱ強制されるところで
すかね。
益田：大事ですね。
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卒 業 生 が 語 る

WAY TO SUCCESS

合格への
軌跡2021年

信州大医学部医学科
昭和大医学部Ⅰ期
東京医科大
杏林大医学部
北里大医学部

正規合格
2次正規合格
2次特待合格
2次正規合格
2次正規合格

石井先生には、「あのね、大学生活、
大学に一回入っちゃうと、一回質  

下がってるから、こんくらいやんないと  
1年じゃ間に合わないって」言われた。
信州大医学部医学科進学　岩科 弘丸 君(日比谷高校卒)
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WAY TO SUCCESS合格への軌跡

それでは、まず、お名前から、お願いします。
えーっと、名前は、岩科弘丸です。行った大学は、信
州大学です。1 次通った大学が、愛知、国際、杏林、えー、
東邦、獨協、日大、昭和、東京医科、慈恵。はい、9
個ですかね。あれ、おかしいな、俺が受けたの、多分、
そうっすよね。いや、多分、これで合ってるはず、あ、
北里、言いました？　俺、それっすわ、北里ですわ。
そうです。それで 10 個か、で、2 次きたのは、国立も
含めると、2 次きたの、杏林、北里、東医、うん、昭和です。
で、終わりかな。４つです。で、東医が、東医が、特
待でした。500 万円引きのやつ、はい、そうっす。いや、
まあ、まあ。

まず代官山に来た経緯とかお願いします。
なんか、大学に、ノリで、工学部建築学科に行ってて、
途中、やり直しできないかな、って、もう嫌過ぎて、「留
年したい」って言ったんすけど、学部に。「いや、駄目
です」って言われて。もう決ま、決まっちゃったんでっ
て言われて。じゃ、もう、俺、建築家。俺は建築の道
を進むのかって絶望してたところに、ま、なんか、お
やじと話す機会があって。そう、福島に、ちょっと病
院に、なんかいろいろ手伝い行ったりしてて。そんと
きに話す機会があって、僕の兄が代官山 MEDICAL、通っ
てたんすけど。うん、1 年で受かったんで。まあ、自
分から言ったんすよね、なんか、そういう塾あるんで
しょみたいな話は僕からして。建築が嫌なんで、( 医学
部 ) 受けさせてもらえないかって、行かせてもらえな
いかって話をして。で、まあ、了承を得たんで、母親と、
ちょっと、石井先生のほうに面談に行って。そうですね、
入ったっていう感じだと思います。
まあ、歳的に、大学のほうで ( すでに ) 留年してたので、
3 浪扱いですね、歳的に、歳的にはそうです。言われ
てみれば、僕がここに来る前に、父と話した段階では、
なんか、父親いわく、ま、埼玉受かったらいいほうじゃ
ないかって、もしくは、まあ、普通に 2 年かかると思
うよ、みたいなこと言われてて。ああ、まあ、そんな
もんかって。ブランクあるしなって思ってたんですけ
ど。

最初、クラスどうでした？
最初のクラスは、確か A1 でしたね、A1。試験受けま
した。あの、みんな受けた、4 月くらいに受けた入塾
テスト的なやつで、( クラスが ) 決まって。偏差値 51.2
からスタート。結構 ( 知識 ) 抜けてて、できませんでし
たね。普通に。ま、なんで A1 にいけたのかもよく分
かんないっす、正直。いや、まあ、次も A1 でしたね。
A1➡夏、A1➡2 学期、冬期の最後のクラス分けで、多分、
M4 に行った感じです。うーん、ま、まじな話すると、
最初のほうは、これ、授業多過ぎやろと、や、てか、あの、
石井先生に事前にカリキュラム見せられてたんですけ
ど、この時点で、正直、僕、嫌になってて、一瞬、ハハ、
辞めようかなって思ったんすけど、親が医学部行きた

いなら、こんくらいやんなきゃいけないって言うんで、
まあ、しょうがないかなって思ってたんですけど。いや、
や、きつくね？っていう話はちょっとしたんですけど。
石井先生と親父、両方から、いやいや別にこんくらい
普通だからみたいな話されて。あ、これが普通なのかっ
て思って、ま、授業は受けてたんすけど、最初のほう
は本当に疲れてましたね。ま、大学のあれが染み付い
てる…。石井先生には、あのね、大学生活って、大学
に一回入っちゃうと、一回質下がってるから、こんく
らいやんないと 1 年じゃ間に合わない、って言われた。
きつかったです。確かに、大学なんか、授業出てない、
出てなかったし、全然出てなくて。まあ、家で、昼ま
で寝て、ゲームして温泉行って。へへへ、温泉よく行っ
てました。友達と飯食って。ハハ。親の金で。最悪っ
すよね、ハハハ。いやー、俺もそう思います、我ながら。
まあ、確かに、そうですね。まず、私立を押さえてか
ら余裕があれば、共通テスト対策も、っていう感じで、
あの、幻の MZ じゃないから、はい、やっぱり。対策
は基本私立しかしてなくて、えー、いつ頃慣れたかな、
なんか、夏明けくらいからやっと、ま、夏には慣れて、
まあ、夏明けくらいからは、ぎりぎり復習も追いつい
たかな。

入試を振りかえって、各大学の勝因・敗因は？
日医の敗因は、多分、僕は数学だと思います。あれは
数学ですね。間違いなく。数学終わった時点で絶望で
した。あー、もう、これ落ちたなと。俺は日医の 1 次
合格に引っかかってないなって思いました。数学終わっ
た時点で。そう、悟りました。ああ、ま、一応、頑張
りましたけど。その後も。英語もむずかったです。ただ、
英語は多分、人並みにはできてんじゃないかなって感
じだったんすけど。まあ、数学。難関校は数学なんで。
結局。はい。
いや、慈恵も、え、でも正直なんで 1 次通ったのか分
かんないっす。結構、これ言ってる人いないっすか。え、
本当に、な、なんか全然できなくて。なんか、もう、
理科だとか途中から、俺、結構、投げやりだったんす
けど。理科、まじでむずかったんす。物理とか。え、
みたいな。ここ、東京大学かなみたいな問題出てきて。
いや、まあ、もう、うーん。ま、なんか、適当に、えーっ
てやってたんですけど。
ま、なぜか1次は通りました。ハハ。合ってたんすかね。
や、本当に難しかったです。レベルが違いましたね。
慈恵だけ。正直、受けた中で。本当に難しかった。レ
ベチでした。本当に。受かった人はすごいっす。京極
君とか。リスペクトです。化学もむずかったっすね。
いや、むずかったっす。まじでむずかった。英語は多分、
取れてますね。合格者平均くらいは。ま、自分の中で
ですけど。はい。ハハ。あそこ、だって、ほら、物理
オリンピックの出場者が作ってんでしょとんでもない
問題でしたよ。ま、見てもらえれば。
いや、やばかったっす。な、何これみたいな。東医は。

共通。そうですね。平易な問題だったと思います。

マンツーマンは受講してましたか？。
そうそう、マンツーで。ちゃんと阿里先生も長文だけ
にしてくれて。長文は好きなんで。その長文の中で文
法も、ある程度、補填できるんで。ま、要は、マンツー
マンの先生とちゃんと、相談するんって、大事っす。
うん。俺、基本的に仲良かったんで。マンツーマンの
先生とは全員。
英語が阿里先生。高橋阿里先生。で、数学が長澤先生。で、
えー、物理が柳瀬先生。化学は横井先生っす。みんな
仲いいっすよ、俺。全員。全員フレンドです。俺の。
フレンドは言い過ぎだ。怒られるな。まあまあまあ。
横井先生とかしっかり教えてくれたでしょ。やー、横
井先生、良かったっすね。横井先生、単純に授業のレベ。
あ、マンツーマンのレベルが高いんすよ。まあ、ま、
また駿台との比較になっちゃうんすけど。駿台も、まあ、
レジェンド講師、いらっしゃるじゃないっすか。あの、
なんか俺が嫌いなの、駿台の嫌いなのが、100 人くら
いに一斉に教えるんで。まあ、あの、ま、要はレスポ
ンスがないじゃないっすか。生徒から。あれがあんま
好きじゃなくて。だ、なんか、横井先生も、の場合は、
なんか、ちゃんと、あの、授業のクオリティーも、なんか、
そんな割と劣らずなんですよね。そのレジェンド講師
の方々に。ちゃんと、あの、何だろうな。雑にじゃなくて、
根本から。先生分かんないと思うんすけど、電子論とか、
あの、あるんす。化学だと。軌道とか。そうそう、そ
れから教えてくれるんで。ま、俺の場合、大学でやっ
てたからっていうのもあるんすけど、軌道とか。もう、
そこから教えてくれるんで全然。しかもそれをマンツー
マンなんで。いや、もうお得感ありましたね。はい、
バリバリありました。これは本当っすよ。ちゃんと。
嘘つかないっすよ。ハハ。
横井先生、良かったっすね。単純に話が合うんで。合うっ
つうか、まあ、合わせてくれてんのかもしれないっす
けど。数学の長澤先生は、ま、長澤先生にめっちゃ言
われんすけど、質問が多いみたいな。おまえ、うるさ
いみたいな。でも、それがいいらしいんで。長澤先生
曰く。でも、質問ない子よりは質問ある子のほうが全
然いいみたいな話なんで、ま、自分の中では結構いい
関係を築けたんではないかなと。
柳瀬先生は、え、なん、何だろうな。なんか、最初っ
から好きでしたね。柳瀬先生。東大生好きなんで。俺。
東大だってなって。うわ、やべ、賢いじゃんって。賢い人、
好きなんすよ、俺。で、賢い感があふれてたんで。し
かも何だろうな。若いんで、若いっすよね。その国立
のノウハウも結構分かってくれてたんで、ま、結構、合っ
てましたね、柳瀬先生、ありがたいっす。あざす。で、
阿里先生は、うーん、ま、俺が絶対自分で勉強しない
英語を無理やり勉強させてくれる人って感じ。
自分で英語って絶対しないんで。僕。本当に。でも、
宿題として出してくれるんで。それやんないと授業が

成り立たないんすよ。阿里先生の。そうそうそう。あれ、
だって俺がやってこないと、なんも授業なんないじゃ
ないっすか。さすがにそこは俺も申し訳なくってやるっ
ていう、この、うまいっすよね。阿里先生はね。俺に
やらせんのが。ああ、それでやってました。さすがに。

集団授業は、自分に合っていましたか、また、
遠慮なく、先生に質問にもいけていましたか？
物理、一番、好きなのは野村先生が、いっちゃん好き
でしたね。質問にもめっちゃ行ってたのは野村先生か
な。え、なんか理知的じゃないですか。雰囲気が。なのと、
え、何だろうな。なんかいいんすよ。や、なんか、質
問にも普通に答えて。いや、もちろん他の方々も答え
てくれるんすけど、小澤先生にも行ってましたね。でも、
寺澤先生の授業も好きでしたけどね。俺、みんな、み
んな好きだったんだよな、物理は。選べないっすね。
最後、物理偏差値、77。73.7 とかいけて、小問…。あ
あいうの得意なんだよね。雑魚狩り得意なんで。そう、
雑魚狩りの岩科ですから。強いやつ。あんまり強いや
つと戦うのはちょっと NG なんす、俺は。そう、雑魚
は狩れる。数学、最初。36 点で、偏差値 44.4 ですね。
ハハハハ。いや、ま。数学できなかったっすね。いや、
数学は。え、自分の中では得意なんすけど、ま、多分、
得意じゃないんでしょうね。如実に点数に表れてるん
で。
スタの後期、冬期かな、のテキストの物理で、なんか、
めちゃめちゃむずいコンデンサーの問題があって。野
村先生に聞きに行ったんすよ。で、なんか、もう、何
だろうな。微分とか使って、説明してらっしゃったん
ですけど、それ聞いたら、でも、こんなん解けるやつ、
いないよみたいな。東大受けるやつでも解けないよみ
たいな話をしたのはちょっと覚えてますね。いや、じゃ
あ、なんでこんなん載せたんねんみたいな。スタのテ
キストにって思ったんすけど言いませんでした。いや、
東大受けるやつでも解けないみたいな。でも、あれ、
理解してる人いないっすよ、あの授業。俺も理解でき
なかったっすもん。正直。俺で、できないんすよ。地
獄ですよ、あれ。本当に。物理は、でも、単純に先生
がたの教え方が良かったんじゃないっすか、代官山。
テキストは、物理はめっちゃ、物理も予習してた。俺。
あの、物理で予習するんすよ。野村先生の解説とか、
小澤先生も良かったな。なんか、現象理解っていうか、
入りは俺、寺澤先生が一番好きなんすよ。あの、概念。
波とか。ちゃんと黒板に絵とか描いて説明してくれる
んで。で、そっから具体的に、じゃあ、どうやるかっ
ていうのは、寺澤先生とか小澤先生が結構微分とか使
うんで。そこは、そのお二方のほうが好きだった。
数学、まず好きなのは典さん好きでしたね。典さんは、
あの、何だろう。早く解けた人が、もう次いっていいっ
ていうスタイルだったじゃないですか。ま、多分、受
けたら分かると思うんすけど。それは、結構合ってま
したね。あと、楽しいんで。単純に。授業が楽しいっ

ていうのはいいことですよ。
「はい、解けました」っつって、「はい、合ってる、次いっ
ていいよ」って言われると、ま、やっぱうれしいんで。
でも、典さん良かったけど、別に他の先生も普通に良
かったかな。あと、数学、他、誰いたっけ。長澤先生。あ、
あと、俺、中村先生。結構、好きでした。中村先生、
何が良かったのかな。なんか、王道をいってた気がする。
中村先生は。あれ、優しいっす。中村先生、優しくないっ
すか。異常に優しくないっすか、あの人。優しいっす
よね。だから質問にも行きやすいし。良かったっす。
や、数学。6 人いるはずっすよね。だって、Part６まで
あるから。あー、アハ。薄先生だ。
や、薄先生はだって、もう、俺が言う必要ないっすよね。
多分ね。俺が、いいって言ったところで、あれなんで。ま、
当たり前ですけど、良かったっす。薄先生は。ていう
ぐらいかな。英語は、石井先生の授業はちゃんと受け
ましょう。予習しないと怖いんで、予習しましょう。
ていうのと、え、あと、誰だっけな。栗原さんと、あ
と1人いたんだよな。あ、岩﨑先生だ。岩﨑先生は、うん、
俺、結構、好きな。ま、好み分かれんじゃないかな。
どうなんだろうな。岩﨑先生。あの人、延長するんすよ。
絶対。延長魔なんすよ。あの人。一つ悪いとこ言うと
したら、結構、授業中に無駄話、すんすよ、あの人。
でも延長するんすよ。そこはちょっとあれでしたけど。
でも、無駄話も、ま、面白いんで、まあ、許します。あと、
岩﨑先生の良かったとこは、当てるんで。寝ないくらい。
ハハ。あと、岩﨑先生は、結構、文法がいいっていう
人もいるかもしれない。俺は長文が好きでしたね。あと、
授業中に本の、なんか、大学の講義みたいなことやる
んすよね。あの人。多分、自分が、大学にいたから、
その経験を活かそうとしてると思うんすけど。それが、
結構、俺は好きでしたね。紹介された著書読んだこと
ないけど。あー、こんなんあるんやっていう、ま、知
的好奇心にはつながりますよね。例えばコロナの話題
だったら、コロナの、なんか有名な記事、本。有名な
アメリカの脳外科かなんかが書いたやつを持ってきた
り。ま、なんか、生徒の関心、引くのがうまいっすよね。
岩﨑先生は。いいこと言ったな。俺。はい。化学は、俺は、
あえて原先生。え、でも、普通に原先生、いっちゃん
好きだったんだよな。原先生の講義。なんかね。好き
なんすよね。原先生。なんでだろう。雰囲気が。いや、
多分、女子とかも好きなんじゃないっすか。原先生。
違います？　人気っすよね。多分。なんかいいんだよな。
何がいいって言われると、原先生、授業が普通にいい
んだよな。原先生もさっきの物理の話につながるんす
けど、あの、入りは原先生が絶対いいっす。ま、俺の
中ではなんすけど。特に、導入は原先生のほうが、っ
ていうとあれだな。なんか、俺は、好きでしたね。絵
とか描いて、視覚的に訴えてくるんで。原先生は。そ
こは原先生、好きでしたね。俺はね。化学は原先生の
おかげっす。はい。化学は、化学が俺一番できなかっ
たんで、まあ、あの、現役のときのセンター 12 点だっ

たんで。100 点中。化学。はい。でも、今年、あの、
昭和とか、だって、俺、アミノ酸わざわざ全部覚えた
んすよ。出ないっていうね。昭和のくせに。でも、簡
単だったんで。やっぱり。雑魚狩りの岩科なんで。雑魚、
雑魚は狩れるんすよ。雑魚の狩り方は得意なんで。化
学とかも多分、そのおかげで。多分、来年とかだった
らきつかったんじゃないかな、と思いますよ。俺は。
普通に。はい。今年、良かったっす。普通に。ああ、
もう運が良かったんすよね。

代官山MEDICALで、1年間、浪人生活を送っ
てみて、どうでしたか？
えー。ま、まじな話すると、あの、拘束時間が長いじゃ
ないっすか。あのー、ま、俺って本当に、なめて育っ
てきたんすよ。自分で言うのもなんすけど。なめた人生、
送ってきて。ハハ。なめた人生、送ってきたんで。
まあ、あの、こういうね、あの、結構いると思うんすよ。
僕みたいな子って。だから、あの、強制されないとや
らないって人は絶対合ってますね。嫌でした。だって、
普通の予備校って、だって、夕方には終わりますもん。
当たり前だけど。で、そっから遊ぶみたいな感じが普
通だったんすけど。ここ、だって、夜 9 時までやって
ますもん。おかしい。ここだけっすよ、こんなことやっ
てんの。本当に。や、それが良かったなと思います。でも。
何だかんだ。や、そ、結局、だって、だらだら続けるより、
だらだら 3 年とか 4 年かかって受かるより、この、半
年とかで受かって大学楽しむほうが絶対いいじゃな
いっすか。だから、まあ、その面で本当に良かったか
なと本気で思ってますよ、俺は。いや、ハハ。本当っすよ。
あと、まあ、多分、みんな言ってると思うんすけど、あの、
先生との距離感、近いっすよね。代官山ってね。うーん、
先生と仲良くなるって、すごい、あの、予備校とかの
勉強する上で大事だと思うんで。やっぱ、すん、まあ、
比較に出しちゃって申し訳ないっすけど、駿台とか河
合だと、やっぱ、あの、1 対多数、大多数なんで。気
軽に質問、行けないんすよね。なんか、恐れ多くて。
しかも、なんか、結構、年配の方、多くて。レジェン
ド感があって行けないんすよ。代官山の先生って、結構、
若い方もいるし、ま、まあ、結構、あの、年いった方
も優しい感じの方が多いんで。質問に行きやすいって
いうのは。だって、俺でも行ってましたもん。俺、普通、
質問なんて行かなかったですよ。高校とか、俺。駿台
だと一回も行かなかったです。でも、代官山来てから
は行きましたね。なんか、行く、行っちゃうんすよ。
自然に。野村先生とかめっちゃ行ってましたね。
めっちゃ行ってました。野村先生には。本当っす。本
当に良かったと思ってます。もう、通常授業の分かん
なかったところをどしどし聞けるっていうのは、素晴
らしくないっすか。マンツーマンだって、通常授業の
先生と一緒になる可能性も結構あるんで。そしたら、
なんでも心おきなく聞けるし、いや、もう、先生が話
し相手でしたよ、俺。本当に。いやー、長澤先生とか、めっ

ちゃ話して申し訳ないっす。ハハ。他には、あと、さっ
き話出ましたけど自習席は、いいと思います。でかい
んで。あと、自分の荷物置けるし。あと、ロッカーあるっ
ていうのも結構、なかなかなくないっすか。
あと、まあ、アドバイスとしては、2 号館には来たほ
うがいいっすね。2 号館がいいっていうより、俺、本
館の雰囲気、ちょっとあんま好きじゃない。好きじゃ
ないっていうか、なん、何だろうな。
いや、2 号館、落ち着いてるんすよね。すごい。ま、やっ
ぱ、賢い子、おお。賢い子。確かに、ちゃんとやってる子、
多いんで。自習室、なんか騒がしくなったりとかは全
然なかったっすね。2 号館、いいっす。あ、あと、優越感。
2 号館にいると。まあ、さっきも言いましたけど、距
離感ですよね。いくらだって、いい授業する先生でも、
質問できる先生と質問できない先生じゃ、結構、差あ
ると俺は思うんで、ていう点では本当に、はい、おす
すめです。再受験の方も結構いると思うんですけど、
全然受かるんで、頑張ってください。

卒 業 生 が 語 る

WAY TO SUCCESS

合格への
軌跡2021年

信州大医学部医学科
昭和大医学部Ⅰ期
東京医科大
杏林大医学部
北里大医学部

正規合格
2次正規合格
2次特待合格
2次正規合格
2次正規合格

石井先生には、「あのね、大学生活、
大学に一回入っちゃうと、一回質  

下がってるから、こんくらいやんないと  
1年じゃ間に合わないって」言われた。
信州大医学部医学科進学　岩科 弘丸 君(日比谷高校卒)
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いなら、こんくらいやんなきゃいけないって言うんで、
まあ、しょうがないかなって思ってたんですけど。いや、
や、きつくね？っていう話はちょっとしたんですけど。
石井先生と親父、両方から、いやいや別にこんくらい
普通だからみたいな話されて。あ、これが普通なのかっ
て思って、ま、授業は受けてたんすけど、最初のほう
は本当に疲れてましたね。ま、大学のあれが染み付い
てる…。石井先生には、あのね、大学生活って、大学
に一回入っちゃうと、一回質下がってるから、こんく
らいやんないと 1 年じゃ間に合わない、って言われた。
きつかったです。確かに、大学なんか、授業出てない、
出てなかったし、全然出てなくて。まあ、家で、昼ま
で寝て、ゲームして温泉行って。へへへ、温泉よく行っ
てました。友達と飯食って。ハハ。親の金で。最悪っ
すよね、ハハハ。いやー、俺もそう思います、我ながら。
まあ、確かに、そうですね。まず、私立を押さえてか
ら余裕があれば、共通テスト対策も、っていう感じで、
あの、幻の MZ じゃないから、はい、やっぱり。対策
は基本私立しかしてなくて、えー、いつ頃慣れたかな、
なんか、夏明けくらいからやっと、ま、夏には慣れて、
まあ、夏明けくらいからは、ぎりぎり復習も追いつい
たかな。

入試を振りかえって、各大学の勝因・敗因は？
日医の敗因は、多分、僕は数学だと思います。あれは
数学ですね。間違いなく。数学終わった時点で絶望で
した。あー、もう、これ落ちたなと。俺は日医の 1 次
合格に引っかかってないなって思いました。数学終わっ
た時点で。そう、悟りました。ああ、ま、一応、頑張
りましたけど。その後も。英語もむずかったです。ただ、
英語は多分、人並みにはできてんじゃないかなって感
じだったんすけど。まあ、数学。難関校は数学なんで。
結局。はい。
いや、慈恵も、え、でも正直なんで 1 次通ったのか分
かんないっす。結構、これ言ってる人いないっすか。え、
本当に、な、なんか全然できなくて。なんか、もう、
理科だとか途中から、俺、結構、投げやりだったんす
けど。理科、まじでむずかったんす。物理とか。え、
みたいな。ここ、東京大学かなみたいな問題出てきて。
いや、まあ、もう、うーん。ま、なんか、適当に、えーっ
てやってたんですけど。
ま、なぜか1次は通りました。ハハ。合ってたんすかね。
や、本当に難しかったです。レベルが違いましたね。
慈恵だけ。正直、受けた中で。本当に難しかった。レ
ベチでした。本当に。受かった人はすごいっす。京極
君とか。リスペクトです。化学もむずかったっすね。
いや、むずかったっす。まじでむずかった。英語は多分、
取れてますね。合格者平均くらいは。ま、自分の中で
ですけど。はい。ハハ。あそこ、だって、ほら、物理
オリンピックの出場者が作ってんでしょとんでもない
問題でしたよ。ま、見てもらえれば。
いや、やばかったっす。な、何これみたいな。東医は。

いや、もう、全部できましたね。できなかったのがない。
うーん、ま、強いて言えば数学とか、ほぼ全完だった
と思いますし。
物理も、まあ、大体できてるかな。ま、東医って分量
多いんすよ。あと、数値なんで、全部。物理とかが。まあ、
時間がないんすけど、ま、何とかなりましたね。いや、
昭和がね。昭和が油脂。油脂、俺、落としちゃった。あの、
めっちゃ簡単だったんすけど、あれ、何だ。炭素数 1
個ずらしちゃって。大問 1 個ぐらい落としたんす。で、
ああ、もう、これやべえかなって思ったんすけど、2
次の面接で、最後、帰るじゃないっすか。帰るときに、「来
てね」って言われたんで受かったなって思いました。や、
特待ではなかった。
特待、欲しかったっすけどね。昭和。昭和、あー、金払っ
たのは、まず、北里と杏林で迷って。石井先生に相談
して、ま、何だかんだ杏林のほうが上だよって話聞いて、
杏林に払って。で、東医と昭和で迷って、でも、なんか、
昭和のほうが近い。家からめっちゃ近いんで。昭和。
東医もめっちゃ立地いいんすけど。ま、昭和、おしゃ
れじゃないっすか。名前が。それ、それで決めました。
あと、何だかんだ昭和のほうが一応ランク的には上。
共通テストのリスニングは、リスニング、早い、早いっ
す。や、どうだろうな。うーん、やっぱ、まあ、早い
んすけど、結局、あの、センターもそうだったんすけど、
数字とかそういうのを答える問題が多いんで、要所要
所を聞き逃さなければ、基本的にリスニングはいける
と俺は思います。いや、分かんないっす、いや、先生
のおかげですよ、きっと。石井先生のおかげです。はい。
ま、なんか、なんかできました。でも 86 点だった、く
らいですね。確か。えーっと、筆記のほうはもうほと
んど 100 近かったの。てか、満点だったと思います。
恐らく。そう。長文しかないんで、もう俺の独壇場で
した、正直。余裕でした。時間20分くらい余りましたね。
確か、長文。なんで、全然。なんか、私大の 2 次とか
よりは全然簡単でしたね。まあ、当たり前ですけど、

共通。そうですね。平易な問題だったと思います。

マンツーマンは受講してましたか？。
そうそう、マンツーで。ちゃんと阿里先生も長文だけ
にしてくれて。長文は好きなんで。その長文の中で文
法も、ある程度、補填できるんで。ま、要は、マンツー
マンの先生とちゃんと、相談するんって、大事っす。
うん。俺、基本的に仲良かったんで。マンツーマンの
先生とは全員。
英語が阿里先生。高橋阿里先生。で、数学が長澤先生。で、
えー、物理が柳瀬先生。化学は横井先生っす。みんな
仲いいっすよ、俺。全員。全員フレンドです。俺の。
フレンドは言い過ぎだ。怒られるな。まあまあまあ。
横井先生とかしっかり教えてくれたでしょ。やー、横
井先生、良かったっすね。横井先生、単純に授業のレベ。
あ、マンツーマンのレベルが高いんすよ。まあ、ま、
また駿台との比較になっちゃうんすけど。駿台も、まあ、
レジェンド講師、いらっしゃるじゃないっすか。あの、
なんか俺が嫌いなの、駿台の嫌いなのが、100 人くら
いに一斉に教えるんで。まあ、あの、ま、要はレスポ
ンスがないじゃないっすか。生徒から。あれがあんま
好きじゃなくて。だ、なんか、横井先生も、の場合は、
なんか、ちゃんと、あの、授業のクオリティーも、なんか、
そんな割と劣らずなんですよね。そのレジェンド講師
の方々に。ちゃんと、あの、何だろうな。雑にじゃなくて、
根本から。先生分かんないと思うんすけど、電子論とか、
あの、あるんす。化学だと。軌道とか。そうそう、そ
れから教えてくれるんで。ま、俺の場合、大学でやっ
てたからっていうのもあるんすけど、軌道とか。もう、
そこから教えてくれるんで全然。しかもそれをマンツー
マンなんで。いや、もうお得感ありましたね。はい、
バリバリありました。これは本当っすよ。ちゃんと。
嘘つかないっすよ。ハハ。
横井先生、良かったっすね。単純に話が合うんで。合うっ
つうか、まあ、合わせてくれてんのかもしれないっす
けど。数学の長澤先生は、ま、長澤先生にめっちゃ言
われんすけど、質問が多いみたいな。おまえ、うるさ
いみたいな。でも、それがいいらしいんで。長澤先生
曰く。でも、質問ない子よりは質問ある子のほうが全
然いいみたいな話なんで、ま、自分の中では結構いい
関係を築けたんではないかなと。
柳瀬先生は、え、なん、何だろうな。なんか、最初っ
から好きでしたね。柳瀬先生。東大生好きなんで。俺。
東大だってなって。うわ、やべ、賢いじゃんって。賢い人、
好きなんすよ、俺。で、賢い感があふれてたんで。し
かも何だろうな。若いんで、若いっすよね。その国立
のノウハウも結構分かってくれてたんで、ま、結構、合っ
てましたね、柳瀬先生、ありがたいっす。あざす。で、
阿里先生は、うーん、ま、俺が絶対自分で勉強しない
英語を無理やり勉強させてくれる人って感じ。
自分で英語って絶対しないんで。僕。本当に。でも、
宿題として出してくれるんで。それやんないと授業が

成り立たないんすよ。阿里先生の。そうそうそう。あれ、
だって俺がやってこないと、なんも授業なんないじゃ
ないっすか。さすがにそこは俺も申し訳なくってやるっ
ていう、この、うまいっすよね。阿里先生はね。俺に
やらせんのが。ああ、それでやってました。さすがに。

集団授業は、自分に合っていましたか、また、
遠慮なく、先生に質問にもいけていましたか？
物理、一番、好きなのは野村先生が、いっちゃん好き
でしたね。質問にもめっちゃ行ってたのは野村先生か
な。え、なんか理知的じゃないですか。雰囲気が。なのと、
え、何だろうな。なんかいいんすよ。や、なんか、質
問にも普通に答えて。いや、もちろん他の方々も答え
てくれるんすけど、小澤先生にも行ってましたね。でも、
寺澤先生の授業も好きでしたけどね。俺、みんな、み
んな好きだったんだよな、物理は。選べないっすね。
最後、物理偏差値、77。73.7 とかいけて、小問…。あ
あいうの得意なんだよね。雑魚狩り得意なんで。そう、
雑魚狩りの岩科ですから。強いやつ。あんまり強いや
つと戦うのはちょっと NG なんす、俺は。そう、雑魚
は狩れる。数学、最初。36 点で、偏差値 44.4 ですね。
ハハハハ。いや、ま。数学できなかったっすね。いや、
数学は。え、自分の中では得意なんすけど、ま、多分、
得意じゃないんでしょうね。如実に点数に表れてるん
で。
スタの後期、冬期かな、のテキストの物理で、なんか、
めちゃめちゃむずいコンデンサーの問題があって。野
村先生に聞きに行ったんすよ。で、なんか、もう、何
だろうな。微分とか使って、説明してらっしゃったん
ですけど、それ聞いたら、でも、こんなん解けるやつ、
いないよみたいな。東大受けるやつでも解けないよみ
たいな話をしたのはちょっと覚えてますね。いや、じゃ
あ、なんでこんなん載せたんねんみたいな。スタのテ
キストにって思ったんすけど言いませんでした。いや、
東大受けるやつでも解けないみたいな。でも、あれ、
理解してる人いないっすよ、あの授業。俺も理解でき
なかったっすもん。正直。俺で、できないんすよ。地
獄ですよ、あれ。本当に。物理は、でも、単純に先生
がたの教え方が良かったんじゃないっすか、代官山。
テキストは、物理はめっちゃ、物理も予習してた。俺。
あの、物理で予習するんすよ。野村先生の解説とか、
小澤先生も良かったな。なんか、現象理解っていうか、
入りは俺、寺澤先生が一番好きなんすよ。あの、概念。
波とか。ちゃんと黒板に絵とか描いて説明してくれる
んで。で、そっから具体的に、じゃあ、どうやるかっ
ていうのは、寺澤先生とか小澤先生が結構微分とか使
うんで。そこは、そのお二方のほうが好きだった。
数学、まず好きなのは典さん好きでしたね。典さんは、
あの、何だろう。早く解けた人が、もう次いっていいっ
ていうスタイルだったじゃないですか。ま、多分、受
けたら分かると思うんすけど。それは、結構合ってま
したね。あと、楽しいんで。単純に。授業が楽しいっ

ていうのはいいことですよ。
「はい、解けました」っつって、「はい、合ってる、次いっ
ていいよ」って言われると、ま、やっぱうれしいんで。
でも、典さん良かったけど、別に他の先生も普通に良
かったかな。あと、数学、他、誰いたっけ。長澤先生。あ、
あと、俺、中村先生。結構、好きでした。中村先生、
何が良かったのかな。なんか、王道をいってた気がする。
中村先生は。あれ、優しいっす。中村先生、優しくないっ
すか。異常に優しくないっすか、あの人。優しいっす
よね。だから質問にも行きやすいし。良かったっす。
や、数学。6 人いるはずっすよね。だって、Part６まで
あるから。あー、アハ。薄先生だ。
や、薄先生はだって、もう、俺が言う必要ないっすよね。
多分ね。俺が、いいって言ったところで、あれなんで。ま、
当たり前ですけど、良かったっす。薄先生は。ていう
ぐらいかな。英語は、石井先生の授業はちゃんと受け
ましょう。予習しないと怖いんで、予習しましょう。
ていうのと、え、あと、誰だっけな。栗原さんと、あ
と1人いたんだよな。あ、岩﨑先生だ。岩﨑先生は、うん、
俺、結構、好きな。ま、好み分かれんじゃないかな。
どうなんだろうな。岩﨑先生。あの人、延長するんすよ。
絶対。延長魔なんすよ。あの人。一つ悪いとこ言うと
したら、結構、授業中に無駄話、すんすよ、あの人。
でも延長するんすよ。そこはちょっとあれでしたけど。
でも、無駄話も、ま、面白いんで、まあ、許します。あと、
岩﨑先生の良かったとこは、当てるんで。寝ないくらい。
ハハ。あと、岩﨑先生は、結構、文法がいいっていう
人もいるかもしれない。俺は長文が好きでしたね。あと、
授業中に本の、なんか、大学の講義みたいなことやる
んすよね。あの人。多分、自分が、大学にいたから、
その経験を活かそうとしてると思うんすけど。それが、
結構、俺は好きでしたね。紹介された著書読んだこと
ないけど。あー、こんなんあるんやっていう、ま、知
的好奇心にはつながりますよね。例えばコロナの話題
だったら、コロナの、なんか有名な記事、本。有名な
アメリカの脳外科かなんかが書いたやつを持ってきた
り。ま、なんか、生徒の関心、引くのがうまいっすよね。
岩﨑先生は。いいこと言ったな。俺。はい。化学は、俺は、
あえて原先生。え、でも、普通に原先生、いっちゃん
好きだったんだよな。原先生の講義。なんかね。好き
なんすよね。原先生。なんでだろう。雰囲気が。いや、
多分、女子とかも好きなんじゃないっすか。原先生。
違います？　人気っすよね。多分。なんかいいんだよな。
何がいいって言われると、原先生、授業が普通にいい
んだよな。原先生もさっきの物理の話につながるんす
けど、あの、入りは原先生が絶対いいっす。ま、俺の
中ではなんすけど。特に、導入は原先生のほうが、っ
ていうとあれだな。なんか、俺は、好きでしたね。絵
とか描いて、視覚的に訴えてくるんで。原先生は。そ
こは原先生、好きでしたね。俺はね。化学は原先生の
おかげっす。はい。化学は、化学が俺一番できなかっ
たんで、まあ、あの、現役のときのセンター 12 点だっ

たんで。100 点中。化学。はい。でも、今年、あの、
昭和とか、だって、俺、アミノ酸わざわざ全部覚えた
んすよ。出ないっていうね。昭和のくせに。でも、簡
単だったんで。やっぱり。雑魚狩りの岩科なんで。雑魚、
雑魚は狩れるんすよ。雑魚の狩り方は得意なんで。化
学とかも多分、そのおかげで。多分、来年とかだった
らきつかったんじゃないかな、と思いますよ。俺は。
普通に。はい。今年、良かったっす。普通に。ああ、
もう運が良かったんすよね。

代官山MEDICALで、1年間、浪人生活を送っ
てみて、どうでしたか？
えー。ま、まじな話すると、あの、拘束時間が長いじゃ
ないっすか。あのー、ま、俺って本当に、なめて育っ
てきたんすよ。自分で言うのもなんすけど。なめた人生、
送ってきて。ハハ。なめた人生、送ってきたんで。
まあ、あの、こういうね、あの、結構いると思うんすよ。
僕みたいな子って。だから、あの、強制されないとや
らないって人は絶対合ってますね。嫌でした。だって、
普通の予備校って、だって、夕方には終わりますもん。
当たり前だけど。で、そっから遊ぶみたいな感じが普
通だったんすけど。ここ、だって、夜 9 時までやって
ますもん。おかしい。ここだけっすよ、こんなことやっ
てんの。本当に。や、それが良かったなと思います。でも。
何だかんだ。や、そ、結局、だって、だらだら続けるより、
だらだら 3 年とか 4 年かかって受かるより、この、半
年とかで受かって大学楽しむほうが絶対いいじゃな
いっすか。だから、まあ、その面で本当に良かったか
なと本気で思ってますよ、俺は。いや、ハハ。本当っすよ。
あと、まあ、多分、みんな言ってると思うんすけど、あの、
先生との距離感、近いっすよね。代官山ってね。うーん、
先生と仲良くなるって、すごい、あの、予備校とかの
勉強する上で大事だと思うんで。やっぱ、すん、まあ、
比較に出しちゃって申し訳ないっすけど、駿台とか河
合だと、やっぱ、あの、1 対多数、大多数なんで。気
軽に質問、行けないんすよね。なんか、恐れ多くて。
しかも、なんか、結構、年配の方、多くて。レジェン
ド感があって行けないんすよ。代官山の先生って、結構、
若い方もいるし、ま、まあ、結構、あの、年いった方
も優しい感じの方が多いんで。質問に行きやすいって
いうのは。だって、俺でも行ってましたもん。俺、普通、
質問なんて行かなかったですよ。高校とか、俺。駿台
だと一回も行かなかったです。でも、代官山来てから
は行きましたね。なんか、行く、行っちゃうんすよ。
自然に。野村先生とかめっちゃ行ってましたね。
めっちゃ行ってました。野村先生には。本当っす。本
当に良かったと思ってます。もう、通常授業の分かん
なかったところをどしどし聞けるっていうのは、素晴
らしくないっすか。マンツーマンだって、通常授業の
先生と一緒になる可能性も結構あるんで。そしたら、
なんでも心おきなく聞けるし、いや、もう、先生が話
し相手でしたよ、俺。本当に。いやー、長澤先生とか、めっ

ちゃ話して申し訳ないっす。ハハ。他には、あと、さっ
き話出ましたけど自習席は、いいと思います。でかい
んで。あと、自分の荷物置けるし。あと、ロッカーあるっ
ていうのも結構、なかなかなくないっすか。
あと、まあ、アドバイスとしては、2 号館には来たほ
うがいいっすね。2 号館がいいっていうより、俺、本
館の雰囲気、ちょっとあんま好きじゃない。好きじゃ
ないっていうか、なん、何だろうな。
いや、2 号館、落ち着いてるんすよね。すごい。ま、やっ
ぱ、賢い子、おお。賢い子。確かに、ちゃんとやってる子、
多いんで。自習室、なんか騒がしくなったりとかは全
然なかったっすね。2 号館、いいっす。あ、あと、優越感。
2 号館にいると。まあ、さっきも言いましたけど、距
離感ですよね。いくらだって、いい授業する先生でも、
質問できる先生と質問できない先生じゃ、結構、差あ
ると俺は思うんで、ていう点では本当に、はい、おす
すめです。再受験の方も結構いると思うんですけど、
全然受かるんで、頑張ってください。

215 DAIKANYAMA MEDICAL



WAY TO SUCCESS合格への軌跡

いなら、こんくらいやんなきゃいけないって言うんで、
まあ、しょうがないかなって思ってたんですけど。いや、
や、きつくね？っていう話はちょっとしたんですけど。
石井先生と親父、両方から、いやいや別にこんくらい
普通だからみたいな話されて。あ、これが普通なのかっ
て思って、ま、授業は受けてたんすけど、最初のほう
は本当に疲れてましたね。ま、大学のあれが染み付い
てる…。石井先生には、あのね、大学生活って、大学
に一回入っちゃうと、一回質下がってるから、こんく
らいやんないと 1 年じゃ間に合わない、って言われた。
きつかったです。確かに、大学なんか、授業出てない、
出てなかったし、全然出てなくて。まあ、家で、昼ま
で寝て、ゲームして温泉行って。へへへ、温泉よく行っ
てました。友達と飯食って。ハハ。親の金で。最悪っ
すよね、ハハハ。いやー、俺もそう思います、我ながら。
まあ、確かに、そうですね。まず、私立を押さえてか
ら余裕があれば、共通テスト対策も、っていう感じで、
あの、幻の MZ じゃないから、はい、やっぱり。対策
は基本私立しかしてなくて、えー、いつ頃慣れたかな、
なんか、夏明けくらいからやっと、ま、夏には慣れて、
まあ、夏明けくらいからは、ぎりぎり復習も追いつい
たかな。

入試を振りかえって、各大学の勝因・敗因は？
日医の敗因は、多分、僕は数学だと思います。あれは
数学ですね。間違いなく。数学終わった時点で絶望で
した。あー、もう、これ落ちたなと。俺は日医の 1 次
合格に引っかかってないなって思いました。数学終わっ
た時点で。そう、悟りました。ああ、ま、一応、頑張
りましたけど。その後も。英語もむずかったです。ただ、
英語は多分、人並みにはできてんじゃないかなって感
じだったんすけど。まあ、数学。難関校は数学なんで。
結局。はい。
いや、慈恵も、え、でも正直なんで 1 次通ったのか分
かんないっす。結構、これ言ってる人いないっすか。え、
本当に、な、なんか全然できなくて。なんか、もう、
理科だとか途中から、俺、結構、投げやりだったんす
けど。理科、まじでむずかったんす。物理とか。え、
みたいな。ここ、東京大学かなみたいな問題出てきて。
いや、まあ、もう、うーん。ま、なんか、適当に、えーっ
てやってたんですけど。
ま、なぜか1次は通りました。ハハ。合ってたんすかね。
や、本当に難しかったです。レベルが違いましたね。
慈恵だけ。正直、受けた中で。本当に難しかった。レ
ベチでした。本当に。受かった人はすごいっす。京極
君とか。リスペクトです。化学もむずかったっすね。
いや、むずかったっす。まじでむずかった。英語は多分、
取れてますね。合格者平均くらいは。ま、自分の中で
ですけど。はい。ハハ。あそこ、だって、ほら、物理
オリンピックの出場者が作ってんでしょとんでもない
問題でしたよ。ま、見てもらえれば。
いや、やばかったっす。な、何これみたいな。東医は。

共通。そうですね。平易な問題だったと思います。

マンツーマンは受講してましたか？。
そうそう、マンツーで。ちゃんと阿里先生も長文だけ
にしてくれて。長文は好きなんで。その長文の中で文
法も、ある程度、補填できるんで。ま、要は、マンツー
マンの先生とちゃんと、相談するんって、大事っす。
うん。俺、基本的に仲良かったんで。マンツーマンの
先生とは全員。
英語が阿里先生。高橋阿里先生。で、数学が長澤先生。で、
えー、物理が柳瀬先生。化学は横井先生っす。みんな
仲いいっすよ、俺。全員。全員フレンドです。俺の。
フレンドは言い過ぎだ。怒られるな。まあまあまあ。
横井先生とかしっかり教えてくれたでしょ。やー、横
井先生、良かったっすね。横井先生、単純に授業のレベ。
あ、マンツーマンのレベルが高いんすよ。まあ、ま、
また駿台との比較になっちゃうんすけど。駿台も、まあ、
レジェンド講師、いらっしゃるじゃないっすか。あの、
なんか俺が嫌いなの、駿台の嫌いなのが、100 人くら
いに一斉に教えるんで。まあ、あの、ま、要はレスポ
ンスがないじゃないっすか。生徒から。あれがあんま
好きじゃなくて。だ、なんか、横井先生も、の場合は、
なんか、ちゃんと、あの、授業のクオリティーも、なんか、
そんな割と劣らずなんですよね。そのレジェンド講師
の方々に。ちゃんと、あの、何だろうな。雑にじゃなくて、
根本から。先生分かんないと思うんすけど、電子論とか、
あの、あるんす。化学だと。軌道とか。そうそう、そ
れから教えてくれるんで。ま、俺の場合、大学でやっ
てたからっていうのもあるんすけど、軌道とか。もう、
そこから教えてくれるんで全然。しかもそれをマンツー
マンなんで。いや、もうお得感ありましたね。はい、
バリバリありました。これは本当っすよ。ちゃんと。
嘘つかないっすよ。ハハ。
横井先生、良かったっすね。単純に話が合うんで。合うっ
つうか、まあ、合わせてくれてんのかもしれないっす
けど。数学の長澤先生は、ま、長澤先生にめっちゃ言
われんすけど、質問が多いみたいな。おまえ、うるさ
いみたいな。でも、それがいいらしいんで。長澤先生
曰く。でも、質問ない子よりは質問ある子のほうが全
然いいみたいな話なんで、ま、自分の中では結構いい
関係を築けたんではないかなと。
柳瀬先生は、え、なん、何だろうな。なんか、最初っ
から好きでしたね。柳瀬先生。東大生好きなんで。俺。
東大だってなって。うわ、やべ、賢いじゃんって。賢い人、
好きなんすよ、俺。で、賢い感があふれてたんで。し
かも何だろうな。若いんで、若いっすよね。その国立
のノウハウも結構分かってくれてたんで、ま、結構、合っ
てましたね、柳瀬先生、ありがたいっす。あざす。で、
阿里先生は、うーん、ま、俺が絶対自分で勉強しない
英語を無理やり勉強させてくれる人って感じ。
自分で英語って絶対しないんで。僕。本当に。でも、
宿題として出してくれるんで。それやんないと授業が

成り立たないんすよ。阿里先生の。そうそうそう。あれ、
だって俺がやってこないと、なんも授業なんないじゃ
ないっすか。さすがにそこは俺も申し訳なくってやるっ
ていう、この、うまいっすよね。阿里先生はね。俺に
やらせんのが。ああ、それでやってました。さすがに。

集団授業は、自分に合っていましたか、また、
遠慮なく、先生に質問にもいけていましたか？
物理、一番、好きなのは野村先生が、いっちゃん好き
でしたね。質問にもめっちゃ行ってたのは野村先生か
な。え、なんか理知的じゃないですか。雰囲気が。なのと、
え、何だろうな。なんかいいんすよ。や、なんか、質
問にも普通に答えて。いや、もちろん他の方々も答え
てくれるんすけど、小澤先生にも行ってましたね。でも、
寺澤先生の授業も好きでしたけどね。俺、みんな、み
んな好きだったんだよな、物理は。選べないっすね。
最後、物理偏差値、77。73.7 とかいけて、小問…。あ
あいうの得意なんだよね。雑魚狩り得意なんで。そう、
雑魚狩りの岩科ですから。強いやつ。あんまり強いや
つと戦うのはちょっと NG なんす、俺は。そう、雑魚
は狩れる。数学、最初。36 点で、偏差値 44.4 ですね。
ハハハハ。いや、ま。数学できなかったっすね。いや、
数学は。え、自分の中では得意なんすけど、ま、多分、
得意じゃないんでしょうね。如実に点数に表れてるん
で。
スタの後期、冬期かな、のテキストの物理で、なんか、
めちゃめちゃむずいコンデンサーの問題があって。野
村先生に聞きに行ったんすよ。で、なんか、もう、何
だろうな。微分とか使って、説明してらっしゃったん
ですけど、それ聞いたら、でも、こんなん解けるやつ、
いないよみたいな。東大受けるやつでも解けないよみ
たいな話をしたのはちょっと覚えてますね。いや、じゃ
あ、なんでこんなん載せたんねんみたいな。スタのテ
キストにって思ったんすけど言いませんでした。いや、
東大受けるやつでも解けないみたいな。でも、あれ、
理解してる人いないっすよ、あの授業。俺も理解でき
なかったっすもん。正直。俺で、できないんすよ。地
獄ですよ、あれ。本当に。物理は、でも、単純に先生
がたの教え方が良かったんじゃないっすか、代官山。
テキストは、物理はめっちゃ、物理も予習してた。俺。
あの、物理で予習するんすよ。野村先生の解説とか、
小澤先生も良かったな。なんか、現象理解っていうか、
入りは俺、寺澤先生が一番好きなんすよ。あの、概念。
波とか。ちゃんと黒板に絵とか描いて説明してくれる
んで。で、そっから具体的に、じゃあ、どうやるかっ
ていうのは、寺澤先生とか小澤先生が結構微分とか使
うんで。そこは、そのお二方のほうが好きだった。
数学、まず好きなのは典さん好きでしたね。典さんは、
あの、何だろう。早く解けた人が、もう次いっていいっ
ていうスタイルだったじゃないですか。ま、多分、受
けたら分かると思うんすけど。それは、結構合ってま
したね。あと、楽しいんで。単純に。授業が楽しいっ

ていうのはいいことですよ。
「はい、解けました」っつって、「はい、合ってる、次いっ
ていいよ」って言われると、ま、やっぱうれしいんで。
でも、典さん良かったけど、別に他の先生も普通に良
かったかな。あと、数学、他、誰いたっけ。長澤先生。あ、
あと、俺、中村先生。結構、好きでした。中村先生、
何が良かったのかな。なんか、王道をいってた気がする。
中村先生は。あれ、優しいっす。中村先生、優しくないっ
すか。異常に優しくないっすか、あの人。優しいっす
よね。だから質問にも行きやすいし。良かったっす。
や、数学。6 人いるはずっすよね。だって、Part６まで
あるから。あー、アハ。薄先生だ。
や、薄先生はだって、もう、俺が言う必要ないっすよね。
多分ね。俺が、いいって言ったところで、あれなんで。ま、
当たり前ですけど、良かったっす。薄先生は。ていう
ぐらいかな。英語は、石井先生の授業はちゃんと受け
ましょう。予習しないと怖いんで、予習しましょう。
ていうのと、え、あと、誰だっけな。栗原さんと、あ
と1人いたんだよな。あ、岩﨑先生だ。岩﨑先生は、うん、
俺、結構、好きな。ま、好み分かれんじゃないかな。
どうなんだろうな。岩﨑先生。あの人、延長するんすよ。
絶対。延長魔なんすよ。あの人。一つ悪いとこ言うと
したら、結構、授業中に無駄話、すんすよ、あの人。
でも延長するんすよ。そこはちょっとあれでしたけど。
でも、無駄話も、ま、面白いんで、まあ、許します。あと、
岩﨑先生の良かったとこは、当てるんで。寝ないくらい。
ハハ。あと、岩﨑先生は、結構、文法がいいっていう
人もいるかもしれない。俺は長文が好きでしたね。あと、
授業中に本の、なんか、大学の講義みたいなことやる
んすよね。あの人。多分、自分が、大学にいたから、
その経験を活かそうとしてると思うんすけど。それが、
結構、俺は好きでしたね。紹介された著書読んだこと
ないけど。あー、こんなんあるんやっていう、ま、知
的好奇心にはつながりますよね。例えばコロナの話題
だったら、コロナの、なんか有名な記事、本。有名な
アメリカの脳外科かなんかが書いたやつを持ってきた
り。ま、なんか、生徒の関心、引くのがうまいっすよね。
岩﨑先生は。いいこと言ったな。俺。はい。化学は、俺は、
あえて原先生。え、でも、普通に原先生、いっちゃん
好きだったんだよな。原先生の講義。なんかね。好き
なんすよね。原先生。なんでだろう。雰囲気が。いや、
多分、女子とかも好きなんじゃないっすか。原先生。
違います？　人気っすよね。多分。なんかいいんだよな。
何がいいって言われると、原先生、授業が普通にいい
んだよな。原先生もさっきの物理の話につながるんす
けど、あの、入りは原先生が絶対いいっす。ま、俺の
中ではなんすけど。特に、導入は原先生のほうが、っ
ていうとあれだな。なんか、俺は、好きでしたね。絵
とか描いて、視覚的に訴えてくるんで。原先生は。そ
こは原先生、好きでしたね。俺はね。化学は原先生の
おかげっす。はい。化学は、化学が俺一番できなかっ
たんで、まあ、あの、現役のときのセンター 12 点だっ

たんで。100 点中。化学。はい。でも、今年、あの、
昭和とか、だって、俺、アミノ酸わざわざ全部覚えた
んすよ。出ないっていうね。昭和のくせに。でも、簡
単だったんで。やっぱり。雑魚狩りの岩科なんで。雑魚、
雑魚は狩れるんすよ。雑魚の狩り方は得意なんで。化
学とかも多分、そのおかげで。多分、来年とかだった
らきつかったんじゃないかな、と思いますよ。俺は。
普通に。はい。今年、良かったっす。普通に。ああ、
もう運が良かったんすよね。

代官山MEDICALで、1年間、浪人生活を送っ
てみて、どうでしたか？
えー。ま、まじな話すると、あの、拘束時間が長いじゃ
ないっすか。あのー、ま、俺って本当に、なめて育っ
てきたんすよ。自分で言うのもなんすけど。なめた人生、
送ってきて。ハハ。なめた人生、送ってきたんで。
まあ、あの、こういうね、あの、結構いると思うんすよ。
僕みたいな子って。だから、あの、強制されないとや
らないって人は絶対合ってますね。嫌でした。だって、
普通の予備校って、だって、夕方には終わりますもん。
当たり前だけど。で、そっから遊ぶみたいな感じが普
通だったんすけど。ここ、だって、夜 9 時までやって
ますもん。おかしい。ここだけっすよ、こんなことやっ
てんの。本当に。や、それが良かったなと思います。でも。
何だかんだ。や、そ、結局、だって、だらだら続けるより、
だらだら 3 年とか 4 年かかって受かるより、この、半
年とかで受かって大学楽しむほうが絶対いいじゃな
いっすか。だから、まあ、その面で本当に良かったか
なと本気で思ってますよ、俺は。いや、ハハ。本当っすよ。
あと、まあ、多分、みんな言ってると思うんすけど、あの、
先生との距離感、近いっすよね。代官山ってね。うーん、
先生と仲良くなるって、すごい、あの、予備校とかの
勉強する上で大事だと思うんで。やっぱ、すん、まあ、
比較に出しちゃって申し訳ないっすけど、駿台とか河
合だと、やっぱ、あの、1 対多数、大多数なんで。気
軽に質問、行けないんすよね。なんか、恐れ多くて。
しかも、なんか、結構、年配の方、多くて。レジェン
ド感があって行けないんすよ。代官山の先生って、結構、
若い方もいるし、ま、まあ、結構、あの、年いった方
も優しい感じの方が多いんで。質問に行きやすいって
いうのは。だって、俺でも行ってましたもん。俺、普通、
質問なんて行かなかったですよ。高校とか、俺。駿台
だと一回も行かなかったです。でも、代官山来てから
は行きましたね。なんか、行く、行っちゃうんすよ。
自然に。野村先生とかめっちゃ行ってましたね。
めっちゃ行ってました。野村先生には。本当っす。本
当に良かったと思ってます。もう、通常授業の分かん
なかったところをどしどし聞けるっていうのは、素晴
らしくないっすか。マンツーマンだって、通常授業の
先生と一緒になる可能性も結構あるんで。そしたら、
なんでも心おきなく聞けるし、いや、もう、先生が話
し相手でしたよ、俺。本当に。いやー、長澤先生とか、めっ

ちゃ話して申し訳ないっす。ハハ。他には、あと、さっ
き話出ましたけど自習席は、いいと思います。でかい
んで。あと、自分の荷物置けるし。あと、ロッカーあるっ
ていうのも結構、なかなかなくないっすか。
あと、まあ、アドバイスとしては、2 号館には来たほ
うがいいっすね。2 号館がいいっていうより、俺、本
館の雰囲気、ちょっとあんま好きじゃない。好きじゃ
ないっていうか、なん、何だろうな。
いや、2 号館、落ち着いてるんすよね。すごい。ま、やっ
ぱ、賢い子、おお。賢い子。確かに、ちゃんとやってる子、
多いんで。自習室、なんか騒がしくなったりとかは全
然なかったっすね。2 号館、いいっす。あ、あと、優越感。
2 号館にいると。まあ、さっきも言いましたけど、距
離感ですよね。いくらだって、いい授業する先生でも、
質問できる先生と質問できない先生じゃ、結構、差あ
ると俺は思うんで、ていう点では本当に、はい、おす
すめです。再受験の方も結構いると思うんですけど、
全然受かるんで、頑張ってください。
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日本医科大前期
東邦大医学部
昭和大医学部I期
東京医科大
杏林大医学部
聖マリアンナ医科大前期
愛知医科大
岩手医科大医学部

2次正規合格
2次正規合格
2次正規合格
2次正規合格
2次正規合格
2次特待合格

2次合格
2次合格

プレッシャーがあるほうが勉強してたかも
しれないです。なんかプレッシャーないと

結構、その場所で安定するのを好む
人間で、なんかこのぐらいで

いいかなって思っちゃいやすいから。
日本医科大進学　古川 優奈 さん(田園調布雙葉高校卒)

いなら、こんくらいやんなきゃいけないって言うんで、
まあ、しょうがないかなって思ってたんですけど。いや、
や、きつくね？っていう話はちょっとしたんですけど。
石井先生と親父、両方から、いやいや別にこんくらい
普通だからみたいな話されて。あ、これが普通なのかっ
て思って、ま、授業は受けてたんすけど、最初のほう
は本当に疲れてましたね。ま、大学のあれが染み付い
てる…。石井先生には、あのね、大学生活って、大学
に一回入っちゃうと、一回質下がってるから、こんく
らいやんないと 1 年じゃ間に合わない、って言われた。
きつかったです。確かに、大学なんか、授業出てない、
出てなかったし、全然出てなくて。まあ、家で、昼ま
で寝て、ゲームして温泉行って。へへへ、温泉よく行っ
てました。友達と飯食って。ハハ。親の金で。最悪っ
すよね、ハハハ。いやー、俺もそう思います、我ながら。
まあ、確かに、そうですね。まず、私立を押さえてか
ら余裕があれば、共通テスト対策も、っていう感じで、
あの、幻の MZ じゃないから、はい、やっぱり。対策
は基本私立しかしてなくて、えー、いつ頃慣れたかな、
なんか、夏明けくらいからやっと、ま、夏には慣れて、
まあ、夏明けくらいからは、ぎりぎり復習も追いつい
たかな。

入試を振りかえって、各大学の勝因・敗因は？
日医の敗因は、多分、僕は数学だと思います。あれは
数学ですね。間違いなく。数学終わった時点で絶望で
した。あー、もう、これ落ちたなと。俺は日医の 1 次
合格に引っかかってないなって思いました。数学終わっ
た時点で。そう、悟りました。ああ、ま、一応、頑張
りましたけど。その後も。英語もむずかったです。ただ、
英語は多分、人並みにはできてんじゃないかなって感
じだったんすけど。まあ、数学。難関校は数学なんで。
結局。はい。
いや、慈恵も、え、でも正直なんで 1 次通ったのか分
かんないっす。結構、これ言ってる人いないっすか。え、
本当に、な、なんか全然できなくて。なんか、もう、
理科だとか途中から、俺、結構、投げやりだったんす
けど。理科、まじでむずかったんす。物理とか。え、
みたいな。ここ、東京大学かなみたいな問題出てきて。
いや、まあ、もう、うーん。ま、なんか、適当に、えーっ
てやってたんですけど。
ま、なぜか1次は通りました。ハハ。合ってたんすかね。
や、本当に難しかったです。レベルが違いましたね。
慈恵だけ。正直、受けた中で。本当に難しかった。レ
ベチでした。本当に。受かった人はすごいっす。京極
君とか。リスペクトです。化学もむずかったっすね。
いや、むずかったっす。まじでむずかった。英語は多分、
取れてますね。合格者平均くらいは。ま、自分の中で
ですけど。はい。ハハ。あそこ、だって、ほら、物理
オリンピックの出場者が作ってんでしょとんでもない
問題でしたよ。ま、見てもらえれば。
いや、やばかったっす。な、何これみたいな。東医は。

共通。そうですね。平易な問題だったと思います。

マンツーマンは受講してましたか？。
そうそう、マンツーで。ちゃんと阿里先生も長文だけ
にしてくれて。長文は好きなんで。その長文の中で文
法も、ある程度、補填できるんで。ま、要は、マンツー
マンの先生とちゃんと、相談するんって、大事っす。
うん。俺、基本的に仲良かったんで。マンツーマンの
先生とは全員。
英語が阿里先生。高橋阿里先生。で、数学が長澤先生。で、
えー、物理が柳瀬先生。化学は横井先生っす。みんな
仲いいっすよ、俺。全員。全員フレンドです。俺の。
フレンドは言い過ぎだ。怒られるな。まあまあまあ。
横井先生とかしっかり教えてくれたでしょ。やー、横
井先生、良かったっすね。横井先生、単純に授業のレベ。
あ、マンツーマンのレベルが高いんすよ。まあ、ま、
また駿台との比較になっちゃうんすけど。駿台も、まあ、
レジェンド講師、いらっしゃるじゃないっすか。あの、
なんか俺が嫌いなの、駿台の嫌いなのが、100 人くら
いに一斉に教えるんで。まあ、あの、ま、要はレスポ
ンスがないじゃないっすか。生徒から。あれがあんま
好きじゃなくて。だ、なんか、横井先生も、の場合は、
なんか、ちゃんと、あの、授業のクオリティーも、なんか、
そんな割と劣らずなんですよね。そのレジェンド講師
の方々に。ちゃんと、あの、何だろうな。雑にじゃなくて、
根本から。先生分かんないと思うんすけど、電子論とか、
あの、あるんす。化学だと。軌道とか。そうそう、そ
れから教えてくれるんで。ま、俺の場合、大学でやっ
てたからっていうのもあるんすけど、軌道とか。もう、
そこから教えてくれるんで全然。しかもそれをマンツー
マンなんで。いや、もうお得感ありましたね。はい、
バリバリありました。これは本当っすよ。ちゃんと。
嘘つかないっすよ。ハハ。
横井先生、良かったっすね。単純に話が合うんで。合うっ
つうか、まあ、合わせてくれてんのかもしれないっす
けど。数学の長澤先生は、ま、長澤先生にめっちゃ言
われんすけど、質問が多いみたいな。おまえ、うるさ
いみたいな。でも、それがいいらしいんで。長澤先生
曰く。でも、質問ない子よりは質問ある子のほうが全
然いいみたいな話なんで、ま、自分の中では結構いい
関係を築けたんではないかなと。
柳瀬先生は、え、なん、何だろうな。なんか、最初っ
から好きでしたね。柳瀬先生。東大生好きなんで。俺。
東大だってなって。うわ、やべ、賢いじゃんって。賢い人、
好きなんすよ、俺。で、賢い感があふれてたんで。し
かも何だろうな。若いんで、若いっすよね。その国立
のノウハウも結構分かってくれてたんで、ま、結構、合っ
てましたね、柳瀬先生、ありがたいっす。あざす。で、
阿里先生は、うーん、ま、俺が絶対自分で勉強しない
英語を無理やり勉強させてくれる人って感じ。
自分で英語って絶対しないんで。僕。本当に。でも、
宿題として出してくれるんで。それやんないと授業が

成り立たないんすよ。阿里先生の。そうそうそう。あれ、
だって俺がやってこないと、なんも授業なんないじゃ
ないっすか。さすがにそこは俺も申し訳なくってやるっ
ていう、この、うまいっすよね。阿里先生はね。俺に
やらせんのが。ああ、それでやってました。さすがに。

集団授業は、自分に合っていましたか、また、
遠慮なく、先生に質問にもいけていましたか？
物理、一番、好きなのは野村先生が、いっちゃん好き
でしたね。質問にもめっちゃ行ってたのは野村先生か
な。え、なんか理知的じゃないですか。雰囲気が。なのと、
え、何だろうな。なんかいいんすよ。や、なんか、質
問にも普通に答えて。いや、もちろん他の方々も答え
てくれるんすけど、小澤先生にも行ってましたね。でも、
寺澤先生の授業も好きでしたけどね。俺、みんな、み
んな好きだったんだよな、物理は。選べないっすね。
最後、物理偏差値、77。73.7 とかいけて、小問…。あ
あいうの得意なんだよね。雑魚狩り得意なんで。そう、
雑魚狩りの岩科ですから。強いやつ。あんまり強いや
つと戦うのはちょっと NG なんす、俺は。そう、雑魚
は狩れる。数学、最初。36 点で、偏差値 44.4 ですね。
ハハハハ。いや、ま。数学できなかったっすね。いや、
数学は。え、自分の中では得意なんすけど、ま、多分、
得意じゃないんでしょうね。如実に点数に表れてるん
で。
スタの後期、冬期かな、のテキストの物理で、なんか、
めちゃめちゃむずいコンデンサーの問題があって。野
村先生に聞きに行ったんすよ。で、なんか、もう、何
だろうな。微分とか使って、説明してらっしゃったん
ですけど、それ聞いたら、でも、こんなん解けるやつ、
いないよみたいな。東大受けるやつでも解けないよみ
たいな話をしたのはちょっと覚えてますね。いや、じゃ
あ、なんでこんなん載せたんねんみたいな。スタのテ
キストにって思ったんすけど言いませんでした。いや、
東大受けるやつでも解けないみたいな。でも、あれ、
理解してる人いないっすよ、あの授業。俺も理解でき
なかったっすもん。正直。俺で、できないんすよ。地
獄ですよ、あれ。本当に。物理は、でも、単純に先生
がたの教え方が良かったんじゃないっすか、代官山。
テキストは、物理はめっちゃ、物理も予習してた。俺。
あの、物理で予習するんすよ。野村先生の解説とか、
小澤先生も良かったな。なんか、現象理解っていうか、
入りは俺、寺澤先生が一番好きなんすよ。あの、概念。
波とか。ちゃんと黒板に絵とか描いて説明してくれる
んで。で、そっから具体的に、じゃあ、どうやるかっ
ていうのは、寺澤先生とか小澤先生が結構微分とか使
うんで。そこは、そのお二方のほうが好きだった。
数学、まず好きなのは典さん好きでしたね。典さんは、
あの、何だろう。早く解けた人が、もう次いっていいっ
ていうスタイルだったじゃないですか。ま、多分、受
けたら分かると思うんすけど。それは、結構合ってま
したね。あと、楽しいんで。単純に。授業が楽しいっ

ていうのはいいことですよ。
「はい、解けました」っつって、「はい、合ってる、次いっ
ていいよ」って言われると、ま、やっぱうれしいんで。
でも、典さん良かったけど、別に他の先生も普通に良
かったかな。あと、数学、他、誰いたっけ。長澤先生。あ、
あと、俺、中村先生。結構、好きでした。中村先生、
何が良かったのかな。なんか、王道をいってた気がする。
中村先生は。あれ、優しいっす。中村先生、優しくないっ
すか。異常に優しくないっすか、あの人。優しいっす
よね。だから質問にも行きやすいし。良かったっす。
や、数学。6 人いるはずっすよね。だって、Part６まで
あるから。あー、アハ。薄先生だ。
や、薄先生はだって、もう、俺が言う必要ないっすよね。
多分ね。俺が、いいって言ったところで、あれなんで。ま、
当たり前ですけど、良かったっす。薄先生は。ていう
ぐらいかな。英語は、石井先生の授業はちゃんと受け
ましょう。予習しないと怖いんで、予習しましょう。
ていうのと、え、あと、誰だっけな。栗原さんと、あ
と1人いたんだよな。あ、岩﨑先生だ。岩﨑先生は、うん、
俺、結構、好きな。ま、好み分かれんじゃないかな。
どうなんだろうな。岩﨑先生。あの人、延長するんすよ。
絶対。延長魔なんすよ。あの人。一つ悪いとこ言うと
したら、結構、授業中に無駄話、すんすよ、あの人。
でも延長するんすよ。そこはちょっとあれでしたけど。
でも、無駄話も、ま、面白いんで、まあ、許します。あと、
岩﨑先生の良かったとこは、当てるんで。寝ないくらい。
ハハ。あと、岩﨑先生は、結構、文法がいいっていう
人もいるかもしれない。俺は長文が好きでしたね。あと、
授業中に本の、なんか、大学の講義みたいなことやる
んすよね。あの人。多分、自分が、大学にいたから、
その経験を活かそうとしてると思うんすけど。それが、
結構、俺は好きでしたね。紹介された著書読んだこと
ないけど。あー、こんなんあるんやっていう、ま、知
的好奇心にはつながりますよね。例えばコロナの話題
だったら、コロナの、なんか有名な記事、本。有名な
アメリカの脳外科かなんかが書いたやつを持ってきた
り。ま、なんか、生徒の関心、引くのがうまいっすよね。
岩﨑先生は。いいこと言ったな。俺。はい。化学は、俺は、
あえて原先生。え、でも、普通に原先生、いっちゃん
好きだったんだよな。原先生の講義。なんかね。好き
なんすよね。原先生。なんでだろう。雰囲気が。いや、
多分、女子とかも好きなんじゃないっすか。原先生。
違います？　人気っすよね。多分。なんかいいんだよな。
何がいいって言われると、原先生、授業が普通にいい
んだよな。原先生もさっきの物理の話につながるんす
けど、あの、入りは原先生が絶対いいっす。ま、俺の
中ではなんすけど。特に、導入は原先生のほうが、っ
ていうとあれだな。なんか、俺は、好きでしたね。絵
とか描いて、視覚的に訴えてくるんで。原先生は。そ
こは原先生、好きでしたね。俺はね。化学は原先生の
おかげっす。はい。化学は、化学が俺一番できなかっ
たんで、まあ、あの、現役のときのセンター 12 点だっ

WAY TO SUCCESS合格への軌跡

たんで。100 点中。化学。はい。でも、今年、あの、
昭和とか、だって、俺、アミノ酸わざわざ全部覚えた
んすよ。出ないっていうね。昭和のくせに。でも、簡
単だったんで。やっぱり。雑魚狩りの岩科なんで。雑魚、
雑魚は狩れるんすよ。雑魚の狩り方は得意なんで。化
学とかも多分、そのおかげで。多分、来年とかだった
らきつかったんじゃないかな、と思いますよ。俺は。
普通に。はい。今年、良かったっす。普通に。ああ、
もう運が良かったんすよね。

代官山MEDICALで、1年間、浪人生活を送っ
てみて、どうでしたか？
えー。ま、まじな話すると、あの、拘束時間が長いじゃ
ないっすか。あのー、ま、俺って本当に、なめて育っ
てきたんすよ。自分で言うのもなんすけど。なめた人生、
送ってきて。ハハ。なめた人生、送ってきたんで。
まあ、あの、こういうね、あの、結構いると思うんすよ。
僕みたいな子って。だから、あの、強制されないとや
らないって人は絶対合ってますね。嫌でした。だって、
普通の予備校って、だって、夕方には終わりますもん。
当たり前だけど。で、そっから遊ぶみたいな感じが普
通だったんすけど。ここ、だって、夜 9 時までやって
ますもん。おかしい。ここだけっすよ、こんなことやっ
てんの。本当に。や、それが良かったなと思います。でも。
何だかんだ。や、そ、結局、だって、だらだら続けるより、
だらだら 3 年とか 4 年かかって受かるより、この、半
年とかで受かって大学楽しむほうが絶対いいじゃな
いっすか。だから、まあ、その面で本当に良かったか
なと本気で思ってますよ、俺は。いや、ハハ。本当っすよ。
あと、まあ、多分、みんな言ってると思うんすけど、あの、
先生との距離感、近いっすよね。代官山ってね。うーん、
先生と仲良くなるって、すごい、あの、予備校とかの
勉強する上で大事だと思うんで。やっぱ、すん、まあ、
比較に出しちゃって申し訳ないっすけど、駿台とか河
合だと、やっぱ、あの、1 対多数、大多数なんで。気
軽に質問、行けないんすよね。なんか、恐れ多くて。
しかも、なんか、結構、年配の方、多くて。レジェン
ド感があって行けないんすよ。代官山の先生って、結構、
若い方もいるし、ま、まあ、結構、あの、年いった方
も優しい感じの方が多いんで。質問に行きやすいって
いうのは。だって、俺でも行ってましたもん。俺、普通、
質問なんて行かなかったですよ。高校とか、俺。駿台
だと一回も行かなかったです。でも、代官山来てから
は行きましたね。なんか、行く、行っちゃうんすよ。
自然に。野村先生とかめっちゃ行ってましたね。
めっちゃ行ってました。野村先生には。本当っす。本
当に良かったと思ってます。もう、通常授業の分かん
なかったところをどしどし聞けるっていうのは、素晴
らしくないっすか。マンツーマンだって、通常授業の
先生と一緒になる可能性も結構あるんで。そしたら、
なんでも心おきなく聞けるし、いや、もう、先生が話
し相手でしたよ、俺。本当に。いやー、長澤先生とか、めっ

ちゃ話して申し訳ないっす。ハハ。他には、あと、さっ
き話出ましたけど自習席は、いいと思います。でかい
んで。あと、自分の荷物置けるし。あと、ロッカーあるっ
ていうのも結構、なかなかなくないっすか。
あと、まあ、アドバイスとしては、2 号館には来たほ
うがいいっすね。2 号館がいいっていうより、俺、本
館の雰囲気、ちょっとあんま好きじゃない。好きじゃ
ないっていうか、なん、何だろうな。
いや、2 号館、落ち着いてるんすよね。すごい。ま、やっ
ぱ、賢い子、おお。賢い子。確かに、ちゃんとやってる子、
多いんで。自習室、なんか騒がしくなったりとかは全
然なかったっすね。2 号館、いいっす。あ、あと、優越感。
2 号館にいると。まあ、さっきも言いましたけど、距
離感ですよね。いくらだって、いい授業する先生でも、
質問できる先生と質問できない先生じゃ、結構、差あ
ると俺は思うんで、ていう点では本当に、はい、おす
すめです。再受験の方も結構いると思うんですけど、
全然受かるんで、頑張ってください。
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日本医科大前期
東邦大医学部
昭和大医学部I期
東京医科大
杏林大医学部
聖マリアンナ医科大前期
愛知医科大
岩手医科大医学部

2次正規合格
2次正規合格
2次正規合格
2次正規合格
2次正規合格
2次特待合格

2次合格
2次合格

プレッシャーがあるほうが勉強してたかも
しれないです。なんかプレッシャーないと

結構、その場所で安定するのを好む
人間で、なんかこのぐらいで

いいかなって思っちゃいやすいから。
日本医科大進学　古川 優奈 さん(田園調布雙葉高校卒)
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卒 業 生 が 語 る

WAY TO SUCCESS

合格への
軌跡2021年

東京慈恵会医科大
順天堂大医学部
国際医療福祉大医学部
東京医科大
東京女子医科大
愛知医科大
聖マリアンナ医科大前期

2次合格
2次合格

2次正規合格
2次正規合格
2次正規合格
2次正規合格
2次合格

ここに来てからは、戸惑ってはいなかったですね。
これやりなさいみたいなのがはっきりしてるから、

そのとおりやっていった感じですね。それを
やることで自分が、あ、これ分かるように

なったなって思ったのが楽しくて。
東京慈恵会医科大進学　清水 遥 さん(長野高校卒)
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卒 業 生 が 語 る

WAY TO SUCCESS

合格への
軌跡2021年

日本医科大前期
東京医科大
北里大医学部
愛知医科大
聖マリアンナ医科大前期

2次特待合格
2次特待合格
2次正規合格
2次正規合格
2次正規合格

高校のときなんも勉強しなかった人がいきなり
ここ来て、そんなにできるもんなのかって、
ありますけど、いやー、でも本当にさすがに

他人よりやりましたよ。自分で言っちゃうけど。
日本医科大進学　鈴木 孝典 君(慶應義塾高校卒)

卒 業 生 が 語 る

WAY TO SUCCESS

合格への
軌跡2021年

東京慈恵会医科大
順天堂大医学部
国際医療福祉大医学部
東京医科大
東京女子医科大
愛知医科大
聖マリアンナ医科大前期

2次合格
2次合格

2次正規合格
2次正規合格
2次正規合格
2次正規合格
2次合格

ここに来てからは、戸惑ってはいなかったですね。
これやりなさいみたいなのがはっきりしてるから、

そのとおりやっていった感じですね。それを
やることで自分が、あ、これ分かるように

なったなって思ったのが楽しくて。
東京慈恵会医科大進学　清水 遥 さん(長野高校卒)
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WAY TO SUCCESS合格への軌跡

お名前と進学先、それとそれぞれの戦況のご報
告、では、鈴木くんから、お願いします。
鈴木：あ、はい、日本医科大学に進学しました鈴木孝
典です。えーっと、1 次は、愛知、国際、杏林、北里、聖マ、
東邦、獨協、で、えーっと、日医、順天堂、昭和と東医です。
慈恵は、受けてないです。いや、ちょっと日程の重な
りで受けられませんでした。いや、でもあんま 2 次、
受かんなかったんで、やっぱ。日医と東医が特待で受
かって。2 次正規が、北里、愛知、聖マです。いや、全然、
本当に 2 人のほうがすごいんで。
古川：日本医科大学に進学した古川優奈です。2 次合
格が日医、東邦、昭和が正規で、東医、杏林、正規、聖マリ、
特待合格、あと愛知、岩手です。昭和は、えっと、特
待ではなくて、次の日に、なんか 2 日目に補欠でもなく、
特待でもなく、謎の合格でした。
清水：はい。えっと、清水遥です。東京慈恵会医科大
学に進学しました。で、2 次、正規が愛知、国際、女子医、
東医ですね。で、正規じゃなくて補欠が、えっと、聖
マと順天と、あと慈恵です。
鈴木：すごいと思いますよ。ほんと。
清水：順天堂の支払いの締切のその日に、慈恵から電
話来て、ほんとビックリで、お母さんに「支払い待って !
」って、だから本当に電話、来てよかったです。
古川：私は、一番最初は東医ですね。うーんと、ほと
んどその、ちょうどタイミングが良くて、日医が多分、
44 番 ( 補欠番号 ) ぐらいで来たんですよね。で、日医
は来るぞってなって、その日医まで待ってたんですけ
ど、待ちきれずに東医の補欠が回ってきたときに一回、
払っちゃって。我慢できなくて、もう不安で。なんか
そのとき、まだ一人も補欠回ってなかったんですよね、
日医が。本当に。で、これはどうしようってなって、
もう払っちゃって、日医に払って、慈恵を待ってて、
来なかったから、あ、よかった、まあ、セーフだみたいな、
2 校、2 校に払った感じですね。
鈴木：アハハハハ。だからなんかもう何も考えずに払っ
ちゃってました、東医には。

清水：なんかすごい喜んでたよね、一緒に結果、見た
んですよ、なんか。
鈴木：いやでも 85( 日医の補欠番号 ) なんですよ。な
んか全然、来てもおかしくない番号だったんで。でも
やっと、3 月の 27 日に来て。たこ焼き食べてるときに、
なんか母親から連絡、来て、なんか。来たよって？ 内心、
穏やかだったかもしれないですね。フフフフッ。物理
から生物に変えて、めちゃめちゃ不安でしたよ、正直。
いや、なんかもう変えないと、もう物理、伸びる気が
しなかった。アハハハハ。いやー、なんか、当時、数
学がまずできてなかったんで、物理できるわけないな
みたいな。化学もひどくて、39.7。でも伸びたかな、
39.7 の人が次、次、70.9 とか、いきました。いや、な
んかやっちゃったのかな。アッハッハ。勉強はしてま
したよ。俺は多分、代官山の中で一番、席、立ってな
い自信あるよ、正直。一番、寝なかったは自信がある、
それは。
鈴木：いや、まあ、でも本当に 1 年で終わるならって
感じですよ。本当に、背に腹は代えられない感じですよ。
高校んときは、頭悪かったですからね。いや、本当に。
フフ。いやー、なんかもう、物理選択してたんですけど、
本当にできてなくて、いやー、波動とかもちんぷんか
んぷんみたいな、アハハハハ。え、なんかもう数学も
よく分かんなかったですし。うちの高校、受験の勉強、
誰もしてないですね。なんか大学みたいな感じで遊ん
で、なんかもう授業も切ったりとか。いや、もうなん
か朝、寝てたり、昼は遊んだりとか。
清水：なんか周りにまず私立医学部を目指す人が本当
にいなかったので、ここは、なんかみんな同じ目標っ
ていうのが、まずすごい、なんか嬉かったんですよ。
嬉かったです。
鈴木：いやー、めっちゃ分かりますよ。誰もいなかっ
たんで、周り、僕のクラスも一人もいなかったんで。
そうですね。なんか 1 人で勉強してる感じじゃない？
清水：なんか、いない、いないので。そう、そう。まあ、
でも私、現役のときは、あのー、私立だけじゃなかっ
たから。いや、なんか本当に高校生のとき、すごい頭
が悪かったんですよ。成績もよくなくて。受験の対策
はあんまりしてなかった気がします。え、なんかもう、
もう代官山、来て、もうなんか一回、全部、なんか頭
から消して、数学とか本当、言われたものをもう一回、
最初から基礎っていうのをやり始めた感じが自分の中
で結構、あって、なんかそれで結構、いろんなものを
体系化できてっていうのがすごい自分で感じました。
現役のとき、現役のときはその、国立のほうを第 1 志
望にしてました。私立、3 校、受けました。東邦と東
医と昭和です。ちょっとご縁がなかったかなって。

最初のクラスはみんな、それぞれどこからス
タート？
鈴木：M3 です、なんか夏に M2 に上がった。そうなん
ですよ。M2 に上がって、後期から M1 で、ずっと M1

鈴木：アハハハハハハ。
古川：それは感じると思います、多分。あんまり喜べ
ないです。心の底から。
鈴木：嬉い悩みやん。
清水：なんか次が怖い。
古川：そう。次も取らないと。プレッシャーがあるほ
うが勉強してたかもしれないです。なんかプレッシャー
ないと結構、その場、その場所で安定するのを好む人
間で、なんかこのぐらいでいいかなって思っちゃいや
すいから。いや、もう本当にそれは現役で苦労したので、
反省して、本当に。現役は、逆に違うんですよ。あのー、
レベルが高い塾に入っちゃってて。鉄緑会なんですけ
ど。行ってました。で、周りがもうみんな理 3 とか国
立しか狙わない人たちばかりじゃないですか。そうす
ると、なんかもう解けない問題があっても、私は私大、
もうずっと、私大しか受けないぞっていうつもりでい
たから、まあ、私大だしって思う気持ちが少しあると、
なんかできなくても焦りがないんですよね、なんか、
できないことに。自分で納得しちゃって。そうです。で、
私は私大だから、まあ、この問題は解けなくても大丈
夫かなみたいな気持ちがあったから、よくなかったで
すね。鉄緑って、なんか先生も国立向けの勉強しか教
えてくれないんですよ。リスニングやってました。普
通に、なんでやってるんだろうと思いながらやってま
した。私、鉄緑、入ってるから。プライドもありました。
なんかそういうプライドじゃなくて、何だろう、そのー、
みんなが、鉄緑なんだ、すごいねってもう、優奈ちゃ
ん鉄緑って、学年で 1 人だけで、私だけしかいなくて、
ゆなちゃんは鉄緑に行っている、なんかうちの学年か
ら鉄緑はゆなちゃんだけだみたいな感じで言われてる
と、なんか辞めるに辞めれなくなっちゃって、えー、
どうしようって。フフフフ。本当に流されやすいです、
周りに。やってましたね。辞めたいとも言えずに、親に。
アハハハハ。だからちょっと推薦に逃げたいっていう
気持ちもあったのかもしれないんですけど。

1 年で合格できた理由は？
鈴木：まあ、そうですね。高校のときなんも勉強しなかっ
た人がいきなりここ来て、そんなにできるもんなのかっ
て、ありますけど、いやー、いや、でも本当にさすが
に人よりやりましたよ。自分で言っちゃうけど、これ。
アハハ、ハハハハハ。生物も変えたばっかりだったし…、
でも何が良かったんだろうな。いや、なんかもう基本
的にどのクラスも一から教えるんで、代官山って。いや、
だからもう、ない状態からスタートしたんですよ。多分、
偏差値的にも。そこから多分、なんかこう、教わった
ことを基本的に次の週か、その 2 週間後ぐらいには、
まあ、80 パーから 90 パーぐらい覚えてるようにはし
てましたね、多分。いやー、なんかこう、結構、代官
山の先生ってプリントとか配るんですけど、それはも
う多分、もう 3 周とかでみんなが終えるところを、まあ、
7 周、8 周とか、やってましたね、結構。7 周、8 周やっ
てたと思いますね。そんぐらいやんないと多分、伸び
ない、伸びないっていうか。代官山のテストって 5 月
ぐらいだとまだ出題範囲が決まってるんで、化学とか
そうじゃないですか。だからこう、やった内容を全部
やれば一応、点を取れるようにはなってるっていうか、
でも 4 月の段階は多分、全範囲だったよね、テスト範囲。
そうじゃなかったっけ。クラス編成で。でも 5 月とか
だと、まだなんか範囲、限られてるんで、それはでかかっ
たかもしれないです。
清水：ここに来てからは、戸惑ってはいなかったですね。
ほら、これやりなさいみたいなのがはっきりしてるか
ら、その通りやっていった感じ？そうですね。なんか
それで結構、なんか、それをやることで自分が、あ、
これ分かるようになったなって思ったのが楽しくて、
で、1 学期のはじめのころ化学が本当にやばいって思っ
て、最初 32 点で、それまで全部、何もマンツー取って
なかったんですけど、そこで初めてマンツーを取った
んですよ。マンツー取ってから、化学は本当に劇的に
変わりました。化学は本当に基礎ができてなくって、
なんか暗記が本当に苦手だったんですけど、基礎から
すっごい大量にプリントもらって。なんか 1 回で 3 時
間みたいな、その時間内でもう絶対、終わらせなさい
みたいな。本当に基礎なんですけど、このプリントも
らって、なんか。なんか 1 週間に 1 回なんですけど、
それやってたら、なんかいつの間にか、結構、暗記も
のも結構、体系化して教えてくれたので、それがすご
い良くって。それですごい改善しました。本当に取っ
てなかったら、もう慈恵にも行けなかったし。慈恵の
化学はなんか考えるのが多くて、難しいんですけど、
でも私、考えるほうが好きだったので、なんかその対
策も、質問に行ったりしたときに結構、丁寧に、いろ
いろ教えてもらって、本当に対策してもらってました。
でもマンスリーとかで多分、2 回ぐらい 1 位、取って
ても、それでも全然、受かる気はしてなかった。え、
本当にです。
鈴木：絶対嘘じゃん。アハハハハハ。絶対嘘じゃん。

清水：本当に、本当に、本当に。どこも去年、1 次、通っ
てないので、それもあって本当、直前まで。変なトラ
ウマみたいになってて、国際とか受けても、なんかあれ、
落ちちゃったかもって。思ってたんですけど、まあ、
実際、開けてみたら、あー、大丈夫だったって。いや、
でもなんかの手違いでたまたま取れたかなって思って
たんですよ。
本番に近づくほど、受かるかなみたいな気持ちに。
自分だけ落ちるんじゃないかみたいな、え、うーん。
鈴木：周りも落ちるんじゃないかみたいな ( 笑 )
清水：そこはないです。
古川：そうですね。でも河合で初めて私、あのー。で、
C 以上を見たんですよ。D、D 以上かな。なんか E しか
見たことなくて、今まで。
鈴木：D 判、取ってなかった？　なんか。
古川：え、そう、だから初めて、E 以外の文字が見え
たときに、あ、でも去年とはなんか違うんだな、自分っ
ていうのが、そうです、杏林とか。聖マか。そう、だ
からなんかその、自分の中では、なんかすごい受かる
かもっていう気持ちはなくても、去年とは何か自分は
違うぞっていうのが河合で一番、分かったなって思い
ました。生物だけは、74。夏ですかね。これ。第2回だ。
夏です。

マンスリーのあと、マンスリーの活用術とかあ
りますか？
清水：マンスリーまでの目標から 1 日の目標を割り出
して、計画立てるといいよって言ってて、なんかすご
いそれがいいなって思って、じゃあ、やろうって思っ
たんですよ。で、それ、それやると結構、落ち込んでても、
なんか次、何やるべきかって。マンスリー終わった後に、
なんかいろいろ、後悔、抱えながら、自習室に戻って。で、
なんか取りあえず反省、書いて、ここができなかった
なみたいな。で、次までにこれやんなきゃなっていう
計画、立てるんですよ。
鈴木：あー。俺、反省、書いてたわ。
清水：そう、反省、書いて、やんなきゃいけないこと

を書き出して、それのその 1 日ごとに、この 1 週間ま
でにこれやって、これやってって予定、立てて、結構、
それが自分に合ってて。それやってると、本当になん
かあんまり落ち込まずに、次、次、こうしようってい
う気持ちになって。はい。やってました。
古川：私は何だろう、落ち込むと、あれ、生物やりました。
なんかもう。アハハハハ。もう取りあえず、得意な生物、
石原先生のマンツーがあって、課題がたくさんなんで
すよ、あの、すっごいたくさんいただいて、マンスリー
終わって、自己採して、はあって一息ついて、もうひ
たすら考察を始めて、よし、まだできる、大丈夫だっ
て思ってました。アッハハ。取りあえず、好きなことやっ
て。それでもうだいぶ、考察 1 問、解いて、よし、解
けたぞってなんか気持ちが明るくなるじゃないですか。
そのままもう、明るいまんまでやってました。そんな
落ち込みはなかったです、悪くても。
鈴木：いや、結構、落ち込んでなかった？
古川：あー、もう嫌だって口で言えば、もう全部、流
れる程度。
鈴木：ハハッ。
古川：うん、もやもやは。あー、落ちた、落ちたみた
いな感じで言ったら全部、すっきりするタイプの、な
んか結構、簡単な人間だったからよかったです。
鈴木：まあ、なんか、真面目な話、なんか悪いところばっ
かじゃなくて、いいところ見つけるとかじゃん。
古川：うーん。多分、生物ができてるところがあった
のが、多分、あー、もう駄目だった。でも生物はまた今回、
取れた、よかったって思って、じゃあ、次、頑張ろうって。
鈴木：テストは悪かったけど、生物はやれてるみたい
な感じで。
古川：うん。いいところ探しですかね。
鈴木：いいとこ探し、うん、θの石井先生の授業は、マ
ンスリーでへこんでも、俺はもう一番前で受けてまし
た。いや、なんかもう、最初、僕が座ったら次の回か
ら空けてくれるようになっちゃってて。いや、もう真
ん中ですよ。通路側の一番、ポールポジション？
古川：一つだけ空いてて、そこに 1 人で座ってやって
ました。私たちは控えめにしてましたね。
鈴木：控えめ。フッフ。
清水：あー、確かに英語だけじゃなくて、なんかいろ
んな先輩の話とかよくしてくださるので、そこでなん
か、ああ、そういう人もいたんだみたいな、なんか笑っ
たりして、結構、うん、なんかそういう英語以外のと
ころでも、なんかそういう刺激になった感じがします。
古川：生物の先生もどの先生にも授業中にバシバシ当
てられて、だからその前日の夜とかに資料集で授業範
囲のところを、最初に事前に読み込んでおいて、読み
込むっていうか軽く自分である程度、内容把握できる
ぐらいまで読んで、そうすると次の時間、授業がそのー、
80 分でしたっけ。80 分。その先生が当てるから、全部、
テストになるんですよ、自分の中では。で、何を当て
られても答えられるぞっていうつもりで、その、誰に

当たっても自分が答えてるつもりでやってると、その、
全部、テスト感覚で受けると、できてない、覚えきれ
てないところとかも全部、分かるし、ある程度、内容
を把握した上で授業を受けるから、すごい内容が入っ
てきやすくて、それで復習は、全体じゃなくて、予習
してて答えられなかった部分と、先生がプラスアルファ
でなんか教えてくださった内容だけを中心的になんか
復習するっていうのを続けてたら、マンスリーテスト
が週何回もある気分な感じで、生物に関しては。だか
らそれは多分、伸びた原因なんじゃないかなとは思っ
てて

最後に一言なにかあれば。
古川：でもなんかすごい仲間がたくさんできた感じで、
なんか今も特に M4、一番最初のクラスが本当に仲良
くて、なんか今でも Zoom でみんなで集まってお話し
したりとか、地方、行っちゃった子とも、その、大学、違っ
ちゃった子とも、なんか本当につながりが強くて、だ
からなんか将来、医者になるときに、その、お互い助
け合えるような友達がたくさんできたなって思ってて、
そこは一番よかったと思ってます。
清水：なんか私は本当、環境が本当にいいなと思って、
自分がやろうって思ったら、もう朝から晩まで勉強で
きる環境にあるじゃないですか。私は本当に寮、帰っ
て勉強を全くしないで、もう本当に 1 年やったんです
けど、もうそれでも全然いいぐらい、その、ずっと塾
にいれるっていう環境は本当にいいと思うし、本当に
私みたいに、高校のときに全然できなくっても、最初
からもう一回、テキストとかちゃんとやるべきことを
与えてくれるのが、本当に合格に私はつながったと思
いました。去年の成績開示とかで、もう、昭和は化学、
17 とかでしたから。
鈴木：いや、まあ、なんか先生の指示通り動いて、で、
自分に与えられた専用の課題を始末して、で、こう、
勉強していけば、まあなんか、そこそこには受かると
思うんで。俺、そんなに縛られて感じは全くないっす。
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清水：なんかすごい喜んでたよね、一緒に結果、見た
んですよ、なんか。
鈴木：いやでも 85( 日医の補欠番号 ) なんですよ。な
んか全然、来てもおかしくない番号だったんで。でも
やっと、3 月の 27 日に来て。たこ焼き食べてるときに、
なんか母親から連絡、来て、なんか。来たよって？ 内心、
穏やかだったかもしれないですね。フフフフッ。物理
から生物に変えて、めちゃめちゃ不安でしたよ、正直。
いや、なんかもう変えないと、もう物理、伸びる気が
しなかった。アハハハハ。いやー、なんか、当時、数
学がまずできてなかったんで、物理できるわけないな
みたいな。化学もひどくて、39.7。でも伸びたかな、
39.7 の人が次、次、70.9 とか、いきました。いや、な
んかやっちゃったのかな。アッハッハ。勉強はしてま
したよ。俺は多分、代官山の中で一番、席、立ってな
い自信あるよ、正直。一番、寝なかったは自信がある、
それは。
鈴木：いや、まあ、でも本当に 1 年で終わるならって
感じですよ。本当に、背に腹は代えられない感じですよ。
高校んときは、頭悪かったですからね。いや、本当に。
フフ。いやー、なんかもう、物理選択してたんですけど、
本当にできてなくて、いやー、波動とかもちんぷんか
んぷんみたいな、アハハハハ。え、なんかもう数学も
よく分かんなかったですし。うちの高校、受験の勉強、
誰もしてないですね。なんか大学みたいな感じで遊ん
で、なんかもう授業も切ったりとか。いや、もうなん
か朝、寝てたり、昼は遊んだりとか。
清水：なんか周りにまず私立医学部を目指す人が本当
にいなかったので、ここは、なんかみんな同じ目標っ
ていうのが、まずすごい、なんか嬉かったんですよ。
嬉かったです。
鈴木：いやー、めっちゃ分かりますよ。誰もいなかっ
たんで、周り、僕のクラスも一人もいなかったんで。
そうですね。なんか 1 人で勉強してる感じじゃない？
清水：なんか、いない、いないので。そう、そう。まあ、
でも私、現役のときは、あのー、私立だけじゃなかっ
たから。いや、なんか本当に高校生のとき、すごい頭
が悪かったんですよ。成績もよくなくて。受験の対策
はあんまりしてなかった気がします。え、なんかもう、
もう代官山、来て、もうなんか一回、全部、なんか頭
から消して、数学とか本当、言われたものをもう一回、
最初から基礎っていうのをやり始めた感じが自分の中
で結構、あって、なんかそれで結構、いろんなものを
体系化できてっていうのがすごい自分で感じました。
現役のとき、現役のときはその、国立のほうを第 1 志
望にしてました。私立、3 校、受けました。東邦と東
医と昭和です。ちょっとご縁がなかったかなって。

最初のクラスはみんな、それぞれどこからス
タート？
鈴木：M3 です、なんか夏に M2 に上がった。そうなん
ですよ。M2 に上がって、後期から M1 で、ずっと M1

みたいな。
清水：M3 です。なんか私と孝典、全部一緒なんですよ。
多分、そうです。
古川：M4 です。私は M4 で、夏に M3 になって、後期
から M1 です。去年、推薦、いやー、本当になんか無
駄なことしたなって思います、本当に。なんかもう、
つい欲が出てしまったなって。( 推薦枠 ) 取れるってな
ると、つい、はい。学校の成績は、推薦、取れる成績だっ
たから、なんか楽しようとして受けたら、あのー、駄
目でした。なかったら、もしかしたら、まだ少しは希
望もあったのかなって思ったりもしたけど。いや、生
物とか現役のとき、自分ではできてるつもりだったん
ですよ。でもなんかその、1 年浪人して、もっと生物
できるようになって、そのできる度合いが全然違うな
と思ってて、生物。そうです、もう本当に。最初の前
期の深瀧の先生の授業で、他の生物の先生もすごい当
てるんですよ。それで、全然、答えられなくて、なん
か生物、得意だっていうつもりで授業を受けてたんで
すけど、全然、答えられなくて、それで悔しくて、そ
の 1 学期は、なんかめっちゃ生物、頑張ってました。
そうです、はい。だから、もうマンスリーで絶対、生
物 1 位以外は嫌だって思ってました。なんか 2 位でも
悔しい、はい。日医で、考察出たときは、あ、よし、
きたみたいな、そういう感じでいけました。日医は好
きでしたね、試験内容が、はい、9 割ぐらいいってま
したね。
清水：1 回目のマンスリーテストって結構、4 月のクラ
ス編成のその人の印象が付くイメージじゃないですか、
そのレベルとか。だから、あ、この人、このぐらいで
きるレベルなんだなって周りから一番、印象、付きや
すいテストだったから、そこでなんかそんなに自分、
そこまで上のレベルの人間だと思ってなかったから、
なんかどうしよう、もっとやんないとみたいな感じで
相当、焦って、なんかプレッシャー感じで苦しかった
です、なんかちょっと。どうしようみたいな。

鈴木：アハハハハハハ。
古川：それは感じると思います、多分。あんまり喜べ
ないです。心の底から。
鈴木：嬉い悩みやん。
清水：なんか次が怖い。
古川：そう。次も取らないと。プレッシャーがあるほ
うが勉強してたかもしれないです。なんかプレッシャー
ないと結構、その場、その場所で安定するのを好む人
間で、なんかこのぐらいでいいかなって思っちゃいや
すいから。いや、もう本当にそれは現役で苦労したので、
反省して、本当に。現役は、逆に違うんですよ。あのー、
レベルが高い塾に入っちゃってて。鉄緑会なんですけ
ど。行ってました。で、周りがもうみんな理 3 とか国
立しか狙わない人たちばかりじゃないですか。そうす
ると、なんかもう解けない問題があっても、私は私大、
もうずっと、私大しか受けないぞっていうつもりでい
たから、まあ、私大だしって思う気持ちが少しあると、
なんかできなくても焦りがないんですよね、なんか、
できないことに。自分で納得しちゃって。そうです。で、
私は私大だから、まあ、この問題は解けなくても大丈
夫かなみたいな気持ちがあったから、よくなかったで
すね。鉄緑って、なんか先生も国立向けの勉強しか教
えてくれないんですよ。リスニングやってました。普
通に、なんでやってるんだろうと思いながらやってま
した。私、鉄緑、入ってるから。プライドもありました。
なんかそういうプライドじゃなくて、何だろう、そのー、
みんなが、鉄緑なんだ、すごいねってもう、優奈ちゃ
ん鉄緑って、学年で 1 人だけで、私だけしかいなくて、
ゆなちゃんは鉄緑に行っている、なんかうちの学年か
ら鉄緑はゆなちゃんだけだみたいな感じで言われてる
と、なんか辞めるに辞めれなくなっちゃって、えー、
どうしようって。フフフフ。本当に流されやすいです、
周りに。やってましたね。辞めたいとも言えずに、親に。
アハハハハ。だからちょっと推薦に逃げたいっていう
気持ちもあったのかもしれないんですけど。

1 年で合格できた理由は？
鈴木：まあ、そうですね。高校のときなんも勉強しなかっ
た人がいきなりここ来て、そんなにできるもんなのかっ
て、ありますけど、いやー、いや、でも本当にさすが
に人よりやりましたよ。自分で言っちゃうけど、これ。
アハハ、ハハハハハ。生物も変えたばっかりだったし…、
でも何が良かったんだろうな。いや、なんかもう基本
的にどのクラスも一から教えるんで、代官山って。いや、
だからもう、ない状態からスタートしたんですよ。多分、
偏差値的にも。そこから多分、なんかこう、教わった
ことを基本的に次の週か、その 2 週間後ぐらいには、
まあ、80 パーから 90 パーぐらい覚えてるようにはし
てましたね、多分。いやー、なんかこう、結構、代官
山の先生ってプリントとか配るんですけど、それはも
う多分、もう 3 周とかでみんなが終えるところを、まあ、
7 周、8 周とか、やってましたね、結構。7 周、8 周やっ
てたと思いますね。そんぐらいやんないと多分、伸び
ない、伸びないっていうか。代官山のテストって 5 月
ぐらいだとまだ出題範囲が決まってるんで、化学とか
そうじゃないですか。だからこう、やった内容を全部
やれば一応、点を取れるようにはなってるっていうか、
でも 4 月の段階は多分、全範囲だったよね、テスト範囲。
そうじゃなかったっけ。クラス編成で。でも 5 月とか
だと、まだなんか範囲、限られてるんで、それはでかかっ
たかもしれないです。
清水：ここに来てからは、戸惑ってはいなかったですね。
ほら、これやりなさいみたいなのがはっきりしてるか
ら、その通りやっていった感じ？そうですね。なんか
それで結構、なんか、それをやることで自分が、あ、
これ分かるようになったなって思ったのが楽しくて、
で、1 学期のはじめのころ化学が本当にやばいって思っ
て、最初 32 点で、それまで全部、何もマンツー取って
なかったんですけど、そこで初めてマンツーを取った
んですよ。マンツー取ってから、化学は本当に劇的に
変わりました。化学は本当に基礎ができてなくって、
なんか暗記が本当に苦手だったんですけど、基礎から
すっごい大量にプリントもらって。なんか 1 回で 3 時
間みたいな、その時間内でもう絶対、終わらせなさい
みたいな。本当に基礎なんですけど、このプリントも
らって、なんか。なんか 1 週間に 1 回なんですけど、
それやってたら、なんかいつの間にか、結構、暗記も
のも結構、体系化して教えてくれたので、それがすご
い良くって。それですごい改善しました。本当に取っ
てなかったら、もう慈恵にも行けなかったし。慈恵の
化学はなんか考えるのが多くて、難しいんですけど、
でも私、考えるほうが好きだったので、なんかその対
策も、質問に行ったりしたときに結構、丁寧に、いろ
いろ教えてもらって、本当に対策してもらってました。
でもマンスリーとかで多分、2 回ぐらい 1 位、取って
ても、それでも全然、受かる気はしてなかった。え、
本当にです。
鈴木：絶対嘘じゃん。アハハハハハ。絶対嘘じゃん。

清水：本当に、本当に、本当に。どこも去年、1 次、通っ
てないので、それもあって本当、直前まで。変なトラ
ウマみたいになってて、国際とか受けても、なんかあれ、
落ちちゃったかもって。思ってたんですけど、まあ、
実際、開けてみたら、あー、大丈夫だったって。いや、
でもなんかの手違いでたまたま取れたかなって思って
たんですよ。
本番に近づくほど、受かるかなみたいな気持ちに。
自分だけ落ちるんじゃないかみたいな、え、うーん。
鈴木：周りも落ちるんじゃないかみたいな ( 笑 )
清水：そこはないです。
古川：そうですね。でも河合で初めて私、あのー。で、
C 以上を見たんですよ。D、D 以上かな。なんか E しか
見たことなくて、今まで。
鈴木：D 判、取ってなかった？　なんか。
古川：え、そう、だから初めて、E 以外の文字が見え
たときに、あ、でも去年とはなんか違うんだな、自分っ
ていうのが、そうです、杏林とか。聖マか。そう、だ
からなんかその、自分の中では、なんかすごい受かる
かもっていう気持ちはなくても、去年とは何か自分は
違うぞっていうのが河合で一番、分かったなって思い
ました。生物だけは、74。夏ですかね。これ。第2回だ。
夏です。

マンスリーのあと、マンスリーの活用術とかあ
りますか？
清水：マンスリーまでの目標から 1 日の目標を割り出
して、計画立てるといいよって言ってて、なんかすご
いそれがいいなって思って、じゃあ、やろうって思っ
たんですよ。で、それ、それやると結構、落ち込んでても、
なんか次、何やるべきかって。マンスリー終わった後に、
なんかいろいろ、後悔、抱えながら、自習室に戻って。で、
なんか取りあえず反省、書いて、ここができなかった
なみたいな。で、次までにこれやんなきゃなっていう
計画、立てるんですよ。
鈴木：あー。俺、反省、書いてたわ。
清水：そう、反省、書いて、やんなきゃいけないこと

を書き出して、それのその 1 日ごとに、この 1 週間ま
でにこれやって、これやってって予定、立てて、結構、
それが自分に合ってて。それやってると、本当になん
かあんまり落ち込まずに、次、次、こうしようってい
う気持ちになって。はい。やってました。
古川：私は何だろう、落ち込むと、あれ、生物やりました。
なんかもう。アハハハハ。もう取りあえず、得意な生物、
石原先生のマンツーがあって、課題がたくさんなんで
すよ、あの、すっごいたくさんいただいて、マンスリー
終わって、自己採して、はあって一息ついて、もうひ
たすら考察を始めて、よし、まだできる、大丈夫だっ
て思ってました。アッハハ。取りあえず、好きなことやっ
て。それでもうだいぶ、考察 1 問、解いて、よし、解
けたぞってなんか気持ちが明るくなるじゃないですか。
そのままもう、明るいまんまでやってました。そんな
落ち込みはなかったです、悪くても。
鈴木：いや、結構、落ち込んでなかった？
古川：あー、もう嫌だって口で言えば、もう全部、流
れる程度。
鈴木：ハハッ。
古川：うん、もやもやは。あー、落ちた、落ちたみた
いな感じで言ったら全部、すっきりするタイプの、な
んか結構、簡単な人間だったからよかったです。
鈴木：まあ、なんか、真面目な話、なんか悪いところばっ
かじゃなくて、いいところ見つけるとかじゃん。
古川：うーん。多分、生物ができてるところがあった
のが、多分、あー、もう駄目だった。でも生物はまた今回、
取れた、よかったって思って、じゃあ、次、頑張ろうって。
鈴木：テストは悪かったけど、生物はやれてるみたい
な感じで。
古川：うん。いいところ探しですかね。
鈴木：いいとこ探し、うん、θの石井先生の授業は、マ
ンスリーでへこんでも、俺はもう一番前で受けてまし
た。いや、なんかもう、最初、僕が座ったら次の回か
ら空けてくれるようになっちゃってて。いや、もう真
ん中ですよ。通路側の一番、ポールポジション？
古川：一つだけ空いてて、そこに 1 人で座ってやって
ました。私たちは控えめにしてましたね。
鈴木：控えめ。フッフ。
清水：あー、確かに英語だけじゃなくて、なんかいろ
んな先輩の話とかよくしてくださるので、そこでなん
か、ああ、そういう人もいたんだみたいな、なんか笑っ
たりして、結構、うん、なんかそういう英語以外のと
ころでも、なんかそういう刺激になった感じがします。
古川：生物の先生もどの先生にも授業中にバシバシ当
てられて、だからその前日の夜とかに資料集で授業範
囲のところを、最初に事前に読み込んでおいて、読み
込むっていうか軽く自分である程度、内容把握できる
ぐらいまで読んで、そうすると次の時間、授業がそのー、
80 分でしたっけ。80 分。その先生が当てるから、全部、
テストになるんですよ、自分の中では。で、何を当て
られても答えられるぞっていうつもりで、その、誰に

当たっても自分が答えてるつもりでやってると、その、
全部、テスト感覚で受けると、できてない、覚えきれ
てないところとかも全部、分かるし、ある程度、内容
を把握した上で授業を受けるから、すごい内容が入っ
てきやすくて、それで復習は、全体じゃなくて、予習
してて答えられなかった部分と、先生がプラスアルファ
でなんか教えてくださった内容だけを中心的になんか
復習するっていうのを続けてたら、マンスリーテスト
が週何回もある気分な感じで、生物に関しては。だか
らそれは多分、伸びた原因なんじゃないかなとは思っ
てて

最後に一言なにかあれば。
古川：でもなんかすごい仲間がたくさんできた感じで、
なんか今も特に M4、一番最初のクラスが本当に仲良
くて、なんか今でも Zoom でみんなで集まってお話し
したりとか、地方、行っちゃった子とも、その、大学、違っ
ちゃった子とも、なんか本当につながりが強くて、だ
からなんか将来、医者になるときに、その、お互い助
け合えるような友達がたくさんできたなって思ってて、
そこは一番よかったと思ってます。
清水：なんか私は本当、環境が本当にいいなと思って、
自分がやろうって思ったら、もう朝から晩まで勉強で
きる環境にあるじゃないですか。私は本当に寮、帰っ
て勉強を全くしないで、もう本当に 1 年やったんです
けど、もうそれでも全然いいぐらい、その、ずっと塾
にいれるっていう環境は本当にいいと思うし、本当に
私みたいに、高校のときに全然できなくっても、最初
からもう一回、テキストとかちゃんとやるべきことを
与えてくれるのが、本当に合格に私はつながったと思
いました。去年の成績開示とかで、もう、昭和は化学、
17 とかでしたから。
鈴木：いや、まあ、なんか先生の指示通り動いて、で、
自分に与えられた専用の課題を始末して、で、こう、
勉強していけば、まあなんか、そこそこには受かると
思うんで。俺、そんなに縛られて感じは全くないっす。
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清水：なんかすごい喜んでたよね、一緒に結果、見た
んですよ、なんか。
鈴木：いやでも 85( 日医の補欠番号 ) なんですよ。な
んか全然、来てもおかしくない番号だったんで。でも
やっと、3 月の 27 日に来て。たこ焼き食べてるときに、
なんか母親から連絡、来て、なんか。来たよって？ 内心、
穏やかだったかもしれないですね。フフフフッ。物理
から生物に変えて、めちゃめちゃ不安でしたよ、正直。
いや、なんかもう変えないと、もう物理、伸びる気が
しなかった。アハハハハ。いやー、なんか、当時、数
学がまずできてなかったんで、物理できるわけないな
みたいな。化学もひどくて、39.7。でも伸びたかな、
39.7 の人が次、次、70.9 とか、いきました。いや、な
んかやっちゃったのかな。アッハッハ。勉強はしてま
したよ。俺は多分、代官山の中で一番、席、立ってな
い自信あるよ、正直。一番、寝なかったは自信がある、
それは。
鈴木：いや、まあ、でも本当に 1 年で終わるならって
感じですよ。本当に、背に腹は代えられない感じですよ。
高校んときは、頭悪かったですからね。いや、本当に。
フフ。いやー、なんかもう、物理選択してたんですけど、
本当にできてなくて、いやー、波動とかもちんぷんか
んぷんみたいな、アハハハハ。え、なんかもう数学も
よく分かんなかったですし。うちの高校、受験の勉強、
誰もしてないですね。なんか大学みたいな感じで遊ん
で、なんかもう授業も切ったりとか。いや、もうなん
か朝、寝てたり、昼は遊んだりとか。
清水：なんか周りにまず私立医学部を目指す人が本当
にいなかったので、ここは、なんかみんな同じ目標っ
ていうのが、まずすごい、なんか嬉かったんですよ。
嬉かったです。
鈴木：いやー、めっちゃ分かりますよ。誰もいなかっ
たんで、周り、僕のクラスも一人もいなかったんで。
そうですね。なんか 1 人で勉強してる感じじゃない？
清水：なんか、いない、いないので。そう、そう。まあ、
でも私、現役のときは、あのー、私立だけじゃなかっ
たから。いや、なんか本当に高校生のとき、すごい頭
が悪かったんですよ。成績もよくなくて。受験の対策
はあんまりしてなかった気がします。え、なんかもう、
もう代官山、来て、もうなんか一回、全部、なんか頭
から消して、数学とか本当、言われたものをもう一回、
最初から基礎っていうのをやり始めた感じが自分の中
で結構、あって、なんかそれで結構、いろんなものを
体系化できてっていうのがすごい自分で感じました。
現役のとき、現役のときはその、国立のほうを第 1 志
望にしてました。私立、3 校、受けました。東邦と東
医と昭和です。ちょっとご縁がなかったかなって。

最初のクラスはみんな、それぞれどこからス
タート？
鈴木：M3 です、なんか夏に M2 に上がった。そうなん
ですよ。M2 に上がって、後期から M1 で、ずっと M1

鈴木：アハハハハハハ。
古川：それは感じると思います、多分。あんまり喜べ
ないです。心の底から。
鈴木：嬉い悩みやん。
清水：なんか次が怖い。
古川：そう。次も取らないと。プレッシャーがあるほ
うが勉強してたかもしれないです。なんかプレッシャー
ないと結構、その場、その場所で安定するのを好む人
間で、なんかこのぐらいでいいかなって思っちゃいや
すいから。いや、もう本当にそれは現役で苦労したので、
反省して、本当に。現役は、逆に違うんですよ。あのー、
レベルが高い塾に入っちゃってて。鉄緑会なんですけ
ど。行ってました。で、周りがもうみんな理 3 とか国
立しか狙わない人たちばかりじゃないですか。そうす
ると、なんかもう解けない問題があっても、私は私大、
もうずっと、私大しか受けないぞっていうつもりでい
たから、まあ、私大だしって思う気持ちが少しあると、
なんかできなくても焦りがないんですよね、なんか、
できないことに。自分で納得しちゃって。そうです。で、
私は私大だから、まあ、この問題は解けなくても大丈
夫かなみたいな気持ちがあったから、よくなかったで
すね。鉄緑って、なんか先生も国立向けの勉強しか教
えてくれないんですよ。リスニングやってました。普
通に、なんでやってるんだろうと思いながらやってま
した。私、鉄緑、入ってるから。プライドもありました。
なんかそういうプライドじゃなくて、何だろう、そのー、
みんなが、鉄緑なんだ、すごいねってもう、優奈ちゃ
ん鉄緑って、学年で 1 人だけで、私だけしかいなくて、
ゆなちゃんは鉄緑に行っている、なんかうちの学年か
ら鉄緑はゆなちゃんだけだみたいな感じで言われてる
と、なんか辞めるに辞めれなくなっちゃって、えー、
どうしようって。フフフフ。本当に流されやすいです、
周りに。やってましたね。辞めたいとも言えずに、親に。
アハハハハ。だからちょっと推薦に逃げたいっていう
気持ちもあったのかもしれないんですけど。

1 年で合格できた理由は？
鈴木：まあ、そうですね。高校のときなんも勉強しなかっ
た人がいきなりここ来て、そんなにできるもんなのかっ
て、ありますけど、いやー、いや、でも本当にさすが
に人よりやりましたよ。自分で言っちゃうけど、これ。
アハハ、ハハハハハ。生物も変えたばっかりだったし…、
でも何が良かったんだろうな。いや、なんかもう基本
的にどのクラスも一から教えるんで、代官山って。いや、
だからもう、ない状態からスタートしたんですよ。多分、
偏差値的にも。そこから多分、なんかこう、教わった
ことを基本的に次の週か、その 2 週間後ぐらいには、
まあ、80 パーから 90 パーぐらい覚えてるようにはし
てましたね、多分。いやー、なんかこう、結構、代官
山の先生ってプリントとか配るんですけど、それはも
う多分、もう 3 周とかでみんなが終えるところを、まあ、
7 周、8 周とか、やってましたね、結構。7 周、8 周やっ
てたと思いますね。そんぐらいやんないと多分、伸び
ない、伸びないっていうか。代官山のテストって 5 月
ぐらいだとまだ出題範囲が決まってるんで、化学とか
そうじゃないですか。だからこう、やった内容を全部
やれば一応、点を取れるようにはなってるっていうか、
でも 4 月の段階は多分、全範囲だったよね、テスト範囲。
そうじゃなかったっけ。クラス編成で。でも 5 月とか
だと、まだなんか範囲、限られてるんで、それはでかかっ
たかもしれないです。
清水：ここに来てからは、戸惑ってはいなかったですね。
ほら、これやりなさいみたいなのがはっきりしてるか
ら、その通りやっていった感じ？そうですね。なんか
それで結構、なんか、それをやることで自分が、あ、
これ分かるようになったなって思ったのが楽しくて、
で、1 学期のはじめのころ化学が本当にやばいって思っ
て、最初 32 点で、それまで全部、何もマンツー取って
なかったんですけど、そこで初めてマンツーを取った
んですよ。マンツー取ってから、化学は本当に劇的に
変わりました。化学は本当に基礎ができてなくって、
なんか暗記が本当に苦手だったんですけど、基礎から
すっごい大量にプリントもらって。なんか 1 回で 3 時
間みたいな、その時間内でもう絶対、終わらせなさい
みたいな。本当に基礎なんですけど、このプリントも
らって、なんか。なんか 1 週間に 1 回なんですけど、
それやってたら、なんかいつの間にか、結構、暗記も
のも結構、体系化して教えてくれたので、それがすご
い良くって。それですごい改善しました。本当に取っ
てなかったら、もう慈恵にも行けなかったし。慈恵の
化学はなんか考えるのが多くて、難しいんですけど、
でも私、考えるほうが好きだったので、なんかその対
策も、質問に行ったりしたときに結構、丁寧に、いろ
いろ教えてもらって、本当に対策してもらってました。
でもマンスリーとかで多分、2 回ぐらい 1 位、取って
ても、それでも全然、受かる気はしてなかった。え、
本当にです。
鈴木：絶対嘘じゃん。アハハハハハ。絶対嘘じゃん。

清水：本当に、本当に、本当に。どこも去年、1 次、通っ
てないので、それもあって本当、直前まで。変なトラ
ウマみたいになってて、国際とか受けても、なんかあれ、
落ちちゃったかもって。思ってたんですけど、まあ、
実際、開けてみたら、あー、大丈夫だったって。いや、
でもなんかの手違いでたまたま取れたかなって思って
たんですよ。
本番に近づくほど、受かるかなみたいな気持ちに。
自分だけ落ちるんじゃないかみたいな、え、うーん。
鈴木：周りも落ちるんじゃないかみたいな ( 笑 )
清水：そこはないです。
古川：そうですね。でも河合で初めて私、あのー。で、
C 以上を見たんですよ。D、D 以上かな。なんか E しか
見たことなくて、今まで。
鈴木：D 判、取ってなかった？　なんか。
古川：え、そう、だから初めて、E 以外の文字が見え
たときに、あ、でも去年とはなんか違うんだな、自分っ
ていうのが、そうです、杏林とか。聖マか。そう、だ
からなんかその、自分の中では、なんかすごい受かる
かもっていう気持ちはなくても、去年とは何か自分は
違うぞっていうのが河合で一番、分かったなって思い
ました。生物だけは、74。夏ですかね。これ。第2回だ。
夏です。

マンスリーのあと、マンスリーの活用術とかあ
りますか？
清水：マンスリーまでの目標から 1 日の目標を割り出
して、計画立てるといいよって言ってて、なんかすご
いそれがいいなって思って、じゃあ、やろうって思っ
たんですよ。で、それ、それやると結構、落ち込んでても、
なんか次、何やるべきかって。マンスリー終わった後に、
なんかいろいろ、後悔、抱えながら、自習室に戻って。で、
なんか取りあえず反省、書いて、ここができなかった
なみたいな。で、次までにこれやんなきゃなっていう
計画、立てるんですよ。
鈴木：あー。俺、反省、書いてたわ。
清水：そう、反省、書いて、やんなきゃいけないこと

を書き出して、それのその 1 日ごとに、この 1 週間ま
でにこれやって、これやってって予定、立てて、結構、
それが自分に合ってて。それやってると、本当になん
かあんまり落ち込まずに、次、次、こうしようってい
う気持ちになって。はい。やってました。
古川：私は何だろう、落ち込むと、あれ、生物やりました。
なんかもう。アハハハハ。もう取りあえず、得意な生物、
石原先生のマンツーがあって、課題がたくさんなんで
すよ、あの、すっごいたくさんいただいて、マンスリー
終わって、自己採して、はあって一息ついて、もうひ
たすら考察を始めて、よし、まだできる、大丈夫だっ
て思ってました。アッハハ。取りあえず、好きなことやっ
て。それでもうだいぶ、考察 1 問、解いて、よし、解
けたぞってなんか気持ちが明るくなるじゃないですか。
そのままもう、明るいまんまでやってました。そんな
落ち込みはなかったです、悪くても。
鈴木：いや、結構、落ち込んでなかった？
古川：あー、もう嫌だって口で言えば、もう全部、流
れる程度。
鈴木：ハハッ。
古川：うん、もやもやは。あー、落ちた、落ちたみた
いな感じで言ったら全部、すっきりするタイプの、な
んか結構、簡単な人間だったからよかったです。
鈴木：まあ、なんか、真面目な話、なんか悪いところばっ
かじゃなくて、いいところ見つけるとかじゃん。
古川：うーん。多分、生物ができてるところがあった
のが、多分、あー、もう駄目だった。でも生物はまた今回、
取れた、よかったって思って、じゃあ、次、頑張ろうって。
鈴木：テストは悪かったけど、生物はやれてるみたい
な感じで。
古川：うん。いいところ探しですかね。
鈴木：いいとこ探し、うん、θの石井先生の授業は、マ
ンスリーでへこんでも、俺はもう一番前で受けてまし
た。いや、なんかもう、最初、僕が座ったら次の回か
ら空けてくれるようになっちゃってて。いや、もう真
ん中ですよ。通路側の一番、ポールポジション？
古川：一つだけ空いてて、そこに 1 人で座ってやって
ました。私たちは控えめにしてましたね。
鈴木：控えめ。フッフ。
清水：あー、確かに英語だけじゃなくて、なんかいろ
んな先輩の話とかよくしてくださるので、そこでなん
か、ああ、そういう人もいたんだみたいな、なんか笑っ
たりして、結構、うん、なんかそういう英語以外のと
ころでも、なんかそういう刺激になった感じがします。
古川：生物の先生もどの先生にも授業中にバシバシ当
てられて、だからその前日の夜とかに資料集で授業範
囲のところを、最初に事前に読み込んでおいて、読み
込むっていうか軽く自分である程度、内容把握できる
ぐらいまで読んで、そうすると次の時間、授業がそのー、
80 分でしたっけ。80 分。その先生が当てるから、全部、
テストになるんですよ、自分の中では。で、何を当て
られても答えられるぞっていうつもりで、その、誰に

当たっても自分が答えてるつもりでやってると、その、
全部、テスト感覚で受けると、できてない、覚えきれ
てないところとかも全部、分かるし、ある程度、内容
を把握した上で授業を受けるから、すごい内容が入っ
てきやすくて、それで復習は、全体じゃなくて、予習
してて答えられなかった部分と、先生がプラスアルファ
でなんか教えてくださった内容だけを中心的になんか
復習するっていうのを続けてたら、マンスリーテスト
が週何回もある気分な感じで、生物に関しては。だか
らそれは多分、伸びた原因なんじゃないかなとは思っ
てて

最後に一言なにかあれば。
古川：でもなんかすごい仲間がたくさんできた感じで、
なんか今も特に M4、一番最初のクラスが本当に仲良
くて、なんか今でも Zoom でみんなで集まってお話し
したりとか、地方、行っちゃった子とも、その、大学、違っ
ちゃった子とも、なんか本当につながりが強くて、だ
からなんか将来、医者になるときに、その、お互い助
け合えるような友達がたくさんできたなって思ってて、
そこは一番よかったと思ってます。
清水：なんか私は本当、環境が本当にいいなと思って、
自分がやろうって思ったら、もう朝から晩まで勉強で
きる環境にあるじゃないですか。私は本当に寮、帰っ
て勉強を全くしないで、もう本当に 1 年やったんです
けど、もうそれでも全然いいぐらい、その、ずっと塾
にいれるっていう環境は本当にいいと思うし、本当に
私みたいに、高校のときに全然できなくっても、最初
からもう一回、テキストとかちゃんとやるべきことを
与えてくれるのが、本当に合格に私はつながったと思
いました。去年の成績開示とかで、もう、昭和は化学、
17 とかでしたから。
鈴木：いや、まあ、なんか先生の指示通り動いて、で、
自分に与えられた専用の課題を始末して、で、こう、
勉強していけば、まあなんか、そこそこには受かると
思うんで。俺、そんなに縛られて感じは全くないっす。
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清水：なんかすごい喜んでたよね、一緒に結果、見た
んですよ、なんか。
鈴木：いやでも 85( 日医の補欠番号 ) なんですよ。な
んか全然、来てもおかしくない番号だったんで。でも
やっと、3 月の 27 日に来て。たこ焼き食べてるときに、
なんか母親から連絡、来て、なんか。来たよって？ 内心、
穏やかだったかもしれないですね。フフフフッ。物理
から生物に変えて、めちゃめちゃ不安でしたよ、正直。
いや、なんかもう変えないと、もう物理、伸びる気が
しなかった。アハハハハ。いやー、なんか、当時、数
学がまずできてなかったんで、物理できるわけないな
みたいな。化学もひどくて、39.7。でも伸びたかな、
39.7 の人が次、次、70.9 とか、いきました。いや、な
んかやっちゃったのかな。アッハッハ。勉強はしてま
したよ。俺は多分、代官山の中で一番、席、立ってな
い自信あるよ、正直。一番、寝なかったは自信がある、
それは。
鈴木：いや、まあ、でも本当に 1 年で終わるならって
感じですよ。本当に、背に腹は代えられない感じですよ。
高校んときは、頭悪かったですからね。いや、本当に。
フフ。いやー、なんかもう、物理選択してたんですけど、
本当にできてなくて、いやー、波動とかもちんぷんか
んぷんみたいな、アハハハハ。え、なんかもう数学も
よく分かんなかったですし。うちの高校、受験の勉強、
誰もしてないですね。なんか大学みたいな感じで遊ん
で、なんかもう授業も切ったりとか。いや、もうなん
か朝、寝てたり、昼は遊んだりとか。
清水：なんか周りにまず私立医学部を目指す人が本当
にいなかったので、ここは、なんかみんな同じ目標っ
ていうのが、まずすごい、なんか嬉かったんですよ。
嬉かったです。
鈴木：いやー、めっちゃ分かりますよ。誰もいなかっ
たんで、周り、僕のクラスも一人もいなかったんで。
そうですね。なんか 1 人で勉強してる感じじゃない？
清水：なんか、いない、いないので。そう、そう。まあ、
でも私、現役のときは、あのー、私立だけじゃなかっ
たから。いや、なんか本当に高校生のとき、すごい頭
が悪かったんですよ。成績もよくなくて。受験の対策
はあんまりしてなかった気がします。え、なんかもう、
もう代官山、来て、もうなんか一回、全部、なんか頭
から消して、数学とか本当、言われたものをもう一回、
最初から基礎っていうのをやり始めた感じが自分の中
で結構、あって、なんかそれで結構、いろんなものを
体系化できてっていうのがすごい自分で感じました。
現役のとき、現役のときはその、国立のほうを第 1 志
望にしてました。私立、3 校、受けました。東邦と東
医と昭和です。ちょっとご縁がなかったかなって。

最初のクラスはみんな、それぞれどこからス
タート？
鈴木：M3 です、なんか夏に M2 に上がった。そうなん
ですよ。M2 に上がって、後期から M1 で、ずっと M1

鈴木：アハハハハハハ。
古川：それは感じると思います、多分。あんまり喜べ
ないです。心の底から。
鈴木：嬉い悩みやん。
清水：なんか次が怖い。
古川：そう。次も取らないと。プレッシャーがあるほ
うが勉強してたかもしれないです。なんかプレッシャー
ないと結構、その場、その場所で安定するのを好む人
間で、なんかこのぐらいでいいかなって思っちゃいや
すいから。いや、もう本当にそれは現役で苦労したので、
反省して、本当に。現役は、逆に違うんですよ。あのー、
レベルが高い塾に入っちゃってて。鉄緑会なんですけ
ど。行ってました。で、周りがもうみんな理 3 とか国
立しか狙わない人たちばかりじゃないですか。そうす
ると、なんかもう解けない問題があっても、私は私大、
もうずっと、私大しか受けないぞっていうつもりでい
たから、まあ、私大だしって思う気持ちが少しあると、
なんかできなくても焦りがないんですよね、なんか、
できないことに。自分で納得しちゃって。そうです。で、
私は私大だから、まあ、この問題は解けなくても大丈
夫かなみたいな気持ちがあったから、よくなかったで
すね。鉄緑って、なんか先生も国立向けの勉強しか教
えてくれないんですよ。リスニングやってました。普
通に、なんでやってるんだろうと思いながらやってま
した。私、鉄緑、入ってるから。プライドもありました。
なんかそういうプライドじゃなくて、何だろう、そのー、
みんなが、鉄緑なんだ、すごいねってもう、優奈ちゃ
ん鉄緑って、学年で 1 人だけで、私だけしかいなくて、
ゆなちゃんは鉄緑に行っている、なんかうちの学年か
ら鉄緑はゆなちゃんだけだみたいな感じで言われてる
と、なんか辞めるに辞めれなくなっちゃって、えー、
どうしようって。フフフフ。本当に流されやすいです、
周りに。やってましたね。辞めたいとも言えずに、親に。
アハハハハ。だからちょっと推薦に逃げたいっていう
気持ちもあったのかもしれないんですけど。

1 年で合格できた理由は？
鈴木：まあ、そうですね。高校のときなんも勉強しなかっ
た人がいきなりここ来て、そんなにできるもんなのかっ
て、ありますけど、いやー、いや、でも本当にさすが
に人よりやりましたよ。自分で言っちゃうけど、これ。
アハハ、ハハハハハ。生物も変えたばっかりだったし…、
でも何が良かったんだろうな。いや、なんかもう基本
的にどのクラスも一から教えるんで、代官山って。いや、
だからもう、ない状態からスタートしたんですよ。多分、
偏差値的にも。そこから多分、なんかこう、教わった
ことを基本的に次の週か、その 2 週間後ぐらいには、
まあ、80 パーから 90 パーぐらい覚えてるようにはし
てましたね、多分。いやー、なんかこう、結構、代官
山の先生ってプリントとか配るんですけど、それはも
う多分、もう 3 周とかでみんなが終えるところを、まあ、
7 周、8 周とか、やってましたね、結構。7 周、8 周やっ
てたと思いますね。そんぐらいやんないと多分、伸び
ない、伸びないっていうか。代官山のテストって 5 月
ぐらいだとまだ出題範囲が決まってるんで、化学とか
そうじゃないですか。だからこう、やった内容を全部
やれば一応、点を取れるようにはなってるっていうか、
でも 4 月の段階は多分、全範囲だったよね、テスト範囲。
そうじゃなかったっけ。クラス編成で。でも 5 月とか
だと、まだなんか範囲、限られてるんで、それはでかかっ
たかもしれないです。
清水：ここに来てからは、戸惑ってはいなかったですね。
ほら、これやりなさいみたいなのがはっきりしてるか
ら、その通りやっていった感じ？そうですね。なんか
それで結構、なんか、それをやることで自分が、あ、
これ分かるようになったなって思ったのが楽しくて、
で、1 学期のはじめのころ化学が本当にやばいって思っ
て、最初 32 点で、それまで全部、何もマンツー取って
なかったんですけど、そこで初めてマンツーを取った
んですよ。マンツー取ってから、化学は本当に劇的に
変わりました。化学は本当に基礎ができてなくって、
なんか暗記が本当に苦手だったんですけど、基礎から
すっごい大量にプリントもらって。なんか 1 回で 3 時
間みたいな、その時間内でもう絶対、終わらせなさい
みたいな。本当に基礎なんですけど、このプリントも
らって、なんか。なんか 1 週間に 1 回なんですけど、
それやってたら、なんかいつの間にか、結構、暗記も
のも結構、体系化して教えてくれたので、それがすご
い良くって。それですごい改善しました。本当に取っ
てなかったら、もう慈恵にも行けなかったし。慈恵の
化学はなんか考えるのが多くて、難しいんですけど、
でも私、考えるほうが好きだったので、なんかその対
策も、質問に行ったりしたときに結構、丁寧に、いろ
いろ教えてもらって、本当に対策してもらってました。
でもマンスリーとかで多分、2 回ぐらい 1 位、取って
ても、それでも全然、受かる気はしてなかった。え、
本当にです。
鈴木：絶対嘘じゃん。アハハハハハ。絶対嘘じゃん。

清水：本当に、本当に、本当に。どこも去年、1 次、通っ
てないので、それもあって本当、直前まで。変なトラ
ウマみたいになってて、国際とか受けても、なんかあれ、
落ちちゃったかもって。思ってたんですけど、まあ、
実際、開けてみたら、あー、大丈夫だったって。いや、
でもなんかの手違いでたまたま取れたかなって思って
たんですよ。
本番に近づくほど、受かるかなみたいな気持ちに。
自分だけ落ちるんじゃないかみたいな、え、うーん。
鈴木：周りも落ちるんじゃないかみたいな ( 笑 )
清水：そこはないです。
古川：そうですね。でも河合で初めて私、あのー。で、
C 以上を見たんですよ。D、D 以上かな。なんか E しか
見たことなくて、今まで。
鈴木：D 判、取ってなかった？　なんか。
古川：え、そう、だから初めて、E 以外の文字が見え
たときに、あ、でも去年とはなんか違うんだな、自分っ
ていうのが、そうです、杏林とか。聖マか。そう、だ
からなんかその、自分の中では、なんかすごい受かる
かもっていう気持ちはなくても、去年とは何か自分は
違うぞっていうのが河合で一番、分かったなって思い
ました。生物だけは、74。夏ですかね。これ。第2回だ。
夏です。

マンスリーのあと、マンスリーの活用術とかあ
りますか？
清水：マンスリーまでの目標から 1 日の目標を割り出
して、計画立てるといいよって言ってて、なんかすご
いそれがいいなって思って、じゃあ、やろうって思っ
たんですよ。で、それ、それやると結構、落ち込んでても、
なんか次、何やるべきかって。マンスリー終わった後に、
なんかいろいろ、後悔、抱えながら、自習室に戻って。で、
なんか取りあえず反省、書いて、ここができなかった
なみたいな。で、次までにこれやんなきゃなっていう
計画、立てるんですよ。
鈴木：あー。俺、反省、書いてたわ。
清水：そう、反省、書いて、やんなきゃいけないこと

WAY TO SUCCESS合格への軌跡

を書き出して、それのその 1 日ごとに、この 1 週間ま
でにこれやって、これやってって予定、立てて、結構、
それが自分に合ってて。それやってると、本当になん
かあんまり落ち込まずに、次、次、こうしようってい
う気持ちになって。はい。やってました。
古川：私は何だろう、落ち込むと、あれ、生物やりました。
なんかもう。アハハハハ。もう取りあえず、得意な生物、
石原先生のマンツーがあって、課題がたくさんなんで
すよ、あの、すっごいたくさんいただいて、マンスリー
終わって、自己採して、はあって一息ついて、もうひ
たすら考察を始めて、よし、まだできる、大丈夫だっ
て思ってました。アッハハ。取りあえず、好きなことやっ
て。それでもうだいぶ、考察 1 問、解いて、よし、解
けたぞってなんか気持ちが明るくなるじゃないですか。
そのままもう、明るいまんまでやってました。そんな
落ち込みはなかったです、悪くても。
鈴木：いや、結構、落ち込んでなかった？
古川：あー、もう嫌だって口で言えば、もう全部、流
れる程度。
鈴木：ハハッ。
古川：うん、もやもやは。あー、落ちた、落ちたみた
いな感じで言ったら全部、すっきりするタイプの、な
んか結構、簡単な人間だったからよかったです。
鈴木：まあ、なんか、真面目な話、なんか悪いところばっ
かじゃなくて、いいところ見つけるとかじゃん。
古川：うーん。多分、生物ができてるところがあった
のが、多分、あー、もう駄目だった。でも生物はまた今回、
取れた、よかったって思って、じゃあ、次、頑張ろうって。
鈴木：テストは悪かったけど、生物はやれてるみたい
な感じで。
古川：うん。いいところ探しですかね。
鈴木：いいとこ探し、うん、θの石井先生の授業は、マ
ンスリーでへこんでも、俺はもう一番前で受けてまし
た。いや、なんかもう、最初、僕が座ったら次の回か
ら空けてくれるようになっちゃってて。いや、もう真
ん中ですよ。通路側の一番、ポールポジション？
古川：一つだけ空いてて、そこに 1 人で座ってやって
ました。私たちは控えめにしてましたね。
鈴木：控えめ。フッフ。
清水：あー、確かに英語だけじゃなくて、なんかいろ
んな先輩の話とかよくしてくださるので、そこでなん
か、ああ、そういう人もいたんだみたいな、なんか笑っ
たりして、結構、うん、なんかそういう英語以外のと
ころでも、なんかそういう刺激になった感じがします。
古川：生物の先生もどの先生にも授業中にバシバシ当
てられて、だからその前日の夜とかに資料集で授業範
囲のところを、最初に事前に読み込んでおいて、読み
込むっていうか軽く自分である程度、内容把握できる
ぐらいまで読んで、そうすると次の時間、授業がそのー、
80 分でしたっけ。80 分。その先生が当てるから、全部、
テストになるんですよ、自分の中では。で、何を当て
られても答えられるぞっていうつもりで、その、誰に

当たっても自分が答えてるつもりでやってると、その、
全部、テスト感覚で受けると、できてない、覚えきれ
てないところとかも全部、分かるし、ある程度、内容
を把握した上で授業を受けるから、すごい内容が入っ
てきやすくて、それで復習は、全体じゃなくて、予習
してて答えられなかった部分と、先生がプラスアルファ
でなんか教えてくださった内容だけを中心的になんか
復習するっていうのを続けてたら、マンスリーテスト
が週何回もある気分な感じで、生物に関しては。だか
らそれは多分、伸びた原因なんじゃないかなとは思っ
てて

最後に一言なにかあれば。
古川：でもなんかすごい仲間がたくさんできた感じで、
なんか今も特に M4、一番最初のクラスが本当に仲良
くて、なんか今でも Zoom でみんなで集まってお話し
したりとか、地方、行っちゃった子とも、その、大学、違っ
ちゃった子とも、なんか本当につながりが強くて、だ
からなんか将来、医者になるときに、その、お互い助
け合えるような友達がたくさんできたなって思ってて、
そこは一番よかったと思ってます。
清水：なんか私は本当、環境が本当にいいなと思って、
自分がやろうって思ったら、もう朝から晩まで勉強で
きる環境にあるじゃないですか。私は本当に寮、帰っ
て勉強を全くしないで、もう本当に 1 年やったんです
けど、もうそれでも全然いいぐらい、その、ずっと塾
にいれるっていう環境は本当にいいと思うし、本当に
私みたいに、高校のときに全然できなくっても、最初
からもう一回、テキストとかちゃんとやるべきことを
与えてくれるのが、本当に合格に私はつながったと思
いました。去年の成績開示とかで、もう、昭和は化学、
17 とかでしたから。
鈴木：いや、まあ、なんか先生の指示通り動いて、で、
自分に与えられた専用の課題を始末して、で、こう、
勉強していけば、まあなんか、そこそこには受かると
思うんで。俺、そんなに縛られて感じは全くないっす。
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卒 業 生 が 語 る

WAY TO SUCCESS

合格への
軌跡2021年

東京慈恵会医科大
日本大医学部
杏林大医学部
愛知医科大
聖マリアンナ医科大
北里大医学部

2次合格
2次合格

2次正規合格
2次正規合格

前期2次正規合格
2次合格

ちゃんと一人一人、見てくれてることが、
すごい嬉しかった。

先生たちも、名前を覚えてくれて、ちゃんと  
出来ないことも把握してくれてるので。

東京慈恵会医科大進学　原島弘典 君(札幌光星高校卒)
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では、まずは結果報告からよろしくお願いしま
す。
はい。原島弘典です。進学先は、東京慈恵会医科大学
です。1 次出たとこは愛知、杏林、北里、聖マリ、帝京、
東邦、えーっと、あと、日本医科大学、あと、日大、
慈恵です。2 次きたのが、どこだっけ。愛知、杏林、北里、
聖マリ、日大、慈恵。6 校でした。6 校ですね。慈恵が
42 番でした。結構、遅かったですね。今年は…。そう
ですね。70 人弱だったので。70、ん？ 73 番でしたか。
山内紀乃さん ( 東京慈恵会医科大学進学 ) がたしか 73
番目だったような…。多分、あれでラストですよね。
まあ、なんで結構、下から数えたほうが早いかなって
感じで…。補欠の連絡が 3 月の 16 日に来ました。そ
れまでは、まず、最初に合格した杏林に払ってたんで
すけど、その後、日大がきたので日大に払って、で、慈恵、
多分、駄目だなと思って。で、ただ慈恵がまあ、きそ
うな順位だったので。途中、あ、慈恵、大丈夫かなっ
て感じで。ハハ。ちょっと損しましたね。ハハ。しょ
うがないっす。そうですね、まあ、1 年間勉強してて、
今年、“ 合格 ” は自分の最低条件だったんですけど途中、
どうせ勉強するんだったら、できるだけ自分の行きた
い大学とか、そういったところに行ければって思って
たんで、ま、結果は出せたかなと思ってます。

再受験する上で、代官山、選んだきっかけは？
きっかけは、僕、大学を卒業して来たんですよね、卒
業して、就活もしてなかったので、で、いろいろ予備
校選んでて、何ていうんですか、予備校のこと、全然
分かんないので、東京にそもそも住んだこともないで
すし。親が札幌に住んでたので。そもそも医師じゃな
いし、札幌光星って、なんか、慈恵 ( 大学 ) の先生にも
聞いたことないって言われましたし ( 笑 )、で、大学卒
業してすぐ、何ていうんですか、予備校選ぶときにホー
ムページ探すんですけど、いっぱいあって…。で、本
当にたまたま見て、2 次合格者がすごい多かったので ,
それで惹かれ、惹かれたというか。まあ、代官山の戦
略にはまったというか。ハハハハ。いや、うそじゃな
いですよ。嘘じゃないですけど、まあ、そうですね。
何か何がって、ここに来ることになってって感じです
ね。そのときは母親と来ました。で、すぐ決めました。

予備校に入ってみて、最初の印象は？
いやなんか、自習室が見えたんですけど、その時に本
がびっしり並んでたのを見て、こんなに勉強するのか
と思って。それで何ていうんですか。もう遅かったし、
日程も。来た日にちも遅かったので、大丈夫なのかなっ
ていうのが正直なとこでした。俺、大丈夫、できるの
かなみたいな。はい。いや、やっていけるかっていう
よりも、そもそも合格できんのかなって、こういった
志で。周りの人たちのほうが、早くから勉強してるの
に大丈夫なのかなっていうのがありました。ちょっと
遅かったから。そもそも、勉強する習慣がなかったっ

ていうか、まあ、何ていうんですか。こんな受験勉強
する習慣ってなかったので、まず、慣れるっていうこ
とから自分は始めていて、うーん、まあ、2、3 週間で
慣れたかなって感じです。もう、慣れたというか慣ら
さなきゃって感じです。無理やり。授業こなしながら
慣れた感じですね。そうですね。いや、そもそもサボっ
てる人がクラスでいなかったので。で、クラス (M1) に
入ってるだけで、その、周りの人のほうが学力が高かっ
たし、特に英語とか弱かったので、自分は英語、全然
できなくて、なのでもう、私立専願の人だと、知識量
が半端じゃなくて。知ってる単語の数がもう全然違う
ので、そうですね、例えば京極君とか山田君とか、ちょっ
と別格だなと思いました。敵わないと思いました。ハ
ハハハハ。もう、敗北宣言。いや、その時点でもう、
英語は多分もう勝てないなっていうの分かったので。
そうですね。理数でできるだけ、食らい付きたいと思っ
てました。

医学部再受験をしようと思ったきっかけは？
いやあの、叔父も、大学卒業してから医者になってる
人なんで。いろいろ話を聞いて影響を受けたんですよ
ね。
まあそれで、もう一回、受けてみようかなと思って、
うん。いや、そもそも代官山 MEDICAL がハードとか、
そういう情報すらなかったんですよね。２次いっぱい
受かってたから来ちゃったっていうか、そうですね。
フフフ。中身がハードとかハードじゃないとかそうい
うことよりも、合格できるかできないかが、覚悟が必
要で、何ていうんだろう、覚悟して、実際来たらこん
な大変なのって思って。アハハハハ。ちょっと面食らっ
て。そ、そうですね。いやもう、だって周りがすごい
んで本当に。だって来たら、3 月の段階で自習室入っ
たらほとんどの人いるんで。ちょっとすごいなと思っ
て。フフフフ。そういう経験はなかったです。で、最
初は本当に何ていうんだろう。クラス、親と話したと
きに、クラスとか気にせず、最終的に受かればいいか
らっていう話だったんですよね。それが、やっていく
うちに、なんでなんだろう、って、本当は何ていうん
だろう、とか、1 つ 1 つ自分の中の穴埋めをしたかっ
たんですよね、その、基礎のところから徐々に、下から、
基礎からがーってやっていくのがよくて。ただ、入っ
たクラス (M1) で、いきなり例えば数学とかトップのテ
キストとかやって、英語もハイレベルなやつで、理科
もそうで。周りもね、できる人ばっかで、これ大丈夫
なのかと思って。ハハ。うん、正直それは不安でしたね。
復習とか、全く間に合いませんね。量が多いので。だ
から、いやもう、先生から言われた最低限のことをま
ずは覚えて、そして、科目によってちょっと、ムラが
出ちゃうんですけど。例えば数学とか化学はちゃんと
ほぼ、ほぼ回せてましたね。ちゃんと復習まで。ただ、
その分、他の科目、英語とか生物はできてなくて。そ
れがまあ、見事に後半に多分、アハ、成績として出て

ら受かったと、いやそれはもう、親にも言われてるし。
親にも、言われて、いやもう、こんな受からないでしょっ
て、代官山だったからって言われて。うん。それはそ
の通りですね。まあ 1 校。ま、再受験っていうのは 1
校受かるってのが最低条件なんで、それクリアしてた
んで。あとは別に、どうなってもいいよぐらいの気持
ちでいったっていうのがありますね、正直なところ。

再受験の 2次試験対策は万全でしたか？
いや、2 次試験ですね。僕は面接、落とされてるので、
そっちが不安だったんですよね。で、高橋先生んとこ
行ってマンツー取って、なんか、本当に面接で変なこ
と言った、言っちゃったんじゃないかなと思って、も
う急いでやってもらって、様子見て。そしたら実際、
なんか「切れ、悪いね」みたいに言われて。
受け答えの。論理的ではないよね、みたいに言われて。
前日までやってましたね。慈恵の前日まで。慈恵、3
日目、最後でしたね。3 日目ですね。慈恵に行って帰っ
てきた人たちと、もう会ってないので。その 2 次試験、
多分、戻ってきてないと思うんですよね。あんまり勉
強することがないと思うので。なので、高橋先生から
聞いてましたね、もう。いろいろ不安な日々で・・・。
結構なんか。うん。日医も、そんなに失敗してない、
個人的には失敗してないと思ってました。いや、ただ
その、何ていうんだろう。例えばなんでもう一回、大
学を受け直したのかとかは、他の 1 浪とか 2 浪の人に
はないことなので。それはやっぱりちょっと、自分で
考えるだけじゃなくて、それを他人に見てもらうって
いう機会も必要だと思っていたので。で、あと小論も
そんな得意じゃないんですよね。国語ができないので、
あんまりうまく物事を書けたりしないので。結構、高
橋先生に見てもらってました。結構、直されました。
何といっても 2 次対策までちゃんとしてくれてよかっ
たなあ、と、特に自分の場合は。その、1 次はその、
勉強なんで、言ってみればもう、多分それってまあ正直、
こういうこと言っていいか分からないですけど、どこ
の予備校もやってる、当然やることじゃないですか、1
次。ただ、2 次は、ちゃんと一人一人見てくれて、その、
特に高橋先生がちゃんと事細かにちゃんと指摘してく
れることもあったので。結構、本当、先生も正直に言
うんですよね。「言ってることおかしいでしょ」みたい
な。その、例えば「どういう経緯で医学部にもう一回、
入ろうと思ったの」みたいな。で、自分が、こうこう
こうですって言ったら、「全然それ論理的じゃないよ」
みたいなって言われて。結構、本当に真顔で言われて。
で、先生に一から考えてもらったんですよね、正直。
なので。いやもう、先生が、こういうふうに言った方
がいいよ。みたいな感じで言ってくれたのでもう、あ、
そう、分かりましたって。いただきまーす、みたいな
感じで。はい。そうですね。で、その、ちゃんと一人一人、
見てくれてることが、すごい嬉しかった。もちろんそ
の 2 次じゃ、2 次だけじゃなくて他の科目も、先生た

ちもね、名前も覚えてくれて、ちゃんとできないこと
も把握してくれてるので。その、例えば数学だったら
計算遅いよ、みたいな。生物だったら覚えてないでしょ、
みたいな。英語もそうですけど、覚えていないことが
多いみたいに、ちゃんと。しかも呼び出されたことが
あって、生物は。説教というほどじゃなかったですけど。
まあその、「ちゃんと覚えなさいよ」みたいな。

勉強のリズムとしてペースメーカーとかなにか
ありましたか？
科目によって、できる人のやり方っていうか、周りの
メンバーを見て、メンバーの動向見てっていうか、はい、
町田君が多かったと思いますよ多分、化学は。あ、数
学も。他の人の動向というかすごい人を把握して、真
似しようと思ってました、僕は。あの、追い付かない
とまずいと思ってたので。とにかく。真似、その、勉
強法であったり、それはもう自習室に、席が近ければ
分かるので、大体。あと他に、移動する時とか。あと授業、
授業中にその、例えば、例えば自分が解けないのに、あ、
あんな問題解けるんだみたいな感じで。少人数だから
できることだと思いますね。そういうのは駆使してま
した。人が解けて自分が解けないと、あれ？なんでで
きるのかなと思って。で、もう、そういうのをどんど
ん吸収してって感じでした。吸収する努力をしないと
駄目なんですけど、例えば数学とかだと、そもそも定
義から忘れていたり、例えばガウス記号とかなんかす
ごい忘れやすいので、あそこら辺が自分は抜けていた
りして。何ていうんだろう、本当に感覚で勝負してた
んですよね、全ての科目で、正直言うと。なので、そ
れをやめて、もう、しっかりと論理的に考えるってい
うのをやってましたね。それは、小論文で高橋先生が
言ってたんですよね。その、論理的に考えることがす
ごい大事っていうのを。それを全ての科目に僕は適用
してました。町田君は論理的じゃないと思いますけど、
センスで頑張ってる感じなので。ただ、まあ、なんか
すごいので本当に。あと、計算のスピードですね、そ
れはもう、平野先生にも言われてたんで、遅い、って
言われてて。で、もうとにかく計算のスピード速くす
るために、例えば毎日計算するとかやってました。ア
ドバイスもらったり、どうやったら速くなりますかと
か。なんかもやるしかないって言われて。計算練習を。
なので、朝、やってましたね、来て。で、正直言うと、
朝起きてやってたときもありました。まだ志が高かっ
た 5 月とか 6 月は、正直、朝起きて積分やってたとき
もありました。7 月は大体、6 時 40 何分ですよ。
一番早いので 6 時 35 分とか。まあ、夏なんでちゃん
とやんないとみたいな。気持ちはあったと思いますね。

授業以外にも、先生方のところに質問とか行っ
ていましたか？
はい、行ってました。うーん、一番よく行ったのが、
薄先生とあと、英語の三ツ橋先生ですね。夏からマン

ツー取って、特に三ツ橋先生には教えてもらってまし
た。伸びたかどうかは別として、まあ、戦えるレベル、
本当に合格、食い込めるか食い込めないかにはいけた
かなと思いますね、三ツ橋先生のおかげかな、絶対そ
うだと思います。英作文も結構、見てもらってて。そ
うですね。で、まあ落ちちゃったんですけど、日医は。
ただ、慈恵でも英作、出て、そこはちゃんと本当に書
けて、本当に。英作文は比較的、書けたと思います。
なんか、生物の話だったので。何とかあの、知識、うん、
知識で乗り切って。そうですね。何とか頑張ったって
感じで。本当に多分、今年じゃなかったら、僕は受かっ
てないので。
石井先生のところにも行きましたね。英語、あの、シー
タのテキスト、分かんないところは質問とか行ったり。
あと面談、石井先生の面談もあって、その、前期も後
期も結構、質問行ってたかな。もちろん、そんな回数
多くないですけど、シータのテキストで分からないと
ころは必ず質問行ってました。あの、好き、自分の好
きな長文があったので、それをコピーして試験会場ま
で持ってって読んでました。慈恵の過去問で、確かな
んだろう、なんか、環境に関する話だったかな。ちょっ
となんか好きな文章があって、面白かったんでそれを
何度も読んでましたね。コピーして試験会場に持ってっ
て、まあ、1 冊持ってっても全部読まないので、そこ
だけコピーして持ってってました。でもまあ、自分を
信じて、ちゃんとやれたのがよかったですかね。
さっきも言ったんですけど、緒方先生には、呼び出し
1 回されたかな。1 回されましたよ。「なんで覚えない
の」みたいなことを言われたと思います。で。え、フィー
リングが好きだからとか言ったら、言ったらもっと火
に油を注ぐことになるんで、そんなこと言いませんけ
ど、で、「覚えます」とだけ言って、なんか。ハハ。覚
えれないんですよね。あの、覚える努力はしてるんで
すよ。その、例えば授業の合間とかに資料集を見たり、
授業中に覚えようという努力はしてるんですけど、やっ
ぱり、ちょっと厳しいというか、とにかく量が多いの
で苦労しました。石原先生とかにも「やばい、本当に
やばいよ」みたいに真顔で言われたことありましたね。

「点数がもう、やばいよ」みたいに言われて。いやその、
偏差値とかじゃなくて点数。素点がやばいよって言わ
れて。いや、何か生物から逃げてたところもあって、
すぐ逃げちゃう性格で、いや、先生がちゃんと指摘し
てくれるので。深瀧先生に、授業中に当ててくれて、「え、
おまえそんなことも分かんないの」みたいな。結構、言っ
てくるので。だから、ちゃんとできるだけその日に覚
えようとは、覚えようというその、努力はしてました。
語彙が足りないって言われて、じゃあ語彙を一生懸命、
覚えました。石原先生にもあり得ないぐらいのプリン
ト、もらって。これ、どうやん、暴力的な量なんで。
できるだけ知識のところは全部やったかなって感じで。
いや、そもそも自分から下さいって言って。もう、そ
うでもしないと覚えないので。

成績のランキングについてはどうでしたか？
いや、なんかもう、何ていうんですか。すごい、意識
が高い人が多いというか、敵意むき出しって言い方悪
いですけど、すごい敵意むき出しというか。例えば町
田君とかだと、初めてしゃべったときに、「次は 1 位取
らせてもらいます」みたいなこと急に言われて、初対
面で。初めて喋ったんですけど、で、びっくりして、あ、
もうこういう人たちばっかりなんだと思って。別に萎
縮はしないですけど、高いところを目標としてる人た
ちが多かったので、逆にそれが自分にとって良かった
ですね。こんな人たちが例えば慈恵とか日医受かるん
だから、この人たちぐらいできないとまずいなって思っ
て。だから目標、本当に目標、ライバルとかじゃない
ですけど、目標としてその、実際にランキング貼り出
されてて、それが良かったかなと思って。僕はあんま
りその、クラスがどうとかは、あんまり、心配してなかっ
たというか。その、立ち位置としてあの、分かるだけ
なんで。それと、受け入れちゃうほうがいいかなと思っ
て。クラス落ちても別にショックとかじゃなくって。
そうですね。ま、M2 の中にも頭いい人本当、いっぱ
いいるんで。

自分として、うまくいった秘訣みたいなのって
ありますか？
秘訣は、「目標」をつくること。その、受験校とかだけじゃ
なくて、例えば、あの人みたいに点取りたいみたいな。
実際にその、目に見える、ライバルっていうか、目標
といえる人がいるじゃないですか、その同じ自習室に、
なので、そういった目標を立てること。あと、そういっ
た人たちの、どれぐらいできるかっていうその度合いっ
ていうものを見たりするっていうのが良かったかなっ
て。あと、自習室だと、眠ってしまいそうなときあり
ましたけど、もう、モンスターばっか飲んで。飲んで
ましたよ、ハハ。あれはやばいと思いますけど。いや、
ただ、周りが寝てないんでね、本当に、うん。自分だ
け寝るわけにいかないみたいな。あと、まあ授業も多
いんで、そもそも寝る暇もないですよね、代官山に来
たら。授業が多かったのはそういう良さがあった。必
要なことを、具体的な量で示してもらえて、分かるじゃ
ないですか。授業が多いほど、こんだけやることある
んだって。例えば覚えることだってこんだけあるし、
解かなきゃ駄目な問題もこんだけあるしみたいな。な
ので、目に見える形でその課題が増えていくので、そ
れが良かったかなって。で、サボればサボるほど増え
るし。なので、常に、勉強しなきゃ駄目っていう、サ
ボらない、サボれない、サボれないですね。そう、サ
ボれないっていうのが良かったかな。

後輩に向けて、なにかアドバイスとかあれば、
いただけますか？
うーん、そうですね。まあ本当にいろんな人たちが言っ
てることなんですけど、先生の言うことをちゃんと、

聞いたり受け入れたりすること。そして、本当にちゃ
んと的確にアドバイスをしてくれるので、それで学力
を徐々に伸ばしていくっていうことをしたほうがいい
と思います。そ、そんな急激に学力って伸びないと思
うんで、普通に考えて。なので、本当にちょっとずつ
伸ばしていって、最終的に受かればいいぐらいの気持
ちで過ごせばいいんじゃないかなと思いますね。で、
あと、なんかよく言うんですけど、朝早く、朝早く来
ることが大事かなって思いますね。もう当たり前…。
できるだけその、やることが多いので、できるだけ朝
の時間を有効に活用するのがすごい、いいかなって思
いますね。本当にそれはもう、何ていうんだろう。あ
りがとうございますの一言に尽きるんですけど。いや
本当にだって、ここじゃなかったらそんな受かってな
いし。1 次受かったとしても 2 次で、落とされてるん
で絶対。なので、本当にここに来てよかったなって思
いますね。

卒 業 生 が 語 る
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ていうか、まあ、何ていうんですか。こんな受験勉強
する習慣ってなかったので、まず、慣れるっていうこ
とから自分は始めていて、うーん、まあ、2、3 週間で
慣れたかなって感じです。もう、慣れたというか慣ら
さなきゃって感じです。無理やり。授業こなしながら
慣れた感じですね。そうですね。いや、そもそもサボっ
てる人がクラスでいなかったので。で、クラス (M1) に
入ってるだけで、その、周りの人のほうが学力が高かっ
たし、特に英語とか弱かったので、自分は英語、全然
できなくて、なのでもう、私立専願の人だと、知識量
が半端じゃなくて。知ってる単語の数がもう全然違う
ので、そうですね、例えば京極君とか山田君とか、ちょっ
と別格だなと思いました。敵わないと思いました。ハ
ハハハハ。もう、敗北宣言。いや、その時点でもう、
英語は多分もう勝てないなっていうの分かったので。
そうですね。理数でできるだけ、食らい付きたいと思っ
てました。

医学部再受験をしようと思ったきっかけは？
いやあの、叔父も、大学卒業してから医者になってる
人なんで。いろいろ話を聞いて影響を受けたんですよ
ね。
まあそれで、もう一回、受けてみようかなと思って、
うん。いや、そもそも代官山 MEDICAL がハードとか、
そういう情報すらなかったんですよね。２次いっぱい
受かってたから来ちゃったっていうか、そうですね。
フフフ。中身がハードとかハードじゃないとかそうい
うことよりも、合格できるかできないかが、覚悟が必
要で、何ていうんだろう、覚悟して、実際来たらこん
な大変なのって思って。アハハハハ。ちょっと面食らっ
て。そ、そうですね。いやもう、だって周りがすごい
んで本当に。だって来たら、3 月の段階で自習室入っ
たらほとんどの人いるんで。ちょっとすごいなと思っ
て。フフフフ。そういう経験はなかったです。で、最
初は本当に何ていうんだろう。クラス、親と話したと
きに、クラスとか気にせず、最終的に受かればいいか
らっていう話だったんですよね。それが、やっていく
うちに、なんでなんだろう、って、本当は何ていうん
だろう、とか、1 つ 1 つ自分の中の穴埋めをしたかっ
たんですよね、その、基礎のところから徐々に、下から、
基礎からがーってやっていくのがよくて。ただ、入っ
たクラス (M1) で、いきなり例えば数学とかトップのテ
キストとかやって、英語もハイレベルなやつで、理科
もそうで。周りもね、できる人ばっかで、これ大丈夫
なのかと思って。ハハ。うん、正直それは不安でしたね。
復習とか、全く間に合いませんね。量が多いので。だ
から、いやもう、先生から言われた最低限のことをま
ずは覚えて、そして、科目によってちょっと、ムラが
出ちゃうんですけど。例えば数学とか化学はちゃんと
ほぼ、ほぼ回せてましたね。ちゃんと復習まで。ただ、
その分、他の科目、英語とか生物はできてなくて。そ
れがまあ、見事に後半に多分、アハ、成績として出て

ると思うんですけど。そうですけど、多分その時だと
もう間に合わないので。もうこのままいこうと思って。
もう。間に合わないまま。はい。フフ。でも。まあ、
何とかなりました。アハハ。

再受験でのいろいろな “ 壁 ” にぶち当たると思
いますが。
自分は、いろんなミスが多くて、ま、正直へこみまし
たね。後期入ってから特にっていうか、自分の性格か
もしれませんが、ミスの原因とかは、結構、問題を見
た瞬間に思い込みが激しくて、何ていうんですか、先
走っちゃうというか、最初のマンスリーとかでも、解
答欄も間違うし、計算も間違うし、みたいな。踏んだ
り蹴ったりで。ハハ。でもまあその、勉強法が間違っ
てるとか、そういったことではないと思ったので。そ
のまあ落ち着いて次、取り組んだら多少、大分巻き返
してきましたね。先生にも言われて、確か薄先生に言
われたと思います。そもそも失敗しないほうがおかし
いよ、みたいなことを確か言われたと思うんですけど。
それで、実際まあ、今までの勉強は間違ってないから、
そのまま継続しようと思って勉強してました。1 カ月
単位で模試があるので、結構、早く回復できたという、
まあスパンが短いから、本当に。3 週間後ぐらいには
もう、チャレンジするみたいな。気持ちも切り替える
ことができて。
で、それでただ、一番怖いのが、模試で点取れてても
実際の入試で受からないことが怖いと思ったんで。そ
れをどうするかっていうのが一番の課題で。もう、各、
その、それぞれ個別に先生のところに聞きに行って。
実際その、2 次は別としてその、1 次試験のときに、ど
ういうふうにいったらいいのかっていうのも全部、事
細かに聞いて本当に戦略を立てていきましたね。各先
生方と。だから、1 人でいったら受かんなかった、って。
無理ですね。ハハ。きつい、きついと思いますよ。無
理でしたね、絶対受かんないです。ここ、代官山だか

ら受かったと、いやそれはもう、親にも言われてるし。
親にも、言われて、いやもう、こんな受からないでしょっ
て、代官山だったからって言われて。うん。それはそ
の通りですね。まあ 1 校。ま、再受験っていうのは 1
校受かるってのが最低条件なんで、それクリアしてた
んで。あとは別に、どうなってもいいよぐらいの気持
ちでいったっていうのがありますね、正直なところ。

再受験の 2次試験対策は万全でしたか？
いや、2 次試験ですね。僕は面接、落とされてるので、
そっちが不安だったんですよね。で、高橋先生んとこ
行ってマンツー取って、なんか、本当に面接で変なこ
と言った、言っちゃったんじゃないかなと思って、も
う急いでやってもらって、様子見て。そしたら実際、
なんか「切れ、悪いね」みたいに言われて。
受け答えの。論理的ではないよね、みたいに言われて。
前日までやってましたね。慈恵の前日まで。慈恵、3
日目、最後でしたね。3 日目ですね。慈恵に行って帰っ
てきた人たちと、もう会ってないので。その 2 次試験、
多分、戻ってきてないと思うんですよね。あんまり勉
強することがないと思うので。なので、高橋先生から
聞いてましたね、もう。いろいろ不安な日々で・・・。
結構なんか。うん。日医も、そんなに失敗してない、
個人的には失敗してないと思ってました。いや、ただ
その、何ていうんだろう。例えばなんでもう一回、大
学を受け直したのかとかは、他の 1 浪とか 2 浪の人に
はないことなので。それはやっぱりちょっと、自分で
考えるだけじゃなくて、それを他人に見てもらうって
いう機会も必要だと思っていたので。で、あと小論も
そんな得意じゃないんですよね。国語ができないので、
あんまりうまく物事を書けたりしないので。結構、高
橋先生に見てもらってました。結構、直されました。
何といっても 2 次対策までちゃんとしてくれてよかっ
たなあ、と、特に自分の場合は。その、1 次はその、
勉強なんで、言ってみればもう、多分それってまあ正直、
こういうこと言っていいか分からないですけど、どこ
の予備校もやってる、当然やることじゃないですか、1
次。ただ、2 次は、ちゃんと一人一人見てくれて、その、
特に高橋先生がちゃんと事細かにちゃんと指摘してく
れることもあったので。結構、本当、先生も正直に言
うんですよね。「言ってることおかしいでしょ」みたい
な。その、例えば「どういう経緯で医学部にもう一回、
入ろうと思ったの」みたいな。で、自分が、こうこう
こうですって言ったら、「全然それ論理的じゃないよ」
みたいなって言われて。結構、本当に真顔で言われて。
で、先生に一から考えてもらったんですよね、正直。
なので。いやもう、先生が、こういうふうに言った方
がいいよ。みたいな感じで言ってくれたのでもう、あ、
そう、分かりましたって。いただきまーす、みたいな
感じで。はい。そうですね。で、その、ちゃんと一人一人、
見てくれてることが、すごい嬉しかった。もちろんそ
の 2 次じゃ、2 次だけじゃなくて他の科目も、先生た

ちもね、名前も覚えてくれて、ちゃんとできないこと
も把握してくれてるので。その、例えば数学だったら
計算遅いよ、みたいな。生物だったら覚えてないでしょ、
みたいな。英語もそうですけど、覚えていないことが
多いみたいに、ちゃんと。しかも呼び出されたことが
あって、生物は。説教というほどじゃなかったですけど。
まあその、「ちゃんと覚えなさいよ」みたいな。

勉強のリズムとしてペースメーカーとかなにか
ありましたか？
科目によって、できる人のやり方っていうか、周りの
メンバーを見て、メンバーの動向見てっていうか、はい、
町田君が多かったと思いますよ多分、化学は。あ、数
学も。他の人の動向というかすごい人を把握して、真
似しようと思ってました、僕は。あの、追い付かない
とまずいと思ってたので。とにかく。真似、その、勉
強法であったり、それはもう自習室に、席が近ければ
分かるので、大体。あと他に、移動する時とか。あと授業、
授業中にその、例えば、例えば自分が解けないのに、あ、
あんな問題解けるんだみたいな感じで。少人数だから
できることだと思いますね。そういうのは駆使してま
した。人が解けて自分が解けないと、あれ？なんでで
きるのかなと思って。で、もう、そういうのをどんど
ん吸収してって感じでした。吸収する努力をしないと
駄目なんですけど、例えば数学とかだと、そもそも定
義から忘れていたり、例えばガウス記号とかなんかす
ごい忘れやすいので、あそこら辺が自分は抜けていた
りして。何ていうんだろう、本当に感覚で勝負してた
んですよね、全ての科目で、正直言うと。なので、そ
れをやめて、もう、しっかりと論理的に考えるってい
うのをやってましたね。それは、小論文で高橋先生が
言ってたんですよね。その、論理的に考えることがす
ごい大事っていうのを。それを全ての科目に僕は適用
してました。町田君は論理的じゃないと思いますけど、
センスで頑張ってる感じなので。ただ、まあ、なんか
すごいので本当に。あと、計算のスピードですね、そ
れはもう、平野先生にも言われてたんで、遅い、って
言われてて。で、もうとにかく計算のスピード速くす
るために、例えば毎日計算するとかやってました。ア
ドバイスもらったり、どうやったら速くなりますかと
か。なんかもやるしかないって言われて。計算練習を。
なので、朝、やってましたね、来て。で、正直言うと、
朝起きてやってたときもありました。まだ志が高かっ
た 5 月とか 6 月は、正直、朝起きて積分やってたとき
もありました。7 月は大体、6 時 40 何分ですよ。
一番早いので 6 時 35 分とか。まあ、夏なんでちゃん
とやんないとみたいな。気持ちはあったと思いますね。

授業以外にも、先生方のところに質問とか行っ
ていましたか？
はい、行ってました。うーん、一番よく行ったのが、
薄先生とあと、英語の三ツ橋先生ですね。夏からマン

ツー取って、特に三ツ橋先生には教えてもらってまし
た。伸びたかどうかは別として、まあ、戦えるレベル、
本当に合格、食い込めるか食い込めないかにはいけた
かなと思いますね、三ツ橋先生のおかげかな、絶対そ
うだと思います。英作文も結構、見てもらってて。そ
うですね。で、まあ落ちちゃったんですけど、日医は。
ただ、慈恵でも英作、出て、そこはちゃんと本当に書
けて、本当に。英作文は比較的、書けたと思います。
なんか、生物の話だったので。何とかあの、知識、うん、
知識で乗り切って。そうですね。何とか頑張ったって
感じで。本当に多分、今年じゃなかったら、僕は受かっ
てないので。
石井先生のところにも行きましたね。英語、あの、シー
タのテキスト、分かんないところは質問とか行ったり。
あと面談、石井先生の面談もあって、その、前期も後
期も結構、質問行ってたかな。もちろん、そんな回数
多くないですけど、シータのテキストで分からないと
ころは必ず質問行ってました。あの、好き、自分の好
きな長文があったので、それをコピーして試験会場ま
で持ってって読んでました。慈恵の過去問で、確かな
んだろう、なんか、環境に関する話だったかな。ちょっ
となんか好きな文章があって、面白かったんでそれを
何度も読んでましたね。コピーして試験会場に持ってっ
て、まあ、1 冊持ってっても全部読まないので、そこ
だけコピーして持ってってました。でもまあ、自分を
信じて、ちゃんとやれたのがよかったですかね。
さっきも言ったんですけど、緒方先生には、呼び出し
1 回されたかな。1 回されましたよ。「なんで覚えない
の」みたいなことを言われたと思います。で。え、フィー
リングが好きだからとか言ったら、言ったらもっと火
に油を注ぐことになるんで、そんなこと言いませんけ
ど、で、「覚えます」とだけ言って、なんか。ハハ。覚
えれないんですよね。あの、覚える努力はしてるんで
すよ。その、例えば授業の合間とかに資料集を見たり、
授業中に覚えようという努力はしてるんですけど、やっ
ぱり、ちょっと厳しいというか、とにかく量が多いの
で苦労しました。石原先生とかにも「やばい、本当に
やばいよ」みたいに真顔で言われたことありましたね。

「点数がもう、やばいよ」みたいに言われて。いやその、
偏差値とかじゃなくて点数。素点がやばいよって言わ
れて。いや、何か生物から逃げてたところもあって、
すぐ逃げちゃう性格で、いや、先生がちゃんと指摘し
てくれるので。深瀧先生に、授業中に当ててくれて、「え、
おまえそんなことも分かんないの」みたいな。結構、言っ
てくるので。だから、ちゃんとできるだけその日に覚
えようとは、覚えようというその、努力はしてました。
語彙が足りないって言われて、じゃあ語彙を一生懸命、
覚えました。石原先生にもあり得ないぐらいのプリン
ト、もらって。これ、どうやん、暴力的な量なんで。
できるだけ知識のところは全部やったかなって感じで。
いや、そもそも自分から下さいって言って。もう、そ
うでもしないと覚えないので。

成績のランキングについてはどうでしたか？
いや、なんかもう、何ていうんですか。すごい、意識
が高い人が多いというか、敵意むき出しって言い方悪
いですけど、すごい敵意むき出しというか。例えば町
田君とかだと、初めてしゃべったときに、「次は 1 位取
らせてもらいます」みたいなこと急に言われて、初対
面で。初めて喋ったんですけど、で、びっくりして、あ、
もうこういう人たちばっかりなんだと思って。別に萎
縮はしないですけど、高いところを目標としてる人た
ちが多かったので、逆にそれが自分にとって良かった
ですね。こんな人たちが例えば慈恵とか日医受かるん
だから、この人たちぐらいできないとまずいなって思っ
て。だから目標、本当に目標、ライバルとかじゃない
ですけど、目標としてその、実際にランキング貼り出
されてて、それが良かったかなと思って。僕はあんま
りその、クラスがどうとかは、あんまり、心配してなかっ
たというか。その、立ち位置としてあの、分かるだけ
なんで。それと、受け入れちゃうほうがいいかなと思っ
て。クラス落ちても別にショックとかじゃなくって。
そうですね。ま、M2 の中にも頭いい人本当、いっぱ
いいるんで。

自分として、うまくいった秘訣みたいなのって
ありますか？
秘訣は、「目標」をつくること。その、受験校とかだけじゃ
なくて、例えば、あの人みたいに点取りたいみたいな。
実際にその、目に見える、ライバルっていうか、目標
といえる人がいるじゃないですか、その同じ自習室に、
なので、そういった目標を立てること。あと、そういっ
た人たちの、どれぐらいできるかっていうその度合いっ
ていうものを見たりするっていうのが良かったかなっ
て。あと、自習室だと、眠ってしまいそうなときあり
ましたけど、もう、モンスターばっか飲んで。飲んで
ましたよ、ハハ。あれはやばいと思いますけど。いや、
ただ、周りが寝てないんでね、本当に、うん。自分だ
け寝るわけにいかないみたいな。あと、まあ授業も多
いんで、そもそも寝る暇もないですよね、代官山に来
たら。授業が多かったのはそういう良さがあった。必
要なことを、具体的な量で示してもらえて、分かるじゃ
ないですか。授業が多いほど、こんだけやることある
んだって。例えば覚えることだってこんだけあるし、
解かなきゃ駄目な問題もこんだけあるしみたいな。な
ので、目に見える形でその課題が増えていくので、そ
れが良かったかなって。で、サボればサボるほど増え
るし。なので、常に、勉強しなきゃ駄目っていう、サ
ボらない、サボれない、サボれないですね。そう、サ
ボれないっていうのが良かったかな。

後輩に向けて、なにかアドバイスとかあれば、
いただけますか？
うーん、そうですね。まあ本当にいろんな人たちが言っ
てることなんですけど、先生の言うことをちゃんと、

聞いたり受け入れたりすること。そして、本当にちゃ
んと的確にアドバイスをしてくれるので、それで学力
を徐々に伸ばしていくっていうことをしたほうがいい
と思います。そ、そんな急激に学力って伸びないと思
うんで、普通に考えて。なので、本当にちょっとずつ
伸ばしていって、最終的に受かればいいぐらいの気持
ちで過ごせばいいんじゃないかなと思いますね。で、
あと、なんかよく言うんですけど、朝早く、朝早く来
ることが大事かなって思いますね。もう当たり前…。
できるだけその、やることが多いので、できるだけ朝
の時間を有効に活用するのがすごい、いいかなって思
いますね。本当にそれはもう、何ていうんだろう。あ
りがとうございますの一言に尽きるんですけど。いや
本当にだって、ここじゃなかったらそんな受かってな
いし。1 次受かったとしても 2 次で、落とされてるん
で絶対。なので、本当にここに来てよかったなって思
いますね。
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ていうか、まあ、何ていうんですか。こんな受験勉強
する習慣ってなかったので、まず、慣れるっていうこ
とから自分は始めていて、うーん、まあ、2、3 週間で
慣れたかなって感じです。もう、慣れたというか慣ら
さなきゃって感じです。無理やり。授業こなしながら
慣れた感じですね。そうですね。いや、そもそもサボっ
てる人がクラスでいなかったので。で、クラス (M1) に
入ってるだけで、その、周りの人のほうが学力が高かっ
たし、特に英語とか弱かったので、自分は英語、全然
できなくて、なのでもう、私立専願の人だと、知識量
が半端じゃなくて。知ってる単語の数がもう全然違う
ので、そうですね、例えば京極君とか山田君とか、ちょっ
と別格だなと思いました。敵わないと思いました。ハ
ハハハハ。もう、敗北宣言。いや、その時点でもう、
英語は多分もう勝てないなっていうの分かったので。
そうですね。理数でできるだけ、食らい付きたいと思っ
てました。

医学部再受験をしようと思ったきっかけは？
いやあの、叔父も、大学卒業してから医者になってる
人なんで。いろいろ話を聞いて影響を受けたんですよ
ね。
まあそれで、もう一回、受けてみようかなと思って、
うん。いや、そもそも代官山 MEDICAL がハードとか、
そういう情報すらなかったんですよね。２次いっぱい
受かってたから来ちゃったっていうか、そうですね。
フフフ。中身がハードとかハードじゃないとかそうい
うことよりも、合格できるかできないかが、覚悟が必
要で、何ていうんだろう、覚悟して、実際来たらこん
な大変なのって思って。アハハハハ。ちょっと面食らっ
て。そ、そうですね。いやもう、だって周りがすごい
んで本当に。だって来たら、3 月の段階で自習室入っ
たらほとんどの人いるんで。ちょっとすごいなと思っ
て。フフフフ。そういう経験はなかったです。で、最
初は本当に何ていうんだろう。クラス、親と話したと
きに、クラスとか気にせず、最終的に受かればいいか
らっていう話だったんですよね。それが、やっていく
うちに、なんでなんだろう、って、本当は何ていうん
だろう、とか、1 つ 1 つ自分の中の穴埋めをしたかっ
たんですよね、その、基礎のところから徐々に、下から、
基礎からがーってやっていくのがよくて。ただ、入っ
たクラス (M1) で、いきなり例えば数学とかトップのテ
キストとかやって、英語もハイレベルなやつで、理科
もそうで。周りもね、できる人ばっかで、これ大丈夫
なのかと思って。ハハ。うん、正直それは不安でしたね。
復習とか、全く間に合いませんね。量が多いので。だ
から、いやもう、先生から言われた最低限のことをま
ずは覚えて、そして、科目によってちょっと、ムラが
出ちゃうんですけど。例えば数学とか化学はちゃんと
ほぼ、ほぼ回せてましたね。ちゃんと復習まで。ただ、
その分、他の科目、英語とか生物はできてなくて。そ
れがまあ、見事に後半に多分、アハ、成績として出て

ら受かったと、いやそれはもう、親にも言われてるし。
親にも、言われて、いやもう、こんな受からないでしょっ
て、代官山だったからって言われて。うん。それはそ
の通りですね。まあ 1 校。ま、再受験っていうのは 1
校受かるってのが最低条件なんで、それクリアしてた
んで。あとは別に、どうなってもいいよぐらいの気持
ちでいったっていうのがありますね、正直なところ。

再受験の 2次試験対策は万全でしたか？
いや、2 次試験ですね。僕は面接、落とされてるので、
そっちが不安だったんですよね。で、高橋先生んとこ
行ってマンツー取って、なんか、本当に面接で変なこ
と言った、言っちゃったんじゃないかなと思って、も
う急いでやってもらって、様子見て。そしたら実際、
なんか「切れ、悪いね」みたいに言われて。
受け答えの。論理的ではないよね、みたいに言われて。
前日までやってましたね。慈恵の前日まで。慈恵、3
日目、最後でしたね。3 日目ですね。慈恵に行って帰っ
てきた人たちと、もう会ってないので。その 2 次試験、
多分、戻ってきてないと思うんですよね。あんまり勉
強することがないと思うので。なので、高橋先生から
聞いてましたね、もう。いろいろ不安な日々で・・・。
結構なんか。うん。日医も、そんなに失敗してない、
個人的には失敗してないと思ってました。いや、ただ
その、何ていうんだろう。例えばなんでもう一回、大
学を受け直したのかとかは、他の 1 浪とか 2 浪の人に
はないことなので。それはやっぱりちょっと、自分で
考えるだけじゃなくて、それを他人に見てもらうって
いう機会も必要だと思っていたので。で、あと小論も
そんな得意じゃないんですよね。国語ができないので、
あんまりうまく物事を書けたりしないので。結構、高
橋先生に見てもらってました。結構、直されました。
何といっても 2 次対策までちゃんとしてくれてよかっ
たなあ、と、特に自分の場合は。その、1 次はその、
勉強なんで、言ってみればもう、多分それってまあ正直、
こういうこと言っていいか分からないですけど、どこ
の予備校もやってる、当然やることじゃないですか、1
次。ただ、2 次は、ちゃんと一人一人見てくれて、その、
特に高橋先生がちゃんと事細かにちゃんと指摘してく
れることもあったので。結構、本当、先生も正直に言
うんですよね。「言ってることおかしいでしょ」みたい
な。その、例えば「どういう経緯で医学部にもう一回、
入ろうと思ったの」みたいな。で、自分が、こうこう
こうですって言ったら、「全然それ論理的じゃないよ」
みたいなって言われて。結構、本当に真顔で言われて。
で、先生に一から考えてもらったんですよね、正直。
なので。いやもう、先生が、こういうふうに言った方
がいいよ。みたいな感じで言ってくれたのでもう、あ、
そう、分かりましたって。いただきまーす、みたいな
感じで。はい。そうですね。で、その、ちゃんと一人一人、
見てくれてることが、すごい嬉しかった。もちろんそ
の 2 次じゃ、2 次だけじゃなくて他の科目も、先生た

ちもね、名前も覚えてくれて、ちゃんとできないこと
も把握してくれてるので。その、例えば数学だったら
計算遅いよ、みたいな。生物だったら覚えてないでしょ、
みたいな。英語もそうですけど、覚えていないことが
多いみたいに、ちゃんと。しかも呼び出されたことが
あって、生物は。説教というほどじゃなかったですけど。
まあその、「ちゃんと覚えなさいよ」みたいな。

勉強のリズムとしてペースメーカーとかなにか
ありましたか？
科目によって、できる人のやり方っていうか、周りの
メンバーを見て、メンバーの動向見てっていうか、はい、
町田君が多かったと思いますよ多分、化学は。あ、数
学も。他の人の動向というかすごい人を把握して、真
似しようと思ってました、僕は。あの、追い付かない
とまずいと思ってたので。とにかく。真似、その、勉
強法であったり、それはもう自習室に、席が近ければ
分かるので、大体。あと他に、移動する時とか。あと授業、
授業中にその、例えば、例えば自分が解けないのに、あ、
あんな問題解けるんだみたいな感じで。少人数だから
できることだと思いますね。そういうのは駆使してま
した。人が解けて自分が解けないと、あれ？なんでで
きるのかなと思って。で、もう、そういうのをどんど
ん吸収してって感じでした。吸収する努力をしないと
駄目なんですけど、例えば数学とかだと、そもそも定
義から忘れていたり、例えばガウス記号とかなんかす
ごい忘れやすいので、あそこら辺が自分は抜けていた
りして。何ていうんだろう、本当に感覚で勝負してた
んですよね、全ての科目で、正直言うと。なので、そ
れをやめて、もう、しっかりと論理的に考えるってい
うのをやってましたね。それは、小論文で高橋先生が
言ってたんですよね。その、論理的に考えることがす
ごい大事っていうのを。それを全ての科目に僕は適用
してました。町田君は論理的じゃないと思いますけど、
センスで頑張ってる感じなので。ただ、まあ、なんか
すごいので本当に。あと、計算のスピードですね、そ
れはもう、平野先生にも言われてたんで、遅い、って
言われてて。で、もうとにかく計算のスピード速くす
るために、例えば毎日計算するとかやってました。ア
ドバイスもらったり、どうやったら速くなりますかと
か。なんかもやるしかないって言われて。計算練習を。
なので、朝、やってましたね、来て。で、正直言うと、
朝起きてやってたときもありました。まだ志が高かっ
た 5 月とか 6 月は、正直、朝起きて積分やってたとき
もありました。7 月は大体、6 時 40 何分ですよ。
一番早いので 6 時 35 分とか。まあ、夏なんでちゃん
とやんないとみたいな。気持ちはあったと思いますね。

授業以外にも、先生方のところに質問とか行っ
ていましたか？
はい、行ってました。うーん、一番よく行ったのが、
薄先生とあと、英語の三ツ橋先生ですね。夏からマン

ツー取って、特に三ツ橋先生には教えてもらってまし
た。伸びたかどうかは別として、まあ、戦えるレベル、
本当に合格、食い込めるか食い込めないかにはいけた
かなと思いますね、三ツ橋先生のおかげかな、絶対そ
うだと思います。英作文も結構、見てもらってて。そ
うですね。で、まあ落ちちゃったんですけど、日医は。
ただ、慈恵でも英作、出て、そこはちゃんと本当に書
けて、本当に。英作文は比較的、書けたと思います。
なんか、生物の話だったので。何とかあの、知識、うん、
知識で乗り切って。そうですね。何とか頑張ったって
感じで。本当に多分、今年じゃなかったら、僕は受かっ
てないので。
石井先生のところにも行きましたね。英語、あの、シー
タのテキスト、分かんないところは質問とか行ったり。
あと面談、石井先生の面談もあって、その、前期も後
期も結構、質問行ってたかな。もちろん、そんな回数
多くないですけど、シータのテキストで分からないと
ころは必ず質問行ってました。あの、好き、自分の好
きな長文があったので、それをコピーして試験会場ま
で持ってって読んでました。慈恵の過去問で、確かな
んだろう、なんか、環境に関する話だったかな。ちょっ
となんか好きな文章があって、面白かったんでそれを
何度も読んでましたね。コピーして試験会場に持ってっ
て、まあ、1 冊持ってっても全部読まないので、そこ
だけコピーして持ってってました。でもまあ、自分を
信じて、ちゃんとやれたのがよかったですかね。
さっきも言ったんですけど、緒方先生には、呼び出し
1 回されたかな。1 回されましたよ。「なんで覚えない
の」みたいなことを言われたと思います。で。え、フィー
リングが好きだからとか言ったら、言ったらもっと火
に油を注ぐことになるんで、そんなこと言いませんけ
ど、で、「覚えます」とだけ言って、なんか。ハハ。覚
えれないんですよね。あの、覚える努力はしてるんで
すよ。その、例えば授業の合間とかに資料集を見たり、
授業中に覚えようという努力はしてるんですけど、やっ
ぱり、ちょっと厳しいというか、とにかく量が多いの
で苦労しました。石原先生とかにも「やばい、本当に
やばいよ」みたいに真顔で言われたことありましたね。

「点数がもう、やばいよ」みたいに言われて。いやその、
偏差値とかじゃなくて点数。素点がやばいよって言わ
れて。いや、何か生物から逃げてたところもあって、
すぐ逃げちゃう性格で、いや、先生がちゃんと指摘し
てくれるので。深瀧先生に、授業中に当ててくれて、「え、
おまえそんなことも分かんないの」みたいな。結構、言っ
てくるので。だから、ちゃんとできるだけその日に覚
えようとは、覚えようというその、努力はしてました。
語彙が足りないって言われて、じゃあ語彙を一生懸命、
覚えました。石原先生にもあり得ないぐらいのプリン
ト、もらって。これ、どうやん、暴力的な量なんで。
できるだけ知識のところは全部やったかなって感じで。
いや、そもそも自分から下さいって言って。もう、そ
うでもしないと覚えないので。

成績のランキングについてはどうでしたか？
いや、なんかもう、何ていうんですか。すごい、意識
が高い人が多いというか、敵意むき出しって言い方悪
いですけど、すごい敵意むき出しというか。例えば町
田君とかだと、初めてしゃべったときに、「次は 1 位取
らせてもらいます」みたいなこと急に言われて、初対
面で。初めて喋ったんですけど、で、びっくりして、あ、
もうこういう人たちばっかりなんだと思って。別に萎
縮はしないですけど、高いところを目標としてる人た
ちが多かったので、逆にそれが自分にとって良かった
ですね。こんな人たちが例えば慈恵とか日医受かるん
だから、この人たちぐらいできないとまずいなって思っ
て。だから目標、本当に目標、ライバルとかじゃない
ですけど、目標としてその、実際にランキング貼り出
されてて、それが良かったかなと思って。僕はあんま
りその、クラスがどうとかは、あんまり、心配してなかっ
たというか。その、立ち位置としてあの、分かるだけ
なんで。それと、受け入れちゃうほうがいいかなと思っ
て。クラス落ちても別にショックとかじゃなくって。
そうですね。ま、M2 の中にも頭いい人本当、いっぱ
いいるんで。

自分として、うまくいった秘訣みたいなのって
ありますか？
秘訣は、「目標」をつくること。その、受験校とかだけじゃ
なくて、例えば、あの人みたいに点取りたいみたいな。
実際にその、目に見える、ライバルっていうか、目標
といえる人がいるじゃないですか、その同じ自習室に、
なので、そういった目標を立てること。あと、そういっ
た人たちの、どれぐらいできるかっていうその度合いっ
ていうものを見たりするっていうのが良かったかなっ
て。あと、自習室だと、眠ってしまいそうなときあり
ましたけど、もう、モンスターばっか飲んで。飲んで
ましたよ、ハハ。あれはやばいと思いますけど。いや、
ただ、周りが寝てないんでね、本当に、うん。自分だ
け寝るわけにいかないみたいな。あと、まあ授業も多
いんで、そもそも寝る暇もないですよね、代官山に来
たら。授業が多かったのはそういう良さがあった。必
要なことを、具体的な量で示してもらえて、分かるじゃ
ないですか。授業が多いほど、こんだけやることある
んだって。例えば覚えることだってこんだけあるし、
解かなきゃ駄目な問題もこんだけあるしみたいな。な
ので、目に見える形でその課題が増えていくので、そ
れが良かったかなって。で、サボればサボるほど増え
るし。なので、常に、勉強しなきゃ駄目っていう、サ
ボらない、サボれない、サボれないですね。そう、サ
ボれないっていうのが良かったかな。

後輩に向けて、なにかアドバイスとかあれば、
いただけますか？
うーん、そうですね。まあ本当にいろんな人たちが言っ
てることなんですけど、先生の言うことをちゃんと、

聞いたり受け入れたりすること。そして、本当にちゃ
んと的確にアドバイスをしてくれるので、それで学力
を徐々に伸ばしていくっていうことをしたほうがいい
と思います。そ、そんな急激に学力って伸びないと思
うんで、普通に考えて。なので、本当にちょっとずつ
伸ばしていって、最終的に受かればいいぐらいの気持
ちで過ごせばいいんじゃないかなと思いますね。で、
あと、なんかよく言うんですけど、朝早く、朝早く来
ることが大事かなって思いますね。もう当たり前…。
できるだけその、やることが多いので、できるだけ朝
の時間を有効に活用するのがすごい、いいかなって思
いますね。本当にそれはもう、何ていうんだろう。あ
りがとうございますの一言に尽きるんですけど。いや
本当にだって、ここじゃなかったらそんな受かってな
いし。1 次受かったとしても 2 次で、落とされてるん
で絶対。なので、本当にここに来てよかったなって思
いますね。
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私、低レベル過ぎて、医学部が 
どれだけ大変か、入るのにどれだけ 
大変かを知らなかったから。両親も 

「やばくね」って言ってましたけど(笑)。
東京女子医科大進学　松原 有希 さん(明星学園高校卒)

ていうか、まあ、何ていうんですか。こんな受験勉強
する習慣ってなかったので、まず、慣れるっていうこ
とから自分は始めていて、うーん、まあ、2、3 週間で
慣れたかなって感じです。もう、慣れたというか慣ら
さなきゃって感じです。無理やり。授業こなしながら
慣れた感じですね。そうですね。いや、そもそもサボっ
てる人がクラスでいなかったので。で、クラス (M1) に
入ってるだけで、その、周りの人のほうが学力が高かっ
たし、特に英語とか弱かったので、自分は英語、全然
できなくて、なのでもう、私立専願の人だと、知識量
が半端じゃなくて。知ってる単語の数がもう全然違う
ので、そうですね、例えば京極君とか山田君とか、ちょっ
と別格だなと思いました。敵わないと思いました。ハ
ハハハハ。もう、敗北宣言。いや、その時点でもう、
英語は多分もう勝てないなっていうの分かったので。
そうですね。理数でできるだけ、食らい付きたいと思っ
てました。

医学部再受験をしようと思ったきっかけは？
いやあの、叔父も、大学卒業してから医者になってる
人なんで。いろいろ話を聞いて影響を受けたんですよ
ね。
まあそれで、もう一回、受けてみようかなと思って、
うん。いや、そもそも代官山 MEDICAL がハードとか、
そういう情報すらなかったんですよね。２次いっぱい
受かってたから来ちゃったっていうか、そうですね。
フフフ。中身がハードとかハードじゃないとかそうい
うことよりも、合格できるかできないかが、覚悟が必
要で、何ていうんだろう、覚悟して、実際来たらこん
な大変なのって思って。アハハハハ。ちょっと面食らっ
て。そ、そうですね。いやもう、だって周りがすごい
んで本当に。だって来たら、3 月の段階で自習室入っ
たらほとんどの人いるんで。ちょっとすごいなと思っ
て。フフフフ。そういう経験はなかったです。で、最
初は本当に何ていうんだろう。クラス、親と話したと
きに、クラスとか気にせず、最終的に受かればいいか
らっていう話だったんですよね。それが、やっていく
うちに、なんでなんだろう、って、本当は何ていうん
だろう、とか、1 つ 1 つ自分の中の穴埋めをしたかっ
たんですよね、その、基礎のところから徐々に、下から、
基礎からがーってやっていくのがよくて。ただ、入っ
たクラス (M1) で、いきなり例えば数学とかトップのテ
キストとかやって、英語もハイレベルなやつで、理科
もそうで。周りもね、できる人ばっかで、これ大丈夫
なのかと思って。ハハ。うん、正直それは不安でしたね。
復習とか、全く間に合いませんね。量が多いので。だ
から、いやもう、先生から言われた最低限のことをま
ずは覚えて、そして、科目によってちょっと、ムラが
出ちゃうんですけど。例えば数学とか化学はちゃんと
ほぼ、ほぼ回せてましたね。ちゃんと復習まで。ただ、
その分、他の科目、英語とか生物はできてなくて。そ
れがまあ、見事に後半に多分、アハ、成績として出て

ら受かったと、いやそれはもう、親にも言われてるし。
親にも、言われて、いやもう、こんな受からないでしょっ
て、代官山だったからって言われて。うん。それはそ
の通りですね。まあ 1 校。ま、再受験っていうのは 1
校受かるってのが最低条件なんで、それクリアしてた
んで。あとは別に、どうなってもいいよぐらいの気持
ちでいったっていうのがありますね、正直なところ。

再受験の 2次試験対策は万全でしたか？
いや、2 次試験ですね。僕は面接、落とされてるので、
そっちが不安だったんですよね。で、高橋先生んとこ
行ってマンツー取って、なんか、本当に面接で変なこ
と言った、言っちゃったんじゃないかなと思って、も
う急いでやってもらって、様子見て。そしたら実際、
なんか「切れ、悪いね」みたいに言われて。
受け答えの。論理的ではないよね、みたいに言われて。
前日までやってましたね。慈恵の前日まで。慈恵、3
日目、最後でしたね。3 日目ですね。慈恵に行って帰っ
てきた人たちと、もう会ってないので。その 2 次試験、
多分、戻ってきてないと思うんですよね。あんまり勉
強することがないと思うので。なので、高橋先生から
聞いてましたね、もう。いろいろ不安な日々で・・・。
結構なんか。うん。日医も、そんなに失敗してない、
個人的には失敗してないと思ってました。いや、ただ
その、何ていうんだろう。例えばなんでもう一回、大
学を受け直したのかとかは、他の 1 浪とか 2 浪の人に
はないことなので。それはやっぱりちょっと、自分で
考えるだけじゃなくて、それを他人に見てもらうって
いう機会も必要だと思っていたので。で、あと小論も
そんな得意じゃないんですよね。国語ができないので、
あんまりうまく物事を書けたりしないので。結構、高
橋先生に見てもらってました。結構、直されました。
何といっても 2 次対策までちゃんとしてくれてよかっ
たなあ、と、特に自分の場合は。その、1 次はその、
勉強なんで、言ってみればもう、多分それってまあ正直、
こういうこと言っていいか分からないですけど、どこ
の予備校もやってる、当然やることじゃないですか、1
次。ただ、2 次は、ちゃんと一人一人見てくれて、その、
特に高橋先生がちゃんと事細かにちゃんと指摘してく
れることもあったので。結構、本当、先生も正直に言
うんですよね。「言ってることおかしいでしょ」みたい
な。その、例えば「どういう経緯で医学部にもう一回、
入ろうと思ったの」みたいな。で、自分が、こうこう
こうですって言ったら、「全然それ論理的じゃないよ」
みたいなって言われて。結構、本当に真顔で言われて。
で、先生に一から考えてもらったんですよね、正直。
なので。いやもう、先生が、こういうふうに言った方
がいいよ。みたいな感じで言ってくれたのでもう、あ、
そう、分かりましたって。いただきまーす、みたいな
感じで。はい。そうですね。で、その、ちゃんと一人一人、
見てくれてることが、すごい嬉しかった。もちろんそ
の 2 次じゃ、2 次だけじゃなくて他の科目も、先生た

ちもね、名前も覚えてくれて、ちゃんとできないこと
も把握してくれてるので。その、例えば数学だったら
計算遅いよ、みたいな。生物だったら覚えてないでしょ、
みたいな。英語もそうですけど、覚えていないことが
多いみたいに、ちゃんと。しかも呼び出されたことが
あって、生物は。説教というほどじゃなかったですけど。
まあその、「ちゃんと覚えなさいよ」みたいな。

勉強のリズムとしてペースメーカーとかなにか
ありましたか？
科目によって、できる人のやり方っていうか、周りの
メンバーを見て、メンバーの動向見てっていうか、はい、
町田君が多かったと思いますよ多分、化学は。あ、数
学も。他の人の動向というかすごい人を把握して、真
似しようと思ってました、僕は。あの、追い付かない
とまずいと思ってたので。とにかく。真似、その、勉
強法であったり、それはもう自習室に、席が近ければ
分かるので、大体。あと他に、移動する時とか。あと授業、
授業中にその、例えば、例えば自分が解けないのに、あ、
あんな問題解けるんだみたいな感じで。少人数だから
できることだと思いますね。そういうのは駆使してま
した。人が解けて自分が解けないと、あれ？なんでで
きるのかなと思って。で、もう、そういうのをどんど
ん吸収してって感じでした。吸収する努力をしないと
駄目なんですけど、例えば数学とかだと、そもそも定
義から忘れていたり、例えばガウス記号とかなんかす
ごい忘れやすいので、あそこら辺が自分は抜けていた
りして。何ていうんだろう、本当に感覚で勝負してた
んですよね、全ての科目で、正直言うと。なので、そ
れをやめて、もう、しっかりと論理的に考えるってい
うのをやってましたね。それは、小論文で高橋先生が
言ってたんですよね。その、論理的に考えることがす
ごい大事っていうのを。それを全ての科目に僕は適用
してました。町田君は論理的じゃないと思いますけど、
センスで頑張ってる感じなので。ただ、まあ、なんか
すごいので本当に。あと、計算のスピードですね、そ
れはもう、平野先生にも言われてたんで、遅い、って
言われてて。で、もうとにかく計算のスピード速くす
るために、例えば毎日計算するとかやってました。ア
ドバイスもらったり、どうやったら速くなりますかと
か。なんかもやるしかないって言われて。計算練習を。
なので、朝、やってましたね、来て。で、正直言うと、
朝起きてやってたときもありました。まだ志が高かっ
た 5 月とか 6 月は、正直、朝起きて積分やってたとき
もありました。7 月は大体、6 時 40 何分ですよ。
一番早いので 6 時 35 分とか。まあ、夏なんでちゃん
とやんないとみたいな。気持ちはあったと思いますね。

授業以外にも、先生方のところに質問とか行っ
ていましたか？
はい、行ってました。うーん、一番よく行ったのが、
薄先生とあと、英語の三ツ橋先生ですね。夏からマン

ツー取って、特に三ツ橋先生には教えてもらってまし
た。伸びたかどうかは別として、まあ、戦えるレベル、
本当に合格、食い込めるか食い込めないかにはいけた
かなと思いますね、三ツ橋先生のおかげかな、絶対そ
うだと思います。英作文も結構、見てもらってて。そ
うですね。で、まあ落ちちゃったんですけど、日医は。
ただ、慈恵でも英作、出て、そこはちゃんと本当に書
けて、本当に。英作文は比較的、書けたと思います。
なんか、生物の話だったので。何とかあの、知識、うん、
知識で乗り切って。そうですね。何とか頑張ったって
感じで。本当に多分、今年じゃなかったら、僕は受かっ
てないので。
石井先生のところにも行きましたね。英語、あの、シー
タのテキスト、分かんないところは質問とか行ったり。
あと面談、石井先生の面談もあって、その、前期も後
期も結構、質問行ってたかな。もちろん、そんな回数
多くないですけど、シータのテキストで分からないと
ころは必ず質問行ってました。あの、好き、自分の好
きな長文があったので、それをコピーして試験会場ま
で持ってって読んでました。慈恵の過去問で、確かな
んだろう、なんか、環境に関する話だったかな。ちょっ
となんか好きな文章があって、面白かったんでそれを
何度も読んでましたね。コピーして試験会場に持ってっ
て、まあ、1 冊持ってっても全部読まないので、そこ
だけコピーして持ってってました。でもまあ、自分を
信じて、ちゃんとやれたのがよかったですかね。
さっきも言ったんですけど、緒方先生には、呼び出し
1 回されたかな。1 回されましたよ。「なんで覚えない
の」みたいなことを言われたと思います。で。え、フィー
リングが好きだからとか言ったら、言ったらもっと火
に油を注ぐことになるんで、そんなこと言いませんけ
ど、で、「覚えます」とだけ言って、なんか。ハハ。覚
えれないんですよね。あの、覚える努力はしてるんで
すよ。その、例えば授業の合間とかに資料集を見たり、
授業中に覚えようという努力はしてるんですけど、やっ
ぱり、ちょっと厳しいというか、とにかく量が多いの
で苦労しました。石原先生とかにも「やばい、本当に
やばいよ」みたいに真顔で言われたことありましたね。

「点数がもう、やばいよ」みたいに言われて。いやその、
偏差値とかじゃなくて点数。素点がやばいよって言わ
れて。いや、何か生物から逃げてたところもあって、
すぐ逃げちゃう性格で、いや、先生がちゃんと指摘し
てくれるので。深瀧先生に、授業中に当ててくれて、「え、
おまえそんなことも分かんないの」みたいな。結構、言っ
てくるので。だから、ちゃんとできるだけその日に覚
えようとは、覚えようというその、努力はしてました。
語彙が足りないって言われて、じゃあ語彙を一生懸命、
覚えました。石原先生にもあり得ないぐらいのプリン
ト、もらって。これ、どうやん、暴力的な量なんで。
できるだけ知識のところは全部やったかなって感じで。
いや、そもそも自分から下さいって言って。もう、そ
うでもしないと覚えないので。
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成績のランキングについてはどうでしたか？
いや、なんかもう、何ていうんですか。すごい、意識
が高い人が多いというか、敵意むき出しって言い方悪
いですけど、すごい敵意むき出しというか。例えば町
田君とかだと、初めてしゃべったときに、「次は 1 位取
らせてもらいます」みたいなこと急に言われて、初対
面で。初めて喋ったんですけど、で、びっくりして、あ、
もうこういう人たちばっかりなんだと思って。別に萎
縮はしないですけど、高いところを目標としてる人た
ちが多かったので、逆にそれが自分にとって良かった
ですね。こんな人たちが例えば慈恵とか日医受かるん
だから、この人たちぐらいできないとまずいなって思っ
て。だから目標、本当に目標、ライバルとかじゃない
ですけど、目標としてその、実際にランキング貼り出
されてて、それが良かったかなと思って。僕はあんま
りその、クラスがどうとかは、あんまり、心配してなかっ
たというか。その、立ち位置としてあの、分かるだけ
なんで。それと、受け入れちゃうほうがいいかなと思っ
て。クラス落ちても別にショックとかじゃなくって。
そうですね。ま、M2 の中にも頭いい人本当、いっぱ
いいるんで。

自分として、うまくいった秘訣みたいなのって
ありますか？
秘訣は、「目標」をつくること。その、受験校とかだけじゃ
なくて、例えば、あの人みたいに点取りたいみたいな。
実際にその、目に見える、ライバルっていうか、目標
といえる人がいるじゃないですか、その同じ自習室に、
なので、そういった目標を立てること。あと、そういっ
た人たちの、どれぐらいできるかっていうその度合いっ
ていうものを見たりするっていうのが良かったかなっ
て。あと、自習室だと、眠ってしまいそうなときあり
ましたけど、もう、モンスターばっか飲んで。飲んで
ましたよ、ハハ。あれはやばいと思いますけど。いや、
ただ、周りが寝てないんでね、本当に、うん。自分だ
け寝るわけにいかないみたいな。あと、まあ授業も多
いんで、そもそも寝る暇もないですよね、代官山に来
たら。授業が多かったのはそういう良さがあった。必
要なことを、具体的な量で示してもらえて、分かるじゃ
ないですか。授業が多いほど、こんだけやることある
んだって。例えば覚えることだってこんだけあるし、
解かなきゃ駄目な問題もこんだけあるしみたいな。な
ので、目に見える形でその課題が増えていくので、そ
れが良かったかなって。で、サボればサボるほど増え
るし。なので、常に、勉強しなきゃ駄目っていう、サ
ボらない、サボれない、サボれないですね。そう、サ
ボれないっていうのが良かったかな。

後輩に向けて、なにかアドバイスとかあれば、
いただけますか？
うーん、そうですね。まあ本当にいろんな人たちが言っ
てることなんですけど、先生の言うことをちゃんと、

聞いたり受け入れたりすること。そして、本当にちゃ
んと的確にアドバイスをしてくれるので、それで学力
を徐々に伸ばしていくっていうことをしたほうがいい
と思います。そ、そんな急激に学力って伸びないと思
うんで、普通に考えて。なので、本当にちょっとずつ
伸ばしていって、最終的に受かればいいぐらいの気持
ちで過ごせばいいんじゃないかなと思いますね。で、
あと、なんかよく言うんですけど、朝早く、朝早く来
ることが大事かなって思いますね。もう当たり前…。
できるだけその、やることが多いので、できるだけ朝
の時間を有効に活用するのがすごい、いいかなって思
いますね。本当にそれはもう、何ていうんだろう。あ
りがとうございますの一言に尽きるんですけど。いや
本当にだって、ここじゃなかったらそんな受かってな
いし。1 次受かったとしても 2 次で、落とされてるん
で絶対。なので、本当にここに来てよかったなって思
いますね。
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卒 業 生 が 語 る

WAY TO SUCCESS

合格への
軌跡2021年

東京女子医科大
金沢医科大
埼玉医科大
北里大医学部
獨協医科大

2次合格
前期2次正規合格

前期2次合格
2次合格
2次合格

私、低レベル過ぎて、医学部が 
どれだけ大変か、入るのにどれだけ 
大変かを知らなかったから。両親も 

「やばくね」って言ってましたけど(笑)。
東京女子医科大進学　松原 有希 さん(明星学園高校卒)
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卒 業 生 が 語 る

WAY TO SUCCESS

合格への
軌跡2021年

東京女子医科大
金沢医科大

2次合格
前期2次合格

夏期講習とか、自分でなんか弱い単元の
授業とか、苦手科目も押さえて、
結構、自習できたし、朝早く来て、

自習時間は意外ととれたし、
なにやるか迷わなかったし、よかった。

東京女子医科大進学　松本 莉奈 さん(秋田高校卒)
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進学先から、それぞれお願いします。
松原：松原有希です。東京女子医科大学に進学して、で、
1 次は、東北医科薬科、北里、あと、東京女子医科大学、
獨協、埼玉前期、金沢の前期、昭和の前期。で、2 次
きたのは、東北医科大学と昭和以外。5 個。
松本：松本莉奈です。1 次来たのが女子医と金沢で、2
次もその２つです。で、東京女子医科大学に進学しま
した。
松原：というか、女子医多くない？ 代官山、12? 13 人？
松本：めっちゃいるんですよ。
松原：やばくない？今年、代官山だらけ。
松本：受かり過ぎだよね。周りからよく言われるよね。

「代官山の子たち？」みたいな。ウフフ。

代官山MEDICALでの生活はどうでしたか？
松本：寮生活で、初めての 1 人暮らし、あと拘束時間っ
ていったらあれだけど、結構朝から夜まで塾にいまし
た、私が緩い人間なので、そうやって厳しくやっても
らって、授業もめっちゃ多かったです。基礎の基礎か
らやる授業とか、演習とか、それになにより、マンツー
も結構多めに入れてたんで。マンツーは最初生物は 1
週間に 2 回だったし、数学も取ってたし、最後のほう
化学も取ってたので、めっちゃ、隙間なく。だから、
自習時間が、多過ぎないから何やればいいか分かんな
いってときがない、いい意味でですよ。だからすごい
よかった。常に何すればいいか分かってた。
松原：私は、むしろ、追われてた。朝、8 時までには
絶対来なくちゃいけないとか、1 日 12 時間以上勉強す
るっていうのを、他の予備校よりもすごい厳しくやっ
てたと思う。
松本：なんか結構、夏期講習とか、自分でなんか弱い
単元の授業とか、ピンポイントで、苦手科目も速習で
きたし、だから結構、自習もできたし、朝、結構早く
来てたときとかも、朝もできるしみたいな。だから結構、
ね、自習時間は、意外ととれたし、迷わなかったよね。
松原：私も、ここに来るまで、真っ白、なんにもやっ
てないんで、本当に夏もそうですし、めっちゃ授業いっ
ぱい入れなきゃ、インプットがないんで、知識が全然
ないっていうか、自習時間にそんな集中がまだできて
なかったので、授業を取りあえずいっぱい入れて、授
業に全集中して、そこでもう全部吸収するつもりでやっ
てました。それ、だから授業数多いのは結構良かった
と思って。
松本：私、最初、生物めっちゃ本当にやばくって、最
初の(マンスリー)テストが。偏差値38だったんですよ。
英語も、全体で偏差値 32。やばくね、よく受かったな
これって。やばいですよね。本当に、伸びしろたっぷりっ
て感じでした。ウフフ。
松原：私もあまりにも低レベル過ぎて、医学部の、な
んか、どれだけ大変か、入るのにどれだけ大変かを知
らなかったから。両親も「やばくね」って言ってまし
たけど。高校の時から ●MS 行ってて。だけど割と放

置されてて、で、途中から塾もサボり気味で、全然行
かなかった。マンガ喫茶に、ずっと閉じこもってました。
全然伸びなくて、今更進路変えるのも申し訳なく思っ
てましたね。浪人してから、ここ ( 代官山 MEDICAL)
にきて、先生、先生みんな大好きだったんですよ。だ
から、褒められたくて褒められたくて。授業の前に、
予習をすごいやってました。その時点である程度、いっ
ぱい予習しといたら、授業で当てられても答えられる
じゃないですか。で、褒められる。しかも、あのー、
授業中でやる内容が復習になるみたいな。

メンタル面は、どうでしたか？
松原： 最初は、当然、本館からだったんですけど、夏
から 2 号館に移ったんですよ、上がれたんですけど、
本館に友達がいっぱいいて、2 号館、誰もいなくって。
で、それだけでもちょっとメンタルがやられて。なん
か英語が、すごいその時期、英語を詰めてて偏差値も
57.5 までいってたんだけど、他の教科はマンスリー全
然取れませんでした。
松本：私はどんどんメンタル落ちちゃって。私、多分、夏、
147点 (マンスリー400点満点)のときなかったですか。
これは言いたかったんですけど、2 号館から本館に落
ちたときはメンタルめっちゃきました。夏すごい、自
分的に頑張ろうって気もあって、朝も 2 号館で 1 番と
かに来てたんです、5 時 50 分とかに。夏は A3 だった
んですけど、すごい A3 のメンバーが夏頑張ろうみた
いな。例えば𠮷住（𠮷住 拓真：獨協医科大進学）とか
古川（古川 遼：東海大医学部進学）とか、みんな早く、
6 時とかに来てて。あと寺﨑君（寺﨑 巧：東北医科薬
科大医学部進学）とかも早く来てて。じゃあみんなで
頑張ろうみたいな感じで、私も早く来て、すごい朝から、
夏だからなんか、めっちゃ頑張ってたのに、そしたら
147 点取っちゃったから、すっごいメンタルきて、もう。
そこら辺、あの～、放浪した。代官山のあたり。もう
何も持たずに、もう、やめたいと…。本当に、え、もう、

そして、合格の通知来た時ってどうでしたか？
松本：本当に受かるって思ってなくて。最後まで。親
も全然。なんかもう普通に、来年度どうするみたいな
( 笑 )。
女子医が一番最初の一次で、金沢の前期の入試終わっ
て、2 時ぐらいに終わったんですけど、その会場で、
お母さんから喜びの LINE が来て。めっちゃ嬉しかった
記憶があります。本当に感謝してるのが、私、女子医
受けるつもりが本当になくって、あの、これ、まじ学
費のこともあって、本当に私受けませんって言ってて、
この獨協二つで出してたんですけど、石井先生と面談、
親と面談するじゃないですか。そのときに、やっぱ受
けたほうがいいみたいな、結構言われて。あ、じゃあ
分かりましたって言って受けて、今、進学してるんで。
本当に感謝してます。
松原：私も、女子医の会場で、試験全部終わったあとに、
出口、出るときってちょっと整理があって、待つじゃ
ないですか。その間に、こうやってこうやって見て。
フッ。めっちゃ嬉しくって、めっちゃ震え上がりました。
松本：自分の番号があるみたいな。間違いないかな、
とか。フフフ。
松原：うん、めっちゃ思った。何回も確認して、で、
何回も合格だったから、ハハハ。本当に嬉しかったです。
それから、あの、全部いい方向に。メンタルも勉強も、
なんかどんどん、どんどんいい方向に。人生で一番嬉
しかった。なんか、ここ（代官山 MEDICAL）に来て本
当に良かったと思いました。一気に集中型で、がーっ
て詰め込んだんで。

合格のための秘訣ってなんですか？
松原：なんかルーティーン、受験のときも、全部いっ
ぱいルーティーン決めて、やってました。例えば、朝は、
マジでお気に入りのアイシャドウ。あと、同じシャー

ペンとか使うとか。いっぱい決めてました、決め事を。
松本：私は普通に、同じ時間に寝るとか。寝るのは結
構ロングスリーパーだったんで、11 時ぐらいに寝る。
えっと、多分、9 時とかに終わって、色々やってたら 9
時半じゃない。で、11 時だと結構早いほうだと思うん
ですよ、代官山の中で。11 時には寝る。寝て、朝は普
通に 6 時とかに起きます。同じ時間に寝るのは、結構
本当に大事だった。
松原：あと、秋にやる面談のアドバイスはマジでちゃ
んと聞いといたほうがいいし、ここで言われたことちゃ
んとやれば大丈夫ってメンタル戻せたのは大きかった。
最初は北里と女子医と昭和は受けるつもりなかったけ
ど、アドバイス聞いた通りに受験して全部受かったし。
受験終わってみると、メンタルマジで強くなりました。

後輩のためにアドバイスはありますか？
松原：私は、夜の睡眠以外で寝るのが一番悪だと思っ
てます。あの、授業中とか、自習中も、たまにだった
らまだいいですけど、寝てる科目伸びなかったし、寝
たとき成績下がったし、しかも、なんか寝るのって、
罪悪感は薄いんですよ、めちゃめちゃ。はあ、ちょっ
と寝ちゃったわみたいな。携帯いじるとかよりも、全
然罪悪感が薄いから、その分、頑張ろうとかなんない
から。そう。だから、寝るのは本当にやめたほうがい
いと思う。どうしても眠かったら、取りあえずもう歩く。
後は、先生になんか質問を絶対見つける。もう、どう
でもいいのでもいいから。
松本：私は…うーん、まず何だろう、例えば、単科とかで、
最初の 2 コマ出て、2 コマ切る人とかいるじゃん。やっ
ぱそういうのは、本当にやめたほうがいい。授業、切
らない。当たり前なんですけど、まあ、そうやって結
構サボってる人で受かったっていうのがいないし、めっ
ちゃ何年も浪人してる人っていうイメージだから。お
金を払ってもらってるんだし、絶対切らないっていう
のと。あと、頑張ってメンタルは自分で保つ、なんか、

やっぱ上のクラスの人たちとか見てると、すごい、やっ
ぱこう、圧、圧じゃないけど、こう、引いちゃうくら
い強い。下のクラスだからって上に受からないわけじゃ
ないじゃん、意外と。なんか、私は最後 A4 だったけど、
普通に A2 だから私よりすごい受かるってわけでもな
いし。だから、そういうところは全然引け目とか感じ
ないで、自分だけ見て、なんか周り気にし過ぎないで
頑張ってほしいなって思います。
松原：代官山が無かったら、本当に、あの、そもそも
受験できるスタートラインに立てなかったと思うので。
だから、絶対諦めて違うところ行ってるか、もうずーっ
と、何十浪もしてるかもしれないので、ここに出会え
て良かったと思います。
松本：まあ、でも私も多分、代官山じゃなかったら、
本当に受かってなかったなって思ってて。普通に授業
のカリキュラムとかもだけど、先生とか、そのマンツー
マンとかで、すごい、もう先生とかにいっぱい質問で
きる環境とか、そういうのはすごい、本当に良かった
なって思うし、石井先生とかとも、塾長と関わるって
あんまり、他の塾では無いっぽいですけど。石井先生は、
一人一人名前とか性格も覚えてるし、だから、ちゃん
と見てくれてるんだなっていう、そういう先生との距
離も近いから、実家とかじゃなかったけど、1 人じゃ
ないっていうか、ちゃんと応援してくれてる人いるっ
ていう、そういうのが良かったなって感謝しています。

卒 業 生 が 語 る

WAY TO SUCCESS

合格への
軌跡2021年

東京女子医科大
金沢医科大

2次合格
前期2次合格

夏期講習とか、自分でなんか弱い単元の
授業とか、苦手科目も押さえて、
結構、自習できたし、朝早く来て、

自習時間は意外ととれたし、
なにやるか迷わなかったし、よかった。

東京女子医科大進学　松本 莉奈 さん(秋田高校卒)
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置されてて、で、途中から塾もサボり気味で、全然行
かなかった。マンガ喫茶に、ずっと閉じこもってました。
全然伸びなくて、今更進路変えるのも申し訳なく思っ
てましたね。浪人してから、ここ ( 代官山 MEDICAL)
にきて、先生、先生みんな大好きだったんですよ。だ
から、褒められたくて褒められたくて。授業の前に、
予習をすごいやってました。その時点である程度、いっ
ぱい予習しといたら、授業で当てられても答えられる
じゃないですか。で、褒められる。しかも、あのー、
授業中でやる内容が復習になるみたいな。

メンタル面は、どうでしたか？
松原： 最初は、当然、本館からだったんですけど、夏
から 2 号館に移ったんですよ、上がれたんですけど、
本館に友達がいっぱいいて、2 号館、誰もいなくって。
で、それだけでもちょっとメンタルがやられて。なん
か英語が、すごいその時期、英語を詰めてて偏差値も
57.5 までいってたんだけど、他の教科はマンスリー全
然取れませんでした。
松本：私はどんどんメンタル落ちちゃって。私、多分、夏、
147点 (マンスリー400点満点)のときなかったですか。
これは言いたかったんですけど、2 号館から本館に落
ちたときはメンタルめっちゃきました。夏すごい、自
分的に頑張ろうって気もあって、朝も 2 号館で 1 番と
かに来てたんです、5 時 50 分とかに。夏は A3 だった
んですけど、すごい A3 のメンバーが夏頑張ろうみた
いな。例えば𠮷住（𠮷住 拓真：獨協医科大進学）とか
古川（古川 遼：東海大医学部進学）とか、みんな早く、
6 時とかに来てて。あと寺﨑君（寺﨑 巧：東北医科薬
科大医学部進学）とかも早く来てて。じゃあみんなで
頑張ろうみたいな感じで、私も早く来て、すごい朝から、
夏だからなんか、めっちゃ頑張ってたのに、そしたら
147 点取っちゃったから、すっごいメンタルきて、もう。
そこら辺、あの～、放浪した。代官山のあたり。もう
何も持たずに、もう、やめたいと…。本当に、え、もう、

受かる見込みなくねって思っちゃって。思っちゃ駄目
なんですけど、思っちゃって。しかも、結構夏、A3 の
メンバーがすごい飛躍したりして、すごい上に上がっ
たんですよ、次に。みんな A3 から M5 とかに、グィっ
て上がったのに、自分だけめっちゃ悪くって。すごい
落ち込みましたね、その時は。だから本館に下がって、
6 月ぐらいに落ちた奥村（奥村 美夏：東京女子医科大
進学）とか、あと一緒に落ちちゃった草野（草野 真理：
東京女子医科大進学）とかがいたんですけど、その 3
人とかで、よく、朝早く来て、いつもJ教室で3人で、しゃ
べって…。
松原：やってたね、見たわ ( 笑 )。
松本：朝も、いろいろ、一緒に落ちてきた草野とかとも、
いろいろ話してもらって。なんか、友達に助けられたっ
て感じ。1 人も本当にいなかったら、多分、本当に病
んでたと思う。あと何だろう、いろんな先生とかにも
いろいろ心配された？その時期。みんなすごい励まし
じゃないけど、やっぱり石原先生とか山﨑先生とかは、
よく、ずっと春から、4 月からマンツーマンやってて
もらったんで、そこですごい、いろいろメンタルケア
じゃないけどしてもらったりとかして。すごい励ましっ
ていうか。
まあ、やるしかないなって。ここで本当に諦めたら、
本当になんか負けみたいな。まだ、何月だっけ。8月じゃ
ないですか。8 月だから、ここであきらめてもなと思っ
て。ウフフ。
松原：受験生のメンタルってマジでもろ過ぎて。私、
右と左分かんないだけで泣きましたもん。オガティー

（緒方先生）の小テストで、グラフが右にずれるとか、
左にずれるとかのやつで、右と左さえ間違えなければ、
私の中では理解できてる問題だったのに。その後の授
業に出ても、もう泣いちゃって、なんか怖くて。そう
いう時、理由は言わないでただ事務さんに泣きついて
ました。

そして、合格の通知来た時ってどうでしたか？
松本：本当に受かるって思ってなくて。最後まで。親
も全然。なんかもう普通に、来年度どうするみたいな
( 笑 )。
女子医が一番最初の一次で、金沢の前期の入試終わっ
て、2 時ぐらいに終わったんですけど、その会場で、
お母さんから喜びの LINE が来て。めっちゃ嬉しかった
記憶があります。本当に感謝してるのが、私、女子医
受けるつもりが本当になくって、あの、これ、まじ学
費のこともあって、本当に私受けませんって言ってて、
この獨協二つで出してたんですけど、石井先生と面談、
親と面談するじゃないですか。そのときに、やっぱ受
けたほうがいいみたいな、結構言われて。あ、じゃあ
分かりましたって言って受けて、今、進学してるんで。
本当に感謝してます。
松原：私も、女子医の会場で、試験全部終わったあとに、
出口、出るときってちょっと整理があって、待つじゃ
ないですか。その間に、こうやってこうやって見て。
フッ。めっちゃ嬉しくって、めっちゃ震え上がりました。
松本：自分の番号があるみたいな。間違いないかな、
とか。フフフ。
松原：うん、めっちゃ思った。何回も確認して、で、
何回も合格だったから、ハハハ。本当に嬉しかったです。
それから、あの、全部いい方向に。メンタルも勉強も、
なんかどんどん、どんどんいい方向に。人生で一番嬉
しかった。なんか、ここ（代官山 MEDICAL）に来て本
当に良かったと思いました。一気に集中型で、がーっ
て詰め込んだんで。

合格のための秘訣ってなんですか？
松原：なんかルーティーン、受験のときも、全部いっ
ぱいルーティーン決めて、やってました。例えば、朝は、
マジでお気に入りのアイシャドウ。あと、同じシャー

ペンとか使うとか。いっぱい決めてました、決め事を。
松本：私は普通に、同じ時間に寝るとか。寝るのは結
構ロングスリーパーだったんで、11 時ぐらいに寝る。
えっと、多分、9 時とかに終わって、色々やってたら 9
時半じゃない。で、11 時だと結構早いほうだと思うん
ですよ、代官山の中で。11 時には寝る。寝て、朝は普
通に 6 時とかに起きます。同じ時間に寝るのは、結構
本当に大事だった。
松原：あと、秋にやる面談のアドバイスはマジでちゃ
んと聞いといたほうがいいし、ここで言われたことちゃ
んとやれば大丈夫ってメンタル戻せたのは大きかった。
最初は北里と女子医と昭和は受けるつもりなかったけ
ど、アドバイス聞いた通りに受験して全部受かったし。
受験終わってみると、メンタルマジで強くなりました。

後輩のためにアドバイスはありますか？
松原：私は、夜の睡眠以外で寝るのが一番悪だと思っ
てます。あの、授業中とか、自習中も、たまにだった
らまだいいですけど、寝てる科目伸びなかったし、寝
たとき成績下がったし、しかも、なんか寝るのって、
罪悪感は薄いんですよ、めちゃめちゃ。はあ、ちょっ
と寝ちゃったわみたいな。携帯いじるとかよりも、全
然罪悪感が薄いから、その分、頑張ろうとかなんない
から。そう。だから、寝るのは本当にやめたほうがい
いと思う。どうしても眠かったら、取りあえずもう歩く。
後は、先生になんか質問を絶対見つける。もう、どう
でもいいのでもいいから。
松本：私は…うーん、まず何だろう、例えば、単科とかで、
最初の 2 コマ出て、2 コマ切る人とかいるじゃん。やっ
ぱそういうのは、本当にやめたほうがいい。授業、切
らない。当たり前なんですけど、まあ、そうやって結
構サボってる人で受かったっていうのがいないし、めっ
ちゃ何年も浪人してる人っていうイメージだから。お
金を払ってもらってるんだし、絶対切らないっていう
のと。あと、頑張ってメンタルは自分で保つ、なんか、

やっぱ上のクラスの人たちとか見てると、すごい、やっ
ぱこう、圧、圧じゃないけど、こう、引いちゃうくら
い強い。下のクラスだからって上に受からないわけじゃ
ないじゃん、意外と。なんか、私は最後 A4 だったけど、
普通に A2 だから私よりすごい受かるってわけでもな
いし。だから、そういうところは全然引け目とか感じ
ないで、自分だけ見て、なんか周り気にし過ぎないで
頑張ってほしいなって思います。
松原：代官山が無かったら、本当に、あの、そもそも
受験できるスタートラインに立てなかったと思うので。
だから、絶対諦めて違うところ行ってるか、もうずーっ
と、何十浪もしてるかもしれないので、ここに出会え
て良かったと思います。
松本：まあ、でも私も多分、代官山じゃなかったら、
本当に受かってなかったなって思ってて。普通に授業
のカリキュラムとかもだけど、先生とか、そのマンツー
マンとかで、すごい、もう先生とかにいっぱい質問で
きる環境とか、そういうのはすごい、本当に良かった
なって思うし、石井先生とかとも、塾長と関わるって
あんまり、他の塾では無いっぽいですけど。石井先生は、
一人一人名前とか性格も覚えてるし、だから、ちゃん
と見てくれてるんだなっていう、そういう先生との距
離も近いから、実家とかじゃなかったけど、1 人じゃ
ないっていうか、ちゃんと応援してくれてる人いるっ
ていう、そういうのが良かったなって感謝しています。
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置されてて、で、途中から塾もサボり気味で、全然行
かなかった。マンガ喫茶に、ずっと閉じこもってました。
全然伸びなくて、今更進路変えるのも申し訳なく思っ
てましたね。浪人してから、ここ ( 代官山 MEDICAL)
にきて、先生、先生みんな大好きだったんですよ。だ
から、褒められたくて褒められたくて。授業の前に、
予習をすごいやってました。その時点である程度、いっ
ぱい予習しといたら、授業で当てられても答えられる
じゃないですか。で、褒められる。しかも、あのー、
授業中でやる内容が復習になるみたいな。

メンタル面は、どうでしたか？
松原： 最初は、当然、本館からだったんですけど、夏
から 2 号館に移ったんですよ、上がれたんですけど、
本館に友達がいっぱいいて、2 号館、誰もいなくって。
で、それだけでもちょっとメンタルがやられて。なん
か英語が、すごいその時期、英語を詰めてて偏差値も
57.5 までいってたんだけど、他の教科はマンスリー全
然取れませんでした。
松本：私はどんどんメンタル落ちちゃって。私、多分、夏、
147点 (マンスリー400点満点)のときなかったですか。
これは言いたかったんですけど、2 号館から本館に落
ちたときはメンタルめっちゃきました。夏すごい、自
分的に頑張ろうって気もあって、朝も 2 号館で 1 番と
かに来てたんです、5 時 50 分とかに。夏は A3 だった
んですけど、すごい A3 のメンバーが夏頑張ろうみた
いな。例えば𠮷住（𠮷住 拓真：獨協医科大進学）とか
古川（古川 遼：東海大医学部進学）とか、みんな早く、
6 時とかに来てて。あと寺﨑君（寺﨑 巧：東北医科薬
科大医学部進学）とかも早く来てて。じゃあみんなで
頑張ろうみたいな感じで、私も早く来て、すごい朝から、
夏だからなんか、めっちゃ頑張ってたのに、そしたら
147 点取っちゃったから、すっごいメンタルきて、もう。
そこら辺、あの～、放浪した。代官山のあたり。もう
何も持たずに、もう、やめたいと…。本当に、え、もう、

そして、合格の通知来た時ってどうでしたか？
松本：本当に受かるって思ってなくて。最後まで。親
も全然。なんかもう普通に、来年度どうするみたいな
( 笑 )。
女子医が一番最初の一次で、金沢の前期の入試終わっ
て、2 時ぐらいに終わったんですけど、その会場で、
お母さんから喜びの LINE が来て。めっちゃ嬉しかった
記憶があります。本当に感謝してるのが、私、女子医
受けるつもりが本当になくって、あの、これ、まじ学
費のこともあって、本当に私受けませんって言ってて、
この獨協二つで出してたんですけど、石井先生と面談、
親と面談するじゃないですか。そのときに、やっぱ受
けたほうがいいみたいな、結構言われて。あ、じゃあ
分かりましたって言って受けて、今、進学してるんで。
本当に感謝してます。
松原：私も、女子医の会場で、試験全部終わったあとに、
出口、出るときってちょっと整理があって、待つじゃ
ないですか。その間に、こうやってこうやって見て。
フッ。めっちゃ嬉しくって、めっちゃ震え上がりました。
松本：自分の番号があるみたいな。間違いないかな、
とか。フフフ。
松原：うん、めっちゃ思った。何回も確認して、で、
何回も合格だったから、ハハハ。本当に嬉しかったです。
それから、あの、全部いい方向に。メンタルも勉強も、
なんかどんどん、どんどんいい方向に。人生で一番嬉
しかった。なんか、ここ（代官山 MEDICAL）に来て本
当に良かったと思いました。一気に集中型で、がーっ
て詰め込んだんで。

合格のための秘訣ってなんですか？
松原：なんかルーティーン、受験のときも、全部いっ
ぱいルーティーン決めて、やってました。例えば、朝は、
マジでお気に入りのアイシャドウ。あと、同じシャー

ペンとか使うとか。いっぱい決めてました、決め事を。
松本：私は普通に、同じ時間に寝るとか。寝るのは結
構ロングスリーパーだったんで、11 時ぐらいに寝る。
えっと、多分、9 時とかに終わって、色々やってたら 9
時半じゃない。で、11 時だと結構早いほうだと思うん
ですよ、代官山の中で。11 時には寝る。寝て、朝は普
通に 6 時とかに起きます。同じ時間に寝るのは、結構
本当に大事だった。
松原：あと、秋にやる面談のアドバイスはマジでちゃ
んと聞いといたほうがいいし、ここで言われたことちゃ
んとやれば大丈夫ってメンタル戻せたのは大きかった。
最初は北里と女子医と昭和は受けるつもりなかったけ
ど、アドバイス聞いた通りに受験して全部受かったし。
受験終わってみると、メンタルマジで強くなりました。

後輩のためにアドバイスはありますか？
松原：私は、夜の睡眠以外で寝るのが一番悪だと思っ
てます。あの、授業中とか、自習中も、たまにだった
らまだいいですけど、寝てる科目伸びなかったし、寝
たとき成績下がったし、しかも、なんか寝るのって、
罪悪感は薄いんですよ、めちゃめちゃ。はあ、ちょっ
と寝ちゃったわみたいな。携帯いじるとかよりも、全
然罪悪感が薄いから、その分、頑張ろうとかなんない
から。そう。だから、寝るのは本当にやめたほうがい
いと思う。どうしても眠かったら、取りあえずもう歩く。
後は、先生になんか質問を絶対見つける。もう、どう
でもいいのでもいいから。
松本：私は…うーん、まず何だろう、例えば、単科とかで、
最初の 2 コマ出て、2 コマ切る人とかいるじゃん。やっ
ぱそういうのは、本当にやめたほうがいい。授業、切
らない。当たり前なんですけど、まあ、そうやって結
構サボってる人で受かったっていうのがいないし、めっ
ちゃ何年も浪人してる人っていうイメージだから。お
金を払ってもらってるんだし、絶対切らないっていう
のと。あと、頑張ってメンタルは自分で保つ、なんか、

やっぱ上のクラスの人たちとか見てると、すごい、やっ
ぱこう、圧、圧じゃないけど、こう、引いちゃうくら
い強い。下のクラスだからって上に受からないわけじゃ
ないじゃん、意外と。なんか、私は最後 A4 だったけど、
普通に A2 だから私よりすごい受かるってわけでもな
いし。だから、そういうところは全然引け目とか感じ
ないで、自分だけ見て、なんか周り気にし過ぎないで
頑張ってほしいなって思います。
松原：代官山が無かったら、本当に、あの、そもそも
受験できるスタートラインに立てなかったと思うので。
だから、絶対諦めて違うところ行ってるか、もうずーっ
と、何十浪もしてるかもしれないので、ここに出会え
て良かったと思います。
松本：まあ、でも私も多分、代官山じゃなかったら、
本当に受かってなかったなって思ってて。普通に授業
のカリキュラムとかもだけど、先生とか、そのマンツー
マンとかで、すごい、もう先生とかにいっぱい質問で
きる環境とか、そういうのはすごい、本当に良かった
なって思うし、石井先生とかとも、塾長と関わるって
あんまり、他の塾では無いっぽいですけど。石井先生は、
一人一人名前とか性格も覚えてるし、だから、ちゃん
と見てくれてるんだなっていう、そういう先生との距
離も近いから、実家とかじゃなかったけど、1 人じゃ
ないっていうか、ちゃんと応援してくれてる人いるっ
ていう、そういうのが良かったなって感謝しています。
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卒 業 生 が 語 る

WAY TO SUCCESS

合格への
軌跡2021年

獨協医科大
金沢医科大
埼玉医科大

2次正規合格
前期2次合格
後期2次合格

私は代官山に来て良かった。
本当に先生たちが大好きで。ハハハハ。

獨協医科大進学　盧 雛乃さん(西武学園文理高校卒)

卒 業 生 が 語 る

WAY TO SUCCESS

合格への
軌跡2021年

愛知医科大 2次合格

1年目はスタートがやっぱ、
バカだったのもあるし。2年目のほうが、
ちょっと心に余裕を持ってましたね。

愛知医科大進学　杉浦 るみの さん(秀明高校卒)
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獨協医科大進学　盧 雛乃さん(西武学園文理高校卒)
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愛知医科大 2次合格

1年目はスタートがやっぱ、
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愛知医科大進学　杉浦 るみの さん(秀明高校卒)
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それでは、今年の結果とここに来るまでのきっ
かけなど、それぞれお願いします。
盧：盧雛乃です。1 次が来たのが、獨協と金沢と埼玉
後期で、2次は全部来ました。獨協は正規です。金沢は、
補欠 81 番で、埼玉後期は 8 番です。31 日に来ました。
杉浦：よかったよね、本当、来て。
盧：はい、私はえっと 2 年前に、あの昭和に行った河
野君(昭和大医学部進学：河野有哉)から紹介してもらっ
て来ました。前の予備校で知り合いで知り合って、で、
メディカ●●ボです。私が 1 浪んときに彼がここに来
て、受験が終わった後にまた会って。で、代官山なら、
受かるかもしれないからっつって薦められた、薦めら
れました。フフフフ。
杉浦：えと、私は、現役んときに、何だっけ、攻略本もらっ
て受験会場で。見て、いいなって思って。で、あと、
家庭教師で須藤幹君が見てくれてたんで、須藤、ここ
の卒業生、家庭教師だったんですよ。家、2 軒隣で。
ハハハ。幹君 ( 東京医科大進学：須藤幹 ) が薦めてくれ
たんで。フフフ。そうです。それで来ました。ここき
たとき、須藤君も全然だめだったって聞いてたし、うん。
盧：ここ来て、授業とかレビューとか多かったけど、
なんか前にマンツーマンだけ、ずっと個人、マンツー
のだけの塾だったんで、なんかうれしかったです。

合格の秘訣は？
盧：私は結構、先生ありきというか、先生の存在が結構、
大事だったりして。マンツーを取って、その先生にめっ
ちゃ質問行って、自分の中でこう問題解決して、吸収
してっていうのもそうだし、メンタル面もいろいろ話
したりとかして、なんかこう、勉強面も向上できたし、
なんかメンタルも結構保てたから、先生との時間が多
かったから受かった、っていうか。中村先生、太郎推し。
なんかでも私は 2 年間ずっと太郎先生のマンツー取っ
てて。とにかく太郎先生がいなかったら、2 年目ここ
でやろうと思えなかったぐらい結構、支えてもらって
たかなって。
杉浦：感動すんだけど、なんか。
盧：でも、なんかまあ一つのきっかけでもっていうこ
とで考えると、やっぱ先生、太郎先生がいたっていう
のは結構、大きかったなって。あの本当に、全く否定
しないでなんか、一つのいいところを毎回、こう褒め
てくれるというか。なんかマンスリー 1 年目は一回も
平均越えなかったけど。ハハハハハ。今回はここがで
きるようになったから、次はここできるようにしよう
とか、そういうなんかプラスなことを言ってアドバイ
スしてくれるから、次も頑張ろうと思えたし。なんか
2 年目は結構、1 年目よりは厳しくて毎日すごい難しい
数Ⅲとかプリントを専用に、私専用に作ってくれて、
それを毎日ついて、なんか分かんなかったら、もう結構、
毎日いつも行って、ここはこうだああだっていって。
杉浦：太郎先生がいる日、絶対、行ったもんね。
盧：絶対行って。

杉浦：でもさ、行ったときにさ、深井君 ( 東京慈恵会
医科大：深井悠介 ) が質問してて行けなかったときと
かあった。
盧：でも深井君が頑張ってるから、私もやんなきゃい
けないとか思ったし。もっと頑張んなきゃいけないと
か思うし、そのおかげでマンスリー載ったりとかもし
たし。安定したから、なんかそれぐらいしつこく行く
のは、なんか自分のためだったから。
杉浦：私は、本当に良平先生が、ハハハハ。良平先生
がもう最高でした。なんか、え、何だろう。私、文法めっ
ちゃ嫌いで。なんか文法はなんちゃら法とか、なんか
漢字で勉強するのめちゃくちゃ嫌いで。雰囲気で教え
るっていうか、英会話とか結構やってたんで、秀明で。
なんちゃら制限法みたいな、なんたら倒置法みたいな
なんか、めっちゃ漢字のなんか日本語っぽい教え方だ
と、本当に分かんなくて。なんか良平先生、なんか私
がそのなんちゃら法みたいな分かんないやつとか持っ
てくと、めっちゃ、こういうときに使うみたいな例文
みたいなの、わあって書いて、めっちゃ分かったんで
すよ。もうなんか英単語とかも、なんかもう、わあっ
て分かんないやつ書いたら、この似てるやつ、似てる
語感とかのやつ、ばあって書いてつながって、もうど
んどん覚えましたね。もうすごいです。それで、全く
知らない単語見ても、なんかその構造見れば意味、大体、
推測できるようになって。こういう意味かなと思った
ら当たってたりして、何となくでも。良平先生は、教
え方とかが自分に合ったっていうか、人間的にも。でも、
いいなと思ったのは受験期に全くなんか私に、なんか
今どうなのとか聞かなかったんですよ、先生。なんか
会ったときも、その取りあえず、その勉強と関係ない
ことを話してくれて。結構、受験期メンタル、ちょっ
とメンタルっていうか、なんか嫌だったんであんま言
われるの、どこ 1 次来た？とか。だから何も言わない
んで。なんかすごい話しやすかったし、良かったですね。
良平の授業のなんか、M4 のときなんか、余計なこと、

ああ、あの人やってたからなみたいなるじゃないです
か。毎日見てる人の行動とその成績が連動してるって
いうか、代官山は。●ーマスだと名前とかは出ないんで、
なんか緊張感もないし、まあいっかなみたいな感じだっ
た。マンスリーは名前が、貼り、貼り出しは意識してた、
英語だけは絶対、載ろうと思ってました。なんか石井
先生になんか、何だっけ。ランキング 1 桁じゃないと
得意って言っちゃ駄目だよみたいな言われて、ずっと
1 桁を狙ってました。3 位とか。ありました。8 月、な
んか偏差値が一番、高かったやつ。
盧：なんか、去年は自分はやってる方だと思い込んで
いて、周りよりもやってるって思っていたけど、今年
になって、やっぱもっとやんなきゃいけないなって。
化学は割とできるほうかなって思ったけど、でもなん
か質問されると全然、答えられなかったりとか、渡さ
れた問題の解説を、なんかここはどういう解釈とか聞
かれても答えられなかったりとかしたから、なんかそ
ういうのを鍛えてもらったなっていうところかな。で、
いっぱいプリントもらって、それをとにかく解いてま
した。で、化学はテキストも何回も解き直して、理解
を深める。ただやるんじゃなくて、ここはこういう意
味だから、こういうふうに計算してとかをいちいち考
えながら。で、それが分かんなかったらノート見返して、
そこにメモし、こういう理、こういう解釈っていうの
を必ずメモして復習ノートとかにしたりしてました。
杉浦：1 年、1 年目はスタートがやっぱ、バカだったの
もあるし。2 年目のほうが、ちょっと心に余裕を持っ
てましたね。なんか 1 年目、まあ 1 年目のほうが多分、
朝とか早かったし、あれだったんですけど、2 年目は
もうなんか、なんかストレスためないことだけ考えて。
なんか朝遅くても、その駄目だ駄目だと思うと、もっ
となんか嫌んなるんで、なんかもう開き直って、もう
今この時間に来たから、なんだろ休み時間ちょっと頑
張ろうみたいな。きょう、しゃべんないようにしよう

とか、は思ってました。でも、あんまなんか自分、責
めると悲しくなっちゃうんで、あんまりしてなかった。
フフフ。悪い点取っても、やっちゃったあぐらい、はい。
結構ゆっくり、うん。好きなようにしてました。朝は、
ハハハ、パン屋さんでパン買って食べたりしてました。
フフ、のんびりしてた、ハハハ。でもまあ、謎にやる
気があるときは、めっちゃ早かった。頑張ろうみたい
な思ったときは、なんか一時期、絶対に前の日よりは
1 分でも早く来るってやった時期があって、そんとき
は一気に早くなりましたね。1 人、1 人でチャレンジし
て、なんか後藤君がなんかいるんですけど絶対、早い
んですけど、私が行くとなんか「昨日より早いじゃん」
とか褒めてくれて、そう。めっちゃ。うれしかったです。

後輩たちに、アドバイスなどあれば。
盧：私はまず、やっぱり生活リズムをしっかりするの
は大事かなと思っていて、私は 6 時半に来て、数学の
積分とグラフ書いて。ウイークリーの英語の文を覚え
るやつ、をやるってのは必ずやってて。で、そっから
その数学の予習とか復習とかマンツーのプリントとか
をやるとかを決めてやってたりとかして。その朝のルー
ティンをちゃんとつくったほうがいいっていうのは大
事かなと思って。あと質問行くのが、やっぱりなんか
行きづらい人とかもいるかもしれないけど、質問に行
くことで、結構、分かんなかったところがすぐ分かる
から時間も無駄にならないし、ちょっと人に話すコミュ
ニケーションをすることで結構メンタルもなんか安定
したりとかもすると思うから、なんか質問たくさんし
て勉強面もメンタル面もなんか向上させるっていうの
は、いいかなと思う。あと石井先生の授業、絶対、前
に座ったほうがいい。私も一番、私は絶対、一番前の
真ん中に座ってて。毎回当ててもらって、私の予習の
和訳に対して結構いろいろ言ってもらって。で、なんか。
杉浦：いろいろね。
盧：それで結構、なんか病んだりとかなんか。や、や、
なんか、「きょうはなんか初心者」って言われたとか結
構、あった。「初心者の英語です」とか言われてた。な
んか、でも褒めてもらったときもあったりとかして、
いろんな波があったけど、でもなんかそこで得るもの
が多かった。
杉浦：いや、私も前、結構、座ってたんですけど、めっちゃ
当ててくれるんで。いや、当たんの、まあ、でも、やだっ
ちゃやだったんですけど。でも当たったら緊張感が全
然、違くて。私、途中から 2、2 列目になったんですけ
ど超、気抜けて。もうなんか、ああ全然、違うわって
思いました。超、気が楽になっちゃいました。なんか
全然、当たんなくなって。なんか、だらあんって感じ
になって。ああ、前、違うんだなみたいな思って。前、
良かったです。
盧：予習をなんか当てられるって分かってるから絶対、
予習を完璧に、全力出して予習の和訳つくっていくっ
てのが基本トレーニングになったし。そう、なんか毎回、

緊張感があるから、あの入試の情報の細かいところと
かマンスリーとか戦略とかの話も。
杉浦：授業で、訳やってくださいって言われて失敗す
ると、めちゃくちゃ恥ずかしくて。なんか「杉浦さん、
ここの訳はもっとこうやって訳さなきゃ」みたいに言
われて。もう、はあ、はあ。石井先生になんか言われると、
ちょっとやだ、やだから頑張ってた。ちょっとやだった。
でもいいんですけど。石井先生、結構、仲良かった、
仲良くなれたんで。あの一番、前、座ったんで。いじ
られて、仲良くなれたんで、良かったと思います。
盧：いじられたほうだよね。結構ね。うちらは。

今年の受験勉強を振り返って
杉浦：なんか、あんまり、何だろ、何て言えばいいの。
受験期に、その帰り道とかに代官山生としゃべってて、
なんかマンスリーで一喜一憂してた自分たち、ばかだっ
たねみたいな話したんですよ。なんか受験は、めっちゃ
もうその毎日その、何ていうの、毎日あるじゃないで
すか、チャンスが。それに。マン、マンスリーとかク
ラス分けとかで、なんか、わあっとか言ってたの、めっ
ちゃ昔のことみたいに感じて。結局その 1 次受けたら、
その何ていうの、受かる人は受かるし、駄目な人は駄
目だし。ばって結果出るんで。なんか普通に自分がで
きないことをなくすことだけ考えて、あとはあんまり
自分を追い詰め過ぎないで、なんか気長にやったほう
が、私はなんか、今年も今年っていうか全然、去年の
ほうが結構メンタルやばくて、なんか友達とかも、あ
んまいい友達できなくてあれだったんですけど、今年
はみんななんか平和に過ごせたし。なんかメンタルも
全然、病まなかったんで結構よかったと思います。
盧：私は代官山に来て良かった。本当に先生たちが大
好きで。ハハハハ。
杉浦：でもなんかな。でも本当にマンツーの先生たち
が良かったし。
盧：ハハハ。めっちゃ支えてもらってたのもあるし、

周りの人たちに支えてもらって、なんか泣いたり、結
構泣いたりとかいろいろあったけど、何だかんだ。
杉浦：仲間が良かったよね、みんな。
盧：みんな支え合って、ちゃんと受験乗り越えられた
から、すごい代官山来て良かったし、今でも代官山生
と仲いいぐらい、代官山愛が強い。
杉浦：愛知医大の子とかよりも全然、仲いいし。なん
か全然。なんか愛知医大の子たち、まず会わない。リモー
トなんで。なんか全然、代官山生のほうが、ウエーイっ
て感じ。何でも話せるみたいな。ハハハ、え、でも本
当に何だろう、友達とかは、なんかちょっと選ぶって
いうのは、あれなんですけど、なんかちゃんと ( 勉強 )
やってる友達と関わったほうがいいなと思いますね。
A6 んときとか、なんか、ダレ過ぎて、周りに流され過
ぎて、あれだったんで。でも、M4 になって、みんな
真面目にやってるっていうのも、あったんですけど、
やっぱ真面目にやってる子たちと一緒にいれば、なん
か自然と、会話も休み時間の会話とかも頭いいんです
よ。なんかちょっと、その A6 とかにいた頃はすごい
変な、なんかそのくっだらない話ばっかしてたんです
けど、M4 のときはめっちゃみんな話、勉強のこととか、
もうなんか、全然違う、真面目で。最初の授業かなん
かのときに、予習これどうやって解いたみたいな話始
めてみんなが、A6 のとき、こんな話したことないと思っ
て、私びっくりしちゃって、去年一回もしたことない
なと思って。だから、ちょっとそういうところも良かっ
たです。みんなで予習どうやって解いたとかを話して、
あ、そうやって解く人もいるんだって。なんか感動し
たりとかしたんで。
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杉浦：でもさ、行ったときにさ、深井君 ( 東京慈恵会
医科大：深井悠介 ) が質問してて行けなかったときと
かあった。
盧：でも深井君が頑張ってるから、私もやんなきゃい
けないとか思ったし。もっと頑張んなきゃいけないと
か思うし、そのおかげでマンスリー載ったりとかもし
たし。安定したから、なんかそれぐらいしつこく行く
のは、なんか自分のためだったから。
杉浦：私は、本当に良平先生が、ハハハハ。良平先生
がもう最高でした。なんか、え、何だろう。私、文法めっ
ちゃ嫌いで。なんか文法はなんちゃら法とか、なんか
漢字で勉強するのめちゃくちゃ嫌いで。雰囲気で教え
るっていうか、英会話とか結構やってたんで、秀明で。
なんちゃら制限法みたいな、なんたら倒置法みたいな
なんか、めっちゃ漢字のなんか日本語っぽい教え方だ
と、本当に分かんなくて。なんか良平先生、なんか私
がそのなんちゃら法みたいな分かんないやつとか持っ
てくと、めっちゃ、こういうときに使うみたいな例文
みたいなの、わあって書いて、めっちゃ分かったんで
すよ。もうなんか英単語とかも、なんかもう、わあっ
て分かんないやつ書いたら、この似てるやつ、似てる
語感とかのやつ、ばあって書いてつながって、もうど
んどん覚えましたね。もうすごいです。それで、全く
知らない単語見ても、なんかその構造見れば意味、大体、
推測できるようになって。こういう意味かなと思った
ら当たってたりして、何となくでも。良平先生は、教
え方とかが自分に合ったっていうか、人間的にも。でも、
いいなと思ったのは受験期に全くなんか私に、なんか
今どうなのとか聞かなかったんですよ、先生。なんか
会ったときも、その取りあえず、その勉強と関係ない
ことを話してくれて。結構、受験期メンタル、ちょっ
とメンタルっていうか、なんか嫌だったんであんま言
われるの、どこ 1 次来た？とか。だから何も言わない
んで。なんかすごい話しやすかったし、良かったですね。
良平の授業のなんか、M4 のときなんか、余計なこと、

あんまなくて。ぱっぱっぱって進むんで。たまに入る
雑談が、なんかもう誰得みたいな ( 笑 )、なんか、オチ
もよく分かんない誰得情報な、なんか雑談が入るのが
面白かった。あ、あと、三ツ橋先生も、めっちゃ好き
でしたよ。
盧：じゃあ良平だけじゃないじゃん。あ、似てるな。
あの 2 人。
杉浦：三ツ橋先生も、もう最高でした。
盧：ああ、ブルドーザー。
杉浦：もうなんか、あの、ぽんってたたくと、ブボボ
ボボって出てくる感じが、めっちゃ良かったです。
すごいなんか、処理がすごい。処理。スピードがすごい。
添削とかしてもらうと結構よかったです。でも、難、
難民、英語難民だったら、ちょっと良平はきついかも
しれないけど。
盧：きつい、きつい。あの、三ツ橋先生は大丈夫だと
思います。
杉浦：英語難民の子とか取ってた子、いたんですけど、
ちょっと無理みたいな。
盧：千葉ちゃんは英語だけ、なんか他、すごいできる
から、なんか英語で結構、大変そうだったけど。でも
なんか彼女なりに頑張ってた。

昨年と比べて、勉強法とか、最も変わったとこ
ろは？
杉浦：一番変わったところは、代官山は、小さくクラ
スが分かれてて、なんかレベル、自分のレベルってい
うか、その全体の中での自分の位置が分かったこと、
良かったと思います。●ーマス、分かんないですね、模
試みたいなのあるんですけど、外部の人も受けるし、
なんか順位とか出るんですけど、ちょっとよく分かん
なくて。フフ、何がよく分かんないの、なんか気まぐ
れで取ってる人とかもいるかもしれないし、( ここだと )
ランキングとか、毎週、毎月、ばあって名前で出ると、

ああ、あの人やってたからなみたいなるじゃないです
か。毎日見てる人の行動とその成績が連動してるって
いうか、代官山は。●ーマスだと名前とかは出ないんで、
なんか緊張感もないし、まあいっかなみたいな感じだっ
た。マンスリーは名前が、貼り、貼り出しは意識してた、
英語だけは絶対、載ろうと思ってました。なんか石井
先生になんか、何だっけ。ランキング 1 桁じゃないと
得意って言っちゃ駄目だよみたいな言われて、ずっと
1 桁を狙ってました。3 位とか。ありました。8 月、な
んか偏差値が一番、高かったやつ。
盧：なんか、去年は自分はやってる方だと思い込んで
いて、周りよりもやってるって思っていたけど、今年
になって、やっぱもっとやんなきゃいけないなって。
化学は割とできるほうかなって思ったけど、でもなん
か質問されると全然、答えられなかったりとか、渡さ
れた問題の解説を、なんかここはどういう解釈とか聞
かれても答えられなかったりとかしたから、なんかそ
ういうのを鍛えてもらったなっていうところかな。で、
いっぱいプリントもらって、それをとにかく解いてま
した。で、化学はテキストも何回も解き直して、理解
を深める。ただやるんじゃなくて、ここはこういう意
味だから、こういうふうに計算してとかをいちいち考
えながら。で、それが分かんなかったらノート見返して、
そこにメモし、こういう理、こういう解釈っていうの
を必ずメモして復習ノートとかにしたりしてました。
杉浦：1 年、1 年目はスタートがやっぱ、バカだったの
もあるし。2 年目のほうが、ちょっと心に余裕を持っ
てましたね。なんか 1 年目、まあ 1 年目のほうが多分、
朝とか早かったし、あれだったんですけど、2 年目は
もうなんか、なんかストレスためないことだけ考えて。
なんか朝遅くても、その駄目だ駄目だと思うと、もっ
となんか嫌んなるんで、なんかもう開き直って、もう
今この時間に来たから、なんだろ休み時間ちょっと頑
張ろうみたいな。きょう、しゃべんないようにしよう

とか、は思ってました。でも、あんまなんか自分、責
めると悲しくなっちゃうんで、あんまりしてなかった。
フフフ。悪い点取っても、やっちゃったあぐらい、はい。
結構ゆっくり、うん。好きなようにしてました。朝は、
ハハハ、パン屋さんでパン買って食べたりしてました。
フフ、のんびりしてた、ハハハ。でもまあ、謎にやる
気があるときは、めっちゃ早かった。頑張ろうみたい
な思ったときは、なんか一時期、絶対に前の日よりは
1 分でも早く来るってやった時期があって、そんとき
は一気に早くなりましたね。1 人、1 人でチャレンジし
て、なんか後藤君がなんかいるんですけど絶対、早い
んですけど、私が行くとなんか「昨日より早いじゃん」
とか褒めてくれて、そう。めっちゃ。うれしかったです。

後輩たちに、アドバイスなどあれば。
盧：私はまず、やっぱり生活リズムをしっかりするの
は大事かなと思っていて、私は 6 時半に来て、数学の
積分とグラフ書いて。ウイークリーの英語の文を覚え
るやつ、をやるってのは必ずやってて。で、そっから
その数学の予習とか復習とかマンツーのプリントとか
をやるとかを決めてやってたりとかして。その朝のルー
ティンをちゃんとつくったほうがいいっていうのは大
事かなと思って。あと質問行くのが、やっぱりなんか
行きづらい人とかもいるかもしれないけど、質問に行
くことで、結構、分かんなかったところがすぐ分かる
から時間も無駄にならないし、ちょっと人に話すコミュ
ニケーションをすることで結構メンタルもなんか安定
したりとかもすると思うから、なんか質問たくさんし
て勉強面もメンタル面もなんか向上させるっていうの
は、いいかなと思う。あと石井先生の授業、絶対、前
に座ったほうがいい。私も一番、私は絶対、一番前の
真ん中に座ってて。毎回当ててもらって、私の予習の
和訳に対して結構いろいろ言ってもらって。で、なんか。
杉浦：いろいろね。
盧：それで結構、なんか病んだりとかなんか。や、や、
なんか、「きょうはなんか初心者」って言われたとか結
構、あった。「初心者の英語です」とか言われてた。な
んか、でも褒めてもらったときもあったりとかして、
いろんな波があったけど、でもなんかそこで得るもの
が多かった。
杉浦：いや、私も前、結構、座ってたんですけど、めっちゃ
当ててくれるんで。いや、当たんの、まあ、でも、やだっ
ちゃやだったんですけど。でも当たったら緊張感が全
然、違くて。私、途中から 2、2 列目になったんですけ
ど超、気抜けて。もうなんか、ああ全然、違うわって
思いました。超、気が楽になっちゃいました。なんか
全然、当たんなくなって。なんか、だらあんって感じ
になって。ああ、前、違うんだなみたいな思って。前、
良かったです。
盧：予習をなんか当てられるって分かってるから絶対、
予習を完璧に、全力出して予習の和訳つくっていくっ
てのが基本トレーニングになったし。そう、なんか毎回、

緊張感があるから、あの入試の情報の細かいところと
かマンスリーとか戦略とかの話も。
杉浦：授業で、訳やってくださいって言われて失敗す
ると、めちゃくちゃ恥ずかしくて。なんか「杉浦さん、
ここの訳はもっとこうやって訳さなきゃ」みたいに言
われて。もう、はあ、はあ。石井先生になんか言われると、
ちょっとやだ、やだから頑張ってた。ちょっとやだった。
でもいいんですけど。石井先生、結構、仲良かった、
仲良くなれたんで。あの一番、前、座ったんで。いじ
られて、仲良くなれたんで、良かったと思います。
盧：いじられたほうだよね。結構ね。うちらは。

今年の受験勉強を振り返って
杉浦：なんか、あんまり、何だろ、何て言えばいいの。
受験期に、その帰り道とかに代官山生としゃべってて、
なんかマンスリーで一喜一憂してた自分たち、ばかだっ
たねみたいな話したんですよ。なんか受験は、めっちゃ
もうその毎日その、何ていうの、毎日あるじゃないで
すか、チャンスが。それに。マン、マンスリーとかク
ラス分けとかで、なんか、わあっとか言ってたの、めっ
ちゃ昔のことみたいに感じて。結局その 1 次受けたら、
その何ていうの、受かる人は受かるし、駄目な人は駄
目だし。ばって結果出るんで。なんか普通に自分がで
きないことをなくすことだけ考えて、あとはあんまり
自分を追い詰め過ぎないで、なんか気長にやったほう
が、私はなんか、今年も今年っていうか全然、去年の
ほうが結構メンタルやばくて、なんか友達とかも、あ
んまいい友達できなくてあれだったんですけど、今年
はみんななんか平和に過ごせたし。なんかメンタルも
全然、病まなかったんで結構よかったと思います。
盧：私は代官山に来て良かった。本当に先生たちが大
好きで。ハハハハ。
杉浦：でもなんかな。でも本当にマンツーの先生たち
が良かったし。
盧：ハハハ。めっちゃ支えてもらってたのもあるし、

周りの人たちに支えてもらって、なんか泣いたり、結
構泣いたりとかいろいろあったけど、何だかんだ。
杉浦：仲間が良かったよね、みんな。
盧：みんな支え合って、ちゃんと受験乗り越えられた
から、すごい代官山来て良かったし、今でも代官山生
と仲いいぐらい、代官山愛が強い。
杉浦：愛知医大の子とかよりも全然、仲いいし。なん
か全然。なんか愛知医大の子たち、まず会わない。リモー
トなんで。なんか全然、代官山生のほうが、ウエーイっ
て感じ。何でも話せるみたいな。ハハハ、え、でも本
当に何だろう、友達とかは、なんかちょっと選ぶって
いうのは、あれなんですけど、なんかちゃんと ( 勉強 )
やってる友達と関わったほうがいいなと思いますね。
A6 んときとか、なんか、ダレ過ぎて、周りに流され過
ぎて、あれだったんで。でも、M4 になって、みんな
真面目にやってるっていうのも、あったんですけど、
やっぱ真面目にやってる子たちと一緒にいれば、なん
か自然と、会話も休み時間の会話とかも頭いいんです
よ。なんかちょっと、その A6 とかにいた頃はすごい
変な、なんかそのくっだらない話ばっかしてたんです
けど、M4 のときはめっちゃみんな話、勉強のこととか、
もうなんか、全然違う、真面目で。最初の授業かなん
かのときに、予習これどうやって解いたみたいな話始
めてみんなが、A6 のとき、こんな話したことないと思っ
て、私びっくりしちゃって、去年一回もしたことない
なと思って。だから、ちょっとそういうところも良かっ
たです。みんなで予習どうやって解いたとかを話して、
あ、そうやって解く人もいるんだって。なんか感動し
たりとかしたんで。
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杉浦：でもさ、行ったときにさ、深井君 ( 東京慈恵会
医科大：深井悠介 ) が質問してて行けなかったときと
かあった。
盧：でも深井君が頑張ってるから、私もやんなきゃい
けないとか思ったし。もっと頑張んなきゃいけないと
か思うし、そのおかげでマンスリー載ったりとかもし
たし。安定したから、なんかそれぐらいしつこく行く
のは、なんか自分のためだったから。
杉浦：私は、本当に良平先生が、ハハハハ。良平先生
がもう最高でした。なんか、え、何だろう。私、文法めっ
ちゃ嫌いで。なんか文法はなんちゃら法とか、なんか
漢字で勉強するのめちゃくちゃ嫌いで。雰囲気で教え
るっていうか、英会話とか結構やってたんで、秀明で。
なんちゃら制限法みたいな、なんたら倒置法みたいな
なんか、めっちゃ漢字のなんか日本語っぽい教え方だ
と、本当に分かんなくて。なんか良平先生、なんか私
がそのなんちゃら法みたいな分かんないやつとか持っ
てくと、めっちゃ、こういうときに使うみたいな例文
みたいなの、わあって書いて、めっちゃ分かったんで
すよ。もうなんか英単語とかも、なんかもう、わあっ
て分かんないやつ書いたら、この似てるやつ、似てる
語感とかのやつ、ばあって書いてつながって、もうど
んどん覚えましたね。もうすごいです。それで、全く
知らない単語見ても、なんかその構造見れば意味、大体、
推測できるようになって。こういう意味かなと思った
ら当たってたりして、何となくでも。良平先生は、教
え方とかが自分に合ったっていうか、人間的にも。でも、
いいなと思ったのは受験期に全くなんか私に、なんか
今どうなのとか聞かなかったんですよ、先生。なんか
会ったときも、その取りあえず、その勉強と関係ない
ことを話してくれて。結構、受験期メンタル、ちょっ
とメンタルっていうか、なんか嫌だったんであんま言
われるの、どこ 1 次来た？とか。だから何も言わない
んで。なんかすごい話しやすかったし、良かったですね。
良平の授業のなんか、M4 のときなんか、余計なこと、

ああ、あの人やってたからなみたいなるじゃないです
か。毎日見てる人の行動とその成績が連動してるって
いうか、代官山は。●ーマスだと名前とかは出ないんで、
なんか緊張感もないし、まあいっかなみたいな感じだっ
た。マンスリーは名前が、貼り、貼り出しは意識してた、
英語だけは絶対、載ろうと思ってました。なんか石井
先生になんか、何だっけ。ランキング 1 桁じゃないと
得意って言っちゃ駄目だよみたいな言われて、ずっと
1 桁を狙ってました。3 位とか。ありました。8 月、な
んか偏差値が一番、高かったやつ。
盧：なんか、去年は自分はやってる方だと思い込んで
いて、周りよりもやってるって思っていたけど、今年
になって、やっぱもっとやんなきゃいけないなって。
化学は割とできるほうかなって思ったけど、でもなん
か質問されると全然、答えられなかったりとか、渡さ
れた問題の解説を、なんかここはどういう解釈とか聞
かれても答えられなかったりとかしたから、なんかそ
ういうのを鍛えてもらったなっていうところかな。で、
いっぱいプリントもらって、それをとにかく解いてま
した。で、化学はテキストも何回も解き直して、理解
を深める。ただやるんじゃなくて、ここはこういう意
味だから、こういうふうに計算してとかをいちいち考
えながら。で、それが分かんなかったらノート見返して、
そこにメモし、こういう理、こういう解釈っていうの
を必ずメモして復習ノートとかにしたりしてました。
杉浦：1 年、1 年目はスタートがやっぱ、バカだったの
もあるし。2 年目のほうが、ちょっと心に余裕を持っ
てましたね。なんか 1 年目、まあ 1 年目のほうが多分、
朝とか早かったし、あれだったんですけど、2 年目は
もうなんか、なんかストレスためないことだけ考えて。
なんか朝遅くても、その駄目だ駄目だと思うと、もっ
となんか嫌んなるんで、なんかもう開き直って、もう
今この時間に来たから、なんだろ休み時間ちょっと頑
張ろうみたいな。きょう、しゃべんないようにしよう

とか、は思ってました。でも、あんまなんか自分、責
めると悲しくなっちゃうんで、あんまりしてなかった。
フフフ。悪い点取っても、やっちゃったあぐらい、はい。
結構ゆっくり、うん。好きなようにしてました。朝は、
ハハハ、パン屋さんでパン買って食べたりしてました。
フフ、のんびりしてた、ハハハ。でもまあ、謎にやる
気があるときは、めっちゃ早かった。頑張ろうみたい
な思ったときは、なんか一時期、絶対に前の日よりは
1 分でも早く来るってやった時期があって、そんとき
は一気に早くなりましたね。1 人、1 人でチャレンジし
て、なんか後藤君がなんかいるんですけど絶対、早い
んですけど、私が行くとなんか「昨日より早いじゃん」
とか褒めてくれて、そう。めっちゃ。うれしかったです。

後輩たちに、アドバイスなどあれば。
盧：私はまず、やっぱり生活リズムをしっかりするの
は大事かなと思っていて、私は 6 時半に来て、数学の
積分とグラフ書いて。ウイークリーの英語の文を覚え
るやつ、をやるってのは必ずやってて。で、そっから
その数学の予習とか復習とかマンツーのプリントとか
をやるとかを決めてやってたりとかして。その朝のルー
ティンをちゃんとつくったほうがいいっていうのは大
事かなと思って。あと質問行くのが、やっぱりなんか
行きづらい人とかもいるかもしれないけど、質問に行
くことで、結構、分かんなかったところがすぐ分かる
から時間も無駄にならないし、ちょっと人に話すコミュ
ニケーションをすることで結構メンタルもなんか安定
したりとかもすると思うから、なんか質問たくさんし
て勉強面もメンタル面もなんか向上させるっていうの
は、いいかなと思う。あと石井先生の授業、絶対、前
に座ったほうがいい。私も一番、私は絶対、一番前の
真ん中に座ってて。毎回当ててもらって、私の予習の
和訳に対して結構いろいろ言ってもらって。で、なんか。
杉浦：いろいろね。
盧：それで結構、なんか病んだりとかなんか。や、や、
なんか、「きょうはなんか初心者」って言われたとか結
構、あった。「初心者の英語です」とか言われてた。な
んか、でも褒めてもらったときもあったりとかして、
いろんな波があったけど、でもなんかそこで得るもの
が多かった。
杉浦：いや、私も前、結構、座ってたんですけど、めっちゃ
当ててくれるんで。いや、当たんの、まあ、でも、やだっ
ちゃやだったんですけど。でも当たったら緊張感が全
然、違くて。私、途中から 2、2 列目になったんですけ
ど超、気抜けて。もうなんか、ああ全然、違うわって
思いました。超、気が楽になっちゃいました。なんか
全然、当たんなくなって。なんか、だらあんって感じ
になって。ああ、前、違うんだなみたいな思って。前、
良かったです。
盧：予習をなんか当てられるって分かってるから絶対、
予習を完璧に、全力出して予習の和訳つくっていくっ
てのが基本トレーニングになったし。そう、なんか毎回、

緊張感があるから、あの入試の情報の細かいところと
かマンスリーとか戦略とかの話も。
杉浦：授業で、訳やってくださいって言われて失敗す
ると、めちゃくちゃ恥ずかしくて。なんか「杉浦さん、
ここの訳はもっとこうやって訳さなきゃ」みたいに言
われて。もう、はあ、はあ。石井先生になんか言われると、
ちょっとやだ、やだから頑張ってた。ちょっとやだった。
でもいいんですけど。石井先生、結構、仲良かった、
仲良くなれたんで。あの一番、前、座ったんで。いじ
られて、仲良くなれたんで、良かったと思います。
盧：いじられたほうだよね。結構ね。うちらは。

今年の受験勉強を振り返って
杉浦：なんか、あんまり、何だろ、何て言えばいいの。
受験期に、その帰り道とかに代官山生としゃべってて、
なんかマンスリーで一喜一憂してた自分たち、ばかだっ
たねみたいな話したんですよ。なんか受験は、めっちゃ
もうその毎日その、何ていうの、毎日あるじゃないで
すか、チャンスが。それに。マン、マンスリーとかク
ラス分けとかで、なんか、わあっとか言ってたの、めっ
ちゃ昔のことみたいに感じて。結局その 1 次受けたら、
その何ていうの、受かる人は受かるし、駄目な人は駄
目だし。ばって結果出るんで。なんか普通に自分がで
きないことをなくすことだけ考えて、あとはあんまり
自分を追い詰め過ぎないで、なんか気長にやったほう
が、私はなんか、今年も今年っていうか全然、去年の
ほうが結構メンタルやばくて、なんか友達とかも、あ
んまいい友達できなくてあれだったんですけど、今年
はみんななんか平和に過ごせたし。なんかメンタルも
全然、病まなかったんで結構よかったと思います。
盧：私は代官山に来て良かった。本当に先生たちが大
好きで。ハハハハ。
杉浦：でもなんかな。でも本当にマンツーの先生たち
が良かったし。
盧：ハハハ。めっちゃ支えてもらってたのもあるし、

周りの人たちに支えてもらって、なんか泣いたり、結
構泣いたりとかいろいろあったけど、何だかんだ。
杉浦：仲間が良かったよね、みんな。
盧：みんな支え合って、ちゃんと受験乗り越えられた
から、すごい代官山来て良かったし、今でも代官山生
と仲いいぐらい、代官山愛が強い。
杉浦：愛知医大の子とかよりも全然、仲いいし。なん
か全然。なんか愛知医大の子たち、まず会わない。リモー
トなんで。なんか全然、代官山生のほうが、ウエーイっ
て感じ。何でも話せるみたいな。ハハハ、え、でも本
当に何だろう、友達とかは、なんかちょっと選ぶって
いうのは、あれなんですけど、なんかちゃんと ( 勉強 )
やってる友達と関わったほうがいいなと思いますね。
A6 んときとか、なんか、ダレ過ぎて、周りに流され過
ぎて、あれだったんで。でも、M4 になって、みんな
真面目にやってるっていうのも、あったんですけど、
やっぱ真面目にやってる子たちと一緒にいれば、なん
か自然と、会話も休み時間の会話とかも頭いいんです
よ。なんかちょっと、その A6 とかにいた頃はすごい
変な、なんかそのくっだらない話ばっかしてたんです
けど、M4 のときはめっちゃみんな話、勉強のこととか、
もうなんか、全然違う、真面目で。最初の授業かなん
かのときに、予習これどうやって解いたみたいな話始
めてみんなが、A6 のとき、こんな話したことないと思っ
て、私びっくりしちゃって、去年一回もしたことない
なと思って。だから、ちょっとそういうところも良かっ
たです。みんなで予習どうやって解いたとかを話して、
あ、そうやって解く人もいるんだって。なんか感動し
たりとかしたんで。
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杉浦：でもさ、行ったときにさ、深井君 ( 東京慈恵会
医科大：深井悠介 ) が質問してて行けなかったときと
かあった。
盧：でも深井君が頑張ってるから、私もやんなきゃい
けないとか思ったし。もっと頑張んなきゃいけないと
か思うし、そのおかげでマンスリー載ったりとかもし
たし。安定したから、なんかそれぐらいしつこく行く
のは、なんか自分のためだったから。
杉浦：私は、本当に良平先生が、ハハハハ。良平先生
がもう最高でした。なんか、え、何だろう。私、文法めっ
ちゃ嫌いで。なんか文法はなんちゃら法とか、なんか
漢字で勉強するのめちゃくちゃ嫌いで。雰囲気で教え
るっていうか、英会話とか結構やってたんで、秀明で。
なんちゃら制限法みたいな、なんたら倒置法みたいな
なんか、めっちゃ漢字のなんか日本語っぽい教え方だ
と、本当に分かんなくて。なんか良平先生、なんか私
がそのなんちゃら法みたいな分かんないやつとか持っ
てくと、めっちゃ、こういうときに使うみたいな例文
みたいなの、わあって書いて、めっちゃ分かったんで
すよ。もうなんか英単語とかも、なんかもう、わあっ
て分かんないやつ書いたら、この似てるやつ、似てる
語感とかのやつ、ばあって書いてつながって、もうど
んどん覚えましたね。もうすごいです。それで、全く
知らない単語見ても、なんかその構造見れば意味、大体、
推測できるようになって。こういう意味かなと思った
ら当たってたりして、何となくでも。良平先生は、教
え方とかが自分に合ったっていうか、人間的にも。でも、
いいなと思ったのは受験期に全くなんか私に、なんか
今どうなのとか聞かなかったんですよ、先生。なんか
会ったときも、その取りあえず、その勉強と関係ない
ことを話してくれて。結構、受験期メンタル、ちょっ
とメンタルっていうか、なんか嫌だったんであんま言
われるの、どこ 1 次来た？とか。だから何も言わない
んで。なんかすごい話しやすかったし、良かったですね。
良平の授業のなんか、M4 のときなんか、余計なこと、

ああ、あの人やってたからなみたいなるじゃないです
か。毎日見てる人の行動とその成績が連動してるって
いうか、代官山は。●ーマスだと名前とかは出ないんで、
なんか緊張感もないし、まあいっかなみたいな感じだっ
た。マンスリーは名前が、貼り、貼り出しは意識してた、
英語だけは絶対、載ろうと思ってました。なんか石井
先生になんか、何だっけ。ランキング 1 桁じゃないと
得意って言っちゃ駄目だよみたいな言われて、ずっと
1 桁を狙ってました。3 位とか。ありました。8 月、な
んか偏差値が一番、高かったやつ。
盧：なんか、去年は自分はやってる方だと思い込んで
いて、周りよりもやってるって思っていたけど、今年
になって、やっぱもっとやんなきゃいけないなって。
化学は割とできるほうかなって思ったけど、でもなん
か質問されると全然、答えられなかったりとか、渡さ
れた問題の解説を、なんかここはどういう解釈とか聞
かれても答えられなかったりとかしたから、なんかそ
ういうのを鍛えてもらったなっていうところかな。で、
いっぱいプリントもらって、それをとにかく解いてま
した。で、化学はテキストも何回も解き直して、理解
を深める。ただやるんじゃなくて、ここはこういう意
味だから、こういうふうに計算してとかをいちいち考
えながら。で、それが分かんなかったらノート見返して、
そこにメモし、こういう理、こういう解釈っていうの
を必ずメモして復習ノートとかにしたりしてました。
杉浦：1 年、1 年目はスタートがやっぱ、バカだったの
もあるし。2 年目のほうが、ちょっと心に余裕を持っ
てましたね。なんか 1 年目、まあ 1 年目のほうが多分、
朝とか早かったし、あれだったんですけど、2 年目は
もうなんか、なんかストレスためないことだけ考えて。
なんか朝遅くても、その駄目だ駄目だと思うと、もっ
となんか嫌んなるんで、なんかもう開き直って、もう
今この時間に来たから、なんだろ休み時間ちょっと頑
張ろうみたいな。きょう、しゃべんないようにしよう

とか、は思ってました。でも、あんまなんか自分、責
めると悲しくなっちゃうんで、あんまりしてなかった。
フフフ。悪い点取っても、やっちゃったあぐらい、はい。
結構ゆっくり、うん。好きなようにしてました。朝は、
ハハハ、パン屋さんでパン買って食べたりしてました。
フフ、のんびりしてた、ハハハ。でもまあ、謎にやる
気があるときは、めっちゃ早かった。頑張ろうみたい
な思ったときは、なんか一時期、絶対に前の日よりは
1 分でも早く来るってやった時期があって、そんとき
は一気に早くなりましたね。1 人、1 人でチャレンジし
て、なんか後藤君がなんかいるんですけど絶対、早い
んですけど、私が行くとなんか「昨日より早いじゃん」
とか褒めてくれて、そう。めっちゃ。うれしかったです。

後輩たちに、アドバイスなどあれば。
盧：私はまず、やっぱり生活リズムをしっかりするの
は大事かなと思っていて、私は 6 時半に来て、数学の
積分とグラフ書いて。ウイークリーの英語の文を覚え
るやつ、をやるってのは必ずやってて。で、そっから
その数学の予習とか復習とかマンツーのプリントとか
をやるとかを決めてやってたりとかして。その朝のルー
ティンをちゃんとつくったほうがいいっていうのは大
事かなと思って。あと質問行くのが、やっぱりなんか
行きづらい人とかもいるかもしれないけど、質問に行
くことで、結構、分かんなかったところがすぐ分かる
から時間も無駄にならないし、ちょっと人に話すコミュ
ニケーションをすることで結構メンタルもなんか安定
したりとかもすると思うから、なんか質問たくさんし
て勉強面もメンタル面もなんか向上させるっていうの
は、いいかなと思う。あと石井先生の授業、絶対、前
に座ったほうがいい。私も一番、私は絶対、一番前の
真ん中に座ってて。毎回当ててもらって、私の予習の
和訳に対して結構いろいろ言ってもらって。で、なんか。
杉浦：いろいろね。
盧：それで結構、なんか病んだりとかなんか。や、や、
なんか、「きょうはなんか初心者」って言われたとか結
構、あった。「初心者の英語です」とか言われてた。な
んか、でも褒めてもらったときもあったりとかして、
いろんな波があったけど、でもなんかそこで得るもの
が多かった。
杉浦：いや、私も前、結構、座ってたんですけど、めっちゃ
当ててくれるんで。いや、当たんの、まあ、でも、やだっ
ちゃやだったんですけど。でも当たったら緊張感が全
然、違くて。私、途中から 2、2 列目になったんですけ
ど超、気抜けて。もうなんか、ああ全然、違うわって
思いました。超、気が楽になっちゃいました。なんか
全然、当たんなくなって。なんか、だらあんって感じ
になって。ああ、前、違うんだなみたいな思って。前、
良かったです。
盧：予習をなんか当てられるって分かってるから絶対、
予習を完璧に、全力出して予習の和訳つくっていくっ
てのが基本トレーニングになったし。そう、なんか毎回、

緊張感があるから、あの入試の情報の細かいところと
かマンスリーとか戦略とかの話も。
杉浦：授業で、訳やってくださいって言われて失敗す
ると、めちゃくちゃ恥ずかしくて。なんか「杉浦さん、
ここの訳はもっとこうやって訳さなきゃ」みたいに言
われて。もう、はあ、はあ。石井先生になんか言われると、
ちょっとやだ、やだから頑張ってた。ちょっとやだった。
でもいいんですけど。石井先生、結構、仲良かった、
仲良くなれたんで。あの一番、前、座ったんで。いじ
られて、仲良くなれたんで、良かったと思います。
盧：いじられたほうだよね。結構ね。うちらは。

今年の受験勉強を振り返って
杉浦：なんか、あんまり、何だろ、何て言えばいいの。
受験期に、その帰り道とかに代官山生としゃべってて、
なんかマンスリーで一喜一憂してた自分たち、ばかだっ
たねみたいな話したんですよ。なんか受験は、めっちゃ
もうその毎日その、何ていうの、毎日あるじゃないで
すか、チャンスが。それに。マン、マンスリーとかク
ラス分けとかで、なんか、わあっとか言ってたの、めっ
ちゃ昔のことみたいに感じて。結局その 1 次受けたら、
その何ていうの、受かる人は受かるし、駄目な人は駄
目だし。ばって結果出るんで。なんか普通に自分がで
きないことをなくすことだけ考えて、あとはあんまり
自分を追い詰め過ぎないで、なんか気長にやったほう
が、私はなんか、今年も今年っていうか全然、去年の
ほうが結構メンタルやばくて、なんか友達とかも、あ
んまいい友達できなくてあれだったんですけど、今年
はみんななんか平和に過ごせたし。なんかメンタルも
全然、病まなかったんで結構よかったと思います。
盧：私は代官山に来て良かった。本当に先生たちが大
好きで。ハハハハ。
杉浦：でもなんかな。でも本当にマンツーの先生たち
が良かったし。
盧：ハハハ。めっちゃ支えてもらってたのもあるし、
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周りの人たちに支えてもらって、なんか泣いたり、結
構泣いたりとかいろいろあったけど、何だかんだ。
杉浦：仲間が良かったよね、みんな。
盧：みんな支え合って、ちゃんと受験乗り越えられた
から、すごい代官山来て良かったし、今でも代官山生
と仲いいぐらい、代官山愛が強い。
杉浦：愛知医大の子とかよりも全然、仲いいし。なん
か全然。なんか愛知医大の子たち、まず会わない。リモー
トなんで。なんか全然、代官山生のほうが、ウエーイっ
て感じ。何でも話せるみたいな。ハハハ、え、でも本
当に何だろう、友達とかは、なんかちょっと選ぶって
いうのは、あれなんですけど、なんかちゃんと ( 勉強 )
やってる友達と関わったほうがいいなと思いますね。
A6 んときとか、なんか、ダレ過ぎて、周りに流され過
ぎて、あれだったんで。でも、M4 になって、みんな
真面目にやってるっていうのも、あったんですけど、
やっぱ真面目にやってる子たちと一緒にいれば、なん
か自然と、会話も休み時間の会話とかも頭いいんです
よ。なんかちょっと、その A6 とかにいた頃はすごい
変な、なんかそのくっだらない話ばっかしてたんです
けど、M4 のときはめっちゃみんな話、勉強のこととか、
もうなんか、全然違う、真面目で。最初の授業かなん
かのときに、予習これどうやって解いたみたいな話始
めてみんなが、A6 のとき、こんな話したことないと思っ
て、私びっくりしちゃって、去年一回もしたことない
なと思って。だから、ちょっとそういうところも良かっ
たです。みんなで予習どうやって解いたとかを話して、
あ、そうやって解く人もいるんだって。なんか感動し
たりとかしたんで。
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